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見立
第
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部

ー--'・-
~ 

ーーーー-A

内

第

編

自

然

位

置

、
境

界

旧
三
内
村
は
愛
媛
県
の
中
部
、
杭
泉
州
川
の
東
端
に
位
す
る
山
村
で

)11 

村

あ
る
。
村
の
東
は
同
桑
郡
旧
桜
樹
村
に
接
し
、
北
及
西
は
温
泉
郡
旧

な
ら
び
に
旧
拝
志
村
に
連
な
り
、
南
は
四
国
山
脈
の
尾
恨

を
も
っ
て
上
浮
穴
郡
旧
川
瀬
村
、
而
何
村
と
境
を
接
し
て
い
る
。
松
そ
れ

山
市
の
東
南
、
約
十
七
粁
の
地
点
に
あ
る
。
村
は
東
西
南
北
、

ぞ
れ
八
粁
、
胤
次
郎
円
以
大
の
村
と
な
っ
て
い
た
。

第
二
章

第
一
節

地
形
、
地

質

1-1-1 

脈

村
の
南
端
を
凶
国
山
脈
が
東
西
に
走
り
、
石
川
当
山
(
一
四
五
六
米
)

O
米
)
な
ど
の
山
嶺

肌
ケ
峯
(
一
二
七
一
米
)
、
帥
ケ

森

(

が
仰
が
れ
、
制
山
市
ぶ
拙
山
も
追
か
東
南
方
に
烈
見
さ
れ
る
。
す
な
は

号士
画1[.'

上
浮
穴
郡
と
の
交
通
は
出

~J ち
、
村
は
四
国
山
脈
の
北
斜一
山
に
ら
り

井
内
峠
な
と

い
づ
れ
も
一

O
O
O米

以
上
の
峠
を
利
用
す
る
。

j
i
F
 

h
F
L
』

A
M叶

i
;
l
 
人斗い

mA午
、

1

1
JH 

村
の
中
央
部
附
近
で
、
北
々
西
に
向
っ
て
四
国
山
脈
の
大
さ
な
支

山
脈
が
突
出
し
て
い
て
、
村
は
東
西
に
大
き
く
わ
け
ら
れ
る
。
東
部

奥
を
河
之
内
、
西
部
奥
を
井
内
と
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一内
村
の
峠
れ
と
日
川
さ
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約

一
0
0
0米
J

H

一
一
一
二
九

が
一

一
二
八
問
H

一

H

八

O
一一一
H

一

九
O
K
M

H

一0
・八
九
H

九
O
万
H

M
一O
μ
O
M

七
九
八
N

三
一
一
一
N

称
す
る
。

村
の
北
方
は
商
船
山
沈

の
南
端
に
接
し
て
お
り
、
四
国
山

脈
の
北
而
山
鎚
と
の
附
に
若
干
の

平
則
一地
を
生
じ
て
、
と
れ
が
本
村

の
農
業
地
慌
で
あ
る
c

山
市
森
峠
は
昔
は
上
浮
穴
郡
と
の

交
通
の
要
路
で
あ
っ
た
が
、

W!j 

治
ん
ど
府
道
の
如
く
な
っ
て
い
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た
。
し
か
し
川
和
三

O
年
七
月
、

仙
川
松
山
総
が
開
通
し
て

県
道

交
通
距
離
の
川
納
、
道
路
の
整
備
が
出
来
た
の
で
、
再
び
利
用
度
が

加
は
り
、
而
川
国
有
林
の
開
発
、
交
通
の
発
達
等
は
期
し
て
待
つ
べ

き
状
態
と
な
っ
た
。
文
国
道
十

一
号
線
は
い
ま
や
似
引
峠
を
開
通
し

て
桜
三

mtに
連
結
す
る
運
び
と
な
っ
て

い
る
。

第
二
節

河

)1¥ 

三
内
村
を
比
れ
る
主
要
河
川
と
し
て

は
、
重
信
川
の
支
流
で
あ
る

表
川
と
、
そ
の
ま
た
支
流
と
な
っ

て
い

る
井
内
川
と
、
周
桑
郡
を
束

北
流
し
て
い
る
中
山
川
の
上
流
の
土
谷
川
と
で
あ
る
。
表
川
は
三
内

村
東
谷
に
入
っ

て
則
之
内
川
と
な
り
、
そ
の
水
似
は
わ
か
れ
て
、
割

訂
峠
と
れ
山
相
川
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
多
く
の
支

流
を
も
っ
て
い
る
。
東
谷
の
民
業
用
水
は
こ
れ
等
の
支
流
よ
り
地
税

さ
れ
る
。

こ
の
流
は
急
流
で
あ
っ
て
、
各
所
に
奇
山
行
怪
f

ね
が
あ
ら
わ

れ
、
そ

の
浸
蝕
作
用
の
激
し
さ
を
如
実
に
物
語
っ

て
い
る
。
河
之
内

に
は
有
名
な
白
山
仰
の
滝
の
景
勝
が
あ
り
、
水
量
も
豊
富
で
、
わ
ん
状

の
円
借
つ
ぼ
を
も
ち
三
段
の
滝
と
な
っ

て
い
る
。
冬
は
泌
結
す
る
こ

と

に
よ
り
一
川
そ
の
景
観
を
増
す
。
遠
く
松
山
方
面
か
ら
の
観
光
客
も

多
い
。
内
的
の
他

の
外
に
山
仰
の
施
も
と
て
も
、
立
派
で
あ
る
。

狩
山
場
制
岬
」
併
に
は
久
保
の
淵
が
あ
る
。
機
山
石
肘
が
浸
蝕
さ
れ
て
で
き

中丁 IUUiJ板惣引|河

司
A

Jν
f
 

田

谷

照

子

之

内

之

神
字

谷
h
A
 

た

椀

状

の

淵

で
あ

る
。
音
田
部
落
に
あ

る
雨
施
、
流
の
下
の

山
相
ケ
産
な
ど
も
こ

の
表
川
の
波
蝕
作
用

の
激
し
さ
を
物
語
つ

て
い
る
。

井
内
川
は
、
三
内

西
谷
を
北
流
し
て
表

川
と
合
流
す
る
川
で

そ
の
水
似
は
井
内
峠

で
あ
る
。

こ
の
川
も

流
は
泌
く
、

)11 

そ
の
浸

グ1

一一一一
一

長
さ
(
約
)

/I( 
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曲
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}II 
六

・
O
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任
・
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・
O

一一一
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『
じ
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一五
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井
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峠
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三
万
ケ
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三
方
ケ
綴

1
1
6
1
時

3
1
ゴ
a

ヒ
ト

白|

主
引

q
4
4
1山

三
方
ケ
縦

三
万
ケ
が

桧
皮
峠
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蝕
作
用
は
激
し
く
、
到
る
処
に
大
き
な
淵
を
作
っ
て
い
る
。
夏
は
子

供
述
の
水
泳
以
と
な
り
、
文
重
信
漁
業
協
同
組
合
の
欣
流
す
る
鮎
の

漁
場
と
も
な
る
。
川
内
川
内
は

一一什
う
に
放
ば
ず
、
速
く
は
松
山
方
向

か
ら
の
太
公
叫
が
押
し
か
け
る
の
で
有
名
で
あ
る
。

水
呈
も
川
品
川
口
川
で
あ
っ
て
、
流
域
に
は
肥
沃
な
凹
地
が
聞
け
て
い
る
。

以
前
此
の
流
水
を
利
刑
し
て
川
上
水
力
発
電
所
が
あ
っ

た
。

筑

間I

地

質

高
純
山
川刊は

大
部
分
花
山
岡
山
類
か
ら
な
る
が
、
そ
の
南
部

一
州
、

一内
村
の
北
に
抜
す
る
、
ー↓
H川

L
L
」
叶
』
+
ふ
、

H
H
l
J

一ふ小・レー

和
泉
砂
川

h
M
で
あ
る
。
ヤ」

れ
に
対
し
て
、
村
の
南
を
岐
す
る
四
国
山
脈
は
安
山
打
、
特
に
紫
蘇

阿
川ι
わ巾火
山
川
れ
に
お
L

わ
れ
て
い
る
。
三
内
村
は
二
つ
の
山
積
の
接
触

山
…
上
に
付
す
る
た
め
、
村
の
地
質
構
造
は
陸
雑
で
あ
る
。
し
た
が

つ

て
地
質
学
」
か
ら
も
興
味
あ
る
地
域
で
あ
る
。
河
川
流
域
は
砂
線
開
川

で
あ
る

こ
と
は

-い
う
ま
で
も
な
い
が
、
山
林
地
搭
の
州
問
質
に
つ
い
て

は
、
次
の
如
く
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十イi

上
部
自
民
系
に
属
す
る
砂
山
石
、
頁
山
石
、
凝
灰
岩
の
分
布

(
則
之
内
地
区
の
南
北
山
地
、

井
内
川
の
東
西
に
わ
た
る
山
地
)

同

民
主
付
火
山
山
地
山
市
(
ヰ
」と
し
て
河
之
内
北
部
地
区
)

(ヨ

別
子
統
に
属
す
る
絹
雲
母
ゐ
岡市
一片
山
心
の
分
布
、
河
之
内
地
区
の

-331-

凡{判

中町 、え
よ g~ 白 世忠
男'1平川

中
央
部
一
帯

相)

結
晶
片
山
布
地
帯
桜
樹
村
に
接
す
る
何
之
内
東
部
地
区

tl:i) 

中
新
統
に
属
す
る
砂
右
、
頁
岩
凝
以
山
石
の
分
布
(
西
谷
の
卜
τ市

と
東
谷
の
上
部
地
域
)

出
ケ
森
山
、
三
方
ケ
森
山
を
凶
点
と
す
る
四
国
山
脈
の
分
知
は
、

北
部
は
砂
岩
、

南
市
l

部
は
紫
蘇
師
f

川
安

頁
山
、
凝
灰
れ
か
ら
な
り
、



山
山
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
村
内
に
お

い
て

は
、

い
相
迫
が
見
ら
れ
る
。

地
質
恭
一右
の
若
し

砂
山
石
頁
山
れ
は
大
坂
の
和
泉
山
脈
の
も
の

と
同
じ
も
の
で
、
諮
岐
山

脈
に
あ
ら
わ
れ
、
三
局
、
新
居
浜
、
西
条
を
通
り
、
三
内

表
わ
れ
て
、

泣
く
長
浜
口仰
の
青
島
に
及
ん
で
い
る
。

中
央
犠
造
線

愛媛県地質略図

、

)11 

ヒ
に

」
の
利

h
R
φ
ノ

H
j

E
Y
γ
h
H
t
イ

同
の
南

に
は
、

士
口
ヨ
旧
L
1

tv背
中

l
E
T
l
J'

岩
が
ι

ゐ

る
がL
)11 
仁
村

に
於
て

は
安
山

岩
が
町山町

出
し
て

、

)

己

、ν
y
一

こ
の
和

泉
川
砂
岩
層
と、

結
品
片
岩
、
安
山
山
桁
の
接
す
る
境
は
、
大
き
な
断
附

料
で
、
こ
れ
を
中
央
椛
造
線
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
中
火
椛
造
M
M

は
、
ほ
ぼ
東
西
の
直
線
状
で
あ
る
が
、
三
内
村
で
は
大
き
く
乱
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
地
質
構
造
も
複
雑
と
な

っ
て
い
る
。
中
央
構
造

総
は
、
東
は
桜
三
旦
の
松
阪
か
ら
、
小
松
、
三
島
を
経
て
、
香
川
以

か
ら
紀
伊
半
島
を
通
り
、
中
部
地
方
の
諏
訪
湖
に
達
し
、
四
は
砥
部

郡
中
を
通
り
、
九
州
の
長
崎
県
に
至
っ
て

い
る
有
名
な
も
の

で
ゐ

る

第
四
郎

物

;拡
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(→ 

岩
ゐ
、
旧
三
内
村
に
産
す
る
岩
ね
に
、
黒
雲
N

円
安
山
岩
が
あ
る

が
こ
れ
は
相
之
谷
南
方
に
多
く
蕗
出
し
て
お
り
、
佐
築
材
料
と

し
て
よ
く
利
用
さ
れ
る
岩
‘ゐ
で
あ
る
υ

四
谷
井
内
の
域
政
に
は
然

際
料
ゐ
安
山
岩
の
露
頭
が
あ
ら
わ
れ
、
近
年
土
木
工
事
の
ゐ
材
と

し
て
切
出
さ
れ
て
い
る
。
誌
の
下
の
山
淑
ケ
崖
は

和
泉
砂
岩
の

で

こ
れ
だ
け
の
も
の

は
県
下
に
も
柿
な
断
肘
で
あ
る
。
市
川

隣
接
地
方
で
は
、
結
品
片
山
石
が
見
ら
れ
、
こ

の
地
方
の
川
の
川
休

は
、
結
晶
片
岩
の
赤
ま
た
は
緑
の
色
も
鮮
や
か
に
、

流
れ
を
一

一情

夫
し
く
見
せ
て
く
れ
る
。

( .) 

化
右
に
は
植
物
化
わ
が
、
井
内
六
地
蔵
附
近
と
、
河
之
内
狩
以



川
似
の
二
地
点
か
ら
花
山
せ
ら
れ
る
。

谷
か
ら
貝
の
化
f

引
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。 υ人
川
刊
か
な
が
ら
惣
山
谷
の
渓

第
一
二

一立
早

内
村
の
土
地
総
耐
積
は
、
六
、

面

積

れ
た
地
域
の
而
砧
に
兵
助
は
な
い
筈
で
あ
る
が
、
附
和
二
十

4
凶
の

一O
二
平
方
粁
で
あ
る
。
限
ら

変
災
で
は
多
く
の
刺
地
が
流
失
し
た
。
故
に
耕
地
と
し

て
は
大
き
な

1I1H1126{1 

緋地 5884J..>(

宅地 282 

山HI);i'l!f 3.1621 

Jtの他 2.3731 

J-1' -1 6.1518 
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地

林

他

一
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一
回

畑

の

一
川

附

一

宅

山

社
(
一

減
少
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
食
船
閑
践
で
新
た
な
聞
製
に
よ
っ
て
緋
地

が
附
加
し
た
。
米
麦
の
供
出
で
は
耕
地
が

か
く
れ
る
こ

と
も
あ
る
し

ま
た
統
計
の
た
て
方
で
も
そ
れ
が
具
っ
て
く
る
。
ま
た
固
有
地
銀
吋
を

入
れ
る
か
入
れ
ぬ
か
に
よ
っ
て
も
ち
が
い
が
生
ず
る
。
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第
四
章

区

輩リ

内
村
を
区
劃
し
て
、
三
大
字
、

一
九
区
と
す
る
。
務
政
時
代
か

ら
、
河
之
内
村
、
則
之
内
村
、
井
内
村
と
各
独
立
の
村
で
あ
っ
た
が

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
実
施
の
際
、
そ
れ
が
合
併
さ
れ
各
村
の

イ1

政

l豆

II日l

) 1 日Ij 1可

之 ~ ノ
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内

丸 :1七 場

;11・ ~Iじ初a、 見Ij 1=1 

|人j
谷 !什
上南 減

;11 ~& 勿 ;J( コiヨι 

ドォ 問
谷
i!hi F 'I!J' 田

土

ケ

ん'コ、ー 谷

「
内
」
を
と
っ
て
三
内
村
と
名

づ
け
た
。
こ
れ
が

三
内
村
名
の
起

り
で
あ
る
。
三
大
字
と
も
そ
れ
ぞ
れ
自
然
の
地
勢
や
歴
史
を
持
っ
て

お
り
、
広
汎
な
地
域
で

あ
ち
ら
の
山
陰
、
こ
ち
ら
の
谷
奥
に
三
軒

五
山
引
と
散
居
す
る
村
で
あ
る
か
ら
、
大
字
何
之
内
、
大
字
則
之
内
、

大
字
井
内
と
、
三
大
字
と
す
る
こ
と
が
最
も
自
然
で
あ
っ

た
の
だ
。

X
各
大
{
子
と
も
、
区
有
財
産
を
所
有
し
て
い
て
、

各
利
害
得
失
を
異

に
し
て
い
た
の
で

町
村
制
実
施
後
も
各
大
字
に
区
会
を
設
け
て

補
充
的
に
一
般
事
務
を
取
扱
っ
て
い
た
。
明
治
凶
十
凶
年
か
ら
三
内

村
一
本
の
行
政
区
を
剖
立
実
施
す
る
よ

5
に
な

っ
た
。

第

節

士
由
む

手
か
も

の

木

秘
の
木
は
其
の
土
地
固
有
の
名
称
で
あ
っ
て
、
十U
い
道
路
や
川
川

等
に
よ
っ
て
便
宜
上
区
劃
せ
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
。
最
も
お
ぼ
え
日
勿

、、

っ
戸
内
ノ1
3

、
、

】

V

斗
イ

J

J

l

'j
I
V

ま
ぎ
ら
わ
し
な
い
、
と
云
う
よ
う
な
こ
と
か
ら

つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
の
挽
移
や
変
選
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
に
変
っ
て
来
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
に
な
っ
て
土
地
の
転
売
が
許
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
土
地
台
帳
に
地
番
が

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

-，5，54-

つ
て
は
、
こ
こ
に
回
定
し
て
現
在
の
穂
の
木
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

各
大
字
句
に
一
連
の
地
番
と
し
て
そ
の
上
に
字
何
々
と
、
こ

の
胞
の

木
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
の
で
あ
っ

て、

そ
の
土
地
の
者
に
は
特
別
の

愛
着
感
が
あ
る
も
の

で
あ
る
。
三
内
村
各
大
字
別
の
砲
の
木
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
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久大 リー 黒 I-FI -It 也、

似

毘木 ユじ 岩出r l間 J~j 良

一
勝
一
定
谷

一
版
原
棚
田

一
一
一
勝
一
品
川

一
藤
原
丸
山

一H
除
原
段
一
政
岡
山
夜
道

大
半
令
木

一大

-tノ
上

T
JTハ
予
い
似

T
ur道
/
上
一
大

半

円以

一
大
半
中
田

大
光
弘
前

一大
半
rH一般道
一
大
平
尻
↓
口問
-
大
一
主
一
ト

一大
半
法
泉
均
一
大
半
天
川

忠
良
川
原

一
上

保

一
長

沌

下

一
山
長
天
向

一
大

れ

れ

一
口

地

行

先

川

原

一
次

郎

跡

一
穴

回

道

一
以

川

以

一
必

/

本

一

六

地

蔵

一
宋

附

一
小

坂

一
ツ

ツ

一

穴

回

一
古

川

下

焔

ノ

元

一
山

桜

川

一
成

ル

道

一
的

問

一
寺

市

一
は

本

板

取

坂

一
庄

町

一
中

屋

敷

一
ソ

リ

一
辰

野

一
木

地

山

屋

一
友

出

一
苅

弘

一
一
一
ノ

μ
一
タ

ア

問

一

dvu

ノ
阿
久

山T

右

一
雨

ノ

必

一
松

ノ

上

一羽
7

川
郎
開
放
一
七

界

始

谷

一
後

地

一
応

地

一
以

一
猪

/

本

一
九

旧

肥

之

浦

一
刷

必

一
上

ノ

山

↑
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シ

キ

一
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百
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一
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/

H
M

l

汁
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同

木
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一
切

政

一
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/
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馬
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一

薬

師

一
山

田

一
松

海

一
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1
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一
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/
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一
品

/
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回

山
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一
預
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一
土
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上

川

放

一
内

保

欣

一
作

小

尾

一
道

間

一
古

ノ
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一
伝

問

ク
-
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フミ I~ 砥

木 ノ ::(:I :)1 

谷 .¥'1 'u B，t il.1 
|付
111 

法 フ
0) 

PL! 
iJ~ j豆

シ の
カ 木

房 谷 ワ (ま 111 
t欠

赤 池 の
ノ 如く 』艮ゲ

i会 Ih-j! 上 仁 フシ
あス ヤ 南 谷ヤ

イ る シ
方
。

卜 ヤ
ヨ
堺ウ コ
1会

猿 ヲ ノミ

ノ

カ
ン

オ三
才よ ケ 国

JII 
?詫 ~~ 7L 
ノ 尾

ノ

ゾ F LU 上

J民 上 、ノ j出

ヨ ノ
ノ

知l 田 窪 下

蛇 里子 I~巨

ケ

f!f i也 H庄

品1 切11 11:: 
ケ サ

〈ん〕、? コ 田

J1J11E4 シ 、、、 下
、、、

ツ

iill 畑 畑

底l ヲ メ
ン

フ
ク

ギ
出 知i

ア
シ

谷 長 j!::J 

ノ

D足 こi，'u仏 ヨミ

第
二
節

小

字

由

来

の

小
字
(
松
の
木
)
の
起
原
に
つ

い
て
は
い
ろ
い
ろ
研
究
を
す
る
と

耐

白

い
と
忠
わ
れ
る
。
村
の
歴
史
を
知
る
に
は
大
切
な
資
料
で
あ
っ

て
、
我

々
の
先
租
の
生
活
文
化
と
直
接
の
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

次
に
三
内
村
の
二
三
の
穂
の
木
の
由
来
に
つ
い
て
、

昔
か
ら
の
一一円
伝

え
や
、
市
遂
の
話
を
参
考
に
し
て
記
し
て
見
る
。

O 
問

也
、
訓
石
峠
を
越
え
て
上
回
穴
部
笠
方
村
、
渋
草
村
と
交
通
し

て
何
日
奥
地
か
ら
人
や
馬
が
出
て
来
て
現
在
の
間
原
の
地

ι問

中
泌
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
多
く
は
木
炭
や
材
木
の
間
尽
を
し
て

い
た
の
で
関
原
と
云
う
地
名
と
な
っ
た
。

H
H
、
総
ド
の
お
狗
川
州
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。

よ
く
協
の
あ
た
る
柿
(
表
又
は
所
)
と
い
う
立
。

国
国
の
立
か
、
即
ち
荘
園
の
閣
か
ら
音
と
化
し
た
の
で
あ
ろ

う。

或
は
思
回
の
ぷ
か
。

000  
音 LI ~~f 

H
M
 

羽
U
4

O
則
之
内

O 
保

O 
)1 

O
庄
原
元

O
大

元

O
久
米
向 'h

」5
 

太
古
か
ら
東
谷
、
山
谷
の
河
川
の
犯
椛
に
よ
っ
て
そ
の
治
川
に

洲
を
品
川
り
沃
野
を
形
成
し
た
の
で
洲
の
内
と
な
り
滋
に
則
E
/一内け

と
な
っ
た
。

免
和
の
地
か
。

此
の
地
に
は
な
、
足
利
尊
氏
諸
問
鋲
波
の
九
、

一
同

一
1
1
を
佐
立
し
た
ο

そ
の
安
同
寺
の
あ
っ
た
所
で
多
分
化

机
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

深
山
の
渓
れ
よ
り
流
れ
山
る
水
品
川
く
恰
か
も
ハ
氷
の
如
く
で
ハ

の
小
の
水
と
い
う
「
中
」
を
「
内
」
と
し
て
ハ
内
と
云
う
よ
う

に
な
っ
た
。

日
、
正

hmの
日
た
一
肋
で
庄
足
の
膝
一
見
と
云
う
ぷ
。

ト〈
一
山
神
机
の
あ
る
所
。

惣

mf什
に
あ
る
仙
川
名
で
あ
る
が
、
惣
回
れ
は
山
川
之
内
村
で
あ
る

か
ら
H
H
久
米
附
似
で
あ
っ
た
、
此
処
よ
り
胤
〈
が
介
内
村
で
行
。x

m似
で
あ

っ
た
。
即
ち
郡
界
と
云
う
ぷ
で
あ
る
。
天
保
十

一
行

川
替
に
な
っ
て
、
河
之
内
、
則
之
内
、
井
内
、
皆
一
ぽ
穴
部
と
な

っ
た
。

ドす
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c 
iiキ

u 
布、

。
サ子

山政担f人

。
十
づ
u 
社!

じわ
1111'心、
辺
(本 '~t:

土
小
什
川
と
市
川
の
A
川流
し
て
中
山
川
と
な
る
所
、

法
ち
山山
る
所
。
抗
出
と
も
書
く
。

こ
の
地
、
斧
刃
物
を
入
れ
ぬ
所
、
又
f

小
品
げ
を
作
れ
ぬ
一
山
。

昔
、
寺
院
の
あ
っ
た
所
で
あ
ろ
う
。か
な
も
の

品
、
引
の
地
の
城
下
が
冗
(深川
河
の
欽
物
を
貯
蔵
し
た
所
。

約
一一一青
白
前
、
則
之
内
山
の
神
谷
に
大
洪
水
が
あ
っ
て
現
在
の

附
及
び
必
似
を
判
っ
た
。

洪
木
が
あ
る
や
一

朝
に
し
て
そ
の
辺

一
山
右
の
阪
と
化
し
た
の
で
石
原
と
云
う
。

t
u、
安
国
土
寸
の
末
I
J
恵
雲
院
の
在
っ
た
所
。

「
以
引
」
に
続
く
地
中
川
で
あ
る
。
同
似
由
民
は
鎌
倉
蛍
の
巾
来
で
白

名
で
あ
る
が
、
そ
の
叉
隣
に
「
不
入
」
の
地
名
が
あ
る
。
似
像

し
て
け
ん
る
と
皆
、
仙
人
と
も
見
え
る
道
有
が
道
に
休
ん
だ
所
と

云
う
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
川
川
の

向
井
内
ト
八
寸
に
は
松
の
木
に
藤
出
と
云
う
字

を
冠
し
た
所
、
或
は

大
半
を
厄
し
た
所
が
あ

る
が
、

こ
れ
は
昔

そ
う
し
た
武
家
又
は
公
卿

が
こ
t
A

に
移
り
住
ん
で
、
自
分
の
所
有
地
を
没
収
さ
れ
な
い
よ
う
に

名
前
を
辺
し
た

の
が
今

に
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
五
章

正=

ヌL

多 2
5司、、

第
一
節

気

11ill. 

一内
村

の
気
似
は
東
谷
、

西
谷
、

土
谷
に

よ

っ
て
や
λ

異
な
る
が

{f'次 JJ Iいþιj気i~tr咋 JJ< ld

IT】m

概
ね
温
和
で
あ
る
。
村
の
年
平
均
気

温
は
十
六
ー以
で
川
寸
均
気

侃
が

j斗

以

サ
一2223 
1928 
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の
月
は
八

ケ
川
で
あ

る。

)-J 

の
が
ド
均
試

温
は
六
皮

円
U
N
J

、
?¥
1
J

J
勺
ヴ

ノ

〆
l
lノ

t=.I}~ L~i苧校生litMììn1j )

の
そ
れ
は

円
ア
フ
ヘ
》
フヘ》

二
七
位
で

ドト

こ
r
¥
lJ

J
a
J
j

ノ
l
ノ

に
於
け
る

1lj 

11 
(}) 

JT( 

す
同
気
焔
の

山ナ
均
は

O
度
六
で

一
月
に
お

け
る
何
日

η
JJ反
応
出
一一
L

t
i
{
5
 



温
平
均
は
二

・
二
度
で
あ
る
。
気
温
の
変
化
は
余
り
激
し
く
は
な
い
。

曇
天
雨
天

U
数
は

四
、
五
月
に
多
い
。

(
東
谷
幽
谷
小
学
校
観
測
)

バ
別

一

1
7
7
7
一
5
一
6
一
7
一

8
7
一
旬

一
竹

一
η
一

凶
谷

一
羽

じ

τ東
一
じ

一
ヒ

一
七

南

一
ヒ

一
レい

一
ーじ

一
じ

一
羽

一

部
孫

一↓
l

-
:

一j
E
一
j

一
11
一
lj
一
一|
一
，
一
一，
一一
，
一
一

一

主

一
東

一
化

一東

一東
凶
一四
E
一東

一東

一東

一明
東
一東

+

一

一

部
落

一北
止

策

一
四
一南
東
一制
問
一南
東
一雨
凶
一南
東
一
東

一南

亙

耳

一南
凶
一

iDi 

川
取
高
最
低
気
温

(
三

内

中

学

校

観

測

)

気設 気設
1刷g 祝日~~j

C C 

-1.5 16.6 

-2.1 186 2 

-2.2 22.9 1 3 

3.0 29.1 4 

5.5 27.0 5 

12.4 I 31.9 6 

16.2 37.0 7 

10.8 36.7 8 

12.6 34.9 ? 

8.2 32 0 10 

3.4 25.8 11 

1.2 19.8 12 

第
二
節

降

量

斗
平
均
降
水
量
は

て

九
O
O粍
で
あ
っ
て
、
愛
版
県
下
で
は
比

較
的
多
い
方
で
あ
る
。
雨
量
最
多
の
月
は
六
月
で
、
二
五

0
1
三
五

O
粍
、
最
少
の
月
は
一
月
で
、
六

O
粍
内
外
と
な

っ
て
い
る
。

積
雪
は
殆
ん
ど
な
く
わ
ず
か
に
一

O
糎
内
外
を
市
と
す
る
。
初
霜

は
、
十

一
一川
中
旬
、
終
霜
は
三
月
下
旬
で
あ
る
。
紋
漏
期
聞
は
概
し

て
短
か
い
。

61.3 
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24 
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1ヲ
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j二!日1) 1 、 IL Jl3J気ねI矧flJ 日M最刈il ||気fljj日閉じ最I;J"-'低~ I 附くilj

IlHII 

6.30C 9.40C 2.20 C 172.5 

2 5.9 8.2 1.4 132.0 

5 8.6 12.5 3.1 95.6 

4 6ヲ2

5 20.2 22.4 12.7 143.4 

6 21.5 25.2 16.9 248.1 

7 26.8 33.5 21.5 228.1 

8 26.9 30.6 20.3 I 103.2 

? 26.2 26.2 18.4 I 508.5 

10 18.6 22.3 12.5 I 135.0 

11 12.7 15.6 8.1 1 191.2 

12 6.7 9.6 2.4 I 103.5 

、ILt生J 16.4 19.6 

第

一二
節

天
候
に
関
す
る
但
諺

測
候
所
の
気
象
組
側
は
、
旬

U
新
附
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
、
主
(
の

日
の
一人
気
を
報
道
し
て
く
れ
る
。
農
家
に

と
っ
て
、

天
気
に

つ
い
て

関
心
を
持
つ
事
は
、
直
披
農
業
に
関
係
す
る
事

だ
か
ら
大
切
で
あ

る
。
背
の
人
は
、
色
々
な
事
象
に
目
を
つ
け
て
、
多
年
の
経
験
や
助

や
制
祭
を
刷
出
，vゅ
に
、
生
か

し
て
来
た
。
中
に
は
測
候
所
の
天
気
珠
洲

は
、
的
中
し
な
く
と
も
、
と
の
似
諺

は
的
中
す
る
程
正
悦
な
も
の
も

あ
る
。一、

動
物
の
動
刊
に
よ
っ
て
予
測
す
る
も
の

蛇
が
川
れ
ば
雨
、
道
を
総
切
れ
ば
雨
。

鶏
の
と
ま
り
が
遅
い
と
雨
。

帥叫が
穴
を
災
。
く
と
雨
。

蜂
の
巣
が
一日同い
所
に
あ
る
と
大
時
化
は
な
い
。

内
子
(
ア
リ
マ
キ
の

一
間
)
が
多
く
飛
ぶ
と
雨
。

:

〉

f
f
'
:
4
3
1
〉
、
〉

〉
O

を
す
か
J

川
ρ

け
は
昨
カ
左
カ
と

二
、
気
象
の
現
象
か
ら
判
断
す
る
も
の

秋
の
夕
焼
鎌
を
と
げ
。

夏
の
夕
焼
川
向
へ

行
く
な
。

ハ
に
雨
傘
円
に
円
傘
。

朝
虹
は
雨
、
タ
虹
は
陥
。

朝
や
け
に
茨
を
持
て
。

空
が
高
い
時
は
陥
。

-341-



大
雨
は
同
日
山
ー
暖
か
い
。

山
が
近
く
見
え
る
時
は
一
山。

慌
が
川
町
っ
た
ら
仰
雨
が
附
れ
る
。

一二
、
経
験
か
ら
川
山
し
た
も
の

七
ツ
上
り

(
午
後
凶
時
)
は
別
円
の
雨
。

夜
上
り
は
別
円
の
雨
。

タ
V
一三
一
u
。

地
民
に
は
問
地
長
と

H
M地
廷
が
あ
る
。

触
れ
寸
(
き
ざ
み
)
が
し
め
る
と
雨
が
降
る
。

似
一
山
の
臭
気
が
尚
い
と
問
。

↑ゎ
凶
山
に
主
が
か
か
れ
ば
雨
。

山
似
山
械
に
水
が
に
じ
む
と
雨
。

銅
山
パ1M
(

一松瀬
川
の
れ
か
ら
出
へ
)
が
山川
る
と
雨
。

こ
ん
な
例
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
が
略
す
る
。

-2
2
-
¥

-
I
1
 

M

穿
」ノ
主J
，

生

物

本
村
は
南
部
に

四
国
山
脈
の
迎
一峯ー

i

;

i

l

l
・

;
l

l

m
ヲ
謀
、
新
村
止
、

日法

m
u

等
が
山口
え
る
中
を
東
谷
、
西
谷
と
二
大
峡
谷
が
東
西
に
流
れ
て
い
て
、

林
相
も
豊
か
に

気
相
川
も
山
川
和
で
あ
る
か
ら
、
動
物
植
物
と
も
に
生

育
に
適
し
て
い
る
。

そ
の
種
類
も
少
な
く
な
い
が
特
に
珍
ら
し
い
よ

、
コ
な
も
の
は
な
い
。

第

節

-HU 

耳
川
ユ

物

野
生
の
動
物
の
中
で
も
鳥
獣
の
類
は
年
々
そ
の
数
や
鶴
瓶
が
減
少

し
て
い
く
。
大
正
の
初
年
頃
は

キ
ジ

ヤ
マ
ド
リ
の
如
き
は
人
家

に
近
い
所
で
も
、
恰
か
も
鶏
の
放
ち
飼
の
如
く
五
六
羽
位
連
だ
っ
て

遊
ん
で
居
た
の
を
見
か
け
た
事
が
あ
る
。
又
夏
の
夜
な
ど
植
田
の
中

へ
松
明
を
か
ざ
し
て
鎌
で
般
を
切
り
に
行
っ

た
。
夜
川
に
行
っ

て
も

沢
山
魚
が
居
た
も
の
だ
が

余
り
捕
獲
が
は
げ
し
い
か
ら
か
，M氾
々
其

の
数
が
減
っ
て
行
く
。
川
の
魚
は
何
年
心
な
き
人
に
よ
っ
て
毒
殺
さ

れ
る
の
で
自
に
見
え
て
減
少
し
て
行
く
。
東
祖
漁
業
組
合
は
こ
れ
を

~ 342 ~ 

な
げ
い
て
監
督
に
注
意
も
し
、
ま
た
何
年
東
谷
や
西
谷
に
鮎
の
枇
h
刊日

を
放
流
し
て
飼
育
に
努
め
て
い
る
。
実
に
感
謝
す
べ
き
だ
。

哨
乳
類
の
中
で
毎
年
ハ
ン
タ
ー
だ
ち
の
手
具
腔
ひ

い
て
迫
わ
え
廻

る
も
の

に
猪
が
あ
る
が
、
余
り
射
殺
し
た
話
は
き
か
ぬ
。
夏
山
の
下

刈
に

で
も
行
く
と
井
内
山
、
大
熊
山
か
ら
問
屋
の
南
山
、
1
1
h↑
h
円

、

J

j
く

「
L

剥
川
江
且
ノ

山
あ
た
り
に
は
猪
が
山
を
掘
り
返
し
て
い
る
の
を
見
る
。
こ

れ
を
け
ん

て
も
相
当
数
の
野
猪
が
居
る
筈
で
あ
る
。
兎
、
狐
、
科

穴

熊

と

い

っ
た
も
の
か
ら
、
猿
鹿
等
も
時
に
は
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
近

年
犬
や
猫
を
飼
う
事
が
感
ん
に
な
っ
た
。
と
れ
も
結
構
だ
が
鉱
札
の

な
い
野
良
犬
に
は
困
る
。



，いJ
類
で
は
特
別
な
も
の

は
肘
な
い
が
、

ワ
ク
イ
ス
は
谷
か
ら
谷
へ

ぷ
し
い
戸
で
な
く
。
メ
ジ
ロ

、

凶
十
作

も

よ

く

哨
づ

ヤ
マ
ガ
ラ
、

る
。
瓦
山
と
も
な
れ
ば
杜
賂
は
忌一
で
も
鳴
く
戸
が
き
こ
え
る
。
郭
↓たよ

も
山
地
も
な
く
が
、
仏
法
的
は
い
な
い
。
徳
川
に
的
グ
谷
と

玉、コ
・米

口
す
の
家
が
あ
る
。
古
老
の
話
で
は
、
u
H
此
の
'認
の
辺
へ
鶴
が
渡

っ
て

米
て
い
た
と
五
う
事
で
あ
る
。
近
行
ホ
リ
ド
ー
ルタ寸
を
似
川
す
る
閃

係
か
保
の
渡
っ
て
来
る
事
も
少
く
な
っ
た
。

渡
り
九
と
し
て
は

旬
公
，カ
モ

ゴ
イ
サ
ギ
等
が
作
所
の
池
に
波

っ
て
米
る
。

日
比
山
A

は
農
薬
使
用
の
関
係
か
ら
そ
の
数
が
少
く
な
っ
て
行
く
、
小

で
も
益
山
の
川
的
は
著
し
く
少
く
な

っ
た
。
円以
境
術
A
J
に
山
間
以
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
蚊
や
蚤
の
少
く
な
っ
た
事
は
う
れ
し
い
。

珍
ら

し
い
動
物
で
は
、

h
初
日向
、
前
神
山
の
渓
比
に
山
糊
仇
が
い
た
り

土
谷
の
白
髪
淵
附
近
に
才
コ
ゼ
が
居
る
。
川
之
内
や
井
内
に

は
杭
も

川
る
が
そ

の
数
は
至
っ

て
少
な
い
。

'W務
の
池
を
利
用
し
て
日
夜
細
川も
や
っ
て

い
る
が
微
々
た

る
も
の
で

あ
る
。
夏
の
渓
流
に
叫
く
河
田恒
の
声
を
聞
い
た
り
、
水
の
探
っ
た
棚

聞
に
蛇
の
戸
を
肱
く
事
は

い
よ
い
よ
山
村
の
而
拶
wm
如
た
る
も
の
が

あ
る
。

古
老
の
一一一一
円
に
よ
る
と
旧
球
時
代
弁
内
村
が
務
の
お
狩
猟
場
で
あ
っ

た
時
代
、
そ
の
お
山
を
し
た
の
が
川
上
中
の
川
の
米
国
保
、
則
之
内

似
免
の
お
鋭
楼
ハ
陀
数
、
和
田
丸
山叩
の
阪
の
三
軒
で
ら
っ

た
と

一ム
ヨ
。

こ
れ
等
三
判
に
は
、
特
別
の
川
お
け
に
よ
っ
て
、
ハ川
い
似
を
札
け
に
す
る

引
を
訂
さ
れ
た
が
、
何
れ
も
抗
窮
で

瓦
葺
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
保
免
の
一

判
が
足
一
小
ど
け
九
に
し
た
、
と
T
A

う
主
で
あ
る
。

負3

百百

植

4勿

川
ケ
嶺
か
ら

μ鎚
え
、
東
凶
に
延
び
る
山
岡
市
風
と
、
北
方
高
利
山

民
に
凶
ま
れ
た
三
つ

の
谷
が
、
わ
づ
か
に
聞
く
凶
の
方
に
、
速
く
川V

zd 
A
斗ス》

政
測
の
附
き
を
見
る
。
こ
こ
三
内
の
山
野
は
、
実
に
多
感
の
縞
物
の

f
l
凶
で
あ
る
。
航
物
地
問
学
的
に
見
た
わ
槌
山
系
の
興
味
は
し
ば
ら

く
州
く
と
し
て
も
、
陣
グ
森
か
ら
井
内
峠
、
白
内
的
峠
、
割
右
峠
、
川
ー
…

が
川
へ
か
け
て

の
山
ふ
と
こ
ろ
の

凹
川
卜
旬
に
尚
川悦川
ー
を

は

践
す
低
温
と
い

い

一
八
セ
ン
チ
に
お
よ
ぶ
さ
る
お
が
せ
の
成
長
と

わ
さ
び
の
川
拡
を
似
側
、樽
が
谷
で
は
海
抜
八

O
O米
で
見
、

し
ゃ
く
な
げ

凹
O
O米
に
石
南
の
野
生
を
見
る
こ
と
と
云
い
、
今
後
の
調
査
研
究

、、

、

】

V
3
V

の口淑
適
地
と
思
う
が

過
信
で
あ
ろ
う
か
。

試
み
に
、
ん
ね
た
け
な
わ
の
頃
、
何
之
内
発
松
山
行
き
の
パ
ス
に
の

っ
て
み
る
が
よ
い
。
必
ず
車
中
に
は
む
せ
ん
ば
か
り
の

ふ
く
り
ん
さ



さ
ゆ
り
が
匂
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
奥
聞
い
低
か
ら
見
森
川
へ

か
け
て
海
抜
六

O
O米
か
ら
八

O
O米
附
近
に
最
も
多
く
、
至
る
と

こ
ろ
に
そ
の
高
山
な
匂
い
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
も
し

一

nを
賀
す
な
ら
ば
、
井
内
峠
に
志
し
、
じ
ん
じ
そ
う
、
る
い
よ
う
ぼ

た
ん
の
多
い
谷
間
を
の
ぼ
り
、
う
り
は
だ
か
え
で
の
似
の
小
幹
を
気

こ
う
や
の
ま
ん
ね
ん
ど
け
の
群
生
を
踏

に
し
な
が
ら
、
叫
に
近
く
、

む
。
峠
に
立
て
ば
久
万
方
一
山
と
三
内
方
而
の

い
ち
じ
る
し
い
植
物
忌

矧
の
ち
が
い
が
一
目
の
中
に
あ
り
、
尾
似
を
右
に
入
れ
ば
、
い
よ
，
さ

さ
の
茂
み
の
彼
方
に
、
ぶ
な
の
巨
樹
が
茂
っ
て
い
る
。
だ
ら
だ
ら
道

を
行
く
こ
と
三

O
分
、
前
方
に
約
三

O
O米
に
近
い
急
阪
を
見
る
で

あ
ろ
う
。
凶
つ
ん
ば
い
に
な
っ
て
は
い
上
る
者
の
回
に
、
ふ
も
と
す

み
れ
、
ふ
た
ば
あ
お
い
な
ど
が
小
心
の
中
に
生
長
を
続
け
て
い
る
の

が
な
つ
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
や
が
て
額
に
汗
の
に
じ
む
こ
ろ
、
顔

を
あ
げ
れ
ば
、
地
上
わ
ず
か
三
米
な
い
し
四
米
の
高
さ
に
、
き
り
そ

ろ
え
た
よ
う
な
、
し
ゃ
く
な
げ
の
桃
色
の
大
花
一討
が
、
突
如
と
し
て

少
の
花
闘
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
。
道
を
義口川仰
山
に
と
れ
ば
、
道
々
、
山

し
ゃ
く
や
く
の
ふ
く
ら
ん
だ
っ
.
ぼ
み
を
見
、
や
ま
ぶ
き
そ
う
、
せ
り

は
や
ま
ぶ
き
そ
う
の
此
色
の
い
化
、
ゆ
き
わ
り
い
ち
げ
の
J

什
い
什
刊
に
、

み
や
ま
し
き
み
の
か
わ
ら
ぬ
緑
を
め
で
な
が
ら
、
さ
る
み
が
せ
の
下

っ
た
小
校
を
肩
に
あ
お
ぎ
見
れ
ば
、
巨
木
の
高
い
枯
校
に
尺
余
の
さ

る
の
こ
し
か
け
が
魁
仰
な
姿
を
ほ
こ
っ
て
い
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く

c
、。

ゅ
ん
、

νさ
ん
し
よ
う
う
お
の
す
む
谷
聞
に
下
り
れ
ば
、
な
べ
わ
り
、
ゆ
き

ざ
さ
、
ち
く
せ
つ
に
ん
じ
ん
、
か
ら
か
さ
ど
け
、
い
わ
た
ば
こ
、
ば

い
け
い
そ
う
を
見
、
小
さ
い
う
ね
を
ま
わ
れ
ば
、
し
こ
く
か
っ
こ
そ

う
の
大
群
落
を
発
見
す
る
等
々
、
平
地
で
は
見
ら
れ
ね
あ
ま
た
の
杭

物
を
見
と
め
る
。

っ
ち
と

そ
の
外
、
め
ず
ら
し
い
杭
物
と
し
て
は
、
寄
生
組
物
の
、

り
も
ち
、
し
よ
う
き
ら
ん
、

っ
ち
あ
け
び
等
も
採
集
せ
ら
れ
、
食
虫

机
物
の
い

し
も
ち
そ
う
、
も
う
せ
ん
ご
け
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
四
季
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を
通
じ
て
去
来
す
る
植
物
を
あ
げ
れ
ば
限
り
な
く
、
数
千
に
も
の
ぼ

る
で
あ
る
う
が
、
次
に
二
表
を
加
え
。
三
百
余
砲
を
並
べ
て
参
考
と

す
る
に
と
と
め
た
い
。

表

愛
媛
県
植
物
誌
(
昭
和
三
年
五
月
発
行
)
(
八
木
繁
て
み
咽
)

小
に
産
地
を
記
さ
れ
た
も
の
の
中
、
木
村
に
関
係
あ
る
も
の
。

ー
刈
，

j
p

さ
ん
ら
ん

す
ず
ら
ん
(
か
さ
ら
ん
)

つ
れ
さ
ぎ
そ
う

ふ
た
ば
ら
ん

な
べ
わ
り

さ
い
よ
う
し
や
じ
ん

い
な
も
り
そ
う



い
が
ほ
う

づ
き

て
ん
に
ん
そ
う

も
み
じ
う
り
の
き

う
り
の
き

乙
み
や
ま
す
み
れ

け
さ
ん
か
く
づ
る

み
や
ま
は
は
そ

乙
ば
ん
の
き

乙
く
さ
ふ
さ

こ
と
め
う
つ
ぎ

う
ら
じ
ろ
う
つ
ぎ

乙
-つ
つ
U

さ

い
し
も
ち
そ
、
つ

も
う
せ
ん
こ
け

は
る
に
れ

い
ぬ
ぶ
な

ぶ
な
の
ふ
さ

つ
の
は
し
ば
み

ひ
め
ゃ
し

ゃ
ぶ
し

く
も
の
す
ご
け

わ

ι古
小
》
」
片
リ

閉

山

本

林

峠

こ
は
く
う
ん
ぱ
く

白

猪

峠

と
く
わ
が
た
そ
う

お
お
ば
あ
さ
が
ら

こ
し
あ
ぶ
ら

さ
ん
か
く
づ
る

く
ろ
う
め
も
ど
き

く
ろ
た
き
か
づ
ら

ま
る
ば
乙
ん
ろ
ん
そ
う

や
ま
え
ん
-
一
さ
く

せ
り
ば
や
し
ま
ぶ
さ
そ
・
つ

や
ま
ぶ
さ
そ
う

わ
ち
が
い
そ
う

ひ
め
さ
じ
ら
ん

お
お
ば
ほ
う
お
う
ご
け

し
み
づ
ほ
う
お
う
ご
け

表

そ

の
他
で
背
通
に
見
ら
れ
る
も
の
。

介1

ヂ!

は
る
の
の
げ
し

お
に
の
げ
し
に
が
な

ち

し

は
り

つ
る
に
が
な
ゃ
く
し
そ
う
あ
き
の
の
げ
し
た
ん

ぽ

ぽ

た

び
ら
と
乙
う
や
ぼ
う
さ
き
つ
ね
あ
さ
み

の
あ
ざ
み
ひ
れ
あ

ざ

み

つ

わ

ぶ

き

や

ぶ

れ
が
さ

ふ

き

よ

も

ぎ

の

ち

ぎ

く

た

か

さ

ぶ

ろ

ほ

う

こ

き

き

ょ

う

科

あすお

かいみ
かな

づ め

らし
科科料科

つ

り
~J 

お

お

ば

ζ

科

き
つ
ね
の
ま
ご
利

い
わ
た
ば
こ
科

-
}
ま
の
は
ぐ
さ
科

な

す

利

く
ち
び
る
ば
な
科

む

ら

さ

き

科

ひ

る

が

お

科

ち
ち
ζ

ぐ
さ

あ
れ
ち
り
ん

ぐ

さ

ひ

め

む

か
し
よ
も
ぎ

の

ぎ

く

よ

め

な

の

乙

ん

ぎ

く

あ

き

の

き

そ
う
ひ
よ
ど
り
ば
な

あ
ぜ
む
し
ろ
さ
わ
ぎ
き
ょ
う
き
き
ょ
う
つ
る
に

じ
ん
ひ
な
ぎ
き
ょ
う
つ
り
が
ね
そ
う
ほ
た
る
ぶ

く
ろ
あ
ま
ち
ゃ
っ
る

か
ら
す
う
り

き
か
ら
す
う
り

か
の
乙
そ
う
お
み
な
め
し
お
と
こ
め
し

す
い
か
づ
ら
た
に
う
つ
ぎ
こ
ま
さ

あ

か

ね

や

え

む

ぐ

ら

ょ

っ
ば
む
ぐ
ら

ら
く
る
ま
む
く
ら
か
わ
ら
ま
つ
ば

へ
く
そ
か
づ
ら

お
お
ば
乙

き
つ
ね
の
ま
ご

や
ま
む
ぐ

き
ぬ
た
そ
う
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す
ず
む
し
そ
う

い
わ
た
ば
こ

い
ぬ
ふ
く
り
お
お
い
ぬ
の
ふ
く
り
す
ず
め
の
た
が

ら

し

し

そ

く

さ

あ

ぜ

な

あ

ぜ

と

う

が

ら

し

み

ぞ
ほ
う
づ
き
さ
ぎ
ζ

け

は
し
り
ど
こ
ろ
ひ
よ
ど
り
じ
よ
う
ご

は
つ

か

く

る

ま

ば

な

あ

き

の
た
む
ら
そ
う

り
こ
そ
う
さ
ん
が
い
ぐ
さ
う
つ
ぼ
く
さ

お
し

た
つ
な
み
そ
う

さ

ら

ん
そ
う

み
ず
た
び
ら
乙

お
お
る
り
そ
う

ま
め
だ
お
し
ね
な
し
か
づ
ら

お
と

か
さ
ど

ひ
る
が
お



り

ん

と

う

科

ひ

い

ら

ぎ

科

か

き

の

き

科

さ

く

ら

そ

う

科

や

ぶ

乙

う

じ

科

つ

つ

じ

科

い
ち
ゃ
く
そ
う
科

み

づ

き

科

か
ら
か
さ
ば
な
科

つ

乙

ムヂ
ーて」

'
コ
戸
、
↓
」
眠

、ム

4
1

J
'
H
3
1

‘
J
I

3

4

 

う

り

の

き

科

み

そ

は

ぎ

利

ぐ

み

科

ー
小
川
l

'J-

み‘

~1 

お
と
ぎ
り
そ
う
科

つ

ば

利

ぶ

と

科
Jレ

"" 」つ

あ
け
ぼ
の
そ
う

つ
る
り
ん

り
ん
と
う
せ
ん
ぶ
り

ど

う

ふ

で

り
ん
ど
う

ひ
い
ら
さ
ね
ず
み
も
ち

ゃ
ま
が
き

お
か
と
ら
の
お
う
ぬ
ま
と
ら
の
お

そ
-つ

や
ぷ
こ
う
し

あ
せ
び
し
ゃ
く
な
げ
み
つ
ば
つ
つ
じ
ゃ
ま
つ
つ
じ

ぎ
ん
り
ょ
う
そ
う

ふの
を
き
み
づ
き

え
と

の
き

し
お
じ

し
乙
く
か
っ
こ

の

だ

け

せ

り

み

つ

ば

っ
ば
ち
ど
め
く
さ

ち
く
せ
つ
に
ん
じ
ん
う
ど

ま
つ
よ
い
く
さ
お
お
ま
つ
よ
い
ぐ
さ

，っh
J
の
き

さ
る
す
べ
り

な
つ
く
み
あ
き
ぐ
み

に
よ
い
す
み
れ
あ
ぎ
す
み
れ
す
み
れ
さ
い
し
ん

え
ぞ
す
み
れ
乙
す
み
れ
す
み
れ
ふ
も
と
す
み
れ

し
乙
く
す
み
れ
っ
ぽ
す
み
れ
た
ち
っ
ぽ
す
み
れ

み
づ
お
と
ぎ
り
お
と
さ
り
そ
う
あ
ぜ
お
と
ぎ
り

っ
ぱ
き
ち
ゃ

の
ぶ
ど
う
び
ん
ぼ
う
か
づ
ら

え
び
つ
る

や
ぶ
じ
ら
み

う
ま
の
み

た
ら
の
き

っ
た

や
ま
ぶ
と
う

く
ろ
う
め
も
と
き
科
け
ん
ぽ
な
し

ほ
う
せ
ん
か
利
つ
り
ふ
ね
そ
う

と

ち

の

き

科

と

ち

の

き

い

ろ

は

か

え

で

う
り
は
だ
か
え
で

に
し
き
ぎ

に

し

き

ぎ

科

も

ち

の

き

科

は

ぜ

の

き

科

つ

げ

科

と
う
だ
い
ぐ
さ
科

ひ

め

は

ぎ

科

ま
っ
か
ぜ
そ
う
科

ふ
う
ろ
そ
う
科

か

た

ば

み

科料

ま

め

L 、

i-J: 

り

乙
は
う
ち
わ
か
え
で

も
ち
の
き

や
ま
は
ぜ

っ
げ
乙
に
し
き
そ
う

ひ
め
は
ぎ

う
る
し

ぬ
る
で

ゆ
ず
り
は

み
や
ま
し
さ
み

し
よ
う

げ
ん
の
し
よ
う
こ

か
た
ば
み
む
ら
さ
さ
か
た
ば
み

く
ず
ほ
ど
す
ず
め
の
え
ん
ど
う
か
す
ま
ぐ
さ

か
ら
す
の
え
ん
ど
う
く
さ
ふ
じ
や
は
ず
そ
う
や

ま
片
山
さ
ま
る
ば
ば
さ
め
ど
は
ぎ
ぬ
す
び
と
は
さ

く

さ

ね

む

ふ

じ

乙

ま

つ

な

ぎ

み

や

こ

ぐ

さ

う

ま
こ
や
し
し
ろ
つ
め
く
さ
む
ら
さ
き
つ
め
く
さ

え
ん
じ

ゅ

ね
む
の
き

き
は
だ

い
ぬ
ざ
ん
し
t
-つ

さ
ん
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干}

や
ま
さ
く
ら
も
も
の
い
は
ら
わ
れ
も
こ
う

ん
み
ず
ひ
き
し
も
つ
け
そ
う
へ
び
い
ち
ご
き
じ

む
し
ろ
く
ま
い
ち
ご
な
べ
い
ち
ご
や
ま
ぶ
さ

ゆ
き
ゃ
な
ぎ
こ
ご
め
う
っ
さ
さ
が
り
い
ち
ご

」レ
ー〈
」



く

す

の

き

科

も

く

れ

ん

科

つ
づ
ら
ふ
じ
利

へ
び
の
ぼ
ら
ず
科

な

ん

て

ん

る

い

よ

う

ぼ
た

ん

へ

び

の

ば
ら
ず

あ

け

び

朴

む

べ

あ

け

び

み

つ

ば

あ

け

び

き
つ
ね
の
ぼ
た
ん
料
せ
ん
に
ん
そ
う
ぼ
た
ん
つ
る
き
つ
ね
の
ぼ
た
ん

き
ん
ぼ
う
げ
い
ち
り
ん
そ
う
ゆ
き
わ
た
り
い
ち
げ

し

?
つ
め
い
ぎ
く
や
ま
と
り
か
ぶ
と
る
い
よ
う
し

よ
う
ま
や
ま
し
ゃ
く
や
く

ゆ

き

の

し

た

朴

じいべ
ゆ しん
うもけ
しじちし、
ばそそ
ti;. つつ

干IH科朴

u. な

で

し

こ

利

ひす
<< 

J〕;
ゆ

干↓科利

た

仁

っ
ち
と
り
も
ち
利

く
さ
あ
ち
さ
い
が
く
う
つ
ぎ
う
つ
ぎ

守つ
め
ば
ち

そ

う

ね

乙

の

め

そ

う

ゆ

き

の

し

た

じ

ん

じ
そ
う

ま
ん
ね
ん
ぐ
さ
ま
る
ば
ま
ん
ね
ん
ぐ
さ

い
し
も
ち
そ
う

も
う
せ
ん
ご
け

な

ず

な

て

い

れ

さ

わ

さ

び

む
ら
さ
き
け
ま
ん
き
け
ま
ん

り
ば
や
ま
ぶ
き
そ
う

く
ろ
も
じ
く
す
の
き

さ
ね
か
づ
ら
し
き
み

あ
お
つ
づ
ら
ふ
じ

や
ま
ぶ
主
さ
そ
う

や
ぶ
に
く
け
い

ほ
ν

つ
の
き

せ
き
ち
く
み
み
ーな
ぐ
さ

の
み
の
ふ
す
ま

す
べ
り
び
ゆ

い
の
こ
づ
ち

は
こ
べ

う
し
は
こ
べ

い
ぬ
び
ゆ

さ
く
ら
た
で
み
ぞ
そ
ば
ま
ま
こ
の
し
り
ぬ
ぐ
い

い

ぬ

た

で

は

な

た

で

み

ず

ひ
き

い
た
と
り

ぎ

し

ぎ

し

す

い

ば

の

だ

い
お
う

っ
ち
と
り
も
ち

F
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A
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カ
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う
ま
の
す
ず
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利
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ま
の
す
ず
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た
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お
ド

や

ど

り

ぎ

科

ま

つ

く

み

ひ

の

き

ば

や

と

り

さ

い

ら

く

さ

科

あ

か

そ

こ

あ

か

そ

か

ら

む

し

ゃ

ぶ
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お

な
い
ら
く
さ
む
か
ご
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ら
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い
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え
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き

け
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き
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く

の

き
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手
作

ぷ

な

科

か

ば

の

き

科

く

る

み

科

や

ま

も

も

科

ゃ

な

ぎ

朴

せ

ん

り

ょ

う

科

は
ん
げ
し
よ
う
科

ん

利

~1，わ

l乙りし

よ

う

が

科

あ

や

め

科

や
ま
の

い
も
科

〉

3
υ
J
d
よ
礼
l

む
カ
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I')J 

り

且

F

4z，叶
ヨ

ま
て
ば
じ
い

し

い

か

し

ゃ
し
ゃ
ぶ
し

お
に
く
る
み

ゃ
ま
も
も

ね
乙
ゃ
な
さ

ひ
と
り
し
っ
か

と
く
だ
み

く
ぬ
ぎ

く
り

手
、
i
h
h

〉

A
J
J

し
で
の
ぶ
の
き

あ
べ
ま
さ

ふ
た
り
し
っ
か
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ふ
う
ら
ん
ま
つ
ら
ん
し
ゅ
ん
ら
ん
さ
い
は
い
ら

ん

え

び

ね

じ

が

ば

ち

そ

う

し

よ

う

き

ら

ん

も

じ

ず

り

さ

ん

ら

ん

ぎ

ん

ら

ん

っ

ち

あ

け

び

つ

れ
さ
ぎ
そ
う
の
び
ね
ち
と
り

く
ま
が
い
そ
う

は
な
み
ょ
う
が

に
わ
せ
き
し
よ
う
ひ
あ
お
ぎ
し
ゃ
が

や
ま
の
い
も
と
こ
ろ

ひ
が
ん
ば
な
き
つ
ね
の
か
み
そ
り

さ
る
と
り
い
ば

ら

そ

く

し

ん

ら

ん

や

ぶ

ら

ん

え

ん
れ
い
そ
-
つ
つ
く
ば
ね
そ
う
お
も
と
ほ
う
ち
ゃ

く
そ
う
あ
ま
ど
こ
ろ
な
る
こ
ゆ
り
ゆ
き
ざ
さ
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な
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利

つ
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と

い

も

利
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f
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F
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カ
ヰ
て
り
く
さ
や

し

ほ

も

の

さ
じ
お
も
だ
か
科

つ

る

ぼ

う

ば

ゆ

り

お

に

ゆ

り

さ

さ

ゆ

り

ひ

め

ゆ

り

の

び

る

あ

さ

っ

さ

に

ら

や

ぶ
か
ん
ぞ
う

ぎ
ほ
う
し
み
ず
さ
ぽ
う
し
ほ
と
と
さ
す
や
ま
ほ

と
と
ぎ
す
ち
ゃ
ぼ
ほ
と
と
ぎ
す
ば
い
け
い
そ
う

の
ぎ
ら
ん
し
よ
う
じ
よ
う
ば
か
ま

な
べ
わ
り

す
ず
め
の
や
り

こ
な
さ

ゐ

ほ
そ
い

む
ら
さ
き
つ
ゆ
く
さ

う
き
く
さ

い
ぼ
く
さ

つ
ゆ
く
さ

か
ら
す
び
し
ゃ
く

せ
き
し
よ
う

わ回、
コ
ふ&
υ
，+
J

4
よ
キ
イ

y1・
ノ
f

t

、

ま
む
し
く
さ

よ
、
つ
ぶ

し
ゅ
ろ

午、}

あ
ぜ
す
げ
い
と
す
げ
て
ん
っ
き

り
乙
あ
ぜ
て
ん
っ
き
ひ
で
り
こ

や
つ
り
ぐ
さ
た
ま
が
や
つ
り

じ

ゅ

ず

だ

ま

あ

ぶ

ら

す

す

き

す

す

き

ち

が

や

め

が

る

か

や

か

る

か

や

乙

ぶ

な

く

さ

し

ば

す

ず

め

の

ひ

え

ち

ご

ざ

さ

い

ぬ

び

え

ひ

え

め

ひ

じ
ば
お
ひ
じ
ば
え
の
こ
ろ
ぐ
さ
ち
か
ら
し
ば

ひ
め
こ
ば
ん
そ
う
い
ち
ζ

つ

な

さ

す

ず

だ

け

や

だ

け

に

が

た

け

ほ

て

い

ち

く

ま

だ

け

も

う

そ

う
ち
く
は
ち
く

お
も
だ
か
う
り
か
わ

ひ
ん
じ
が
や
っ

ひ

め

く

ぐ

か

ま

め

っ

た

ひ

と

つ

ば

の

さ

し

の

ぶ

わ

ら

び

い

の
も
と
そ
う
お
お
ば
い
の
も
と
そ
う
お
お
か
ぐ
ま

し
し
が
ら
し
ち
ゃ
せ
ん
し
だ
し
の
ぶ
じ
ゅ
う
も

ん
じ
し
だ
や
ぶ
そ
て
つ
げ
じ
げ
じ
し
だ
あ
お
ほ

ら

ご

け

う

ら

じ

ろ

こ

し

だ

つ

る

し

の

ぶ

ぜ

ん

士
品
い

は
な
や
す
り
科
ふ
ゅ
の
は
な
わ
ら
び
な
つ
の
は
な
わ
ら
び

い

わ

ひ

ば

科

く

ら

ま

ご

け

か

た

ひ

は

い

わ

ひ

ば

ひ
か
げ
の
か
づ
ら
科
と
う
げ
し
ば
ひ
か
げ
の
か
つ
ら
ま
ん
ね
ん
す
ぎ

と

さ

科

す

ぎ

な

い

ぬ

す

さ

な

仙

川

知

は

み

ず

に

わ

す

さ

ζ
け
お
お
ば
に
わ
す
ぎ
ご

け

ち

ゃ
い
ろ
し
だ
れ
ご
け
乙
う
や
の
ま
ん
ね
ん
ζ

け

い

た
ち
の
し
っ
ぽ

ち

ょ

う
ち
ん
こ
け
か
ら
か
さ
と
け

お
お
し
っ
ぽ
ご
け
く
じ
ゃ
く
ご
け

ぜ
に
と
け
じ
ゃ
と
け
い
ち
ょ
う
こ
け

て
り
は
よ
ろ
い
ご

け

さ

ご

け

せ

ん

し

ζ

け

の
き
こ
け
さ
る
お
が
せ

i

↓
 

'

刀

下

「

、

;

U
U

示
↑

す

科

ま

つ

科

い

ぬ

ま

さ

料

、
-
コ
、

d
ゆ
i

'
L
V

!?
，，

P
U

W

4

十
伊
1

い

ち

ょ

う

科

古品

の

ふ

さ
νさ

う

ら

ぽ

し

科

し

く

ドムー山山

衣

が
ま
ひ
め
が
ま

ひ
の
き
あ
す
な
ろ

J
F

U

さ

あ
か
ま
つ

い
ぬ
ま
き

が
や
い
ち
ょ
う

く
ろ
ま
つ

も
み

てコ
が

~ W3 ~ 

奴ifJi 

つ
め



l:ri 

i
 

-寸
A

，

寸
Aa'

っ
ち
ぐ
り
お
に
ふ
す
べ
き
ぬ
が
さ
た
け
つ
つ
ぼ

ん
だ
け
き
つ
ね
の
え
ふ
で
ま
っ
た
け
え
の
き
た

け
ひ
ら
た
け
っ
き
ょ
た
け
し
い
た
け
し
め
じ

い
っ
ぽ
ん
し
め
じ
は

っ
た
け
ぬ
め
り
い
く
ち

く

ろ
か
わ
ま
ん
ね
ん
だ
け
こ
う
た
け
ね
ず
み
た
け

き
く
ら
げ
せ
み
た
け
あ
み
が
さ
た
け

ち
ゃ
わ
ん

た
け

〈内-

~う

節

我
が
村
の
老
木

、
、
日
お
け
札
，
d
v
t
y

一、J
i
よ

o
b
r
r
4
Ra

ー
』
品

川
之
内
金
川
比
縦
寺
に
あ
る
大
杉
で
、
本
堂
前
に
あ
る
山
本
杉
は
似

元
が
二
間
位
以
立
て
与

土
中
に
あ
る
と

芯
う
。
加
藤
が
別
が
金
品
川
肌

に
一信
仰
M
M
く
手
摘
の
杉
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

一
番
下
の
一
妊
に
あ
る

'ミ

金昆 ~(I: さんの大杉

仰
ぎ
見
て
な
じ
ん
で
米
た
本
で
あ
る
。

老
杉
は
目
述
の

迦
り
五

・
二
米
。

化
円
か
ら
何
之
内
の
人
が
朝
に
タ
に

(2) 
川
之
内

内
神
社

神
木
大
川
恨
の
本

神
名
ゐ
の
川
~
つ
一所
に
聞
の

U
木
が
あ
る
。

山
山
休
の
上
に
H

品
川
し
め
ん
と
似
元
は
山
じ
川
川

似
一五
の
必
り
五

。
九
氷
、

と
な
っ
て
い
る
が
、
樹
勢
僚
ん
で
社
以
の
旧
刊
の
木
、
川州
ち
紳
M
1
き
本

と
し
て
山
人

の
縦
し
む
川
別
で
あ
る
。

}
一刻の

」
d
J

r
，、、
以の卜小のンヨレ」

-349 ~ 

い
す
の
木
(
木
枠

蚊
母
樹
)

円
台
U

川
之
内
問
符
の
淵
に
附
ん
で
目
通
一
抱
え
に
余
る
ゼ
十
小
が
数
本
あ

る
。
俗
に

(
ヒ
ヨ
ン
の
木
)

と
も
云
う
が
珍
ら
し
い
群
生
で
あ
る
。

こ
の
樹
は
ま
ん
さ
く
科
の
沿
線
喬
木
で
一
角
さ
約
一
五
米
、
樹
皮
氏
自



四
五
月
こ
ろ
深
紅
色
の
細
花
を
穂
状

に
綴
る
。
葉
に
大
き
な
翼
状
の
盛
痩
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
出
拙
{煙

色
、
葉
は
長
惰
円
形
で
平
沼
、

は
五
倍
子
に
似
て
タ

ン
ニ
ン
を
ふ
く
み
、
染
料
に
用
い
ら
れ
る
。
材

L

i

L
、

:・一

、

り

い

円

相

，

山

戸
川淵

そ
ろ
ば
ん
等
に
用
い
ら
れ
、
灰
(
い
す
ば
い
)

は
陶
器
の
製
造
に
用
い
ら
れ
る
。

(4) 

徳
吉
の
一
本
松

則
之
内
徳
吉
道
路
側
の
老
松
で
あ
る
。
背
は
高
く
な
い
が
、
校
が

凶
方
に
延
ひ
拡
が
り
が
見
事
で
あ
る
。
昔
松
山
藩
主
の
お
通
り
に
な

る
と
き
、
其
行
列
の
槍
が
邪
魔
に
な
る
の
で
、道
路

へ
差
し
掛
か
っ
た

校
を
切
り
と
っ
た
と
か
云
う
こ
と
で
あ
る
。
目
通
り
の
周
囲
四

米
で
あ
る
。

Fh
u
 川

之
内
土
谷
本
谷
三
島
神
社
社
頭
の
大
杉
で
あ
る
。
目
通
り
の
大

本

谷

の

大

杉

き
さ
五

・
九
米
。
昔
道
後
の
湯
築
城
主
、
河
野
氏
が
亀
甲
城
を
築
く

に
当
っ
て
其
の
守
護
神
と
し
て
こ
こ

に
三
島
神
社
を
祭
っ
た
と
云
う

か
ら
、
そ
の
頃
か
ら
の
杉
で
あ
ろ
う
。

ρ
0
 井

内
前
山
台
仙
仰
の
赤
松
野
。
目
通
り
胴
廻
り
三
米
に
余
る
赤
松
の
巨

大

~~\ 

松

木
十
数
本
叢
林
を
な
し
て
い
る
。
何
も
か
も
伐
っ
て
金
に
す
る
の
で

は
惜
し
い
か
ら
こ
の
大
松
林
は
永
く
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

(7) 

法

泉

坊

の

松

井
内
、
大
半
、
法
泉
切
に
あ
る
松
。
北
口
は
低
い
が
樹
勢
似
め
て
川

主張(8) 

吉
井
神
社
の
大
松

井
内
、
吉
井
神
社
の
境
内
に
あ
る
大
松
で
あ
っ
て
目
通
り
、
胴
廻

り
四
米
、
其
の
木
の
伸
長
が
見
事
で
あ
る
。

第
七
章

内
H
U

戸

h
dzd 

変

災

地
勢
の
惑
い
三
内
の
山
村
に
住
居
し
て
来
た
廿
の
人
々
が
、
如
何

に
災
窓
口
に
辿
過
し
な
が
ら
生
活
と
戦
か
つ

て
来
た
か
と
似
品
臥
し
て
見

る
と
、

い
ろ
い
ろ

の
事
が
考
え
ら
れ
る
が
、
農
耕
の
災
害
が
最
も
大

さ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
風
雨
の
害
、
早
害
、
地
長
の
害
、
其
の
他
氷

雪
の
害
等
種
々
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
回
干
室
口
に
至
つ

て
は
、
三
内

の
如
き
山
村
は
、
か
え
っ
て
豊
作
と
な
っ
た
位
で
あ
る
。
そ
の
代
り

に
冷
告
は
山
が
近
い
か
ら
劇
し
い
わ
け
で
あ
る
。
あ
る
時
代
に
は
波

制
と
は
一千
え
な
く
て
も
、
綜
容
の
変
目
を
見
た
市
中
も
似
倣
さ
れ
る
が

何
ん
と
云
っ
て
も
村
人
は
農
耕
の
天
災
に
一
審
判
労
し
、消
税
対
策



附
払
対
策
、
交
通
対
策
等
い
ろ
い
ろ
や
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
川
原
の

市
川
上
げ
の
如
さ
は
、
挫
の
川
原
の
石
積
の
憾
が
あ
っ
た
が
、
近
年
の

土
木
工
事
の
発
達
は
、
大
方
の
事
象
を
克
服
し
て
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
と
か
、
其
の
軽
減
に
役
立
つ

と
か
、
喜
ば
し
い
事

で
あ
る
。
住
什

を
記
し
て
見
る
。

か
ら

の
災
容
を
調
べ

つ
く
す
こ
と
は
山
米
な
い
が
近
い
汁
か
ら
の
事

沢
必
林
内
け
ど
及
川
平
校
日
誌
を
ふ
会
#
っ
と
し
た
。
)

一Jrι
、
水
同

一
天
川
三

一
小川政
一O

一
文
化
一
光

一口
〈
保
二-

hvh一
一L

f
ノ

-y

r

↓
¥
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1
1
川
阿
川
'
〈
仙
川
以
U
U
る山川
上
山
N
m
発
長
山
川
た
た
る。

洪
木
、
早川脳
、
正小竹

同
州
他
山
て
仙
川
九

H
F
M
地
、
洪
氷

八
月
両
川
知
く
L

小
刊
、
米
川
口
同
脱

什いけ!日
、
水川
I
H

K

小
竹
、
米

一
月

一
九

O
PV人
に
刊
騰

(
引
が
永
六
作
女
同
f
三
官山叫
んぷ
し
た
と
き
の
系
人
口
役
白

山
匁
1

日
分
と
1
4
し
で
あ
る
)

大
暴
風
雨

l
Fl

一
川
凶
、
h
、
六
の
三
日
間
大
州
民
あ
り
、
林
内
翁

は
r
人
下
本
市
「祈
似
の
た
め
讃
州
人
中
刀
比
総
社

へ
代
参
を

l
l
-

。

H
い
」
叫
J

寅
伴
大
地
浜
、
道
後
弘

一
時
間
塞

強
風
吹
く
乙
と
七
日
七
夜
、
洪
水

う
ん
か
、
コ
レ
ラ
流
行
令
問
的
に
主
延
し
死
者
二
十
万

づき )，:~ 
1/: 1/1 

人
と
い
う
。

必
病
流
行

消
病
流
行

川
以
同
州
、
大
洪
ぷ
。

コ
レ
ラ
流
行
、
村
社
に
て
祈
侍
執
行

川
以
川
山
山
八
八
二
l
h
H
夜
列
パ
風
あ
り
川
之
内
に
も
椛
災

多
し
、
山
υ
m
r
川
尺
山
川
の
大
木
倒
れ
、
仲
町
内
川
似
熊
の
山
の

半
分
は
し
丸
木
が
な
く
な
っ
た
。
川
内
あ
た
り
，
添
い
仰
の
例

法
あ
り
。

仲
町
内
大
似
木
に
い
亦
一
例
発
作
先
ぷ
門
人

米川
川
勝
山
し
久
一
力
に
以
品
川
起
り
付
に
於
い
て
も
米
弘
行

山
の
汚
陥
に
あ
た
る
。

一

ト〈
1
H
一風
と
て
忠
利
川
邪
ト
〈
流
行

o
m
--制点
多
数
、
化
亡

一

一

日
引
多
く
、
科
部
裕
御
祈
お
を
し
て
村
境
に
七
h
コ一
川町を

一

反
る
。

九

一
氏
中
大
小
魁
に
加
え
て
不
足
気
到
来
し
民
村
波
弊
悶
般
に
述

し
た
。
山
村
救
済
下
た
と
し
て
天
神
辿
(
日
州
)
出
M
U

池
(
ハ
内
)
の
拡
大
て
七
や
、
ん什部
"の
の
水
路
山

A
V

-
ぃ
t
F
3
-
l
d
つ
工
三
。

-
J7
1
1
4
i
f
 

三
月

一
大
山
火
事
、
原
凶
は
回
桑
(
河
之
内
土
符
)
日
木
氏
の
火

一
火
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
損
寸
口
は
大
小
川
の
山

一
林
約
二一
|
問
渉
を
山
火
し
た
。

川中
氏

L

ハ
ハ
ぶ
よ
り

一
ヶ
月
以
ト
降
-
山
な
く
、
各
地
に
辿
ハ
山

一
ノ
ム
祈
泌
が
行
わ
れ
氷
乍
が
起
っ
た
。

焚
未

一
七日月
二
」l
三
日
、
二
十
凶
日
大
雨
降
り
続
き
大
字
則
之

一
内
、
丘
の
奥
が
山
津
波
を
起
し
他
を
つ
ぶ
し
た
為
、
被

一
百
一
一
周
甚
大
と
な
り
丘
郎
落

一
円
の
耕
地
を
川
出
没
し
以

-

L
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I!日
平1:1

" 
Cコ三"-ノ『、

乙
i出

一
道
に
ま
で
及
ぶ
。
乙
の
氷
山
口
で
村
内
の
木
精
は
悉
く
流

火
、
沿
作
の
岡
地
奴
多
流
失
す
る
。

赤
痢
も
発
生
し
た
が
限
災
者
は
少
数

十
月
八
、
九
日
と
降
り
続
い
た
雨
は
十
日
遂
に
大
水
生
口

と
な
る
。
昭
和
十
八
年
流
失
後
復
川
し
た
木
橋
は
再
び

全
部
流
失
し
た
。

間
保
七
点
柿
に
山
崩
れ
が
起
り
、
家
庭
の
倒
峻
三
戸
(
会

弘
、

一
、
民
家
三
)
半
波
三
戸
、
死
者
三
を
山
し
、
皆

川
の
山
出
で
も
死
将
一
名
を
山
山
し
た
。
企
村
で
流
失
回

約
七
」

lm歩
に
及
ぶ
。
稲
架
の
ま
ま
流
れ
る
回
を
目
撃

し
乍
ら
予
の
施
し
ょ
う
も
な
い
有
株
で
あ
っ
た
。

東
谷
川
筋
、
凶
谷
川
筋
、
土
谷
本
谷
則
母
神
の
田
畑
の

流
失
等
全
村
に
一日
一
っ
て
被
害
甚
大
で
あ
っ
た
。

水
害
表
川
柳
土
手
流
失

南
海
地
震
、
十
二
月
二
十
一
日
午
前
三
時
頃
相
当
強
い

州
民
が
あ
っ
た
が
、
地
椛
略
図
の
為
、
三
内
地
域
に
は

被
宙
科
微
で
あ
っ
た
。
道
後
相
川
出
水
一
時
初
出
止
ま
る
。

赤
痢
が
流
行
し
た
が
椛
病
巧
は
僅
少
。

附
和
八
年
れ
来
の
木
山
台
は
、
戦
争
用
材
と
し
て
森
林

を
乱
伐
し
た
乙
と
も
一
以
因
の
一
つ
だ
ろ
う
。

キ
ジ
ヤ
台
風
間
出
来
、
河
川
氾
灘
、
沿
岸
決
法
、
橋
梁
流

失
等
多
く
、
稲
は
完
熟
一
歩
手
前
で
倒
伏
被
害
甚
大
で

ふ
の
つ

ムん。

六
月
二
十
六
日
よ
り
降
り
続
い
た
豪
雨
の
た
め
、
各
河

川
摺
氷
し
被
山
台
が
あ
っ
た
。

丙
!支

九
、
一=一

六
、
ニ
九

「
近
藤
林
内
日
記
」

か
ら
変
災
の
記
録
を
版
文
の
ま

L

で
ぬ
い
て
見

る
と川、

ν
亡
、
ド
ヤ
¥
1
1
ι
4

1j
ノ
-
ノ
ノ
1

3

t

一
出

「
れ
月
十
六
日
ヨ

リ
十
八
日
迄
雨
天
夫
ヨ
リ
長
照

ニ
而
諸
々
雨
乞
無
限
尤
御

利
必
カ
時

ニ
幼
少
シ
ぷ
天

ニ
相
成
小
半
時
位
降
雨
有
之
似
事
モ
二
三
皮
行

之
候
比
(
度
向
ホ

コ
リ
、
シ
メ
リ
必
ハ
袷
シ
メ
リ
処

ニ
谷
新
タ
レ
致
似
手
モ

桁
14
候
仰
向
H
h
少
キ

ニ一
付
心
々
回
千
的
地
相
成
後

ニ
ハ
呑
水
不
自
由
合
後
迄
水
ツ

、
キ
肘
依
田
地
モ
七
川
ぷ

-一
相
成
候
テ
ハ
火
焔
鰍
限
山
上

一
川
政
川
政
処

八
月
二
日
七
ツ
時
ヨ

リ
三
日

一
日
ニ
夜
大
附
雨
有
之

一
統
相
悦
似
引
、

J

れ
に
よ
っ
て
惣
河
内
神
川
及
余
民
総
U
N

へ
御
卜
-MM
御
宏
一本
放
五
殺
は
円
山
川
、

村
中
安
全
御
祈
絡
を
執
行

2
t
，L上
七
月
二
卜
九

日

よ

り

引

L

I

--
一
3

ペ叶一

E
m
H
4八
八

三

日

ま

で

前

半

F
1
1
E

大
般
若
全
部
執
行

惣

河

内

神

社

右

間

断

御

礼

r

H

目

一
千
抜
執
行
致
峡
出

配

札

奉

者

包

札

村

役

人

中

洗

米

同
ハ

ツ
切
札
村
中
判
分

一
枚
ツ
ツ
洗
米
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佐

伯
義
朝

記

「
昭
和
十
八
年

丘
(
同
)
の
山
津
波
に
直
川
し

て
し

を
見

る
と

七
月
二
十
四
日
、
昨
日
よ
り
の
大
降
雨
で
紋
省
甚
し
く
道
路
の
危
険
が
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
川
上
小
学
校
の
勤
務
を
終
え
て
、
帰
途
に
つ
い
た
。
則
之

内
部
川
市
に
さ
し
か
か
っ
た
頃
、
雨
の
巾
を
パー
を
迫
い
、
あ
る
い
は
子
供
を
背

白
い
、
風
呂
敷
包
を
従
げ
た
女
の
人
が
、
馳
せ
て
米
る
。
「
何
か
あ
る
な
」

と
円
感
し
て
、
石
原
の
上
の
山
り
刊
に
さ
し
か
か
る
と
、
れ

T
の
同
の
l
に



(急
い
て
通
れ
、
通
れ
な
く
な
る
ぞ
!
)

じ
止
っ
た
凶
行
人
の
人
が
円
口
に
、

さ
け

と
け
ち
ふ
。

川
川
下
か
と
駈
け
山
し
乍
ら
ホ
?
を
見
れ
ば
dh
の
中
腹
を
、
と
す
思
い
泌
が

パ
よ
さ
物
の
よ
う
に
、
も
り
上
り
つ
つ
這
い
下
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
よ
く

μる
と
そ
れ
は
、
一
と
所
で
は
な
く
て
、
中
政

一
叩
を
川
情
状
に
つ
ら
な
っ
て
、

起
伏
し
乍
ら
お
し
ょ
せ
下
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ζ

れ
は

一
大
事
と
氏
の

い
い
の
前
を
夢
中
で
か
け
ぬ
け
、
長
的H
北
部
氏
宅
の
下
ま
で
米
て
仮
り
か
え
る

と
今
'
円
分
が
駈
け
ぬ
け
た
路
へ
山
の
よ
う
な
泥
の
波
が
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
た
。
物
凄
い
ん
日
然
の
坑
作
成
に
恐
れ
乍
ら
道
を
急
ぐ
と
弁
院
瀬

紙
が
終
ち
て
し
ま
っ

た
と
云
う
の
で
、
ヒ
坂
を
廻
っ
て
狩
坊
の
凶
山
へ
山
て

帰
宅
し
た
。

託
部
落
救
援
の
下
が
仲
べ
ら
れ
、
自
分
の
郎
務
か
ら
も
山
か
け
る
乙
と
に

な
っ
た
。
現
湯
に
行
っ
て
み
た
が
、

一
面
泥、
Jm
と
化
し
、
家
の
れ
刊
に
頭
が
つ

か
え
る
程
度
に
土
砂
が
失
込
ん
で
い
る
家
も
あ
っ
た
。
ぷ
に
浸
っ
た
友
依
を

二
人
で
か
い
て
公
立
へ
辿
ん
だ
が
、
そ
の
屯
い
引

一
依
三
十
目
も
あ
る
と
川心

わ
れ
た
。
一
歩
径
を
踏
み
は
ず
す
と
、
泥
神
膝
を
没
す
る
汗
り
で
市
い
河
分

を
担
い
て
粥
儀
を
し
た
。

一
円
井
国
太
郎
記
」

昭
和
十
八
年
水
窓
口
に
於
け
る
西
谷
国
民
学
校
被
害
状
況
を
み
る
。

昭
和
十
八
年
七
月
二
十
二
日
よ
り
降
り
出
し
た
雨
は
、
豪
雨
と
な
り
、
翌

二
十
三
日

に
至
り
椛
々
大
雨
と
な
り
、
井
内
川
は
非
常
な
増
水
を
来
し
、
川島

山
川
れ
、
山
山
れ
は
各
所
に
起
り
、
続
と
い
う
析
は
悉
く
流
失
し
た
。
唯

一
つ

三
品
川
川
手
析
の
み
は
、
無
事
で
あ
っ
た
。
乙
れ
で
井
内
の
約
半
数
、
惣
田
谷

板
足
ノ
子
は
、
交
通
逃
叫
聞
か
ら
救
わ
れ
た
。
奔
馬
の
狂
・
つ
が
如
き
濁
流
は
、

上
下
の
民
防
を
突
出
し
、
本
年
開
国
し
た
ば
か
り
の
実
習
地
に
浴
れ
か
か

り
、
腕
く
間
に
続
く
ぷ
悶
も
、
川
の

二
的
も
三
eい
も
の
巾
に

一
山
の
ト〈
川
と

化
し
、
校
庭
も
向
の
如
く
、
校
Am
川
は
窓
際
ま
で
浸
ぶ
し
て
、
山爪卜

の
活
気
窓

か
ら
流
れ
込
ん
だ
水
は
、
廊
下
の
敷
板
を
噴
き
口
い
た
。
夕
刻
に
ボ
り
小
山

と
な
っ
て
、

一
光
づ
安
堵
し
た
。

翌
二
十
四
日
午
後
に
至
り
、
久
尾
よ
り
急
報
が
あ
っ
た
。
瓢
明
小
池
の
l
の

方
に
大
き
な
初
日
が
山
川
来
て
、
池
が
決
潰
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
の
引
で

あ
る
。
大
作
附
巾
外
学
校
に
朱
っ
て
い
た
有
志
の
ぶ
川
々
は
、
ベ
公
伝
さ
れ
引
地

を
凱
旋
し
た
。
そ
の
話
で
は
、
若
し
怒
く
す
る
と
他
を
大
き
く
抱
え
た
形
で

「
な
だ
れ
て
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で

κ士
山
川

T
の
人
達
は
、避
期
準
仙
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
。
学
校
で
も
日
作
に
ヤ
り
、

屯
民
似
品
類
を
、
搬
出
し
て
置
く
べ
く
巡
ん
だ
。
教
育
似
興
会
長
、
欣
能
公
玄

宅
、
比
(
他

へ
引
け
た
。
次
に
奉
安
殿
は
若
し
も
の
市
中
が
あ
れ
ば
、
泥
土
の
中

に
内
役
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
。
乃
ち
御
山
ハ拶
は
安
〈
ー
な
川
刷
所
へ

、

一
時
来
遊
す
る
の
が
至
当
と
、
数
日
休
宅
を
…
法
ん
だ
が
此
処
は
む
険
で
あ
る

と
い
う
。
溢
に
村
訟
ぷ
成
能
光
儀
氏
{
も
に
巡
し
ん
本
っ

た
。一
州
ル
校
長
及
矧
ム引

巡
出
川
十
本
設
し
、
寸竹
年
学
校
休
日
比
武
装
し
て
説
術
に
当
っ
た
。
叫
に
伐
の
十
二

時
を
過
ぎ
翌
二
十
五
日
午
前
三
時
で
あ
っ
た
。
朝
に
な
っ
て
徹
夜
で
池
を
比

張
っ
て
い
た
人
遠
か
ら
、
地
割
は
一
時
止
っ
た
様
で
あ
る
と
、
知
ら
せ
が
あ

り
、
な
お
天
候
も
大
丈
夫
と
い
う
見
通
し
が
つ
い
た
。
か
く
て
御
点
影
も
午

前
九
時
頃
、
山
本
安
般
に
遷
し
奉
っ
た
。
勿
論
的
口
川
矧
も
運
ん
で
元
の
仇
泣

へ

納
め
た
。
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王
朝
武
家
藩
政
時
代

上
古
の
世
に
お
い
て

人
民
が
集
団
群
居

し
て
い
る
と
こ
ろ
を

(む
ら
)
(
村
、
巴
)
と
云
っ
た
。

は
(
む
れ
)
(
部
)
で

(
む
ら
)

あ
っ

て
群
家
の
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
人
民
の
集
団
は
、
河
海

J
O

な
ど

に
漁
り
し
、
山
野
に
狩
せ
る
集
団
も
、
或
は
農
業
を
営
み
、
工
芸
を

業
と
す
る
集
団
も
、
み
な
い
づ
れ
も
、

(む
ら
)
で
あ
っ
た
し
、
出

に
は
ま
た
、
各
地
に
お
い
て
、

豪
族
の
居
住
地
を
め
ぐ

っ
て
そ
こ
に

造
ら
れ
た
人
民
の
集
団
も
、
国
の
支
配
者
で
あ
る
'Nm
王
と、

そ
の
延

ト
等
の
居
住
を
中
心
と
し
て
出
来
た
集
団
も
、
ま
た
(
む
ら
)
で
あ

っ
て
、
た
主
そ
れ
が
一

般
の

(む
ら
)
に
比
し
て
規
模
の
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
こ
の

(む
ら
)
の
形
態
は
、
，H

然
の
地
形
、
住
民
、
生
業
の
麗
類
、
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
街
道
村

散
居
村
、密
集
村
、な
ど
極
々
に
分
れ
る
。
ま
た
そ
の
大
小
広
狭
も
ま

ち
ま
ち
で
、
画

一
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
わ
が
旧
三
内
村
が
散

誌居
村
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

上
古
氏
族
制
度
の
時
代
に
お

い
て
は
、
多
く
の
村
が

一
胤
族
者
の

共
同
生
活
団
体
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
時
代
に
お

い
で
さ
え
必
ず
し
も
そ
う
ば
か
り
と
は
き
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
。
た

と
え
ば
部
民
だ
け
が
集
っ
て
い
る
(
む
ら
)

の
如
き
、
帰
化
人
の
問

結
せ
る
(
む
ら
)

の
如
き
、
ま
た
或
は
屯
急
や
田
荘
の
設
置
に
よ
っ

A
川崎
，

F

h
J
V
 

ヲヘ
J
V

て
つ
く
ら
れ
た
村
、
又
は
仰
げ
腐
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
村
の
如
き

は
血
族
団
体
で
は
な
か
っ
た
。

L 

コ
し

( た
邑立 村
には
君まそ
あの
り f)J
、 め

は中、I
に

長ぎ か
あの
1') 〆ー、

ふ神

忌詰
目)

らに
7gi云
をいつ

分て
ち い
中11 る

ょ、
コ
に
、

し
の
主
ι
ざ
し
ら

凌

離

わ

し

む

)
と
あ
る
が
如
く
未
だ
そ
れ
ら
の
上
に
上
級
の
統
治

組
織
は
確
立
し
て
居
な
か
っ
た
の
だ
が
、
時
代
の
進
む
に
し
た
が

っ

て
、
上
級
統
治
組
織
が
強
凶
に
な
り
、
村
に
対
す
る
統
制
が
加
わ
っ

お
h

み
た
β

ら
う
ご
め
〈
む
し
的
ご
と
〈

て
い
っ
た
。
成
務
天
皇
の
時
(
然
れ

ど

も

繋

元

一

縦

断

に
し

あ
ら
舎
こ
こ
ろ

b
ら
た

く

に

ひ

と

の

か

ゆ

あ

が

た

お

ひ
と

て
野
心
を
懐
め
ず
。
是
れ
国
郡
に
君
長
な
く
県
邑
に
、百
梁
無
け
れ

か

み

お

U
え

は
な
り
。
今
よ
り
以
後
国
測
に
長
を
立
て
県
巴
に
首
を
置
く
。
n[J 
ち
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う
ち
つ
〈
に

是
を
中
区

お
宮
認
さ
し
さ

ぴ

と

か

当
国
の
幹
了
者
を
取
り
て
其
の
国
郡
の
首
長
に
任
け
、

去
も
り

の
蕃
扉
と
為
せ
)
と
あ
る
が
、
こ
の
頃
に
至
っ

て
村
の
制
度
が
梢
整
い

一
般
に
村
は
上
級
の
支
配
者
に
統
制
さ
れ
て

一
方
そ
の
命
を
聴
く

と
共
に
他
方
あ
る
程
度
の
自
治
を
享
有
す
る
地
方
団
体
と
な

っ
た
。

大
化
の
改
新
の
時
、
園
、
郡
、
里
の
制
が
定
め
ら
れ
た
。
大
宝
令

は
、
五
十
戸
を
里
と
な
し、

一
句
里
に
長
一
人
を
置
き
、
旦
長
は
そ
の

里
の
百
姓
中
適
任
の
者
を
充
て、

若
し
そ
の
里
に
適
任
の
人
無
き
時

に
は
、
附
近
の
里
か
ら
適
任
者
を
抜
い
て
里
長
と
し
た
。
と
あ
る
が

と
の
里
は
、
上
古
か
ら
自
然
に
発
生
発
達
し
た
村
を
大
宝
令
の
と

き
、
そ
の
ま
L

で

(
盟
)

と
名
前
だ
け
を
変
え
た
の
で
は
な
く
て

多
く
の
場
合
に
お
い
て
は
、
従
来
の
村
を
分
合
主
と
し

て

合

し

て
新
に
区
剖
を
立
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
型
の
下
に
村
と
云

う
名
称
の
あ
っ

た
と

と
は
、
山
市
陸
風
土
紀
、
時怖
い賠
風
士
紀
等
に
散
見

す
る
が

、
こ
れ
は
従
来
の
村
名
を
里
の
下
に
お
け
る
小
区
訓
と
し
て
、

実
際
上
用
い
つ
ど

け
て
い
た
こ
と
を
一不
す
も
の
で
あ
る
。
だ
が
公
的

な
行
政
区
割
上
の
最
下
級
地
方
団
体
単
位
は
勿
論
盟
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、

克
正
天
皇
の
霊
舶
足
元
年
に
里
を
改
め
て
(
郷
)

と
し
そ

の
後
ま
た
、
こ

の
郷
の
下
に
旦
と
云
う
小
区
劃
を
設
け
る
な
と
種
々

の
変
遷
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
郷
里
が
国
の
行
政
区
剖
と
し
て
は
最
下

級
の
単
位
で
あ
り
、
上
級
行
政
機
関
の
統
制
監
督
の
下
に
立
ち
つ
L

自
治
の
団
体
で
あ
っ
た
こ

と
に
は
変
り
が
な
い
。

中
世
、
荘
園
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

っ
て
は
、
と
う
し
た
郷
里
の

制
も
糸
乱
す
る
に
至
っ

た
が
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
統
一
す
る
に
及

ん
で
従
来
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ

た
。
庄
、
郷
、
保、

里
、
等
を
廃
止
し

て
し
ま

っ
て
郡
の
下
に
村
を
属
せ
し
め
。
我
が
国
の
地
方
'
ハ
治
制
は

一
段
の
発
達
を
促
し
、
か
の
五
人
組
の
制
度
は
実
に
こ
の
時
に
定
ま

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
慶
長
二
年
に
諸
国
の
領
主
に
令
し
て
、

さ
む
ら
い
何
に
は
五
人
組
、
白
姓
に
は
十
人
組
の
組
合
を
作
り
、
各
々
連
判

日
州
?ヘリ
V

状
を
差
出
さ
し
め
、
各
組
合
員
を
し
て
そ

の
組
内
の
警
察
治
安
の
連

帯
責
任
を
負
わ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
禿
吉
の
定
め
た
郡
村
の
制
は
徳
川
幕
府
の
時
代
に
な
っ
て
も

そ
の
伎
に
継
承
せ
ら
れ
以
て
明
治
維
新
に
及
ん
だ

の
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
村
務
は
、
上
古
以
来
の
村
山
浴
、
即
ち
学
者
の
所
川
川
、

紅
五
当
性
寸

t
f
Fl
』
，t

文
は
古
代
成
立
村
以
外
に
、
中
古
、
更
に
は
ま
た
近

世
に
至

つ
で
成
立
し
た
村
が
加
は
っ
た
。
か
の
、
名
目
百
姓
村
、
門

前
百
姓
村
、
松
古
屋
百
姓
村
、
草
分
百
姓
村
、
新
田
百
姓
村
等
と
昨

ば
る
ふ
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

名
田
百
姓
村
と
云
う
の
は
、
百
姓
中
の
有
h
A
者

又
は
旧
家
の
者



が
、
そ

の
倣
主
に
乞
う
て
、
あ
る
未
型
地
の
開
墾
の
特
許
を
受
け
数

十
人

の
寸H
M
を
迫
れ
て
、
北
一
地
に
入
込
み

一
一
位
の
企
業
的
組
織
の

下
に

そ
の
地
を
出
発
し

そ
の
完
成
の
後
は
自
ら
そ
の
地
の
主
長

と
な
り
、
り
人
地
J
と
も
な

っ
て

そ
と
に
新
な
村
を

つ
く
り

そ
し

て
円
分
の
取
引
を
そ
の
村
の
名
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ名
旧
」
と
は

小
川
の
ト人
名
、
小
取
引
に
関
連
す
る
認
で
あ
っ
て
、
小
山
に
は
名
主
は

4区、

そ
の
地
名
を
以
て
性
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
の

で
あ
る
。

門
前
っけ
姓
村
又
は
土寸
百
此
村
は
大
き
な
社
寺
を
中
心
と
し
て

こ
に

つ
く
ら
れ
た
村
で
、
今
H
何
々
ゴ寸
と

玄
う
地
名
が
そ

の
名
伎
で

あ
る
。

似
古
屋
百
姓
村
又
は
一
一家
族
百
姓
村
と

は
、
中
山
、
荘
園
制
度
の
発

達
し
た
頃
か
ら
、全
国
各
地
に
小
領
主
が
出
現
し
て
米
た
。
そ
し
て

そ
の
あ
る
者
は
小
高
い
丘
に
家
間
を
川
え

正
の
下
に
悉
兵
と
も
な

る
よ
う
に
州
民
家
を
泣
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
関
東
地
方
で
は
こ
れ
を

似
古
犀
と
一五
い
、
九
州
で
は

「
か
こ
い
」
又
は
「麓
」
。
中
園
地
方
で

さ
ん
げ

は

「山
下
」
又
は
、

「
片
原
」
な
と
と
呼
ん
で

い
る
。

お
ん
て
ん

草
分
引
川
村
は
一
に
隠
回
又
は
隠
遁

U
姓
村
と
も
云
い
。
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、或
は
乱
を
避
け
敵
を
遁
れ
た
落
人
が
、

一
族
や
従
者
を
ひ
き
つ
れ
て
、
或
は
赤
貧
な
生
活
を
し
て
い
た
百
約

が
、従
来
居
住
し
て
い
た
村
を

岡
崎
又
は
時
を
異
に

し
て
、
交
通
不

伎
な
深
い
山
奥
と
か

ま
た
は
巡
遠
の
地
に
入
り
こ
ん
で
そ
と
に
最

初
は
川
別
立
小
屋
を
造
り
‘小
屋
附
近

の
日
当
り
の
良
い
、
そ
し
て
比
較

的
半
川
で
肥
沃
な
土
地
を
開
墾
し
て
、
村
を
造

っ
た
の
に
始
ま
る
。

お
も

最
後
に
新
田
川
性
村
又
は
新
田
開
発
村
は
主
に
江
戸
中
期
以
後
の

も
の
で
、
食
料
治
嬰
の
地
加
と
、
州
民
村
労
刈
の
過
剰
と
他
方
封
佐
川似

」
の
境
励
強
制
と
に
よ
っ
て

、
新
し
く
凶
発
せ
ら
れ
た
村
で

し、

ま

そ

ザ吋
五
二
判
、

{

1
7
1
 
何
太
郎
新
田
」
な
ど
と
人
名
氏
又
は
性
で
は
な
く
|

の
つ

い
た
も
の
は
個
人
の
経
営
、

「何
村
新
田
」
な
と
と

玄
う
の
は
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村
共
同
の
開
発
に

よ
っ
て
成
立
し
た
村
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
新
田

て
づ

く

り

し

ゅ

「

ざ

〈

村
に
よ
く
似
た
も
の
に
出
作
文
は
出
作
と
云
っ

て
、
村
か
ら
離
れ
た

と
こ
ろ
に
田
屋
を
つ
く
っ
て
そ
こ
に
寝
泊
り
し
て

そ
の
附
近
の
土

地
の山国
制
を
行

っ
た
も
の
が
あ
る
。

以
上
は
専
ら
そ
の
成
立
過
程
に
よ
っ
て
村
を
分
け
た

の
で
あ

っ
た

が
、
な
ほ
そ
の
村
落
の
存
在
状
況
に
よ
っ
て
村
を
、
山
方
村
落
、

m-

方
村
落
、
州
方
村
落
、
文
は
沿
道
村
落
、
環
状
村
落
、
階
段
村
落
な

と
、
種
々
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
て
わ
が
旧
三
内
村
、

更
に
そ
れ
以
前
の
井
内
村
、
則
之
内

村
、
河
之
内
村
は
、
草
分
文
は
隠
田
百
姓
村
、
し
か
も
、
平
家
の
落



人
と
か
何
と
か
が
、
兵
乱
を
避
け
、
敵
を
遁
れ
て
作
っ
た
村
で
は
な

く
て
、
従
来
居
住
し
て
い
た
平
坦
地
の
村
で
は
生
活
す
る
こ
と
の
出

来
な
か
っ
た
貧
乏
な
百
姓
た
ち
に
よ
っ
て
、

異
時
に
な
が
い
聞
に
開

発
さ
れ
て
い
っ
た
村
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
、
上
代
に
成
立
し
た

班
間
百
姓
で
も
な
く
、
寺
社
を
中
心
と
し
て
作
ら
れ
た
門
前
百
姓
村

で
も
、
豪
族
の
居
宅
を
中
心
と
し
て
根
古
屋
百
姓
村
で
も
な
い
。
ま

た
そ
れ
は
徳
川
期
以
後
新
田
の
開
発
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
で
も
な

し、。
次
に
そ
の
存
在
状
況
か
ら
云
っ
て
、
三
内
村
が
山
方
村
で
あ
り

階
段
村
落
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
一
二
内
村
か
ら
は
井

内
、則
之
内
、河
之
内
の
ど
こ
か
ら
も
」
白
境
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
ど
こ
か
ら
も
抑
制
紋
、
弥
生
、
祝
部
土
器
さ
え
出
し
て
い
な
い

こ
の
点
か
ら
見
た
だ
け
で
も
わ
が
三
内
村
が
上
古
以
来
存
在
す
る
村

で
も
な
く
、
ま
た
豪
族
に

よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
村
で
も
無
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

和
名
抄
や
延
喜
式
に
は
諸
国
の
郡
郷
名
が
出
て
い
る
。
そ
の
中
わ

が
伊
政
の
国
の
久
米
郡
に
、
天
山
、
吉
井
、
神
戸
、
余
戸
の
郷
が
あ

り
、
浮
穴
却
に
は
、
井
門
、
拝
志
、
荏
原
、
出
部
の
四
郷
が
あ
る
。

内
村
に
つ
い

て
は
も
と
、
河
之
内
村
と
則
之
内
村
l
も
と
は
洲
之

内
と
書
い
た
ー
と

は
久
米
郡
に
、
井
内
村
は
浮
穴
郡
だ
っ
た
が
、
天

保
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日
、
松
山
藩
主
松
平
勝
善
の
時
代
に
そ
の

令
部
を
浮
穴
郡
に
編
入
し
た
。
そ
の
後
明
治
十
三
年
に
浮
穴
部
を
上

下
二
郡
に
分
っ
た
と
き
、
全
三
村
を
下
浮
穴
郡
に
属
せ
し
め
、
更
に

そ
れ
が
明
治
三
十
年
の

四
月
に
温
泉
郡
と
な
っ
た
。

な
お
三
内
村
と
一亨
コ
村
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
実
施
の
と

き
に
始
め
て
出
来
た
の
で
あ
り
、

旧
来
の
井
内
、則
之
内

そ
の
時
、

河
之
内
村
は
三
内
村
の
大
字
と
な
っ
た
。
井
内
、
則
之
内
、
河
之
内

の
名
称
が
そ
の
土
地
の
地
形
、
地
勢
な
と
か
ら
、

い
つ
誰
が
つ
け
た

日ヲヘJV

と
苓
コ
こ
と
な
く

玄
一
は
ば
自
然
に
つ
い
た
名
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い

と
思
う
が
、
具
体
的
な
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
明
治
二

十
二
年
に
こ
の
三
村
を
三
内
村
と
名
づ
け
た
の
は
三
村
の
三
つ
の
内

か
ら
と
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
諸
が
つ
け
た
か
は
わ
か
っ
て
い
な

し、
。

「井
内
、
則
之
内
、
河
之
内
、
三
つ
三
村
が
三
内
(
身
内
)
な

ら
他
人
村
と
は
誰
れ
も
玄
う
ま
い
」
と
云
う
歌
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
元
禄
十
三
年
伊
務
国
村
高
帳
に
は
、
則
之
内
村
、
六
九
三
泊
二

介
、何
之
内
村
一
一
一
六
石
四
斗
二
升
、
と
あ
っ
て
井
内
村
に
つ
い
て
は

右
村
高
帳
に
は
ゐ
高
が
の
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
右
石
高
帳
で
は
、

則
之
内
村
と
河
之
内
村
は

と
も
に
久
米
郡
吉
井
郷
に
入
れ
て
い
る



が
、
浮
火
山
井
内
村
の
郷
名
は
は

っ
き
り
し
て
い

な
い
。
と
こ
ろ
が

下〈
似
九

4
ム
ハ
ハ
十

一
一μ
の
御
輩
出
山
に
は
、
久
米
郎
町
々

υ郷
に
、
則

之
内
村
、
川
之
内
村
を
、浮
穴
郡
吉
井
郷
に
井
内
村
を
入
れ
て

い
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
三
内
村
の
郷
名
を
は

っ
き
り
雌
定
す
る
こ
と
は
.
小

可
能
で
あ
る
。

内
村
は
そ
の
成
立
の
化
け
か
ら
農
村
で
あ

っ
た
。
出
村
以
外
の
ぺ

キ
ロ
方
の
山
米
な
い
村
で
あ
る
。
徳
川
川
町
代
に
は
そ

の
財
政
経
淡
の
必

要
か
ら
、

幕
的
も
大
名
も
農
業
を
重
ん
じ
た
。
そ
の
た
め
に
今
国
の

M

判
務
は
原
則
と
し
て
農
民
だ
け
の
肘
住
地
域
と
し
、

百
姓
以
外
の
者

の
混
住
を
出
来
る
限
り
禁
止
し
た
。
た
だ
例
外
と
し
て
、
特
定
の
場

合
を
限
り
村
内
に
農
民
以
外
の
者

の
居
住

を

許

し
た
。
そ
れ
は
郷

士
、
神
'
日
、
僧
侶
、
山
伏
等
で
あ
る
。
か
く
て
近
世
封
辿
時
代
の
炭

村
に
は
、

一
般
に
五

つ
の
階
級
の
居
住
者
が
あ
っ
た
。

即
ち
第

一
は

郷
土
、
こ
の
郷
士
は
無
い
地
方
が
多
い
。
第
二
は
川
以
又
は
名
主
【
関

四
で
は
多
く
佐
屋
、
関
東
で
は
多
く
名
主
と
呼
ん
だ
)
組
頭
、
自
性

代
、
即
ち
一山
制
村
方
三
役
と
、
第
三
は
一
般
百
姓
、
こ
の
引
般
の
中

に
地
+
十
一、
向
作
兼
小
作
人
、
純
小
作
人
の
本
百
姓
、
半
百
姓
水
零

U

姓
が
あ
る
。
第
四
は
神
宮
僧
侶
山
伏
等
、
第
五
は
そ
の
外
と
云
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

村
は
法
律
上
政
治
の
単
位
で
あ
る
と
共
に
納
税
上
の
単
位
で
あ
っ

た
。
即
ち
村
に
対
し
そ
の
村
の
年
点
は
川

.h
と
ん
ん
め
、
村
を
以

っ
て

北
(
の
納
税
者
と
し
た
。
そ
こ
で
村
々
'ー
ら
が
こ
の
割
付
制
を
名
戸
の

刊
税
h
μ

に
応
じ
て
支
出
し
以
っ
て
村
の
作
賞
を
完
済

し
た

の
で
あ

る
。
ひ
と
り
利
税
ば
か
り
で
な
く
、
犬
役
の
場
合
で
も
同
級
で
、
川

村
何
人
役
、
府
何
匹
と
割
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
村
は
法
作

J
の
人
絡
者
、
権
利
義
務
の
主
体
で
あ
っ
て
、村
が
則
沌
を
所
約
し

村
と
村
と

の
聞
に
騒
々
の
協
約
を
結
ぶ
こ

と
が
出
来
、

ま
た
そ
の
間

に
訴
訟
さ
え
も
行
わ
れ
た
。
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農
業
は
重
ん
じ
た
け
れ
ど
も
農
民
は
重
ん
じ
な
か
っ
た
。
農
民
は

知
ん

と
原
始
時
代
そ
の
ま
L

の
貧
弱
絡
ま
る
自
給
自
足
の
自
然
生
活

を
営
み
、
貨
幣
は
こ
れ
を
所
有
す
る
こ
と
な
く
貨
幣
経
済
は
彼
等
の

間
に
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
三
内
村
の
隣
村
山
伴
心
村
旧
上
村
の
徳
川
時
代
後
期
の
出
民

経
済
の
実
態
を
調
べ
て
見
ょ
う
。

上
村
と
三
内
村
は
同
じ
山
間
農
村
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ

っ
て

わ
が
三
内
村
の
状
態
を
、
そ
こ
か
ら
汲
み
と
る
事
が
出
来
ょ
う
。
上

村
の
耕
地
は
凹
州
二
二

川
八
反
九
敵
、
御
的
新
国
九
町
一

反
、
計

一
向
九
反
九
畝
、

こ
れ
に
対
す
る
租
税
七
ツ
六
分
即
ち
百
分
の
七
十



六
。
村
の
生
産
高
一
九
八
石
、
新
田
畑
合
し
て
六
九
七
俵
、
こ

れ
か

ら
六
五
六
依
、
御
稲
子
米
一五
及
利
回

O
俵
二
斗
、

の
年
貢
を
上
納
す

る
。
こ
れ
以
外
に
小
物
成
と
し
て
苧
一
貫
二

O
O匁
、
御
入
木
金
三

五
匁
、
御
山
札
六
五
匁
、
政
民
銀
四
匁
、
真
綿
三
三
三
匁
を
上
納
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
そ
の
上
に
一
般
農
民
は
諸
給
米
と
し
て

庄
屋
に
一

O
依
、
組
副
二
依
小
走
二
俵
、
状
持
三
俵
、
諸
役
米
と

し

て
諸
初
穂
米
二
依
一
斗
、
井
手
役
米
四
俵
、
庄
屋
下
女
三
斗
七
升
、

諸
給
米
と
諸
役
米
の
計
二
四
俵
。

次
に
上
村
の
人
U
構
成
を
み
る
と
、
家
数
七
六
判

人
口
二
八
六

人
内
男
一
五
七
人
、
女
一
二
五
人
、
山
伏
三
人
、

一
戸
平
均
四
人
。

か
く
て
耕
地
而
砧
二
戸
当
り
四
段
二
畝
、
そ
の
収
磁
高
二
記
六
斗
。

裏
作
の
去
に
刈
し
て
は
税
は
無
か
っ
た
が
山
間
村
で
は
こ
の
裏
作

反
別
は
係
少
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
そ
れ
は
生
か
さ
ぬ
よ
う
殺
さ
ぬ
よ

5
に
仕
向
け
ら
れ

麦
、
菜
、
科
、
来
、
大
桜
そ
の
外
、
何
に
て
も
雑
穀
を
作
り
米
を
食

い
つ
ぶ
さ
ぬ
よ

3
に
し
、常
に
餓
舵
の
時
の
こ
と
を
思
い
大
一旦
の
葉
、

小
豆
の
葉
、
さ
さ
げ
の
葉
、
芋
の
落
葉
な
ど
も
む
ざ
む
唱
さ
と
捨
て
ぬ

よ

5
に
し
て
、
と
れ
を
矧
紋
に
ま
じ
え
て
食
っ
て
米
た
も
の
で
あ
っ

た
。
農
村
の
組
織
や
、
そ
の
社
会
経
済
生
活
が
回
定
し
た
の
は
、
徳

川
時
代
少
く
と
も
太
閤
の
天
正
検
地
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
て

そ
れ

以
前
の
農
村
の
こ
と
は
殆
ん
と
わ
か
っ
て

い
な
い
。

そ
の
支
配
者
が
ど
れ
だ
け
の
租
税
を
ど
ん
な
方
法
で
徴
収
し
て
い

た
か
、
村
が
ど
ん
な
方
法
で
統
治
さ
れ
て
い
た
か
さ
え
は

っ
き
り
し

な
い
。
た
い
ム
そ
こ

に
は

正
屋
文
は
名
主
が
あ
っ
て
村
の
首
長
と
し

て
村
内
の
行
政
事
務
を
担
当
し
て
い
た
と
と
だ
け
は
明
か
だ
。
元
米

庄
屋
は
鎌
窟
時
代
に
始
ま
り
前
代
の
荘
司
又
は
荘
官
な
ど
荘
園
田
を

司
っ
た
者
の
追
称
で
あ
っ
て
(
地
方
凡
例
集
)
に

「
村
里
の
長
を
庄

足
名
主
と
唱
う
る
始
ま
り
は
，
鎌
倉
将
軍
家
の
時
代
よ
り
始
ま
り
貞
永
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式
自
に
名
主
職
と
あ
り
、
文
陀
屋
と
も
亨
コ
。
何
れ
も
一
郷
を
ギ
行

す
る
職
分
な
り
」
と
あ
る
。
又
貞
永
の
頃
ま
で
は
兵
良
未
分
で
あ
っ

た
か
ら
、
庄
屋
名
主
職
は
百
姓
で
は
な
く
て
武
士
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
時
代
が
推
移
り
士
山
底
分
離
し
て
後
は
、
村
里
は
農
家
の
み
に
成
行

き
た
る
故
、

一
村
の
中
家
柄
正
し
く
田
川
等
を
多
く
所
持
す
る
百
Mm

を
一
村
の
長
と
定
め
、

村
中
を
支
配
す
る
こ

と
ι

‘
ふ
し
た
。
そ
し
て
こ

の
正
屈
は
以
前
は
一
般
に
世
間
決
で
あ
っ
た
が
、
享
保
の
改
正
に
よ
り

一
山
一
代
の
形
を
と
り

一
代
ご
と
に
領
主
の
任
命
す
る
こ
と
L

な

っ
た
の
で
あ
る
。

わ
が
三
内
村
の
過
去
の
隔
火
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど

つ
の
文
献
も



ま
た
伝
説
さ
え
も
伐
っ
て
い
な
い
。
山
附
の
草
分
又
は
限
回
百
姓
村

だ
か
ら
イ
に
必
れ
、
土
に
死
ん
だ
名
も
な
き
民
に
よ
っ
て
継
承
せ
ら

れ
て
来
た
村
に

「
Mm
火
し
の
無
い
の
は
当
然
一
会
側
の
こ
と
で
あ
る
。

た
υ
ム
三
内
村
内
に
あ
る
古
城
批
に
つ
い
て
、井
内
村
の
小
子
滝
城
、

則
之
内
村
の
大
熊
城
が
河
野
氏
の
一
門
三
十
二
将
の
一
人
、
戒
能
備

前
川
寸
の
居
城
で
あ
っ
た
こ
と
、
河
之
内
の
八
ケ
森
、
七
ケ
森
が
同
じ

く
川
町
氏
の
日
比
悩
大
将
十
五
人
の
内
、
佐
伯
河
内
.
ナ
の
肘
城
で
あ
っ

た
こ
と
が
川
町
分
限
以
と
か
川
野
家
品
川
等
に
蓄
か
れ
て

い
る。
F
}

こ

同

・ナ
f

J
山

ら
恐
ら
く
小
川
末
期
河
野
氏
の
巾
政
支
配
の
時
代
、
こ
れ
等
の
武
士

が
三
内
村
の
支
配
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

後
の
井
内
村
山
屋
戒
能
氏
、
則
之
内
村
の
千
和
川
氏
、
何
之
内
村

庄
屋
の
山
内
氏
な
ど
も
多
分
こ
う
し
た
中
山
末
期
以
来
の
門
家
系
を
判

っ
た山
添
削
だ
っ

た
が
た
め
に
村
の
山
民
職
を
つ
と
め
た
か
と
思
う
。

日
出
の
下
に
は
組
叫
が
あ
っ
た
。

組
一以
は
元
来
五
人
組
の
組
頭
か
ら

変
化
し
た
も
の

で
百
姓
中
算
筆
等
を
致
し
人
品
宜
し
く
高
(
耕
地
)

も
相
応
に
持
ち
(
用
立
つ

べ
き
者
)
を
村
の
大
小
に
よ
り
五
人
三
人

山
、
入
札
か
惣
百
性
相
談
等
に
て
極
め
置
き
名
主
の
下
役
に
し
て
公

儀
の
用
弁
、
村
周
を
勤
め
た
も
の
、
組
頭
が
病
気
設
(
の
他
で
退
役
せ

ば
又
他
の
者
を
見
立
て
L
勤
め
さ
せ
る
。
尤
も
組
頭
は
願
に
及
ば
ず

同
出
だ
け
で
よ
か

っ
た
。

こ

の
点
許
可
制
を

と
っ
た
此
昆
と
見
な

る
。
組
頭
は
ま
た
法
制
上
も
功
笑
上
も
世
間
決
で
は
な
か
っ
た
。

三
内
村
で
は
井
内
村
が
上
組
、
中
組
、
西
後
組
、
西
前
組
の
四
組
、

則
之
内
村
が
東
谷
に
徳
吉
中
組
永
野
市
ヶ
谷
、
西
谷
に
保
免

iF1J 
回

丸
、
惣
凹
谷
の
七
組
、
河
之
内
村
に
は
問
屋
、
狛
場
、
日
州
、
音
田

と
土
谷
の
五
組
が
あ
っ
て
そ
の
各
々
に
組
以
が
あ
っ
た
。
故
後
に
川

例
代
は
そ
の
村
で
山
民
の
外
、
大
高
持
の
11
M
m
一
人
(
時
に
は
二
人

人
も
あ
る
こ
と
が
あ
る
)
を
村
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
定
め
る
も
の

で
あ
り
司
こ
れ
は
正
出
組
頭
等
の
日
付
役
で
あ
っ
て
、
村
の
諸
人
間

-361-

其
の
他
諸
割
賦
等
の
と
き
の
立
合
が
そ
の
主
な
役
目
で
あ
っ
た
。

徳
川
時
代
の
わ
が
三
内
村
の
人
口
は
井
内
村
が
五
よ日
、
則
之
内
村

が
千
五
一円
、
河
之
内
村
が
千
三
白
人
、
A
K
体
で
三
千
三
白
人
、
jコ

数

井
内
村
が
円
五
十

則
之
内
村
が
三
円
五
十
、
川
之
内
村
が

三
円
五

十
一戸
、
全
体
で
八
百
五
十
戸
内
外
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
だ
け
の

百
姓
が
山
閣
の
狭
少
な
段
々
畑
を
耕
作
し
て
偽
少
な
収
穫
を
得

し

か
も
茸
(
の
収
穫
の
殆
ん
と
全
郎
の
米
山
肢
を
租
税
と
し
て
領
主
に
貢
納

し
、
吏
に
諸
給
米
を
供
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
等
は
文
字
通

り
の

「
ど
ん
底
生
活
」
を
数
有
年
間
哨
青
哨
窓
生
き
て
来
た
の
で
あ

っ
た
。
勿
論
旧
時
代
に
は
士
地
の
永
代
売
買
がい
世閉
止
さ
れ
て
い
た
た



め
に
大
地
主
や
資
本
家
は
殊
に
わ
が
三
内
村
等
で
は
出
て
来
る
こ
と

が
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
尚
我
が
村
の
農
民
の
生
活
は
貧

弱
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
経
済
生
活
と
同
じ
よ
う
に
、

、
:
、

】

V
ふ
ト
ι
1

れ
よ
り
以
上
に
彼
等
の
文
化
生
活
は
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し、

や

そ
こ
に

は
文
化
生
活
な
と
ふ
れ然
な
か
っ

た
と
一一一
口
っ
た
方
が
適
当
か
も

知
れ
な
い
。
三
内
村
の
よ
う
な
烈
村
に
も
徳
川
後
期
に
な
っ
て
は
、

寺
院
に
寺
小
屋
が
開
設
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
通
っ
て

「
い
ろ

は
」
を
学
ぶ
も
の
L

数
は
少
な
く
、
ま
た
そ
の
少
な
い
人
々
で
も

年
三
年
と
師
匠
に
つ
く
よ
う
な
事
は
そ
の
家
庭
の
経
済
状
態
が

こ
れ

を
許
さ
な
か
っ
た
。

し
か
も
寺
小
屋
に
通
う
者
は
、
殆
ん
ど
男
の
子

に
限
ら
れ
女
子
は
殆
ん
ど
全
部
が
無
学
文
盲
で
そ
の
一
生
を
送
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
回
を
作
り
炊
事
を
行
い
子
を
分
娩
し
て
こ
れ
を
養

有
す
る
こ
と
が
そ
の
令
部
で
あ
っ
た
農
村
女
子
の
生
活
に
は
文
字
も

学
問
も
其
の
必
要
が
全
然
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

村
民
の
忠
利
ル
と
生
活
と
は
殆
ん
ど
其
全
部
が
償
却
と
伝
統
と
迷
信

と
偏
見
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
彼
等
の
生
活
は
米
る
年
も
来
る
年
も

毎
年
同
じ
事
の
繰
り
返
し
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

次
に
は
彼
等
の
衣
食
住
で
あ
る
が
、
先
づ
衣
に
つ

い
て
は

U
姓
は

こ
れ
こ
れ
と
規
定
さ
れ
て
い

て

そ
れ
以
上
の
又
は
そ
れ
以
外
の
衣

服
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
し
ま
た
赤
貧
な
百
姓
は
そ
れ
を

着
る
だ
け
の
余
裕
を
持
た
な
か
っ
た
。
食
に
つ
い
て
は
先
に
も
言
つ

そ

た
よ
う
に
麦
飯
が
主
で
そ
れ
に
幾
割
か
の
米
を
加

へ
て
炊
く
家
は
村

で
も
数
え
る
程
し
か
な
か
っ
た
。
居
は
草
葺
、
大
抵
は

一間
と
台
所

だ
け
の
家
に
住
ん
だ
。
燈
料
は
程
一
仙
の
行
憶
で
あ
る
が
種
油
を
員
う

だ
け
の
お
金
を
持
た
な
い
家
が
多
か
っ
た
。
だ
か
ら
大
部
分
の
良
民

あ
か
り

は
孜
に
な
っ
て
明
を
つ
け
る
と
云
う
こ
と
な
く
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う

と
も
し
び

の
で
あ
っ
た
。
校
同
町
火
の
下
で
聖
賢
の
蓄
を
縞
く
な
と
と
云
う
と
と

は
農
村
民
に
取
っ
て
は
夢
に
も
考

へ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
酒
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川問
山早
も
彼
等
は
殆
ん
ど

こ
れ
を
用
い
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
い
ム

戎
三
内
村
の
如
き
は
冬
期
は
非
叫
に
火
、
冷
で
あ
る
の
で
燃
料
に
は
入

会
地
が
相
当
豊
富
だ
っ
た
か
ら
山
林
の
な
い
水
呑
百
姓
で
も
旬
日

の

炊
事
と
冬
期
囲
炉
裏
に
は
悩
気
な
く
締
を
燃
し
た
。

引
姓
も
町
人
も
公
卿
武
士
以
外
は
原
則
と
し
て

i
I
J

，-
h
j
f
i
d
e
ミ

仁
1

づ
[
己
一
川
川

7
ノ
・刀
J
d
H

さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
上
司
か
ら
の
呼
出
状
そ
の
他
も

「
何
々
村

11
姓
何
兵
衛
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
れ
で
は
一
村
の
有
姓
相
互
間

の
生
活
交
通
に
は
不
便
で
あ
る
の
で

そ
の
家
々
に
家
号
が
ゐ
っ
て

そ
れ
を
上
に
つ
け
て
名
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

例
へ
は
注
地

に
あ
る
家
だ
と

窪
の
何
兵
衛
さ
ん
、
高
い
石
垣
の
上
の
家
だ
と



高
ゐ

ω一
の
何
さ
ん
、
と
云
っ
た
よ
う
な
只
A
円
で
あ
っ
た
。

明
治
に
な
っ
て
百
姓
町
人
に
も
氏
が
一司訂
さ
れ
た

だ
が
自
分
の
家

が
本
米
何
氏
で
あ
る
か
、
そ
れ
が
本
当
に
分
っ

て
居
る
家
は
極
め
て

少
数
で
あ
っ

た
。
そ
の
大
部
分
は
向
分
が
阿
籾
の
子
で
あ
る
と
云
う

こ
と
以
外
、
家
系
に
つ
い
て
何
も
知
る
と
こ
ろ
が
な
か

っ
た
。
だ
か

ら
氏
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時

町
民
さ

ん
の
気
紛
れ
で
魚
の
名

だ
と
か
、
沿
い
け
円
の
名
を
そ
の
前
字
に
つ
け
て
此
っ
て
よ
ろ
こ
ん
だ
と

い
う
涙
ぐ
ま
し
い
奇
談
さ
え
残
っ
て
い
る
。

井
内
村
で
は
戒
能
、
菅
野
、
八
木
、
東
と
玄
う
氏
が
多
く
、
則
之
内

で
は
千
和
川

」

L
ム司
4

弓

、

，r恥
r
，dq
1
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河
之
内
で
は
近
藤

佐
伯
の
氏
が
多
い
。

わ
が
三
内
村
は
以
上
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ

た
か
ら
、
旧
時
代
に

仰
い
人
物
等
一

人
だ

っ
て
山
る
符
が
な
い
。
山
る
余
絡
が
無
か

っ
た

の
だ
。
前
仰
か
に
河
之
内
の
近
藤
川
竹
内
さ
ん

(IX
政
一五
年
生
、
明
治

二
十
一
年
佼
)
ぐ
ら
い
な
も
の
で
あ
る
。

内
村
の
内
、
井
内
川
の
谷
を
西
谷
と

??
ぃ
、
河
之
内
川
又
は
表

川
の
谷
を
東
谷
と
い
う
。
地
理
的
な
関
係
か
ら
云
え
ば
三
内
村
と
三

村
に
分
つ

よ
り
も
西
谷
村
、
東
谷
村
の
二
村
に
す
る
方
が
自
然
で
あ

る
。
し
か
る
に
東
谷
間
谷
の
落
ち
口
を
一
訓
と
し
こ
こ
に
則
之
内
村

を
出
い
た

の
は
ど
う
し
た
訳
で
あ
ろ
う
か
、
西
谷
の
側
で
井
内
村
と

則
之
内
村
と
の
境
科
も
、
ま
た
東
谷
で
河
之
内
村
と
則
之
内
村
の
境

も
A
A

ハ
に
非
自
然
的
で
あ
る
。
何
か
三
つ
の
村
に
し
た

の
に
は
隠
史
的

な
事
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
河
之
内
村
に
全
然
木
村
と

は
水
川
械
を
異
に
し

そ
の
問
に
山
脈
が
あ
っ
て
遮
断
せ
ら
れ
て
い
る

ー
谷
と
相
之
谷
と
云
う
二
部
落
が
入

っ
て
い
る

の
も
ど
う
し
た
即
山

に
よ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

パ
米
、
村
は
人
間
の
(
む
れ
)
か
ら
出
米
た
も
の
で
あ
る
か
ら

三
内
村
の
西
谷
、
東
谷
の
本
村
は
恐
ら
く
松
山
平
原
、
就
中
そ

の
東

部
に
居
住
し
て
い
た
百
姓
が
、
そ
の
生
活
の
必
要
か
ら
異
時
に

こ
の
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両
渓
谷
に
そ
の
生
活
の
地
を
も
と
め
て
入
り
こ
ん
で
来
て
、
掘
っ
立

小
泌
を
作
り
、
小山
本
の
周
囲
の
上
地
を
州制
し
て
定
リ
者
し
て
行
っ
た
も

の
と
忠
わ
れ
る
が
、
土
谷
や
相
之
谷
の
場
合
は
と
う
で
あ
ろ

5
か
。

或
は
本
村
の
成

Y
の
後
に
な
っ

て
新
聞
白
姓
村
と

云
っ

た
よ
う
な
か

た
ち
で
河
之
内
の
農
民
が
山
を
越
え
て
そ
こ
に
入
り
込
ん
だ

の
か
も

n
u
q
ν
F
ム、
o

u
p，
サ
4
J

/

、ν
内
村
と
云
う
村
は
大
体
に
於
て
二
つ
の
川
に
沿

っ
て
漸
次
奥
へ

災
へ

と
つ
く
ら
れ
て
行

っ
た
村
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

然
し
そ
の

小
数
は
井
内
村
の
上
林
峠
や
、
番
駄
ケ
森
の
峠
を
越
え
て
拝
心
村
か

ら
入
り
込
ん
で
久
尾
や
大
級
木
の
斜
而
の
比
絞
的
高
地
の
平
坦
な
場



所
を
見
つ
け
て
其
処
を
開
拓
し
て
定
着
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
久
尾

部
落
に
官
野
似
六
と
云
う
家
が
あ
っ
て
、
こ
の
似
六
さ
ん
の
家
が
、

也
弁
内
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
と
言
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
或
は
こ
の

久
尾
と
云
う
部
落
は
川
沿
の
低
地
部
溶
よ
り
も
早
く
聞
け
た
土
地
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

井
内
と
上
浮
穴
郡
と
を
結
ぶ
井
内
峠
、
河
之
内
と
上
浮
穴
郡
と
を

結
ぶ
沼
市
森
峠
、
白
猪
峠
等
を
越
え
て
、
三
内
村
と
上
浮
穴
郡
と
の
間

に
「
民
族
の
流
動
」

が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
あ
ま
り
に
そ
の

障
壁
が
古
同
峻
で
あ
り
過
ぎ
る
。

尤
も
今
後
一
利
衝
な
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
三
内
村
と
、
そ
れ
に
接

抗
す
る
村
々
の
民
俗
、
習
慣
、
言
語
等
の
異
聞
が
は
っ
き
り
分
っ
て

来
た
腕
に
は

こ
う
し
た
問
題
に
も
解
決
の
光
明
が
さ
し
て
米
る
か
も

知
れ
な
い
。

最
後
に
わ
が
三
内
村
は
川
之
内
の
土
谷
と
則
之
内
の
一
部
を
除
い

て
旧
議
時
代
交
通
の
要
路
か
ら
か
け
隔
て
た
文
字
通
り
の
僻
村
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
都
会
か
ら
の
高
い
文
化
、
他
地
方
の
ち
が
っ
た
文
化

の
入
り
込
ん
で
米
る
機
会
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
事
笑
か

ら'も
、
わ
が
三
内
村
は
、
成
立
の
行
か
ら
明
治
の
新
政
に
一
歩
る
ま
で

の
何
百
年
の
問
、
知
ん
と
科
目
の
ま
ま
の
状
態
の
連
続
で
、
そ
こ
に

は
何
等
の
進
歩
も
発
展
も
変
化
も
無
か
っ
た
原
始
村
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

務
政
時
代
弁
内
村
に
は
戒
能
氏
、
則
之
内
村
に
は
宇
和
川
氏
、
河

之
内
村
に
は
山
内
氏
又
は
庄
屋
格
式
近
藤
氏
の
各
庄
屋
が
あ
っ
て

其
下
に
年
寄
、
組
頭
を
置
い
て
平
ば
自
治
的
に
指
図
才
許
を
な
し

代
官
の
支
配
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
状
態
は
明
治
四
年
四
月
の
廃
藩
置
県
の
時
ま
で
続
い

た
。
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旧
藩
時
代
三
内
村
の
貢
税

元
禄
十
三
年
六
月
調
の

「
元
禄
石
高
帳
」
に
は
、
久
米
郡
則
之
内

村
、
六
百
九
十
三
石
二
合
、
川
之
内
村
二
百
十
六
石
問
斗
二
升
と
あ

り
、
井
内
村
の
石
一
口
同
調
が
出
て
い
な
い
。
「
橡
州
松
山
領
大
子
鑑
」
に

は
井
内
村
の
一泊
高
が
三
百
五
十
七
石
八
斗
五
到
二
合
と
出
て
い
る
。

こ
の
ム
高
に
対
し
て
藩
は
租
税
を
課
し
た
の
で
あ
る
が

そ
の
歩

A
門
は
常
通
則
之
内
村
九
の
一
分
、
河
之
内
村
十
五
の
七
分
、
井
内
村

が
六
つ
九
分
で
あ
る
。
こ
の
歩
合
を

「御
免
」
と
云
っ
た
。



則
之
内
村

さ
て
こ
の
歩
合
を
各
村
の

fu数
に
乗
ず
る
と

六
泊
三
十
五
六
ヰ
三
升
一
合

川
之
内
村

作
・
刈
J

J

寸
勺

i

l

J

 

尚
三
十
九
石
七
斗
七
升
九
合
凹
勺

こ
れ
が
実
際
の
上
納
高
で
あ
っ
た
。

二
円
四
十
六
石
九

斗

一
刻
七
合
八
勺

γ

山
一口
同
と
云
う
も
の
は
同
定
し
て
い
て
動
か
す
こ
と
が
出
米

な
か
っ

た
。
そ
こ
で
三
内
村
で
も
、
井
内
村
の
如
、ぎ
米
の
実
収
高
に
比
し
て

之
内
村
の
如
さ
、

お
高
が
高
い
村
で
は
御
免
を
六
つ
九
分

と
云
う
低
い
歩

合
と
し
、
河

ノ
山
高
が
非
市
に
低
い
村
で
は
御
免
を
十
五
の
七
分

と
4

引て
一フ
古
川
い
歩
合
で
粗
税
を
裂
し
て
、
こ
れ
を
調
節
し
た
の
で
あ
る
。
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か
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て
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地
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か
う
げ

て
佐
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刊
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九
モ
山
)

て
池
二
ケ
所
引
い

υ削
塚
池

成
主
向
山
手
川
一
焼
成

l

i
-
-
{一
l
'i
i
l
-
-

て
一
般
山
札
之
辻
よ
り

1
出
|
八
丁

北
則
之
内
村
境

て

山

城

ヒ
J
ト
い
し

¥

1

J

'

h

一
、
隠
民
政
御
山
肝
則
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木

甘
阿
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J
K
J
I
-
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rr 
椴
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-114vH↓
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出拍

A
円
ず
ド
叩

H
e平
ι
A
J

一・1
-1
冗

H
41
tE
一

司円
Jtい
池
内
ト
↑
L
H
J

干
、

uuJ

て
た
る
が
れ
御
山
間
凶
一
一f
M
J
州
方
川

-P
ド
I
1
1川

J
南
北
斗一
l
J
椴

て
ば
ゐ
が
れ
御

H
I
H
4
3

甘
U4
1

V
M
一ノ

!
J
H引

点
、
バ
之
内
村
山
場
北
川
之
内
村
局

ト

h

円
レ
し

u
a
i
l
--
-

一
、
ね
な
し
御

h

p

J

J

L
司
析

一

|
東
山
二
」
1
1

日
分
普
日
間

て
庄
一
伴
家
梁
行
二
間
半
桁
行
十
七
悶

但
去
山
叩
成
れれ
よ
り
比
一
川
役
相
効
る

一
、
鉄

砲

一

促

主

村

方

三
匁
成
問

て

机

玖

l
h汀
以
前
中
政
よ
り
相
劫

て

同

十

作

以

前
子
以
よ
り
相
勤

て

同

同
(
以
下
時
)

則
之
内
村
庄
屋
宇
和
川
氏
の
こ
と

，-， 

孫八 JよL同
7了良
衛兵助人
r~ i!，'r 

天
文
中
「
河
川
判
版
分
以
似
」
に
「
御
侍
大
将
八
山本
」
必
に
「
御
一
門
三

i
二
将
」
の
中
に
戚
能
仙
前
守
通
科
が
あ
り
、
そ
の
股
下
組
衆
|
問
騎
の
巾

の
年
一
政
に
宇
和
川
伝
六
衛
門
が
山
て
い
る
が
、
こ
れ
が
則
之
内
村
庄
原
の
字

和
川
氏
の
先
机
で
あ
る
と
一
五
う
η

{
j
和
川
氏
の
庄
い
何
一作品
以
祉
は
、
大
日
イ
川
之
内
、
字
保
免
、
円
以
道
上
の
広
い

悶
で
あ
っ
た
。

宇
和
川
氏
に
あ
る
記
録
に
よ
る
と
、
も
と
は
波
ー郎
氏
で
先
机
の
波
部
伝
左

衛
門
附
中
心
綱
と
云
う
人
が
、
貞
治
勾
中
f
I
和
問
仰
の
宇
和
川
城
に
作
ん
で
い
た

が
、
そ
の
末
孫
の
伝
た
術
門
別
売
与
が
、
川
町
徳
王
丸
通
一
発
の
命
に
よ
り
、

と

や

久
米
郎
町
々

口
郷
則
之
内
村
外
保
ケ
必
城
(
山
局
以
ケ
税
減
)
に
移
っ
て
米
た
。

そ
し
て
そ
の
子
の
仁
斤
術
門
発
白
見
は
ト
入
、
J

俳
句
中
に
市
字
を
宇
和
川
と
改
め
、

そ
の
孫
の
仁
ト
山
術
川
発
a

一
ん
が
山
校
長
引
ー巾
、
則
之
内
村
の
庄
一
向
脈
を
勤
め
る
よ

う
に
な
っ
た
、
と
な
っ
て
い
ろ
の

下
和
川
氏
の
系
同
は

技
部
伝
左
衛
門
忠
制

i
l
J元
利
」
』
れ
ん
定
(
「
J
和
川
氏
と
改
む
)

l

l

史
的

l
先
一切
l
i先
週
l
売

次

発

屯

l
完
成

1
1弘
L
A
l発
見
発
山
以
l
r先
師

け

l
和
川
仁
ヤ
太

l
J止

こ
の
ー
~
止
さ
ん
は
、
川
川
げ
品
川
附
州
〈小い
U
刊
の
川
似
の
一
家
、
二
仙
川
氏
に
嫁
し
、
い

ま
も
純
化
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
の

な
ほ
、
庄
原
円
l
利
川
氏
は
、
初
め
は
川
之
内
村
東
谷
の
字
、
長
町
に
川
住

し
て
い
た
が
、
後
れ
て
い
た
山
行
筋
の
川
桁
が
折
々
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、

さ
い
さ
よ
う

そ

の

抜

司

、
取
締
の
必
叫
か
ら
、
凶
日
介
の
保
免
に
移
一
転
し
て
来
た
。
乙
の

時
、
則
之
内
村
の
郷
合
も

一
緒
に
移
転
し
た
と
、
ヲ
和
川
氏
ぷ
録
は
伝
へ
て

い
る
。
徳
川
中
川
以
後
の
こ
と
だ
ろ
う
の

次
に
外
尿
ケ
わ
れ
刷
版
の
所
の
で
あ
る
が
、
占
て
れ
ば
則
之
内
凶
作
字
保
免
、
段

の
池
の
」
方
数
問
、
H
J
の
背

ω
T
H川
に
あ
る
、
ー
仏
さ
数
日
似
の
J
T
州
地
で
、
そ

の
山
南
の
側
は
断
日間
を
な
し
て
い
て
、
必
l
い
の
地
で
あ
る
。
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井
内
村
庄
屋
戒
能
氏
の
こ
と

川
町
介
川
以
川
叫
に
上
九
と
、
川
川
川
川
れ
の
時
代
、
御
一

門

=
l
一
将
の
山
中
に

「成
能
仙
前

1
川
が
」
の
れ
が
山
山
て
い
る
。
ま
た
川
じ
介
限
れ
叫
に
、
仰
向
ト人

N
l
八
米
の
巾
に
「
成
能
川
川
山
川
守
川
獄
、
「
げ
穴
川
州
大
熊
減
、
小
下
沌
械
、
九

州
説
城
一
ケ
所
外
不
勢
ト
貼
刷
、
御
旗
下
十
問
騎
、
介
二

間
断
」
と
あ
る
。

成
能
川
山
川
守
川
泌
が
河
野
氏
の
一
一
族
で
あ
り
、
札
っ
そ
の
白
々
な

一同
げ
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
紋
い
な
い
。

一なお
、
川
町
介
似
紋
に
は
、
御
旗
下
衆
と
し
て
、
'
j
和
川
伝
五
術
門
川
、

小
山
山
川
中
守
、
小
山
兵
賄
正
、
大
半
新
左
衛
門
附
、
-
幻
百
八
政
介
、
れ
一い
ω寸

大
、
川判
什
ト
比
街
門
別
、
樫
尾
内
郎
兵
衛
附
、
点
岡
山
十
内
木
術
門
別
、
南
新
版
人

什川川

l
ぷ
介
、
山
山
川
助
解
山
、
大
町
右
近
、
成
能
川
V
織
の
十
円
人
が
本
げ
て

t
山フ心。成
能
氏
が
い
っ
、
川
野
氏
か
ら
分
れ
た
か
、
一川町
川
氏
と
の
炎
系
上
の
問
係

如
何
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

伊
政
1
1
跡
志
に
「
道
後
村
K
精
介
あ
り
義
安
f
寸
と
云
う
。
(
中
時
)
足
れ

は
の
成
能
氏
の
邸
峨
な
り
、
凶
っ
て
必
は
戒
能
渓
と
一
不
つ
」
と
あ
る
。
い
ま

も
成
能
渓
、
成
能
束
、
成
能
凶
と
云
-つ
地
化
が
伐
っ
て
川
る
。

ま
た
、

「
パ
内
川
刊
に
故
城
あ
り
、
小

T
滝
と
云
ふ
。
辺
氏
中
川
町
氏
命
じ

て
れ
む
所
な
り
、
天
lw
人
中
城
能
伊
賀
守
通
巡
を
し
て
移
り
川
ら
し
む
。
永
獄

中
川
前
守
通
儲
川
る
。
通
悦
二
子
そ
作
む
、
長
を
通
次
(
勝
点
〈
術
)
、
次
を

川
一己

(
ν
一郎
点
術
川
)
と

H
ふ
。
川
邑
、
川
ス
ル
(
り
た
術
門
)
を
ぺ
む
、
山

々
糾
で
川
る
」
と
あ
る
。

作
成
能
氏
の
似
地
は
か
内
、
洲
之
内
(
則
之
内
)
南
方
村
で
あ
っ
た
。
北
方

川刊
に
も

一
町
八
反
ば
か
り
戚
能
氏
の
上
地
が
あ
っ
た
。

川一心
配
J

ば

Mv船
山
安
問
i
J
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
似
〆
代
の
仇
併
が
あ
っ
た
。

必
は
そ
の
的
以
、
叶J
山川
'
院
に
あ
っ
た
と
云
う
。官寸
時
山
品
川
i
j
は
川
之
内
保
先

に
あ
っ
た
の
を
、
役
に
川
叫
し仕
の
地
に
移
し
た
。
氏
仰
は
川
内
八
H
H
ト八
別
州、

創
作
の
l
H
川
仰
川
円
で
あ
る
。

川
町
家
訓
に
、

「
一
大
正
|
士
山叶i
九
川
六
日
、
小
早
川
降
リ
品
、
い
いを
以
け
い叫

山中
に
送
り
、
川
阿
川
}
池
山
に
昨
を
仙
川
む
、
~辿
1

川
ぷ
将
と
九
一
ム
し
て
山
日
中
日
比
そ
山川
ふ
O

M
秋
一
九
州
に
分
れ
て
紛
々
決
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
川
に
城
淀
川
川
日
川
守
通
が
、

進
み
山
で
て
け
く
、
問
川
門
の
市
山
域

M
に
禿
山
に
川
伏
す
、
勝
敗
の
舶
は
川
け
し

i
t
く

強
い
て
川
慨
は
は
川
町
一
本
分
↑滅
亡
す
る
や
必
廿
り
、
山
必
に
降
っ
て
H
N
限
を
保
つ

に
如
か
ず
と
、
議
即
ち
決
し
、
雨
戸
一
開
城
す
。
」

か
く
て
、
泊
仰
は
児
主
問
、
h
A叩
を
従

へ
て
、
内
去
の
同
に
μ
!
り
、
日
川
舶

の
U
H
J
そ
ん
円
げ
、
ハ
つえん
i

け
に
対
し
て
放
処
の
恩
人
叩
あ
ら
ん
こ
と
を
乞
ふ
た
。

山
白
川
乙
れ
を
刊
し
た
。

川V
隊
十
ん
止
の
後
、
山内申
u
h

功
を
以
て
伊
品
開
コ
ト

h
u
h
に
封
せ
ら
れ
た
が
、

天
正

l
h
付
封
を
筑
前
に
移
さ
れ
た
。
通
商
は
こ
れ
に
従
い
安
川
ム
の
竹
川
町
に

従
っ
た
。
即
ち
じ
リ
九
川
、
H
加
川
城
を
山
山
で
、
一二
作
浜
よ
り
釆
船
し
た
が
辺

前
こ
の
時
、
ム州
を
引
た
の
で
、
似
作
に
い
主
り
、
れ
H
J
山
川
門
ぷ
ド
浴
す
る
こ
と
三

し

n、
似
じ
て
リ
川
町
山
卜
一政
院
に
入
り
、
倍
、
い
ム
川
川
竹
以
に
れ
し
、
こ
こ
で

比
『し
し
た
。
。ぃf
h
u

二
i
問
。
毛
利
氏
の
扶
必
を
受
く
。

、
欣
能
通
が
は
泊
め
の
上
八
入
手
司
十
本
じ
て
先
づ
竹
川
出
に
宅
る
。
(
・
米
消
)

ポ八ドル
I
k
h引
し
川
|
問
U
通
前
病
校
、
川
町
氏
以
ぶ
。
こ

こ
に
於
て
川
針

山家
肌
雌
阪
す
。
泌
が
も
亦
伊
政
に
仰
る
。
(
米
議
)

泌
が
、
通
仰
の
川
品
川
川
に
て
泊
山
の
A
A
を
決
め
再
び
ト
〈
能
…
の
城

へ
川
り
、
ク

ヌ
木
の
れい
宅
に
山
川
し
て
戚
能
顕
ぷ
入
道
と
称
す
。

一兆『し
o
uほ
れ
河
川
な
ら
ず
。
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内
々
は
山
間
氏
の
女
な
り
。
(
戒
能
時
譜
)

天
火
十
三
杯
一
大
除
城
主
大
野
紀
伊
守
利
直
、
任
〈
を
起
し
、
小
平
流
域
を
攻

む
。
城
寸
-戒
能
伊
賀
守
道
辺
、
能
く
防
ぐ
と
雌
も
水
道
を
絶
た
れ
滋
に
終
城

す
。
次
で
辺
巡
大
熊
山
城
に
立
て
こ
も
る
。
利
高
又
こ
れ
を
攻
む
、
利
あ
ら

ず
し
て
退
く
、
同
州
兵
追
放
ド
し
て
大
い
に
之
を
破
る
。
こ
の
際
、
利
直
の
仮
巾
阜

県
一
河
(
川
)
対
応
守
通
俊
、
則
之
内
村
に
戦
死
す
。
そ
の
去
、
斉
院
瀬
に
在

り
。
そ
の
後
、
通
俊
の
子
通
発
、
利
直
と
北
(
に
復
州
山
政
を
な
す
と
雌
も
、
過

保
半
間
一
問
実
、
和
国
通
風
(
軍
の
援
助
を
得
て
防
戦
す
る
に
よ
り
、
通
ム
ん
克
た

ず
し
て
退
く
。
(
河
野
家
譜
)

父
泡
銭
、
安
国
i
寸
義
光
和
尚
に
参
禅
し

M
士
号
を
旬
、
掛
孫
を
許
さ
る
o

xパ
内
村
に
益
城
寺
を
廷
で
撃
光
和
尚
の
隠
寓
と
す
。
(
戒
能
時
譜
)
枕
(
後
、

卜
人
熊
城
町
出
版
し
て
よ
り
、普
城
ー
ー
な
ど
も
変
革
し
、京
系
も
相
逃
せ
り
。
(
成

能
的
諮
)

通
点
制
(
煤
)
の
嫡
見
通
次
は
早
く
死
亡
、
次
川
刀
泊
邑
は
、
ク
ニ
木
の
川
宅

を
引
移
し
、
川
を
引
川
内
に
構
へ

、
州
民
作
に
従
事
し
、
後
、
庄
原
と
な
る
。
一川

和
八
年
死
亡
、
法
ゃ
れ
、
天
裕
宗
品
川
居
士
。
凶
月
卜
問
日

通
巴
に
二
子
あ
り
、
長
を
周
一
死
と
云
い
、
次
を
通
純
と
云
う
。
通
ヌ
ル
、
光

一水
卜
三
年
ー六
月
二
十
七
日
残
す
、
h
M

六
十
て
法
名
久
伝
専
良
町
士
。

通
純
は
久
米
部
志
津
川
に
川
住
、
後
、
パ
内
に
帰
っ
て
死
亡
。

通
ス
ル
の
嫡
子
、
通
常
、
次
子
通
治
。
通
常
、延
宝
ぷ
年
松
山
隠
岐
守
よ
り
、

正
以
の
っ
と
め
宜
し
き
を
以
て
八
木
を
山
附
ふ
、
延
室
六
年
六
月
二
十
八
日
死

亡
。
机
ぃ
促
進
山
品
川
士
、
六
十
八
才
。

通
常
の
子
、
泊
定
。
引
川
内
庄
原
。
井
内
八
社
大
川
神
の
川
山
附
を
科
興
し
ザ
入

。A
M刊
の
出
u
誌
の
地
に

一
樹
山
胞
を
造
り
、
大
和
山
山
町
と
い
ち
し
、
大
興
J
J
の
米
i
J
と

す
。

(
成
能
的
町
議
)

大
剛
(
院
城
戸
町
長
持
川
上
、
明
治
問
住
七
月
二

三

日
、俗
れ
成
能
川
郎
太

史
成
院
道
賢
信
頼
爪
士
、
明
治
問
年
九
月
l
=
石
、
俗
名
戒
能
市
一
次
郎
。

市
一郎
太
の
斐
7

ス
ヨ
。
天
保
十
年
九
月
l

ニ
μ
d、
大
正
川
付
h
川

一

u

死
亡
。
必
子
戒
能
義
市
、
明
治
問
年
l
一
月
二

仁川

H
山
作
。
必
チ
工

、
明

治
問
任
凹
ハ
J
l

三
日
山
日
。
主
郎
太
長
女
。

戒

国各

譜

育巨

伊
政
史
談
会
「
戒
能
資
料
」
よ
り

始
は
当
国
浮
穴
川
河
内
村
「
小
予
竜
」
に
住
す
。
然
る
に
同
郎
久
万
山
東

明
神
大
除
の
械
七
大
野
南
口
、山
越
に
襲
来
り
て
時
々
に
闘
す
、
放
に
通
説
、

新
に
大
熊
の
城
を
築
喝
さ
常
に
城
下
山
の
半
版
に
川
蜘
訟
を
構
え
て
日
い
れ
す
る
所

を
ク
ニ
木
と
云
う
上
以
放
也
。
上
符
と
き
リ
つ
は
下
民
放
也
。

l
H
E
の
云
、
小
下
が
城
は
背
後
的
斡
与
え
て
矢
筋
近
く
働
け
ば
川
中
小
を
巡
ら

る。

此
故
に
大
熊
に
選
る
と
云
え
り
。
又
当
岡
大
律
氾
之
城
も
当
一
糸
先
机
の

川
城
に
て
迎
厳
に
至
る
ま
で
大
熊
と
共
に
領
掌
あ
り
。
首
し
ト
八
町
伯

ιは

け
原
の
城
主
半
間
と
不
利
な
り
。
当
家
は
半
間
と

一
党
な
れ
ば
前
ハ
数
度
当

域
へ
敵
対
す
。
当
家
似
合
下
の
地
は
井
内
、
洲
之
内
、
南
方
な
り
。
北
み
の
中

に
も
一
向
六
反
の
悩
納
あ
り
。
伝
云
、
天
文
年
中
道
前
周
布
巾
妙
U
剣
山
の

城
主
、
岡市
川
対
応
守
通
広
、
些
一
子
の
即
断
悩
を
以
て
軍
兵
を
引
不
し
て
小
山
肌に

久
米
州
士
山
仲
川山
内
伽
印
刷
の
城
下
一
和
田
三
河
守
通
広
を
ぷ
む
。
此
時
に
当
て
成

能
通
説
叫
に

一
一
族
等
は
洲
の
内
安
岡
i
J
K
会
介
し
て
あ
り
し
が
俄
に
件
の
山

を
凶
付
て
直
に
山斤
伽
良
へ
加
勢
し
て
比
ん
に
防
き
似
ひ
し
か
は
田
市
川
勝
広
皮
火

て
道
的
へ
引
退
き
ぬ
。
此
時
の
間
郎
氏
と
し
て
=
一一
川
守
似
分
久
米
川
州
北
々
の
内

一
向
ム
ハ
反
を
当
家

へ
附
属
せ
ら
れ
、
互
に
的
表
級
似
也
。
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当
家
光
机
以
米
側
以
に
て
じ
け
い
必
山
安
同
州
t
J
を
崇
必
し
伴
似
所
と
し
て
川
品
川

代
の
牌
名
等
紀
伝
し
境
必
は
け
府
政
松
山
平
院
に
あ
り
。
ザ
〈
北
方
屯
主
山
大
剛
(
L
J

も
山
宗
品
川
い
た
し
祈
願
所
に
す
。
先
同
他
戒
能
沙
弥
道
鋲
直
与
の
供
長
岡
山
九
叫
進
状

こ
れ
あ
り
。

H
U入
迎
が
の
父
、
安
閃
H
d
d
m
光
和
尚
に
参
禅
し
て
既
に
川
l
Hぢ

〈
れ
ら

を
賜
は
り
掛
水
を

A
さ
る
。
日
以
に
依
て
仲
町
内
の
山
下
山
仏
側
山
町
を
作
り
#
光

和
尚
を
招
待
し
て
隠
向
の
地
と
な
し
、白
出
城
!
寸
と
白川
せ
り
。

其
後
大
熊
の
域
加
-M
即
し
て
よ
り
汚
城
!
ィ
の
住
持
も
変
革
し
、
人小
f
M
に
示
系

も
相
注
し
来
る
。
又
井
内
八
社
の
大
明
仰
を
氏
出
と
称
し
、
句
作
ー祭
礼
等
当

城
よ
り
執
行
す
。

J

久
禄
二
焚
己

4
八
ハ
四
日
当
家
先
Mm川
崎
抑
止
制
弥
通
存
の
霊
廟
を
造
れ
す
、

上
級
の
銘
に
見
え
た
り。

当
家
譜
代
の
家
伊
八
人
あ
り
、
其
内
八
木
、
高
洲
賀
、
ぃ出
、
日
記
等
の
末
一
孫

人
ー
に
至
る
ま
で
日
記
れ
あ
り
。
位
、
束
、
出
岡
、
中
タ
イ
等
一
家
系
以
転
せ
り
。

日日
は
八
人
の
家
間
当
家
の
阿
国
内
に
於
て
所
々
に
陀
在
し
各
々

一
守

一
い
を
其

伐
に
建
立
し
て
崇
奉
せ
り
。
基
礎
今
に
至
っ
て
是
れ
あ
り
。

家
伝
日
、
当
山氷山品
川
代
同
地
利
を
姓
と
し
或
時
は
河
町
を
名
来
り
、
尖
ゃ
れ
に
は

J

ぞ

は

お

し

さ

通
の
字
を
伝
え
家
の
紋
に
は
い品川
麦
折
放
に
三
文
字
を
付
し
十
日
は
建
物
に
桐
の

は
川
を
紋
と
せ
し
か
ど
も
出
陣
の
時
分
厚
形
の
御
建
物
ん
二
級
た
る
に
よ
り
川町

内
円
山
に
は
足
を
参
到
す
。
半
μ
日
服
部
に
土
総
を
用
い
て
漆
探
を
忌
む
総
じ
て
山
本

中
の
肌
式
次
米
笥
山
仕
の
次
第
、
ぃ
成
は
成
末
hu
山
げ
の
制
民
例
成
く
い
同
形
の
作
法

と
似
(
る
事
な
し
、
尿
形
よ
り
三
島
へ
御
社
参
あ
る
時
は
必
ず
土
列
と
当
家
は

…
似
本
を
紋
か
ず
河
川判
れ
族
原
形
に
参
会
し

十
八
族

山
仕
の
時
も

一
訴
に
士

川
、
二
事
情
に
成
能
と
活
陀
す
。

ハ
は
勅
八
叩
を
門
家
り
保
形
よ
り
蒙
↓
日
以
一
治
あ
り
し
折
節
も
当
家
数
同
抜
川
川
の

山
中
功
を
致
し
刈
半
A
N
似
に
も
川
刑
判
に
凶
っ
て
功
行
を
先
し
当
山
本
に
於
て
川
賢

版
細
川
と
附
似
の
附
も
川
川
…
忠
仰
に
禿
づ
。
川
町
の
家
J

山
政
立
J
V
山
に
も
顕
れ
、

て
ト

家
伝
の
系
凶
に
も

1ι
せ
り
、什
火
外
当
市
災
逓
代
の
は
凶
状
叶
1
4
w
世
在
せ
り
。

迎
合
二
子
あ
り
嫡
子
は
川
勝
五
ハ
術
通
次
と
ぢ
し
次
川
は
三
川
仰
心
配
川
川
川
川
辺
己

と
や
れ
く
。
然
る
に
天
下
叫
に
太
凶
禿
寸
円
公
の
御
執
比
刊
に
属
し
諸
問
の
L

人
中
川
皆

大
阪
へ
制
限
あ
り
し
に
道
役
御
同
形
に
は
ハ
久
治
山
口
.
公
は
御
乏
体
に
て
法
%
を

J

向
山
布
佐
川
と
称
し
同
を
嫡
子
通
白
公
へ
談
り
た
ま
い
て
御
隠
川
ピ
て
ま
し

ま
す
。
通
一
直
は
折
節
御
病
気
に
て
い
ま
だ
継
目
の
御
礼
も
な
く
し
て
御
気
色

色
々
政
治
な
さ
れ
し
か
ど
も
此
験
も
な
き
が
故
に
似
体
の
有
馬
へ
弘
治
あ
そ

ば
さ
れ
、
二
組
り
御
一厄印
m
あ
る
に
さ
ま
で
御
快
気
の
紘
子
も
-一むか
り
せ
ば
御

門
川
同
あ
る
の
次
で
安
芸
国
の
刈
原
へ
御
立
計
御
茶
作
い
な
さ
る
L
内
御
病
気
次

第
に
屯
り
終
に
一
品
阪
に
於
て
生
年
二
十
一
才
に
て
天
止
十
引
匂
↓に
御
逝
去

あ
り
。
御
内
方
は
安

ιの
毛
利
殿
御
息
女
に
て
竹
原
を
ケ
ハ
イ
問
に
附
間
あ

り
し
故
に
い
陣
形
よ
り
似
掌
な
さ
れ
し
地
な
り
。
此
時
分
太
閤
は
出
閃
御
退
治

の
折
節
な
り
し
に
毛
利
殿
よ
り
泌
直
公
の
事
五
く
御
礼
な
し
あ
り
て
紋
目
の

御
訴
訟
な
さ
れ
、
太
閉
山
刀
H

と
げ
ら
れ
民
直
木
領
相
法
な
き
御
朱
印
を
毛
利

版
作
領
な
さ
れ

M
K帰
悶
な
さ
れ
し
か
ば
通
直
公
へ
相
、
伐
さ
る
べ
き
も
の
と

の
折
節
に
不
十
に
し
て
御
逝
去
あ
り
。
一

子
こ
れ
な
き
が
放
に
旅
所

η
叩
よ

り
円
郎
通
直
公
に
お
よ
ん
で

h
十
七
代
の
長
次
遂
に
断
絶

K
及
ベ
り
。
H

止に

依
て
毛
利
殿
よ
り
公
儀
を
刊
ら
れ
以
凡
の
城
を
あ
け
ら
れ
御
保
形
以
代
相
伝

の
川
宝
、
家
伝
の
書
物
伐
ら
ず
毛
利
殿
へ
引
け
移
さ
る
。

泊
代
近
従
の
侍
比
六
も
数
多
毛
利
殿
を
頼
み
日
へ
又
飢
主
致
せ
し
花
郷
に
引

Mmり
後
他
国
へ
奉
公
を
か
せ
ぐ
も
円
ん
れ
あ
り
。

此
時
的
前
守
通
が
は
一
政
直
会
の
御
内
方
を
道
後
よ
り
H

ム
州
竹
似
へ
供
本
政
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し
さ
て
必
ア
出
公
の
御
順
前
に
て
逝
一
世
の
念
を
版
め
刀
脇
桁
を
抜
き
伶
て
山
伏
し

て
武
道
を
け
め
ら
れ
一
内
び
在
所
大
能
…
の
城
へ
帰
り
ク
ニ
木
の
竹
宅
に
附
川
し

一
仁
成
能
人
道
と
称
せ
ら
れ
胞
の
外
へ
山
ら
れ
ず
〈
小
山川
を
泊
さ
れ
ぬ
法
器
は
安

閃
iJ

に
あ
り
位
、
持
拾
に
句
凡
人
1
4
仰
な
ら
ず
内
カ
は
ω「
問
の
以
女
な
り
と
山

hv

。川帆
判

一
政
!
八
問
村
の
侍
大
将
と
云
う
は

能
h

い川
、
米川
U

川
、
忽
那
、
仰
川
、
半
問
、
南
、
大
内
、
士
川
、
松
末
、成
能
、

久
校
、
桑
原
、
今
問
、
正
問
、
中
川
。
屯
叫
ん
、
黒
川
、
和
田
、
写
な
り
。

…
必
森
の
嫡
男

υ成
能
雌
兵
衛
通
次

H

ム
州
毛
利
殿
へ
奉
公
を
望
み
既
に
召
か
L

へ
ら
る
べ
き
と
の
折
節
不
慮
に

辺
ひ
沈
去
す
。
川
公
子
あ
り
。
当
家
相
伝
の
武
門
一〈
必
に
先
組
合
来
の
系
関
等
成

く
竿
州
へ
持
参
致
せ
り。

一
必
必
の
次
旧
刀

心
成
能
三
郎
友
術
門
通
ロ
巴

ク
ニ
木
の
向
。
一
u

を
引
移
し
沼
を
ハ
内
に
椛
へ
州
民

nを
似
と
し
て
後
庄
市
民
と

な
る
。
元
利
八
壬
伐
の
年
内
パ
十
円
日
に
瓶
一
す
。
法
取
れ
そ
天
祐
宗
清
信
+
ム
と

日
せ
り
。
今
延
{
玉
九
半
γ

聞
に
至
て
六
十
年
に
及
べ
り
。
内
方
は
冗
永
丙
火
の

作
八
川
三
け
に
遠
行
す
成
b
h
は
和
治
好
栄
と
号
す
。

A
1
延
宝
九
半
凶
に
至
り

μ
1三
年
に
及
ぶ
。
必
よ
り
以
後
噴
落
当
所
に
築
く
。
子
息
二
人
あ
り
嫡
児

は
辺
秀
次
川
点
は
迎
純
。

油
田
巴
の
次
川
刀

υ成
能
朕
口
〈
術
通
純

十八
熊
城
に
於
て
作
る
。
久
米
山
志
津
川
花
川
比
し
後
眼
を
忠
い
て
け
ん
え
ず

ハ
内
に
米
て
終
る
。

川
口
巴
の
焔
川

。
円以能トハド
J

惣
た
術
門
泊
禿

川
J
の
川
父
泊
ロ巴
に
円
パ
せ
ら
れ
大
熊
よ
り
パ
内
に
移
る
。
此
叫
加
総
/
れ
ね

助
殿
当
同
の
州
制
下
と
し
て
道
後
必
前
城
に
片
山
せ
ら
れ
し
が
問
ガ
以
仲
に
な
'川

あ
り
て
外
治
州
総
内
む
殿
城
を
預
り
守
波
あ
る
に
折
的
中
間
よ
り
川
町
の

到
、
山
川
子
い
氏
当
悶
へ
波
ら
れ
け
る
を
半
間
崇
敬
し
て
大
将
と
致
し
所
々
散

在
の
十
日
似
輩
を
駆
り
深
め
江
原
の
城
に
箆
り
、
一
必
前
を
ぷ
く
っ
さ
ん
と
す
。

市
中
既
に
発
露
し
て
一
般
前
よ
り
先
づ
討
て
出
で
江
原
町
筋
並
に
刷
(
似
十
J

を
焼
き

払
-
っ
て
れ
限
表
に
於
て
開
戦
す
。
獅
子
戸
方
勝
利
を
火
い
久
米
の
如
来
」
サ
へ

引
返
く
、
必
前
の
軍
兵
勢
に
采
り
追
詰
め
討
ち
戦
ふ
ほ
ど
に
獅
子
い
力
持
敗

北
せ
り
。

必
前
に
も
卜
日
老
の
民
士
数
h
N

引
討
死
し
、
佃
周
次
郎
兵
術
品
守
も
品
川
く
は
た
ら

き
て
沈
下
を
仏
ひ
た
り
。
然
る
に
獅
子
戸
は
党
に
迫
れ
去
り
山
市
閃
へ
山
絞
り
て

川
崎
ら
れ
し
と
な
り
。
半
同
等
一
味
徒
党
の
山
中
或
は
切
腹
い
た
し
父
は
降
参
し

て
過
分
の
げ
銭
を
山
山
し
必
そ
免
る
。
此
時
、
山
肌
一
が
も
半
間
一
山
'H
ん
の
と
が
め
を

の
て
終
に
利
銭
を
山
し
其
難
を
誹
さ
る
。
ζ

の
放
に
相
伝
の
家
財
勺
此
叫
に

忍
く
的
却
せ
り
。
川
一
寿
六
十
一
才
に
し
て
寛
永
十
六
己
卯
4
六
川
二
卜
七
川

に
沈
去
〈
l

延
室
九
h

刊
に
至
つ
て
は
円
十
二
年
に
及
ぶ
な
り
。
法
化
は
久
伝
羽

山
政
信
十
一と
り
す
。
内
方
は
十
八
将
内
土
川
了
附
の
以
女
な
り
、
%
、
水
I
l
成
氏

hu
l
一
川
ニ
ト
九

υ混
去
す
。
日
法
中
れ
を
勺
山
妙
川
祁
尼
と
け
ち
す
。
了
山
川
は
始

め
山
家
た
り
し
を
辺
俗
せ
し
め
て
家
系
を
続
が
せ
、
内
カ
は
ω
!
問
の
れ
ん
心
外
に

て
大
能
古
た
る
に
依
て
た
馬
殿
友
中
川
ボ
敬
あ
り
。
後
、
川
内
に
米
て
泌
行
せ

り
。
了
山
川
の
嫡
子
平
間
作
只
山
間
は
桑
郊
の
城
ヒ
に
仕
へ
円
五

1
.L
川附は
λ
。
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ゾ
〈
川
山
女
伽
川
中
殿
と
一手
つ
あ
り
。

um一
公
刊
に
つ
か
へ
て
川
ら
る
。
妙
川
の
帥
な

り
。
泌
が
の
以
女
通
治
の
妹
。

υ息
女

出
ん
の
山
支
川
川
州
制
品
川
似
た
術
川
に
嫁
す
。

日
川
州
代
氏
は
成
能
の
ー
米
阻
八
人

の

一
刻
に
し
て
!
日
へ
よ
り
い
闘
方
に
川
化
せ
り
。

泌
禿
の
次
見
通
常
の
介
泊

U
成
能
伊
兵
術
通
治

川
内
に
川
住
す
。

川
一
治
の
嫡
子

し
成
能
治
兵
衛
通
好

通
禿
仙
川
子

心
成
能
与
惣
左
衛
門
通
常

内
方
は
延
宝
六
山
氏
午
年
六
月
二
十
一八
H
六
十
八
才
に
て
逝
す
。
パ
法
名
を
机

低
道
ぷ
と
刊
号
す
。
延
{
五
五
下
己
の
4
、
松
山
の
領
主
隠
州
公
よ
り
山

政
の
勤
め
白
く
間
召
し
八
木
拝
領
せ
り。

o
h欣能
与
惣
左
衛
門
通
定

内
方
は
必
ム
川
口
山
女
な
り
、
介
内
八
社
の
笠
・閣
を
再
興
す
又
祖
先
の
地
基
の

地
に
一

(
j
の
凶
庵
を
造
る
大
肌
(
寺
の
末
H
T
と
し
て
大
通
陪
と
号
す
、
先
机
の

円
以
し
似
を
的
む
。

川口巾崇
ニ
レ
主
二
主
一

、一不
レ
な
修
業
志
太
た
山
政
し
。
円
止
に
依
て
子
孫
山
山
出
廷
し
て

山
本
伝
次
第
に
笠
起
す
べ
き
い
引
也
。

ν伯
拙
山

'Me込山明
宝
山

γ
」
間
一
必
定
的
必
籾
切
也
一
口
話
一一」
件
之
絡
策
一此
レ

予
需
レ
心
潟
、
日
一
(
志
尤
↓
り
レ
愛
尖
然
不
↑引N
而
可
一レ
能
故
数
回
辞
、
猶
未
レ
比

L

小
レ
円
ん
レ
之
於
レ
法
的

一当
境
之
事
跡
ル
十
日
老
之
口
糾
等
-遂

一
記
レ
之
伎
ニ
後

之
丘
一円
以
与
宅
不
レ
可
レ
見
、

一
・家
笈
之
記
事
而
己

延
半
八
庚
中
川
紙
片
二
卜
日

一
山
也
記
山

之
限
引
向
者
レ
之
治
州
い
化
川
剛
f

小
1

河
之
内
庄
屋
山
内
氏
戸
籍

|リl
ifi 

T 

川V
出向
閃
刈
之
内
村
八
九
需
似
品
川
川
日
'l宅

出
万
ハ
父
当
村
山
山
内
市
山

ド
公
ハ
父
万
円
ん
肥
市
山

ぺ

同

当

村

山

内

屯

沈

下

山

中

旬

h
i
h
ハ

Ttレ
し
仁

l
u--
-
H
H
7
I
L
l
-
で
ー
上
に

3
イ

ド

ィ

ド
J

二

|

/

当
同
和
気
川
上
川
V
台
村
山
采
村
山
心
ん
術
川
次
K
U
A

久
、
年
同

l
九
、

明
治
r
日
中
竹
1
1
パ
二
十
三
日
死
亡

パ
1

同
当
県
相
川
泉
川
王
川
向
上
族
二
州
知
川
淀
二
女
安
市

¥
1
jト

l
i
l
i
-
-
!?、、1
1
1
1111

1
ノ
hdh
v
l
i
f
-
-
I
l
j
l
l
」
ノ

f
l
H
ハJ

ぺ
閃
伊
像
同
同
ん
郎
妙
口
村
九
八
手
昨
日
附
敷
市
T

民
以

訂
作
北
部
刻
伎
弟
明
治

l
二
化

|
三
月
卜

H
入
籍

'Jj 
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リ
公
子

山

内

相

h
u

脱
出
川
竹
h
バ
|
三
円
引

明
治
卜
六
句

i
一
一川
二

1
ん

H
引い
ん
家
へ

郎
総
復
帰
す

明
治
二
ト
六
4
|
二
月
二
1
1
六
日
山
i
M
州
大
字
川
之
内
十
氏

近
藤
U
J
太
郎
三
川
入
籍
す

111 

IJ~ 

'!J. 

太

明

治

|
一一一
竹

一
川
九
日
ぺ
-

ミ1氏
事11
明
治
二

1
八
竹
十
月
二
」
l

八
日
相
続

惣
河
内
大
切
州

当
円
以
久
米
川
仰
い
仰
木
村
北
分
天
ム
リ
山
市
正
問
寺



第
二
節

明
治
維
新
以
後

慶
応
四
年
は
明
治
元
年
で
あ
る
。
幕
'
肘
の
親
落
と
も
云

5
ぺ
さ
松

山
務
は

一
土
佐
落
の
預
り
」
と
云
λ

ノ
こ
と
に
な
っ
て
、
務
主
松
平
肪

成
、
同
定
昭
は
、自
ら
市
信
寺
に
退
去
し
て
、恭
順
の
立
を
表
し
た
。

出
版
応
四
年
王
政
復
古
成
り
、
似
頼
朝
幕
府
を
聞
い
て
以
来
、
六
八

O

年
の
武
家
政
治
は
こ
こ
に
終
り
を
つ
げ
、
政
権
は
再
び
朝
廷
に
復
帰

し
た
の
で
あ
る
。
慶
応
四
年
三
月
、
五
ケ
条
の
御
誓
文
が
発
せ
ら
れ

七
月
、
江
戸
を
東
京
と
改
め
、
九
月
、
明
治
と
改
元
、

一
世
一
元
の

制
を
し
き
、
明
治
二
年
に
は
東
京
遷
都
が
ら
っ
て
、
人
心
の
刷
新
を

は
か
ら
れ
た
。
明
治
二
年
に
は
落
籍
返
還
が
行
わ
れ
、
中
央
か
ら
新

に
知
落
事
が
任
命
せ
ら
れ
た
。
だ
が
、
事
実
上
は
、
旧
球
主
が
引
さ

ω腕
き
任
命
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

政
府
は
更
に
財
政
の
基
礎
を
倣
立
し
て
、
統
一
政
椛
の
笑
を
あ
げ

る
た
め
、
明
治
四
年
七
月
、
廃
藩
置
県
を
断
行
し

旧
大
名
の
知
務

事
は
廃
止
さ
れ
て
、
旧
藩
地
か
ら
引
き
は
な
さ
れ
、
東
京
に
居
住
す

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
代
り
に
中
央
政
府
の
自
由
に
粁
命
す
る
知
事

が
置
か
れ
る
事
に
な
っ
た
。
こ
の
時
旧
藩
主
が
旧
地
を
去
る
こ
と
に

反
対
し
て
、
旧
球
主
の
留
任
を
要
求
し
、
所
川
相
ド
U
M
m
一
俊
が
各
所
に

起
っ
た
。

百

姓

授

御
殿
様
が
居
ら
な
く
な
る
と
世
の
中
が
暗
や
み
に
な
る
。
と
一旨
つ

て
、
事
実
は
新
政
府
の
改
革
(
外
国
と
の
通
商
、
徴
兵
制
皮

に
は
旧
村
役
人
等
の
暴
政
等

に

対

る
jlι古 .

'U!.ぐ jili 

新
旧
忠
似
の
衝
突
)

の
念
か
ら
、
球
主
の
上
京
を
附
比
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
H
川
内
村
に

於
て
は
、
明
治
四

4
七
月
、
久
万
山
を
発
し
た
百
姓
一
便
の
一
隊
は

上
林
よ
り
大
板
木
川
を
越
え
て
、
井
内
村

へ
繰
り
込
ん
で
米
た
。

T

に
子
に
竹
始
、
託
の
類
を
持
っ
て
、
物
々
し
く
、
其
数
千
人
に
迷
し

た
と
云
う
。
目
ざ
す
所
は
比
屋
の
宅
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
比
一
陣
の
絡

あ
は

山
市
書
類
等
を
発
く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
折
か
ら
列
内
村
け
い
同
成
能

-386-

父
子
は
、
病
以
中
で
あ
っ
た
が
、
身
の
危
険
を
感
じ
近
所
の
神
山
、

吉
田
氏
事
の
谷
へ
か
く
れ
て
事
な
き
を
得
た
。
け
れ
ど
も
川
℃
の
家

財
道
只
等
、
滅
茶
々
々
に
さ
れ
た
と

一一円
う
事
で
あ
る
。
川
之
内
村
で

は
、
陀
屋
山
内
氏
を
淡
い
、
金
毘
羅
オ
寸
前
ま
で
米
た
が
、
近
藤
川
竹
内

の
機
先
を
制
す
る
処
置
に
よ
っ
て
事
な
き
を
得
た
。

近
藤
林
内

T
記
に
よ
れ
ば

伊

穴

山

河

之

内

村

此
皮
村
々
多
人
数
、
「
物
仲
立
を
挑
へ

、
総
山
峡
巾
之
所
、
村
方
の
儀
は
、

久
万
山
の
将
叫ん
、
省
し
人
気
駁
立
候
と
も
相
鋲
印
刷
必
蚊
線
、
t
u
々
御
数
治



を
御
山
川
伎
に
付
、

一
統
ポ
伏
線
在
候
処
、
去
る
卜
八

H
削
六
時
ま
で
に
、

多
人
数
/小
山
い
に
山
以
宅
へ

wm峰
、
村ト
β
r
H
姓
ル
比
(
叫
肌
山
山
川
小
中
川
他
以
て
、
大

に羽川ハふ
H
H
候
に
付
、
何
も
大
に
相
焼
か
れ
山
肌
山
候
へ
ど
も
、
か
れ
他
村
へ
印
刷

山
心
配

κは
毛
頭
御
内
な
く
候
処
、
妹
の
外
荒
々
し
き
形
勢
、
何
分

一
似

に
wm
山
山
叩
さ

ど
る
時
は
、
如
何
織
の
大
変
に
州
し
移
、
人
命
に
相
掛
り
似

川
仰
の
儀
、
山
米
の
松
も
刊
り
難
く
や
と
、

一
一統
相
恐
、
天
削
を
附
ら
ざ
る

一山業
、

一
同
深
く
恐
入
率
以
、
心
而
何
匂
の
御
差
阿
御
賂
候
北
〈
、
脚
迎
背

山
間
数
候
。

明
治
間
半
米
作
八
月

」
う
し
た

一
撲
は
各
地
に
起
っ
た
。
周
桑
郡
で
も
岡
野
村
の
一
隊

は
、
大
字
河
之
内
土
谷
ま
で
、
押
許
せ

て
来
た

と
云
う
事

で
あ
る
。

戸

時

{て

長

明
治
四
年
七
月
廃
藩
置
県
、
松
山
藩
を
松
山
県
と
な
し
、
更
に
同

:
・j
、

h
M
j

，↓l

一l
ト
ノ

ー
引
欽
県
と
な
り
、
同
六
れ
つ
二
川
愛
版
県
と
な
る
。
知
事

を
廃
し
て
権
令
を
置
き
、
山
れ
村
高
俊
と
れ
に
任
命
せ
ら
れ
た
。
当
時

め
ま
ぐ
る
し
き
ま
で

に
諸
制
度

の
改
革
が
行
わ
れ
、
明
治
五
年

に
は

J

け
い民
を
廃

し
て
、
村
々
へ

一戸
長
を
置

い
た
。
そ
し
て
そ

の
散
問
機
凶

に
は
議
事
役
、
後
に
は
議
員
を
設
け
て
、
戸
長
役
場
と
称
し
、
民
屋

を
こ
れ
に
充
て
L
村
を
治
め
さ
し
た
。

庄
同
時
代
の
村
役
人
(
維
新
前
後
)

1
l
d
J

4叶
』

J
J
J

，
μ
a
十
中

川
川
正
以
州
即
日
氏

京
久
十
公
的
門

和lJ.:E 
政尽

成
能
市
次
郎

八
木

伝
次

川
之
内
付
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以
上
の
よ
う
な
人
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で
あ

っ
た
。
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は
々
什
地
と
も
川
川
一作
で
あ
っ

た
。

明
治

五

介

川

区

に

代

っ
て
新
に
ド
長
に
選
ば
れ
た
人
は
、
多
く

河
之
内
(
知
i
-
一大
区
、

十
小
以
)

川
引
治
九
山
川
辺
川
勝

ι川
郎

明

治

i

-
作
ん
白

川
川
ム
H
I
l
一

1
1i

斤

改

革

耐
i
u
k政

R
J

J
f

A

H

'」
h
n

刈
之
内
(
州
知

1
一一
一大
限
、

一
小
ド
)

明
治
|
六
付

(
j
利
川
u
j
太
郎
明
治
十
七
句

仲
町
内
(
第
十
三
大
M
m
、
二
小
似
)

初

代

中

村

昆

乙

愉

入

二

代

三
代
戒
能
川
太
郎

1
1
民

間

代

h
代

八

木

山

内

引

地

六

代
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明
治
十
八
年
八
川
、
井
内
、
則
之
内
、
河
之
内
、
南

方
、
士
ハ
久

の
五
例
村
が
腕
合
し
て
、
「
下
浮
穴
郡
南
方
村
外
四
ケ
村
円
一
いい択役
以
」



J
M
ι

山北
也
キ

c
、
五
個
村
に
て
戸
長
一
名
を
置
さ
、
そ
の
下
に
用
係
、
若
干

名
を
置
い
て
、
役
場
を
川
上
村
に
置
く
。
し
か
し
各
村
の
事
務
は
別

悩
に
処
刑
出
し
、
ま
た
別
例
の
村
会
も
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
の
戸
長
は

む。|昌 三二 主JJ
f-¥:代代代代

高
須
賀
尭
品
目
(
南
方
村
出
印午
止
)

凶

脇

信

好

(

凶

野

村

同

)

冶
脇
時
行
(
上
野
村

同

)

小
山
朝
籾
(
下
林
村
同

)

武
打
正
三
郎
(
河
原

村

同

)

別
に
五
個
村
聯
合
会
議
員
が
あ
っ
て
、
聯
合
の
事
務
を
官
合
議
し
た
。

新
政
府
は
、
中
央
集
権
的
政
治
の
下
に
、
各
藩
の
士
』砕
を
解
散
し
、

式
士
の
川
市
刀
を
禁
じ
、
明
治
六
年
徴
兵
令
を
し
き
、
国
民
山
背
任
ハの
制

を
定
め
た
。

ま
た
四
民
平
等
の
制
を
し
き
、
山
正
族
と
華
族
以
外
に
士

山
辰
工
商
等
の
身
分
的
区
別
を
や
め
て
、
こ
れ
を
士
族
と
平
民
の
二
級

と
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
苗
字
の
な
か
っ
た
平
民
に
前
字
を
許
し

た
。
武
士
は
初
め
暫
く
の
聞
は
、
新
政
府
か
ら
体
禄
を
受
け
て
い
た

が
、
そ
れ
は
す
ぐ
廃
止
さ
れ
て
、
公
債
証
書
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
商
売
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
事
を
や

っ
た
が
多

く
は

ぺ
武
士
の
商
法
」
で
失
敗
を
し
た
。一
川
之
内
村
に
も
小
山
と
か

品川一切
と
か
云
う
人
が
米
て
、
商
売
を
し
て
い
た
が
、
何
れ
も
旧
必
山

法
士
で
あ
っ
た
。

明
治
五
年
に
、
全
国
は
学
制
を
定
め
小
学
校
を
設
け
た
。
三
内
村

に
於
て
も
、
明
治
七
年
、
河
之
内
に
私
立
桝
達
学
校
と
云
う
の
が
で

き
、
次
々
に
則
之
内
、
井
内
に
も
学
校
が
出
米
た
。

(
教
育
の
引
参

川
…
)
明
治
十
九
年
に
義
務
教
育
四
年
制
が
布
か
れ

日山
路
戦
争
後

そ
れ
が
六
年
制
と
な
っ
た
。

政
府
は
財
政
の
基
礎
を
固
め
る
た
め
、
地

租

の

統

を
は
か
つ

た
。
全
国
の
人
口
の
約
八

四
Mm
が
農
民
で
あ
る
か
ら
、
租
税
の
大
部

分
は
農
民
の
納
め
る
地
租
で
あ
る
c

明
治
六
年
に
は
、
地
租
改
正
令
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を
出
し
、
六
年
が
か
り
で
全
国
の
土
地
を
測
量
し
、
地
価
を
定
め
て

こ
れ
に
三

Mm
の
税
を
か
け
た
が
、
後
こ
れ
を
二

・
五
銘
に
改
め
た
。

わ
が
村
で
も
明
治
九
年
に
、
土
地
の
丈
泣
(
測
量
)
を
し
て
地
仙
を

定
め
た
。

そ
の
時
の
丈
量
に
参
与
し
た
村
人
は

)1日IJ
之
内内
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な
ど
で
あ
っ
た
。
従
前
の
担
税
は
米
納
で
あ
っ

た
の
を
、
金
納
と
し

地
側

一
川
に
刈
し

そ
の
こ

・
五
M
m
(
即
ち
二
銭
五
川
)
の
ギ
を
も

っ
て
納
め
る
こ
と
と
し
た
。
当
時
は
こ
れ
を
治
代
と
-
玄
っ

た
。
向
ゴ



地
の
所
有
者
に
は
、
郡
長
の
名
を
も
っ
て
、

一昨ネ
旬
に
字
、
地
得
、

地
目
、
反
則
、
地
価
、地
利
を
明
記
し
た

「
地
券
状
し
を
e

父
付
し
た
。

後
、
別
治
二
十
付
に
は
川
調
資
し
て
、
A
I
の
土
地
ム
H

阪
が
山山
米
た
の

で
あ
る
。

土
地
売
目
等
の
受
記
は
、
戸
長
役
場

で
州
料
で
行
っ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
が
、
比
頃
か
ら
分
離
し
て
高
井
の
登
記
所
で
行
っ
た
。
後

更
に
原
町
に
、
松
山
区
裁
判
所
跡
生
出
張
所
が
山
米
て
、
其
処
ま
で

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
三
内
村
の
如
き
は
、
非
山
川
山
に
↓小川以

で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
一
年
に
川
上
に
そ
れ
が
出
か
れ
た
の
で
、似

利
に
な
っ
た
。
終
戦
後
は
そ
れ
が

「
法
務
局

一
し
」
改
正
せ
ら
れ
た
。

参
考
と
し
て
其
頃
の
登
記
書
類
を
記
す
。

明
治
十
一行↓
月
一
(
札
ド
ネ
附
候
田
地
売
買
之
山
ぃ
ド

問
ル
い
川
い
川
一伊
政
問
浮
穴
郎
川
之
内

第
二
十
凶
帯
地
字
駄
馬
之
必

て

間
以
川
百
畝
二
十
六
歩

此
地
代
金
凶
十
一
川
行
十
銭
也
手
7
L
m
叩
司
ノ
一村
サ

;
7
1
I
;
r
r・
4

持
主
近
川
勝
太
ー凶
作

浮
山
八
川
河
之
内
村

民

主

桃

野

出

兵

術

ト
山
地
処
A
I
般
相
対
之
上
火
波
川
以
受
川
d

中
川
相
談
相
務
佼
附
fM
員
之
内
協
御

川
抗
他
此
付
仰
波
被
下
山
皮
依
之
一
戸
長
和
市
叫
央
印
を
以
て
此
段
本
版
扶
以
J
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山
被
人

以
一
党
人

治
以
T

民

Jν
「
「に

，dφ
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，

近
必
太
郎
作

桃
川
判
出
兵
術

自

治

制

時

代

明
治
二
十
二

4
二
川
十
一
円
、
町
村
制
発
布
υ

翌
二
十
三
年
一
川

か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
従
来
の
川
之
内
、
井
内

則
之
内
の
三
個
村
は
、
合
併
し
て
三
内
村
と
命
名
し
、
以
前
の
村
は

ト
人
字
と
な
っ
た
。
従
っ
て
元
の
戸
長
役
場
は
閉
鎖
し
、
新
に
村
長
、
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助
役
、
収
入
役
、
書
記
を
置
き
、
村
会
議
員
十
二
名
を
公
選
し
た
。

初
代
の
村
長
は
、
騒
々
の
事
前
の
下
に
、
元
の
五
ケ
村
戸
長
の
武
ル

正
三
郎
氏
が
当
選
認
可
せ
ら
れ
て
就
任
し
た
。

四

区

信IJ

自
治
制
実
胞
と
と
も
に
、
旧
三
内
村
は
合
併
せ
ら
れ
た
が
、
元
米

本
村
は
各
部
落
と
も
特
妹
の
区
有
財
産
が
あ
っ

て

そ
れ
ぞ
れ
の
隔

火
と
目
的
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
新
村
に
提
供
す
る
こ

と
は

当
時
の
事
情
と
し
て
、
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
規
則
を
設
け
各
大

{子
を
区
と
し
て
こ
れ
に
区
長
を
置
き
、
区
会
を
設
け
、
村
長
管
理
の

下
に
、
区
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
即
ち
新
村
成
立
の



直
後
に
区
長
を
定
め
、
担
、
明
治
二
十
四

4
か
ら
、
区
会
を
設
世
し

て
日
治
の
実
行
に
当
っ

た
。
こ
の
区
制
は
、
当
時
の
民
芯
を
尊
重
し

た
や
り
方
で
あ
っ
た
よ

5
に
思
わ
れ
る
。
区
有
財
産
、
備
荒
貯
部
金

毎
に
よ
り
一
以
内
の
教
育
、
交
通
、
救
助
等
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
務
を

区
内
で

'M
治
的
に
処
刑
は
し
た
の
で
あ
っ
た
。

五
、

道

路

の

開

通

村
の
発
川
肢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
に
、
道
路
の
開
通
が
あ

る
。
即
ち
明
治
三
十
五
年
十
月
に
国
道
三
十
一

号
線
、
金
児
羅
街
道

で
あ
る
中
山
越
え
線
、
後
の
国
道
二
十
四
号
線
、
即
ち
今
の
国
道
十

一
号
線
の
開
通
が
あ
り
、
更
に
里
道
東
谷
線
が
、
誌
の
下
よ
り
音
問

金
品
川
純
ま
で
が
明
治
三
十
四
年
四
月
に
竣
工
し
、
続
い
て
西
谷
線
が

明
治
三
十
五

4
五
川
に
、
法
山
介
門
か
ら
井
内
古
川
ま
で
開
通
し
た
。

今
ま
で
人
及
馬
北
け
に
よ
っ
て
漸
ゃ
く
交
通
し
て
い
た
、
土
谷
部
旅

や
一
川
之
内
、
井
内
の
奥
ま
で
車
馬
の
在
来
が
似
利
に
な
っ
た
の
で

仕
民
の
生
活
に
著
し
い
変
化
が
米
た
。
問
い庄
の
商
家
が
出
れ
て
青
山

I
f
-
-
:
-
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そ
の
他

[
:
、
工
く

よ
っ

こ
J
、

討
し
円
カ

f
くふ
T
て

T
I

交
通
の
似
益
に
よ
っ
て
、
件
活
仏
以
生
産
に
大
ま
な
変
化
が
生
じ
た
。

明
治
三
十
年
凶
川
に
新
郎
制
が
実
胞
せ
ら
れ
、
三
内
村
は
漏
れ
広
川

に
制
人
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
木
村
か
ら
行
町
ぷ
太
郎
が
初
の
郎
会
議

只
に
な
っ
た
。
選
挙
区
は
三
内
、
打
志
二
ケ
村
、
無
投
薬
で
当
選
し

た
。吋川

町
氏
は
東
西
山
道
の
改
修
に
尽
力
し
た
。
続
い
て
其
子
菅
野
叩

次
郎
も
、
明
治
四
十
四
年
に
部
会
議
員
と
な
っ
た
。
明
治
政
府
の

μ

進
川
北
少
は
、
我
が
国
の
ん
従
業
、
刑
践
に
も
非
市
な
発
泌
が
見
ら
れ
た

が
、
我
が
三
内
村
で
は
さ
し
て
大
し
た
事
も
な
く
、
外
国
抗
日
勿
の
進

む
に
つ
れ
て、

養
蚕
等
が
成
叫
に
な
っ
た
位
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

六
、
区
有
財
産
の
統

灰
桁
財
産
に
は
、
初
地
あ
り

宅
地
あ
り
、
必
物
あ
り

山
林
あ
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り
、
貯
金
あ
り
、
そ
の
夫
々
が
、
各
々
特
殊
の
両
院
中
〈
と
目
的
を
持
つ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
統
一
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
同
郷
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
然
し
、
三
内
村
将
米
の
経
済

n立
と
、
住
民
の
繁
栄

1
1
M
を
希
う
と
き
は
、
先
づ
其
最
も
広
大
な
る
而
積
を
持
つ
、
-R有

山
林
の
統
一
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
省
目
し
、
明
治
四
十
四

作
山
川
に
至
っ
て
、
時
の
村
長
渡
部
愛
蔵
、
助
役
佐
伯
求
問
郎
の
代

に
、
令
村
民
の
一
致
川
結
に
よ
っ
て
、
其
の
統

が
山
米
た

の
で
あ

る
0
1
(
の
時
の
三
内
村
の
山
林

て
村
小
川
地

一
二
三一
向
歩
、
内
γ

九
分
造
林
、
ハ
分
同
体
日
午
地

一
、

I
l
--也

一
ι十

F
J
t
j

一
二
八
一

川
歩



合
計
三
千
二
FH
川
北
少
に
余
る
山
林。

こ
れ
が
利
則
の
巧
川
は
、
村

の
繁
栄

前
一
ん
に
係
る
大
川
組
で
あ
っ
た
。

そ
の
ホ
ー
は
部
族
有
山
林

こ
れ
は
人

で
あ
っ
て
治
ん
ど
が
、新
山
、
以
似
日
用
賀
山
で
あ
っ
た
。

め
い会
山
と
し
て
ぷ
で
も
防

T
に
、
人
山
が
山
米
た
か
ら
山
は
伐
り
放
出
一

υ人
萱
山
は
何
介
か
、

げ
山
内
十
仲
山
叶
山
川

4
Z砿
ぺ凡

M
4
に
火
入
れ
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が

の
火
入
で
あ
っ
た
か
ら
、
む
険
こ
の
上
な
し
で
あ
る
。
以
及
び
州
州
に

も
造
林
を
紬
抗
す
る
し
、
先
党
者
も
そ
の
必
要
な
る
こ
と
を
刈
説
し

た
。
そ
し
て
惨
憎
た
る
刊
労
の
末
、
明
治
四
十
四
年
四
月
二
十
五
日

保
条
件
統
一
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に
村
有
林
と
し
て
新
発
足
し
た
。
そ

し
て
胞
行
計
州
を
た
て
、
年
々
造
林
を
行
い
、
大
正
九
作
を
以
っ
て

一
先
づ
終
っ
た
の
で
あ
る
。

造
林
反
別
、
約
六
11
川
歩
、
杉
五
分
、
松
三
分
、
絵
二
分
の
割
合

叫
に
そ
の
後
第
二
川
の
造
林
計
州
も
実
行
に
移
さ
れ
、
そ
の
時
以
来

治
ん
と
五
十
作
。
現
在
こ
れ
が
伐
係
(
計
間
伐
採
)

せ
ら
れ
て
、
村

の
諸
施
設
経
営
に
、
又
部
落
民
の
懐
に
、
多
大
の
恩
忠
を

-mら
し
て

い
る
。

七

大

正

時

{て

大
正
三
年
、
第
一
次
山
界
大
戦
は
我
が
固
に
刻
市
な
る
好
景
気
を

も
た
ら
し
て
、
戦
場
が
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
で
あ
っ
た
た
め
、
什
十
本
は
ぬ
ト
大

の
利
を
し
め
、

W
H
U
勿
の
別
大
、
路
業
の
発
達
、
小
で
も
海
運
業
等
は

山
界
第
三
位
に
ま
で
な
っ
た
。
三
内
村
で
も
俄
か
に
、
木
材
が
仙
上

り
し
て
、
山
持
は
叶
叫
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
扶
気
も
山
山
村
で
は
余
り

杭
か
ず
、
都
市
の
膨
張
、
大
工
場
の
設
置
等
か
ら
農
家
の
下
工
業
は

ば
え
た
。
手
織
の
伊
政
紛
の
如
き
が
夫
で
あ
る
。
農
村
は
次
第
に
従

米
の

'H給
門
n広
が
せ
ば
め
ら
れ
て
、
日
川
u
m
等
を
他
か
ら
買
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
出
家
の
生
活
は
段
々
リ
ト
IU

し
く

な
っ
て
行
リ
っ
た
。

大
正
七
年
に
は
、
米
の
他
段
が
戦
前
の
二
倍
に
も
な
っ
た
の
で
、
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什
以
初
に
富
山
県
の
漁
村
の
主
婦
が
米
凶
を
決
墜
し
た
し
こ
れ
が
こ
の

時
の
米
騒
動
の
起
り
で
、
我
が
村
で
も
大
正
八
年
に
、
米
券
倉
庫
の

山
首
備
を
し
た
。
そ
こ
で
政
府
も
政
党
も
日
剣
に
国
民
の
生
活
を
考
へ

る
よ
う
に
な
り
、
分
働
者
等
も
組
合
迎
到
を
興
す
よ
う
に
な
っ
た
。

大
正
十
四
年
に
普
通
選
挙
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
社
会
党
が
生
れ
た
。

節
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
は
、
各
国
と
も
に
生
産
を
回
復
し
、
経
済

の
安
定
を
は
か
っ
た
。
が
国
民
の
附
買
力
は
、
生
序
に
追
い
つ
け
ぬ

十字
か
ら
、
作
り
す
ぎ
た
も
の
を
、
売
捌
く
事
に
H

古
心
を
し
た
。
即
ち

「
投
げ
売
」
で
あ
る
。
そ
の
上
に
大
正
十
二
年
九
川
に
は
、
東
京
大

地
以
が
お
そ

っ
て

い
よ
い
よ
不
景
気
に
な
っ
た
。



や
が
て

こ
れ
は
世
界
恐
慌
と
な
り
、
失
業
者
が
増
加
し
、
内岡山陀

物
倒
仙
刊
の
卜
終
と
な
り

ア
メ
リ
カ
の
カ
ナ
ダ
で
は
去
が
焼
き
折
て

ら
れ
、
J

ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
が
海
中
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
。
わ
が

村
で
も
、

一戦
争
が
始
っ
て
米
を
海
中
へ
投
げ
と
ん
だ
ら
ち
っ

と
は

米
仙
が
あ
る
」
と
-
一い
う
よ

5
な
諒

一口
を
ま
き
ち
ら
す
者
が
山
て
来
た
。

八
、
大

戦

し
か
し
こ
の
不
景
気
の
恢
復
に
は
、
政
党
政
府
も
無
力
で
あ
っ
た

し
、
軍
備
縮
少
以
米
、
政
治
に
不
満
を
持
つ
軍
部
は
、
統
帥
権
の
独

立
を
仰
に
、
内
附
と
対
立
し
よ
う
と
し
た
。

か
く
て
満
洲
事
変
が
起

り
、
昭
和
八
年
、
国
際
聯
却
を
脱
退
し
、軍
部
の
支
配
は
政
府
の
一一意見

に
反
対
し
た
。
昭
和
七
年
(
一
九
三
二
)
犬
養
毅
が
暗
殺
さ
れ

「
五

一
五
い
や
刊

一
、
統
い
て
昭
和
十
一
年
(
一
九
三
六
)

の

っ
て
二
六

事
例

一
に
は
多
く
の
政
治
家
を
た
お
し
て

こ
こ
に
平
部
の
.
人
下
と

な
っ
た
。

附
和
十
二
年
に
、
北
京
郊
外
に
け
華
事
変
を
起
し
、
/-/ 

本
は

|工l

へ
只
を
進
め
、
国
家
総
動

μ法
を
制
定
し
て
、
国
民
の
総
か
を
件
以
内
引

に
結
集
し
た
。

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ヤ
が
国
際
聯
盟
を
脱
退
し
、
遂
に
円
独
伊
三
間

ト

U
仁
、
U
吻
ヲ

-
f
1
1
1ノ

H
Uゴ
ノい
U
H
一4
包

d
l
l
，

か
く
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
起
り
、
遂
に
昭
和

十
六
年
(
一
九
四
一
)
十
二
月
八
日
大
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
切

に，

の
川
引
に
我
が
村
か
ら
も
多
勢
の
若
人
が
出
征
し
た
。
中
に
も
不
川
の

K
と
な
っ
た
英
主
に
は
捧
げ
る
一一一
門
業
も
な
く
た
だ
た
だ
合
ー
し
て
、

そ
の
冥
揺
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

戦
争
が
苛
烈
に
な
っ
て
村
へ
は
次
々
と
亦
紙
の
助
口
令
が
下
つ

た
。
村
民
は
朝
に
タ
に
戦
勝
を
神
仏
に
祈
り
、

「銃
後
の
謹
り
」
を

同
i

め
て
戦
力
の
増
強
に
励
ん
だ
。
各
小
学
校
の
児
童
ま
で
が
、
山
畑

に
持
麦
等
を
作
っ
て
供
出
し
た
。
軍
用
木
材
の
伐
採
、
搬
出
、
松
川
似

仙
の
製
造
、
木
山
氏
の
明
産
、
金
属
類
の
供
出
、
各
家
庭
は
火
鉢
や
其
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他
を
、
お
寺
は
釣
鐙
を
供
出
し
た
。

愈
々
戦
争
は
苛
烈
の
度
を
加
え
、

「学
校
動
員
令
」
は
男
女
を
問

わ
ず
生
徒
を
各
工
場
へ

、

「
国
防
婦
人
会
」
は
竹
紛
訓
総
を
、
若
人

は

「
義
毘
軍
」
に
と
駆
り
出
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
年
に
入
つ
て
は
敗

戦
の
色
濃
く
な
り

日
本
今
一
土
に
渡
っ
て
都
市
が
爆
撃
せ
ら
れ
た
。

必
山
市
は
空
襲
せ
ら
れ
、

一
夜
に
し
て
版
協
に
帰
し
た
。
そ
れ
は
附

和
二
十
年
七
月
二
十
六
円
の
夜
で
あ
っ
た
。
我
が
村
で
も

「
熔
火
代

制
1

一
を
守
り
、
防
空
械
を
掘
り
、
避
郊
訓
練
等
を
し
た
。

九
、
終

f麦

戦

以

附
和
二
十
作
(
一
九
四
五
)
七
川
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

、
巾
悶



は
ホ
ツ
ダ
ム
u
l

日
本
に
無
条
利
附
伏
を
す
L

め
て
米

ソを
発
し
て

こ
0

4
リ
l
S
F
¥
l
l
、

J
hド

I
H
イ

/
i
J

出
4
J
燥
仰
は
E

仏
尚
市
へ

続
い
て
長
崎

へ
投

F
さ

れ
た
。
人
知
始
ま
っ
て
以
米
の
大
惨
一
端
で
あ
っ
た
。
わ
が
政
白川
は
八

月
十
五
日
、
ド八
日
の
裁
断
に

よ
っ
て
降
伏
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。

述
A
n
凪
総
イ
〈明
日

マ
ッ
ク
ワ

l
什
ノ

l
は
、
迎
合
国
以
隊
を
ひ
き
い

て
進
引
し

日
本
占
似
と
な
り
九
川

け
に
は
京
京
湾
の
ア
メ
リ

力
の
紅
縦
ミ
ズ
リ

l
号
上
で
降
伏
調
印
が
な
さ
れ
、
ハ
本
の
傾
j
は

明
治
維
新
の
時
の
状
態
に
逆
も
と
り
と
な
っ
た
。

日
本
令
同
以

わ
が
三
内
の
村
氏
も
、
たいム

一
戦
争
に
勝
つ
た
め

に

の
一
認
に

よ
っ
て
、
そ
の
自
由
は
無
視
せ
ら
れ

反
戦
一言
動
は

勿
論
、
不
宇
一
つ
一
一円
わ
さ
ず
、

「
軍
の
命
令

一
と
二
口
う
の
で
、
何
も

か
も
処
即
せ
ら
れ
て
米
た

の
で
あ
っ

た
が
、
突
如
と
し
て
八
月
十
五

ほ
う
戸

日
、
降
伏
の
訓
川
が

F
っ
た
。
村
民
の
一
人
一
人
が
、
浪
、
山首
出
と

し
て
ラ
ヂ
オ
放
送
を
聞
い
た

の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て

ι然
向
失
の
状

態
で
あ
り
、
村
氏
は
五
日
も
十
日
も
仕
事
が
下
に
つ
か
ぬ
有
様
で
あ

っ
た
。

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
日

・
引
の
総
に
添
っ

て
、
民

4
国
家
と
し
て
内
山

発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年
末
に
は
、
尚
二
十
才
以
上
の

婦
人
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
、
第

一
次
第
二
次
の
燥
地
改
却
が
行
わ

れ
公
職
追
放
(
一
二
竹
一
川
)
、
国
家
神
道
の
分
蹴
(二

O
句
二
川
)

等
、
政
治
、
経
折
、
労
働
、
教
育
の
す
べ
て
に
於
て

以
i
↑化
が
行

わ
れ
は
じ
め
た
。
川
和
二
十
一
年
(
一
九
四
六
)
十

一
川
、

「
日
木

国
返
法
」
が
発
布
せ
ら
れ
、
法
本
的
人
権
が
認
め
ら
れ
、
国
会
を
岡

艇
の
故
高
機
関
と
し
て
国
以
の
ぷ
i

心
を
政
治
に
反
映
さ
せ
、
永
久
に

戦
争
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

終
戦
後
、
我
々
が
第
一
に
終
わ
れ
た
も
の
は
、
食
料
の
不
足
と
物

資
の
欠
亡
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
、
台
湾
か
ら
の
米
の
移
入
が
な

く
な

っ
た
こ
と
と
、
復
員
軍
人
、
引
拐
者
等
の
た
め
、
包
激
な
人

μ

ゅ

附
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
川
鈴
裂
の
業
を
茄
で
て
た
べ
た
り
、
山隊
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降
芋
の
葉
柄
を
食
し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

」
の
食
粧
不
足
を
中
心
と
す
る
、
物
資
の
不
足
は
イ
ン
フ

レ
を
ま

ね
き
、
紙
幣
は
活
発
せ
ら
れ
、
人
々
は
現
金
よ
り
物
を
持
つ
こ
と
に

つ
と
め
た
。
か
く
て
ま
た
物
仰
は
む
泌
に
上
列
し
た
。

「金
融
緊
急
拍
置
令
」
が
出
た
の
は
、
昭
和
二
十
一

年
二
刈
で
あ

る
。
旧
円
を
人
J

部
加
金
さ
せ
、
新
川
を
発
行
す
る
む
と
り
あ
え
ず
川

川
の
附
に
一証
紙
を
貼
る
。

ー、

す
べ
て
の
通
貨
を
日
本
銀
行
に
預
金
さ
せ
、日
収
初
は
各
家
一匹
に

三ド
け
川
を
限

っ
て
、
現
金
(
新
川
)
を
受
取
る
こ
と
を
泌
め
た
が
、



翌
日
川
か
ら
は
灼
川
一
人
川
川
つ
つ
の
支
山
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

2
、
す
べ
て
の
引
金
は
銀
行
に
泌
結
す
る
。

3
、
白
金
は
刀
五
円
川
以
内
、
現
金
で
支
払
わ
れ
、
そ
れ
以
上
は
以

結
支
払
と
し
て
、
銀
行
に
封
鎖
せ
ら
れ
る
。

新
川
生
活
が
始
っ
て
間
も
な
く
、
高
率
の
財
産
税
の
取
立
と
、
出

地
改
ヰ
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
旧
地
主
や
、
非
農
家
の
生
活
が
到
し

く
な
り
、
刊
生
活
が
始
ま
り
、
十
問
瓜
や
政
摩
芋
が
唯
一
の
御
馳
走
に

R

ム
「
J

F

』

o

f

J

P
J
/
 

一
方
小
作
人
は
農
地
の
解
放
か
ら
自
作
躍
と
な
り
、
米
の

値
上
り
、
間
売
等
に
よ
っ
て
、
生
活
が
向
上
し
て
い
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
教
育
芯
本
法
、
学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ
、
極
端

な
国
家
主
義
教
育
‘
軍
国
主
義
の
教
育
は
排
除
せ
ら
れ

ま
た
教
育

の
地
方
分
散
化
、
教
育
の
機
会
均
等
が
さ
け
ば
れ
て
、
教
育
の
民
主

化
は
、
六
三
制
実
胞
と
な
っ
た
。
わ
が
村
で
は
昭
和
二
十
四
年
三
川

工
費
三
三
五
万
川
で
、
新
制
三
内
中
学
校
が
安
国
寺
境
内
地
に
設
立

せ
ら
れ
た
。

間
利
二
十
凶
刊
に
は
、
日
本
経
済
が
低
機
に
到
る
と
し
て
、
ア
メ

リ
カ
政
府
の
経
済
九
原
則
に
よ
る
、
イ
ン
フ
レ
対
策
(
ド
ツ
デ
ラ
イ

ン
)
が
講
ぜ
ら
れ
、

m和
二
十
五
作
六
月
に
は
、
朝
鮮
動
乱
が
勃
発

し
て
、
日
本
経
済
が
好
伝
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
木
材
等
が
値
上
り
し

て
、
山
村
と
し

て
の
三
内
村
は
山
林
伐
採
、
労
働
核
助
人
員
の
附
加

及
び
川
川
の
土
木
正
事
等
に

よ
っ
て
活
気
を
ロ
コ
し
て
来
た
。

ま
た
無
医
村
で
あ
っ

た
三
内
村
に
、
組
合
制
の
国
民
健
賊
保
険
組

ム円が
出
来

昭
和
二
十
四
年
四
月
田
井
一
十
郎
村
長
時
代
組
合
制
か

ら
村
経
営
と
な
り
、
逐
次
盛
大
に
赴
い
た
。
昭
和
二
十
七
年
十
一
片

に
は
、
地
方
教
育
委
員
会
が
お
か
れ
て
、
愈
々
教
育
の
民
主
化
活
動

が
始
ま
っ
た
。

」
の
頃
か
ら
農
家
の
経
済
も
飛
躍
的
に
よ
く
な

っ
て
、
農
業
機
械

化
が
普
及
し
て
、
名
実
行
組
合
単
位
、
否
各
戸
に
一
介
先
と
一二一
門
っ
て
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も
よ
い
位
、
脱
穀
機
だ
と
か
、
籾
問
機
等
が
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
又
年

々
隆
呂
に
向
い
つ
も
ふ
あ
っ
た
、
三
内
診
療
所
は
昭
和
三

十

4
二
月
、
総
工
山
口
四
七
九
万
円
で
辿
坪
五
七
回
町
の
直
営
診
療
所
が

で
去
、
て
、
ァ
、
内
k
、

、4
0
u小

レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
等
も
整
備
し
た
立
派
な
も
の
と

な
っ
た
。

頃
来
、
問
題
に
な
っ
て
い
た
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
る
、
川
上

三
内
両
村
の
合
併
の
議
が
起
り
、
両
村
と
も
合
併
促
進
委
員
を
と
っ

て
、
討
議
研
究
を
重
ね
た
上
、
村
民
の
大
同
凶
結
の
精
神
に
よ
り
、

遂
に
川
内
村
の
誕
生
と
な
っ
た
。
こ
れ
実
に
昭
和
三
十
年
四
月
二
十

五
ハ
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
後
町
制
が
実
施
さ
れ
た
。



第
二
章

口
、
一戸
数

人

変
版
川町川
i
叫

(
大
正
二
介
訓
)

J1
J
〉

バド

ιル
1
0

戸

川

一
川け
ん
に
よ
る
と

山
hU
戸
数
は
七
二
八
ド
、
別
作
人
け
は
凶

C
九
四
人
で
あ
る
。
そ
れ

以
前
の
統
オ
は
資
料
が
見
山
せ
ず
不
明
で
あ
る
。

い
ま
附
州
十
年
以
後
の
名
郎
総
別

111 

数

人
ハ
数
を
/れ
点
に

一、、
-

o

刀
寸
J

一 I}~ 村:\%削JIIIII，:日数( 長 1 ) 

ルヱ里lr~;~lo{I'.1 " 2o{I'.I" 25H'.1叩什
" 11¥1 38 47 47 52 

j11グ1;1 
39 46 45 49 

11 52 60 58 58 
1-1 |干l 68 80 79 71 
j'じM、 47 55 56 53 
UIJとI}'i-' 70 71 33 
lliJ之内l判 34 
ノK w 37 42 43 46 
ー ケ行 35 43 40 51 

i以:入 品Eiti 5 
31 39 39 40 

府l田丸 32 38 40 41 
'tt!ER1キ 65 

13 

fjJf|1{岡l1j1t1谷下1出F 
39 

37 41 39 42 
1ヲ 23 22 21 

)1内 LIJ 21 26 25 25 
)1 1人j_L 25 36 38 27 
才子 75 91 87 93 

村iJT!之 谷 10 11 
κ乙!ノド:;~r 5 5 6 1 6 

介，:1 683 824 815 1 805 

(表
1
)
に
よ
る
と
附
和
二
十
刊
に
は
、
世
帯
数
が

一
O
O余
も

附
し
て
い
る
。

こ
れ
は
戦

'h
に
よ
る
引
抑
制
者
が
川
っ
て
米
た
た
め
で

あ
る
。
附
和

二
十
五
旬
、
川
三
十
句
と
減

っ
て
い
る
の
は
、
山
川
の
小

い
か
安
定
す
る
に
従
っ
て
、
メ
他
地
方
へ
山
て
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

I}'IトI1正日11人11数(点2) 

と々どl辺:1川
人} へ1 λ 

日! 253 262 
212 242 2461 244 

11 ?~~I 5181 276 
一l、'1 IJI 365 ~?ll 416 346 
1it1h11 l250  290 285 301 
と|川 )引 17ヲ

362 354 JlIJ之内尚
223
1 183 

4く 'i'f 197 220 
ーケ谷 189 217 
三人中Il 2 
(~~ %~ 166 20 204 

詰J前j十十1 問 丸ト 174 
21 209 

lmIlt谷F下 I}291
1 
352 348 

内卜 202 214 
|付 I'Y1 105 122 116 
)1 内 lli1141 138 223， 
1 内」二 137 217 214， 
J~. 主主 412 488 3581 4 
f)トと 27 271 24 

fT A-13，69514，叫，2長4，101

~ 395 ~ 

(レボ

3
)

川
利
十
五
付

の
政
少
は
、
応
円
行
口
ハ
十

の
出
征
で
村
の
花
住
人

U
減

と
な
っ
た
も
の

附
和
二
十
介

の
以
ト
人
は
州
選
任
ハ
及
引
似
者
に

よ

っ
て
人
日
附
と

な

っ
た
も
の

川
和
三
十
作
に
五
つ
て
は
別
減
少
の
削
向
に
あ
る

川
和
二
十
七
作
の
住
以
登
鈷
資
料
に
よ
る
と

村
の
総
市
川
数
は

八

O
一
で

人
日
総
数
は
四

二
九
八
名
U

戸平
方
キ
ロ
当
り
人

ハ・
'治

ぃ
以
は
七

O
名
で
あ
る
。

こ
れ
は
愛
間
以
川ド
七
十
均
よ
り
か
な
り
少
な
く
、



抗
日
水
川
内
で
も
州
め
て
低
い
部
に
回
す
る
。

(表 3)

{F. 欠 人 11 {行数 |昭和10"1を100としたWliJ，&

lIiH1110"! 3695 1 0 0 /~ • 、、‘ 

lIiHil15H 3410 96 
.; 究-

Ilii有120"1 4406 119 
Aず

II!ifiI25，1 4297 116 
lIiHiI26'! 431 4 116 

II!i和27': 4298 116 

Ilii有130"1・ 4101 112 

l安比'<[ 見;のlコ人
人

口

の

推

移

村
の
山
口
山
仕
入

U
は
、
戦
前
は
三

0
0
0
8引
か
ら
凹

0
0
0名
の
川

を
上
下
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
敗
戦
の
結
果
、
表

2
、

3
の
如
く

山
仮
し
た
。
し
か
し
社
会

の
安
定
す
る
に

つ
れ
て
、
や
L

減
少
を

辿
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年
の
移
動
を
見
る
と
、
伝
入
者

一
O
三
名
に
対
し
、転
出
者
は
二
四
二
名
で
あ
っ
て
、実
に
一
三
九
取引

が
制
村
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
村
の
二
三
男
問
題
に
も
凶

係
し
よ
う
し
、
村
に
於
け
る
潜
在
失
業
者
が
多

い
こ
と
に
も
な
り

〉
〈
其
地
域
の
人
U
が
、
其
地
域
の
い
陀
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
三
内
村
の
如
、
辛
口
は
そ
の
飽
和
点
に
達
し
た
と
も
見
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
生
産
様
式
が
変
っ

た
り
、
新
ら
し
い
事
業
等

の
興
る
時
が
来
る
と
、
人

U
抱
擁
限
界
は
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

J

白円アヲヘJV

ノに

構

成

口

村
の
性
別
及
年
令
別
人
口
構
成
は

(
表

4
)
の
如
く
で
あ
る
。
ヤ
」

の
表
を
整
理
す
る
と

(表
5
)
を
得
る
。

ニ
O
J
ま
で

二
0
1
問

o
r

川

O
l
六
O
才

六

O
J
以

上

幼
少
年
版

寸

け

れ

叶

凶

壮

年

庖

在

住

脳

ル
し
出
に
ぬ
ん
ど
関
係
し
な
い
。

ぺ
・
凡
に
関
係
す
る
。

生
産
に
関
係
す
る
。

作
ぃ
凡
に
あ
ま
り
関
係
し
な
い
。

こ
の
村
の
人
口
桃
成
は
幼
少
年
附
が
最
も
多
く
凶
七

・

/
フ
、

v、

o
y

v
り

に
点
同
年
屈
が
二
五

・
九

Mm、
壮
年
間
一
七

・
一
%
、
老
年
制
九

・
八

%
の
順
位
に
な
る
。
直
接
生
産
に
た

づ
さ
わ
ら
な
い
、
幼
少
作
川
が

ハ
以
も
多
く
、
背
斗
胞
と
壮
年
魁
を
合
計
す
る
と
四
三
必
に
な
る
。
即



ち
生
産
に
従
事
す
る
人
U
は
、
多
く
み
て
も
五

O
Mm位
で
あ
る
ω

産

業

別

人

口

村
の
職
業
併
を
調
べ
て
見
る
と
、
(表
6
)
は
昭
和
二
十
二
年
十
凡

一
日
国
勢
調
任
産
業
大
分
類
別
人

μ
(
一
O
J
以
上
)
に

よ
る
と
農

業

は
村
の
山
町
私
的
産
業
で
あ
る
。
そ
の
中
、
男
が
四
四
%
、
女
が
三

七
Mm
で
、
男
九
二
三
名
、
女
七
九
二
名
に
あ
た
る
。
農
業
に
次
ぐ
生

業
は
山
丸
投
工
業
で
産
業
人
U
の
四

・
四
Mm

九
三
名
、
次
が
林
業
の

一
-
-ノ
σ
、

日
』
・

一
O
/

八

O
名
で
あ
る
し

(長 4)

{!~J- I~川 :JJ 』と l総す数るjl七こ対芽、
% 

277 560 13.0 
6 ~ 1O 

2264? 4 
241 510 11.8 

11 ~ 1 5 278 522 12.1 
16、20 182 1 262 10.3 
21 ~25 184 182 8.5 
26-30 134 144 6.5 
31~35 108 127 235 5.5 

36-40 1 101 130 231 5.4 
41 ~45 113 105 218 5.1 
46~5o 103 106 209 4.9 
51-55 ヲ6 80 176 4.1 

56-60 62 66 128 3.0 
61-65 54 103 2.4 
66-70 75 163 3.8 

::2 71 1.7 
76-80 22 41 1.0 
8 1 ~85 . 10 22 32 0.7 
86-90 ' 10 10 0.2 

総数 2094 2203 4297 100.0 

'IJJjl] ;:~Ì' I:{I，; }.， .i \jl] 人 11 (!lli和25~~. ) 

老 yJ] )jll人仁|比松(友 5)

豆至盈且ー」旦~ 9:. ム-.il~ 比蚊 1 1 才:吉り人 口
%1 

幼少年限 9781，05812.036' 47.21 101.8 
i14! 屑 | 527mlh1102591 日 5
年層 374 3571 731 17.1' 36.6 

J~ '1 庖 215 2051 420 98
1 

21.0 

12，ω4J2，判 4，2971100.01 537 
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業
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業
業
業
業
史
体
他
一

同一

一

二

一

永

信

ス

け

一

一
:
庄
一

産
リ
口
及
融
酌
ヒ
山
則
の
一

日

r
l

足
気

愉

一

傍

一

一、J
人
i

以
外
氷
鉱
住
制
点
古
山
内
金
巡
ザ

'U公
そ
一

改

台

、
吋
改
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政

治

よ拠
ら
し
む
べ
し
。
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
い
の
い
汀
仏
政
治
は
明
治

利
一
新
と
な
っ
て
も
、
我
が
三
内
村
の
如
去
、
火
化
の
お
く
れ
た
山
村
で

は
、
容
易
に
改
め
ら
れ
ず
、
社
会
の
下
積
と
な
っ
た
農
民
は

的
ぶ
C



情
ぎ
其
U
を
送
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
時
代
の
流
れ
は
、
リ法

制
の
改
革
を
米
た
し
、
歴
史
は
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
と
云
う
が
、

明
治
時
代
と
な
っ
て
、
代
議
政
治
の
行
わ
れ
る
と
云
う
こ
と
は
大
し

た
発
展
で
あ
っ
た
の
だ
。

明
治
天
皇
の
五
ケ
条
の
御
誓
文
は
、
公
議
与
論
の
大
切
な
る
こ
と

を
示
さ
れ
、
藩
閥
政
治
を
不
満
と
す
る
声
は
、
自
由
民
権
運
動
の
勃

蹴(
と
な
り
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
民
選
議
員
設
立
の
建
白
書
を

い流
出
し
て
、
各
地
に
政
治
結
社
が
生
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

板
厄
一退

介
の
立
志
社
等
の
如
き
で
あ
る
。

政
府
は
時
期
尚
早
を
唱
え
乍
ら
も
、
明
治
八
件
サ

(
一
八
七
五
)

は
地
方
官
会
議
や
、
府
県
会
を
聞
い
て
国
会
開
設
え
の
準
備
に
か
か

っ
た
。
明
治
十
四
年
、

(
一
八
八
一
)

に
は
明
治
二
十
三
年
を
期
し

て
、
国
会
開
設
の
約
を
発
表
し
た
、
板
垣
の
自
由
党
、
大
限
重
信
の

立
志
改
進
党
等
が
、
政
治
上
の
意
見
を
た
た
か
わ
せ
た
。

か
く
て
明

治
二
十
二
年
、

(
一
八
八
九
)
二
月
十
一
日

「大
日
本
帝
国
憲
法
」

と
云
う
明
治
憲
法
が
発
布
せ
ら
れ
た
。

車
、
明
治
二
十
三
年
初
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
て
、
第
一
会
の
清
国

議
会
が
開
か
れ
た
。
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
は
次
の
よ
う
に
漸
次
改

正
せ
ら
れ
た
。

11i'1 11日大 IljJ1別
平'!:I 和 II治治

二三九百三
年 1，!'. "f 1'1:年

プじ ブ:1li :1r.. J一、
巨H 二ご 二二 Cコプし
プミミ /一、 Cコ ニニ Cコ

|性
女男児.';IJ労労 |月IJ

O 五 五五五
以以以以以
上上上上上 |令

11 J玄納 " 直
挙税 1]: 
椛ヲ 国
7宅 税

年
ズー -，
.';IJご 7，
ノ I'J IIJ IIJ 
以以以
内 |ニ L:-' 
jlli 

11与

!uJ 

選
挙
権
ヲ
与
ヘ
タ
即
山

男
女
共

追
っ

て
地
方
に
は
、
府
県
会
議
員
が
選
出
せ
ら
れ
、
府
山
山
会
が
附

設
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
内
村
に
於
け
る
大
正
九
年
の
議
員
有
権
者
数
を
見
る
と

-398 ~ 

t乙

議
員
有
航
者
数
(
大
必
九
年
淵
)

川

一
白
川
悦
有
数
一
前
勾
比
較

一
利

衆
議
院
議
員

一

二問一一
千

増
一
一
一
九
一
大
正
九
年
十
月

一
日

県
会
議
員

一

一
九
八
一
以

六

一

グ

九

八

十

冗

川

郡
会
議
員

一

H

一
減

六

一

村
会
議
員
一
四
二
五
一
減
一
四
一

lul l 

fIlt 

予千

H年

〆/

十
一
月
五
日

三
内
村
の
自
治
制
に
於
て
見
逃
が
す
事
の

で
き
ぬ

の
は
、
明
治
二

十
三
年
市
町
村
制
が
実
施
せ
ら
れ
て
後
、
河
之
内
、
則
之
内
、
井
内

の
三
部
落
に
区
会
の
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
各
部
落
と
も
に
そ

れ
ぞ
れ
の
股
火
と
利
害
関
係
、
即
ち
区
有
財
産
を
持
っ
て
い
た
事
等



に
よ
っ
て
こ
の
区
会
向
治
を
行
っ
て

い
た
こ
と
は

一
面
村
の
中
央

集
権
的
に
対
し
て
、
分
権
的
或
は
民
主
的
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
今
当
時
の
記
録
を
渇
げ
て
見
ょ
う
。

一、

三
内
村
区
会
の
こ
と

明
治
十
六
年
が
川
村
会
法
が
布
か
れ
村
会
議
員
が
選
挙
せ
ら
れ
、

十
七
年
に
は
ん
品
川
越
戸
長
が
白
か
れ
、
向
方
に
戸
口
氏
役
場
が
凶
か
れ
て

内
三
ケ
村
と
南
方
村
の
事
務
を
執
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
)
二
月
十
一
日
紀
元
節
の
け
に
大

H

本
ー
叩
園
出
法
が
発
布
せ
ら
れ
、
其
年
四
月
一
一
同
市
町
村
制
が
公
布
せ

ら
れ
、
翌
明
治
二
十
三
年
一
月
一

円
市
町
村
制
が
実
施
せ
ら
れ
、
三

1
1
1
1
1
i

'

 

防
本
カ
仏
弘
し

一
級
六
名
、
二
級
六
名
、
計
十
二
名
の
村
会
議
員

が
選
出
せ
ら
れ
た
。

初
代
村
長
に
は
、
白
井
村
か
ら
武
井
正
三
郎
と
云
う
人
を
愉
入
し

情

-

ふ'ゎ

O
三
内
村
に
は
、
さ
き
に
一回
っ

た
よ
う
に
区
会
が
設
け
ら
れ
、
現
在

の
三
大
字
に
、
各
々
区
会
議
員
が
選
出
せ
ら
れ
て
、
区
有
財
産
の
管

問
、
其
の
他
村
の
補
助
的
役
目
を
果
し
て
い
た
。

当
時
の
区
会
は
、
村
会
に
も
匹
敵
す
る
権
威
の
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
加
叫
ん
刷
、
法
に
越
き
各
大
{
子
に
行
政
区
を
投
出
し
、
区
内
の
戸
主

に
よ
っ
て
選
挙
せ
ら
れ
た
区
長
が
、
村
長
の
指
州
、
監
儲
を
受
け
て

そ
れ
ぞ
れ
の
区
内
限
り
の
行
政
事
務
を
執
行
し
た
の
で
あ
る
。

限
長
が
担
任
し
た
化
事
は
、
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

て
道
郎
総
梁
の
修
築
保
存
笥
土
木
に
関
す
る
乙
と
。

二
、
納
史
小
い
d

務
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
入
会
山
に
関
す
る
乙
と
。

問
、
M
n
へ五川川刊日の

n
mに
閲
す
る
乙
と
o

h
、
術
作
中
古
仰
に
関
す
る
乙
と
。

a

ハ
、
」
常
の
災
バ
1
1

に
対
処
す
る
こ
と
。

十
い
、

↓
可
刊
x
d寸

U
4
D
l
H一
ν
。

J
I
l
-
-
L
一

八
、
子
針
決
算
に
閲
す
る
こ
と
。

九
、
行
協
病
布
変
死
人
の
取
微
に
関
す
る
こ
と
。

|
、
其
の
他
Mn
内
の
取
締
に
関
す
る
こ
と
。

~ 399 -

今
其
の
記
録
の
一
一
部
を
は
山
必
し
て
見
る
と

川川市
三
卜
じ
作
二
八
ニ
ト
け
川
之
内
似
公
設
山
u
a
M
州

山
川

昨

仰

い

れ

八 II.六 三 匹! I L; 
育子孫悉 ilJli:(s:.ffi:

近

肱

川

氏

作

成

谷

忠

次

郎

近
川
勝
川
太
郎

近

川

勝

次

郎

近

朕

熊

次

郎

ぺ
j

和
川
余
太
郎

近

H

版

λ
礼的一



番

三

河

久

米

蔵

同
日
午
後
第
二
時
開
会

議
技
第
一

議
長
日
夕
本
日
突
然
本
即
位
会
ヲ
開
設
シ
タ
ル
ハ
本
日
午
前
第
三
時
不
宇

ニ
モ
河
野
内
尋
常
小
学
校
全
焼
ニ
至
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
新
築
ニ
至
ル
マ
テ

ノ
似
校
合
ヲ
選
定
シ
テ
泊
可
ノ
手
続
ヲ
為
ス
必
攻
ア
ル
ヲ
以
テ
当
件
ニ

就
テ
決
議
相
成
度
己
円
ヲ
述
ブ

議
員
満
場
一
致
仮
校
舎
ト
シ
テ
大
字
音
聞
も
川
音
士
口
居
住
家
尿
ヲ
仙
受

持
川
，
ヲ
受
ク

ル
ノ
手
続
ヲ
為
ス
コ
卜

ニ
決
ス

議
抜
第
二

議
長
臼
夕
、
牛
徒
用
ノ
机
、

腰
掛
焼
失
セ
ル
ヲ
以
テ
之
が
新
調
ヲ
為
ス

/

必
必
ア
リ

B
ツ
絵
一板
等
不
足
ノ
部
分
器
具
ハ
之
ヲ
新
調
ス
ル
コ
卜
ヲ
決

議
セ
ラ
レ
皮
キ
旨
ヲ
述
ブ

議
員
備
局
一
致
ヲ
以
テ
不
足
ノ
ー
部
分
新
調
ス
ル
コ
卜
ニ
決
ス

波
紋
第
三

波
長
日
夕
、
渋
テ
本
村
ヨ
リ
出
金
ノ
約
ヲ
ナ
セ
シ
義
民
作
兵
衛
功
徳
山
叫
住

凡
叫
火
叶
附
令
一ヲ
各
大
字
ノ
以
に
訓
宛
テ
、
則
之
内
井
内
両
灰
一
ハ
既
ニ
山
山
金

相
側
リ
タ
ル
ニ
依
リ
当
以
ヨ
リ
モ
金
二
川
ノ
出
金
ヲ
セ
ラ
レ
タ
キ
旨
ヲ

述
ブ
議
員
モ
該
寄
附
金
ハ
必
民
卜
認
ム

ル
ニ
依
リ
医
ノ
'
統
政
ヨ

リ
支
出
ス
ル

旨
満
場
一
致
ヲ
以
テ
決
議
セ
リ

議
長
ハ
之
ニ
テ
閉
会
ヲ
止
口
グ
時

ニ
午
後
第
七
時
十
引
決
議
ノ
顛
末
ヲ
心
録

シ
之
レ
ヲ
朗
読
シ
其
正
確
ナ
ル
ヲ
一
社
ス
ル
タ
メ
左
ニ
記
名
調
印
ス

明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
日

河
之
内
区
会
議
長

Y

不
自
コ

4

，，

二正
初

E
E
〆

議
員

j江 j江出f

1ft; 、 l雌 IjJ
肯E
次 i入安

Hil 1'1' 

三
内
村
大
字
井
内
一
民
会
議
事
録

明
治
三
十
七
年
九
月
ニ
イ
凶
日
午
後
二
時
刷
会

山

府

議

員

会

円

以

議
以
第
一
打
内
尋
常
小
学
校
ニ

u露
間
以
ぷ
A
A
学
林
設
置
ノ
件

て
議
長
ハ
木
按
ハ
'K
A
県
訓
令
第
二
十
一
号
ニ
リ
設
置
ス
ベ
キ
川
原
山
似

μ念
学
林
ハ
大
字
井
内
区
有
山
林
ノ
内
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
光
テ
州
外
一

F
入

等
総
テ
区
ノ
経
費
ヲ
以
テ
シ
此
際
同
地
所
ヲ
井
内
尋
常
小
学
校
三
戸
川
附

ヲ
ナ
ス
ノ
、
必
史
ア
リ
依
テ
審
議
ア
ラ
ン

コ
卜
ヲ
望
ム
U

日
ヲ
述
ブ

議
議
員
ハ
大
字
井
内
区
有
地
ノ
内
約
十
町
歩
ヲ
以
テ
該
校
ニ
沿
附
シ
県

訓
令
第
二
十
一
号
第
六
条
ノ
胞
業
系

ニ
依
リ
胞
行
ス
ベ
キ
経
，
M
代
用
ハ

一
切
灰
資
ヨ
リ
支
弁
ス
ベ
シ
卜
述
フ
一
巾
シ
テ
実
地
調
査
ノ
ト
一
決
定
ス
ベ

シ
ト
述
べ
満
場
異
議
ナ
ク
決
定
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2
川

治
明
三
l
七
年
九
月
二
十
六
日
河
之
内
区
会
議
中
録

川
之
内
尋
常
小
学
校
、
土
谷
口針
常
小
学
校
学
校
林
投
出
ノ
件

大
{
子
河
之
内
宇
桃
川
』
尾
山
林
全
部

大
字
河
之
内
字
仙
道
休
乙
八
円
問
洛
地
口
山
林
二
川
仁
川
反
七
以

一
歩

明
治
三
卜
七
年
九
月
二
十
五
日
医
会
議
事
録

則
之
内
尋
常
小
学
校
学
校
林

字
凶
山
乙
二
千
九
百
八
十
4
器
地
印
伯
仲
一
ノ
内

一
山
林
五
町
歩
所
有
名
大
字
川
之
内
、
則
之
内



戦
時
記
念
学
林
地
ト
シ
テ
木
年
ヨ

リ
知

4
限
側
代
制
ヲ
以
テ
貸
与
ス

ル
コ

ト
ヲ
議
決
ス
。

河
之
内
区
有
財
産
明
細
書
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五
年
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り

一線

村
の
政
治
に
は
、
村
田
疋
方
針
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

川
宇
太
郎
村
長
、

初
代
武
井
村
長
は
、
自
治
行
政
の
在
り
方
を
そ
の
村
是
と
し
、
υ
十
和

近
藤
鑑
両
村
長
時
代
に
は
、
東
西
盟
道
の
開
通
及

ひ
国
道
三
十
一
号
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、
村
の
交
通
、
産
業
の
振
興

を
得
た
れ
ど
も
、

に
寄
与
す
る
こ
と
を
村
是
と
し
た。

日
清

日
露
の
大
戦
に
は
戦
勝

元
来
、
山
間
の
貧
弱
村
で
あ
る
か
ら
、
年
々
増
大

す
る
教
育
費
の
如
き
は
、
腕
を
供
い
て
歎
息
す
る
外
は
な
か
っ
た
。

此
処
に
於
て
部
落
有
財
産
の
統
一

、
村
有
林
の
設
置
、
基
本
財
産
の



蓄
積
と
云
う
事
は
当
然
に

し
て
、

最
も
妥
当
な
る
村
是
と
言
わ
ね
ば

な
る
ま
い
。
当
時
の
村
長
渡
部
愛
蔵
及
び
そ
れ
を
受
け
継
い

だ
、
近

藤
金
四
郎
の
村
治
方
針
は
蓋
し、

以
上
の
将
外
に
山
山
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

忍
苦
五
十
年
そ
の
労
苦
笑
っ

て
い
ま
や
村
有
林
は
、
計
画
伐
採
の

機
に
際
会
し、

印
刷
々
町
村
合
併
の
議

が
起
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

歴
代
自
治
関
係
者
及
び
村
民
各
位
の
功
績
が
集
積
し
て

三
内

川
上

両
村
の
合
併
ま
で
に
発
展
し
た

の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
日
三
内
村
関
村
式
に
当
り
自
治
功
労
者
表

彰
式
を
挙
行
し
た
。

lヨ
治

功

'JJ 

表

同同同同 村 字i

長

故故

大 田 近iJJ[す.

jl: )依和
住部
- t. 川

lIi!i I %"字
H 卜 |引久太

ili自1¥郎 11¥主出[¥

町
村
合
側
へ
の
躍
進
は
慶
賀
す
べ
き
事
に
は
泣
い
な
い
が

一
面

に
は
旧
三
内
村
へ
の
名
残
と
云
う
も
の
も
あ
っ
て
、
誰
の
心
に
も
捨

て
難
い
愛
着
感
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三
内
村
最
後
の
閉
村
式
を

挙
げ
る
ま

で
に
至
っ

た
当
時
の
村
状
を
記
す
た
め
に
、

三
内
村
最
後
の
村
長
大
窪
階
市

在

職

四
年
の
経
過

て

前
村
長
問
弁

一
寸
郎
の
後
任
、
昭
和
二
六
年
四
月
就
任

て
三
内
中
学
校
増
築
三
内
中
学
校
は、

昭
和
二
四
年
一
二
月
、
田
仲
町
村

長
の
崎
、
て
校
三
三
が
万
円
に
て
村
の
中
央
安
国
寺
の
丘
に
堂
々
た
る
新

校
合
が
建
築
さ
れ
、
二
五
年
一
一
月
、
学
校
施
設
似
良
に
つ
き
す
人
郎
作
よ

り
表
彩
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
尚
、
強
品
川
不
充
分
に
つ
き
、
昭
和
二
六
年
、

三
内
中
学
校
図
書
室
、
洋
裁
室
、
体
育
川
市
兵
室
、内
宏
川、
物
置
を
、
同
4

一
O
月
起
了
、
附
和
二
七
年
三
月
完
成
す
る
。
建
坪
凶
一
坪
、
-
1
仰
は
六
五

h
、
0
0
0円
で
あ
る
。

昭
和
二
六
年
八
月
二
五
日
、
愛
媛
県
知
事
よ
り
仮
良
施
設
校
と
し
て
友
杉

せ
ヲ
り
る
。

て
八
小石
川
住
宅
建
築
、
昭
和
二
六
年
、
三
内
中
学
校
校
地
内
に
公
刊
行
宅
を

建
築
し
、
公
問
住
宅
情
盟
条
A
刊
に
よ
り
、
希
望
に
よ
っ
て
は
中
学
校
教
口

に
も
賃
貸
与
す
る
。

て

三
内
的
等
家
政
学
校
、
昭
和
二
七
年
三
月
二
八
日
、
三
内
高
冬
山
永
政
学

校
を
三
内
中
学
校
に
併
設
す
る
。
同
的
は
行

4
女
子
に
実
際
仕
ぃ
爪
に
必
咲

な
る
知
識
技
能
を
授
け
る
と
共
に
、
文
化
的
教
養
を
高
め
、
有
九
の
社
会

人
た
る
の
資
質
を
向
上
せ
し
む
る
に
あ
る
。
本
科
二
年
、研
究
科
六
ケ
川
、

総
総
科
'H山
、
と
な
っ
て
い
て
、
教
科
は
河
裁
、
和
裁
、
編
物
、
茶
、
却

道
、
教
必
科
と
し
て
国
語
、
休
燥
を
教
岡
山
し
、
所
梢
「
花
嫁
学
校
」
で
あ

る
。
昭
和
二
九
斗
凶
月
一
五
日
、
公
立
学
校
と
し
て
県
教
委
よ
り
正
式
認
吋
せ

ら
れ
た
。

て
国
道
十
一
号
線
改
修
踊
成
岡
県
会
設
立
、
昭
和
二
六
年
七
月
、
三
内
、

~ 402~ 



川
上
、
桜
樹
村
協
同
に
て
設
ー
す
る
。

一
、
三
内
中
学
校
給
水
施
設
、
昭
和
二
八
年
、

一ニ
内
中
学
校
は
丘
上
に
あ
り

別
水
不
便
に
つ
き
、
水
源
地
を
安
閑
奇
参
道
下
民
家
に
求
め
、
山
円
助
汲
上

ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
、
工
費
三
六
万
円
余
。

て

東

谷

小
学
校
運
動
場
改
修
及
砂
入
、
昭
和
二
八
年
、東
谷
小
学
校
校
庭
、

瓦
機
鷲
出
、
児
童
の
運
動
に
危
険
な
る
に
よ
り
、
大
改
修
を
加
え
砂
入
を

行
ソ
っ。

一
、
土
谷
小
学
校
校
舎
及
び
巡
動
場
修
給
、
台
風
十

h
qは
十
一谷
小
学
校
作
品

縫
室
の
原
似
を
吹
き
お
が
し
露
天
と
な
る
。
こ
れ
が
復
川
及
辺
助
湯
の
大

改
修
を
行
、
っ
。

て

山

谷

小
学
校
給
水
胞
設
及
運
動
場
改
修
、
幽
谷
小
学
校
は
、
引
戸
氷
、

使
用
に
判
明
え
ず
、
従
米
の
日
間
水
を
利
用
す
る
方
便
益
の
た
め
、
徹
底
的
に

改
修
胞
設
を
行
-っ。

一
、
三
内
中
学
校
実
河
地
設
置
、
中
学
校
職
業
教
育
上
、
州
国
園
、
必
引
に
つ
き

設
置
す
る
。

て

小
学
校
制
ん比
五
十
越
年
記
念
行
事
と
し
て
、
昭
和
二
九
年
末
、
永
斗
勤

続
教
只
の
友
杉
及
教
育
功
労
者
の
表
彰
を
行
な
う
。

一
、
小
中
学
校
理
科
教
育
仙
口
問
設
置
、
昭
和
二
九
年
度
末
、
三
内
村
各
小
学

校
に
迎
科
教
育
振
興
充
実
の
た
め
、
七
八
、
凶
万
円
の
予
針
更
正
を
な
し

京
都
島
津
製
作
所
よ
り
直
接
購
入
す
る
。
乙
れ
に
準
じ
て
三
内
中
学
校
に

も
班
科
備
品
を
講
入
し
た
。

て

十

六
ミ
リ
映
写
機
購
入
、
昭
和
二
九
年
度
社
会
教
育
の
重
要
性
に
銑
み

予
釘
三

O
万
円
に
て
十
六
ミ
リ
映
写
機
を
購
入
。
村
民
に
喜
ば
れ
た
。

一
、
直
川
診
療
所
設
置
、
村
民
の
保
俗
及
び
医
療
の
便
益
の
た
め
、
そ
の
迎

い
止
を
川
し
、
国
民
俗
山
保
険
迎
以
上
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、
本
村
川

保
に
問
符
珍
療
一
助
を
た
一の

A
mに
よ
り
完
胞
し
た
。

ー、

乙
の

A
型

規

準

総

経

山

山

、
h
三
O
、
門
(い

υ川

診

療

棟

五

凹

、
五
坪

医
師
住
宅
一

司八
、

O
坪

三
、

一
七
一一
、

O
O
C刊

七

O
四
、

O
(い
わ
川

二
七
三
、

一
六

U
川

八
六
、
(
い
わ
わ
川

一
九
、
」ハ
八

O
川

一
八
六
、
J

ハ
一
の
川

八
八
、

o
h
O
川

ィ、

建
物

七
二
、
h
昨

口
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

一
0
0
ミ
リ

ハ
、
医
療
器
械
器
具
内
、
外
科

一
般

そ

医

療

用

術

品

ホ
、
医

療

用

消

粍

品

へ
、
医

療

外

的

品

卜

、

胞

設

諸

沈

2

財

指

ィ、

国

庫

補

助

金

、
i

、
，
[
‘

1

1

:

ロ

t
H
E
相

以
A
d

ハ
、
起

似

そ

一
般
会

計

総

入
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設

置

完

了

昭

和
三

0
4
二
月
五
日

竣
工
後
、
医
削
二
、
若
設
姉
二
、
保
佐
知

一
の
規
般
に
よ
り
発
けん
し
た
u

一
、
昭
和
二
七
年
六
月
、
東
温
六
ケ
村
巡
病
A
m
H

建
築

て
昭
和
二
七
年
度
、
愛
媛
県
森
林
経
営
モ
デ
ル
村
の
指
定
を
受
く

て
災
害
復
旧
土
木
工
事

ィ、

昭
和
二
七
年
度
、
井
内
町
村
道
杭
町
線
復
山
工
事
を
な
す
。

口
、
昭
和
二
八
年
度
、引
内
向
林
道
新
設
、狩
場
馬
波
架
柿
工
事
を
な
す
の



ハ
、
昭
和
二
九
年
度
、
国
木
原
、
則
之
内
、
総
官
、
駄
場
池
災
害
復
川
工

事
を
な
す
。

そ

昭

和

二
九
年
度
、
惣
田
谷
橋
復
山

問

川

東

林

道

復

川

間

勤

hμ
消
防
ポ
ン
プ
三
台
附
入
(
附
属
口
川
付
)

同
消
防
出
動
迅
速
を
則
す
る
た
め
、
消
防
自
動
ト
引
を

購
入
す
る
。

て

三
内
村
忠
裳
壊
建
設

ィ
、
位

置
三
内
村
大
字
則
之
内
安
国
寺
境
内

口
、
祭
紀
者
明
治
以
後
の
三
内
村
戦
残
者
一
五
九
柱

ハ
、
建
設
経
過
昭
和
二
七
年
三
内
村
元
陸
海
軍
人
、
三
内
村
浩
族
会
よ

り
慰
笠
地
(
仮
称
)
建
設
の
芯
の
表
明
あ
り
、
翌
附
和
二
八
年
七
月
、

村
議
会
に
於
て
建
設
を
決
議
、
同
年
八
月
二
八
日
川
上
村
森
呑
建
と
工

い
山
中
契
約
を
行
い
、
間
三

O
日
名
工
、
同
年
一

二
月
一

九
日
竣
工
。

ー
、
総
工
費

一
三
三
ル
円

i『

1

4

1

れ

工

¥

」

¥
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1
Jけ
1

d
l

f中
小
守
吋
エ

」
ノ
」
ノ

I
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一

般

寄

附

三

七

万

円

森

土

建

中

台

附

三

0
.h円

2
、
培
の
高
さ
及
び
面
積
地
盤
よ
り
五
八
尺
、

て

五

坪

5
、
塔
の
内
容
空
洞
、
神
明
造
の
桐
を
安
置
し
戦
前
双
者
の
仲
牌
を
紀

フ
但
。

て

村
内
電
話
設
置

三
内
村
は
地
域
の
広
い
山
村
で
、
~
山
信
交
通
に
不
便
で
、
妹
に
急
忠
勾
の

以
A
円
は
ル
ぃ
命
に
か
か
わ
る
弔
も
あ
る
の
で
、
村
内
屯
話
の
架
設
を
思
い
た

ち
、
昭
和
二
八
白
。
六
月
一
三
日
、
邸
政
大
臣
の
認
，
り
を
受
け
有
線
電
気
通
一

信
設
備
(
電
磁
式
電
話
機
)
設
置
を
す
る
乙
と
に
し
た
。

ー、

線
路
豆
長
一
九
、
九
六
六
粁

2
、
屯
話
機
設
置
数

三
二
個

5
、
同
数
線
十
同
級
(
交
換
台
二

O
同
級
用
)

4
、
れ
工
昭
和
二
八
均
一
一
月
一
五
日
、
峻
工

一
二
月
末

n

山
歩
に
も
思
わ
な
か
っ
た
屯
話
が
通
じ
て
、
村
民
は
そ
の
便
利
な
ζ

ーとに
J
H

J
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一
、
三
内
村

川
上
村
合
併
協
議
会

ー、

昭
和
二
九
年
二
月
二
一
日
、
三
内
村
役
場
に
於
て
、
三
内
川

上
両
村
合
併
研
究
委
員
会
を
開
催
心

「
三
内
村
川
上
村
代
俳
似
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進
同
議
会
規
約
」
を
作
成
す
る
。

会
長
一
名
(
大
符
哨
市
)
委

員
四

一
名

2
、
昭
和
二
九
年
一

O
月
六
日
、
中
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校
統
合
、
三
内
川
J
山
小

学
校
を
一
中
学
に
統
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す
る
件
、
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び
合
併
に
つ
き
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村
内
々
什
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落
を
巡
回
し
村
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の
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併
に
対
す
る
声
を
き
く
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3
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和
三

O
年
二
月
一
四
日
三
内
川
上
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併
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員
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一

O
一
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と
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。
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O
年
二
月
一
七
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〈
日
併
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員
地
員
の
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催
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三
日
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九
日
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ニ
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場
会
議
室
に
て
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催
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と

改
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村
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へ
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久

吉
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明
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三
十
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年
一
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七
日
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治
三
十
八
年
一
月
七
日

明
治
三
十
五
年
一
月
六
日

明
治
三
十
八
年

一
月
六
日

明
治
三
十
五
年
一
月
六
日

明
治
三
十
八
年
一
月
六
日

明
治
三
十
五
年
一
月
七
日

明
治
三
十
八
年
一
月
七
日

明
治
四
十
一
年
一
月
六
日
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四
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四
年
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察

明
治
二
十
二
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四
月
三
十
日
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下
一
浮
穴
郡
河
之
内
村
字
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田
に
巡

査
駐
在
所
を
置
か
れ
、
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之
内
駐
在
所
」
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称
し
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川
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分
暑
の

所
轄
で
あ
っ
た
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れ
て

こ
れ
に
充
て
た
。
家
賃

一
ヶ
月
金
五
十
銭
也
で
あ
っ
た
。

翌
年

一
月
十
五
日
こ
れ
を
三
内
村
巡
査
駐
在
所
と
改
称
し
た
。
明

治
二
十
五
年
巡
査
駐
在
所
家
屋
を
新
築
し
た
。
所
在
地
は
河
之
内
音

田
宮
之
元
で
あ
る
。
そ
の
時
の
建
築
費
は
、
金
百
五
十
-
円
四
十
一

銭
九
厘
で
あ
っ
た
。
河
之
内
区
有
財
産
救
荒
予
備
費
よ
り
支
出
し
て

お
る
。
そ
の
建
物
が
ど
ん
な
設
計
で
あ
っ
た
か
記
録
が
な
い
。
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駐
在
所
が
河
之
内
に
あ
っ
た
の
で
は
、
村
役
場
と
の
距
離
も
述
過

ぎ
る
し
村
の
中
央
で
も
な
い
の
で
、
明
治
四
十
二
年
四
日
バ
に
大
字
則

之
内
永
野
に
移
転
し
た
。
こ
れ
で
便
利
に
な
っ
た
が
、
引
に
附
和
九

年
に
村
役
場
が
則
之
内
一
ヶ
谷
忠
雲
甲
二
、
八
O
O
番
地
に
辿
築
せ

ら
れ
る
に
及
ん
で
、
昭
和
九
年
六
月
同
所
甲
二
、
八

O
一
番
地
に
移

転
し
て
現
在
の
駐
在
所
と
な
っ
た
。

第
二
節

財

政

昭
和
二
五
年
の
村
財
政
は
(
表
l
)
の
如
く
で
あ
っ
て
、
歳
入
九

二
七
一
、
九
四
五
円
に
対
し、

歳
出
七
、
三
九
六
、
四
七
一
円
で
、

黒
字
と
な
っ
て

い
る
。
昭
和
二
四
年
も
歳
入
五
四
一
万
円
、
山
抽
出
凶



(表 1)

額 l 100~ぢ

J長
976，658 10.5 

固定資産税 1，925，595 20.8 
税その他 388，939 4.2 

国県支出金 1，133，619 12.2 
公企業及財 jif;収入 1，147，850 12.4 

入 平衡交付金 2，637，000 28.4 
|そ の他の収入 1，062，284 11.5 

司を、広ひ三 10096 

歳 会議費役場賀

笠察消防費 513 .786: 7.0 
土 木 主t 117，927 1.6 

社会及労{j]胞設tf 785，334 10.6 
{呆長t待j生'f:'J. 28.613 0.4 
産業経済政 310，209 4.2 
教 育 ~'1 3.294，542 44.5 
そ の 他の 支 出 245，412 3.3 

J寸の財政(昭和25年度)
四
六
万
円
で
黒
字
で
あ

っ
た
。
歳
入
で
は
村
税
が
三
五

・
五
Mm
を
占

め
て
断
然
多
く
、

つ
い
で
平
衡
交
付
金
の
二
八

・
四
銘
と
な
っ

て
い

る
。
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入
の
主
な
も
の

は
、
村
有
林
収
入
で
あ

る
が
、
歳
入
の

一
O
%
程
度
に
達
し
て
お
り
、
村
財
政
に
寄
与
す
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
村
税
を
平
均

二
戸
当
に
す
る
と
四
、
O
三
八

円
と
な
り
、
村
民
の
税
貞
担
は
必
ず

し
も

重

い
と

は
云
え
な
い
。

(
農
林
省
調
査
今
国
農
家
平
均
は
八
、
九
三
九
円
で
あ
る
)
歳
出
で

は
教
育
費
の
四
四

・
五

%
が
第
一

位
、
次
い
で
会
議
費
及
役
場
資
の

二
八

・
四
Mm
で
あ
る
。
教
育
費
は
当
時
村
の
中
学
校
や
小
学
校
の
辿

設
等
に
多
く
支
出
せ
ら
れ
た
の
で
、
会
議
費
役
場
資
等
も
、
時
代
の

し
か
ら
し
む
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
産
業
振
興
費
、

或
は
福
利
厚
生
方
面
に
は
も

っ
と
投
資
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
将

来
は
も
っ

と
国
庫
及
び
県
費
の
補
助
が
欲
し
い
し
文
、
林
業
の
収
入

を
大
い
に
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一、

般

的

事

項

町
村
財
政
も
、
国
の
政
治
経
済
に
よ
り
、
大
き
く
左
右
さ
れ

そ

れ
と
密
接
不
離
の
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
木
村
の
過
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去
の
予
算
に
つ
い
て
見
て
も
、
そ
の
こ
と
が
大
ま
く
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
満
洲
事
変
の
前

昭
和
五
年
度
か
ら
、昭
和
二
O
年
ま
で

の
間

満
州
事
変
、
支
那
事
変
、
引
続
き
太
平
洋
戦
争
と、

所
謂
戦
時
下
に

於
け
る
予
算
を
、
比
較
し
て
見
る
と

か
り
に
昭
和
五
年
を
一

と
す

ヲ
心
〉
」、

昭
和
二
O
年
に
は
四

・
五
倍
の
膨
張
率
を
示
し
て
い

る
の
に

対
し
て
、
固
と
地
方
財
政
の
規
模
を
比
較
し
た
、

金
園
町
村
議
長
会

の
資
料
に
よ
る
と
、
(表

2
)
の
如
く
国
の
財
政
は
、
実
に

四
八

・
九

倍
と
な
り
、
地
方
自
治
団
体
(
都
道
府
県
市
町
村
)

は、

三

・

7
い

と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
時
代
の
進
運
に
伴
な
い
、
変
選
し

特
に
戦
時
下
に
於
け
る
地
方
財
政
が
如
何
に
国
家
の
財
政
の
圧
辿
を



(友 2)

付三 国 3君{ 地方団体 |

民: 金 初|指 {It 街iI J旨数
II?!， 
5 1.557 1.752 

10 2.206 2.377 1.3 

15 10.982 7.1 3.123 1.7 

20 76.116 48.9 5.362 3.1 

25 661.406 424.8
1 

5.49.663 313.7 

国の財政と地方のJTh改逐
次
改
め
ら
れ

単位1001日

受
け
て
い
た
か
と
云
う
こ

と
が
競
い
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。と

こ
ろ
が

昭
和
二
十

一
年
終
戦
の
翌
年
を
界
と

し
て
、
貨
幣
仙
値
の
大
変

動
に
よ
る
急
速
な
膨
張
を

示
し
た
。

こ
れ
は
一
面
制

度
の
改
革
に
も
よ
る
の
で

今
ま
で
の
中
央
集
権
制
が

昭
和
二
十
二
年
ま
で
の
町
村
制
に
代
る
、
地
方
自

そ
の
組
織
及
運
営

治
法
の
制
定
に
よ
り
、
自
治
の
本
旨
に
則
っ
て
、

の
大
綱
が
定
め
ら
れ
、
自
治
行
政
の
悩
囲
は
更
に
広
汎
と
な
っ
た
。

引
続
い
て
昭
和
二
十
四
年
に
米
国
か
ら

ν
ャ
l
プ
税
制
調
査
団
一
行

が
来
朝
し
て
、
そ
の
勧
告
に
基
き
、
翌
二
十
五
年
度
に
、
地
方
税
制

度
の
大
改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
固
と
地
方
と
の
事
務

の
財
政
規
模
も
(
表
3
)

の
再
配
分
等
に
よ
り
、
其
の
財
似
の
大
幅
な
地
方
移
譲
に
よ
っ
て
村

の
如
く
増
加
し
た
。

村
財
政
の
大
部
分
を
占
め
る
、
税
金
面
に
於
て
も

そ
の
時
代
時

r」
つ
日

代
で
大
き
く
移
り
変
り
は
あ
る
が
、
大
維
束
に
云
っ
て
昭
和
二

一九
作

以
前
と
、
そ
の
以
後
と
で
は
、
収
本
的
に
変
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。
昭
和
二
四
年
ま
で
は
、
各
種
附
加
税
の
種
類
も
多
く
、
又
村
以
税

に
つ
い
て
も
、戸
数
割
等
の
方
法
に
よ
り
、賦
課
徴
収
さ
れ
て
い
た
。

園
、
県
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
非
川
口
巾
に
数
が
多
く
、
北
(
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
制
限
を
受
け
、

一助
詞
紐
付
補
助
が
相
当
あ
っ
た
の
で
あ

る

1J' 

昭
和
二
五
年
に

地
方
財
政
交
付
金
法
の
制
定
に
よ

っ
て

こ
れ
ら
補
助
金
の
大
部
分
は
吸
収
統
合
さ
れ
て
、
地
方
財
政
不
例
ぃ
父

-419-

付
金
と
し
て
、
地
方
団
体
に
自
由
な
財
源
と
し
て
、
交
付
さ
れ
る
と

と
に
な
っ
た
。

此
の
制
度
は
国
庫
よ
り
地
方
団
体
に
交
付
さ
れ
る
金
で
あ
っ
て
、

各
地
方
団
体
毎
に

そ
の
経
済
力
に
差
が
あ
り
財
政
の
デ
コ
ボ
コ
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
調
整
し
標
準
に
達
す
る
行
政
が
行
え
る
よ
う
に

財
政
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
以
前
に
は

地
方
配
布
税
配
布
金
が
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
地
方
地
方
の
実
仙
に

適
さ
な
い
面
が
あ
っ
た
の
で
、
此
の
制
皮
に
改
め
ら
れ
、
其
の
後
一

部
改
正
が
加
え
ら
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

地
方
団
体
と

し
て

村
税
と
共
に
其
の
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
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』

広ム明
治
三
三
三
四
三
五
一ニ
ムハ
三
七
一ニ
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八
三
九
四
O
凶
一
四
二

大

正

元一b

旧
川
右
引

i
よ一O

二
O

三
O

度 村

Jは

政
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(表
5
)

Eコ
E主Z

教

育

資

円
一

一、

一六九
一

一
、
八四
五一

ニ
、一

四六
一

二
、
一回一

一

一
、
八つ回
一

二
、
ニ()
五
一

ニ
、
二四九
一

ニ
、
七八六
一

二
、
九
(〕ニ一

=一
、
三
国
一

一ニ
、
六六九
一

目
、
二七

衛

生

一回 一一 I t~ 
2:9 ..;::三 "'，， -tエ巨ヨプく;>'， 三三= ぺれ ! 
一五三回六八:丘四石~.=: e5JIJI __  

一
、
=一三
口

二
、O
E
E

二三
九
一
八
一ニ

百
二
六
一六(〕

六回
、
七
(〕一

一一

、
四八
(〕

税
金
に
つ

い
て
も
、
附
加
税
的
な
も
の
は
廃
止
さ
れ
て
、
村
民
税

Ji 

総

経

質

一
明守一

一E
、
じ四八一

一六
、0
0
ニ一

九
、
凶八九
一

六
、
=一=一二

五
、
じ車九
一

八
、
六八五
一

一五
、
四七
E
一

八
、
=二二一

九、

=一
六
==

七
、
七
()
O
一

三一一
、
四
七九一

役

場

賢

一同
日

一
、O
九
二

一
、
四
O
O
一

一
、
四
C
E
一

一
、
=一一石一

一
、
ニ一(五一

一
、
ニ四五
一

一
、
一九八
一

一、
君主〔)一

一
、
軍四
O
一

一
、
五
八
二

一
、
八
九
=
=

=一
、
二三
七

五
、
八
一八

一(
、
ニ
九
五

六
、
一九九

八
、
六
九
六

二六
、
ニ一一

一
、
八七
()
、
五八
一

四
、C
六
九
、
四
E
一

は
一
定
の
基
準
の
上
に
立
っ
て
、
所
得
割
、
均
等
割
を
諜
し
、
地
羽

一回
、
ニ七一

ニ()
、
O
百七

四九
、E
ニ一

回。
、九
一八

四一

、
三(〕一一

岡山
、
六八八

一()九
、
四(〕四

四
、
七八五
、
八
一
五

回
、
一C
C
、
0
0
0

附
加
税
に
代
る
、
固
定
資
産
税
の
創
設
等
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
立

臨

時

賢

一
円

そ
九
八
七

東

谷

、

凶

谷

、

堅

道

改

修

ニ
、
ニ六八
一
皇

道

改

修

五
、
E
C
C
一。一

O

一

回
、
E
ニ一

一

一
、
ニ=一
四
二

ニ

内

東

谷

校

建

築

七
三〔)
一

=一
、
六
(〕=一
↑

一
、
一一八
一回一
教
育
賀
に
は
教
員
給
を
合
む

一

(
山
役
場
購
入
三

O
O円

大
正
凶
作
稲
判
官
虫
大
発
生
、
村

六
、E
七旦

〈
予
算
よ
り
其
の
駆
除
費
六
四
円
、追
加
計
上
既
定
予
算
四
円

一

(臨
時
費
増

八
、
口七六
一
道

路

、

橋

梁

、

等

土
木
貸
付
(
の
他

。
ト
医
師
、
産
婆
手
当
、
学
校
駆
虫
薬
代
宅

m

o
、
口
六八
一

八
、
一O
ニ
一

一
、
O
山
=一
一。一
教
青
山
以
に
は
教
員
給
を
合
ま
ず

O
一
地

方

税

制

度

大

改

正

。
一
コ
丙
村
最
終
年
度

区ヨ

= 

嫡

を
見
る
よ
う
に
な

っ
た
。

今
こ
こ
に
村
財
政
の
今
昔
を
表
示
す
る
と、

~ 
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あ
る
。
此
の
資
料
は
村
会
議
決
録
よ
り
と
っ
た
当
初
予
算
で
あ
る
。

(表
3
)
の
通
り
で



二

、

村

財

政

の

特

色

前
記
の
通
り
、
自
治
法
制
定
の
主
旨
に
副
い
、

一
応
財
政
面
に
於

て
も
、
新
制
度
運
営
の
誌
慌
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
加
速
度

的
な
制
度
改
圧
に
よ
る
、
事
業
、
事
務
量
の
地
大
に
よ
る
行
政
経
質

の
膨
張
に
よ
り
、
就
中
臨
時
的
経
貨
の
増
間
着
る
し
く
、
其
の
大
部

分
の
財
似
と
し
て
、
本
村
公
有
林
立
木
処
分
に
よ
る
収
益
金
に
よ

っ

て
附
っ
て
居
た
事
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

有
財
産
の
無
条
件
統
一
に

今
其
の
収
入
の
情
況
を

わl公有林収入金

m
m
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叫
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m
m
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則

門
口

η
4

4
l
β
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7
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7
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勺
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民

J
》
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Aれ
『

一

A
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A
U守

4
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に
J

円

γ
ハ
/
』

一

A
吋

η
ζ

一
A
U守

zJV
一
弘
寸

一

'
I

年
度
別
に
見
る
と
次
の
通

り
で
あ
る
。
本
村
公
有
林

26 

27 

28 

29 

は
、
明
治
四
十
四
年
部
落

よ
り
約
七
五

O
川
歩
の
山
林
に
仙
林
を
な
し
、
第
一
期
施
業
実
を
作

り
、
似
誕
M
P
と
の
分
収
契
約
に
よ
り
、
保
護
育
成
に

つ
と
め
、
更
に

第
二
期
施
業
系
を
編
成
、
村
将
米
の
基
本
財
沌
造
成
に
、
昨
同
た
る

基
礎
を
築
い
た
。
附
来
、
村
民
は
孜
々
営
々
と
し
て
造
林
拠
育
に
尽

く
し
、
戦
時
中
は
軍
用
材
と
し
て
搬
出
し
、

多
少
乱
伐
を
し
た
る
き

ら
い
は
あ
れ
と
、
戦
後
は
木
材
価
格
の
高
騰
に

よ
っ
て
、
前
(
表

4
)

の
如
く
収
入
を
得
て
、
村
の
建
設
事
業
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
等

え
の
繰
入
に
よ
る
被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減
、
村
民
の
間
祉
事
業

教
育
施
設
の
充
実
等
、
更
に
は
又
分
収
金
の
交
付
に
よ
る
、
保
護
区

民
の
経
済
的
な
う
る
お
い
等
、
村
全
体
の
財
政
経
済
に
及
ぼ
す
恩
忠

を
思
う
時
、
今
更
な
が
ら
先
人
の
偉
業
に
感
激
す
る
。

第
四
章

経

済

(産
業
)

一
村
の
経
済
は
、
時
代
の
進
歩
に
伴
っ
て
そ
の
条
件
が
ち
が
っ
て

来
る
の
で
、
大
き
く
変
化
す
る
。
三
内
村
の
如
、
を
は
、
片
か
ら
の
農

~ 42 1 ~ 

業
村
で
あ
る
か
ら
、
他
の
職
業
は
殆
ん
と
な
い
。
殊
に
明
治
以
前
は

一
般
に
許
可
制
で
あ
っ
た
か
ら
、
縦
新
後
の
よ
う
に
他
の
職
業
に
従

事
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
明
治
以
前
の
例
造
業
は
河
之
内

ゃ

ん

ゆ

F
そ

の
近
藤
、
即
ち
柳
川
丁
の
州
民
だ
け
で
あ
っ
た
。
松
尾
坂
で
背
瓦
を
焼

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
近
藤
家
の
ホ
芯
駄
に
そ
の
蹴
普
及
ひ

引リ
川
可
蓄
が
あ
る
。
こ
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
村
の
全
部
が州民
家

で
あ
っ
た
と
云
っ
て
も
良
い
。
そ
し
て
そ
の
出
家
の
経
営
経
済
は

ど
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
は
、
第
一
章
沿
却
の
処
に
記
し
て
あ
る
通

り
、
年
々
の
貢
租
に
哨
ぎ
哨
ぎ
漸
ゃ
く
其
日
を
送
っ
て
居
た
に
す
ぎ

F
2
A

、4
、ノ

-F
-
o

ナ
'
了
刀
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明
治
に
な
っ
て
後
は
、
職
業
選
択
の
自
由
も
あ
る
し
、
各
人
そ
れ

ぞ
れ
の
活
路
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
社
会
の
様
相
は
大
き
く

変
っ
て
来
た
。
そ
の
環
境
変
化
の
著
し
い
も
の
に
明
治
三
十
四
、

年
に
あ
っ
た
、
三
内
東
谷
、
西
谷
の
里
道
の
開
通

ま
た
土
谷
を
通

る
国
道
三
十
一
号
線
の
開
通
が
あ
る
。
土
谷
が
昔
の
中
山
街
道
の
宿

場
の
一
つ

で
あ

っ
て
、
金
毘
縦
詣
や
、
石
鎚
山
詣
り
の
宿
屋
、
茶
屋

等
が
あ
っ
て
繁
華
で
あ
っ
た
も
の

が
、
い
ま
は
昔
の
夢
と
な
り
、

た
河
之
内
問
屋
の
商
家
が
な
く
な
っ
て

そ
の
代
り
音
田
が
繁
昌
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
新
道
が
通
じ
る
事
は
、
農
家
経
営

大iE11年三内村職業別戸数(表1)

医名 |蹴|工業|附 lL 121号|
問 j翠 49 50 
狩 j~~ 38 39 
円 在日 50 4 55 

~í 回 35 5 21 12 73 

二t 谷 53 8 23 6 90 

相之谷 13 13 

徳吉 42 42 

日lj之内 49 2 5 2 58 

永野 31 2 33 

ーケ谷 18 6 4 28 

m~ 50. 30 31 

和田丸 44 44 
惣田谷 57 57 

井内上 30 31 
判内 ~Iユ 24 25 
;)1内下 25 27 

;11内西 20 21 

合計 608 17 63 29 717 
五

1950年以来センサスによる(表2) 

山家総数 l
% 

100.0 

!長
専:ヨlt専: 業 332 51.0 

業業 第一種兼業 209 32.0 
月1] 第二種兼業 111 17.0 

問
自作法 369 56.7 

「下 向1'1'-ヨft小作 208 32.1 

小f'1'.~ftgl1'1'- 40 6.3 
家
月1]
小竹:jil 31 4.9 
その他 4 

経 I3 反未満 134戸 20.7 
，~ι~. 3 ~ 5 反 129 19.9 

認ト 5 ~ 11IJ 303 46.6 
地 1 ~ 1.5 11IJ 83 12.8 
而
1.5 ~ 2 IIIJ 3 
fJ'i 
広狭 2 ~ 3 IIIJ 
3 ~ 5 IIIJ 

i引iI例外規定出家

~ 422 ~ 

ま

に
も
大
き
な
影
響
を
前
ら
す
。
大
正
十
一
年
の
三
内
村
の
職
業
別
、

戸
数
を
見
る
と
(
表

l
)
参
照
。

純
度
家
は
六

O
八
戸
で
、
全
戸
数
七

一
七
戸
の
八
五

Mm
で
あ
る
。

工
業
の
十
七
戸
は
二

・
四
Mm
に
当
り
、
公
務
自
由
業
の
二
九
戸
は

四

必
で
、
神
宮
、僧
侶
、教
員
其
他
で
あ
る
が
、
商
業
の
六
三
戸
は
八

・

「商
家
は
二
五
軒
の
得
意
が
あ

っ
た

ら
立
行
く
」
と
云
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
ど
う
に
か
や
っ
て
行

八
Mm
で
殆
ん
ど
一

割
に
近
い
。

け
た
の
だ
ろ
う
。

ら
け

以
上
の

よ
う
な
理
だ
か
ら
、
本
村
経
済
の
主
軌
を
な
す
も
の
は
炭

自家
で
あ
る
。
現
在
農
家
の
自
作
小
作
別
、
即
ち
経
営
規
模
別
、
及
郎



落
の
分
布
別
を
見
る
と

(表
2
)
の
如
く
で
あ
る
。

農
地
改
亦
後
の
農
家
経
営
状
態
は
、
終
戦
前
と
は
全
く
総
子
が
興

っ
て
来
て
、
什
の
よ

5
に
貧
富
の
差
が
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
始
ん
と
が

'H作
躍
で
あ
る
。
制
作
権
が
主
と
な

っ
た
今
日

純
然
た
る
自
小
作
別
を
抽
出
す
る
必
要
も
な
い
か
ら
、
経
営
規
模
に

重
点
を
置
く
べ
さ
で
あ
る
。

金
融
而
か
ら
経
済
状
態
を
考
え
て
見
る
と
、
本
村
の
最
も
多
く
利

用
し
て
い
る
、
金
融
機
関
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の
昭
和
三
十
年
の

調
べ
に
よ
る
と
、
川
金
総
制
は
六
九
一
一
万
六
三
七
三
円
で
、
貸
付

総
傾
は
一
五
四
八
万
九
五
三
二
円
で
あ
る
。
村
民
二
戸
当
り
約
八
万

六

O
O
O円
の
貯
金
を
し
て
お
り
、
約
一
万
九

0
0
0円
余
の
借
金

を
し
て
お
る
こ
と
に
な
る
。

第

一
節

農

業

ヰτI

の

明
治
時
代
の
農
業
は
、
球
政
時
代
の
山
田
業
と
余
り
変
る
事
が
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
村
に
は
入
会
い
山
と

し
て
共
同
の
採
草
地
が
あ
っ

た
の
で
よ
く
苅
草
を
し
た
。
こ
れ
を
苅
干
と
云
っ
て
、
唯
-
の
肥
料

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
の
末
期
に
な
っ
て
、
部
落
有
林
へ
の
統
一

移
譲
も
あ
っ
た
り
し
て
、
断
次
入
会
い
山
は
止
ま
っ
て
行
っ
た
。

明
治
四
十
一
年
頃
に
は
祖
泉
郡
余
土
村
に
範
を
と
っ
て
、
正
条
柚

葬

委主我
4司~IØl

高オし
河之内土谷IJ巴JY.iメJJ山の入山鍛A'l

を
賦
励
し
て
除

草
中
川
引
に
も
、

「
回
す
り
」
や

「
こ
ろ
が
し
」

を
用
い
る
よ
-
コ

に
な
っ
た
。

大
正
時
代
に

あ
が

大
戦
の
影
響
で
米
の
値
が
騰
り
俄
か
に
好
景
気
に
な
っ
た
。
投
(
の
頃

な
っ
て
、
欧
洲

米
国
へ
生
糸
の
輸
出
が
成
叫
ん
に
な

っ
て
、
各
部
落
と
も
進
歩
的
な
連

中
は
、
養
蚕
に
熱
を
あ
げ
た
が
、

こ
れ
も
昭
和
五
年
の
浜
口
内
閣
金

解
禁
の
不
景
気
は
殆
ん
ど
世
界
的

恐
怖
と
な
っ
て
。
生
産
過
剰
の
面

は
誌
蚕
に
も
響
い
て
、
遂
に
昭
和

八
年
位
で
養
蚕
は
凋
落
の
一
途
を

た
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(表
2
の
l
)
に
一不
す
如
く
、
11日

謎蚕の州移(表2の1)

年度 |戸数|桑悶即l'Ji収樹高 I!Jlli 絡
町| 円

大14 801 160ー 1，521 14，650 

H沼5 157! 337.8-

10 721 140.一 1，890 4，338 

40 80.一 7，923 

20 12 35 373 

~ 423 ~ 



和
五
年
ご
ろ
は
殆
ん
ど
全
村
戸
数
の
四
分
の
一
の
農
家
が
養
蚕
を
や

っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
よ

5
な
事
業
は
不
景
気
が
来
た
か
ら
直

ち
に
止
め
る
と
云
う
わ
け
に
も
な
ら
ず
、
年
々
苦
境
に
陥
っ
た
の
で

あ
る
。こ
の
恐
慌
不
安
を
除
く
た
め
に
、
政
府
も
種
々
救
山
一同
策
を
施
し
た

し
ぎ
み

が
、
効
果
な
く
農
家
は
こ
れ
に
代
る
三
組
、
果
樹
、
煙
草
、
橋
の
栽

併
に
乗
り
出
す
よ

5
に
な
っ
た
。

た
ま
た
ま
欧
州
大
戦
争
の
勃
発
と
な
り
、
農
村
に
も
好
景
気
来
と

な
り
、
続
い
て
第
二
次
大
戦
が
起
っ
て
、
統
制
経
済
へ
の
移
行
が
余

儀
な
く
せ
ら
れ
た
。
昭
和
十
五
年
に
は
供
出
制
度
が
施
行
せ
ら
れ
て

「農
村
と
し
て
の
使
命
」
の
も
と
に
、

食
糧
増
産
に
励
ん
だ
。
米
麦

の
生
産
高
は
上
表

(3
)
の
巡
り
で
あ
る
。

(表3)

i作付反日lJI収穫高|反当収E
大 d~ 14 "f. 

米[3，必| 8，d | 22F
麦| 1，，4位叫2
H召荊15 年

米[3，961[ 8，003[ 2.152 
麦 | 1，判 3，415[ 142:

米 [ 3日目，919柄|1710m4 | 1 到
麦 | 1，6101 2，叫 1
昭和 15 年

米[3， 628[ 9 ， 172[ 2 
麦|2，502|ι叫 1
昭和 20 年

米 1 3，5ω1 7，7251 2.201 

麦 1 2，1561 3，042[ 1.418 

終
戦
後
も
食
糧
増
産
に
励
ん
だ
。

戦
時
中
農
家
は
強
制
供
出
で
、

先
づ
割
当
ら
れ
た
供
出
を
優
先
的
に
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は

二
十
年
食
粧
調
整
委
員
会
を
作
り
、

保
有
米
を
先
に
し
て
、

供
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

此
の
間
、

昭
和
二
十
三
年
に
到
っ
て
、
公 1'11 

選
に
よ
る
民
業
調
経
委
員
会
を
梢
成
し
て
自
主
的
に
、
農
業
計
四
を

立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
又
昭
和
二
十
年
に
は
、
農
地
委
員
会
を
梢

成
し
て
、
従
来
の
小
作
制
度
を
改
革
し
、
物
納
は
金
納
に
改
め
ら
れ

地
主
は
六
反
を
限
度
と
し
て
貸
地
を
持

つ
こ
と
を
リ
す
訂
さ
れ
て

(表4)

、l 
ノ

入

EEト ¥」 回 | 畑 | 計

不在地主の!AA 7A~I~ 1 ~n ïA~q l 
小作地 144.3418112.74161 57.0904 

在村地主の|口 -1 -1 /7111")1 199.23271 11.6322180.8719 小 作 j也 |〆 1 II.u..>LLI 

法人団体協 3111.130818.9419120.0727 

の所有す |一一一l一一一一|ー一一一一|一一一一

X~ 山
U，Tl'
 

そ
の

f'f' Iる小作地IJtの他I2.98211 1.40271 4.3918 

一

訓

一
一

一
川

~ 424 ~ 



余
は
当
時
の
小
作
人
に
解
放
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
買
収
農
地
で
県

昭
和
二
十
五
年
七
月

農
地
委
員
会
で

円
以
終
決
定
に
な
っ
た
も
の
、

ま
で
、
十
六
同
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
総
市
職
、

|到

一
二
九

町
三
反
九
畝
二
七
歩
、
畑
三
五
町
二
畝
で
あ
る
。
回
は
賃
貸
価
格
の

四
O
倍
、
畑
は
四
八
仙
の
価
格
で
買
収
さ
れ
た
。
其
の
他
山
林
の
内

で
適
当
な
利
地
が
、
者
明
者
の
申
請
に
よ
っ
て
は
開
拓
し
料
作
せ

ら
れ
た
。

主
要
食
組
放
維
穀
類
の
生
産
高
を
表
示
す
る
。
表

(5
)

(表5)

!作物名 |峨而積 |実収市 I~tlE主

主 | 米 | 日 701:<1 山 正11

型|小麦 233 I 

食

粗

催

物いI}鈴薯

斜雑rIあづき | ω 

|大豆 i 1?%6 l
そらまめ 13 1

殺 I - 1 -1 

:("J 2 

232 

0.9 8 ? 2乙大

1.2 1.621 1.351 品之二主n
300m 

0.9石

1.4 

1.6 

250 

66.9001立

57石

21 

25.002 

274 

224 

101 

百円¥=1・

雑
税
類
は
河
之
内
の
一
郎
、
問
屋
、

-

j

、

E

J
H
 

-

1

 

文
は
立
日
田

4

-

、、、」什じy

」
」
ウ
イ
ろ
一『

の
州
の
多
い
所
に
多
く
e

注
す
る
。

第
二
節

農
家
戸
数
と
経
営
規
模

昭
和
二
十
五
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
れ
ば
、
村
の
農
家
戸
数
は

六
五
二
一戸
で、

そ
の
出
帯
員
数
は
三
七
九

O
名
で
あ
る
。
農
家
一

戸

あ
た
り
の
人
口
は
五

・
八
名
で
あ
る
が
こ
れ
は
全
国
平
均
及
び
愛

阪
県
平
均
よ
り
も
や
L

小
で
あ
る
。
農
業
経
営
面
積
広
狭
別
、
自
小

作
別
戸
数
は
(
第
6
表
)
に
示
す
通
り
、
経
営
面
積
で
は
五
反

i
一
町

歩
の
階
層
が
最
も
多
く
て
二
九
九
戸
、
全
農
家
の
四
六

Mm
に
達
し
て

~ 425 ~ 

お
り
、
し
か
も
他
の
階
層
と
の
差
が
著
る
し
く
大
き
い
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
五
反

l
一
町
歩
以
上
の
階
層
に
な
る
と
経
営
の
仕
方
に
よ

つ
て
は
、
経
済
的
安
定
性
が
か
な
り
期
待
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
階
層
に
属
す
る
農
家
は

四
三
七
戸
で
全
農
家
数
の
六
七

Mm

に
相
当
す
る
。

(表
7
)
こ
の
う
ち
自
作
農
は
六
一
%
、
二
六
八
一
戸

で
あ
っ
て
全
農
家
戸
数
の

四
一
労
に
当
る
。
自
作
曲
一
周
兼
小
作
農
を
も

合
め
る
と、

こ
の
階
層
、
全
農
家
の
九
五
%
と
な
り
、
全
農
家
数
の

ハ
四

Mm
に
達
す
る
。
換
言
す
れ
ば
村
の
農
家
の

お
よ
そ
七
割
は
五
反

歩
以
上
の
料
地
を
経
営
し
て
い
て
、

そ
の
六
割
が
自
作
で
、
三
、
rm 

制
が
白
兼
小
作
と
云
う
車
場
で
あ
る
。
山
村
農
村
の
零
細
性
と
云
う
も
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経営耕地jよ1j()JIJU小作)JIJJ~家戸数 (表 6 )

0.3 

16.9 

1反未満

1 ~ 3反

15.81 

"15.81 

5 反歩 以 上経'~;\' 出家戸数 (7表)

制
戸数

6216.85|
1 1481 21 

比率 33.9， 4.81 

全民家ihM 4111 271 52 

5 

18 

の
は

こ
の
村
で
は
刷
若
で
は
な
い
が
、
今
一
農
家
の
三
三

Mm
に
及
ぶ
五

z 
】

102 

反
以
下
の
農
家
、
及
び
五

Mm
の
小
作
農
家
の
経
営
、
或
は
生
活
に
限

179 

3~5 反

5 ~10反

を
ふ
さ
い
で
も
よ
い
と
は
い
え
な
い
。
昭
和
二
五
年
現
在
、
農
地
改

革
で
、
小
作
地
が
自
作
地
と
な
っ
た
商
積
は

一
八
二
町
歩
で
あ
る

か
ら
、
改
革
前
に
は
い
か
に
た
く
さ
ん
の
小
作
農
家
が
居
た
か
と
云

う
こ
と
が
わ
か
る
。

(表
6
)

専
業
兼
業
別
、
経
営
而
積
広
狭
別
、
農
家
戸
数
は
、
(
表
8
)
の
通

専業民家 |第T種兼業|第2W兼業 j 合計
経営規段 1

~. I 了 l 丁一一卜--1一一一
戸数| 労 |戸数I96 I戸数I96 I戸数|% 

3 反未満 29 ~ 8.7 201 9.61 63 日.81112' 7.21 
必 26 18 凶 100

3 ~ 5 反 1 50! 15.11 351 16.71 18 16.21 1031 15.8 
96 "1934  1 7 100 

1751 52.7! 961 45.9 281 25.71 2州 "15.9

32 1 9 100 

21  .81 1231 18.9 

~96 _1 57 41 2 100 

8247l u | O O o!151 22 

5347  0 100 

お2; 100 2091 1001 111 i 1001 6521 100 
認 1 1 17.0 

専業兼業別耕地広狭別j辺家戸数(表8)

5 ~1 01又

タ~ 59 

1O~1 5}5Z ~ 701 21.1 511 24.4 

15~20反
η/  
70 

~426 ~ 

100 50.9 

り
で
あ
る
。
こ
の
村
で
は
専
業
農
家
の
割
合
が
高
く
五
一

Mm、
第

1入
門

感
兼
業
が
こ
れ
に
つ
い
で
三
二

Mm
、
第
二
種
兼
業
は
保
か
に
一

七
労

で
あ
る
。
専
業
農
家
と
兼
業
農
家
は
略
相
半
ば
し
て
い
る
。
註
(
第

一
種
兼
業
と
は
農
業
の
外
に
一
種
の
職
業
を
兼
ね
て
お
る
も
の
、
第

二
極
兼
業
と
は
農
業
の
外
に
、
二
種
の
職
業
、
例
え
ば
商
業
と
林
業

を
も
兼
ね
て
い
る
よ
う
な
者
を
云
う
)
兼
業
農
家
の
兼
業
々
種
は



産
業
と
し
て
は
林
業
、
製
民
、
市
業
が
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
を
占

過
烈
と
云
う
よ
り
も
、

め
る
者
は
白
川
引
働
で
あ
る
。
こ
の
村
の
良
'家
の
兼
業
は
自
家
労
刀
の

や
は
り
現
金
収
入
を
計
る
と
い
う
目
的
で
あ

る

j15 

fd〕

民
業
生
陀
状
況

村
の
主
要
出
作
物
作
付
状
況
と

そ
の
収
旦
は
(
表
9
)
の
如
く

作
物
の
種
類
は
二
十
余
郡
の
多
き
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
水
稲
と

裸
麦
の
作
付
而
詰
が
円
以
も
多
く
、
次
で
小
麦
、
甘
説
等
で
あ
る
。

2イミ

0.9 
1.2 
3001'1 
250 

l込1'1'物1'1'H状 況(友9)
l 1'1 物名 1~IXJiQ l(LÍ狛| 実収山l l J3d
米

733 2!之
友 | ヲ
友 I1.351 
1者1 224 
;~ 1 101 

;l 
似
ぶ

5.734イi
232 
8 
1，621 
66，900['1 
25.000 

2，8701.え
小
大
川
M
什
出

ト
仁
川
何
九
込
町
m
h
hl
'
h刈

u
j
I
f
4
 11 ，000 ['11 500 

500 1 500 
3.200 1 800 
115，200 1 1，800 
3，000 1 1，000 
10，800 1 900 
1.200 1 600 
17，150 1 350 
4，500 1 900 

300員
1石

ノ、♂L
Jij 

ぽう
にんじん
さといも
かぼちゃ

工1'1'1たばこ ! ?5 | 4，20DitI4514i
仙|みつま た 25 1 4，000 1 160 
ム FJI~っ た 2 1 3o I 15 
新 |あづき | 64 | 57石 0.9石
殺 |大豆 | 1?6 | 274 | 14
|そらまめ 3 1 21 1.6 
そ 1.1..-. ， 1....1:':? rv"¥ AI"'¥I"'¥rn.! 
爪 |れんげそう I 328 I 98， 4001'11 
出|なたね I 35 1 35:t:il 

ハ
4

4
1
A
U「
A
U
2
3
η
ζ
?」

q
ニb

nt

，白

オ』

A
斗

古
今
つ

な
と
き
大
か

ぷi

3定

リ」必!のNUJ<とl収穫(友10)

対日|1 12m1222111川 |1hii-t 
反 本| μ

ìl~\'Hlみかん 34 I 185 I 4，092 I 100 

か 三」時 ヲ 1，125 8，800 600 

な し 4 42 1，900 500 

く り 5 146 440 60 

も も 。 13 180 600 

1，511 

村
の
農
業
の
中
で
は
訓
郡
出
業
が
最
も
多
く

19 

ヱト!?|IEMil-ihM15
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削.j;主戸数

ITJi羽数

と
が
特
に
大
き
な
役
割
を
占
め
て
い
る
。
水
田
は
刺
地
の
七
O
M
m
k

そ
の
中
で
も
米
と
変

達
し
て
お
る
が
、
反
当
収
量
は
余
り
良
い
方
で
は
な
い
。
東
谷
西
谷

と
も
谷
間
の
細
分
さ
れ
た
田
が
多
い
。
山
聞
の
削
斜
地
で
陽
か
げ
が

多
い
。
又
水
利
の
凶
係
も
良
く
な
い
。
そ
れ
で
も
務
政
時
代
か
ら
所

米
た
。
今
、

々
に
池
を
設
け
た
り
、

以
出
を
築
い
た
り

し
て
初
地
経
営
を
し
て

そ
の
水
利
の
状
況
を
記
し
て
見
ょ
う
。



三
内
村
の
制
地
は
、東
西
二
大
峡
谷
の
傾
斜
而
に
あ
り
、畑
地
は
別

と
し
て
潜
水
を
す
る
た
め
に
は
、
谷
か
ら
水
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
で、

奥
谷
か
ら
前
谷
ま
で
、
水
を
以
き
留
め
て
地
慨
に
供
し
た

の
で
あ
る
。

一
、
堰

重
な
取
に
は
東
谷
方
而
で
は
、
忠
雲
取
、
続
ケ
市
場
、
経
野
坂
、

池
田
堰
等
で
あ
り
、
西
谷
方
面
で
は
、
三
島
下
井
手
堰
、
原
之
下
堰

島
井
手
収
等
が
あ
る
。
以
上
の
取
は
何
れ
も
出
水
多
き
と
き
は
流

失
の
厄
に
逢
う
て

い
た
が

何
れ
も
県
営
の
練
縞
工
事
等
に
よ
っ
て

往
時
の
面
白
を
一
新
し
て
漉
税
の
便
が
大
き
く
な
っ
た
。

溜

池

三
内
の
三
大
字
は
、
井
内
川
、
則
之
内
川
、
土
谷
川
と
も
水
狐
地

で
は
あ
る
が
、
渓
谷
が
深
い
た
め
に
地
税
用
水
が
乗
ら
な
い
憾
み
が

あ
る
。
そ
の
た
め
必
然
的
に
築
池
が
行
は
れ
た
。
古
池
、
新
池
と
数

多
あ
る
が
何
れ
も
記
録
が
審
か
で
な
い
。
唯
則
之
内
村
、
大
庄
屋
守

和
川
氏
は
元
文
年
中
(
昭
和
三
三
年
よ
り
約
二
三

O
年
前
)
東
谷
筋

に
八
ケ
所
の
池
を
築
い
た
。
永
野
、
上
池
、
下
池
、
則
之
内
中
組

タ
ゴ
ダ
池
、
中
池
、
下
池
、
徳
士口
障
子
ヶ
谷
池
、
駄
馬
池
等
で
あ
る
。

其
の
他
河
之
内
日
浦
、
井
内
久
尾
等
、
昔
か
ら
池
掛
り
の
回
地
の
あ

-428-

る
所
は
あ
る
が
、
築
池
の
沿
革
は
詳
か
で
な
い
。
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/1< 1歩住
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/J< 山11

な
ん
と
j上

三、

調

主主
匡ヨ

停

(則
之
内
三
烏
丹
手
水
利
組
合
保
同
日
)

三
内
村
の
水
利
で
他
村
と
関
係
の
あ
る
の
は
、
{
子
保
免
三
戸
川の
三
島
井
手

で
あ
っ
て
、
南
方
と
関
係
が
あ
る
。
法
界
門
橋
下
大
川
沿
に
三
島
新

mと
云

っ
て
、約
三
町
歩
の
田
地
が
あ
る
が
、乙
の
用
氷
川
拙
は
法
界
門
橋
下
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
約
口
町
位
下
下
に
南
方
の
用
木
堰
「二
の
桜
」
が
あ
る
。
u
f
伯一山には

問
題
は
な
い
が
渇
水
の
時
に
は
困
る
。
あ
る
時
代
に
は
紛
争
を
起
し
た
乙
と

も
あ
っ
た
が
、今
は
双
方
の
理
解
が
出
来
て
円
満
に
水
を
分
け
合
っ
て
い
る。

三
内
向
井

手

極

制

作

書

附
和
九

4
七
月
六
日
以
来
紛
争
ヲ
起
シ
タ
ル
法
界
川
析
上
手
三
山
対

T
似

ニ
関
ス

ル
事
件
ヲ

三
内
村
三
・
川
引
手
氷
利
組
合
代
表
者

'
1
1
1
 

μ
j古
川
引

H

ハJ
山

~Ll29~ 



tn野
与
三
郎

川
上
村
出
方
弁
下
ι

ル
小
利
州
制
作
代
表
有

ノ
山
氏
ノ
縦
灸
件
一
任
ヲ
引
い
テ

川
上
村
長
代
理
助
役
樋
口
光
春

三
内

村

長

近

一

勝

金

凶

郎

ノ
両
人
ハ

川
上
村
駐
在
巡
査
渡
部
宗
次

一内
村
蚊
夜
巡
査
川
上
京
一
/
山
氏
立
会
/
汗
ニ
一
制
作
ス
ル
コ
卜
た
/

如
シ
。

て
大
正
二
作
川
上
村
一
長
必
木
喜
一
ト
三
内
村
長
波
部
愛
版
/
取
替
セ
タ

ル
仮
契
約
書
ハ
動
ク
コ
ト
ナ
シ
。

二
、
但
シ
木
年
/
如
キ
非
常
国
千
魅

-
一
際
シ
テ
南
方
水
利
組
合
ヨ
リ
分
木
ヲ

h

ポ
メ
米
ル
際
ニ
於
テ
ハ
た
必
/
通
リ
行
フ
吋
キ
モ
ノ
ト
ス
。

」じ

i
L

l
ー

ィ、

三
内
一
向
井
手
首

-一
分
夫
堰
(
木
造
リ
)
ヲ
設
ケ

南

方

井

手

へ

六

分

七

厘

五

毛

三
品
新
問
弁
予
へ

三
分
二

M
h毛

ノ
川
合
-
一
分
水
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
分
水
出
工
事
中
卜
雌
、
調
停
お
/

見
汁
ヒ
ニ

依
リ
分
中
小
ヲ
実
行
ス

ル
モ
ノ
ト

ス
。

口
、
此
/
場
合
、
大
正
二
伝
/
仮
契
約

ニ
依
ル
堰
/
工
作
ハ
変
更
シ
、

砂
及
ビ
土
並
ニ
挺
其
他
/
材
料
ヲ
以
テ
三
向
井
手
水
利
組
合
/
'
H
由

本
昌
ニ
依
ル
堰
キ
止
メ
工
事
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
利
ル
モ
、
石
/
大
サ
ヲ

変
一
火
ス

ル
コ
卜
ヲ
m
M
ザ
ル
ト
共
ニ
、
セ
メ
ン
ト
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ザ

ル
モ
ノ
ト

ス
。

ハ
、
南
方
水
利
組
合
ハ
三
鳥
井
手
紙
/
下
方
十
間
以
内
/
河
川
体
へ
ヲ
行

フ
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

ニ
、
ハ

T
首

-一
於
ケ
ル
分
氷
坂
ノ
位
置
ト
方
法
ハ
調
』
わ
お
之
ヲ
桁
一
小
ス
。

ホ
、
分
ル
小
師恨
工
杓
ハ
耐
水
利
州
制
作
代
表
者
立
会
/
内
川
ニ
両
水
利
組
へ
日
ニ

…川

係
ナ
キ
者
双
方

一
人
目刻
、
計
二
人
ノ
人
夫
ヲ
使
用
シ
テ
ド
ム
作
セ
シ
ム
ベ

シ
。

へ
、
此
分
水
根
(
分
水
ス
ル
場
所
/
設
的
ノ
ミ
ヲ
折
ス
)
一上
利
ニ

吹

ゾ
引

ル
政
府
ハ
分
水
量
卜
同
比
率
ヲ
以
テ
れ
担
ス
ベ

シ
。

ト
れ
/
通
リ
測
り
似
也

山m
和
九
年
七
月
八
日

細
川
伴
者

川
上
村
長
代
型
助
役
悩
口
光
春

H

三

内

村

長

近

必

金

凶

郎

此
会
人

三
山

門

村

駐

在

巡

査

川

上

宗

一

H

川
上

村

駐

在

巡

査

波

部

宗

次

本
書
凹
通
ヲ
作
製
シ
両
役
場
卜
両
水
利
総
合
ニ
一
通

LM
保
保
ス
n

~430 ~ 

νヒ
主
I
J
U広

'ど佐

問
中古

H
叫

大

字

河
之

内

狩
場
に
在
り

以
前
は
淵
の
上
方
、
清
水
橋
の
下
手
に
桜
を
設
け
、
般
の
を
れ
ち

越

し
て
音

田

井
手
に
水
取
を
し
て
い
た

の
を
、
明

治

二
十

七
年
に
引

在
の
如
く
巌
石
を
く
り
抜
い
て
水
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
、
、
水
久
に

泌
を
築
く
心
配
は
な
く
な
っ

た
。

愛
媛
県
指
令
二
第
二

O
三
号

下
一
丘
町
パ
巾
三
内
村
大
字
河
之
内

水
利
関
係
惣
代
佐
伯
十
一
郎
外
一
七

本

4
二
月
二
十
江
日
付
附
根
変
災
及
山
昭
治
繰
抜
/
件
聞
い
仙
ク



明
治
二
十
h
年
山
川
十
九
日愛
媛

県

知

事

勝

間

間

稔

此
泌
蹴
出
初
、
出
日
間
制
約
九
町
二
反
歩
、
徳
土
口
組
約
二
十
二
川
歩

河町のくりぬき用水路

第
四
節

換

金

作

物

(1) 

主
要
食
糧
作
物
の
外
は
、
北
一
山
菜
等
自
家
消
費
が
主
で
あ
っ
て

近
斗
熱
心
な
人
々
に
よ
っ
て
市
場
へ
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
其
年
の

川
川
給
関
係
等
で
ク
マ
く
行
か
ず
、
換
金
作
物
と
し
て
安
定
し
て
い

(ム
一衣

9
)

戸
i
k

、。

チ
ん

}
V

山
工
芸
作
物
と
し
て
三
仰
の
栽
培
が
盛
ん
で
φ

め
っ
た
が
、

日
外
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
、

♂

γ
l
-
rぃ
ー
ム山目
-

1
叶
M
A
F
hム
よ
剣
山
H

又
紙
幣
の
硬
貨
問
題
等
で
凋
落
の
傾

向
で
あ
る
。
た
ど
州
草
は
問
屋
、
日
州
等
州
地
の
多
い
所
に成叫
ん

で
あ
あ
る
。

こ
れ
も
余
り
連
作
が
利
か
ぬ
の
で
永
久
性
は
な
い
。

つU
気
候
土
質
等
の
立
地
条
件
に
支
配
せ
ら
れ
余
り
発
反
せ
ず
、
中
で

果
樹
に
於
て
は
、
蜜
柑
、
梨
、
架
、
柿
等
を
植
付
け
て
い

る
が

も
蜜
叫
仰
は
徳
士
口
部
落
に
大
正
の
初
年
頃
よ
り
栽
培
し
則
之
内
小
組

放
久
尾
の
一
部
に
産
出
し
て
い
る
。
梨
は
則
之
内
上
坂
放
和
田
丸

仮
屋
の
子
に
政
治
し
て
い
る
。
柿
は
今
村
に
亘
っ
て
栽
附
す
る
が

何
れ
も
自
家
用
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

(4) 

牧
寸
宙
に
於
て
は
、
廿
は

「
預
り
牛
」
と
云
っ
て
、

三
内
村
は
山

草
が
多
い
か
ら
平
地
の
人
々
か
ら
飼
貨
を
取
っ
て
飼
育
し
た
の
で

~ 431 ~ 

あ
っ
た
が
今
は
農
附
等
の
協
力
に
よ
っ
て
自
家
用
牛
を
脳
人
し
山

育
牛
に
も
す
れ

ば

(
子
出
し
)
も
す
る
。
乳
牛
も
酪
農
組
人
門
等
に

加
入
し
て
飼
育
し
て
い
る
者
も
あ
る
が
乳
価
が
安
い
の
と
れ
川
料
の

関
係
等
で
余
り
の
び
な
い
。

主差
別

部
分
的
に
は
つ
H
羽
二
百
羽
と
飼
育
す
る
人
も
あ
る
が
、

R
U
 大

部
分
は
十
羽
程
度
の
小
経
営
で
あ
る
。
鶏
一
位
の
殆
ん
と
が
y

什
色

レ
グ
ホ

l
ン
で
あ
る
。

(6) 

市fiI

近
藤
金
四
郎
は
村
長
に
就
任
す
る
や
、
山町屋
家
の
刑
業
と

し
て
細
羊
飼
育
を
計
画
し
、
山
間
商
務
省
に
極
羊
の
払
下
げ
を
巾
I
州

し
て
、
大
正
九
年
十
一
月
に
三
内
村
が
そ
の
削
育
所
に
折
定
さ
れ



ν
ユ
ロ
ッ
プ

νヤ
l
十
二
頭

メ

y
ノ

l
六
頭
合
計
十
八
頭
の
細

小中
一'が
払
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
河
之
内
の
問
屋
、
日
浦
、
狩
場
、
品目

田
の
四
部
落
の
希
望
者
に
分
ち
、
飼
育
す
る
こ
と

に
し
た
が
、
河

之
内
は
気
候
風
土
が
適
当
し
て
い
る
の
で
、
発
育
は
好
成
績
で
あ

っ
た
。
し
か
し
現
在
の
如
く
加
工
に
便
利
で
洋
服
地
と
し
て
自
家

利
用
す
る
等
の
方
法
も
な
く
、
取
引
関
係
も
余
り
に
小
規
模
で
相

手
に
し
て
く
れ
ず
、
数
年
に
し
て
影
を
ひ
そ
め
た
。

第
五
節

地
益
及
び
土
地
の
売
買

明
治
十
六
年
調
(
愛
媛
県
史
)
の
地
益
、
即
ち
土
地
か
ら
ど
れ
程

の
収
益
が
あ
る
か
を
調

べ
た
も
の
が
あ
る
か
ら
、
と
れ
を
掲
げ
て
お

く
こ
の
地
益
は
一
定
不
変
の
も
の
で
は
な

い
の
で
、
肥
培
管
迎
の

進
歩
や
、
経
営
の
巧
拙
に
よ
っ
て
増
減
す
る
も
の

で
ゐ
る
。

明
治
政
府
は
、
明
治
四
年
「
田
畑
勝
手
作
の
禁
」

を
解
、辛口
、
続
い

て
分
地
制
限
令
及
び
土
地
永
代
売
買
の
禁
を
解

い
た
の
で
、
土
地
の

売
買
は
自
由
と
な
っ
た
。
明
治
六
年
七
月
か
ら
前
後
七
年
も
か
か

っ

て
、
地
租
改
正
が
せ
ら
れ
た
。
今
ま
で
小
作
人
に
よ

っ
て
納
め
ら
れ

て
い
た
貢
租
は
、
土
地
所
有
者
が
納
め
る
事
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
土

地
所
有
者
は
、
地
価
の
「
臼
分
の
三
の
地
租
を
納
め
る
の
に
、
収
磁
の

山一旦
凶
に

よ
ら
ず
納
め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
っ

て

田
を
も
て
あ
ま
し

「
回

一
反
に
尚
一
升
つ
け
る
か
ら
貰
っ
て
く
れ
」
と
言

っ
て
、
人
に

そ
う
だ

与
え
た
と
云
う
話
で
あ
る
。
河
之
内
音
田
の
貢
般
の
在
っ

た
回
等
が

と
云
う
話
を
古
老
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

旧
の
値
段
に
つ

い
て
昔
の
人
は
こ
ん
な
事
を
言

っ
て
い
る
。
凹
の

値
段
は
豆
腐

一
丁
の
値
段
と
回
土
の
豆
腐

一
丁
分
が
相
当
す
る
と

う
の

で
あ
る
。
計
算
を
し
て
見
る
と
正

に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

大
正
の
終
頃
は
其
の
回
の
定
米
に
つ

い
て
、

一
俵
が
い
く
ら
と
・
玄

っ
た
も
の

で
あ
る
。
大
抵
一
俵
が
百
円
か
ら
百
五
十
円
位
で
あ
っ
た
。

地

明
治
十
六
年
調

表
ハ
中
等
処
一
反
歩
当
/
概
時

益

脱七十玉大 総小 大
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そ
れ
で
一
反
の
定
米
が
四
俵
な
ら
百
五
十
円
の
四
倍
即
ち
六
百
円
と

云
う
事
で
あ
る
。

最
近
で
は
高
く
な
っ
て
反
当
二
五
万
円
か
ら
三
十
万
円
も
す
る
。

又
特
別
な
回
は
そ
れ
以
上
も
す
る
よ
う
で
あ
る
。

第
六
節

村

林

業

の

内
村
の
林
野
面
積
は
約
四
六
O

O
町
歩
で
、
村
の
総
面
積
の
、

七
四
M
m
を
占
め
て
い
る
。
村
民
は
山
林
と
関
係
せ
ず
し
て
の
生
活
は

あ
り
得
な
い
実
状
で
あ
っ
て
、
ま
た
森
林
、
或
は
林
業
に
対
し
て
は
深

い
関
心
と
注
意
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
村
有
林
の
管
理
経
営
に
は
、

村
当
局
を
始
め
と
し
村
の
人
々
の
焼
ま
ざ
る
努
力
に
よ
っ
て
見
事
な

成
果
を
挙
げ
つ
L

あ
る
。
殊
に
木
村
は
、其
土
駿
の
構
造
が
複
雑
で

林
木
の
成
育
に
も
種
々
影
響
を
与
え
て
お
り
、
従
っ
て
造
林
の
保
護

育
成
に
も、

集
約
的
技
術
を
要
す
る
の
で
、
村
は
愛
媛
県
の
林
業
改

良
の
モ
デ
ル
村
に
指
定
せ
ら
る
L
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
誠
に
一意

義
あ
る
こ
と
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
、
林

積

野

面

村
の
総
林
野
面
積
は
四
六
O
五
町
歩
で
あ
っ
て
こ
れ
を
所
管
別
に

み
る
と、

第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

(表1)

所管

固有

公有

社寺有

(表2)

所管別 !天然生 林 |人工林

国 有 372UI] 24011汀

公 有 406 730 

社寺有 16 30 

私 千主 1.966 845 

苦| 2.760 1.845 
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所管川林種目IJiliiW

国
有
林
は
別
と
し
て
、
公
有
林
の
一
一
三
六
町
歩
は
全
体
の
二
五

M
m
に
当
り
、
私
有
林
は
二
八
一
一
町
歩
で
、
六
一
M
m
に
当
り
、
断
然

町
歩
は
村
内
私
有
で
あ
り
、

他
を
圧
倒
し
て
い
る
。
私
有
林
二
八
一
一
町
歩
の
内
で
、
二
O

七
二
%
に
あ
た
る
。
私
有
林
の
二
六
M
m

に
相
当
す
る
七
三
四
町
歩
は
、
他
町
村
居
住
者
の
私
有
で
あ
る
。

次
に
村
の
林
野
を
所
管
別
林
種
別
に
み
る
な
ら
ば
、
附

(表
2
)

の
如
く、

天
然
生
林
が
六
O
%
に
対
し
、
人
工
林
が
四
O
Mmで
、
前

者
が
幾
分
多
い
が
、
公
有
林
と
社
寺
有
林
で
は
逆
に
人
工
林
の
割
合

が
大
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
有
林
が
古
く
か
ら
針
葉
樹
、

用
材



林
作
業
に
努
力
し
て
来
た
の
に
対
し
て
、
私
有
林
は
零
細
に
分
割
さ

れ
て
、
主
と
し
て
薪
炭
材
自
給
の
た
め
に
備
え
来
っ
た
た
め
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
天
然
生
林
の
中
に
は
ア
カ

マ
ツ
林
の
多
い
こ
と
も
一
一
特
色

で
あ
る
。
第
三
表
に
一
示
す
如
く
林
相
面
積
は
針
葉
樹
林
が
最
も
多
く

四
五

Mm
を
占
め
、
広
葉
樹
林
は
二
八
%
を
占
め
て
い
る
。
国
有
林

(表ろ)

所制 IjI峨樹林|広葉樹林|混交林 |竹林 |無立木地| 計

反 !v. l正 反

24反? 
1)( 

国有 3，100 100 1，300 4.749 

公有 9，650 4，200 750 2，710 17，310 

社寺有 150 90 70 310 

私有 7，320 8，370 ろ，740 460 3，040 22，930 

吾| 20，220 P，670 5，880 530 5，999 45，299 

所 管 日IJ林相!日1]I而f'L'l

公
有
林
、
社
寺
有
林
共
に
、
針
葉

樹
林
が
多
い
の
に
比
し
、
私
有
林

に
は
広
葉
林
が
多
い
が

と
れ
は

村
民
の
熱
心
が
足
り
な
い
か
ら
で

あ
る
。
土
地
生
産
力
を
よ
く
見
極

め
、適
当
に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
林
業
戸
数
と
所
有
規
模

昭
和
二
十
六
年
の
資
料
に

よ
れ

ば
、
村
の
総
戸
数
七
八
三
戸
の
う

ち
、
そ
の
約
九
O
Mm
に
あ
た
る
七

O
二
戸
は
多
少
に
拘
ら
ず
林
野
を

所
有
し
て
い
る
。
即
ち
非
農
家
で

あ
っ
て
、
林
野
を
所
有
し
て
い
る

者
も
少
く
な
く
、
文
林
野
の
配
分

(表4)

|専業I附良業高ijI林他産業業主高ij l陥務団体没高~ I ー林業百1] 他林産業業主別

「10| 弘 I 1~ I 2 ~ I 10 182 

96 I 5.5 I 18.7 I 1.6 I 2.7 i 66.0 5.5 100 

数戸業林

が
可
成
普
遍
的
で
あ

る
こ

と
が
分
か
る
。

勿
論
林
野
の
所
有

と
経
営
は
、
は
っ
き

り
区
別
し
て
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

わ
れ
わ
れ
は
林
野
の

所
有
だ
け
で
直
ち
に

林
業
の
経
営
が
広
く

-434-

行
わ
れ
て
い
る
と
思

つ
て
は
な
ら
な
い
。

森
林
を
一
つ
の
経

済
事
業
と
し
て
取
扱

ぃ
、
林
産
物
を
商
品

と
し
て
い

る
林
業
戸
数
は
非
常
に
少
い
。
特
に
林
業
専
業
戸
数
は
わ

化
す
る
と
と
を
目
的

ず
か
に
一

O
戸
で
五

・
五
Mm
で
あ
る
。

し
か
し
林
業
を
主
と
し
て
そ

の
他
を
副
業
と
す
る
も
の
を
包
括
す
る
な
ら
ば
五
二
戸
で
あ
っ

て

約
二
九
M
m
K
達
す
る
。
農
業
主
、
林
業
副
と
す
る
も
の
は
、
圧
倒
的



に
多
く
て
一
二

O
戸
で
約
六
六
M
m
k
達
す
る
。

私
有
林
の
平
均
所
有
反
別
は
、
二
町
九
反
で
、
全
国
私
有
林
の

所
有
者
あ
た
り
平
均
面
積
に
比
較
す
る
と
梢
や
大
き
い
、
全
国
平
均

は
二
町
三
反
で
あ
る
。

村
で

は
村
内
居
住
者
七

O
二
戸
に
よ
っ
て

二

O
二
二
町
歩
の
林
野
が
所
有
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
別
所

有

は
第
五
表
の
通
り
で
あ
る
。
山
林
所
有
者
の
五
三
%
は
一
町
歩
未

満
の
所
有
者
で
、
五
町
歩
未
満
の
所
有
者
は
、
全
体
の
八
八
Mm
で
あ

る
。
二
O
町
歩
以
上
と
云
う
よ
う
な
比
較
的
大
き
な
山
林
所
有
者
は

僅

か
に
全
体
の

一
労
く
ら
い
に
す
ぎ
な
い
。‘
だ
か
ら
山
林
所
有
の
・
零

細
性
は
否
め
な
い

が
、

一
町
歩
か
ら
五
町
歩

五
町
歩
か
ら
二
十
町

歩
と
云
う
よ
う
な
、
階
層
は
今
一国
平
均
よ
り
大
き
く
て
こ
れ
は
欣
ぶ

ぺ
き
と
と
で
あ
る
。

三
、
林
産
物
生
産
状
況

村
の
林
産
物
は
用
材
と
薪
炭
で
あ
る
。
特
殊
産
物
と
し
て
は
三
組

し
き
み

摘、

楢
な
ど
が
あ
る
。

(
第
六
表
参
照
)

昭
和
二
十
六
年
肢
に
は
、
用
材
三

O
、

0
0
0石
、
木
炭
一

O
、

0
0
0俵
、
新

二

ハ
、
五

O
O
O束
を
産
出
し
て
い
る
。
村
に
は
昭

和
十
六
年
か
ら
森
林
組
合
を
設
立
し
、
そ
の
附
設
製
材
工
場
も
あ
っ

て
、
加
工
需
給
作
業
も
行
っ
て
い
る
。
用
材
は
松
山
、
郡
中
、
周
桑

方
面
へ
積
出
す
の
が
主
で
あ
る
が
、
間
接
的
に
は
阪
神
方
面
へ
も
積

出
さ
れ
て
居
る
。
近
年
は
公
私
有
林
共
稿
や
乱
伐
に
過
ぎ
た
制
も
あ

る
が
、
次
ぎ
次
ぎ
と
補
植
造
林
を
せ
ら
れ
て
年
々
生
長
し
て
い
る
。

山
林
は
殆
ん
と
立
木
処
分
で
あ
っ

て
、
伐
採
搬
出
は
す
べ
て
伐
採
業

者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
。
村
民
は
こ
れ
に
労
力
を
提
供
し
て
賃

(表6)

麗 別 I1問 年 | 25年 26年 |平均

j有 材(石) 18，000 24，000 30，000 24，000 

木 炭 (1ぷ〕 6，000 8.000 10，000 8，000 

薪 (束) 14，000 12，000 16，500 14，165 

スギヒ ノキ!文(束) 2，800 3，200 4，500 3，500 

ゲJ (束ノ 4，500 4，000 3，500 4，000 

シ キ 、、、 (買) 15，000 16，000 20，000 17，000 

ミツマタ (11) 3，500 3，800 4，000 3，765 

コ ウ ゾ(貫) 100 200 200 165 
ノ、 ゼ(1'1) 100 100 100 100 

高産生物ilt ↓
A
T
 

J
A
a
 

(表7)

伐採函砧 (llIJ) 造林函稲 (111]) 
年度))IJ

用材林|炭材林|薪材林 スギ |ヒノキI?'J Iクヌギ|その他
HL~ 

刑 '24 20 48 261 80，1 1.1 7 

25 27 48 221 127，1 15 4 
0，5 85 

26 34 40 301 87，6 48 15 
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f.i'i 而イえM
似



金
を
得
て
お
る
。

こ
の
村
の
伐
出
経
費
は
樹
種
、
石
当
ス
ギ

二
O
五
円、

ヒ
ノ
キ
二

四
二
円
、

マ
ツ
二
三

O
円
位
で
あ
る
。

新
炭
の
生
産
は
主
と
し
て
天
然
生
広
葉
林
で
あ
る
。
薪
炭
の
村
内

消
費
と
移
出
の
割
合
は
、
六
対
四
位
で
あ
る
。
そ
し
て
農
家
は
皆
白

一給
し
て
い
る
。
特
殊
林
産
物
の
中
で
、
械
は
本
村
独
特
の
栽
培
で
あ

っ
て
西
谷
が
主
で
あ
る
が
、
季
節
的
に
定
期
的
に
、
現
金
収
入
を
得

て
い
る
点
は
、
外
に
類
の
な
い
事
だ

と
云
う
。

四
、
造
林
と
植
伐
均
衡

村
に
於
け
る
人
工
造
林
の
歴
史
は

比
較
的
新
ら
し
い
も
の

で
ゐ

る
。
わ
が
村
の
造
林
は
村
有
林
の
植
栽
か
ら
始
っ
た
と
言

っ
て
も
良

い
位
で
あ
る
。
村
有
林
は
、
明
治
四
十
四
年
に
村
の
三
部
落
有
林
を

統
一
し
て
、
当
時
の
村
当
局
者
等
が
、
吉
野
林
業
等
先
進
地
の
林
業

を
視
察
し
て
帰
っ
て
村
基
本
財
産
造
成
を
主
目
標
に
翌
年
か
ら
第

期
造
林
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
最
初
尾
張
種
の
種
子
を
川
上
北
吉

井
の
種
苗
圃
で
育
苗
さ
せ
て
、
苗
木
を
植
栽
し
た
の
で
あ
る
。
村
内

で
も
少
数
は
音
田
の
佐
伯
宇
太
郎
等
に
よ
っ
て
補
給
せ
ら
れ
た
。
樹

種
は
ス
ギ

ヒ
ノ
キ
が
主
で、

立
地
条
件
の
も
と、

赤
松
と
か
ク
ヌ

ギ
等
も
値
え
た
、
保
育
管
理
は
村
有
林
は
立
派
に
行
わ
れ
た
け
れ
ど

も
個
人
は
造
林
保
育
技
術
が
不
充
分
で
あ
っ
た
。

植
付
本
数
は
反
当
二
、
五

O
O本
か
ら
三
、

0
0
0本
を
目
標
と

し
て
植
栽
し
た
。
最
近
木
材
の
価
格
が
高
騰
し
た
の
で
そ
の
造
林
熱

は
異
常
な
発
達
を
し
て
、
山
林
に
集
約
保
育
技
術
の
導
入
に
注
意
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。

植
伐
均
衡
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
七
表
に
よ
っ
て
三
年
間
の
平
均

植
伐
関
係
を
見
る
と
造
林
面
積
の
方
が
梢
や
多
く
て
、
殆
ん
ど
均
衡

が
と
れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
以
後
は
も
っ
と
植
林
が
増
加
す
る
と
考

へ

ら
れ
る
。
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五

、

苗

木

の

需

給

初
め
は
村
外
か
ら
の
移
入
荷
木
に
よ
っ
て
造
林
を
し
て
い
た
け
れ

ど
も
、
其
の
費
用
に
於
て
、
成
績
に
於
て
次
第
に
自
給
態
勢
を
整
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
造
林
の
成
否
が
凶
木
に
あ
る
と
云

5
事
を
知
つ

た
村
民
は
戦
後
の
ス
ギ
造
林
地
に
於
て
、
幼
木
に
し
て
開
花
結
実
を

見
た
結
果
、
同
樹
の
選
定
に
注
意
し、

自
家
用
苗
仕
立
に
つ

い
て
は

特
に
深
い
関
心
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
内
森
林
組
合
の
昭
和
二
十
四
年
か
ら
三
十
三
年
の
十
年
間
に
於

け
る
造
林
用
苗
木
数
を
約
一
四

O
万
本
と
し
て
年
平
均
一
四
万
本
の

山
出
苗
を
要
す
る
こ

と
に
な
る
。

(山
出
苗
と
は
植
込
苗
の
と

と
)



O
 

R
ノ 村
全
体
と
し
て
は
前
木
自
給
・肢
は
年
と
共
に
増
大
し
て
行
く
で
あ
ろ

六
、
森

林

~Jl 

内
村
森
林
組
合
は
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
に
設
立
せ
ら
れ
た
。

.6. 
Eコ

一
名
、

そ
の
出
資
額
は
四
五
五

O
口

昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
、
現
在
地
区
内
居
住
組
合
員
は
五
四

(
一
日
の
出
資
金
一

O
O円
)

で
あ
る
。
地
区
外
組
合
員
は

一
五
八
名
、
出
資
口
数
は
一

四
七
三
口
と
な
っ
て
お
り
、

合
計
組
合
会
員
数
は
六
九
九

名
、
出
資
額
は
六

O
二
三
口

で
あ
る
。
ま
た
組
合
員
所
有

林
野
は
第
七
表
の
通
り
で
あ

っ
て
、
私
有
林
の
約
九

O
Mm

が
組
合
員
の
所
有
で
あ
る
。

組
合
は
森
林
植
栽
計
四
、
伐

採
計
画
、
林
道
新
設
改
修
、

森
林
経
営
の
研
究
、
製
材
加

工
等
を
や
っ
て
い
る
が
、
新

c7表)

種 日IJ
組所合有員の地林区聖内子 非所組合有員の林地区野内

所有者数|所有国間有者数|所有耐|

問1 同J III[ 

私有林 eI37 1.190 287 234 2，224 

社ミ1有林 12 45 45 

公有林 1，640 1，640 

その他 55 55 

えに入3 699 3.730 287 234 3.964 

森林組合員非組合員の所有林野面積(昭和26年)

森
林
法
に
よ
っ
て
、
森
林
所
有
者
の
協
同
組
織
に
よ
り
、

「森
林
胞

業
の
合
理
化
と
森
林
生
産
力
の
増
進
と
を
計
り
あ
わ
せ
て
森
林
所
有

者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
を
期
す
る
」
と
と
を
最
高
の
回
線

に
規
定
さ
れ
、

専
ら
組
合
員
の
た
め
に
直
接
の
叶
ノ
ー
ビ
ス
を
す
べ
き

こ
と
に
な
っ
て
お
る
。

三
内
森
林
組
合
は
施
設
組
合
で
あ
っ
て
現
実

的
に
は
、
組
合
員
の
森
林
計
画
樹
立
と
実
行

そ
の
経
営
に
つ
き
指

導
と
助
言
等
を
与
え
て
お
る
の
で
あ
る
。
故
に
生
産
組
合
で
あ
る
と

も
言
え
よ
う
。

七
、
山
林
と
耕
地
の
所
有
関
係
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本
村
は
総
戸
数
七
八
三
戸
の
う
ち
、
約
九

O
Mmに
当
る
七

O
二
戸

が
林
野
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ
を
農
家
戸
数
に
だ
け
限
っ
て
見
る

と
六
五
二
戸
の
う
ち
六
三

O
戸
、
即
ち
九
六

・
六

Mm
が
林
野
を
持
つ

て
お
る
か
ら
、
村
の
林
野
を
併
用
し
て
い
る
農
家
は
そ
の
率
が
極
め

て
高
い
、
刺
地
の
み
と
云
う
の
は
僅
か
に
二
二
戸
で
あ
る
。
こ
れ
は

誠
に
結
構
な
事
で
あ
る
。

c7'l 

農
業
経
営
に
於
け
る
林
野
の
利
用

一
般
的
に
分
附
加
す
れ
ば

ー、

賃
労
仙
の
場
所
と
し
て

2
、
柿
助
金
粗
の
生
産
手
段
と
し
て

5
、
枇
版
肥
原
料
の
供
給
狐
と
し
て



I~ 

{ /， 

上

;宇

布分林有村内

用←十一~

凡

同
日
ノ
リ

閥
幽
マ
ツ

開
幽
広
一
英
一林

仔'1

4
、
燃
料
の
供
給
源
と
し
て

5
、
用
材
製
肢
の
場
所
と
し
て

6
、
家
主
凹
放
牧
地
と
し
て

右
の
利
用
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

ィ、

燃
料
の
向
給
薪
山
氏
材

口
、
下
草
落
葉
の
採
取
初
夏
よ
り
秋
に
閉
山
取
す
る
。
実
際
は
あ
ま
り
利
用

し
な
い
。

ハ、

用
材
似
自
家
用
は
勿
論
だ
が
針
葉
樹
売
却
収
入
を
す
る
。

ニ
、
立
労
動
の
場
、
現
金
収
入
の
場
。

ホ
、
そ
の
他
焼
畑
切
替
畑
等
食
粧
増
産
に
、
又
特
用
植
物
の
栽
培
に
利
用

す
る
。
シ
キ
ミ
の
如
し

八
、
村
有
林
の
経
営
管
理

-438-

村
有
林
の
面
積
は
一
二
三
ハ
町
で
、
村
の
総
林
野
面
積
の
二
五
名

を
占
め
て
い
る
。
第

l
図
(
地
図
)
に
見
る
如
く
村
の
中
央
部
に
突

出
し
て
い
る
四
国
山
脈
の
分
嶺
に
大
部
分
が
存
在
し
、
井
内
谷
の
周

辺
地
区
及
日
仙
音
田
等

の
地
区
に
亘

っ
て
分
布
し
て
い
る
。
何
れ
も

山
の
中
服
以
上
の
地
帯

で
あ
る
。
村
有
林
は
も
と
部
落
の
共
有
山
林

で
あ
っ
た
も
の
を
明
治
四
十
一
年
か
ら
統
一
叫
経
理
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
管
理
経
営
は
各
部
落
勾
に
村
有
林
保
護
組
合
な
る
も
の
を

結
成
せ
し
め
て
、

一
定
区
域
の
村
有
山
林
の
経
営
を
各
組
合
に
委
嘱

し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
造
林
、
保
育
そ
の
他
経
営
の
す

べ
て
は



保
護
組
合
の
責
任
で
あ
る
。
伐
採
に
際
し
て
は
村
会
、
林
野
委
員
会

の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
第
一
期
造
林
の
村
と
部
落
の
分
収
歩
合
は

六
対
四
で
、
部
落
収
益
は
保
護
管
迎
業
務
へ
の
部
落
民
の
出
役
量
に

ヨ5H
仙
仰

村 有林の l治級別問 1'l'i

針葉樹

(表的村有林の iit級別 :&rT~~ 

別 手戸、hj |善

68 

12 

一I362，135 

49，246 

針葉樹

広葉樹

応
じ
て
配
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
村
の
収
得
分
の
六
O
M
m
の
う
ち

二
O
%
は
、
保
護
組
合
の
造
林
品
評
会
に
お
け
る
成
績
に
従
っ
て

奨
励
金
と
し
て
部
落
民
に
還
元
す
る
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。
造
林
品

評
会
は
第
一

期
造
林
着
手
後
十
年
、
大
正
十
一
年
か
ら
開
始
さ
れ

昭
和
十
五
年
ま
で
実
施
し
た
が
、
こ
れ
が
部
落
民

へ
良
い
刺
激
を
与

え
て
村
有
林
を
よ
り
良
く
せ
ん
と
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
昭
和
十

年
の
四
国
公
有
林
口
問
評
会
で
は
本
村
は
特
等
日
を
狼
得
し
た
。
戦
時

中
及
戦
後
相
当
伐
採
し
て
荒
廃
せ
ん
と
し
て
い
る
が
、
近
年
材
仰
の

一角
的
か
ら
保
護
区
で
立
木
売
却
し
た
際
の
部
落
民
へ
の
収
入
が
多
か
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っ
た
事
等
か
ら
、
造
林
意
欲
が
振
興
さ
れ
て
来
た
。
村
有
林
の
管
理

は
立
派
に
出
来
つ
L

あ
る
。

九

、

伐

採

と

収

入

村
有
林
の
愉
紋
別
の
面
積
は
、
第
八
表
の
如
く
で
あ
る
が

理
fLl 

的
に
は
一
的
級
一
五
O
町
歩
位
が
良
い
。
林
相
別
で
は
針
葉
樹
六
七

-
五
%
に
対
し
広
葉
林
三
二

・
五
M
m
と
な
っ
て
い
る
が
、
広
葉
林
JJ-

整
即
し
た
い
。
蓄
積
上
か
ら
も
面
積
が
三
二

・
五
M
m
の
広
葉
樹
林
が

蓄
積
で
、

一
二
労
で
あ
る
。

次
に
村
有
林
の
収
入
は
、
第
一

O
表
の
如
く
で
あ
る
。
年

々
五
、

0
0
0石
程
度
の
用
材
収
穫
は
可
能
で
あ
ろ
う
。



村有林の伐採量と村財政への山林収入(表10)

用 材 ffJr 炭 材
年度別
伐(採石量fl収(円)入 {九(奴石flJ収( 円) 入

!沼24 10.500 1.500.00日 3.400 239.000 

25 3.760 800.000 3.301 346.670 

26 9.300 3.300.000 

平5ヶ年均 7.853 1.866.666 3.3201 347. 

昭
和
二
十
六
年
度
の
村
財
政

へ
の
繰
入
れ
状
況
は
、
全
歳
入

額
の
二
七

Mm
で
あ
る
か
ら
相
当

大
で
あ
る

と
云
わ
ね

ば
な
ら

H♀ 。
山
林
収
入
の
主
な
る
使
途
は

村
の
基
本
財
産
へ
の
繰
入
れ
が

二
、

0
0
0、
0
0
0円
で
大

部
分
、
国
保
の
資
金
に
当
て
た

の
が
八
四
七
、

0
0
0円
、
中

る
大
き
い
の
で
あ
る
。

O
円
、
公
営
住
宅
建
設
費
に
四
一

O
、

0
0
0円
で
そ
の
恩
恵
は
頗

学
校
増
築
資
に
五

O
O、
。
。

一O
、
私

有

林

八
一
一
町
歩
で
総
林
野
面
積
の
六
一

Mm
を
占
め
て

私
有
林
は

い
る
。
針
広
葉
樹
林
の
而
積
は
相
半
ば
し
て
い
る
。
齢
級
配
置
は
順

当
で
あ
る
が
、
針
葉
樹
の
五
齢
級
以
上
が
極
め
て
少
な
い
の
は
伐
期

が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
広
葉
林
に
も
三
齢
級
以
上
の
も
の

が
七

O
O町
も
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
蓄
積
で
も
針
葉
樹
林
が

と
す
る
所
以
で
あ
る
。

圧
倒
的
に
多
い
。

と
れ
は
広
葉
樹
林
の
施
業
の
改
善
を
絶
対
に
必
要

要
す
る
に
三
内
村
は
森
林
施
業
の
「
模
範
村
」
で
は
な
く
て
「
模

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

範
村
た
る
べ
く
施
業
を
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
村
」
で
あ
る
こ
と
を

第
七
節

部
落
有
財
産
統

一
の
状
況

て
統
一
前
に
於
け
る
部
落
有
財
産

本
村
の
部
落
有
財
産
中
、
林
野
は
旧
来
の
慣
習
に
よ
っ
て
肥
料
飼

料
の
採
草
に

ま
た
屋
根
茸
用
萱
山
に
、
採
新
用
に
利
用
収
益
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
就
中
採
草
地
は
年
々
或
は
隔
年
毎
に
火
入
を
し

~440-

て
い
た
の
で
あ
る
。
其
火
入
方
法
は
無
似
制
で
危
険
こ
の
上
な
く
採

ん
ど
荒
廃
し
て
、

一
新
地
等
も
勝
手
に
伐
り
荒
ら
さ
れ
る
に
任
か
せ

で
あ
っ
た
の
で
、
殆

心
あ
る
人
は
眉
を
ひ
そ
め
て
心
配
を
し
て
い
た

の

で
あ
る
。
今
統
二
削
の
状
態
を
見
る
に
、

音 則河 日狩 IJiJT

回之之術 協lz
sa内内 主fl制1I 1& 

111 

三三 一-cコ
ブヒモモ町
竺交歪 !林
ーー ニニ Cコ l
Eコ ，、 ーー l 

ニ回
、三七二
九

111 
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所
有
部
落

一

品
目

悶

1
一

日
浦
忠
一

土
谷
純
一

本

組

一

本
谷
組
一

町一一、九六(〕四

E

七、一
六一ニ

車九、七七一円)
一八
一一



相
ノ
谷
川
相

徳

吉

組

約

肝

組

和
民
丸
l

泉
川
心
細

{

1

 

則
之
内
組

則
之
内
日

徳

古

品

永

野

組

惣
凹
谷
組

和
田
丸
組

一
ヶ
谷
組

八穴
、四
一ニ一

一石
、O
一一一山
亘{〕二
日〈

六、四〔)
一一、四七ニ一

六、四芸
五

=、八一一一O凶

二口
、
一六(〕
O

R

、八
二一回

E

、=5
二

ム:Jj:II'戒黒北 イ'1:1六成 大 則{ネ
ロ j:[/I，之
内元 J台 1:，1JJ一i~.~ :ili 言~Í'.

ri til量 一 丙
1 区釘1kJl品11納品11主[l釘l組組

八一一一

閉山内
、ニ八ニ
九

一、七O
O
ニ

一八

00
四三
一ニ
六一竺
一一
一
回()ニ
山一

一軍一九

一、四O
O
九

一九
五
、七=55

一三四七
、ニ山(〕ニ

右
部
落
有
林
を
荒
廃
の
ま
L

に
放
置
す
る
に
し
の
び
ず
、
明
治
四

十
一
、
二
年
頃
よ
り
、
志
あ
る
者
及
村
当
局
は
、
こ
れ
が
対
策
を
考

究
中
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
三
年
に
至
り
、
県
及
郡
よ
り
し
き
り

に
、
部
落
有
財
産
の
統
一
に
閲
し
て
、
督
励
紬
説
を
受
け
、
誌
に
改

善
対
策
は
、
統
一
整
型
の
上
、
管
理
経
営
を
合
迎
的
に
進
め
、
依
つ

て
得
ら
る
L

村
財
政
の
基
礎
確
立
、
並
に
一
般
村
民
の
福
祉
増
進
を

図
る
方
策
に
転
じ
、
喜
多
郡
五
十
崎
町
及
広
島
県
広
村
等
の
村
治
及

部
落
有
財
産
統
一
の
治
組
を
視
察
し
来
た
り
等
し
て
県
郡
の
援
助
を

得
て
、
関
係
部
落
を
説
得
の
た
め
、
其
の
利
害
得
失
等
を
説
明
し
て

巡
回
す
る
等
、
非
市
な
苦
心
の
末
、
明
治
四
十
四
年
の
森
に
至
り
、

釈
然
と
し
て
円
尚
な
る
解
決
を
得
て
統
一
に
決
し
た

の
で
あ
る
。

統

の

方

法

木
村
部
落
布
川
川
路
統
一
整
辺
事
業
に
当
つ
て
は
、
先
づ
整
限
委
員

を
各
関
係
部
落
に
二
名
宛
選
出
せ
し
め
て
委
員
会
を
作
り
其
の
方
法

に
閲
し
て
は
、
先
進
地
の
実
例
、
村
内
の
実
情
に
悲
き
、
慎
重
審
議

の
末
、
児
に
村
会
の
制的
問
に
附
し
て
、
是
非
を
検
討
し
て
只
休
案
を

作
り
遂
に
こ
れ
を
敢
行
す
る
至
っ
た
の
で
あ
る
。
統
一
案
を
示
す
と

一

一

f
一
tト
T

【
ト
名
義
誤
診
一
一
一
E
H
E
一既
ニ
売
却
一

一

一
也
ヨ
一

村
ニ
が

二
駄
目
μ
一
ニ
付
克
正
一
好
州
は
一
済
ニ
シ
テ
一

一

一
i
l
一
ス
ル
モ
ノ

一昨
U
J
一
ヲ
裂
ス
ル
一
対
ど
っ
一
追
認
ヲ
裂
一

一

一

一

一
ノ
司
ノ

一モ
ノ

一
3

司
ノ

一ス

ル
モ
/
一

一

一
山
林

一一
一

2一一一九
一一
三
一一一一
十
一
三
一
一
一
一
五一一霊一一一一一

02一一五一
一
章
一
一
室
一

H
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111 

同

統

一

条

件

川

部
落
有
財
産
中
其
/
所
有
者
ガ
公
共
事
業
ニ
充
ツ
ル
為
数
年
前

一一
売
却

又
ハ
譲
与
シ
ダ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
証
拠
確
実
ナ
ル
モ
ノ
ハ

正
当
ニ
処
分
ス

ル

ー
、
。

:

ー

判

部

孫

財

産
中
各
地

ニ
…紡
在
シ
経
営
維
持
-一
不
適
当

ニ
シ
テ
符
型
上
収
支

相
償

ハ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
立
(ノ
地
元
部
落
ノ
公
用
ニ
供
ス

ル
賀
用
ノ
タ
メ
売
却

処
分

ニ
ス
ル
コ
ト
。

付

神

社

寺
院

ニ
縁
故
ア
ル
土
地

ニ
シ
テ
実
質

ニ
於
テ
社
寺
/
所
有
ト
認
メ

得
ベ
キ
モ
ノ
ハ

、
此

/
際
譲
与
ス

ル
コ
卜
。

同

私

人

/

有
タ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
誤
ツ
テ
部
落
/
名
義
ト
ナ
リ、

共
ノ
証

跡
判
然
タ

ル
モ
ノ
ハ

、
之
が
名
義
ヲ
変
更
ス

ル
コ

ト
。

倒

肥

草
場
、
萱
草
間初
、
薪
取
場
ト
シ
テ
必
要
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ

、

村

ニ
統

一
後
卜
姉
モ
従
来
ノ
入
会
地
ノ
関
係
ヲ
有
ス

ル
一
部
住
民
ノ
旧
的

ニ
依
ラ
シ
ム

ル
コ

卜
。

付

前

I
山
以
外
ノ
土
地
ハ

、
全
部
無
償
ヲ
以
テ
、
村
ニ

一統
一
シ
村
ノ
方
針
ニ

従
ヒ
、
航
樹
ス
ベ
キ
ハ
航
樹
シ
、
天
然
林
タ
ラ
シ
ム

ル
モ
ノ
ハ
天
然
林
ト

ナ
シ
収
入
ヲ
符
タ
ル
ト
キ
ハ

、
コ

レ
ハ
収
必
ノ
分
配
ヲ
ナ
ス

コ
ト
。
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同

統

一

後

の

状

況

統
一
一
協
定
に

A
-き
各
条
件
に
従
い
之
が
整
班
を
行
っ
て
竹
川
一
経
引
に
関
し

て
は
条
令
敢
に
規
程
を
設
定
し
て
統
一
条
件
同
村
の
遂
行
を
川
し
て
い
っ

た
。同
統
一
林
町
施
業
の
状
況

明
治
問
十
凶
作
村
有
林
統
一
な
る
や
同
年
凶
月
之
が
訓
先
に
行
手
同
年
末

胞
業
計
画
案
を
編
成
し
て
、
翌
明
治
山
十
万
年
二
月
正
式
の
手
続
を
と
っ
て

同
年
度
か
ら
実
行
に
右
手
、
大
正
八
年
度
に
第
一
則
の
胞
業
を
完
了
し
、
更

に
又
大
正
十
二
年
ー
に
至
り
、
共
同
使
用
地
区
よ
り
、
第
二
次
整
理
を
計
画
し

此
の
整
理
案
に
対
し
臨
時
造
林
案
を
樹
立
同
年
よ
り
之
を
第
二
期
施
業
楽
と

し
て
実
施
完
了
す
る
。

(イ)
内 内村
第 ilf「右

;O~ ，，'， iir~ 日|肌パjj}j ，V¥ 11' 
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菜柏市
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五
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八
八

一
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九
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三
O

三
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、
冗

O
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、
二
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五
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七
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六
六
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二
四
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六
二

四
九
、
八
二

五
、
O
五

円、
、
ベ
七
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、
九
五

、
四
二
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ニ
、
村
直
営
地
の
事
業
実
行
状
況

村
直
営
地
の
事
業
実
行
は
、
村
財
政
の
事
情
に

よ
り
多
少
の
差
異

- 44~ -

あ
り
た
る
も
所
定
の
計
画
を
遂
行
し
、
第
一
期
の
計
四
完
了
後
の
成

結
頗
る
良
好
で
、
統
一
当
時
の
荒
野
は
一
帯
の
樹
海
と
な
り
、
昭
和

十
五
年
度
よ
り
愉
伐
施
業
を
な
す
に
至
る
。

三
、
村
直
営
地
外
の
経
営

本
村
村
有
林
内
、
入
会
地
の
内

四
九
町
歩
、
共
同
使
用
入
会
権

を
廃
し

昭
和
三
年
十
月
七
日
愛
媛
県
と
収
益
分
収
契
約
を
以
て
、

御
大
山
県
記
念
造
林
地
を
設
定
し
て
県
は
之
に
植
栽
し
て
今
や
堂
々
た

る
美
林
を
な
す
に
至
る
。

四
、
事
業
実
行
を
確
実
な
ら
し
め
る
た
め
執
り
た
る
方
法

各
部
落
地
元
部
落
民
を
も
っ
て
、
二
十
二
の
保
護
組
合
を
設
け
、



各
保
護
組
合
に
常
設
委
員
を
置
き
、
其
区
域
に
属
す
る
林
野
の
保
護

管
理
事
務
を
取
扱
わ
し
め
、

~
昨
年
一
回
委
員
会
を
招
集
し
て
、
植
樹

手
入
等
実
行
上
の
協
議
指
導
を
与
え
、
更
に
村
条
例
に
よ
る
、
特
別

造
林
委
員
五
名
を
置
き
、
毎
年
一
回
春
季
に
村
有
林
全
般
を
視
察
し、

各
保
護
組
合
の
管
理
の
実
況
を
閲
し、

意
見
を
聴
取
し、

経
営
の
援

け
と
な
す
こ
と

と
す
る
。
尚
五
ヶ
年
に
一
回
は
造
林
品
評
会
を
開
催

し
て
奨
励
し
、
成
績
優
秀
な
る
組
に
は
審
査
の
上
、
主
間
伐
に

二
割

以
内
を
保
護
の
報
酬
と
し
て
交
付
す
る
等
、
目
的
達
成
の
た
め
努
力

を
つ
，
つ
け
た
。

造
林
品
評
会
の
成
績

第
一
回
三
内
村
口
公
有
林
第
一
回
造
林
口
問
評
会

ー、

会

期

大

正

十

一
年
五
月
一
日
ヨ

リ
六
日
間

2
、
、議

査

員

愛

媛

県

技

手

森

繁

樹

m産
業

技

手

村

上

武

男

三
内
村
長
近
藤
金
凹
郎

三
内
村
助
役
菅
野
藤
太

村

会

議

員

渡

部

愛

蔵

宇

和

川
新
三
郎

近

藤

円

十

郎

東

山

石
士
口

右
村
会
議
員
は
村
会
の
選
出
に
よ
る

3
、
特
査
参
加
者
村
造
林
常
設
員
全
員

第
二
回
昭
和
三
年
五
月
三
日
ヨ
リ
五
日
間

第
三
回

昭

和

九
年
四
月
九
日
ヨ
リ
五
日
間

第
四
回

史
紀
二
千
六

O
O年

三
内
村
有
林
三
十
迎
年
記
念
造
林
口
問
評
会

昭
和
十
五
年
五
月
六
日
ヨ
リ
七
日
間

表

保護区 I第 四I第 2回 I第 3回 I第 4@] 
順位|点数順位!点数順位|点数加{立|点数

日 86.0 1 181.7 
fi:&: 元 12 56.3 6 I 69.2 2 I 76.6 
問 尽 10 57.8 7 I 68.2 3 I 75.6 
;i]<. 虫干 4 175.0 3 I 78.1 4 175.2 
tEc 1 田 3 I 78.5 8 I 65.7 5 I 74.9 
相ノ谷 8 I 62.3 12 59.7 6 I 74.0 
黒 司Sムゴ』 7 81.9 7 I 72.9 
土 谷 5 66.6 I 15 56.6 8 I 72.4 
I'T 野 15 50.7 I 9 64.6 9 I 71.2 
久 尾 11 57.0 17 53.4 10 67.51 

狩保免和田場丸 18 43.2 19 63.1 

86.4 4 77.2 I 12 62.0 
惣田谷 ? 61.3 18 46.8 I 13 61.8 
大根木 13 55.7 13 59.1 14 60.9 
ーケ谷 6 I 64.3 5 I 70.8 15 57.1 

( ) d録不明己
)11 耳ミ 19 38.7 20 34.7 16 56.9 
徳 "5 コ 16 50.0 14 58.2 17 56.1 
東岩吉外1 17 45.5 11 61.7 18 55.6 
l争 出且 16 50.0 10 62.2 19 53.5 
土谷本谷 14 151.3 116154.8 I 20 1 49.2 
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成査号容

第
八
節

村
の
商
業
と
金
融

酒
匡
へ
三
里
、
豆
腐
屋

へ
一
盟
と
云
う
よ
う
な
片
岡
舎

で
あ
る
か

ら
、
村

の
・阿
倍
と
い
う
よ
う
な
家
は
、
藩
政
時
代
に
は
殆
ん
ど
無
か



っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
に
入
っ
て
税
金
を
納
め
さ
え
す
れ
ば
、
誰

で
も
営
業
を
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

「第
四
回章
経
済
第

一
表
」
の
如
く
、
大
正
十
一
年
頃
に
は
、
村
内
に
六
三
戸
の
商
家
が

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
農
業
の
副
業
程
度
の
も
の
で
、
衣
食

住
の
す
べ
て
を
自
給
自
足
で
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
盛
ん
な

商
売
は
望
め
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
終
戦
後
の
物
資
の
出
廻
り

と
卸
売
業
者
の
千
ノ
ー
ビ
ス
は
問
屋
の
奥
や
井
内
の
谷
ま
で
限
新
ら
し

い
日
用
品
等
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
。

一
而
で
は
終
戦
後
の
カ
ツ
ギ
屋

さ
ん
か
ら
、
行
商
人
が
入
り
こ
ん
で
来
る
の
で
住
民
に
は
便
利
で
あ

る
明
治
の
末
期
頃
ま
で
村
の
金
融
は
借
用
証
券
や
頼
悶
子
講
に
よ
る

ほ
か
な
か
っ
た
。
又
質
屋
を
営
む
家
も
あ
っ
た
。
頼
母
子
も
明
治

十
年
項
ま
で
は
米
で
取
引
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

資

~~lî l己↓

~ I 

，;己

IYi-

(
佐
伯
石
次
記
録
)

Z~ 
ムL

劇

団

子

米

借

用

証

て
米
二
十
石
也
明
治
十
七
句
十
二
月
ヨ
リ
同
二
十
五
年
十
二
月
マ
デ

何
年
頼
回
子
会
初
一
ヶ
年
ニ
付
正
米
三
石
宛
返
納
約

定

右
低
当

字
上
他
士
口

て

m
一
畝
三
歩

外
十
七
竿

右
之
泌
書
入
ヲ
以
米
借
用
中
般
事
実
正
也
然
ル
上
ハ
地
租
新
役
北
(
於
当
方

相
勤
一パ
利
則
限
之
リ
飢
相
巡
返
済
吋
中
蚊
万
一
官
官
川
タ
リ
ト
モ
相
間
伐
節

ハ
紙
当
地
所
先
却
ノ
上
一
時
返
納
可
致
紋
別
(
飢
低
当
代
制
返
納
米
両
-
一
不

足
致
依
ハ
パ
何
程
ニ
テ
モ
相
伯
可
申
候
尚
又
仙
主
/
身
上
-
一
異
議
出
来
候

節
ハ
証
人
共
委
任
状
請
主
出
似
間
総
テ
引
紙
代
理
ヲ
為
シ
吃
度
釧
償
致
山
県

殿
ニ
一
宅
モ
御
迷
惑
相
掛
申
間
数
候
為
後
日
書
入
証
書
如
件

明
治
+
七
年
十
二
月
二
十
七
日

下
浮
穴
山
則
之
内
村

司

叩

司

付

l

j

l

'
 

頼
回
子
総
代
日
野
茂
三
郎
殿

右
抵
当
検
究
候
也

明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日

右

一戸

長

地
側
三
円
六
十
銭

川中宵
三
十
八
番
地

Wlt j白
人主

佐

伯

久

次

佐
伯
新
九
郎
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点、

久

|記長|

問

樹

明
治
の
は
じ
め
に
は
各
藩
の
発
行
し
た
落
札
と
質
の
思
い
貨
幣
が

流
通
し
た
う
え
に
、
維
新
政
府
の
紙
幣
(
大
政
官
札
)
が
発
行
に
な

っ
た
の
で
経
済
界
が
混
乱
し
た
。
明
治
凹
年
に
大
坂
に
造
幣
局
が
出

来
て
、
円
形
を
し
た
金
貨
、
銀
、

鋼
貨
が
出
来
て
、
円
を
単
位
と
す

る
貨
幣
制
度
に
な
っ
た
。
そ
し
て
民
間
に
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
銀
行
が
出

来
、
明
治
十
五
年
に
は
日
本
銀
行
が
つ
く
ら
れ
た
。



明
治
三
十
年
に
日
本
は
金
本
位
制
を
確
立
し
て

日
本
の
経
済
を

世
界
的
水
準
に
引
上
げ
た
。

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
農
民
の
生
活
は
藩
政
時
代
の
よ
う

な
事
は
な
か
っ
た
が
、
地
主
と
小
作
の
関
係
は
偏
在
的
と
な
り
、
小

作
人
は
反
当
三
俵

五
俵
と
い
う
定
米
を
納
め
ね
ば
な
ら
ぬ

四
，俵

か
ら
、
そ
の
生
活
は
困
難
で
あ
っ
た
。

一
方
、
地
主
側
は
小
作
の
納

米
を
徳
米
と
呼
ん
で
、

一
年
の
徳
米
何
十
俵
何
百
俵
と
い

5
人
も
あ

っ
て
富
裕
な
生
活
を
営
ん
だ
。
だ
か
ら
貧
富
の
差
が
大
ま
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
従
っ
て
多
数
を
占
め
る
小
作
人
と
か
労
働
者
は
そ
の
地

主
等
の
如
き
金
持
の
家
に
行
っ
て
金
を
借
り
た
の
で
あ
る
。

一
方
そ

の
よ
う
な
金
持
は
質
屋
を
営
む
と
か
、
中
に
は
高
利
貸
を
す
る
者
も

あ
っ
た
。
又
一
時
は
農
工
銀
行
が
団
地
を
担
保
と
し
て
年
賦
償
還
で

金
融
を
は
か
っ
た
の
で
村
内
で
も
沢
山
の
人
が

「農
工

い
の
ぎ
」
を

し
た
も
の
だ
。
こ
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
無
産
階
級
の
者
は
盆
や

節
季
の
金
繰
り
に
は
非
常
な
困
難
を
し
た
。
小
作
百
姓
等
で
一
代
か

L

っ
て
回
の
一
反
か
二
反
も
買
え
た
ら
非
常
な
出
世
だ
と
云
わ
れ
た

もも
の
だ
。

る
と 大
米 正
騒に
動入
る

更 し
に f¥J/.. ，. 

H召 γ
洲f
T敬
夫等l
の

2哲
告義
Z が

副主
金-r
解 ス

宅景
そ気
れが
か良
ら |く
世 'な

三内)~協貯金及貸 付 高

年度 1出資金|図怠資産 |外部出資|貯金高 |貸 付

大正

9"下 19，9421 4，5691 -1 30，4561 26 

昭和

5 1 34，000! 12，1倒 5481 M 71 116

10 1 32，1田 9，7571 8，6801 132，7421 104 

15 ::'~:~I ~'~~~I ~~'~~:I . ~~:'~~~i 99，080 
20 I 30，1凹 29.8日 16.0121 1.969.6叩 白田出d 」町
25 1 370:5001 ~1 ，7811 1 6~ :319121 :0~0:~7;! 1，273，8 
30 1 4，327，6501 2回4.19412.8山

界
的
生
産
過
剰
不
景

気
来
|
日
撃
事
変
、

大
東
亜
戦
、
敗
戦
と

い
う
因
果
な
変
目
を

見
た
が
、
そ
の
問
、

内
村
で
は
大
正
八
年

に
三
内
村
信
用
燐
買

販
売
利
用
組
合
と
云

う
も
の
が
生
れ
た
。

-446-

大
助
か
り
で
あ

っ
た
。

始
め
は
農
民
が
自
分

の
組
合
だ
と
云
う
認

識
に
乏
し
か
っ
た
か

も
知
れ
ぬ
が
、
身
近

に
出
来
た
組
合
を
利

用
し
て
金
融
面
に
も

昭
和
二
十
一
年
二
月
に
は
、金
融
緊
急
措
置
令
が
出
て
通
貨
封
鎖
、

預
金
の
棚
上
げ
、
等
が
あ
っ

て
一
時
混
乱
し
た
事
も
あ
っ
た
。
終
戦

後
の
イ
ン
フ

レ
に
よ
り
通
貨
の
単
位
が
上
糾
し
た
。
村
で
は
木
材
の



高
騰
等
で
金
廻
り
も
良
く
な
っ
た
。
金
融
機
関
と
し
て
は
主
と
し
て

三
内
農
協
に
依
存
す
る

こ
と
L

な
っ
た
。

第
五
章

教

τ長
円

大
自
然
は
す
べ

て
の
こ
と
を
知

っ
て
い
な
が
ら
黙

し
て

語
ら
な

ぃ
。
今
は
故
人
と
な

っ
た
人
達
が
登
っ
た
で
あ
ろ
う
山、

夏
の
日
感

り
に
魚
あ
さ
り
に
夢
中
に
な
っ
た
川、

毎
日
通
っ
た
道
、
そ
れ
ら
は

ム
寸
も
殆
ん
ど
そ
の
ま
L

に
あ
る
。
然
し
人
々
は
幾
世
代
か
入
り
変
つ

て
昔
の
人
は
も
う
い
な
い
。

村
の
教
育
、文
化
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
ろ
う
と
す
る
と
き
、記
録
の

不
備
や
、焼
失
の
た
め
、そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
が
余
り
に
も

少
な
い
。
わ
ず
か
に
古
老
の
口
伝
や
、
現
存
の
記
録
に
よ
っ
て
三
内

地
区
に
お
け
る
教
育
の
変
選
の
概
要
を
ま
と
め
て
見
た
。
江
戸
時
代

の
教
育
状
況
は
殆
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
以
後
に
お
い
て
は
そ

の
普
及
が
い
ち
じ
る
し
く
、
山
村
の
た
め
多
く
の
学
校
を
有
し
な
が

ら
も
年
を
追
っ
て
施
設
が
充
実
さ
れ
て
来
て
お
り
、
村
人
の
教
育
に

対
す
る
熱
意
が
ま
ざ
ま
ざ
と
感
ぜ
ら
れ
、
「
教
育
村
」
と
し
て

の
名
を

ほ
し
い
ま
与
に
し
た

の
も
、
う
べ

な
る
か
な
と
心
強
い
限
り
で
あ
る
。

教
育
は
百
年
の
大
計
で
あ
り
、
村
，
つ
く
り
の
根
本
で
あ
る
。
誌
に

先
見
具
眼
の
先
輩
に
感
謝
し
つ
L

旧
三
内
村
時
代
の
教
育
の
沿
革
を

略
述
す
る
。

第
一
節

初

等

教

育

一
、
治

革

付

寺
小
屋
時
代

明
治
以
前
の
教
育
、
即
ち
寺
小
屋
教
育
は
、
川刊
か

に
庄
屋
、
組
頭
等
良
家
の
子
弟
が
、
判
官
僧
侶
等
の
も
と
に
通
つ

て
読
み
書
き
算
盤
の
よ
う
な
も
の
を
学
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。

井
内
議
口
城
寺
の
和
尚
、
則
之
内
三
島
神
社
、
氏
宮
三
島
神
社
の

神
主

河
之
内
、
音
田
の
医
者
、
佐
伯
幸
伯
と
そ
の
子
松
渓
、

-447-

日

品川
の
近
藤
寛
蔵
、
こ

れ
等
の
人
が
寺
小
屋
師
匠
で
あ
っ
た
。

何
れ
も
自
宅
を
教
場
と
し
手
文
庫
、
机
等
を
並
べ
、
素
読
、
習

字
、
算
総
等
を
教
授
し
た
。
多
く
は
教
師
の
書
き
本
で
、
庭
訓
従

来
、
百
姓
往
来
を
与
え
た
。

授
業
は
朝
の
八
時
ご
ろ
か
ら
、
午
後
の
三
時
頃
ま
で
の
聞
で
あ

っ
て
、
先
生
の
御
都
合
次
第
で
あ
っ
た
。
束
怖
の
定
も
な
く
家
庭

よ
り
の
謝
儀
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
内
、
佐
伯
キ
伯
は
河
之
内
音
田
の
人
で
、
幕
末
の
頃
長
崎

に
行
き
才
ラ
ン
ダ
医
学
を
修
め
、
知
っ
て
産
婦
人
科
を
開
業
し

其
子
松
渓
も
医
を
業
と
し
た
。



お
き

土
谷
に
於
て
は

「
宮
の
側
」
と
云
っ
て
三
島
神
社
附
近
の
民
家

を
使
用
し
、
佐
伯
半
三
郎
、
佐
伯
伝
次
、

授
し
て
い
た
と
云
う
こ

と
で
あ
る
。

と
云
う
よ
う
な
人
が
教

同

第
一
期
明
治
以
後

(
明
治
八
年
|
同
三
九
年
)

ー、

河
之
内
私
立
培
達
学
舎

明
治
四
年
に
文
部
省
が
設
置
さ
れ
、
翌
五
年
に
は
学
制
が
し
か

れ
た
が
、
三
内
地
区
に
学
校
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
七
年
十

月
一
日
で
、
音
田
の
人
、
佐
伯
十
一
郎
が
高
等
小
学
校
程
度
の
学

校
を
設
立
せ
ん
と
、
東
奔
西
走
苦
心
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
時
の

学
区
取
締
役
、
内
藤
素
行
の
来
村
を
機
会
に
、
そ
の
由
を
陳
情
し

た
と
こ
ろ
、
内
藤
氏
は
近
藤
林
内
に
其
一
意
を
伝
え
、
快
諾
を
得
て

私
立
培
達
学
舎
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
初
め
日
浦
の
松
尾

(
今
の
柳
苧
と
美
問
屋
道
路
の
交
叉
点
)
に
設
け
ら
れ
、
土
谷
に

そ
の
分
校
を
置
き
、
更
に
そ
の
分
校
を
相
之
谷
に
置
い
た
。

相
之
谷
は
通
学
距
離
も
遠
く
道
も
峻
岨
で
、
土
谷
分
校
に
通
学

せ
ず
相
之
谷
の
分
校
で
、
寺
小
屋
式
授
業
が
行
わ
れ
、
第
一
代
の

教
師
は
山
石
井
と
い
う
人
で
、

松
山
出
身
の
人
で
あ
っ
た
。
第
二
代

自
の
教
師
は
、
佐
々
木
時
三
郎
で、

身
寄
り
の
な
い
人
で
相
之
谷

で
逝
去
せ
ら
れ
、

現
在
相
之
谷
に
そ
の
墓
が
あ
る
。
第
三
代
目
大

吹
教
員
の
時
廃
校
と
な
り
、
相
之
谷
の
生
徒
も
、
土
谷
尋
常
小
学

校
へ
通
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
科
の
程
度
は
相
当
に
高
く
、
高
等
小
学
校
以
上
で
あ
っ
た
。

教
員
と

し
て

は

O
児
玉
政
之
進

(松
山
藩
士
)
、
こ

の
人
は
明
治
九
年
愛
媛
県
尋

常
師
範
学
校
創
設
に
よ
り
同
校
に
転
任
す
る
。

O
渡

部

明

綱

後
松
山
高
等
女
学
校
長
と
な
っ
た
人
。

O
金

子

長

斉

後
三
津
高
等
小
学
校
長
と
な
っ
た
人
。

O
村

田

教

員

(
松
山
務
士
)
墓
碑
に
も
記
さ
れ
て
あ
る
通
り
、

~448~ 

松
山
藩
士
で
あ
っ
た
が
、
明
治
五
年
庄
屋
制
か
ら
戸
長
役
場
制

に
変
っ
た
時
、
戸
籍
及
出
納
等
の
事
務
取
扱
を
県
庁
で
受
講
し

て
か
え
り
、
役
場
吏
員
に
指
導
し
た
。
培
達
学
舎
の
教
附
と
し

て
も
相
当
程
度
の
高
い
教
育
を
し
た
ら
し
い
。
宅
は
音
田
ホ
組

の
(
名
越
氏
宅
の
前
)

の
間
に
あ
っ
た
。

(佐
伯
字
太
郎
口
述
)

墓
は
音
田
共
同
墓
地
、
阿
部
氏
の
慕
地
内
に
あ
る。

字
松
尾
に
あ
っ
た
校
舎
は
位
置
問
題
で
、
音
田
の
金
毘
総
寺
の
下

(
今
の
公
民
館
の
あ
る
所
)
に
移
転
し
た
が
、
明
治
十
九
年
の
暴

耳
か
り
や

風
で
倒
壊
し
た
。
と
り
あ
え
ず
金
毘
羅
寺
の
量
屋
を
改
造
し
て
充

当
し
た
。
そ
の
後
生
徒
数
が
増
加
し
て
、
狭
院
に
な
っ
た
の

で



民

家

(

寺
川
音
士
口
宅
)

を

使
用

し
た
。

(
佐
伯
半
助
口
述
)

明
治
十

九
年
南
方
村

、
吉

久
村

、
井

内

村
、

則
之

内

村
、

河

之

内

村

の
五
ケ
村

共
立

と
し

て
学

校

を
設

け
、

川
上
小
学

校

と

称
し

本

校

を
南

方
村

南
自
国
寺
に

お
き

、

そ

の
第
一
分
校
と
な

っ
た

が
、

高

等

科

の

教

育
は
、
尚
、
培
達
学
会
口
と
し
て
行

っ
た
。

参

考

資

料

佐

愛
媛
県
下
浮
穴
部
則
之
内
村
学
務
委
員
申
付
候
事

明
治
十
六
年
八
月
二
十

一
日
愛

媛

県

令

関

尚
次
の
よ
う
な
記
録
も
あ
る
。

念
御
精
務
」
ノ
」条
{
玉
喜
不
斜
奉
賀
上
候
隙
れ
ば
今
般
別
紙
写
之
通
奨
口
叩

下
賜
相
成
股
間
九
日
午
後
第
一
時
御
披
露
芽
粗
酒
一

献
差
上
申
度
御
苦

労
に
御
座
候
得
北
〈
御
臨
校
下
さ
れ
候
は
ば
大
股
に
存
奉
候
右
御
案
内
申

上
皮
如
斯
御
座
候
頓
首
敬
白

河
之
内
村
学
務
委
員

則
之
内
村
学
務
委
員
御
中

愛
媛
県
下
浮
穴
郡
河
之
内
村村
立

二
等
実
励
口
問
目
録
之
通
付
与
候
事

明
治
十
七
年
一
月
十
四
日

化
学

器

械

一

組

理
科
小
試

球

械

一

組

迎
科
小
試

具

一

組

11当

石

次

新

平

近

Ji~ 

'-n-T 
b↓ 

JI:主

培

逮

小

学

校

3と

自1

省

版
物
株
本

位
nu衡
総
本

山地
学
用
具

図
引
奥

地
問
釧
写
法

剖1組中11組組

以

広
則
附
金
ノ
儀

ニ
付
断

下
浮
穴
川
第

一耳
俗
学
区
河
之
内
培
迷
校
資
金
ノ
如
キ
未
ダ
不
光
悦
ニ
ヤ
テ

諸
端
足
レ
リ
ト

セ
ズ
、
希
ク
パ
之
ヲ
仙
川
タ
メ
、
左
ノ
A
h
矧
本
年
四
月
、
当

村
戸
長
役
場

へ
相
波
有
之

ニ
付
、
れ
(
俵
学
資
ニ
引
出
シ
寄
附
仕
リ
度
、
御

認
可
被
成
下
度
比
段
相
願
也

て

金

百

円

十
五
年
凶
刀
即
納

下
浮
穴
部
河
之
内
村
千
九
百
十
八
番
地
J
T

民

近

十

勝

林

内

判

下
浮
穴
部
第
一
茶
学
灰
河
之
内
村
学
誌
姿
由民

成

谷

恒

三

郎

判
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下
浮
穴
郎
伊
政
川
長
四
川
武
久
殿

脳
出
佼
魁
相
逃
無
之
依
之
奥
害
致
進
達
候
也

明
治
十
五
年
九
月
十
四
日
右
戸
長

近

(右
同
様
に
土
谷
校
に
も
寄
附
し
て
い
る
)

て

金
凶
十
円

近

培
迷
学
校
諮
問
出
納
帳
よ
り

(
乙
れ
は
明
治
七
甲
成
年
十
月
以
米
、
明
治
十
凶
年
末
迄
に
至
る
培
述

学
校
の
入
校
を
管
制地
者
、
近
藤
円
以
十
胞
に
よ
っ

て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ

l業

』蔵

gf? 
J，~ 

l長

十
爪T

j
tn

，
 
I*J 



る
。
)
(
近
藤
本
家
蔵
)

教
師
と
し
て
次
の
人
々
の
名
が
見
え
る
。

池
内
氏
(
明
治
七
年
頃
)
月
給
三
円

長
官
我
部
弘
氏
(
明
治
九
年
よ
り
)
授
業
生

乃
万
氏
(
明
治
十
年
頃
)
月
給
五
円

金
子
氏
(
明
治
十
一

年
)
月
給
六
円
五
十
銭

的
井
氏
(
明
治
十

一
年
頃
)
月
給
三
円

書

物三
銭

下
等

教

則

二

十

銭

五
銭

地

理

神

州

七

十

四
銭

三
十
五

銭

読

本

十
三
銭

一
厘

回
収
業
料

明
治
九
年
の
記
録
に
よ
れ
ば

一
ヶ
月

一
銭
五
鹿
か
ら
十
銭
ま
で
ど
一
定
で
な
い
。
外
に
知
山
謝
儀
の
も

の
も
あ
っ
た
。

生
徒
数
明
治
八
年
し
お
年
玉
持
参
者
数
に
よ
る
と
三
十
三
名

明
治
九
年
綬
業
料
控
で
は、

綬
業
料
納
付
者
五
十
名
、
外
に
仰
山
謝
儀
人

別
六
名
合
計
五
十
六
名
で
あ
っ
た
。

て
き
こ
う

2
、
辿
康
小
学
校

月
給
二
円

小
学
校
教
授
法

筆
算
教
授
法

農
業
往
来

明
治
八
年
頃
則
之
内
村
氏
之
宮
の
前
旧
道
を
東
へ
行
っ
た
坂
の

附
近
の
務
の
庵
を
校
舎
に
使
用
し
た
。
教
仰
は
氏
之
宮
神
宮
、
長

的

u
我
部
斉
。
明
治
十
九
年
共
立
川
上
小
学
校
と
な

っ
た。

よ

-re〈

3
、
政
則
小
学
校

明
治
八
年
頃
、
現
在
和
田
丸
公
民
館
の
位
置

に
設
け
ら
れ
た
ら

し
い
。
明
治
十
九
年
共
立
川
上
小
学
校
と
な

っ
た
。

よ
し
う
ち

4
、
吉
内
小
学
校

明
治
八
年
頃
、
井
内
宮
川
橋
の
下
手
に
設
け
ら
れ
た
。
飯
塚
亮

5 
、 助

j!~~ と
泉tぃ
小 う
学諜
校学
に
す
ぐ
れ
た
教
師
カ1
居
た

(東
山
石
吉
口
述
)

明
治
十
四
年
四
月
士
ロ
内
小
学
校
を
改
称
し
神
職
の
家
(
現
吉
井

神
社
々
務
所
)
に
移
る
。
明
治
十
九
年
川
上
小
学
校
第
二
分
校
と

て

む

き

な
っ
て
、
川
西
蔵
元
の
天
向
に
あ
っ
た
貢
米
蔵
を
使
用
し
て
い
た

~450 ~ 

が
、
同
年
九
月
大
暴
風
の
た
め
倒
壊
し
、
民
家

(
屋
号
遅
越
)

に

移
っ
た
。

6
、
川
上
共
立
小
学
校

本
校
は
南
昌
寺
に
お
か
れ
た
。

一
ヶ
年
余
り
に
て
閉
校
。

明
治
二
十
年

四
月
学
制
改
正
に
よ
っ
て
小
学
校
を
尋
常
、
高
等

の
二
校
に
分
ち
、
各
村
に
は
尋
常
小
学
校
を
置
き
、
高
等
小
学
校

は
郡
中
町
に
、
下
浮
穴
伊
橡
両
郡
と
し
て
一

一校
を
置
く
こ
と

に
な

っ
た
。
民
、
泉
小
学
校
は
天
向
小
学
校
と
改
名
し
て
い
た
が
後
井
内

円野
市
小
学
校
と
な
り
明
治
三
十
九
年
の
廃
合
に
至
る
。

学
校
の
制
度
の
如
き
は
、
最
初
は
全
然
不
規
律
で
あ
っ
て
昔
の



-4

寸
小
屋
に
訪
仰
と
し
て
い
た
。

学
級
は
初
等
、
中
等
、
高
等
の
三
科
に
分
ち
、
初
等
中
等
は
六

お
わ

級
に
初
ま
り
一
級
に
卒
り
、高
等
は
四
級
に
初
ま
り
一
級
に
半
る
。

何
れ
も
試
験
の
上
、
平
均
点
六
点
以
上
の
者
を
及
第
と
し
て
進
級

さ
せ
、
以
下
は
落
第
と
し
て
原
級
に
止
め
る
。
そ
し
て
半
年
進
級

十
六
学
級
で
あ
る
。
だ
か
ら
全
科
を
卒
業
す
る
に
は
八
ヶ
年
か
か

る
。
大
方
は
初
等
科
で
退
校
し
中
等
科
以
上
へ
は
進
む
者
が
極
め

て
少
な
か
っ
た
。

明
治
二
十
年
学
制
改
正
に
よ
り
、
尋
常
高
等
北
二
学
年
を
初
め

と
し
て
四
ヶ
年
で
卒
業
す
る
。
最
初
尋
常
科
一
年
は
初
等
五
、
六

級
を
併
合
、
同
二
学
年
は
三
、
四
級
を
併
合
の
如
く
改
め
た
。
後

に
至
り
高
等
科

へ
進
学
し
た
く
て
も
郡
中
町
ま
で
は
、
余
り
に
遠

方
不
便
で
あ
る
の
で
、

一
ヶ
年
程
度
の
温
習
科
(
補
習
科
)
を
設

置
し
た
。

当
時
の
教
師

古
内
小
学
校
名
越
重
照
。
飯
塚
諒
介

災
、
衆
小
学
校
飯
塚
一日一仲介
、
林
正
鎮
、
高
木
共
之
、
永
野
立

川
上
共
立
小
学
校
第
二
分
校
吉
田
正
絡

井
内
尋
常
小
学
校
曽
線
包
弥
、
金
子
昨
飢
餓
、
竹
本
琴
三
郎

天
向
小
学
校
宇
野
静
哉
、
永
野
立

井
内
小
学
校

金
子
一川
太
郎
、
竹
田
九
十
郎
、
石
丸
長
芳
郎
、

野
木
某
、
小
林
栄
太
郎
、
一
色
久
幸

(
以
上
官
野
誠
心
許
汁
内
誌
よ
り
)

正
問
景
敏

7
、
河
之
内
尋
常
小
学
校
(
前
の
培
達
学
舎
)

明
治
二
十
年
八
月
共
立
川
上
小
学
校
よ
り
分
離
し
て
河
之
内
尋

山
川
小
学
校
と
称
し
た
。
明
治
二
十
三
年
、
音
回
ハ
組
(
藤
井
の
哀
)

に
新
築
移
転
し
た
が
、
明
治
三
十
七
年
二
月
火
災
に
過
い
焼
失
し

た
。
消
防
の
設
備
も
な
い
頃
の
事
で
、
丸
焼
け
に
な
り
重
要
書
類

等
焼
失
し
た
。
即
日
区
会
を
招
集
し
て
、
仮
校
舎
を
金
毘
羅
寺
下

の
(
家
号
上
大
門
)
寺
川
音
吉
方
と
定
め
て
、
明
治
三
十
九
年
の

新
築
校
舎
に
至
る
。
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8
、
土
谷
簡
易
小
学
校

明
治
二
十
年
八
月
培
達
学
会
土
谷
分
校
、
及
共
立
の
第
一
分
校

の
土
谷
教
場
よ
り
独
立
し
た
。
土
谷
一
二
二

O
番
地
民
家
中
島
新

七
宅
を
充
当
し
た
。
明
治
二
十
五
年
九
月
土
谷
尋
常
小
学
校
と
な

っ
た
。

9
、
東
谷
簡
易
小
学
校
(
前
の
辿
康
小
学
校
)

明
治
二
十
年
八
月
川
上
小
学
校
よ
り
分
離
改
称
。

ω、
西
谷
簡
易
小
学
校
(
前
の
政
則
小
学
校
)

明
治
二
十
年
四
月
川
上
小
学
校
よ
り
分
離
し
て
改
称
し
た
。



日、

天
向
尋
常
小
学

校

(
前
の
央
、
泉
小
学
校
)

明
治
二
十
年
一
月
川
上
小
学
校
第
二
分
校
を
独
立
改
称
す
る
。

目
、
則
之
内
尋
市
小
学
校

明
治
二
十
三
年
五
月
、
東
谷
簡
易
小
学
校
と
、
西
谷
簡
易
小
学

校
を
合
併
、
保

免

(
貫一
般
の
あ
り
し
所
)
に
新
設
し
た
。

日、

土
谷
尋
常
小
学
校

明
治
二
十
五
年
九
月
よ
り

土
谷
簡
易
小
学
校
を
改
称
、
引

っ

づ
き
民
家
を
使
用
し
て
い
た
が
、
明
治
三
十
二
年
字
科
畑
に
新
校

舎
を
立
て
移
転
し
た
。

は
、
井
内
尋
常
小
学
校

明
治
二
十
三
年
天
向
尋
常
小
学
校
を
改
称
し、

現
高
須
賀
操
屋

敷
に
移
築
し
た
。

日、

高

等

小

学

校

培
達
学
会
高
等
部
に
お
い
て
は
、
相
当
に
高
い
教
育
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
七
年
に
い
た
り
、
南
吉
井
村
、
川

上
村
、
三
内
村
の
三
村
共
立
に

て
、
南
昌
寺
に
川
上
高
等
小
学
校

が
設
け
ら
れ
、
有
志
の
子
弟
が
遠
方
よ
り
通
学
し
た
。
そ
れ
は
今

の
大
学

へ
入
学
す
る
位
の
比
率
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
い
で

明
治
三
十
四
年
四
月
よ
り
三
内
村
安
国
寺
に
分
離
し
て
三
内
高
等

小
学
校
と
称
し、

同
三
十
九
年
各
小
学
校
に
高
等
科
が
併
設
さ
れ

る
に
到
る
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。

時
の
校
長
は
初
代
都
築
利
倣
、

二
代
有
光
信
太
郎
、

b
L
E
血れい有

，か
l
r肱
ル
仙

一

r
nu

嘉
平
で
あ
っ
た
。
教
員
に
は
近
藤
壮
造
(
後
渡
部
氏
)
、
佐
伯
恒

雄
、
高
須
賀
虎
太
郎
、
籾
山
菜
、
田
中
寛
太
、
女
教
員
遠
山
コ
ト

等
で
あ
っ
た
。

国

第
二
期
明
治
以
後

ー、

三
内
第
一
尋
常
高
等
小
学
校

明
治
三
十
九
年
二
月
十
六
日
、
河
之
内
尋
常
小
学
校
と
則
之
内

~452~ 

尋
常
小
学
校
の
一
部
、

(
東
谷
の
分
)
を
合
併
し
て
、

現
在
位
置

に
新
設
さ
れ
、
高
等
科
を
併
置
し
た
。
以
後
位
置
は
変
ら
ず
設
備

は
次
第
に
拡
張
改
造
さ
れ
た
。

即
ち
大
正
十
二
年
五
月
よ
り

運
動
場
拡
張
工
事
が
校
下
民
の

勤
労
奉
仕
に
よ
り
、
延
九
八
七
人
の
出
役
と

二
戸
二
十
五
銭
の
工

事
費
三
五
五
戸
分
八
八
円
七
五
銭
及
村
費
支
出
二
四
七
五
円
二
一

鋭
に
よ
っ
て
、

同
年
八
月
三
十
日
竣
工
、
九
月
一
日
落
成
式
訪
一
祝

賀
会
が
行
わ
れ
た
。
丁
度
撒
餅
の
日
夜
中
が
彼
の
関
東
圧
災
の
時
で

あ
っ
た
。

校
舎
も
当
時
と
し
て
は
己
む
を
得
ぬ
事
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が



極
め
て
粗
末

(
廊
下
側
は

附
子
)
で
み
め

り
、
狭
く
尚

協
朽
し
て
い

た
。
西
側
の

一
線
(
二
教

室
)
は
修
繕

に
止
め
た
が

他
は
新
築
文

は
改
造
す
る

こ
と
L

な
つ

た
。

十
四

年
九
月

即
ち
大
正

十
一
日
起
工

P 

... '・

(
六
教
室
臓
員
室
裁
縫
室
〉

さ
れ
、
東
西
四
十

一
問
、

ス
レ

ー
ト

葺
及
型
科
室
三
十
坪
、使
所
一
棟
は
新
築
さ
れ
、
東
側
六
十
坪
(
宿

直
、
小
使
、
唱
歌
、
準
備
室
)
等
が
改
造
さ
れ
、
大
正
十
五
年

月
三
日
盛
大
に
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
続
い
て
青
年
聞
に
よ
る

周
囲
の
土
以
一
工
事
及
び
防
相
樹
が
行
わ
れ

当
時
と
し
て
は
立
派
な

学
闘
が
帥
信
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
年
に
至
り
、第

大正二年度三内第一尋常高等小学校秋準大迎助会

、

一一一、
と
順
位
を
示
す
よ
う
な
校
名
を
廃
し
て
コ
一
内
東
谷
尋
常

高
等
小
学
校
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
十
一

年
更
に
校
舎
の
新
築
が
行

わ
れ
た
。
即
ち
こ
れ
ま
で
の
東
側
校
舎
の
東
に
鵠
堂
兼
用
の
三
教

室
(
唱
歌
本
一裁
縫
室
二

と
家
事
室
)
、
住
宅
二
教
室
及
東
西
校
舎
の

両
端
に
手
工
室
、
西
便
所
、
堆
肥
小
屋
農
舎
運
動
具
室
が
新
設
さ

れ
、
西
側
校
舎
は
武
道
場
と
し
て
三
内
村
役
場
前
に
移
転
さ
れ
た
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の
で
自
然
起
動
場
は
拡
張
さ
れ

五
月
十
七
日
そ
の
落
成
式
が
行

わ
れ
た
。
尚
此
の
年
鉄
筋
一右
造
の
奉
安
殿
が
作
ら
れ
た
。
昭
和
十

六
年
四
月
国
民
学
校
令
に
よ
り
、
三
内
東
谷
国
民
学
校
と
改
称

更
に
昭
和
二
十
二
年
四
川
よ
り
六
三
三
制
実
施
に
よ
り
、
三
内
東

谷
小
学
校
と
改
称
し
て
現
在
に
至
る
。

2
、
三
内
第
二
尋
常
小
学
校

明
治
三
十
九
年
二
月
十
六
日
井
内
尋
常
小
学
校
と
、
則
之
内
尋

川
市
小
学
校
の
西
谷
分
を
併
せ
て
、
現
在
地
に
新
設
し
高
等
科
を
併

置
し
た
。
費
用
は
全
村
民
の
負
担
に
よ
り
第
一
校
と
合
せ
て
八
千

円
の
寄
附
を
以
て
両
校
が
建
築
さ
れ
た
。



大
正
十
五
年
に
至
り
狭
く
な
っ
た
の
で
、
仮
校
舎
(
一
教
室
)

を
新
築
し
た
。
然
し
旧
式
の
建
築
法
で
あ
り
尚
前
の
校
舎
が
閥
朽

し
て
き
た
の
で
、
第
一
校
の
新
築
後
村
財
政
も
困
難
で
あ
っ
た
が

村
長
近
藤
金
四
郎
を
始
め
校
下
有
志
の
奔
走
に
よ
り
、
昭
和
二
年

五
月
校
地
の
地
な
ら
し
に
着
手
し、

昭
和
三
年
七
月
起
工
し
て
、

同
年
十
二
月
竣
工
し
た
。
そ
の
費
用
は
二
万
五
千
五
百
円
を
要
し

た
。
昭
和
十
年
一
月
-
日
西
谷
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
し
、
一史

に
十
六
年
四
月
よ
り
西
谷
国
民
学
校
と
改
称
、
更
に
六
、
三
、
三

制
実
施
に
よ
り
三
内
西
谷
小
学
校
と
な
り
現
在
に
至
る
。

3
、
三
内
第
三
尋
常
小
学
校

明
治
三
十
九
年

一
月
字
科
畑
の
土
谷
尋
常
小
学
校
を
改
称
し
た

が
校
地
が
日
陰
で
あ
っ
た
為
、
明
治
四
十
四
年
二
月
現
在
地
に
新

校
舎
を
建
築
し
た
。

昭
和
五
年
六
月
十
七
H
、
運
動
場
拡
張
工
事
を
開
始
し
九
月
六

日
竣
工
し
た
。
又
昭
和
七
年
十
月
二
十
七
日
、

教
員
室
、裁
縫
室
、

宿
直
室
を
改
増
築
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
起
工
式
を
行
い
、
十

一
月
三
日
よ
り
着
工
し
て
、
昭
和
八
年
七
月
十
六
日
、
落
成
式
が

行
わ
れ
た
。
昭
和
十
年
一
月
一
日
よ
り
校
名
を
三
内
土
谷
尋
常
小

学
校
と
改
称
さ
れ
た
が
、
更
に
昭
和
十
六
年
四
月
よ
り
三
内
土
谷

国
民
学
校
と
な
り
、
高
等
科
が
併
置
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
四

月
学
制
改
革
に
よ
り
、
三
内
村
立
土
谷
小
学
校
と
な
り
現
在
に
至

る
。

同

六

市IJ

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
の
結
果
国
政

全
般
に
わ
た
っ
て
一
大
変
革
が
行
わ
れ
た
が
、
教
育
制
度
に
お

い
て

も
、
昭
和
二
十
一

年
に
ア
メ
リ
カ
の
教
育
視
察
団
が
来
日
し、

jっ
1う:

国
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
調
査
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
ト
ダ

!
ド
教
育
報
告
書
の
勧
告
に
も
と
e

つ
い
て
、
わ
が
国
の
教
育
制
度
の

~ 454~ 

根
本
的
改
革
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日
付
で
、

「
教
育
基
本
法
」

「
学
校
教
育
法
」
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

小
学
校
六
年
、
中
学
校
三
年
を
、
義
務
教
育
と
し、
高
等
学
校
三
年
、

大
学
四
年
の

い
わ
ゆ
る
六
三
、
三、

四
制
が
実
施
さ
れ
、
高
等
学
校

ま
で
は
昭
和
二
十
二
年
度
よ
り
、
大
学
は
昭
和
二
十
四
年
よ
り
発
足

し
た
。
な
お
、
昭
和
二
十
三
年
よ
り
、
二
十
四
年
度
に
か
け
て
、
教

育
行
政
に
抜
本
的
な
教
育
委
員
会
法
が
実
施
さ
れ
て
、
文
部
省
は
そ

の
指
導
助
言
の
機
関
と
し
て
更
生
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
昭
和
二
十

年
に
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
十

月
市
村
町
に
も
そ
れ
が
設
置
さ
れ
、
財
政
権
を
除
い
て

一
切
の
教



育
行
政
が
委
員
会
の
手
に
移
っ
た
。
最
初
委
員
は
公
選
制
で
あ
っ
た

が
昭
和
三
十
一
年
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
長
の
任
命
制
と
改
め
ら

れ
た
。

品 ム

ヲこ

校

ハ
三
制
実
施
に
よ
り
、
各
小
学
校
は
、
六
年
生
迄
と
な
り
、

高

等
科
は
中
学
校
へ
移
行
さ
れ
た
。

ー
、

コ

i

l

 
.~l. 

子

校

昭
和
二
十
二
年
四
月
、
旧
三
内
村
三
小
学
校
の
高
等
科
お
よ
び

青
年
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
新
制
中
学
校
の
該
当
学
年
に

編
入
し
創
立
さ
れ
た
。

中
学
校
の
校
舎
は
東
谷
小
学
校
の
一
部
を
本
校
と
し
、
西
谷
小

学
校
に
分
校
を
設
置
し
て
、
発
足
し
た
が
、
二
十
四
年
三
月
十
七

日
、
工
費
三
三
五
万
円
に
て
起
工
さ
れ
、
同
年
十
二
月
十
八
日
一

ヶ
谷
安
国
寺
の
丘
に
、
堂
々
た
る
新
校
舎
が
落
成
し
た
。
そ
の
木

材
は
村
内
各
部
落
の
管
理
す
る
村
有
林
よ
り
供
出
さ
れ
た
が
、
そ

の
他
多
額
の
金
額
も
寄
附
さ
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
立
派
な
独
立
校
舎
を
も
っ
町
村
は
、
稀
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十

五
年
十
一
月
二
十
日
、
学
校
施
設
優
良
に
つ
き
文
部
省
よ
り
表
彰

の
栄
誉
を
う
け
、
更
に
二
十
六
年
八
月
二
十
五
日
、
知
事
よ
り
表

彰
さ
れ
た
。
続
い
て
同
年
十
月
十
一
日
よ
り
、
増
築
工
事
に
着
手

し、

翌
二
十
七
年
三
月
十
二
日
、
図
昔
一
室
、
洋
裁
室
、
体
育
器
具

室
、
出
窓
口
、
物
置
が
完
成
し
た
。
同
年
七
月
水
不
足
の
た
め
丘
の

踏
に
井
戸
を
掘
り
、
水
道
工
事
を
行
っ
た
た
め
水
量
は
豊
富
と
な

っ
た
が
、
酸
化
鉄
を
多
量
に
ふ
く
み
水
質
が
思
い
た
め
飲
料
水
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
川
上
村
と
合
併
し
川
内
村
と
な
っ

た
た
め

川
内
村
立
三
内
中
学
校
と
な
っ
た
。
翌
三
十
一
年
九
月

八
日
加
川
部
落
を
合
併
し
て
町
制
が
実
施
さ
れ
川
内
町
立
と
な
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る
。
更
に
合
併
当
初
よ
り
の
目
標
で
あ
っ
た
、
中
学
統
合
の
議
が

進
み
、

三
十
二
年
十
一
月
よ
り
工
費
、
約
八
千
万
円
を
投
じ
大
同

建
設
に
よ
り
、
新
校
舎
の
建
築
が
着
工
さ
れ
た
。
三
十
三
年
四
月

よ
り
町
内
四
中
学
校
を
統
合
し
て
、
川
内
町
立
川
内
中
学
校
と
改

称
し
た
が
、
松
瀬
川
中
学
校
を
三
内
中
学
校
に
統
合
し
て
、
三
内

教
場
と
称
し
、
川
上
教
場
、
沼
川
教
場
の
三
教
場
に
分
散
し
て
授

業
を
行
っ
た
。
同
年
十

一
月
鉄
筋
三
階
建
校
舎
、
二
階
建
木
造
校

舎
、
お
よ
び
三
内
中
学
校
よ
り
移
築
し
た
平
屋
建

一
棟
が
完
成
し

二
十
六
日
竣
工
祝
賀
式
を
挙
行
し
て
、
名
実
北
ハ
に
金
町
一
一
校
の
中

学
校
教
育
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。



教学|火
則的1)I .gjl 
発発|符
布布 |設
さ小| 置
る学 iさ
校|る

教
育
予
知

生
徒
数

卒
業
者
数

国

教

育

委

員

会

従
来
の
教
育
行
政
が
中
央
集
権
的
官
僚
的、

支
配
的
で
あ
っ
た
事

か
ら
教
育
民
主
化
の
線
に
沿
っ

て
昭
和
二
十
三
年
七
月
法
第
一
七

O

号
に
よ
り
教
育
委
員
会
法
が
公
布
せ
ら
れ
た
。

こ
の
法
律
は
教
育
が
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ

と
な
く
、

国
民
全

休
に
対
し
直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

自
覚
の
も
と
に
、
公
正
な
民
一意
に
よ
り
、
地
方
の
実
情
に
即
し
た
教

育
行
政
を
行
う
た
め
に
、
教
育
委
員
会
を
設
け
教
育
本
来
の
目
的
を

達
成
す
る
と

と
を
目
的
と
す
る
。

最
初
は
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
発
足
、
愛
媛
県
で
は
元
西
谷
小

学
校
長
で
あ
っ
た
和
田
勇
外
五
人
の
教
育
委
員
が
公
選
せ
ら
れ
、
愛

媛
県
教
育
委
員
会
が
発
足
し
た
。
次
で
昭
和
二
十
七
年
六
月
法
第

O
七
号
に
よ
っ
て
地
方
教
育
委
員
会
が
お
か
れ
三
内
村
で
は
次
の
人

々
が
教
育
委
員
に
公
選
せ
ら
れ
た
。

I1JJI年 1-

II. I ~7f:ì I 1t I初
等

教
z， 
同

品同

サ

校

年

表

功て
ιえー

選

vi¥ 
f口

十州
干

I1日l

字1川'1:1三河 近i絵富久一井田 氏

一孟環ゲシ十郎 名

一谷ケ 土谷 浦日 惣谷田 和丸田
住

所

H召
就11 11 じ
任

年

月

'J M O 昭凹- 退
任

年

月
四

。哲留 H 宣言任 側l

考

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
三
内
、
川
上
両
村
合
併
川
内
村
と
な

る
教
育
委
員
会
教
育
長
、
教
育
委
員
会
に
は
教
育
長
を
置
き
文
其
の

職
務
権
限
に
属
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
事
務
局
を
置
く
、
教
育

-456-

長
に
は
次
の
者
を
任
命
し
た
。

一
氏
-
日
野

-

戸
什
由
広
明
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1
1

•• 

一
住
所

一

一

一

備

考

一

恒
好
一
則
之
内
一
昭
一
一
七
、
二

、
二
昭
二
八
二
一
一
二
三
一
巳
削
村
助
役
一

仙

了
一
昭
一
一
八
、
四

、
二
昭
三

O
、四
、
一
五
可
一
四
朗
川
-一一

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

名

度

者
一一一一一1--1一一一

校

理
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習

学

校

大
正
十
三
年
六
月
よ
り
実
業
補
習
学
校
は
、
農
業
補
習
学
校
と

改
称
せ
ら
れ
た
。
修
業
年
限
は
前
期
二
ヶ
年
で
、
小
学
校
尋
常
科

卒
業
生
を
、
後
期
三
ヶ
年
は
小
学
校
高
等
科
卒
業
生
及
び
前
記
修
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了
者
を
、
又
研
究
科
は
四
個
年
で
後
期
修
了
者
を
収
容
し
教
育
が

行
わ
れ
た
。

教
科
は
以
前
の
実
業
学
校
と
同
じ
で
、
教
師
も
殆
ん
ど
小
学
校

の
教
員
が
兼
務
し
た
が
、
農
業
及
び
裁
縫
に
つ

い
て
は
、
お
お
む

ね
専
粁
教
員
が
お
か
れ
た
。

男
子
部
の
授
業
は
や
は
り
校
下
の
数
制
所
に
分
散
し
て
夜
間
に

行
わ
れ
た
。

側

刊

年

刊州

紋

所

大
正
十
五
年
七
月
一
日

よ
り
州
官
学
校
に
青
年
訓
練
所
が
併
置

せ
ら
れ
、
時
代
の
要
求
に
も
と
ず
さ
、
男
子
は
昼
間
何
週

一
回
小



学
校
に
集
合
さ
せ
て
、
ゴ
一
時
間
程
度
の
軍
事
教
練
を
主
と
し
て
教

育
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

修
業
年
限
は
第

一
、，

t
三
、
四
年
次
と
し
普
通
学
科
(
国
語

数
学

公
民
)

は
、
小
学
校
教
員
が
兼
務
指
導
し、

軍
事
教
育
は

小
学
校
教
員
又
は
在
郷
軍
人
よ
り
専
任
の
指
導
員
に

よ
っ
て
行
わ

れ
た
。
そ
し
て
毎
年

一
回
現
役
軍
人
で
あ
る
査
閲
官
の
査
閲
が
実

施
さ
れ
、
年
を
追
っ
て
軍
事
教
育
は
盛
ん
と
な

っ
た
。

補
習
学
校
教
育
は
男
女
と
も
従
前
通
り
で
あ
っ
た
。

(Ii) 

青

年

学

校

満
洲
事
変
、
上
海
事
変
と

わ
が
国
の
大
陸
政
策
が
着
々
と
進

め
ら
れ
軍
関
政
治
の
時
代
と
な
る
に
つ
れ
て
、
青
年
に
対
す
る
軍

事
教
育
が
益
々
強
く
要
求
さ
れ
る
に
至
り
、
昭
和
十
年
七
月
一
日

青
年
学
校
令
施
行
に
伴
い
現
在
ま
で

の
補
習
学
校
お
よ
び
青
年
訓

練
所
を
廃
止
し
て
、

青
年
学
校
が
設
置
せ
ら
れ
た
。

修
業
年
限
(
男
女
と
も
)

普

通

科
二
ヶ
年
(
小
学
校
尋
常
科
ー
卒
業
生
)

本
科
五
ヶ
年
(
高
等
科
卒
業
生
及
普
通
科
修
了
生
)

研

究

科

一

ヶ

年
(
本
科
修
了
生
)入
学
者
男
子
僅
少
、女
子
な
し

専

修

科

一ヶ
年

(研
究
科
修
了
生
)
設
置
せ
ず

教

科

課

程

修
身
公
民
普
通
科
(
国
数
、
炭
業
)

男
子
の
み
教
練
科
、
女
子
の
み
家
庭
科

教
員
は
主
と
し
て
従
来
週
り
小
学
校
教
員
が
兼
務
し
た
が
、

農

業
科
、
男
子
の
教
練
科
、
女
子
の
家
庭
科
は
お
お
む
ね
専
任
指
導

員
が
配
置
さ
れ、

軍
事
教
育
は

一
層
強
化
せ
ら
れ
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
川
上
村
青
年
学
校
と
合
併
し
て
川
上
、

三
内

共
立
東
温
青
年
学
校
を
設
立
し
、
川
上
小
学
校
の
一
部
を
校
舎
と

し
て
開
校
さ
れ
た
。
以
来
充
実
し
た
青
年
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
が
、

戦
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
て、

殆
ん
ど
軍
事
教
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育
と
な
り
、
国
家
総
動
員
法
に
基
づ

い
て
、
学
徒
動
員
が
行
わ
れ

木
材
木
炭
の
阪
出
、
見
奈
良
飛
行
場
整
地
作
業
、
松
根
油
採
油
作

業
、
食
糧
増
産
等
の
労
務
作
業
に
動
員
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
敗
戦
に
よ
っ
て

一
切
の
軍
事
教
育

は
禁
止
せ
ら
れ
、

兵
器
は
松
山
の
進
駐
軍
キ
ャ
ン
プ
に
引
渡
し

青
年
の
志
気
は
慮
脱
状
態
と
な
っ
て
、
出
席
せ
ず
そ
の
経
営
に
は

困
難
を
き
わ
め
た
。
遂
に
統
合
授
業
は
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、

や
む
な
く
各
小
学
校
で
分
散
授
業
を
行

5
に
至
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
、
六
、
三
制
実
施
の
学
制
改
革
に
伴
い
、

青
年
学
校
は
廃
止
さ
れ
、

そ
の
第
一

学
年
は
新
制
中
学
三
学
年
に



編
入
せ
ら
れ
た
。

同

三
内
村
立
高
等
家
政
学
校

敗
戦
に
よ
っ
て
勤
労
青
年
の
教
育
機
関
が
な
く
な
っ
た
一
面
、

私
設
の
洋
裁
学
校
が
都
市
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
が
、
そ
れ
に

通
学
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
の
で
、
農
村
子
女

全
員
の
就
学
は
む
づ
か
し
か
っ
た
。
当
時
の
村
長
大
窪
晴
市
は
こ

れ
を
憂
え
、
夜
間
青
年
学
級
の
開
設
と
、
女
子
に
は
全
日
制
の
家

政
教
育
を
施
す
必
要
を
痛
感
し
、
遂
に
英
断
を
も
っ
て
村
議
会
の

議
決
を
得
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
、
三
内
村
立
高
等
家
政
学
校
を

創
設
し
三
内
中
学
校
に
併
置
し
た
。

修

業

年

限

ァ、
‘

d
吐
4
0

0

バペ

4

よ
γ

研

究

科

家

庭

科

不一二
ケケ
定年年

中
学
卒
業
生

本
科
卒
業
者
及
同
等
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者

一
般
人
を
対
象
と
し
て
資
格
を
問
わ
ず
随
時
入

学
を
許
可
す
る
。

教

科

諜

目

普
通
教
科

訪問
l
教
科

岡
以
来
日
数

一円
七
時
間
、
六
月
、
十
月
後
半
よ
り
十
一
月
前
半
の
二
ヶ
月
を
民
地
内

休
業
と
し
て
、
他
は
全
日
制
と
す
る
。

(
閃
語
、
社
会
、
数
学
、
音
楽
)

(
和
裁
、
洋
裁
、
手
芸
、
編
物
、
料
辺
、
茶
悲
辺
)

校
長
は
時
に
よ
り
村
長
、
中
学
校
長
或
は
教
育
長
が
兼
務
し
た

が
専
任
教
員
四
名
、
嘱
託
三

l
四
名
を
も
ち
、
以
後
順
調
な
発
展

を
と
げ
、
郷
土
の
女
子
教
育
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
村
外

よ
り
の
入
学
希
望
者
も
続
出
す
る
に
至
っ
た
。

教
場
は
昭
和
三
十
一
年
四
月
役
場
新
庁
舎
溶
成
に
よ
り
旧
三
内

村
役
場
に
移
転
し
た
が
、

更
に
川
内
中
学
校
が
統
合
さ
れ
た
の
で

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
一
白
か
ら
旧
三
内
中
学
校
々
舎
を
家
政
学

校
校
舎
に
あ
て
一

層
充
実
し
た
設
備
を
も
ち
、
そ
の
将
来
に
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
大
き
い
。
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学

i交

終
戦
後
の
背
年
教
育

l
特
に
男
子
背
年
に
対
す
る
、
教
育
施
設

は
皆
無
と
な
り
、
敗
戦
の
虚
脱
状
態
と
民
主
主
義
の
逸
脱
か
ら
青

年
を
救
う
こ
と
は
目
下
の
急
，
初
で
あ
っ
た
。



そ
こ
で
、
西
谷
校
下
に
お
い
て
は
小
学
校
教
師
の
一
部
に
よ
っ

て
四
H
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
或
は
高
等
学
校
の
通
信
教
育
を
受

け
さ
せ
る
な
ど
、
徐
々
に
青
年
の
教
育
が
進
め
ら
れ
、
東
谷
地
区

に
お
い
て
も
青
年
学
級
が
開
始
さ
れ
た
。

t

昭
和
二
十
六
年
中
学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
の
、

百
年
学
級
も

開
設
さ
れ
た
が
、

昭
和
二
十
七
年
四
月
村
内
の
各
官
年
学
級
を
組

織
化
し
、
河
之
内
地
区
に
東
谷
青
年
学
級
を
、
東
谷
小
学
校

(
後

に
公
民
館
)
に
設
け
、
西
谷
小
学
校
に
西
谷
青
年
学
級
を

土
ニ合

小
学
校
に
土
谷
青
年
学
級
を
、
主
と
し
て
則
之
内
地
区
の
者
を
対

象
と
し
て
、
中
央
青
年
学
級
を
三
内
中
学
に
開
設
す
る
こ
と
と
し
、

小
中
学
校
の
教
師
及
学
識
経
験
者
を
講
師
と
し
て
、

自
主
的
運
営

に
よ
り
、
青
年
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
背
年
学
級
振
興
法
が
公
布
さ
れ
、
勤
労
青
年
の

教
育
が
法
制
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

然
し
と
の
運
営
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
っ
て
、
成
叫
ん
に
つ
づ
け

ら
れ
る
地
域
、
或
は
全
く
停
止
の
状
態
に
あ
る
地
域
と

そ
の
消

長
は
ま
ち
ま
ち
の
実
情
で
あ
る
。

第
三
節

社

会

教

育

明
治
初
年
各
部
落
に
、

(
若
衆
組
)
が
組
織
さ
れ
、
明
治
三
十
七

T
¥
C
卜
向
同
、

一，
，
ノ
件
生
い
M
J

「青
年
会
」
が
作
ら
れ
、

一
部
有
志
に
よ
っ
て
夜
学
を
実

施
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
六
年
頃
東
谷
青
年
会
、
西
谷
青
年
会
、

土
谷
青
年
会
と
な
り
漸
く
組
織
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

大
正
九
年
処
女
会
が
設
置
せ
ら
れ
、
又
婦
人
会
は
明
治
四
十
年
頃

創
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
れ
ら
の
諮
問
休
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
治
活
動
を
行
い
、
講
習
会
等

を
開
催
し
て
、
教
養
を
高
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
が
、
そ
の
消
長
は

ま
ぬ
か
れ
得
な
か
っ
た
。
本
格
的
に
社
会
教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
よ

ら
で
あ
る
。

う
に
な

っ
た
の
は
、
戦
後
の
事
で
、
公
民
館
活
動
が
組
織
化
し
て
か

内
村
に
公
民
館
が
設
国
せ
ら
れ
た

の
は

昭
和
二
十
八
年
で
役
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館
分
館
を
お
い
た
。

場
の
教
育
委
員
会
内
に
本
館
事
務
局
を
お
き
、
各
地
区
に
左
の
公
民

河
之
内
分
館

則
之
内
分
館

保

免

分

館

和
田
丸
分
館

井

内

分

館

土

谷

分

館

昭
和
三
十
年
九
月

昭
和
三
十
三
年
八
月

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
二
年
八
月

昭
和
三
十

一年

昭
和
三
十
三
年
五
月

河
之
内
公
民
館
を
例
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
概
略
を
述
べ
る
と
、



内
中
学
校
新
築
移
転
に
よ
っ
て
、
余
っ
て

い
た
東
谷
小
学
校

の
校
舎
の
一
部
を
無
償
払
下
げ
を
受
け
、
村
の
補
助
金
を
得
て
昭

和
三
十
年
九
月
、
大
字
河
之
内
音
田
金
毘
羅
前
に
、
新
築
落
成
し

河
之
内
の
四
部
落
に
、
徳
吉
部
落
を
A
口
せ
五
部
落
、
戸
数
二
五

O

戸
を
対
象
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。

先
づ
昭
和
三
十
一
年
五
月
五
日
子
供
の
日
に
母
の
日
を
兼
ね

各
部
落
か
ら
二
千
円
宛
酸
出
し
て
祝
賀
及
び

レ
ク
レ

l
ν
ヨ
ン
が

催
さ
れ
た
。

こ
れ
を
手
初
め

と
し
て
、
次
第
に
部
落
ぐ
る
み
の
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
村
内
で
最
も
充
実
し
た
公
民
館
と
し
て
発

反
し
た
。

組
織
と
活
動
を
表
示
す
れ
ば
(
第

二
表
参
照
)

こ
の
計
画
に
も
と
，
す
い
て
、
活
動
を
続
け
て
い
る
内
に
家
族
ぐ

活

(
年
間
行
事
計
阿
)

動

る
み
の
学
習
気
風
が
み
え
る
よ
う
に
な
り

五
郎
落
が

一
つ
の
よ

う
に
融
和
で
き
て
温
か
い
人
間
関
係
が
生
れ
つ
L
あ
る
よ
う
で
あ

る。1 0~亙日て二コ一一 組
J 霊童歪E
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第
六
辛

刀て

教

第

一
節

社

神

幾
十
代
か
前
の
わ
が
村
の
先
机
は
氏
族
制
度
の
下
に
、
机
先
山一一市
拝

の
川
心
似
を
も
ち
、
ん
作
々
氏
の
神
を
紀
り
、
又
机
先
以
来
関
係
の
派
い

神
々
を
尊
崇
景
仰
し
て

心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
で
あ
る
う
。

そ
の
起
似
は
速
い
上
代
の
こ
と
で
あ
る
し
、
さ
だ

か
な
文
書
も
無

い
か
ら
判
然
と
は
し
な
い
が
、
神
社
に
残
る
寄
附
つ
仰
や
、
本
献
物
に

よ
っ
て
、
そ
れ
が
だ
い
た

い
う
か
が
わ
れ
る
。
球
政
時
代
か
ら
、
一大

災
地
変
の
際
は
仰
論
、
個
人
の
災
厄
除
去
の
祈
祷
を
し
た
り

オっ
け

て
も
農
家
に

と
っ
て
は
、

そ
の
年
の
豊
棋
を
祈
り
、
秋
の
祭
に
は
そ

の
感
謝
の
祭
典
が
執
行
せ
ら
れ
、
神
附
開
放
御
、
神
加
点
、
獅
子
抑
等
、
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太
鼓
の
音
に
、
村
人
は
御
馳
走
を
し
た
り
、
美
し
い
着
物
を
着
飾
つ

て
神
社
に
参
詣
し
祭
を
楽
し
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。

以
前
は
神
前
に
於
て
、
般
若
心
経
を
唱
え
る
等
の
事
が
あ
っ
た
が

明
治
二
年
に
、
神
仏
似
合
取
分
け
の
令
が
出
て
、
寺
と
官
と
を
は

っ

き
り
と
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
社
名
と
祭
神
が
を
録
せ
ら

れ
、
神
社
維
持
の
為
に
基
本
財
産
の
制
が
立
て
ら
れ
た
。
三
内
村
に

於
て
も
土
谷
三
品
神
社
を
最
後
に
、
何
れ
の
氏
神
社
も
村
社
に
昇
格

し
、
小
刻
は
合
犯
し
て
そ
の
境
内
末
村
と
な
っ
た
。
例
祭
、祈
年
祭
、

新
似
回
祭
に
は
倣
山
由
巾
供
進
伎
が
参
向
す
る
等
、
儀
式
が
厳
絡
に

と
り
行

わ
れ
た
。
戦
時
中
は
武
運
長
久
祈
願
が
行
わ
れ
た
。
終
戦
後
は
マ
ツ



ク
ア
サ

l
指
令
に
よ
り
、
神
社
が
政
治
、
教
育
か
ら
全
く
分
離
さ
れ

社
格
及
供
進
使
制
度
も
廃
止
と
な
り
、
宗
教
法
人
令
が
布
か
れ
て

宗
教
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

神
社
が
法
人
組
織

へ
の
切
替
と
、
多
く
の
神
社
間
を
認
め
ら
れ
な

く
な

っ
た
事
は
、
今
後
の
神
社
の
維
持
に
大
き
な
痛
手
で
あ
る
。
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大
字
則
之
内
三
島

に
在
り

八
橋
大
神

!ゐ

相11

生1

祈l

大
山
低
利
、
需
神
、
一角川
龍
神

境
内
神
社

十
六
皇
子
社

大
京
神
社
、
葛
城
糾
社
、
素
鷲
神
社
、
筒
戸
神
社
、
山
神
社
、

推
古
天
皇
二
年
創
立

宝
物

大
鉛
二
垂
、
校
札
明
治
十
二
年
二
月
十

五
日
村
社
に
列
格

現
宮
司
、
野
U
豊
抵
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再ぢ

当
社
は
人

*:1: 

由子
第
三
十
三
代
脈

村l

古
天
皇
二
年
劫
令

に
よ
り
伊
政
国
討

比以リ
立

、
f

十
い
ハ
'
V
小

t削

1
1J
「
寸
l
ザ
A
'
1
A
1
み
ノ
i

明
、
鉄
人
を
射
殺

し
た
時
の
心
願
に

よ
っ
て
八
社
大
山

積
社
仙
川
泊
を
し
た

時
の

一
社
で
あ
っ



合
ざ

て
、
其
記
録
に
よ
っ
て
鉄
人
の
像
を
刻
ん
だ
も
の
が
社
内
に
奉
納

し
て
あ
る
。

(
明
治
凹
十
年
ま
で
一
三

O
九
年
で
あ
る
。
)
そ
の

後
一
一
八
年
を
経
て
人
皇
第
四
四
代
元
明
天
皇
の
御
代
、
和
銅
五

年
八
月
二
十
三
日
勅
却
に
よ
っ
て
伊
橡
国
司
散
位
川
野
伊
政
守
越

た
か
お

智
」
桝
弥
玉
純
奉
行
し
て
大
三
島
か
ら
話
神
、
高
花
仙
仰
の
二
仙
仰
を
紬

請
し
一
郡
一
社
又
地
御
前
社
と
崇
敬
あ
り
勅
祭
の
社
と
し
て
神
領

の
水
田
等
下
賜
せ
ら
れ
神
宮
祭
の
奉
幣
社
に
加
え
ら
れ
た
。
殊
に

人
皇
九
二
代
後
宇
多
天
皇
の
御
代
弘
安
の
役
、
蒙
古
軍
襲
来
し
た

時
、
神
威
叡
感
あ
り
て
奉
幣
使
を
遣
わ
し
又
神
領
の
水
田
三
段
に

授
米
を
添
え
て
賜
わ
っ
た
。
其
の
後
延
元
二
年
兵
火
に

か
か
り
社

う

ゅ

う

殿
桜
門
こ
と
ご
と
く
烏
有
に
帰
し
た
。
よ
っ
て
踏
応
二
年
将
軍
足

利
義
満
国
司
河
野
対
局
守
通
成
叫
に
命
じ
て
現
在
の
社
地
を
卜
し
て

神
殿
等
を
再
建
し
た
の
で
あ
る
。
古
社
地
は
現
今
の
相
地
の
上
回

積
二
畝
十
二
歩
の
原
野
で
あ
る
。
京
地
と
な
っ
て
今
も
慌
に
ね
等
が

あ
る
。

伊
予
二
取
引
集

大
山
杭
神
社
、
三
品
川
社
河
野
通
直
再
建
、
得
附
有
多
数

∞ 
総

河

内

神

社

大
山寸
河
之
内
宮
之
元
、
現
宮
司
佐
川
怖
揚

必Z
7Jーミ

正
哉
吾
勝
々
述

H
天
忍
松
ヰ
命
、
天
之
総
同
命
、
天
津
田

相11

子
根
命
、
活
砕

μ
子
級
命
、
熊
野
久
須
毘
売
命
、
多
記
理
比
売
命

市
杵
島
比
売
命
、
多
岐
都
比
売
命
。

11:1 

結

州
立
年
代
と
と
も
に
不
詳
で
あ
る
。

伝
説
に

よ
る
と
監
武
天
皇
の
天
平
年
間
津
天
江
春
人
此
地
に
降

り
、
天
沌
の
兇
似
を
征
伐
し
て
当
社
を
削
把
し
た
と
い
う
。
文
相
一武

天
阜
の
延
脳
二
十
二
年
に
、
久
米
郡
余
一戸
郷
を
分
っ
て
河
之
内
郷
を

置
い
た
時
総
鎮
守
と
し
て
当
社
を
創
立
し
た
と
も
い
う
。
清
和
天
皇

の
貞
制
十
一
年
六
月
南
海
道
諸
国
に
班
幣
せ
ら
れ
た
神
社
に
当
社
が

あ
る
と
い
、
川
ノ
。
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河
之
内
宮
ノ
元
惣
河
内
神
社
境
内

主主
/)之

大
物
主
命

や11

a¥ 

院
長
六
年
三
川
斗
i

八
円
村
社
、
惣
河
内
神
社
域
内
高
さ
丈

μ日
ム

vrw

余
の
榊
に
降
臨
し
給
う
。
御
称
号
を
金
山
続
大
椛
現
と
唱
え
て
い

た
が
、
明
治
三
年
利
仏
泌
治
取
分
け
の
際
、
金
日
μ
比
縦
神
社
と
改

称
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
尤
も
此
社
は
、
{
子
名
越
(
今
の

金
毘
羅
寺
境
内
)

に
銀
座
せ
ら
れ
て
ゐ
っ
た
の
を
明
治
十
四
年
九

月
八
日
、
官
の
許
可
を
得
て
、
今
の
地
(
惣
河
内
神
社
杭
)
に

移

し
た
の
で
あ
る
。

究主

一
月
十

u、
三
川
十
日
、
十
月
十
日

C¥ 
同

雨
流
三
嶋
神
社

総
河
内
神
社
に
合
把

祭

大
山
積
命
、
一
回
岡
地
神
、
古
利

神
当
社
は
明
治
四
年
迄
雨
誌
に
鎮
座
し
て
公
儀
の
雨
乞
所
で
あ
っ

た
。
古
書
に

よ
る
と
久
米
主
命
の
奉
祭
し
て
い
た
古
社
で
あ
る
。
当

社
及
牛
洲
一
浮
島
神
社
、
野
田
徳
威
三
島
神
社
の
三
神
御
而
の
内
各

而
宛
を
納
め
、
雨
乞
祭
に
は
伊
磯
部
松
前
浜
に
三
神
御
而
御
幸
あ
り

海
神
祭
を
行
い
終
っ
て
雨
流
神
社
へ
御
幸
あ
り
こ
れ
を
御
而
上
げ
と

い
う
。
そ
し
て
雨
乞
祭
の
儀
式
中
に
削
の
水
而
に
御
而
移
し
の
式
を

行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
主
雨
降
ら
な
い
事
が
な
い
と
い
い
伝
え
ら
れ

る
。
伊
橡
郡
代
泊
所
よ
り
金
の
御
幣
の
や
納
せ
ら
れ
た
の
も
こ
の
為

で
あ
ろ
う
。
御
面
の
由
紡
に
つ
い
て
は
、

ひ
で
り

「手
保
八
年
大
に
早
す
、
国
主
当
初
に
雨
を
祈
ら
し
む
。
代
山
竹

村
平
八
特
に
願
文
並
に
和
歌
を
奉
納
す
、
時
に
当
社
の
神
宝
三
神

の
仲
間
を
奉
じ
て
河
之
内
な
る
雨
滝
に
到
り
古
式
の
祭
事
を
行

ぃ
、
又
伊
政
郡
松
前
浜
に
到
り
社
伝
の
神
事
を
執
行
せ
る
時
霊
験

瑞
雨
あ
り
し
を
以
て
、
代
官
鳥
居
を
建
立
す
、
雨
後
落
命
に
よ
り

雨
を
祈
り
霊
験
を
得
し
事
屡
々
な
り
、
嘉
永
年
中
郡
代
官
相
議
し

て
鳥
居
を
改
造
し
文
政
元
年
諸
代
官
本
殿
を
改
築
し
文
久
三
々
諸
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郡
代
官
中
般
を
荷
築
す
」

告
は
別
記
お
而
雨
乞
い
の
記
の
如
き
厳
絡
な
儀
が
行
わ
れ
た
が
今

お

た

た

は
大
略
に
な
り
て
松
前
の
魚
売
女
行
列
し
て
雨
乞
に
来
て
昔
の
御
而

上
げ
の
如
、
ぎ
式
を
行
う
。昭
和
九
年
の
早
魁
の
時
等
昔
の
而
影
そ
の
ま
ま

お

た

た

に
雨
乞
が
行
わ
れ
、
松
前
か
ら
魚
売
女
の
行
列
が
賑
々
し
く
来
た
も

明
治
二
十
七
年
、

の
で
あ
る
。

Aヰ
ソ

Lkehus
--苛

t'四
奴

h
r
H可

の
古
事
に
つ
い
て

御
而
附
乞

御
十川一
向
乞
は
、
特
殊
判
事
と
し
て
此
に
有
名
で
あ
る
。
即
ち
什
稀

工
1
4
れ
h
A

一「
J

f
「
斗
似
一庁
比
ぽ

松
山
領
内
十
郡
の
御
代
宵
が
、

諸
問

御
BJ
議
さ
れ



と
し
て
正
米
引
似
を
、
三
品
宮
え
料
納
し
奉
り
、
之
を
以
っ
て
御
雨

乞
の
大
判
事
を
執
り
行
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
当
初
三
品
宮
に
於
て
、
二
次
三
日
の
祭
典
を
執
行
、
神
主
は

昼
夜
神
前
に
詰
切
で
潔
爺
し
、
切
火
を
用
い
丹
誠
を
こ
め
て
、
雨
を

祈
り
四

n目
辰
の
刻
、
当
社
を
出
発
、
松
前
の
浜
へ
向
う
、
此
の
間

十
郡
の
代
官
及
大
圧
屋
十
人
、
改
庄
屋
十
人
、
郷
筒
四
人
、
平
庄
屋

二
十
人
、
組
頭
二
十
人
、
社
人
十
二
人
神
子
三
人
、
此
の
外
人
足
六

十
八
人
、
誠
に
厳
重
な
行
列
を
以
て
奉
仕
し
、
松
前
の
浜
に
着
す
る

と
、
政
て
設
け
て
ゐ
る
龍
神
仮
宮
に
入
り
、
御
而
を
安
置
し
て
糊
を

汲
み
二
夜
三
日
の
御
祈
念
の
祭
典
を
執
り
行
い
、
六
日
自
に
は
い
よ

い
よ
松
前
の

「
お
た
た
」
も
糊
ご
り
を
と
り
、
御
本
所
御
用
の
峨
を

押
立
て
盛
大
な
行
列
を
以
て
河
之
内
雨
沌
三
島
宮
(
或
は
山
之
内
mm

沌
宮
)

へ
向
か
う
。
途
中
牛
淵
三
島
宮
(
現
在
の
浮
島
神
社
)

へ
寄

り
祭
典
を
行
い
雨
沌
三
品
宮
に
着
か
れ
る
と
、
高
家
に
御
国
を
修
し

祭
典
を
執
行
、
神
主
施
に
附
り
て
、
御
而
映
の
行
事
を
執
り
行
い
厳

粛
な
祭
典
を
終
り
、
再
び
行
列
を
以
っ
て
七
日
目
、
午
の
刻
に
総
べ

て
終
了
、

郷
土
の
人
呼
び
て
、
御
而
雨
乞
の
神
事
と
称
し
感
応
あ
り

て
必
ず
瑞
雨
油
然
と
し
て
あ
り
と
い
う
。

御
而
は
抑

十
三
代
批
古
川
山
、
二
十
一
年
国
司
越
智
円
相
附
益
別

公
が
小
干
制
作
心
郷
に
於
て
大
三
島
大
明
神
を
追
拝
し
七
日
の
舛

山山本を
奏
し
て
回
る
時
海
上
遥
か
に
小
'
刈
が

一
一般
浮
び
出
で
公
は
一小

思
議
に
思
い
御
家
人
長
沢
左
近
に
命
じ
て
、
之
を
検
察
せ
し
め
る

と
舟
中
に
人
は
無
く
、
時
一
個
の
和
あ
り
、
五
近
此
の
知
を
持
川

り
、
公
に
体
ぐ
公
は
怪
し
み
て
、
和
を
聞
け
ば
中
よ
り
三
神
(
表

筒
男
命
中
筒
男
命
底
筒
男
命
)

の
面
が
現
れ
た
。
益
射
公
は
こ
れ

こ
そ
先
日
米
奉
納
し
あ
る
一
仙
の
舞
楽
が
大
三
島
大
明
神
に
感
応
あ

り
た
る
御
験
に
賜
り
た
る
も
の
と
、
感
喜
し
徳
威
壬
楯
明
宮
に
納

め
た
。
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主
(
後
文
中
三
年
徳
成
原
合
戦
(
武
田
、
小
笠
原
戦
)

の
時
、
別
当
法

水
院
理
秀
法
師
は
神
宝
御
前
を
奉
じ
て
河
之
内
の
霊
獄
に
難
を
巡
け

(
今
此
の
一所
を
法
師
グ
森
と
い
う
)
戦
乱
鎖
的
後
還
御
し
た
れ
ど
も

文
々
一人
正
十
三
年
河
野
家
滅
亡
の
時
再
ひ
災
難
を
避
け
て
河
之
内
雨

施
三
島
宮
え
選
座
し
、
後
雨
流
三
島
宮
川
仰
主
佐
川
引
越
前
、
牛
川
三
品

宮
選
座
、
克
文
六
年
神
主
相
原
近
江
大
抜
野
田
三
島
宮
へ
遷
座
せ
る

も
選
陣
一
後
四
十
五
年
(
近
江
大
嫁
死
後
十
年
目
)
争
論
起
り
遂
に
い

γ

保
十
七
年
五
月
寺
社
奉
行
よ
り
極
月
二
十
日
を
限
り
隔
年
銀
座
の
門

裁
決
あ
り
繭
米
二

U
二
十
年
両
社
神
主
氏
子
惣
代
供
奉
し
て
厳
重
に

詰
波
し
を
行
い
其
後
異
変
な
く
こ
れ
を
御
面
渡
御
祭
と
云
う
。



O
寺
社
奉
行
の
定
書
現
存
、

列
し
あ
り
。

「御
本
所
御
用
」
の
峨
松
山
城
に
隙

の
行
事
は
今
で
は

「
お
た
た
」

の
行
事
と
し
て

の
み
技

「糊
ど
り
」
を
と
り
て
、
身
を
清

O
雨
乞

り
、
早
版
一
甚
だ
し
き
年
は
、

め

「
雨
を
た
も
れ
龍
宮
ど
ん
」
と
唱
え
つ
L

、
御
用
縦
の
中
へ

行
列
を
行
い
当
社

供
物
や
海
草
湖
水
等
を
入
れ
て
、
松
前
浜
よ
り
雨
池
ま
で
雨
乞

及
び
浮
島
社
へ
寄

り
て
祈
願
す
る
。

氏
宮
三
島
神
社

大
字
則
之
内
宮
之
前

現
宮
司
後
藤
伝
次
郎

究主
ノI、

司手
目ヨ

ネr~l

高去大
詰お 山
神2積
命

神

境
内
神
社

八
幡
若
宮

h
p
L
L
、

hM
也

h
r
ト
ι
、

，配爪

令

Mr
弘

t

殺
日

仏刷
ド
J
ム

t

刷
出
制

倉
神
社
、
猿
田
彦
神

社
由

緒ー

当
神
社
は
上

氏之 宮三 f吉村1社

ト

つ

ま

っ

古
の
世
久
米
主
命
、
神
能
を
立
て
大
山
津
見
を
斉
き
J

侶
り
氏
之
宮

大
神
と
称
え
、
此
の
旦
に
住
ん
で
い
る
氏
族
の
氏
神
と
崇
敬
し
奉

り
世
々
国
司
領
主
等
、
神
領
と
し
て
水
田
を
寄
進
し
て
崇
敬
し、

人
皇
第
四
十
三
代
元
明
天
皇
の
御
代
和
銅
五
壬
子
年
八
月
二
十
三

日
、
越
智
玉
興
、
当
国
大
三
島
か
ら
高
和
随
神
、
雷
神
を
勧
請
し
て

合
但
し
宝
-昨
の
卸
小
山川
、
国
家
の
安
穏
を
祈
ら
れ
た
。
文
永
、
弘
安

の
役
、
蒙
古
袋
来
の
節
は
勅
を
奉
っ

て
、
河
野
通
有
及
河
野
通
純

田
中
の
神
社
に
祈
誓
、
出
陣
し
筑
紫
に
下
っ

た
が
、
そ
の
時
神
祐

あ
っ
て
付
則
を
た
て
た
。
依
っ

て
社
般
の
修
補
並
に
神
領
水
旧
三
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反
の
寄
附
あ
り
、

其
の
後
嘉
吉
の
頃
名
越
の
城
主
河
野
四
郎
武
器

奉
納
し
て
崇
敬
し
た
と
い
う
。

(L) 

相11

大

字

井

内

宮

の

森

井

現
宮
司

権
名
津

沙:

交Z;:r、

多
紀
理
比
売
命
、
市
杵
島
比
売
命
、

天
之
穂
日
命

正
哉

布11
吾
勝
々
速
日
忍
穂
命
、
天
津
日
子
桜
命
、
活
津
田
子
根
命
、
熊
野

久
須
川
比
命
、
多
岐
島
比
売
命

ト
仁f
 
緒

上
古
久
米
主
命
、
勅
命
を
奉
じ
て
久
米
郡
の
兵
を
率
い
来

り
古
耶
等
の
蛮
族
を
討
伐
平
定
し
神
箆
を
立
て
天
神
地
祇
及
組
神

を
窄
術
し
給
う
た

の
を
顕
宗
天
皇
の
御
代
山
部
の
連
来
目
部
小
川
州



橋
磨
よ
り
帰
郷
し
て
深
く
当
社
を
尊
敬
し
常
に
参
能
し
た
所
で
あ

る
と
云
う
。

そ
の
後
淳
和
天
皇
の
天
長
年
間
春
江
の
宿
弥
浮
穴
の

千
継
当
社
を
氏

神
と
し
て
崇
敬

せ
ら
れ
て
か
ら

社

以
来
、
名
門
武

争11

将
の
崇
敬
深
く

チl'

享
治
年
中
に
至

り
河
野
伊
泌
守

~ 
に1

一
族
当
社
を
析

願
所
と
定
め
、

以
来
其
族
或
時

或
は
御
沙
汰
蓄
を
納
め
敬
神
怠
る
事
な
く
、
又
永
禄
年
中
に
は
小

は
神
領
を
奉
り

手
織
城
主
戒
能
備
前
守
誓
宝
一
回
及
金
刀
を
献
納
し
、
天
正
十
八
年
河

内
一
宮
日
生
宮
新
居
田
神
社
風
宮
、
熊
野
宮
明
神
宮
天
神
宮
を
合

と
改
称
し
同
四
年
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
。

杷
し
総
河
内
八
社
明
神
と
称
し
て
い
た
の
を
明
治
三
年
吉
井
神
社

Uリ

J生

大
字
河
之
内
木
谷
宮
之
元

局

神

現
宮
司

森

太
郎

主主
;>J、

大
山
積
命
、
需
神、

高
罷
神

t*1 

|主l

;j';/{j 

室
町
時
代
の
上
期
河
野
家
道
後
湯
月
城
を
以
て
本
拠
城
と

定
め
る
に
際
し
て
、
其
の
領
内
の
治
安
を
は
か
る
た
め
東
径
一
(東

の
と
り
で
)
を
河
之
内
村
土
谷
に
築
去
二
族
を
置
い
て
守
ら
し

ほ

め

か

し

ら

め
た
の
で
あ
る
。

此
処
を
亀
の
甲
城
又
中
山
城
(
俗
に
蚊
の
頭
)

と
い
う
。

こ
れ
と
同
時
に
神
社
を
創
建
し
大
山
積
の
神
を
勧
請
し
て
此
地

の

鎮
守
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
三
島
神
社
の
起
り
で
あ
る
。
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河
野
家
の
崇
敬
す
る
社
で
あ
っ
た
、
往
古
は
神
社
の
北
に
接
し
て

土谷三間神社



神
自
の
屋
敷
あ
り
、
又
北
二
町
を
距
て
る
地
に
寺
屋
敷
あ
り
、
東

北
二
川
に
し
て
神
子
ケ
谷
あ
り
(
当
神
社
に
仕
え
た
忍
女
の
居
り

し
地
)
こ
れ
を
以

っ
て
見
る
と
此
地
は
昔
は
相
当
栄
え
た
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
祭
日
は
十
月
十
六
日
で
あ
る
。

山川
当
社
宝
物
と
し
て

一
、
前
悠
一
個
厚
皮
及
獣
毛
、
上
部
楠
円
形
獣
毛
下
部
瓢
三
葵
及

椀
鉢
ノ
金
紋
付

長
ナ
三
尺
四
寸
御
籾
屋
川
瀬
四
郎
兵
衛
作

明
和
五
年

松
山
城
主
松
平
家
ヨ
リ
奉
納

第
二
節

寺

我
が
三
内
村
に
は
河
之
内
に
金
毘
羅
寺
、
井
内
に
議
ロ
城
寺
、
則
之

内
に
安
国
寺
の
寺
院
あ
る
も
、
安
国
寺
の
外
は
何
れ
も
真
言
宗
で
あ

っ
て
、
外
に
組
々
に
残
る
庵
寺
も
、
殆
ん
ど
が
真
言
宗
で
あ
る
。

各
寺
の
由
絡
を
調
べ
て
み
る
と
、
創
建
年
代
等
は
不
詳
で
あ
っ
て

椛
実
に
す
る
こ
と
は
で
、
を
な
い
が
、
安
国
寺
は
足
利
尊
氏
の
開
基
で

あ
り
、
河
之
内
金
毘
羅
寺
は
名
越
城
と
関
係
が
あ
り
、
後
世
に
至
つ

て
加
藤
嘉
明
の
信
仰
あ
り
、
井
内
善
城
寺
が
戒
能
備
前
守
の
菩
提
寺

で
あ
る
な
と
、
各
寺
々
の
寺
記
か
ら
み
て
、
何
れ
も
其
時
代
の
豪
族

或
は
城
主
の
信
仰
援
助
を
受
け
て
、
寺
院
の
基
礎
を
堅
め
た
の

で
あ

ろ
う
。

徳
川
崎
代
に
入
つ
て
は
、
幕
府
の
仏
教
保
護
政
策
、
キ
リ
V
タ
ン

ち
が

禁
制
等
か
ら
、
寺
院
の
権
力
は
異
常
に
昂
り
位
家
制
度
は
住
民
の
す

べ
て
が
其
所
属
の
位
従
と
な
り
、
宗
門
帳
に
登
録
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
今
の
戸
籍
登
録
の
如
き
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
緊
密
な
組

家
関
係
の
も
と
に
、
葬
儀
法
要
を
始
め
加
持
祈
祷
、
お
四
国
巡
り
、

観
音
誠
、
地
蔵
議
、
念
仏
議
等
が
盛
に
行
わ
れ
た
o

A
「
に
残
る
辻
地

蔵
や
、
お
寺
に
献
納
し
た
究
鎧
、
大
般
若
経
、
宝
僅
印
地
等
々
如
何

に
仏
教
が
大
衆
に
浸
透
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
又
寺
と
そ
の
本
山
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と
の
関
係
に
於
て
は
、
末
寺
は
本
山
の
佐
旨
を
檀
家
に
伝
え
、
檀
家

は
そ
の
命
に
絶
対
に
服
従
し
て
来
た
よ
う
な
封
建
的
な
而
も
そ
こ
に

は
あ
っ
た
。

明
治
二
年
に
神
仏
分
離
の
政
策
が
と
ら
れ
て
、
議
口
城
寺
の
如
き
は

一
時
維
持
困
難
と
さ
れ
た
が
、
並
(
後
位
家
の
寄
附
等
に
よ

っ
て
基
本

財
産
を
作
っ
て
富
裕
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
農
地
改
革
に
よ
っ
て
何

れ
の
奇
院
も
昔
日
の
慨
は
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
の
寺
院
は
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
大
い
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。



国

寺

大
字
則
之
内
一
ヶ
谷

安

ロぢ

山
松
山
安
国
土
寸

にb 一 目

ノJ、 有!本

臨
済
宗

尊

薬

川
如
来

釈

迦

如
来

(
釈
迎
如
来
は
人目ー
よ
り

(
昭
和
三

三
年
)
二

七
五
年
前
安
直
す
。
)

担R

妙
心
寺
派

日目

智
覚
説
田
明
国
師

安
国
寺
は
、
聖
武
天
皇
の
建
立
し
た
ま
い
し
国
分
寺
に
倣

足
利
氏
が
国
毎
に
一
寺
を
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

111 

EEI 

市首
い
踏
応
中
、

安J'i<1守の 111pr] 

安国，;'f~.Ú弥檀(元録1 5年 9)'](1断書)
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保
暦
聞
記
に
は
麟
応
元
年
足
利
直
義
、
僧
妙
超
の
勧
め
に
よ
っ
て

光
厳
上
主
に
前
う
て
仏
舎
利
を
鋭
、ち
、
六
十
六
ヶ
固
に
安
国
利
生

けゆ
を
建
立
さ
せ
た
。
こ
れ
を
安
国
寺

と
云
う
。
皆
禅
宗

で
あ
る

と
。
又
当
山
の
記
円
以
に
依
る
と
、
版
応
二
年
足
利
尊
氏
の
関
越
智

川
A

けん品回
明
国
川
の
閉
山
と
し
て
あ
る
。
股
応
二
年
足
利
氏
の
祈
願
所

と
し
て
川
野
通
感
建
立
す
と
あ
る
。
本
尊
は
薬
師
如
来
で
あ
る
。

引
イ主

岡
本
正
志



改
陽
郡
郷
位
諺
集

M
M似
山
安
閑
寺
別
之
内
本
部
薬
刷
、
尊
鉢
怖
の
憾
に
入
て
あ
り
十
二

神
山
仰
に
女
給
ふ
腕
応
二
巳
卯
年
待
州
安
同
士寸
を
建
つ
、
足
利
三
代
将
軍
縦

訓
告
附
の
状
あ
り
。

中
旬
進
伊
予
安
閑
奇

同
国
余
戸
庄
ぷ
吉
原
郷
地
頭
職
一
般
的
浜
毛
市
中

山
為
当
寺
領
所
令
公
判
附
之
状
如
件

が
慶
二
年
二
日
廿
八
日

左
大
臣
源
朝
臣

安
国
寺
は
於
ニ
予
州
-
領
コ
二
万
三
千
石
一

叉
河
野
通
之
状
に
云

伊
予
口
余
戸
庄
内
、
大
野
、
森
山
先
知
行
分
所
領
ク
市
内
ト
一
台
為
-
一制
止
の

進
二
被
レ
成
ニ
御
教
書
"上
者
、
円
+'Mニ
寺
家
-
御
知
行
石
レ可
レ
有
ニ相
巡
-

之
状
如
レ
件

応
、
ぷ
凶
年
十
月
十
八
日

河

野

六

郎

通

之

安

口

寺

衣

鉢

閣

此
安
国
寺
の
事
な
る
に
や
、
芸
州
広
島
の
城
下
よ
り
賠
木
を
以
て
伽
一
院
建

立
、
A
つは
市
田桐
悶
泰
禅
寺
と
云
々
、
鋲
守
三
白
川
宮
の
社
あ
り
。

愛

媛

の

面

影

安
悶
寺
、
則
之
内
村

κ在
り
、
本
尊
薬
師
如
来
楠
木
の
絡
に
入
て
十
二
神

脇
立
し
た
る
倣
な
り
と
云

M
m
応
二
年
巳
卯
予
州
安
閑
守
建
立
足
利
将
軍

義
尚
公
の
山
九
叫
附
状
あ
り
什AaX
日
(
仙
町
)

又
河
野
通
之
の
案
附
状
あ
り
日
(寸〈日

(時
)

予
防
松
古
跡
俗
談

安
岡
i
サ
人
県
九
十
三
代
光
明
・
付
の
御
1
M
m
応
の
川
明
日
本
六
十
余
州
に
安

同
与
を
池
ら
る
当
寺
を
災
時
御
草
創
行
し
自
足
利
将
軍
義
制
の
寄
附
状

並
河
川
判
通
之
の
状
等
あ
り
本
尊
薬
師
如
来
十
二
神
等
は
洞
の
中
に
立
給

ふト
引
の
洞
は
京
都
金
閣
寺
と
同
時
に
義
尚
将
軍
宮
川
附
あ
り
し
由
厨
子
に

は
墨
絵
の
滝
見
の
観
音
天
人
等
有
東
福
寺
兆
典
子
の
隼
あ
り
と
云
伝

ふ
。

(ゴ

大
字
河
之
内
名
越
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金

民

認(

寺

ム斗可

号

松
尾
山

宝
持
院

金
毘
統
寺

，.!:; 
刀、

総

本
山
大
和
国
初
瀬
寺
末
寺

新
義
真
言
宗
豊
山
派

派

オ三

金
毘
統
大
椛
現

調

宥
快
上
人

は|

h
口i
 

当
山
は
今

か
ら
(
昭
和
三
三
年
)

七
九

O
年
の
昔
二
条
天

皇
の
長
覧
年
中
の
創
立
で
あ
っ

て
、
当
時
は
称
明
寺
と
名
づ
け
て

結
い
た
が
其
の
後
御
陽
成
天
皇
の
慶
長
年
間
(
昭
和
三
三
年
よ
り
三

ムハ

O
余
年
前
)
旧
三
月
二
十
八
日
金
毘
羅
降
臨
の
奇
瑞
あ
り
霊
顕

あ
ら
た

愈
々
捌
か
に
し
て
当
国
領
主
加
藤
光
馬
之

介
嘉
明
公
の
尊
崇
最
も

旧
げ
く
、
遊
に
金
毘
羅
寺
と
改
称
せ
ら
れ
た
。

旧
道
後
五
郡
の
祈
願



金毘純[ ，'J" f-:王 IIfJ

所
と
な
り
、
附
の
住
職
長
長
上
人
に
命
じ
て
神
社
の
別
当
職
に
此

主
あ
り
、
そ
の
後
久
松
家
入
国
以
来
二
十
六
年
の
間
祈
願
所
と
し

か
し
め
た
。

尚
加
藤
家
か
ら
旬
年
祭
典
行
事
と
し
て
、
数
石
の
本

て
尊
崇
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
尊
は
教
令
輸
身
金
毘
羅
尊
で
あ

っ
て、
其
成
徳
普
く
知
ら
れ
、
四
時
の
謀
総
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
、
叶体

に
境
内
宝
前
の
凹
本
の
大
杉
は
嘉
明
公
の
手
植
の
杉
と
伝
え
ら
れ

老
桧
古
杉
的
行
と
し
て
繁
茂
し
、
有
名
な
る
狗
々
紅
葉
あ
り
然
る

と
こ

ろ
仏
化
三
作
正
川
八
川
、

諸
堂
幼
合
火
災
に

よ
り

'Y
物
十
日
川
市

共
に
大
半
を
以
焔
に
帰
し
て
し
ま

っ
た
。
加
う
る
に
明
治
初
作
付

仏
川
悦
治
取
分
け
の
時
神
社
に
安
置
さ
れ
て

い
た
本
尊
は
寺
内
に
転

i坐
し

ま
た
別
当
職
を
一
機
す
。
然
る
に
当
寺
の
大
組
那
近
藤
林
内

の
奇
特
に

よ
っ
て
、
荘
厳
結
締
な
る
本
般
を
内
挫
し
諸
堂
を
格
備

し
境
内
伽
治
川
〈
に
愉
失
の
美
を
備
え
れ
ら
山
躍
の
初
心
を
起
し
悦
惚

と
し
霊
感
に
浴
し
僚
を
正
す

の
で
あ
る
。

!

し

ょ

ぷ

υ

;

 

L
J
l比
米
行
一
山
よ
り
の
写

一
、
設
序
山
h
t

但
民
組
英
首
、
内
方
三
尺
絵
桜
山
川
一一
而
同
門
出

て

山

以

似

行

問

問
、
梁
行
三
間
半

て
淀
川
似
似
行
八
削
半
、
梁
行
行
附

山
間
以
来
州
存
般
南
北
位
以
服
代
立
、
但
玄
関
の

M
M似
少
々
コ
ケ
ラ
ハ
川

一
、
御
殿
人
中
路
叫
州
大
紘
引

M
n御
先
代
川
総
似
主
御
山
川
進
の
崎
山
出
h

尺
八
寸
、
/
制
御
前
代
の
内
に
降
臨
の
尊
像
納
め
あ
り
桁
行
三
附
半
、

但
医
恨
桧
皮
葺
山
方
桧
稼
三
尺

波
長
十
円
年
凶
ぷ
加
旅
先
応
之
介
殿
の
御
池
立
比
一
の
後
尿
級
品
1

ザ
の
同
協
は
道

後

ekm納
行
に
て
相
凋
う
。
又
久
米
川
仰
に
で
も
相
湖、
つ
似
も
之
れ
有
り
近

年
の
鹿
糠
は
御
時
A
門
に
付
村
方
に
よ
り
相
調
う
。

て

伴

殿

桁
行
冗
間
半
、
梁
行
二
間
半

但
尾
川
似
立
た
脳
神
楽
以
似
放
一
間
に
二
附
の
内

一
間
せ
り
木
附

~ 481 ~ 



て

鋭

校

八

尺

八

寸

同

市

北

向

一
、
山

内

航

行
三
間
二
尺
、
梁

行

二

間

出

向

ι王
必
丈
七
尺
五
寸
京
都
仏
師
作
山
門
は
一
見
和
八
年
十
十
二
月

池
山
此
問
ツ
足
門
民
以
瓦
野
天
保
元
作
再
処
現
在
に
至
る
。

て

木
敗
科
建

明
治
二
十
九
年
近
雌
林
内
発
起

て
加
山
序
営
再
建
明
治
十
八
年

て
観
音
堂
再
建
明
治
十
六
年

一
、
大
師
堂
再
建
明
治
十
六
年

て

鋭

天

堂

再

建

安

政

元

年

一
、
仁
王
門
再
建
天
保
元
年

て
銭
楼
堂
再
建
明
治
二
十
年

当
苛
什
円
五
物

加
川勝
木
応
之
助
説
明
献
納
物

て
左
厄
介

T
翰

一

通

一
、
七

宝

銅

盤

一

一

例

て

朝

鮮

銅

鉱

二

個

て

泌

胡

府

一

個

て
紺
紙
金
泥
無
量
義
経
一
利

て
紺
紙
金
泥
大
般
若
経
一
日
制

士

FJZ
ト
S
H
A
h
-

J
A
I
l
a
/

フチ
η仏
哨

r
 

A

，
 

円1
士)u

池

内

山

川

秀

在

伊

予

二

名

集

在
川
之
内
村

予
脳
部
郷
似
議
集

川信
υ山
山
川
土
同
日
院
金
川
比
抑
制
i
j
、
川
之
内
、
金
山
比
総
武
給
ふ

'公
民
間
机
権
現
河
町
内
村
ん
此
処
げ
比
較
瀬
新
た
衛
門
と
云
へ
る
者
有
、
慶

長
六
刊
年
三
月
廿
八
円
一
少
中
に
告
有
し
之
名
越
と
云
一
山
へ
降
版
行
し
ょ

し
、
社
(
後
同
十
凶
作
川
向
先
日
ぺ
助
刷
版
社
頭
御
造
立
有
し
之
巾
杭
札
に
あ

的
J

。

予

防

古

跡

俗

談

令
泌
総
桝
別
河
之
内
村
に
有

む
か
し
此
処
に
鞍
瀬
新
右
衛
門
と
云
ふ
者
あ
り
波
長
六
年
平
己
三
月
廿

八
円
夢
中
に
止
ロ
有
て
h
H
H

越
と
云
処
へ
降
臨
有
し
よ
り
什
仕
後
間
十
四
年
己

十
円
必
加
尚
充
川
助
殿
社
頭
御
起
す
一
有
之
よ
し
倣
札
に
叫
ん
へ
た
り
。

山
間
三
十
三
番
霊
場
巡
り
大
字
河
之
内

附
和
一二
t
一
今
一
化
ー
三
川
河
之
内
金
毘
羅
寺
壇
徒
惣
代
、
疋
藤
安
長
発
起
と
な

り
各
部
族
壇
日
比
惣
代
外
壇
従
有
絃
の
浄
財
育
的
に
よ
り
一
一
一
十
=
石
小
川
い
よ
ー
を

述
LY
、
石
像
知
山
立
円
払
折
口
隠
を
安
置
し
観
音
信
仰
山
川
刑
法
山
山
本
の
為
に
開
設
の
巡

と
な
っ
た
も
の
で
、
先
づ

第
一
審
紀
伊
同
那
初
日
山
、
河
之
内
令
箆
印
刷
十
J
観
点
u
勺
安
置
を
起
点
と
し

て
、
日
州
似
各
所
設
置
の
観
音
様
を
巡
打
し
、次
に
聞
い
が
似
の
各
所
巡
打
、

内
的
『
ほ
円
よ
り
狩
場
に
到
り
、
更
に
立
日
回
限
の
各
所
を
滋
打
、
徳
古
川
医
一

本
松
第
三
J
i
三
務
美
濃
困
谷
汲
寺
霊
場
に
て
打
開
と
し
、
約
一
日
の
行
程

で
巡
叫
が
山
川
米
る
。
ん
合
以
一
と
も
市
北
間
制
道
東
内
あ
り
、
巡
航
に
沿
い
林
次
の

夫
、
懸
山庄
の
勝
あ
り
、
制
限
川
山
口
の
利
能
と
ま
っ
て
心
身
災
快
に
し
て
一
け

の
行
来
に
けけ
な
り
、
ノ川
h

引
間
バ
イ
じ

H
1
Ml
パ
l
じ
け
を
似
れ
縁
日
と
山
止

め
て
い
る
。

~482~ 



(ヨ

寺

大
字
井
内
仲
屋

善

城

寺

I=l 
= J 

石
林
山
滝
本
坊
善
城
寺

ノJぺ

IJR 

往
昔
高
野
山
金
剛
三
昧
院
末
で
あ
っ
た
が
明
治
時
代
よ
り

大
和
国
長
谷
寺
末
、
新
義
新
吉
宗
監
山
派

オL

噂

延
命
地
蔵
尊

lお

緒

本
土
寸
は
往
古
火
災
に
躍
り
記
録
等
一
切
炎
上
す
る
に
至

る
。
他
の
旧
記
に
よ
る
と
、
相
当
古
き
歴
史
を
有
し、

往
昔
当
村

に
は
ぷ
口
城
寺
、
大
通
寺
、有
積
寺
の
三
ケ
寺
が
有
っ
た
が
天
正
十
八

年
の
革
命
に
よ
っ
て
廃
合
し
て
現
在
の
誌
城
寺
を
残
す
と
あ
る
。

伊
像
旧
記
編
、
和
銅
六
年
の
酉
の
口
、
国
司
散
位
太
夫
正
五
位
小
千

-M弥
玉
興
玉
純
父
子
神
殿
を
匙
営
別
当
寺
山
岩
城
寺
、
大
通
寺
、
将
積

寺
山
以
行
之

州
V

時胤
川
出
遊
記
抄

浮
穴
郡
拝
志
郷
井
内
名
、
元
弘
の
頃
河
野
備
前
守
通
郷
の
平
功
に

よ
り
領
す
る
所
な
り
(
中
略
)
代
々

の
菩
提
寺
、
大
通
寺
あ
り
。

戒

能

略

諮

戒
能
通
森
の
父
、
安
国
寺
輩
光
和
尚
に
参
得
し
て
、
既
に
居
士
号

〈
つ
ら

を
賜
は
り
、
掛
落
を
許
さ
る
。
是
に
依
て
、
井
内
の
山
下
に
禅
路

を
作
り
、
華
光
和
尚
を
詰
待
し
て
隠
寓
の
地
と
な
し、

議
ロ
城
寺
と

扇
せ
り
。

そ
の
後
大
熊
の
城
制
民
し
て
よ
り
、
リ
合
城
ゴ
寸
の
仕
持
も
変
革
し
今

既
に
宗
系
も
相
迫
し
米
る
。

本
寺
は
往
ぃ
山
よ
り
桜
を
も
っ
て
名
あ
り
、
ι付
は
桜
花
刷
出
と
し
て

そ
の
名
思
な
し
。

:g~ 
tL 

L
、
王
-
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第
三
節

天

盟!

教

天
理
教
愛
何
分
教
会

大
字
河
之
内
法
政
寺

教
会
設
置

大
正
元
件
十
二
片
二
十
七
日

明
治
四
十
一
作
品
以
郎
今
出
よ
り
布
教
に
米
り
引
場
組
法
政
寺
な

~ 483 ~ 

る
片
山
宅
を
山
在
所
と
し
て
布
教
に
つ
と
め
、
大
正
元
年
に
一主
り

愛
何
分
教
会
設
山
仇
さ
れ
る
、
先
代
片
山
党
太
郎
、
現
教
会
長
片
山

市
次
郎
川
〕
も
を
山
仇
し
て
教
会
所
と
な
し

広
大
な
財
政
を
献
じ

て
身
く
る
み
布
教
に
つ
と
め
別
在
日
徒
三
F

日
数
十
取
引
を
椀
し
話
々

盛
大
に
向
う
。

教

祖

中
山

、キ

親

やド

天
理
王
之
命

教

加制
糾
様
は
人
間
の
陽
気
悲
し
を
見
て
ポ
〈
に
楽
し
み
た
い
と

ヒユ
1-1 

思
召
さ
れ
人
聞
を
つ
く
ら
れ
た
こ
の
似
気
引
が
こ
そ
人
間
生
活
の
自

標
で
あ
る
。



教

親
神
様
を
天
理
王
命
と
申
し
人
間
世
界
創
造
の
神
様
で
ら

義
っ
て
親
神
様
の
御
守
護
の
御
迎
に
料
名
を

つ
け
て
十
柱
の
神
様
と

す
る
。
即
ち

位
界
人
聞
を
始
め
立
毛
草
木
其
他
よ
ろ
ず

一
切
を
御
創
造
下
さ

れ
、
日
夜
休
み
な
く
御
守
護
下
さ
る
の
で
吾
々
人
聞
の
自
由
自

在
が
叶
う
の
で
あ
る
。
人
間
身
上
は
仲
の
借
物
、
此
の
貸
物
と

偽
物
の
型
を
知
ら
ず
、
気
随
気
依
勝
手
の
心
佼
を
す
る
と
、
こ

れ
が
天
涯
に
叶
は
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
の
叶
は
ね
心
使
い
を
神
様

は
八
つ
の
壊
と
御
諭
し
下
さ
れ
る
。
即
ち
、
お
し
い
、
ほ
し
い

に
く
い

か
わ
い
い
、
う
ら
み

ト民ノ丸
、、

」
う
ま

は
ら
だ
ち

ん
で
あ
る
。

第
四
節

庵

社

、、j
 
'f
 

(ー)

列
内
蔵
元
乙
一
八
五
二
番
地
第
一
に
あ
る
。

通

プ三

l奄

五
聞
に
二
間
半
の
建
物
に
、
本
堂
と
庫
川
悦
を
兼
ぬ
。
本
尊
阿
弥
陀

如
来
と

弘
法
大
師
と
を
紀
る
。
戒
能
略
譜
に
、
戒
能
与
惣
左
衛
門

通
定
(
井
内
村
の
庄
屋
で
あ
る
。
)
井
内
八
社
大
明
神
(
吉
井
神
社
)

の
霊
廟
を
南
興
す
、
又
大
通
庵
を
造
り
、
北
方
村
大
興
寺
の
末
院
と

し
、
初
先
の
冥
福
を
修
む
と
あ
る
。
境
内
に
ム
燈
龍
一
対
、
宝
僅
印

培
、
成
能
家
腔
代
の
去
が
あ
る
。
そ
の
中
戒
能
備
前
守
通
森
(
法
号

通
玄
院
殿
覚
海
義
円
大
居
士
)

の
基
は
、
も
と
則
之
内
村
安
国
寺
の

塔
頭
、乾
寧
院
に
あ
っ

た
の
を
、後
に

こ
こ

に
移
し
た

の
だ
と
云
う
。

な
お
境
内
に
は
、
大
榎

一
本
、
桜
の
大
樹
が
あ
り
、
花
時
に
は
陥
る

美
し
い
。
以
前
は
庵
主
と
し
て
、
僧
侶
が
住
持
し
て
い
た
か
も
知
れ

:
、
1

φ
ト
旬

、

ν
仇

μ

近
年
は
た
だ
俗
人

の
応
可
が
居
る
だ
け
で
あ
る
。

(:-") 

月
光
山
川
尚
寺

(
井
内
中
町
村
に
あ
り
)

(中
野
の
薬
川
堂

と
云
、
コ
)

本
尊
は
薬
師
如
来
、
由
緒
は
不
詳
で
あ
る
が
普
城
寺
の
末
寺
で
あ

っ
て
古
来
よ
り
里
正
戒
能
氏
の
信
仰
厚
く
節
分
の
夜
に
は
必
ず
供
物

~ 484 ~ 

を
贈
る
例
で
あ
っ
た
と
云
う
。
本
尊
は
行
基
の
作
だ
と
云

5
0

日

名
越
山
金
姓
寺

(
河
之
内
音
田
に
あ
り
)

宗
派
は
良
一一一一
口
宗
配
醐
派
で
あ
る
。
本
尊
は
正
制
世
音
設
け
併
で
あ
る

が
閉
山
由
給
等
不
詳
で
あ
る
。
立
自
国
部
落
を
中
心
に
信
者
側
音
請
を

結
び
て
信
仰
が
厚
い
。

兼
務
伊
藤
仁
性

現
住

~功

龍
翁
山
間
音
寺

(
河
之
内
法
蔵
寺
に
あ
り
)

太
尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
、
宗
派
は
真
言
宗
で
あ
る
と
い
う
。

由
緒
等
不
祥
で
あ
る
。
縁
日
は
一
月
十
七
日
。

(五j

-44-、
.
土
日
地
十
ム

「

A
7
M
M川

F
J
心主

(河
之
内
相
之
谷
に
あ
り
)

相
之
谷
十
戸
の
氏
神
で
あ
る
。
十
月
十
九
、
二
十

U
が
祭
口
で
あ



る
(1守

虚
空
蔵
並
ロ
薩

(
河
之
内
相
之
谷
に
あ
り
)

虚
空
蔵
菩
薩
は
寅
歳
の
守
本
尊
で
あ
る
。
正
月
の
十
三
日
が
縁
日

で
毎
年
桜
樹
相
之
谷
の
方
か
ら
は
安
楽
寺
の
僧
を
河
之
内
相
之
谷
は

金
毘
羅
寺
の
僧
を
招
じ
て
、
法
要
を
営
む

、

四
方
よ
り
の
饗
客
多
し
。

同

十
一
面
観
世
音

(
河
之
内
土
谷
中
ノ
子
に
あ
り
)

旧
正
月
と
七
月
の
各
十
七
日
を
縁
日
と
し
て
祈
穫
が
行
わ
れ
る
。

レサ

大
元
神
社

(
大
字
則
之
内
奥
惣
田
谷
に
在
り
)

祭

天
御
中
主
命

神

由
緒
不
詳

当
社
は
氏
宮
三
島
神
社
の
所
轄
で
あ
っ
た
が
、
氏
子
中
協
議
の
末

明
治
末
年
三
島
神
社
に
譲
り
現
在
は
三
島
神
社
に
属
す
。
明
治
二
十

三
年
火
災
に
か
L

り
一
切
を
烏
有
に
帰
し
た
が
同
二
十
四
年

再
位

、

昭
和
三
十
三
年
拝
殿
大
修
繕
奥
惣
田
谷
前
六
戸
に
よ
っ
て
維
持
せ
ら

れ
て
い
る
。

。\)

滝

神

社

(
大
字
則
之
内
奥
惣
田
谷
に
在
り
)

祭

神

大
山
祇
命

、

雷
神
、
高
一
寵
神

由
緒
不
詳

奥
惣
田
谷
林
道
上
の
滝
に
杷
る
近
ご
ろ
本
殿
拝
殿
大
修
理
を
加
え

壮
厳
と
な
っ
た
。

(0) 

惣
ク
谷
大
森
山
吉
祥
寺

(
大
字
則
之
内
奥
惣
田
谷
に
在
り
)

本
尊
薬
師
如
来

堂
宇
荒
れ
は
て
L

い
る
が
正
月
十
二
日

八
月
十
二
日

、

等
に
は

部
落
の
人
会
集
し
て
、
僧
侶
を
招
き
供
養
祈
簿
を
し
て
部
落
の
安
全

を
祈
る
と
云
う
。

(二)

一
乗
法
華
堂

(
大
字
則
之
内
惣
田
谷
に
在
り
)

本

噂;

西
谷
法
華
宗
信
者

鬼
子
母
神

由

結

不

明

祭

毎
月
十
二
日
と
二
十
三
日

日

現
住

田
辺
辰
獄

旧
井
内
村
の
古
社
寺
に
つ
い
て

旧
時
代
に
は
各
村
と
も
多
数
の
小
社
、
小
堂
が
あ
っ
た
。
そ
し
て

そ
れ
等
が
相
当
に
祭
記
さ
れ
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
明
治
に
な
っ
て
小

社
は
合
把
せ
ら
れ

、

ま
た
仏
教
信
仰
も

-
衰
微し
た
の
で
、
と
れ
等
が

殆
ど
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て

、

い
ま
で
は
昔
、
そ
ん
な
も
の
が

あ
っ
た
と
云
う
こ
と
さ
え
知
る
人
が
無
く
な
っ
た
。
北
川
徳
次
郎
は

と
う
し
た
古
い
社
寺
の
荒
廃
を
慨
き
自
分
の
記
憶
見
聞
を
昭
和
二
年

七
十
六
才
の
時
書
き
と
め
て

「
井
内
古
社
寺
記
」
と
名

.

つ
く
る
一
小
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冊
子
を
つ
く
っ
た
。
い
ま
そ
れ
に
よ
っ
て
井
内
の
古
社
寺
を
組
別
に

列
記
し

そ
の
中
の
二
三
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
し
て
見
ょ
う
。

付
大
平
組
八
。
横
獄
さ
ん
、
天
王
社
、
山
の
神
さ
ん
、
権
現
社
、
荒
神
社
、

天
神
宮
(
乙
の
天
神
宮
は
明
治
三
年
の
合
桐
の
際
、
吉
井
神
社
の
境
内
に

移
し
て
現
存
す
る
)
、
古
堂
(
明
治
三
十
五
年
法
泉
坊
に
移
転
、
乙
の
古

堂
、
昔
の
香
積
庵
の
地
か
)
、
香
積
庵
(
本
尊
延
命
地
蔵
尊
、
明
治三
十

五
年

、

古
堂
を
致
ち
て

、
こ
れ
を
建
て
た
)
。

同
窓
良
組
三
。
滝
本
神
社
、
山
神
社
、
地
蔵
堂
。

国
成
組
五
。
三
島
神
社

、
金
毘
羅
官

、

栂
村
神
社

、

地
蔵
堂
。
善
城
寺

(
菩
城
寺
のζ
と
は
前
出
)
。
本
尊
延
命
地
蔵
尊
、
脇
士
、
愛
染
不
動
。

本
堂
三
間
四
面
、
庫
健
は
五
聞
に
八
聞
と
三
間
半
と
四
間
半
の
鍵
形
で
総

建
坪
五
十
六
坪

、

廊
下
は
幅
三
尺
渡
り
二
間
半
、
経
蔵
は
ニ
聞
に
三
間
の

土
蔵
造
り
長
屋
四
間
半
に
二
問
。
本
堂
脇
に
法
箆
塔
、
一
字
一
石
塔
、
大
師

供
養
塔
が
あ
る
。
山
内
に
り
四
国
八
十
八
ケ
所
の
札
所
が
あ
る
。
石
段
の

中
程
に
古
塚
が
あ
る
。
村
人
病
気
平
癒
の
祈
願
に
薙
万
を
奉
納
す
る
習
慣

が
あ
る
が
何
人
の
何
の
塚
か
不
明
で
あ
る
。
江
戸
中
期
出
火
の
た
め
堂
字

灰
燈
に
帰
し
た
の
を
安
永
七
年
庫
裡
を
文
化
十
一
年
本
堂
を
再
建
し
た
P

)

同
仲
屋
組
六
。
風
宮
さ
ん
(
境
内
到
る
と
乙
ろ

K
無
数
の
風
穴
が
あ
る
)

新
居
田
社
、
迦
登
美
古
神
社
、
熊
野
神
社
、
奈
良
原
社
、
地
蔵
堂
。

同
六
地
蔵
組
三
。
一
の
宮
神
社
(
以
前
当
社
と
恵
良
の
権
現
社
と
大
平
の

天
神
社
と
が
輸
審
で
奉
納
角
力
が
行
わ
れ
た
)

、

ニ
の
宮
神
社
、
六
地
蔵

堂
(
岡
の
上
に
あ
り

、
且
つ
堂
前
の
大
樺
の
木
蔭
が
あ
る
の
で
夏
季
目
通

行
人
が
必
ず
ζ

の
堂
で
一
休
み
す
る
と
乙
ろ
、
堂
前
に
一
字
一
石
塔
が
あ

る
)
。

同
北
関
組
五
。
北
聞
神
社
、
若
宮
神
社
、
斉
院
の
神
さ
ん
(
祭
神
は
道
祖

神
祈
願
に
は
足
半
草
履
を
奉
納
す
る
、
古
塚
が
あ
る
、
東
氏
の
祖
先
の
塚

と
伝
う
)
、
天
満
宮
(
国
木
原
に
女
夫
松
の
大
本
が
明
治
後
期
ま
で
あ
っ

た
が
伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
男
樹
は
直
径
三
尺
、
女
樹
は
二
尺
五
寸
も

あ
っ
た
。
乙
の
木
の
元
に
小
桐
が
あ
る
。
ζ

れ
が
天
満
宮
で
例
月
二
十
五

日
に
は
村
重
が
と
れ
に
清
書
を
奉
る
な
ら
は
し
が
あ
っ
た
)、
地
蔵
堂
。

肘
庄
屋
元
(
蔵
元
組
)
五
。
吉
井
神
社
(
祭
神
は
所
謂
五
男
三
女
を
紀
つ

た
の
だ
っ
た
が
、
天
正
十
八
年
の
台
命
に
よ
っ
て
左
記
七
社
の
祭
神
を
合

妃
し
た
。

河
内
一
の
宮
、
日
生
宮
、
新
居
田
神
宮
、
風
宮
社
、
熊
野
宮
、
明
神
宮

天
神
宮
。
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ま
た
明
治
三
年
落
命
に
よ
っ
て
井
内
村
中
二
十
三
社
の
祭
神
を
合
潤
し

た
。
乙
れ
は
吉
井
神
社
境
内
摂
社
の
厳
島
神
社
に
合
妃
し
た
と
も
云
い
、

又
乙
の
年
大
平
組
K
あ
っ
た
天
神
宮
の
社
殿
を
氏
神
本
殿
の
右
側
に
並
ん

で
遷
し
た
が
、
乙
の
天
神
宮
に
紀
っ
た
と
も
云
う
。
そ
の
何
れ
が
正
し
き

ゃ
、
拠
る
べ
き
証
拠
が
無
い
。
さ
て

、
そ
の

二
十
三
社
と
云
う
は

厳
島
神
社
天
満
宮
天
神
宮
素
鷲
社
帯

地
神
社

一
の
宮
白
尾

社
姪
子
社
山
神
社
若
宮
社
西
山
社
熊
野
社
新
田
炎
社

聖
神
社
熊
野
社
北
間
神
社
金
毘
羅
社
風
宮
社
鎮
守
三
島
社

伊
弊
冊
社
竃
神
社
金

万
比
四
組
社

と
の
明
治
三
年
ー
の
合
椅
と
天
正
十
八
年
の
合
事
小
は
重
復
し
て
同
社
同

一
神
が
二
度
合
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
ら
し
い
。

な
ほ
、
さ
き
に
記
し
た
摂
社
厳
島
神
社
の
社
殿
は
今
口
跡
形
も
無
い
。



大
山
寸
飢
か
ら
移
し
た
天
州
し
刊
は
正
殿

一
間
半
間
刷
、中
山似
三
間
に

一
川
市1
、

打
版
三
川
に
二
山
山
ー
で
あ
る
。

山
ハ
州
日
刊
の
神
半
と
し
て
十
日
米
約

一
，rh
引、
大
太
川
一
似
り
、
中
版
に
ト
人

鈴
一
例
が
あ
っ
た
が
、
太
刀
は
い
ま
は
無
い
。
こ
れ
は
も
と
成
能
仙
前
八J

尚
一
説
の
討
進
し
た
も
の
だ
と
伝
へ
ら
れ
て
い
る。

場
内
に
は出作
H
刊
の
大
氷
点
、
お
の

T
b小
鉢
、一
泊
均
約
二
対
、
自
然
心
の

兇
γ
相
一
川
が
あ
る
。

当
社
祭
礼
は
旬
作
(
川
)
・
八
月
七
円
で
あ
っ
た
。
御
rH
洲
一
に
泌
氏
の
い
川

腕

一
一
対
を
た
て
、
社
前
に
は

i
h
の
慨
を
よ
刃
て
、
り
人
|
数
以
の
似
灯
に
み

明
し
を
入
れ
、宵
祭
に
は
神
米
を
奏
し
、当
け
に
は
州
輿
の
波
御
が
あ
る
。

神
輿
庁
一
却
が
止
殿
か
ら
降
る
時
、
山
内
議
の
戸
と
口
一(
に
参
れ
将
一
一
川
ポ
伏
、

拍
手
し
て
こ
れ
を
迎
へ

る
。
神
炎
が
抑
制
一
午
つ
つ
る
と
、
山
村
山
山

Aι
山
符

の
輿
丁
が
，
琳
の
樗
か
け
引
ま
し
く
ζ

れ
を
男
ハ
い

て
h
白
山
山
し
を
す
る
仁
先
ば

ら
い
と
し
て
山
山
中
川
い
」
て

大

鋲
一
対
、
傘
鉢
(
以
上
二
人
引
)
鈴
一
対
、
毛

鉛
一
対
、
神
際
一
一
刻
、
航
尚
一
対
、
州
艇
数
台
、
帥
山
山
一
本
が
先
行
し
、

次
に
神
山
県
が
近
一
み
、
そ
の
あ
と
に
、
伸
一
九
一
郎
、
大
小
太
鼓
、
つ
づ
い
て

獅
子
の
一
行
が
乙
れ
に
従
い
、
御
旅
所
ま
で
絞
る
。

お
旅
一
山
は
社
山
初
所
前
の
仲
間
の
中
に
あ
る
。
こ
こ
で
仲
間
六

ι仰
い
限
を
献

じ
、
祝
討
を
奏
し
て
式
を
終
る。

そ
れ
か
ら
仲
間
ハ
は
仰
午
、
庄
ハ
州
、
組
如
、
そ
の
他
は
氏
子
中
附
山
の
山
本

に
波
御
す
る
。
肱
川
市
と
大
麻
は
な
ほ
乙
れ
に
従
う
。ね
り
ざ
い
ま
よ

神
官
は
H
J
V
〈
は
歩
行
で
大
傘
持
を
従
へ

、
ま
た
紋
裁
れ
は
批
判
れ
刑
で

随
行
す
る
。

村
内

一
巡
の
後
、
神
輿
川
崎
行
す
る
。
そ
の
後
、
広
前
で
相
撲
の
中
市
納
が

あ
る
の御
子
は
氏
子
を
取
と
州
の
二
川
刊
に
分
ち
、
交
代
で
こ
れ
を
行
う
。
獅
子

州

て

似

て

狐

二
、
が
山
て
、
爺
、裟
の
利
川
川
さ
を
此
す
仕
取
を
す
る
。

獅
子
仰
は
、
か
ぐ
ら
、
と
ん
と
乙
、
ね
り
、
ち
と
り
、
す
ま
し
な
ど
数
利

が
あ
る
。
猟
川
を
、

「
獅
子
起
し
」
と
一
五
い
、
六
、
七
、
八
J
ま
で
の
ーか

子
が
乙
れ
に
当
る。

以
上
の
1
1
式
は
、
従
前
は
数
卜
円
何
年
、
政
仙
刊
に
保
持
さ
れ
米
っ
た
の
で

あ
る
が
、
山
川
次
く
づ
れ
て
、
問
時
に
な
っ
て
行
く
の
は
慨
か
わ
し
い
。

〈ψ
民
総
州
社
、
山
の
仰
さ
ん
、
地
い
胤
旬
、
L

人
治
山
川
。

ω
仲
肝
組
問
o
A

神
山
の
神
社
、
門
出
↑
J
o

広
い
い
仰
批
本
地
は
v
w
H
神
山
岡
に

あ
ろ
。
大
半
州
刊
の
挑
秋
社
に
同
じ
く
桃
山
怖
さ
ん
が
川
内
「
川
東
」

の
雨
乞

ち

一
山
で
あ
る
に
対
し
て
、
こ
れ
は
「
州
地
」
の
雨
乞
所
で
あ
る
。
な
ほ
、
川似

川
以
さ
ん
と
乙
の
υ

品
川
仰
さ
ん
と
の
聞
に
、
三
卜
六
王
子
を
担
っ
た
と
云
わ
れ

て
い
る
。

HA柳
川
引
は
山
伏
の
大
室
院
が
そ
の
別
当
だ
っ
た
。
前
神
の
れ
搬

は
仲
川
判
制
、
乙
h
し
八
孫
地
で
、
正
殿
二
尺
、
行
政
二
間
同
ん
、
亥
下
に

向
っ
て
い
る
。
)
山
の
仲
村
、
円
満
4
寸
(
川
光
山
川
沿
州
毛
、
ト
ホ
行
楽
川
知

米
、
境
内
の
大
州
叫
す
什
、
引
は
川
約
三
尺
)
o
I
J
刑
判
考
仲
野
一

一二
九
九
浜
地
、

仲
出
山
大
半
院
と
一ぷ
う
。
本
常
二
問
問
刷
、
ぷ
附
向
ふ
さ
、
本

W
A小
川
則
明
王
、

修
験
道
廃
止
令
と
と
も
に
出
奇
と
な
り
、
本
町
は
同
組
の
楽
師
刊
に
〈
口
犯

し
た
。
修
験
大
主
院
の
跡
は
川
住
谷
氏
で
あ
る
)
。

ω
久
足
利
円
。
天
州
社
型
神
引
、
山
厄
神
社
、
地
械
情
、

(
十
日
米
乳
の
、

か
み
さ
ま
)
で
婦
女
の
参
治
が
多
か
っ
た
)
。

川
大
桜
木
組
問
。
天
王
社
、
山
王
社
、
凶
の
LU
、
制
也
タ
。

出
田
町
山
石
川
利
三
。
水
神
社
、
凶
山
神
社
、
側
首
笠
。
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伊

珠

の

安

国

寺

西

国

寺

源

透

間
利
凶
作
六
月
十
六
日
、
北
川
徳
次
郎
翁
の
東
道
に
従
ひ
、
川
氏
友
行
間

的
若
と
共
に
、
視
泉
川
三
内
村
大
字
川
ノ
内
部
位
山
安
国
寺
を
訪
問
し

た
。
什火
山
脈
は
出
刀
の
人
絡
将
で
、
あ
ら
ゆ
る
材
料
を
示
し
、
且
極
め

て
親
切

K
説
明
せ
ら
れ
た
、
位
々
三
、
問
時
閣
の
見
聞
で
あ
っ
た
が
、

行
る
所
は
鮮
少
な
ら
ず
で
あ
る
、
放
に
滋
に
見
聞
し
た
る
草
川
引
を
掲
げ

て
、
安
同
奇
研
究
の
端
緒
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
識
朽
化
正
を
考
む
な

く
ん
ば
ギ
拡
で
あ
る
。

安
閑
寺
は
、
聖
武
天
山口
の
建
立
し
た
ま
ひ
し
悶
分
寺
山
に
倣
ひ
、
暦
応
中
足

り
ゃ
く

利
氏
が
同
似
に
一
寺
を
川
川
上
ー
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
脈
問
叫
に
は
、
断
固わ
↑ぷ

た
だ
よ
し

ぶ

っ
し
ゃ
り

げ
や
足
利
直
義
、
品
川
妙
同
胞
の
勧
め
に
よ
り
、
F

厳
上
白
巨
乞
請
ふ
て
、
仏
品
川
利
を

飢
ち
、
六
十
六
ケ
閃
に
、
安
閑
利
ん
い
は
引
を
辿
て
し
む
、
日ιを
安
同
d
寸
と
称
す

品川
抑
止
不
な
り
云
々
と
あ
る
。

又
当
山
の
記
録
に
依
れ
ば
、
照
応
二
年
足
利
時

氏
の
間
基
、
知
立
昨
日
明
閃
川
の
閉
山
と
し
て
あ
る
、
又
-w岡
地
わ
れ
辞
典
に
は

安
同
寺
は
机
山
本
州
叩
三
内
村
大
字
則
之
内
に
あ
り
、
照
応
二
仔

足
利
氏
の
祈
刷

よ
り
河
町
通
航
山
叫
ん
V
一す
、
本
将
来
川
知
米
云
々
と
し
て
あ
る
以
上
三
1
止
に
よ

り
て
当
山
の
山
米
は
分
か

っ
た
。

次
に
当
寺
に
脱
す
る
け
ん
利
三
代
将
山
中
義
制
の
山
川
進
状
を
挙
げ
て
見
よ
-
っ
。

小川川迎
。
伊
政
安
同
寺

あ
支
り
べ
の

L
t
う

ま

占

さ

を
は
ま

l

t

i

t

-t
i
f、
F
l
I
t、
;

J

i

i

i
、

情
一
戸
ノ
A

-1
-引

V
M
ゴ仁
川
剣

J
2
m
ι
似
が
マ
可

ト
山
九
二
当
奇
似

、
一助
レ〈
Y
一泊
附
・
之
状
、
如
レ
件
。

が
き
ょ
う

心
掛
後
こ
れ
ー
二
月
二
十

八

円

左

大

臣

似

朝

臣

小
山
掛
川
以
は
北
仰
の
作
り
で
、
陶
州
制
の
広
中
γ
h
h
勺
に
当
り
、
A
ー
よ
り
h
r
H
川

十
二
伍

前
の
文
古
で
あ
る
、
火
山T
余
戸
川壮
は
ふ
I

の
机
泉
市
の
内
、
川
上
三
内

内
、
大
叫
が
山
先
知
行
分
所
飢
下
、

み
止
や
う
し
よ

上
方
為

一御
一
計
進

、
被
レ
成
4

一
自
殺
害
上
折
、
H
!日
一一寺
家

、

御
知
行
一
三
小
レ
吋レ，

h
h
…
h

辺
一
之
状
、
如
レ
件
。

必
永
山
年
l
川
i

八
日

安
同
」
」
寸

pe
1
3一
得
待
υ
宮
北

「
内
副
ぬ
J
C
J
Y
J

寸
き
杭

F

K
J
O川
紘
川
一円
J
r
JJutevpJ

，
J

魚
、
弓
九
%
々

A
，

f

u
イ

1
L

K
H
41
J
 

，Jn
叶，/ノー
さでなムゐ
f
d
l
?

-
、
:
'
3
、i

官
占
旨

たう
JIM--ぶ
f

足手IJ尊氏公知行状

地
方
で
あ
ら
う
、
又

吉
原
郷
は
今
の
侃
泉

町
叩
和
気
村
の
一
部
と

+
日
三
伴
、三
津
ケ
浜
、

新
浜
地
方
で
あ
ら

う
、
又
M
似
的
浜
は
今

の
伊
珠
郎
総
前
向
附

田
村
辺
を
指
し
た
も

の
と
思
は
れ
る
、
川正

す
る
に
後
世
の
三
、

円
千
沿
の
寺
川
闘
が
あ

っ
た
下
が
分
る
の
で

ふ
の
プ
叫
。
次
に
一
川
町
判
六
郎

(代
対
応
守
)
通
之
の

知
行
状
を
掲
げ
る
、

伊
政
同
余
円
庄

~ 488 ~ 

安同守・厳，Ii文書

通

之

(花
押
)

衣

鉢

附

円必は
五
十円一
ニ
寸
三
匂

前
の
文
書
で
あ
る
が
、
千
点
満
の
火
川
進
状
の
解
絡
を
し



た
も
の
で
あ
る
、
余
一戸
北
は
広
い
が
で
あ
る
が
、
川以
内
の
大
町
謀
、
出制
山

来
の
川
知
行
地
を
一山
似
せ
よ
と
の
立
で
あ
る
。

次
に
は
県
の
古
状
を
械
せ
る
山
中
に
し
ゃ
う
。

誠
に
昨
制
点
、
泡
々
御
労
似
之
儀
北
(
日比
似
、
川
州
レ
然
、
久
f

小
レ
遂
ニ
山
談
似

之
問
、
川
市
ト
ホ
仙
凶
此
取
に
似
、
態
別
一
一芳
翰
-態
惣
之
御
懇
ニ引
い
、制
空
中
誠
一

阪
、
従
レ
けん
亦
先
刻
A
F
白
話
μ
一紋
之
問
、
不
レ
能
レ刈
日
以
、
ホ
ト
々
不
申円.
。

三

月

一

引

け

(

花

川

)

安
閃
ゴ
寸

H

ん
酬

立
た
い
形
の
川
山
い
花
川
円
で
あ
る
が
、
伊
政
人
の
中
で
は
、
此
脱
の
花
仰

を
叫
ん
た
事
が
な

い
か
ら
、多
分
上
方
の
人
で
あ
ら
う
と
思
わ
れ
る
、
泌
す
る

に
い
め
永
中
の
れ
臓
が
上
京
し
た
時
、
某
知
己
か
ら
来
た
返
告
で
あ
ら
う
。

一パ
当
寺
は
、
山川
内水
川
川
(
川
久
米
川
)
三
内
村
川山
ノ
内
(
洲
/
内
け
し
か
ら

ん
)
、
{
子
保
犯
に
化
っ
た
の
で
あ
る
、
保
免
と
は
免
税
地
の
立
で
あ
る
か
ら

し
て
境
内
が
免
税
地
と
な
っ
た
も
の
と
見
え
る
、
そ
れ
が
れ
然
に
地
名
と
な

っ
た
も
の
と
附
す
る
、
境
内
万
八
問
、
七
円
け
ん
伽
段
門
パ
仙
し
、
川
聞
に
阿
川
が

あ
り
、

n
m小
|
ニ
幼
を
約
し
て
川
っ
た
と
、
奇
心
に
か
い
で
あ
る
が
、
之

は
信
じ
て
よ
か
ら
う
。
人
ー
に
東
川
、
南
川
、
パ法山介川州
1
J
の
ホ
/
ギ
が
伐
っ
て

を
る
が
、
之
が
川
の
配
と
思
は
れ
る
、
又
忠
一小山航
、
L

川ト
A
l弘
、
“品川
u
U寺
、
顕

曲
中
航
、
軍
泉
院
、
瑞
日以
院
の
地
取
引
は
培
中
十
二
幼
の
中
で
あ
る
、
又
凶
の
抗

と
云
ふ
字
は
伯
作
比
の
修
行
以
で
あ
ら
う
が
、
之
に
対
し
束
/
絞
も
あ
っ
た
も

か
ね
つ
bJC

L

曲
ろ
う

の
と
恩
わ
れ
る
、
又
錨

悩
一
回
と
云
ふ
ホ
ノ
ギ
は
鐙
絞
の
紅
と
云
ひ
、
風
呂

と
い
へ
る
ア
ザ
ナ
は
れ
主
の
跡
と
云
ふ
て
日
る
、
山
崎
被
凡
て
も
、
J

仙
台
地
と

渓
聞
と
を
控
へ
を
る
形
勝
の
地
域
で
あ
る
。だ
て
ん

永
リ
六
行
(
円
円
ニ
イ

一
午
前
)
の
除
以
天
の
木
像
が
伐
っ
て
を
る
、
け
(

l
山
火
に

H
く
、

品
開
州
国
必
山
安
同
州
毛
市
駄
犬
、
永

ド叱
正
叩
子
旬
、
依
一一化
〈
却
-、
発
↓一町一

附
-刻
彫
造
平、

ドλ
川以内
T

川
三
」1
弐
f
V
〈
、
像
殿
供
徒
同
制

一
ヰ
二
升
h
A
円
、

内
二
例
八
ベ
納
進
物
由
。
住
山
円
州
、
維
那
賢

4
、
川
山
主
貞
行
、
節
心
、

w'H
山
忠
、
永
f

に
屯
集
己
じ
九
月
十
九
円
、
安
保
。

当
時
の
心
火
は
厨
子
に
か
い
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
今
は
く
す
ぼ

っ
て
叫
ん
え
ぬ
、
立
写
し
が
寺
一
叫
に
あ
る
が
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
江
の
像

は
永
川
一
ぶ
れ
吋
に
散
逸
し
た
も
の
と
比
え
る
、
h
M
駄
天
は
仰
家
に
於
い
て
台
所

を
守
護
す
る
仰
と
し
て
、
必
ず
祭
つ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。

天
文
二
引
戸
三
丙
九
」
l
七
年
前
)
に
は
、
大
仏
宝
殿
(
本
殿
か
)
を
再
建

し
、
L
A
W
を
彫
刻
し
、
三
川仰
を
安
置
し
た
、
之
は
三
料
中
の

一
牌
の
哀
告
で

わ
か
る
の
で
あ
る
、
社
(lx
k
日
く
、

珠
州
安
同
州
抑
止
寸
、
大
仏
宝
殿
再
造
之
次
、
本
レ
彫
ニ刻
本
的
ど
、
従
安
置
三

仰

云

。

時
下
回人
火
花
災
焚
口
仲
反
日
、
当
納
所
M
U
料
、
設
誌
レ
之
O

LZ
ん
じ

t
う
わ
う
ち
1
し
ん
き
う

し/一は

m
m明
附
の
灯
火
料
で
あ
る
、
=
仰
と
は
山
〈
1

上
h
J

o

愉

虫

別

ば
ん

5
い

だ

ト

だ

ん

の

う

ほ

ん

み

ん
げ
ん
し
ん
し
ん
て
う

な
ん
は
う
ニ
て
し
ん
さ
ん
し
ん
し
う

U
内
政
、
山
大
胆
那
本
〈
叩
げ
ん
以
が
パ
!
、
印
南
方
火
山
似
足
利
山
川
ド
衆
の
三

つ
を
云
ふ
、
此
三
仰
は
当
止
っ
無
住
時
代
、
必
山
龍
ね
毛
に
移
り
川
り
し
が
、

正
徳
三
灯
六
月
ム
七
日
に
、
兼
山
凶
専
安
の
斡
旋
に
依
り
て
取
反
し
た
も
の
で

士山ヲ
令。
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天
文
九
年
七
月
、
抑
川
端
宝
般
の
凹
字
を
刻
せ
る
扇
微
を
掲
げ
た
、
文
字
は

八
分
に
し
て
、
銘
力
の
遊
助
、
筆
致
一円
同
逸
の
も
の
で
あ
る
、
一
込
山
に
銘
文
あ

る
も
長
け
れ
ば
、
附
し
て
米
火
の
み
を
必
す
。

に
よ
ト
じ
ゅ

子
レ
川
、
天
a
久
的
叫
次
一}民
子
最
秋
如
ぷ
珠
川
、
山川
a
H(
如
制
州
、
常
一U-m応
〈
い



云
。
大
工
寸
朝
臣
民
部
大
夫
竜
王
。

円
以
に
依
れ
ば
、
命
名
は
町
四
兆
た
る
乙
と
が
知
れ
る
、
如
苑
は
り
品
川
応
」
ユ
サ
の
名

僧
に
し
て
、
河
川
判
郁
正
少
開
通
由
が
参
加押
し
た
人
で
あ
る
と
河
好
家
訪
日
仏
政

せ
で
あ
る
。

当
土
寸
の
本
的
リ
は
架
川
如
米
で
あ
る
、
一
閃
し
て
新
た
に
建
て
た
符
寺
の
本
仰

は
緋
迦
如
来
を
安
置
す
る
が
当
然
で
あ
る
。
然
る
に
薬
師
を
木
咋
と
せ
る
に

徴
す
れ
ば
、
一川
見
山
川
の
寺
で
あ
っ
た
の
を
、
制
科
宗
に
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ

る
、都
宗
は
融
通
の
き
く
山
市
旨
で
あ
る
か
ら
、改
宗
し
て
も
本
部
は
取
か
へ
ぬ

が
例
で
あ
る
、
此
守
の
前
身
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
と
信
ず
る
理
由
が
あ
る
。

仏
敗
中
央
の
日
机
(
円
以
弥
噴
)
は
、
戦
同
時
代
河
野
八
郎
の
笥
進
に
係
る

も
の
と
記
録
し
て
あ
る
。

し
ゆ
ろ
う

天
正
二
年
間
月
二
日
。
悪
僧
が
あ
っ
て
鐘
楼
に
火
を
か
け
て
、桜
、
及
党

鐙
、
放
太
鼓
を
炎
上
せ
し
め
た
、
そ
れ
は
必
録
と
太
鼓
の
胴
の
銘
文
と
に
か

い
で
あ
る
、
什
ペJ
銘
に
日
く
、

伊
橡
州
、
市
松
山
安
悶
禅
寺
、
当
官
納
所
瑞
呂
、
鐘
楼
再
興
之
次
、
太

鼓
等
改
肋
ニ勢
h

グ
止
氾
ニ什札
守之
一、
以
仲
-
恥
h
rヂ

。

イ
小
山
品
川
山
折
、
天
下
太
ド
ザ
、
閃
ん
い
川
町
州
応
、
一
h
殺
成
就
、
特
万
民
安
絞
失
、

羽
祈
山
門
鎖
的
、
火
山
論
併
消
、僧
衆
安
泰
諸
災
長
滅
、育
制
苓
談
而
己
。

子

時

天

正

h
作
-1
1
二
川
吉

H
。

之
に
依
り
て
叫
ん
れ
ば
、
天
uh-h
年
に
納
所
瑞
n
H
が
鉱
山
山
を
再
興
し
た
山
ド
も

わ
か
る
。

当
奇
の
党
鈍
も
知
行
時
代
、
絵
山
城
上
に
移
さ
れ
、
時
の
継
に
用
ひ
ら
れ

た
と
奇
心
に
の
せ
で
あ
る
、
人
「
減
閣
に
残
存
し
て
川
る
鎖
は
之
で
あ
ら
う
。

戦
悶
時
代
兵
乱
に
際
し
、
土
可
領
は
武
家
に
押
領
せ
ら
れ
、
寺
内
は
兵
千
日
仏

時
制
せ
ら
れ
て
、
僧
川
の
住
む
べ
き
下
だ
て
も
な
く
、久
し
く
無
住
と
な
り
、

荒
廃
を
極
め
た
も
の
で
あ
る
、
薬
師
堂
は
七
問
凹
聞
の
瓦
主
で
あ
っ
た
が
、

原
版
倣
れ
て
雨
も
り
が
甚
し
か
っ
た
か
事
り
し
て
、
党
文
三
年
ピ
松
山
城
主
松

ポ
1

定
行
が
代
富
山
総
井
仁
ふ
術
門
に
命
じ
て
茅
お
に
改
め
し
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
此
時
住
職
が
あ
っ
た
か
必
か
は
わ
か
ら
ぬ
。

閉
山
以
来
冗
文
三
年
ま
で
、
二
宵
八
十
凶
年
間
の
世
代
も
住
総
も
詳
で
な

、。
し

ぜ
ん
じ

れ

J
U
に
依
れ
ば
、
長
福
寺
の
南
明
和
尚
(
虚
主
空
妙
禅
師
)
が
、
中
興
閉

山
で
、
共
弟
子
の
祐
厳
〈
ム
潟
が
中
興
二
世
と
し
て
あ
る
、
当
寺
に
於
け
る
南

川
の
事
蹟
は
何
も
分
ら
ぬ
が
、
本
堂
の
足
同
似
立
替
を
し
た
冗
文
中
に
川
た
も

の
で
は
あ
る
ま
い
が
、
祐
山
石
の
皿
口
山
し
た
の
は
、
究
EX
三
年
よ
り
十
四
年
目

の
延
宝
凶
年
八
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
夫
よ
り
祐
岩
は
市
山
獄
精
進
し
て
、
院

を
起
し
肢
を
修
め
て
寺
観
の
川
目
を
一
新
し
て
は
出
る
。

寺
地
を
元
の
保
免
よ
り
、
現
在
の
境
内
に
移
し
た
る
何
十
代
は
詳
か
で
な
い

が
、
士可
I
山
に

「一川
一
禄
六
年
ニ
バ
オ
寸
建
立
」
と
簡
単
な
文
字
が
あ
る
、
之
が
新

境
内
へ
当
寺
を
移
し
た
作
代
と
考
へ
ら
れ
る
、
そ
れ
か
ら
村
山
石
は
た
心
の
仕

引
を
し
て
お
る
。

O
天
和
三
年
二
月
、
菜
制
笠
原
級
茸
替
。

ヘノ
・じード
L
l
.
I
R
二ヨ勺』
K
一一ド
。

f
町、
J
'Z
ド

F

「

j
'
1
4
2
5
u
r
v
h
N
ρ
1

O
M
作

-4
刀斗
l

二
円
、
亡
悩
祈
裕
修
行
彼
川
。

O
同
年
三
月
十
口
、
必
山
城
主
随
岐
守
定
直
当
山
に
来
犯
が
あ
っ
た
。

O
同

年

三

バ

、
領
七
定
直
よ
り
、
口
市
中
の
今
川
状
、
及
び
船
子
市
穴
山
の

柄
物
計
附
。

C
同

年

三

片

、
仏
像
似
損
淵
を
務
に
促
川
し
て
を
る
。

~ 49日 ~



。
同

hu
九
川
、
木
功
楽
川
、
脇
士
円
光
バ
光
、
十
二
仰
向
、
及
川
天
王

の
修
繕
成
就
、
胞
主
松
ザ
定
直
、
附
主
祐
山石
、
仏
師
磁
力
政
俊
、
仏
像

作
怯
絡
成
る
と
共
ピ
、
定
直
厨
子
を
も
寄
進
せ
ら
れ
た
。

O
宝
永
二
仔

正
川
J
l

二
日
、
大
般
若
tH(
説
会
開
剛
一
。

。
主
永
八
仔

士一
月
二
十
二
日
、
光
樹
ー仇

(LM
白
の
子
定
英
つ
国
政
郎
氏
)

よ
り
三
ツ
円
(
川
正
治
迎
。

0
・ι徳
二
h

工
二
月
、
来
川
wa
小
川
川
似

U
称
。

o
t徳
三
作
γ
川
パ
、
渋川
、
破
片
刊
の
山
川附
あ
り
。

。
同

忙

九

月

、
計
附
を
非
り
大
磐
若
約
六
円
巻
を
間
入
す
の

O
同

行

J
二
川
、
イ
六
円
仲
像
表
日
目
η

0
4
徳
円
引
門
川
八
日
、
兼
山
以
前
叶
安
川
土
よ
り
乾
山
の
茶
碗
、
及
川
悦
川
市
芥

A
n
(
定
前
よ
り
打
倒
円
川
)
ゐ
附
。

O
JUf保
二
仔
i

九
月
、
地
i

肢
の
石
像
安
定
。

O
一γ
保
内
作

、
専
安
川
士
よ
り
、
山川
知
の
法
一
本
終
、
及
汗
地
沙
鉢
山
A

川市一
。

朴
刊
行
は
如
此
多
く
の
設
仙
を
な
し
、
日
ハ
イ
保
二
仔
ー
三
凡
に
引
退
し
た
、
附
K

U
J
h

川
七
十
、
而
し
て
山
J

保
」i
二
年
七
バ
十
二
H

K
至
り
叙
を
不
し
て
を
る。

以
下
三
川
以
後
の
山
米
引
を
ぶ
し
て
置
か
う
。

o
tX政
」
!
一
介
三
川
、

h-始
到
礼
に
山山
顕
し
た
く
、

H
祈
刷
所
に
山
収

avら

れ
た
い
と
山
則
し
た
後
泊
川J
と
な
っ
た
級
で
あ
る
。

o
f久政
十
二
句
十

一
川
二
十
六
日
、
必
門
建
築
第
成
。

O
同

住

十

一

月

、
城
山
に
在
る
時
報
の
鎖
、
返
戻
あ
り
た
し
と
山
刷
し

た
が
、
問
問
け
に
な
ら
な
か
っ
た
。

O
弘
化
五
仔
二
月
、
比
(筋

へ一

同

一
寺
の
出
格
に
復
し
た
き
旨
を
山
胤
し

た
。

O
安
政
二
白
土
一
一八

l
六
円
、
本
山'V
杭
舵
安
鎖
的
公
を
行
ふ
た
が
、
い
つ
抹
成

し
た
か
分
ら
ぬ
。
此
時
利
悲
し
た
も
の
が
即
ち
今
の
本
主
で
あ
る
。

O
安
政
四
年
十
二
月
、
当
山
調
書
を
作
成
し
た
。

付
-
代
不
九
州
の
出
来
事
を
守
記
に
よ
り
て
左
に
潟
ぐ
。

O
某
年
、
剛
中
柔
公
市
川
川
、
阪
市
院
を
中
飢
(
す
、
此
院
は
洲
の
内
三
時
州

社
の
別
当
で
あ

っ
た
。

O
U木
作
、
修
け
の
白
川
制
を
作
る
、
〈ー
は
他
寺
に
移
っ
て
を
る
が
、
北A
dザ
心
引

も
分
っ
て
川
る
と
云
ふ
。

O
恭
介
、
方
丈
の
い
本
相
川
線
組
像
を
、
引川
H
水
似

宗
左
側
よ
り
山
川
附
、
〈!山内
γ
H
陀
の
代
な
り
。

O
H凡
h
H

、
山
煉
阿
川
、
以
渓
向m
rん
よ
り
、
一一一

ツ同パ

μ
、
及
掛
俊
能
二
仰
を

1
1
J
O
 

けむ
胤
円

。
某
灯

、
飯
鐘
(
半
鈴
か
)
を
設
山
一
品
、
胞
主
半
兵
衛
一
。

寺

iι
の
仙
川
に
左
の
・十H
a
久
章
一
百
の
写
が
あ
る
。

O
が
J
E
z
t
l九
川
十

1
円
、
薬
応
寺
満
広
、
大
町
木
工
允
正
彦
よ
り
、
所

似
二
万
三
千
石
云
々
の
執
迷
状
。

。
天
l
x
k
h川
e

円
八
七
円
、宮
代
望
凡
伊
勢
允
よ
り
本
山
町
及
櫓
け
明
大
破
に
付
、

版
米
三

T
依
、
人
hμ

一
刀
、
扶
助
す
る
の
沙
汰
状
。

れ
二
通
は
、
内
公
が
怪
し
く
て
、
信
用
が
で
き
ぬ
か
ら
、
保
用
せ
ぬ
こ
と

に
し
た
。
当
守
は

μ利
時
代
、

一
同
一
苛
の

υ利
で
あ
っ
た
が
、
足
利
氏

が
哀
微
し
且
滅
亡
す
る
と
共
に
、
守
制限
利
朗
敗
法
灯
消
滅
す
る
に
至
っ
た
が
、

巾
興
関
山
雨
明
及
祐
山
石
の
努
力
に
依
り
て
再
興
し
、
且
つ
今
日
ま
で
維
持
す

る
事
が
で
き
た
の
で
あ
る
、
併
し
往
時
の
全
盛
時
代
に
は
比
す

べ
く
も
あ
ら

ず
、
余
り
に
懸
隔
が
あ
り
過
ぎ
る
械
で
あ
る
、
後
の
当
局
者
は
法
に
対
し
関

山
に
対
し
、
緊
柿
一
添
市
山
続
粕
進
し
て
寺
巡
の
回
復
を
談
ら
れ
た
い
も
の
で

~ 49 1 ~ 



企
m
U
4ム
U

。
当
オ
サ
に
信
ず
べ
き
十日
BX
七
点
、
即
ち
議
拘
の
山九川
進
状
、
通
之
の
知
行
状
、

無
名
の
害
状
、
三
脚
の
一
災
担
、
明
璃
主
殿
州
仙
の
衷
告
と
、
又
信
ず
べ
き
古
文

の
写
二
点
、
即
ち
太
鼓
の
銘
、
完
駄
天
の
銘
と
、
又
大
地
た
り
し
を
労
証
す

べ
き
ホ
ノ
ギ
即
ち
地
点
が
存
し
て
目
的
る
の
は
、
大
に
人
立
を
強
う
す
る
次
第

で
あ
る
る
、
円
記
匂
を
川似
拠
と
し
て
考
一
札
を
進
め
ば
、
必
ず
や
会
り
す
所
が
あ

る
と
信
じ
て
川
る。

因
み
に
起
す
、
{
玄
関
寺
は
一
一
同
一
寺
制
で
、
足
利
時
代
に
は
六
十
六
ケ
寺

あ
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
足
利
氏
の
亡
ぶ
る
と
共
に
、
大
部
分
は
成
寺
と
な

っ
た
、徳
川
中
卒
時
代
ま
で
存
し
て目
的
っ
た
も
の
は
、筑
後
の
久
留
米
(
知

行
五
十
石
)
飛
騨
の
上
品
(
知
行
五
十
石
)
丹
後
、
術
後
、
車
後
、
土
休

阿
波
(
以
上
当
山
の
記
録
に
依
る
)
山山
主
、
伯
者
、
指
郎
、

(
以
上
保
府

間
記
に
依
る
)
隠
岐
、
院
前
、
美
浪
、
但
応
、
安
芸
(
今
の
岡
泰
寺
)
相

撲
の
足
柄
村
(
以
上
帝
岡
地
取
れ
辞
典
に
拠
る
)
等
で
あ
る
、
尚
存
在
す
る

も
の
あ
る
べ
し
と
雌
、
材
料
を
持
た
ぬ
か
ら
淵
配
れ
す
る
由
が
な
い
、
又
相

撲
の
鎌
倉
に
安
同
寺
が
あ
る
が
、
之
は
日
蓮
宗
で
会
く
系
統
が
迎
ふ
て
を

ヲ

Q

。

(
伊
抽
出
史
談

5

1

ー
¥
;

努
7
」

ip
「
ι
一

間
和
問
訂
七
月
発
行
)

第
七
章

保

健

、

衛

生

第
一
節

沿

革

医
薬
の
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
汁
は
、
ど
ん
な
保
健
法
を
講
じ
て

い
た

の
だ
ろ
う
。
三
内
東
谷
に
、
明
治
以
前
に
医
者
と
い

5
の
は
、

さ
や
の

せ

則
の
内
一
角
院
瀬
に
利
回
と
い
う
決
法
医
が
あ
り
、
河
之
内
の
音
田
に

佐
伯
松
渓
と
云
う
医
者
が
あ
っ

た
。
ほ
か
に
も
時
代
の
ズ
レ
は
あ
る

が
、
河
之
内
日
柿
に
宇
和
川
清
長
と
云
う
人
や
、
則
之
内
安
国
寺
に

山
わ
井
禎
肢
と
云

5
医
者
が
あ
っ

て
、
此
の
人

「
仁
怠
百
才
」
と
云
う

著
書
も
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
有
名
な
医
者
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
其
時
代
に
一

寸
し
た
病
気
で
医
者
に

か
か

る
と
云
う
人
は
組
頭
と
か
、

庄
屋
或
は
金
持
の
人
だ
け
で
一
般
は
仲

々
脈
を
と
っ
て
貨

っ
て
高

い
薬
代
を
払
う
こ

と
な
と
不
可
能
で
あ
っ

~ 492 ~ 

た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
一

般
の
人
は
神
社
や
、
お
寺
で
祈
待
を
し
て
も

ら
う
と
か
、
山
伏
に
加
持
祈
祷
を
頼
ん
だ
り
、
迷
信
を
信
じ
た
り
す

る
程
度
で
薬
と
云
う
の
は
薬
草
を
自
分
で
熊
じ
て
用
い
る
位
で
あ
っ

「抱
痕
は
命
さ
だ
め
、
腕
疹
は
眉
目
定
め
」
と
云
う
泌
が
あ
る

た
。

が
、
種
痘
法
の
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
時
代
に
は
荊
癒
は
命
取
り
と

恐
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
時
代
頃
ま
で
は
、
顔
中
に

「
あ
ば

た
」
の
あ
る
人
が
居
た
が

こ
れ
は
痕
絞
に

か
か

っ
た
跡
で
あ
る
。

見
た
目
は
見
苦
し
く
て
も
命
定
め
に
パ
ス

し
た
人
で
あ
る
。

だ
か
ら
伝
染
病
が
出
る
と
、
組
中
で
大
般
若
経
を
あ
げ
て
御
析
結

を
し
た
り
、
組
の
入

に
七
五
三
縄
を
張
り
大
き
な
平
服
を
吊
し
た



り

し
た
も

の

で
あ

る
。

大

正

八
年
に
必
性
感
冒

が
凶
行

し
て
抗

戚

を

振
っ

た
が
、
其

同

に
も

七
五
三
縄
を
伝
っ

た
。
組
痕

に
は
こ
ん
な

記

れ仰
が
銭
っ

て
い
る
。

(
休
山川
づ
相
次
日
I
ι
)

人
1

般
メ
之
将
、
米
る
二
l
l

九
日
-ド
長
助
下
川
円
以
到
マ
サ
ヨ
ん
に
て
柿
痘
随

行
似
条
山
一
以
似
総
御
中
間
相
成
度
此
段
及
御
照
会
以
山

明
治
卜
七
h
H
K
バ
二

-
六

H

則
之
内
村

山
惚
古
組
々
長
御
中

北
(
時
の
該
当
者

一
、
伊
作
一
長
!
一
千
高
ヤ
ス
ヨ

て

政

次

二
見

竹

内

茂

助

一
、
光
次
三
列

34門
川
竹
次

て
久
次
ご
一女

休

伯

サ

ツ

キ

て
五
作
二
女
品
れ
わ
れ
木
ヤ
イ

外
十
三
名

(1ι

わ
れ
附
す
)

日
(
刊
の
問
料
痘
前
説
量
一
回

術
性
委
員

|週目ン

諸
政

時

代

に

伝

染

病

等

が
流

行

す

る

よ

う
な
事

が

あ

る
と
、
悲

惨

な

事
態

に

な

っ
た
事

が
あ

る
ら

し
い
。

安
政

五

4
に
コ
レ

ラ

が
流

行

し
た

同

は
、
全
国
の
必
者
二

O
万

人

で
あ
っ

た
と
-
玄
う
事
で
あ
る
。

丘
小
除
小
ホ
刈，

U
Jヰ

j
f
j

}
:u
j
 

安

政

h
q
八

川

て

山

|
恐
病
流
行
(
俗
に
コ
ロ

リ
と
云
う
」

十れ
に
つ
き
素
人
心
幻
べ
き
来
日
出
、公
儀
よ
り
諸
問
へ
御
沙
汰
仰
山
木
之
泊
。

比
約
流
行
の
日恭
一向
抗
(
は
げ
し
い
腹
下
し
)
は
共
療
治
法
楕
々
あ
る
雌
花

倣
へ

と
も
、
比
(中
に
素
人
心
幻
べ
き
法
を
一不
す
。
あ
ら
か
じ
め
之
を
防
ぐ

に
は
、
身
を
冷
す
事
な
く
。
阪
に
は
木
綿
を
巻
き
、
大
樹
、
大
食
を
慎
し

み
、
川
公
外
こ
な
れ
郊
き
食
物
を
、
一
切
給
し
巾
間
放
校
。
此
病
似
伎
は
ば
、

円
十
'
丹
、
床
に
入
り
て
飲
食
を
似
し
み
、
惣
身
を
旧
川
め
、
左
に
記
す
芳
一
軒
散
と

云
う
楽
を
用
ふ
べ
し
。

H
4
の
み
に
し
て
治
す
る
ぷ
少
な
か
ら
ず
、
孔
叉
川

一
向
甚
だ
し
く
惣
h
M
冷
ゆ
る
程
に
到
り
し
も
の
は
、
焼
酎

一
二
代
の
中
へ
龍

脳
ザ
〈
は
総
脳

一
二
山
本
を
入
れ
、
泊
め
て
木
綿
の
切
に
波
し
、
政
治
に
下

μ

へ
附
聞
か
に
は
り
込
み
、
芥
子
泥
を
心
、
下
版
、
M
W
に
千
日
広
へ

、
小
半
時
位

づ
っ
、
段
々
張
る
べ
し
。

〆

当
所
令
路
線
社
御
祈
硲
料

一
rl

i
十
回
れ
悪
病
流
行
に
つ
き
九
村
力
安
供
二
夜

=τH
大
般
若

御
修
行
相
胤
候
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l

l】

4
1

-一
円
リ

，，
イ
イ
ノ
ト
ノ

l
」
イ
s

三
内

村

に

は

西
洋
医
学
を
修
め
た
医

者

は
知
か

っ
た
か
と
云

う
と



そ
う
で
は
な
い
。
医
術
開
業
試
験
と
い
う
国
家
試
験
を
受
け
て
医
者

に
な
っ
た
人
に
は
、
次
の
様
な
人
が
あ
っ

た
が
、
よ
そ
の
土
地
で
聞

業
し
た
り

ま
た
い
ま
は
大
部
分
故
人
と
な
っ
て
い
る
。

若: 子.. 
高須 近

野 ~+ 
賀孫
I議

寿 亙
jij 一τd-・~.

良 太E!B 太郎 両名

)11 日 狩 11¥
身

東 東内 主H 場地

松
松1 LI 
)11 
で死東京 1公

ILI 上 ILJ 
で で てー 亡で で
開 日Fj 日目 。視(Jj~ 

開業し

1向
業
業J次
ー7ま3ミ

し し 庁
て 人 て lζ て
と し、

務動 いた
た な た
が る が しが
日 o Iペ!コと て放
下 ~I 

τ 可b

問 し がな息
~ik 。 た ニ=ーコ

手合 l

明
治
に
な
っ
て
戸
長
役
場
の
時
分
か
ら
各
部
落
に
衛
生
委
員
を
誼

い
て
種
痘
や
伝
染
病
予
防
に
注
意
し
た
。

一
般
に
衛
生
知
識
に
乏
し

く
環
域
が
不
潔
で
あ
っ
た
か
ら
明
治
の
末
期
頃
、
村
で
も
衛
生
講
話

会
を
年
二
回
位
行
っ
て
部
落
の
要
所

へ
出
張

し
て
通
俗
の
話
を
し

た
。
文
定
期
の
清
潔
法
を
施
行
し
た
り
、
伝
染
病
等
の
出
た
場
合
は

石
炭
酸
や
石
灰
を
持
っ
て
行
っ
て
消
毒
を
し
た
。

そ
ん
な
幼
稚
な
事
を
し
て
い
た
が
お
蔭
な
も
の
で
其
時
分
に
は
案

外
病
気
も
少
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
川
上
に
は
開
業
医
も
出

来
て
、
少
し
重
い
病
気
の
時
は
往
診
も
頼
ん
だ
り
又
患
者
が
行
っ
て

診
て
買
っ

た
り
し
た
。

こ
ん
な
具
合
で
あ
っ
た
か
ら
、

一
度
亦
日制

チ
フ
ス
等
の
伝
染
病

が
出
る
と
、
伝
染
せ
ず
に
は
止
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て
死
亡
率
も
高

い
取
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
年
に
漸
ゃ
く
村
内
の
中
央
と
一五
う
こ

と
で
、
則
之
内

内
ノ
谷
に
避
病
舎
が
出
来
た
が
他
か
に
二
六
坪
の
辿
物
で
あ
っ
た
の
で

山
中
者
が
多
数
出
た
場
合
は
、
忽
ち
狭
院
を
つ
げ
る
有
様
で
あ
っ
た
。

し
か
し
明
治
三
十
四
年
に
六
名
、
明
治
四
十
二
年
に
八
名
の
赤
痢
山
中

者
を
出
し
た

の
み
で
、
そ
ん
な
に
多
数
の
集
団
発
生
を
見
た
事
は
な
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U
J
-
4
れ

し
か
し
避
病
舎
の
方
は
其
後
追
々
噌
築
し
て
看
護
主
も
出

米
、
番
人
等
も
置
い
て
辛
う
じ
て
隔
雌
病
舎
の
体
裁
を
備
え
る
に
到

っ
た
。

村
当
局
も
小
川
生
に
υ
泌
を
用
い
、
各
組
に
衛
生
組
合
を
設
け
て
清
潔

及
ひ
伝
染
病
予
防
に
注
意
し
、
学
校
児
童
の
ト
ラ
ホ
ー
ム
忠
者
の
検

診
治
療
及
び
、
初
痘
兇
に
対
す
る
春
秋
二
回
の
滋
痘
等
は
法
令
に
よ

っ
て
厳
格
に
こ
れ
を
施
行
し
、
夏
期
各
戸
大
清
潔
笥
は
必
ず
定
期
に

行
わ
れ
た
。

「
明
治
時
代
の
山
生
死
亡
の
統

A
」
を
示
せ
ば
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心
H
判

とじ

予七

亡

タピ明
治
末
期
に
至
り
医
学
の
発
達
に
つ
れ
、
其
治
療
法
、
及
医
薬
に

見

る
べ
き
進
歩
が
あ
っ

た
が
、
川
結
核
の
薬
と
し
て
は
、

炭
酸
グ
ワ

ヤ
コ
ー
ル
が
賞
協
せ
ら
た
位
で
あ
る
か
ら
、
幼
枇
な
も
の
で
あ
っ

た
。

大
正
に
入
っ
て
新
薬
と
し
て
ア
1

オ
l

(
A
O
)
の
注
射
薬
、
化

性
疾
患
に
対
し
て
、
グ
リ
ゾ
ン
が
帽
を
利
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
漸
次
衛
生
知
識
の
向
上
発
達
と
、
予
防
医
学
の
進
歩
発
達

等
に
よ
り
、

衣
食
住
の
生
活
に
も
一意
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
た
。

従
来
、
三
内
村
は
全
く
の
無
医
村
で
あ
っ
て
、
村
医
と
し
て
は
、

川
上
の
開
業
医
に
委
嘱
し
て
い
た
よ
う
な
次
第
で
、
何
と
か
し
て
医

疲
の
施
設
を
設
け
た
い
と
は
、
村
当
局
も
一

般
村
民
も
熱
望
し
て
い

た
所
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
十
月
に
、
組
合
制
度
に
よ
る
保
険
規
約

の
認
可
が
あ
っ
た
る
終
戦
後
に
な
っ
て
陸
軍
の
松
山
病
院
長
小
川
正

俊
を
村
医
と
し
て
迎
え
愈
々
待
望
の
保
険
診
療
に
手
を
つ
け
る
事
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

三
内
村
国
保
の
歩
み

昭
和
十
六
年
十
月

一
日
、組
合
制
度
に
よ
る
規
約
認
可
が
あ
っ
た
。

プU

事
業
の
内
容

そ
し
て
同
年
十
一
月

一
口
か
ら
保
険
事
業
を
開
始
し
た
。

八
七
一

寄
生
虫
駆
除
等
。
療
養
の
給
付
、
助
産
の
給
付
、
山
科
診
療
の
給
付

そ
の
給
付
状
況
を
表
示
す
る
と
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会 湖5 ).奈 11ft):
A臼 12 料
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目
別

昭
和
十
六
年
事
業
開
始
に
つ
き
、
組
合
加
入
に
つ

い
て
村
当
局
は

勧
誘
に
苦
労
を
し
た
。
時
の
盟
事
長
は
近
藤
金
凶
郎
で
あ
る
。
昭
和

二
十
四
年
一
月
に
至
っ

て
法
律
の
大
改
正
が
あ
っ

て
、
組
合
制
度
か

ら
村
公
営
に
移
行
し、

被
保
険
者
此
帯
数
七
二
五
戸
で
、
殆
ん
ど
全

戸
加
入
を
し
た
。
時
の
迎
事
長
は
回
井

一
十
郎
で
あ
る
。

M
m
和
二
十
六
今
に
入
っ
て
受
診
率
、
給
付
伐
と
も
に
急
閉
し
、
保
険
財
政

囚
矧
を
極
め
、

一
般
会
計
か
ら
金
九

一
て

石
O
O円
を
繰
入
れ
し
た
。
保



地
活
動
の
拡
充
に
よ
っ
て
、
医
療
伐
の
低
下
、
強
訓
の
目
的
に
お
い
て
保
佐

川
一
%
を
投
出
し
た
。

附
和
二
十
七
匂
に
至
っ

て
珍
療
単
仙
の
引
上
げ
、
受
診
率
、
給
付
山
口
等

の
膨
脹
芥
し
く
会
川片
帥
々
困
矧
と
な
り
、

一
般
会
計
繰
入
金
一

O
O万
円
を

を
行
っ
た
。
此
仔
よ
り
同
保
党
助
交
付
令
制
度
、

(
閃
威
川
助
余
)
が
生
れ

た
。州
和
ニ
よ
l

八
白
ー
符
望
の
助
成
交
付
令
制
度
完
引
さ
れ
た
。
(
医
療
伐
に

対
し
二
川
の
悶
庫
総
助
。
)

川
町
和
二
ト
九
仇

町
村
A
H
併
の
議
起
る
。
葬
祭
伐
の
支
給
を
開
始
す
る
。

幽
科
補
棋
を
給
付
の
純
聞
に
入
れ
る
。
菌
れ
珍
療
所
の
池
山
叫
決
ま
る
。

(
同

庫
補
助
金
九
七
八
、
0
0
0円
)

開
和
三

一
年
商
日
珍
療
所
完
成
(
二
バ
五
円
峻
工
検
代
)

総
設
置
仰
は
凶
、
七
九
九
、

一
O
二
川

住
笑
版
式

木
造
平
原
建
セ

メ
ン
ト
瓦
認

建
物
昨
数

h
じ
、
h
昨

診
療
開
始
三
月
一
日

診
療
科
目

内
科
小
児
科

初
代
所
長

小
川
正
佼

X
線
科

場
所
は
則
之
内

一
ケ
谷
叩
二
八

O
一
番
地
、
旧
救
療
院
及
武
道
場

を
整
地
し
新
装
成
り
、

ス
マ

ー
ト
な
診
療
所
が
出
来
た
。
時
の
村
長

は
大
作
法
晴
市
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
、
旧
三
内
村
、
川
上
村
両
村
合
併
、

旧

三
内
村
国
民
帥
拠
出
保
険
条
例
に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
に
決
る
。

第
三
節

街

生

の

発

達

終
戦
後
一

、
二
年
を
経
て
人
心
漸
ゃ
く
落
着
を
取
戻
し
、
米
進
則

し
さ
み
ほ
危
づ
っ

D

D
T
散
布
や
、
墓
地
の
惜
の
輩
筒
の
除
去
に
ょ
っ

軍
の

B
H
C
、

て
、
蚊
の
発
生
を
防
除
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
や
一
般
の
衛
生
忠
似

の
発
達
に

よ

っ
て
、
公
衆
衛
生
か
ら
家
庭
衛
生
に
も
人
々
が

'H
党
を

持
つ
よ
う
に
な
っ

て
、
戦
後
イ
ン
フ
レ

景
気
、殊

に
山
林
の
昂
騰
等
、

農
家
の
経
済
力
が
豊
か
に
な
っ

て
、
台
所
改
善

に
、
或
は
家
屋
の
新

築
に
、
多
く
の
貨
用
を
投
じ
て
、
H
U
U

の
田
川
坊
を
留
め
ぬ
程
に
、
刊以

域
衛
生
が
発
達
す
る
に
至
っ

た
。
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大
正

昭
和
の
初
め
ぐ
ら
い
ま
で

は
、
分
娩
に
も
素
人
産
婆
を
た

の
む
風
習
が
あ
っ

た
が
、

ムー
で
は
村
内
に
産
婆
の
免
状
を
持
っ
て

い

る
人
も
あ
る
し
、
大
方
は
川
上
の
産
婆
に
か

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
七
年
六
月
、
東
温
六
ケ
村
組
合
立
伝
染
病
隔
離
病
舎
を

横
河
原
に
建
築
し
た
。
木
造
平
家
建
、
九

O
坪
、
十
五
ベ

ッ
ト
を
持

つ
立
派
な
も
の

で
あ
る
。

一
ク
谷
の
避
病
舎
は
不
用
に
な
っ

て
取
り

除
か
れ
た
。

伝
染
病
の
発
生
に
関
し
て
は
明
治
二
十
四
年
に
大
宇
井
内
大
根
木

に
多
数
発
生

し
-化
者
四
名
を
出
し
た
ほ
か
、
明
治
三
十
四
年
、
同
凹

十
二
年
に
数
名
の
赤
痢
忠
者
を
出
し
て
出
る
杭
様
で
ら
る
が
委
し
い
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結
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患
者
に
至
つ
て
は
医
療
法
の
発
達
に
よ
っ
て
死
亡
率
は
低

下
し
た
け
れ
ど
も
相
当
全
村
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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カ
ケ
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乙四
=一六

一
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上

一
乙
悶
宕

一

三
内
村
共
葬
悲
地
総
而
脳

大
字
河
之
内
ノ
部

一
八

ケ

所

六

反

七

畝

二
九
歩

大
字
川山
之
内
ノ
ー
出

三
O
ケ

所

八

反

μ
似
六
歩

大
字
井
内
/
郎

二
二
ケ

所

六

以

二
歩

A

七
O
ケ一山

二
川

一
以
三
似
七
歩

川
以
地
は
各
i

叫
剛
山
桃
と
も
名
所
に
教
在
し
て
純
然
と
し
て
い
る
。
引
け
は
土
葬
が

大
方
で
あ
っ
た
が
最
近
は
殆
ん
ど
火
葬
に
な
っ
た
。
将
来
は
京
地
を
各
部
総

の

て

二

ケ
所
に
統

一
す
る
必
変
が
あ
る
。
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以
上
の
火
葬
場
は
明
治
二

h
年
六
月

一
円
の
必
吋
で
あ
る
。

明
治
時
代
は

始
ん
ど
土
葬
で
あ
っ
た
が
、
今
は
大
方
火
葬
に
す
る
。
火
葬
場
も
み
な
川
内

町、

主
信
町
術
斗
組
合
火
葬
以
で
奈
昆
に
附
し
従
来
の
野
天
跳
は
殆
ん
と
行

わ
な
い
乙
に
な
っ
た
。

火

葬

(
野
焼
)

首
は
今
の
よ
う
に
立
派
な
設
備
の
火
山
弾
場
が
無
か
っ
た
。
だ
か
ら

火
葬
に
す
る
場
合
は
、
公
認
の
焼
場
で
奈
川
比
に
附
し
た

も
の
で
あ

る。

普
通
葬
儀
の
時
は
、
野
辺
送
り
を
す
ま
せ
る
と
、
組
内
の
人
に

相
ん
で
、
火
葬
場
に
棺
を
送
っ
て
焼
い
て
貰
う
。
腕
場
は
適
当
な
所

に
、
径
一
間
位
の
川
一肋
を
掘

っ
て
、
松
丸
太
等
の
生
木
の
棒
を
波
し
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て
、
其
上
に
棺
を
置
く
、
そ
し
て
結
の
周
囲
に
枯
木
の
割
木
を
、
約

十
五
六
口
位
立
て
並
べ
机
を
包
囲
す
る
。
そ
れ
に
わ
仙
を
約
五
A
n
位

振
り
か
け
て
燃
え
劫
く
す
る
。
火
を
つ
け
る
の
は
、
内
身
の
人
で
あ

る
。
火
を
つ
け
て
炎
々
と
燃
え
上
る
と
、
国
合
を
H
ん
て
判
米
り
た
る

お
お
い

誌
を
火
に
恋
し
て
火
勢
を
包
ん
で
し
ま
う
。

(
所
別
誌
は
約
二
十
口

位
か
)
か
く
て
開
腕
に
す
る
。
組
の
人
は
火
災
の
心
配
等
も
な
き
ょ

ぅ
、
約
二
時
間
位
は
焼
け
具
合
を
見
届
け
て
川
る
の
で
あ
る
。
葬
家

に
は
焼
く
人
に
酒
等
を
振
制
州
う
。
翌
朝
は
辿
族
の
人
が
骨
川
妨
げ
に
行

く
の
で
あ
る
。



第
八
章

通

ヅで
ふえ、

第
一
節

明
治
三
十
五
年
以
前

内
村
に
於
て
、
最
も
古
く
か
ら
・
父
通
に
利
用
せ
ら
れ
た
の
は
同

で
あ
ろ
う
。
昔
は
ふー
の
よ
う
な
立
派
な
道
路
が
通
じ
て
な
か

っ
た
か

ら
、
大
抵
は
徒
歩
で
往
来
を
し
て
い
た
。
馬
も
乗
用
で
は
な
く
て
駄

馬
で
あ
っ

た
。
明
治
以
前
に
は
駕
能
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
医
者
か

僧
侶
か
庄
屋
位
の
も
の
で

一
般
は
乗
る
事
が
な
か
っ
た
。

(河
之

内
の
金
毘
羅
寺
や
、
近
藤
本
家
に
は
最
近
ま
で
駕
簡
が
吊
し
て
あ
っ

た
)
馬
は
松
山
藩
え
年
貢
米
を
上
納
し
た
り
、
其
他

一
般
の
荷
物
を

辺
搬
す
る
に
、
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
以
前
の
三
内

村
の
道
路
は
、
坂
あ
り
、
急
カ

l
ブ
あ
り
、
路
一附
も
狭
く
、
路
一向
も

必
い
道
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
い
ま
昔
の
路
の
名
残
を
記
し
て
み
る
と

東
谷
で
は
、
法
界
門
橋
を
起
点
と
し
て
、
先
づ
西
谷
筋
を
上
り
、
保

免
か
ら
屋
な
場
橋
を
渡
っ
て
安
国
寺
下
を
横
ぎ
っ
て
永
野
へ
出
る
。

そ
し
て
上
永
野
か
ら
氏
之
宮
前
を
通
っ

て
、
則
之
内
斉
院
搬
に
出

る
。
橋
を
渡
っ
て
登
り
坂
、

-
本
松
か
ら
徳
吉
若
宮
さ
ん

へ
出
て
亦

坂
か
ら
立
日

間
組
の
大
同

へ
出
る
。
大
町
一か
ら
三
納
屋
を
通

っ
て
、
天

滝
か
ら
西
屋
敷
を
馬
渡
の
橋
の
校
を
金
民
総
前
か
ら
松
尾
坂
を
受
つ

て
行
く
割
石
道
は
、
美
問
屋

へ
出
て、

黒
山石
の
似
橋
を
渡
っ

て
堂
坂

へ
、
そ
し
て
奥
問
屋

へ
登
っ

て
行
く
。
こ
の
旧
道
は
切
れ
切
れ
で
は

あ
る
が
、
今
に
残
っ

て
い
て
、
民
家
も
昔
の
路
に
沿
っ
て
娃
っ

て
い

た
事
が
わ
か
る
。
こ
ん
な
状
態
で
あ
っ

た
か
ら
、
11

日
の
農
家
の
女
房

等
の
中
に
は
、

一
度
も
御
城
下
(
松
山
)
を
見
ず
に
死
ん
で
い

っ
た

人
も
あ
っ

た
。

西
谷
の
旧
道
は
、
大
体
今
の
新
道
に
沿
っ

て
通
じ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
我
が
三
内
村
か
ら
他
村
へ

の
連
絡
路
と
し
て
は
、
法
界
門
橋

を
通

っ
て
川
上
村
へ

、
そ
し
て
中
山
越
を
し
て
、
金
毘
羅
街
道
が
通

(
金
毘
維
大
門
よ
り
二
十
六
里
の
楳
ゐ
)
。
川
一
雨
森
峠
、

じ
て
い
た
。
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制

μ峠
、
，H
祁
越
を
越
し
て
、
上
浮
火
山
川
瀬
村
へ

、
又
大
桜
木
腿

を
し
て
作
心
村
、
上
林
え
の
述
絡
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
れ
も
千

メ
ー
ト
ル
に
近
い
高
い
川
で
あ
っ
た
か
ら
、
荷
物
を
辺
織
す
る
事
は

同
期
で
あ
っ

た
。

第
二
郎

明
治
三
十
五
年
以
後

我
が
村
の
交
通
は
、明
治
三
十
五

q
を
凶
と
し
て
大
品
目
、
く
変
っ
た
わ

そ
れ
は
単
に
交
通
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
文
化
に
、
産
業
経
済

に
、
著
し
い
変
化
を
術
ら
し
た
。

内
村
は
山
村
で
あ
る
か
ら
、
米
去
の
外
に
紗
し
い
木
材
、
日
新
伏

等
が
あ
る
。
ζ

れ
が
搬
出
は
人
民
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
多
く
の
け

数
と
、
高
価
の
巡
搬
賃
を
要
す
る
の
で
、
た
だ
喜
ぶ
者
は
搬
出
者
の

み
で
あ
る
。
そ
こ
で
元
村
長
、
県
会
議
員
宇
和
川
μ

寸
太
郎
は
、
オつ
が

村
の
山
地
搬
経
費
の
間
資
を
し
て
、
対
(
州
削
の
紙
め
て
大
き
い
の
に
篤
き

こ
れ
は
一
時
、
村
偵
を
起
し
て
で
も
、
里
道
の
改
修
を
行
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
決
心

し
折
か
ら
県
の
土
木
補
助
規
程
の
報
に
接
し
、
と
の
機

逸
す
べ
か
ら
ず
と、

起
工
を
回
策
し
村
議
に
附
し
て
、
内
属
工
銀
行
か

ら
金
六
千
円
の
伯
入
を
し
た
。

一
、
東
谷
皇
道
の
改
修

J包

.'長

大
字
則
之
内
一
ヶ
谷
国
道
三
一
号
線
よ
り

1'，助十lt宅唆惚 1M]終:s D)J村 経唆 j包 Ipffirm終 J包委

日 1で役長代工員数点

大
字
河
之
内
令
州
出
叫
靴
下
松
尼
板
取
什
ま
で

二一

六
O
川

十
二
日八、

勾
配
二
寸

明
治
三
川
竹
内
パ
二
八
日

一
万
二
丁
七
一
内
門
」
l
k
川
九
十
ハ
銭

近

雌

鉱

一
日
川
幻
自
似
古

助
役
分
卒
事
務
な
る
も
、
本
事
業
の
末
広
回
以
を
以
て
竣
工
せ
し
む
の

山j
和
川
{j

太
郎
、
近
政
九
J

太
郎
、
・
泌
ハ
栄
太

二
、
西
谷
里
道
改
修

員任役長 Ý~ 工工員数点}，'.
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大
字
川
之
内
法
界
川
桁
よ
り

大
字
引
内
山
川
ま
で

一一一

ムハ

O
間

一
の
パ
、
勾
配
r
H
寸

明
治
三
円
作

一一

川

一
h
日

明
治
三
h
化

h
刀
二
h
u

一
万
一

T
三
百
寸
六
円
h
十
h
銭
一
川

近
藤
鑑
よ
り
野
中
安
正
に
終
る

高
須
留
孤
五
口
よ
り
曲
川
我
郎
伝
三
郎
に
終
る
。

助
役
分
卒
事
務
な
る
も
、
木
事
業
は
委
員
を
持
て
峻
工
せ
し
む。

官
野
兼
太
郎
、
一品
須
賀
作
平
、
渡
部
変
厳

道
路
は
開
通
し
た
が
、
村
民
は
村
費
負
担
の
過
重
な
る
に
驚
き
、

土
谷
部
落
等
は、

「新
道
は
全
く
我
等
に
縁
の
な
い
も
の
だ
」
と
し



て
納
税
を
拒
む
者
さ
え
あ
り
、
又
地
主
側
も
苦
情
を
申
立
て
、
村
長

ひ
る
が
え

一
時
は
延
肱
を
も
醗
ら
さ
ん
勢
で
あ

は
非
難
政
撃
の
的
と
な
り
、

っ
た
。
宇
和
川
宇
太
郎
は
、
こ
の
難
局
に
立
ち
、
東
奔
西
走
、
寝
食

を
忘
れ
只
管
こ
れ
が
鋲
撫
と
感
蒙
に
つ
と
め
、
漸
ゃ
く
事
な
き
を
得

た
。
竣
工
後
、
ヲ
和
川
氏
は
幾
何
も
な
く
病
の
為
に
他
界
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
盟
人
、
後

昭
和
に
な
っ
て
、
三
内
農
協
前
に
氏
の
彰

功
碑
を
建
て
、
以
て
永
久
に
氏
の
功
似
を
記
念
し
た
。

三
、
国
道
三
十
一
号
線
中
山
越
開
通

こ
れ
と
時
を
同
し
て
讃
岐
街
道
、
国
道
三
十
一
号
線
、
所
謂
中
山

越
の
国
道
が
開
通
し
た
。
そ
れ
は
明
治
三
十
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
土
木
技
術
の
発
達
し
て
な
か
っ
た
明
治
時
代
の
事
で
あ
る

か

ら
、
開
撃
に
は
凶
郊
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お

そ
れ
以
前
、
河

之
内
部
落
に
於
て
は
、
国
道
凶
鳴
に
次
の
如
、
宏
、寄
附
を
し
て
協
力
し

て
い
る
。

新
岡
造
問
料
叫
す
代
金
献
納
川

一
金
問
十
円

一
金
百
円

一
金
一
円

一
金
二
十
二
川
内
十
銭

下
沼
山
八
郎
河
之
内
村

近

藤

林

内

金

毘

羅

l
J

成

谷

恒

三

郎

河
之
内
郎
務
民
行
一
名

合
計
金
六
十
八
円
四
十
銭
也

村

沢
l

i
 

金

二

十

二

円

八

十

銭

明

治

十

九

年

納

金
二
十
二
円
八
十
銭

明
治
二
十
年
納

金

二

十

二

円

八

十

銭

明

治

二

十

一

年

納

ホ
ハ
今
般
新
閃
道
開
整
作
H
A
I
献
納
仕
度
ニ
付
出
願
仕
仮
処
御
同
日
川
相
成
似

ニ
付
、
前
記
/
余
初
献
納
仕
度
除
問
、
此
段
御
川
代
候
以
上

明
治
十
九
年
六
月
下
浮
山
八
川
河
之
内
村

有

志

総

代

近

藤

林

内

近

藤

与

太

郎

愛
間
以
川
ド
AAυ

新
平
川
似

関

四

、

交

通

の

変

革

~ 502 r_ 

」
の
様
に
明
治
三
十
五
年
を
挽
に

内
村
に
は
立
派
な
道
路
が

開
通
し
た
か
ら
、井
内
や
河
之
内
の
奥
ま
で
車
が
通
る
よ
う
に
な
り

土
谷
も
讃
岐
街
道
の
要
路
で
あ
る
か
ら
、
明
治
の
末
期
か
ら
大
正
の

初
期
に
か
け
て
、
諸
車
の
在
来
が
剣
山
祭
に
な
っ
た
。

土
谷
部
落
に
於
て
は
、

O
明
治
三
十
五
年
頃
か
ら
、
人
力
車
を
所
有
し
て
そ
れ
で
生
活
を

し
て
居
た
者
が
七

八
名
あ
っ
た
。

O
芥
馬
車
を
所
有
し
て
生
計
を
立
て
ふ
い
た
者
四
台
、
大
正
年
代

に
な
っ
て
は
ホ

ロ
付
新
型
馬
車
二
台
。



O
牛
車
三
介
、
駄
何
十
数
以
。

O
荷
馬
車
は
、

一
時
十
数
台
も
あ
っ
て
、
木
材
新
山
灰
等
を
壬
生
川

方
面
、
或
は
松
山
方
而

へ
運
搬
し
た。

河
之
内
部
落
に
於
て
も
、
人
力
車
が
一
台
あ
っ
て
、
横
河
原
、
河

之
内
耐
を
往
復
し
、
荷
向
車
も
数
台
あ
っ
て
、
近
年
に
至
る
ま
で
、

松
山
方
町
え
慌
に
迎
搬
し
て
い
た
。

貨
物
自
動
車
は
附
利
に
な
っ
て
土
谷
に

一台
、
則
之
内
-
ヶ
谷
に

二
台
あ
っ

て
各
方
山
に
車
を
と
ば
し
た
。

荷
馬
車
の
時
代
は
終
戦
ま
で
続
い
た
。
我
が
村
に
自
転
車
の
入
つ

た
の
は
明
治
四
十
三
年
で
あ
っ
た
o

ラ
ー
ジ
の
立
派
な
車
を
河
之
内

日
州
の
人
、
近
藤
文
献
が
乗
り
出
し

て
、
音
田
の
中
島
善
助
と
云
う

人
が
続
い
て
賀
こ
ん
だ
。
日
動
車
が

U
入

っ
た
の
は
、
大
正
初
作
の

こ
ろ
代
議
土
、
成
凶
栄
一
い
が
選
挙
出
前
に
来
っ
て
米
た
の
が
始
め

て

で
あ
っ
た
。

交
通
が
発
達
し
て
米
た
代
り
に

そ
の
影
響
は
部
落
の
消
長
に
関

係
し
て
来
た
。
河
之
内
の
問
屋
部
落
や
土
谷
部
落
の
本
谷
の
如
き
に

そ
の
影
響
で
あ
る

と
も
考
へ
ら
れ
る
。

玉
、
河
之
内
問
屋
部
落
の
こ
と

河
之
内
に
「
問
医
」
と
云
う
郎
群
が
あ
る
が
、
こ
の
部
山
併
に
昔
、
間
足
が

あ
っ
た
乙
と
か
ら
つ
い
た
小
字
で
あ
る
。
日
は
上
浮
L
X
m
の
笠
方
村
や
渋
世
界

方
面
か
ら
い松
山
方
市
へ
出
る
物
資
も
、
松
山
方
面
か
ら
笠
方
、
渋
草
へ
の
海

産
物
は
や
タ
く
訓
石
峠
道
を
と
う
っ
た
も
の
で
、
と
の
問
屋
部
落
に
そ
の
問
尽

乃
至
は
商
問
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
も
「
出
」
|
|
庖
が
そ
の
ま
ま
家

号
K
な
っ
た

l
!と
か
、
或
は
ま
た
「
新
宅」

と
か
云
う
家
門
一つ
が
残
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
乙
の
間
照
附
代
の
中
山
政
り
で
あ
る。

向
H
、
木山氏
や
木
材
を
北
川
れ
っ
た
駄
目
が
以
山
川
一ゐ
峠
ぞ
M
唱
え
て
、
上
浮

山
八
郎
か
ら
乙
の
間
以
へ
山
て
米
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ζ

れ
も
、
明

治
三
卜
同
行
竹
ご
ろ
ま
で
の
こ
と
で
、
そ
の
後
は
、
川
叫
ん
道
が
首
問
ま
で
改
修

せ
ら
れ
た
の
で
、
物
資
は
北
口
聞
か
ら
け
山
部
山
市
を
総
て
田
市
緑
峠
を
越
え
る
方

が
便
利
に
な
っ
て
、
間
照
の
交
通
と
商
業
と
は
さ
び
れ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の

代
り
、
円
州
の
坂
道
を
旬
H
駄
お
が
H
d
子
唄
に
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
鈴
の
む
も

賑
や
か
に
二
十
頭
も
三
十
頭
も
が
上
下
し
て
い
た
た
め
に
音
田
の
部
族
が
繁

μ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
、
あ
れ
も
一

時
、
乙
れ
も
一
時
。
い
ま
は
ト
ラ
ッ
ク
時
代
と
な
っ
て

詰
問
の
繁
口
も
品
の
一
少
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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六
、
本
谷
部
落
の
移
り
変
り

本
谷
と
云
う
の
は
川
之
内
字
土
谷
市
水
の
中
央
、
前
々
東
か
ら
北
々
凶
に

流
れ
て
い
る
中
山
川
の
支
流
、
本
谷
川
が
本
流
の
中
山
川
へ
の
務
口
か
ら
上

流
、
川
添
い
の
納
長
い
谷
聞
の
部
抗
で
、
い
ま
の
国
連
十

一
号
線
の
分
岐
点

の
二

一
凶
米
の
と
乙
ろ
か
ち
り
、
人
家
の
終
点
ま
で
約
二
千
米
、
標
高
三

h
O

米
の
山
間
と
し
て
は
比
絞
的
な
だ
ら
か
た
谷
間
部
落
で
あ
る
。

周
聞
は
三
五

O
米
か
ら
六

O
O米
ま
で
の
、
ど
乙
で
も
耕
作
の
出
来
る
傾

斜
の
緩
や
か
な
山
に
と
り
ま
か
れ
て
い
る
。
別
天
地
。
土
谷

'm務
の
発
粁
地



と
云
は
れ
て
川
っ
て
、
相
当
古
く
か
ら
聞
け
て
知
っ
た
部
落
ら
し
く
、
部
落

の
中
央
部
に
は
土
谷
の
氏
神
三
島
神
社
が
あ
り
、
ま
た
「
寺
邸
」
と
云
う
地

名
も
残
っ
て
い
る
。

川
は
緑
泥
片
岩
で
、
水
が
き
れ
い
で
、
そ
の
上
冷
た
い
。
山
も
殆
ん
ど
結

品
川
宥
か
ら
成
っ
て
い
る
。

谷
間
の
耕
地
は
市
冷
能
地
で
、
風
通
し
も
恐
く
、
夏
季
は
夜
露
が
多
く
、

冬
は
そ
れ
が
稲
と
な
っ
て
、
た
め
に
米
麦
作
の
山
川
米
は
良
く
な
い
。
米
が
反

当
り
五
依
も
と
れ
る
乙
と
は
人
間
一
代
に
そ
う
何
回
も
は
無
く
、変
作
も
二
、

三
依
と
云
う
程
度
で
あ
る
。

以
前
は
牛
は
殆
ん
ど
「
あ
げ
牛
」
と
称
し
て
、
川
桑
仰
の
半
川
地
の
問
の

航
付
を
終
っ
た
牛
を
預
っ
て
、
米
三
ヰ
か
ら
凹
斗
ぐ
ら
い
の
削
丘
で
、
八
十

日
か
ら
宵
二
十
日
ぐ
ら
い
の
閥
、
乙
れ
を
削
有
す
る
。
そ
し
て
、
乙
の
間
に

乙
の
牛
を
使
用
し
て
回
航
を
行
な
う
の
で
、
従
っ
て
、
納
付
が
し
ぜ
ん
晩
、

か
っ
た
の
で
収
穫
も
そ
の
た
め
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一戸
口
は
明
治
二
十
年
か
ら
凶
十
年
以
ま
で
は
問
寸
戸
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
伊

之
符
印
刷
、
本
谷
川
組
、
木
谷
出
火
飢
と
念
仏
飢
と
三
つ
に
分
れ
て
い
た
。

州
制
作
曲
が
約
沢
町
、
焔
γ

川
町
。

山
林
γ
H
K」
l

向
。
乙
の
中
、
三
十
町
ぐ
ら

い
は
切
替
州
と
し
て
耕
作
に
使
用
さ
れ
た
。
乙
の
切
替
相
刷
に
は
、
ソ
パ
、
卜

|
モ
ロ

コ
シ
な
ど
の
純
殺
矧
を
ぷ
培
し
た
。
山
林
に
は
製
紙
原
料
の
緒
や
一
一一

加
を
杭
え
た
。
三
仰
の
法
培
は
明
治
末
期
か
ら
の
乙
と
ら
し
い
。
ま
た
い
た

る
処
に
茶
を
航
え
た
ら
し
く
、
い
ま
も
そ
の
株
が
伐
っ
て
い
る
。

住
民
の
食
料
は
雑
穀
が
主
で
、
そ
の
生
活
程
度
は
町
側
め
て
低
か
っ
た
続
縦

で
あ
る。
こ
う
し
た
本
谷
川
叫
孫
、
現
在
で
は
他
に
七
戸
、
問
イ
人
ほ
ど
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
乙
の
衰
微
の
原
凶
は

て
公
有
林
(
入
会
山
)
の
統

一
に
よ
っ
て
一
般
住
民
が
薪
炭
の
資
を
得

る
乙
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
。
二
、

一
般
に
植
林
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
穀
物
の
耕
作
地
が
減
少
し
た
乙
と
。
三
、雑
穀
類
の
値
下
り
。
四
、

北
海
道
へ
の
移
住
。
γ

九
、
製
紙
原
料
の
悩
絡
下
落
に
よ
る
嫡
子
、
和
紙
製

造
の
漸
減
。
六
、
切
判
的
別
の
地
力
衰
微
に
よ
る
減
収
。
七
、
日
作
略
戦
争
前

後
、
賭
博
の
流
行
に
よ
り
凶
食
に
批
り
、
怠
怖
に
な
っ
た
こ
と
。
八
、
同

道
開
通
後
、
同
道
沿
線
へ
川
を
移
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
(
五
戸
)
。
九
、

九
州
の
炭
坑
へ
行
っ
た
も
の
(
五
戸
)
、
松
山
、
大
阪
等
村
外
へ
山
た
も

の
が
吋
成
り
あ
る
こ
と
。
一

O
、
絶
家
し
た
も
の
(
五
戸
)
。

第
三
節

昭
和
四
年
以
後
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大
正
八
年
村
長

近
藤
金
四
郎
就
任
す
る
や
、
民
政
安
定
、
福
利

明
進
は
産
業
の
振
興
に
如
か
ず
、
産
業
振
興
生
産
駒
強
は

交
通
の

発
達
を
お
き
て
外
に
な
し
と
な
し
、
寝
食
を
忘
れ
て
道
路
の
開
撃
に

広
を
用
い
た
。
昭
和
四
句
、
議
案
第
二
十
三
号
を
以
て
、
三
内
村
道

仙
川

j
木
山
仰
助
規
則
を
制
定
し
、
村
内
主
要
道
路
は
勿
論
、
林
道
に
も

部
落
路
に
も
改
善
柿
修
を
な
し、

た
め
に
其
面
白
を
改
め
て
殆
ん
ど

昔
日
の
観
な
き
状
態
と
な
っ
た
。

一
、
三
内
村
土
木
補
助
規
則

第
一
条
木
村
村
道
中
京
-
一
問
ク
ル
モ
ノ
ヲ

ek
、
又
ハ
数
人
共
同
或
ハ
例
人

ニ
於
テ
、
私
費
ヲ
以
テ
修
築
改
修
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
工
事
的
ニ
対
シ



テ
、
企
業
折
/
中
首
ニ
依
リ
向
年
度
，y
竹
川
/
術
開
内
ニ
於
テ
、
比
一
ノ
緩
む

ヲ
考
察
シ
村
代
以
ヲ
補
助
ス

左

て

中

総

延

長

三
七
八
米
桁
仰
木

一

{
子
保
九
%
乙
二
、
五

一
O
地
/
以
辺
岐
レ

ヨ
リ
宇

一
ケ
行
問
辺
約
二
円
り

総
ニ
A
U
ス
ル
料

二
、

一
ヶ
谷
一
ワ
総
延
長
内
六
九
米
航
梁

一

字

一
ヶ
谷
I
山
念
必
同
道
岐
レ
ヨ
リ
避
病
作
ニ
至
ル
7

デ
ノ
線

三
、

一
ケ
谷
二
号

線

延

長

八

二
二
米

航

梁

二

字
一
ヶ
谷
印
二
、
七
九

一
地
ニ
於
テ
巾
総
卜
岐
レ
安
同
十
J

「卜
ヲ
泊
ジ
永

町
U
M
道
ニ
A
n
ス
ル
総

問
、
上
永
野
川
之
内
総
延
長
九
六
三
米

桁

梁

三

字
上
永
野
叩
二
、

一
円
八
地
/
県
道
岐
レ

ヨ
リ
氏
之
自
前
ヲ
経
テ
字
則

之
内
引
退
ニ
介
ス
ル
線

h
、
問

石

原

料

延

長

て

一
八
円
米
柄
、
栄
三

ん

j

石
原
叩
て
八
六

h
地
/
以
辺
岐
レ
ヨ
リ
問
中

て
七
八
円
地
及
叩

て
七
七
九
地
ヲ
経
テ
字
山
際
叩

て

五

二
γ

川
地
ニ
於
テ
県
道
ニ
合
ス

レ
'H水

ノ
jv
不

六
、
石
原
涼
シ

総

延

長
二
八
三
米
桁
梁
二

下
石
原

m
一
、
八
円
六
地
ニ
於
テ
附
-7

相
原
料
州
ト
岐
レ
石
川
州
航
ヲ
波
リ
氏

弘
前
ヲ
経
テ
字
川
市
シ
て

O
ムハ
民
地
ニ

至
ル
迄
/
似

七
、
永
野
総
延
長
七
百
六
米

{-
下
、氷
川判
叩
二
、
間
六

一
地
ノ
国
道
岐
レ

ヨ
リ
上
永
肝
ヲ
経
テ
二
、
。

円

O
地
ニ
於
テ
上
永
野
川
之
内
線

-
Z口
ス
ル
糾

八
、

山

際

線

迎

長

一
円
。
米
稲
川
栄

一

字
川
山
之
内
巾
て

μ
二
h
地
ノ
県
道
岐
レ

ヨ
リ
上
永
野
則
之
内
線
-
7
合

ス
ル
迄
/
総

九
、
徳
吉
一
号
線
延
長
二
三

O
米

統

栄

一

字
下
徳
古
口
叩
七
一

h
地
ノ
県
道
岐
レ
ヨ
リ
叩
七
七
二
地
ニ
至
ル
迄
/
紘

一
O
、
徳
古
ニ
ヮ
，
紘
延
長
三
二
二
米
稲
川
町
山二

字
下
徳
吉
八
一

一
地
ヨ
リ
中
六
九
円
地
ニ
於
テ
山
道
-
一
合
ス
ル
，
料

二

、
徳
吉

三

号

線

延

長
三
二
一

米
稲
川
弘
二

字
下
徳
吉
甲
六
八
二
地
ノ
県
道
岐
レ
ヨ
リ
甲
h
七
七
地
ニ
於
テ
山
県
道
ニ

合
ス

ル
似

一
二
、
中
之
瀬
川
以
延
長
三
八

九

米

橋

梁

二

字
徳
吉
叩
二
八
三
地
/
以
道
岐
レ
ヨ
リ
字
中
之
瀬
川
州
都
ヲ
経
テ
甲
一二三

二
地
ニ

於
テ
県
道
ニ
合
ス
ル
線

二
二
、
土
谷
山
田
回
線

延

長

二
、
七
八
三
米

椛

深

川

・干
上
徳
古
川叩

一
一
地
/
以
道
岐
レ
ヨ
リ
限
引
峠
ヲ

wm
テ
土
谷
札
以
ニ
於
テ

同
道
二
山
号
線
ニ
A
門ス

ル
総

一
円
、
線
引

一
号
線

延
長
門
円
九
米
稲
川
町
ん
二

字
立
回
回
甲
五
、

二
九
二
地
/
県
道
岐
レ
ヨ
リ
土
谷
油
田
回
線
ニ
A
ロ
ス
ル
，州制

服
引
二
号
線
延
長
六
百
七
米

上
徳
吉
叩
二
八
二
地
ノ
以
道
岐
レ
ヨ
リ
土
谷
首
岡
山
似
ニ
合
ス
ル
紘

一
h
、
狛
之
谷

線

延

長

問
、
問

O
八
米
橋
叫
ん
引

一
六
、
北
自
国
狗
場
線
延
長
九

O
七
米

統

梁

二

字
的
日
間
叩
円
、
九
州
八
地
/
以
道
岐
レ
ヨ

リ
川
波
桁
ヲ
経
テ
法
紋

1
ニ

入
リ
問
、
六
h
七
地
/
以
道-一

合
ス
ル
迄
ノ
似
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一
七
、
狗
相場
黒
岩
総
延
長
て
三
八
凹
米

橋
梁
三

字
狩
場
甲
凹
、
七
四
二
地

ニ
於
テ
立日
田
狩
場
線
卜
岐
レ
字
甲
後
ヲ
経
テ

下
狩
場
夜
燈
下
ヲ
通
過
シ
釆
ノ
下
甲
四
、
五
二
二
一地
ニ山山
テ
黒
岩
ヲ
経

テ
叩
三
、
八
八
円
地
ニ
於
テ
県
道
ト
合
ス

ル
総

一
八
、
狩
抑
制
中
級
延
長
六
九
八
米

県
道
清
水
橋
ヨ
リ
岐
レ
叩
四
、
四
七
七
地
ヲ
経
テ
{
子
大
上
問
、
一二

O
九

地

ニ
至
ル
迄
/
線

一
九
、
狩
場
乙
号
，
総
延
長
一

七

O
米

字
狩
場
叩
凶
、
引

O
二
地

/
県
道
岐
レ
ヨ
リ
狩
場
中
級
ニ
後
続
ス

ル
線

二
O
、
キ
ジ
ヤ
州
限
延
長
百
万
四
米
続
出
水
二

狩
場
中
級
卜
岐
レ
キ
ジ
ヤ

ニ
至

ル
モ
ノ

二一

、
音
田
問
尾
線
延
長
二

O
一
八
米

橋
梁
三

北日
田
中
四
、
九
七
四
地
ヨ
リ
字
松
尾
、
味
問
屋
ヲ
経
テ
間
足
、
坂
/
上

ニ
於
ア
県
道
ニ
合
ス

ル
川UM

二
二
、
松
尾
三
軒

尿

総

延

長

て

三
一
四
米

桁

梁

問

-字
一
松
尾
て
九
四
四
地
ニ
於
テ
此
日
間
、
問
屋
線
卜
岐
レ
柳
苧
、
三
判
原

ヲ
経
テ
県
道

ニ
合
ス

ル
線

二
三
、
味
問
尾
、
中

問

屋

総

延

長

て

三
四
凹

米

橋

梁

二

字
味
間
尾
二
、

O
七
六
地
/
出日
田、

問
尾
線
卜
岐
レ
上
日
加
ヲ
経
テ
中

間
毘
ニ

於
テ
油
田
問
、
問
屋
川
似
ニ
合
ス

ル
線

二
四
、
河
之
内
、
仙
川
総
延
長
三
二
四
米
橋
梁
一

日
浦
甲
二
、
二
八
九
地

ニ
於
テ
味
問
屋
、
中
間
隠
線
ト
岐
レ
甲

一
、
八

二
凹
地

ニ
至
ル
7

テ
ノ
線

二
冗
、
中
間
尿
、
大
原
数
料

延
長
六

O
七
米

字
中
問
屋
甲
三
、
百
八
八
地
ノ
音
問
、
問
屋
納
税
ト
岐
レ
大
屋
敷
二
、
八

九
四
地

ニ
於
テ
県
道

ニ
A
口
ス
ル
線

二
六
、
坂
/
上
、
大
屋
敷
線

延
場
七
六
三
米

橋
梁
三

字
坂
上
三
、
凶
三
凶
地

/
県
道
岐
レ

ヨ
レ
大
医
政
二
、
八
百
六
地
ニ

於

テ
中
間
原
、
大
屋
敷
線
/
銭
続
ス

ル
線

二
七
、
白

猪

線

延

長

て

二

五

七

米

橋
梁
一

同
県
道
高
知
橋
ヨ
リ
岐
レ
白
猪
滝
ニ
至
ル
7

デ

/
総

二
八
、
白
猪
、
川
瀬

線

延

長

二
、

一
八
五
米
橋
梁
一

白
仲
間
沌
入
口
ニ
於
テ
白
猪
線
卜
岐
レ
上
浮
穴
郎
川
瀬
村
地
ニ

至
ル

7

デ

ノ
線

二
九
、
唐
岬
線

延

長

三

、

一
三
四
米

県
道
陣
川
橋
ヨ
リ
岐
レ
唐
岬
沌
一
一
至
ル
マ

テ
/
線

三

O
、
黒

岩

線

延

長

一一

O
米

黒
岩
橋
ニ

於
テ
北日
田
問
屋
川
線
卜
岐
レ
狩
場
、
黒
山石
川
似
ニ
合
ス
ル
線

三

て

三
口
列
手
リ
ユ
ヅ
総

延

長

二

、
七
一
五
米
桁
架
六

字
三
島
井
手
県
道
岐
レ
ヨ
リ
学
校
前
ヲ
通
リ
惣
田
谷
ヲ
経
テ
龍
頭
橋
ニ

至
ル
迄
ノ
線

三
二
、
久
米
鎖
、
府
野
総
延
長
五
七
八
米
橋
印
式
二

字
久
米
倣
乙
八
三
九
地
ニ
於
テ
三
鳥
井
下
、
龍
頭
線
卜
岐
レ
柄
町
乙
八

八
六
地

ニ
至
ル
7

デ
ノ
総

三
三
、
大
元
、
蔵
元
総
延
長
二
九
四
米
橋
梁
三

井
内
字
蔵
元
ニ

於
テ
県
道
ト
岐
レ
惣
田
谷
、
大
元

一
一
於
テ
三
応
対
下
、

龍
頭
線
卜
妓
続
ス
ル
線

三
凶
、
井
内
県
道
末
開
修
線

続
殺

延
長
問
、
八
七
回
米
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打
内
大
柿
ヨ

リ
字
忠
良
ヲ
終
テ
河
内
峠
ニ
於
テ
上
浮
火
山
境
ニ
歪
ル
線

三
一五
、
選
制
服
、
北
間
線

延

長

三
六

O
米
稲
川
ぷ
一

列
内
字
遅
魁
ニ

一於
テ
以
道
末
開
修
線
ト
岐
レ
字
北
附
て

二
七

O
地
ニ

至
ル
山
政

三
六
、
仲
限
、
沖
山
行
線
延
長
引
三

O
米

航

決
二

川
内
平
山
石
ノ
以
迫
末
山
修
線
ト
岐
レ
{
子
仲
原
九

一
川
地
-
一

一世
芯
迄
ノ
線

三
七
、
六
地
服
、
大
平
線
延
長

て

O
O六
米

桁
弘
二

引
内
六
地
蔵
ニ
於
テ
川
県
道
末
開
修
紘
ト
岐
レ
大
平
三
二
九
地
ニ
至
ル
7

テ
/
付
制

三
八
、
ツ

ス
、
新
坂
線
延
長
二
円

O
米

引
内
字
ツ
ズ
六
九
六
地
ニ
於
テ
六
地
政
大
平
総
ト
岐
レ
長
城
l
J
ヲ
経
テ

新
坂
橋
ニ
帰
ス
ル
総

三
九
、
黒
山
石
、
中
野
総

延

長

三
、
二

orn米
統

梁

五

列
内
庄
原
元
叩

一
、
八
九
一

一
地
ノ
以
道
岐
レ

ヨ
リ
黒
岩
、
中
町
ヲ
経
テ

古
川
橋
ニ
川
ル
総

問
。
、
三
内

打

志

線

延

長

て

七

七
七

米

橋

淡

三

共
内
政
元
/
県
道
岐
レ
ヨ
リ
蔵
間
口
ヲ
経
テ
芥
志
村
上
林
崎
ニ
至
ル
7

テ
/
線

問

て

庄

犀

元
、
れ

志

総

延

長
六
二

O
米

升
内
庄
原
元
て
八
九
一九
地
ニ
於
テ
黒
岩
、
中
町
線
卜
岐
レ
字
滝
川
』
ヲ

経
テ
三
内
杯
志
総
-
一
般
続
ス
ル
柏
村

問
二
、
大
板
木
線
延
長
九
八

O
米

橋

梁
三

引
内
下
滝
山
県
道
岐
レ
ヨ

リ
大
似
木
二
、
一
二

九
地
ニ
至
ル
7

デ
ノ
線

問
三
、
下
駄
川
、
日
ぬ
け
山
総
延
長
二
一

O
米

引
内
下
駄
H
J
M
令
ニ
於
テ
県
道
ト
岐
レ

二
、
三
七
七
地
ヲ
経
テ
大
限
木
総

ニ
抜
続
ス
ル
総

問
問
、
久
尾
山
総
処
長

一
、

O
八
三
米

字
三
山
列
下
県
道
岐
レ
ヨ

リ
七
山
字
ナ
ガ
ソ
ヲ
経
テ
久
尾
二
、
同
九
州

地
ヲ
通
リ
コ
ク
ラ
、
ジ
ヨ
ウ
ノ
ク
ボ
ヲ
経
テ
字
石
仏
以
ニ
州
ス
ル
附
川
町

問
-h
、
久
米
州
、
猿
谷
川
柿
短
長
六
六

O
米
桁
叫
ん

一

宇
和
問
丸
乙
て

二
円
二
地
ノ
県
道
岐
レ
ヨ

リ
猿
谷
桁
ヲ
波
リ
久
米
山

ニ
於
テ
久
米
両
宿
野
総

ニ
合
ス
ル
線

四
六
、
和
田
丸
、
板

屋

ノ

子

総

延

長

て

二

九

七

米

橋

梁

三

和

問

丸

乙

て

六
二
二
地
県
道
岐
レ
ヨ
リ
板
尾
/
子
乙
て
九
五
円
地

ニ
至
ル
迄
/
紋

州
七
、
凶
山
総

延

長

円

七

O
米

和
田
丸
乙
て
六
六
八
地
ノ
県
道
岐
レ
ヨ
リ
乙
て
ち
二
七
地
ニ
至
ル

迄
/
総

問
八
、
段
、
保
免
総
延
長
五
七
八
米

保
免
二
、
凶
九

O
地
/
県
道
岐
レ
ヨ
リ
段
乙
二
、
二
五
八
地
ニ
至
ル
迄

/
線

円
九
、

三
島
一
号
線
延
長
凶
五
七
米

保
免
乙
二
、
冗
ニ

O
地
ノ
県
道
岐
レ
ヨ
リ
三
白
神
社
ニ
至
ル
線

行

O
、
三
問
二
号
線
延
長
一
八
五
米

桁

梁

一

字
三
品
二
、
六
二

O
地
ニ
於
テ
三
島
一
号
線
卜
岐
レ
重
信
川
支
流
表
川

ノ
参
潟
橋
ヲ
波
リ
終
ル
7

デ
ノ
線

ド凡

て
土
谷
本
谷
，

似

延

長

て

抗
三
八

米

桁

深

円

土
谷
応
的

て

二

三

O
地

/
三
二
於
テ
国
道
二
問
号
線
卜
岐
レ
本
谷
=一
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主
九
地
ニ
至
ル
線

冗
二
、
科

州

総

延

長

一
六
二
米

桁

栄

一

土
谷
て
一
九
二
地
/
同
道
岐
レ
ヨ
リ
字
科
畑
て
二
六
一
h
地
ニ
至
ル

'
B
U
R
P
 

州
軒

抗
三
、
イ
ラ
ス
総
延
長
問
一

二
米
柿
深
一

土
谷
線
引

ニ
於
テ
似
引
一
号
線
卜
岐
レ
字
イ
ラ

ス

て

百

七

O
地
-
一
至

ル
迄
/
紘

-U
凹
、
落
手
「
、
前
川
総

延

長

三

七

O
米

国
道
務
手
紙
ヨ
リ
岐
レ
桜
樹
村
境
ニ
至
ル
迄
/
紋

-五五
、
土
谷
、
三
粁

原

総

延

長

三
、
五
八

O
米
稲
川
町
A
八

字
問
桑
同
道
岐
レ
ヨ

リ
相
之
谷
巾
八
二
ハ
地
ヲ
経
テ
梅
ケ
峠
ヲ
川
過
シ

川
上
村
境
ニ
至

ル
マ
デ
ノ
線

抗
六
、
相
之
谷
川
M

延
長
冗
七
八
米
統
叫
ん
ニ

{弓
相
之
谷
ニ
於
テ
巾
八

一
六
地
ノ
土
谷
三
判
原
紙
卜
岐
レ
絞
樹
村
比
例
/

雌
空
賊
ニ
至
ル
マ
デ
ノ
紘

第
二
条
e

新
築
改
築
/
場
合
-
一

一於
ケ
ル
補
助
率
を
定
ム
ル
コ
卜
左
/
如
シ

て

車

道

ノ
改
修
ス

ル
モ
ノ
百
分
ノ
五
寸
以
内

二
、
人
馬
道
ト
シ
テ
修
築
ス
ル
モ
/
百
分
ノ
三
十
三
以
内

三
、
橋
梁
梁
設
ニ
就
テ
ハ
百
分
ノ
五
十
以
内

問
、
償
行
ニ
ヨ
リ
年
数
回
/
修
繕
ニ
対
シ
テ
ハ

柿
助
セ
ズ

前
各
号
ノ
外
特
別
ノ
政
巾
ア
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
宵
分
ノ
ニ
イ
以
内
ヲ

地
加
ス
ル
コ
卜
ア
ル
ベ
シ

特
別
ノ
到
出
卜
ハ

ィ
、
関
係
節
税
戸
数
少
ナ
ク
或
ハ
貧
困
ニ
シ
テ
負
担

-一
堪
エ
何
ザ

ル
モ

道
路
橋
梁
ハ
版
メ
テ
枢
必
ナ
ル
モ
ノ

口
、
特

ニ
迎
行
多
キ
道
路
桁
史

第

三

条

柿

助
金
ハ
村
長
/
俗
定
シ
タ
ル
設
汁
川
工
校
二
依
リ
之
ヲ
算
定
シ
工

事
竣
工
後
日
(
/
粕
幻
工
仰
は
ニ
依
リ
交
付
ス

但
シ
紡
竹
』
工
刊
以
ガ
点
川
定
工
伐
ヲ
趨
過
ス
ル

コ
ト
ア
ル
モ
補
助
金
ハ
之
ヲ
地

加
セ
ズ

出
地
及
支
障
物
件
ニ
対
ス
ル
補
償
金
ハ
否
定
制
ヲ
以
テ
精
竹
刀
矧
ト
看
倣

ス

第
凶
条

村
政
/
州
助
ヲ
受
ケ

ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
左
/
各
号
/
肪
限
内
ニ
工

事
施
行
並
ニ
村
山
以
柿
助
申
請
書
ヲ
提
山
ス
ベ

シ

て
災
害
復
山
工
事
災
山
岳
/
止
ミ
タ
ル
日
ヨ
リ
十
五
日
以
内

二
、
前
号
以
外
/
工
事

前
年
度
十
二
月
二
十
八
円

第

h
条

前

条

/
申
請
書
ニ
ハ
左
記
書
矧
ヲ
添
付
ス
ベ
シ

て
工
事
設
計
習

二
、
工
事
工
而
凶
縮
尺
千
二
百
分
ノ

一

三
、
山
地
訓
代

問
、
支
障
物
件
刊
州
諸
及
凶
市

五
、
財
源
予
定
者

六
、
区
又
ハ
数
人
共
同
/
場
合
ハ
調
印
シ
タ
ル
申
合
セ
室
田

第
六
条
村
賀
補
助
/
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
時
ハ
補
助
内
定
傾
ヲ
通
知
ス

第
七
条
工
事
ハ
一
般
公
入
札
ニ
付
ス
可
シ

特
ニ
之
ニ
依
リ
郷
キ
助
A
n
ハ
村
ノ
認
呼
ヲ
利
テ
後
右
下
ス
ベ
シ

工
事
枯
れ
人
定
7

リ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
チ
ニ
以
往
所
氏
名
訪
れ
金
制
ヲ
報
告

ス
ベ
シ

第

八

条

工

事

中
ハ
内
川
吋
ノ
日
ヨ
リ
三
十
日
以
内
ニ
沼
下
シ
村
/
也
判
定
シ
タ
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ル
則
間
公
ニ
竣
工
ス
ペ
シ
、
唆
工
シ
能
ハ
ザ
ル

ト
キ
ハ
事
巾
ヲ
只
シ
テ
泌

川
4

ヲ
R
1
夕
、ヘ
シ

第
九

条

左

/
場
合
ニ
ア
リ
テ
ハ
工
事
/
中
止
ヲ
命
ジ
或
ハ
補
助
金
/
交
付

ヲ
取
消
ス
事
ア
ル
ベ
シ

て

脱

偽

/
報
告
ヲ
ナ
シ
タ

ル
ト
キ

二
、
1
4
A
卜
民
リ
タ
ル
工
事
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ

三
、
村
監
倍
ノ
折
祁
ニ
従
ハ
ザ
ル
ト
キ

第
十
条

L
事
竣
工
シ
タ
ル

ト
キ
ハ

直

ニ
周
出
ベ
シ

前
項
/
届
出
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
工
事

ニ
付
検
査
ヲ
行
フ

第
十
一
条
補
助
金
ハ
工
事
唆
工
検
任
済
/
後
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
之
ヲ
交
付
セ

ズ
加
十
二
条

木
則
ハ
川
m
和
凶
年
六
月

一
日
ヨ
リ
随
行
ス

橋

梁

t→ 

国

道

ニ

加

点

ル

橋
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言者

三
内
村
は
地
域
が
広
い
山
村
で
、
各
谷
々
に
部
落
が
散
在
し
て

い

が
井
内
は

る
か
ら
、
距
離
が
速
く
て
不
使
こ
の
上
な
し
で
あ
る
0

・河
之
内
の
者

こ
の
向
う
側
だ
が
と
思

っ
て
も
-
寸
の
間
に
合
は
ぬ
。

相
之
谷
か
ら
役
場

へ
来
て
も
、
弁
当
掛
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の

不
便
を
除
く
た
め
に
は
、
村
内
電
話
に
如
く
も
の
は
な
い
。
昭
和

十
八
年
村
長
大
経
晴
市
は
、
村
政
運
営
上
に
も
、
村
民
の
生
活
上
妹

に
急
を
要
す
る
場
合
(
急
病
人
、
火
災
発
生
等
)
に
於
け
る
村
民
要

盟
の
声
を
具
申
し
て
同
年
六
月
十
二

μ
、
郵
政
大
刊
の
許
可
を
受
け



て
村
内
に
有
線
電
気
通
信
設
備
、
電
磁
式
電
話
機
、
設
置
を
す
る
事

に
し
た
。
外
線
工
事
を
梶
工
業
所

へ
、
内
線
工
事
を
大
洋
電
気
興
業

一山
へ
請
v

伎
を
契
約
し
、
竣
工
の
速
と
な

っ
た
。

一
九
、
九
六
六
粁

2各

日

長

二
、
電
話
器
設
置
数

三
二
個

三
、
回

十
回
線
(
交
換
台
二
十
回
線
用
)

。 I~'
恥']<

数

四
、
着
工
予
定

峻
工
予
定

十
二
月
末
日

十
一
月
十
五
日

科 巨II形態 |数 量(金
外線材料貸 一 式 400. 

引入材料費 " 62， 

交換機 1 台 28，

電話機 32 f1~1 I 109， 
保安保 32 j回 4，

前十 JL 1¥1 
F 台 16.

信号機

壁 掛用 30 枚 15，
背 1111 板

電 柱
6.5m127 

腕 木 大小 1 5550 本4三 8 

ノノ 1.2m 155A4h h 7， 
0.6ml 168 A~ 5， 

外線工事i:¥' 一 式 550， 

内線工事政 83， 

予 jill! 1!i: 65， 

1，399，270
1 

終
戦
後
我
が
村
の
木
材
搬
出
に
大
き
な
変
革
が
あ
っ

た
、
林
道
の

開
設
と
索
道
の
利
用
、
ゴ
ム
の
車
で
あ
る
。

一
時
は
小
荷
物
の
巡
撒

一
内

村

屯

話

系

統

凶

役
場
(
交
換
台
)

一
冊
甘

1
l

守
一
一
発
官

i
l
I

持付

一
こ
ま
凶

H
HH
l
i

，+ロ
一言。

m
U
4世

H
HU
H
-
f
o

電
五
番
l

H
H
H

斗
ハ
升
甘

6
1
H
H
H
H
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に
猫
車
が
盛
に
利
用
せ
ら
れ
た
が
、
今
は
小
さ
な
タ
イ
ヤ
車
を
使
用

し
て
木
材
等
の
搬
出
を
す
る
。
駄
馬
の
三
倍
も
そ
れ
以
上
も
荷
物
を

積
ん

で
山
出
し
を
す
る
。
そ
れ
だ
か
ら
全
く
駄
馬
等
は
不
要
に
な
っ

た
。
又
針
金
を
山
か
ら
山
へ
引
恨
っ
て
簡
易
索
道
で
木
材
を
送
り

出
す
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ
で
ど
ん
な
地
形
の
患
い
山
か
ら
で
も
木

材
が
搬
出
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
う
る
に
林
道
が
ど

の
部
落

に
も
開
通
し
た

の
で
山
持
は
非
常
な
恩
恵
を
受
け
る
と
と

に
な
っ

た
。

国道升内口交叉点交通状況(春季)

|第1日|第2日lr E1l lifilJ量 j切 33.6.10133.6.11133.6.12 とIL均

天 候 11古 f:fJ lIi't 

歩行者 297 284 189 256 

自転 車 527 452 585 521 

荷荷馬車車 21 3 18 14 

原自 転動 機車 20 16 18 18 

経自動gl二助I輪在 278 95 271 214 

小型車 35 35 33 34 

普通車 24 13 26 21 

采合パス 57 59 57 57 

小型空車 125 105 96 107 

M 盈車 99 58 76 77 

並通空車 70 30 46 48 

"諭ItL 90 73 81 81 

特f*111 14 11 8 11 

軍 用車 5 6 5 5 

国道井内口交X点交通状況(秋季)

測畳間 |3?10512 ?0315FANi|乙均 |樹立|乙

天 蚊 lI，lJ 11，'1' 11青

:!J>・行者 179 111 128 139 197 

1'1転* 586 627 638 617 569 

荷止| 二 Xf~ 車車 13 21 11 15 14 

原白動，1忌E機11 80 148 187 138 78 

ll1E21i|E主J|J二1i1二'JI輪11 226 224 218 216 

小 型1車 36 49 48 41 

普迎車 44 40 49 44 32 

采合パス 60 52 70 60 58 

小よ巴空土li 135 146 162 147 127 

l!.'{主jI 118 133 113 121 99 

普通空主11 111 123 117 117 82 
H 指1.!li 136 157 122 138 109 

5 2 。 2 6 

軍m主i主 。 。 5 
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第
九
章

厚

生

第

一
飢

沿

革

徳
孤
な
ら
ず
必
ず
隣
あ
り

と
か
陰
徳
あ
れ
ば
陽
報
あ
り

と

の

格
言
は
昔
か
ら
隣
保
扶
助
の
人
間
生
活
に
大
切
な
こ
と
を
説
い
た
も

の
で
あ
る
。



河
之
内
の
近
藤
林
内
翁
の
如
き
は
、
其
の
最
も
仮
な
る
も
の
で
、

と
し
と
り

難

民

救
怖

に
は
年
々
年
取
飯
料
を
与
え
る
と
か
、
衣
類
住
居
の
出
話

を

し
た
り
、
絶
家
を
再
興
し
、
親

族
を
救
っ

て
田
園
金
穀
を
与
え
た

り
、
或

は
ま
た
村
内
の
翁
同
加
を
招

い
て
、
養
老
饗
応
を

し
て
、
今
の

敬
老
会
を
催
し
た
。
又
貧
者
の
負
債
を
寛
恕
し
村
内
の
孤
独
で
額
り

べ
な
ま
者
に
は
金
穀
を
与
え
て
救
愉
す

る

等
、
今
の
民
生
事
業
の
す

べ
て
を
実
行
し
て
い
る
。

就
中
、
村
人

は
毎
年
八

九
月
の
頃
は
山

へ
肥
草
刈
に
行
く
の
で
あ
る
が
、
貧
困
な
者
は
其
日
の
衣
食
に
追
わ

れ
て
、
草
刈
に
行
く
事
が
出
来
ぬ
。
林
内
翁
は
こ
れ
を
憂
え
て
、
'目

己
の
米
二
百
俵
を
出
し
て
こ
れ
を

「
肥

草
刈
飯
料
の
備
」

と
称
し

そ
の
利
米
を
も
っ
て
人
々
を
草
刈
に
行
か
せ

る
制
度
を
つ
く
っ
た
。

て

米

二
宵
依

村
方
制
州
渋
者
介
抱
之
為
、
御
代
官
所
へ
御
差
山
山
盤
、
不

利
米
ヲ
以
、
川
柴
刈
之
節
制
州
渋
者
へ
川
辺
中
皮
庁
出
版

御
間
四

-
一
相
成
右
ニ
付

河
之
内
村
庄
尾
格

浮
穴
部
〆

村
方
難
渋
者
共
へ
大
数
銭
札
貸
付
居
候
処
近
来
不
作
続
-
一
テ
一
統
及
困
窮

候
付
右
貸
付
人
別
之
内
極
難
渋
者
共
引
姶
逃
其
余
年
割
等

ニ
致
遺
候
赴
奇

特
之
儀

ニ
付
為
褒
美
米
一
依
置
造

又
自
宅
の
門
前
へ

、
捨
子
の
あ
っ
た
の
を
拾
い
上
げ
て
養
育
し
た
@

市
内
延
二
年
間
年
、

林
兵
衛

一一一
月
冗
日
の
夜
、
近
藤
家
の
門
口
に
治
子
あ
り
、
阿
川
州
山
口
以
を
ゾ
山
一
じ
て
ー比

屋
宅
へ
届
山
山
。

中
出
苗
遺
写

午
年
、
凹
才
男
子
、
去
山叩
年
ニ
親
に
別
れ
、
初
父
の
f
f
u
に
辿
川
似
処
、

二
人
の
連
れ
子
に
老
の
身
分
、
年
析
に
出
合
、
い
か
で
か
長
が
た
く
、
ょ

ん
ど
こ
ろ
な
く
治
置
蚊
問
、
筋
正
し
く
御
時
候
故
、
御
見
的
な
く
御
育
て

下
さ
る
級
奉
附
上
似

叫ん

ζ

ろ
し
に
す
る
か
的
つ
る
か
二
つ
一
つ
倒
父
か
こ
こ
ろ
を
御
す
い
り

ょ
う
あ
れ

中

山

M

H

A

出
延
一正
山
山
叶
二
月
け
ふ

外
に
大
仙
押
し
川
山
御
守
、
扇
子

一
対
添
、
お
剣
山
姶
-
一
、
J
I
H

紛
糾

一

改

名

九

助

右
七
日
の
円
、
i

円
け
に
つ
き
相
改
、
同
日
直
に
牛
必
方
へ
当
時
相
孤
山
一
陣
、

右
九
助
翌
征

二
月
H
A
川
H
A
村
山
公
方
へ

差
辺
、
但
シ
，
公
古
料

一
口
目
添
造
事

明
治
三
打
二

月
八
日
の
夜
、
姶
子
門
口
に
あ
り
。

リ
ハ
替
守
袋
、
宅
あ
り
上
諸
に
は
、

明
治
一見
氏
以
付
。
七
月
二

川
け
山
生
、
実
肢
と
あ
り
、
引
ヱ
J

の
治
子
で

あ
っ
た
。

ホ
は
当
政
三
才
に
相
成
山
刀
子
、
名
兵
太
郎
同
時
川
公
村
日
比
万
へ

却」
丸
山
校
、
尤

養
育
料
差
造
不
申
候
。

明
治
三
年
十
月
十
六
日
、
養
育
料
と
し
て

一
ヶ
年
一

人
米
二
依，
M
下
渡
す

御
沙
汰
あ
り
た
る
旨
が
記
し
て
あ
る
か
ら
、
松
山
知
落
事
時
代
に
於
て
叫

に
捨
子
救
助
の
事
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
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右
の
如
く
林
内
は
自
己
の
す
べ
て
を
社
会
奉
仕
、
同
胞
相
愛
の
実



. 

践
に
俸
げ
た
と

云

っ

て

も

良

し、。札

U

ぃ字
保
の
践

宅

般
の
時
、
井
内

4~、
)}jJ 

村
に
将
に
餓
川
九

ドォ

せ
ん
と
す
る
人

1ヰ、

がム
ゐ
っ

て
、
北(

時
の
村
の
金
持

近

の
e

宅
に「灯

っ
て

救
を
求
め
た
。

と
こ

ろ
が
其
人

U
く
、「
何
れ
は

だ
か
ら
、
汝
は
先
に
行
け
、余
も
後
よ
り
行
く
か
ら
」

と
云
っ
て
助
け

皆
餓
死
す
る
の

非
道
な
人
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が

て
や
ら
な
か
っ
た
。
で
其
人
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
云

5
。
こ
ん
な

と
の
村
に

で
も
長
者
の
万
燈
よ

り
貧
者
の
ご
燈
と、

隣
保
相
憐
み
困
っ
た
時
に
は
扶
け
ら
れ
た
り
扶

け
た
り
、
飯
も
食
わ
し
た
り
、
住
居
も
位
話
し
た
り
し
た
、
名
も
知

ら
れ
な
い
人
も
か
な
り
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
村
そ
の
も
の
と
し

て
社
会
救
済
に
意
を
用
い
た
も
の
に

「救
荒
予
備
金
の
備
」
と
い

う
の
が
あ
っ

た
が
、
勿
論
法
に

よ
っ
て
厚
生
事
業
が
正
規
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
以
後
で
あ
る
。
明
治
四
年
に
棄
児
養

育
の
規
定
、
同
七
年
の
救
地
規
定
、
或
は
行
路
病
人
の
扱
と
か
、
行

路
病
者
の
処
置
等
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
活
動
が
感
ん
に
な
っ
た
の

は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
四
年
に
救
護
法
な
る
も
の
が

制
定
せ
ら
れ

昭
和
七
年
に
至
っ

て
実
胞
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

附
和
十
二
年
に
は
方
面
委
員
が
お
か
れ
、
厚
生
事
業
に
い本
仕
す
る

~51 4 ~ 

事
に
な
り
、
同
十
三
年
に
は
厚
生
省
が
置
か
れ
た
。
同
年
付
子
保
護

法
が
発
せ
ら
れ

同
十
六
年
医
療
保
護
法
が
制
定
せ
ら
れ
た
。

方
山
委
員
は
戦
時
下
に
は
、
軍
人
治
家
族
援
龍
、
戦
災
者
、
引
揚

者
授
産
授
職
、
労
務
供
出
、
生
産
別
強
に
協
力
し
た
が

二
十
々
の

敗
戦
と
な
っ

て
は
、

戦
災
者
、
引
腸
者
、
復
員
者
、
傷
病
軍
人
、
辿

家
族
、
留
守
家
族
の
世
話
等
を
し
た
。

附
和
二
十

一日ヰ
十
月
に
生
活
保
護
法
が
制
定
せ
ら
れ
た
が
、
従
来

の
各
種
救
済
事
業
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
、
綜
合
的
な
も
の
で
慈
忠

的
思
忠
的
な
色
彩
を
払
拭
し
、
国
民
の
最
低
生
活
を
保
障
す
る
理
念

の
下
に
、
従
米

の
方
而
委
員
が
民
生
委
員
と
し
て
出
発
し
た
。



当
時
の
民
ぺ
委
員

政
能
戊
(
惣
田
谷
)

近
磁
嘉
代
(
河
之
内
)

一向
須
賀
降
太
(
川

凶

)

白
戸

重

一
(
和
田
丸
)

包
回
イ
サ
子
(
則
之
内
)

小
倉

一児
市
(
永
野
)

第

節

社
会
福
祉
事
業

昭
和
二
十

一
年
に
方
面
委
員
が
民
生
委
員
と
改
称
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
従
来
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
、
ま
た
地
域
社
会
の
福

社
以
進
を

そ
の
地
区
の
住
民
の
協
力
に
よ

っ
て
自
主
的
、
積
極
的

に
実
現
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
に
、
三
内
村
社
会
福
祉

協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。
時
の
会
長
は
村
長
で
理
事
十
六
名
、
院
事

二
名
で
あ

っ
た
。
共
同
募
金
運
動
、
慰
霊
祭
、
敬
老
会
等
の
仕
事
が

こ
の
協
議
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

敬

老

4
E
 

内
村
に
於
て
敬
老
会
の
最
も
古
い
庇
火
を
も
つ
の
は

河
之
内

惣
河
内
神
社
の
明
治
四

O
年
削
始
と
い
う
の
が
あ
る
。
始
め
は
尚
歯品

会

と
呼
ん
で
、
年
令
七

O
才
以
上
の
氏
子
の
敬
老
会
を
催
し
た
の
で

あ
る
。
大
方
は
陽
春
の
頃
、
氏
社
の
拝
殿
に
い
川
を
し
つ
ら
え
神
職
の

祝
詞
奏
上
、
老
人
の
礼
拝
が
あ
っ
て
後
饗
応
。
氏
子
惣
代
等
が
親
切

に
も
て
な
し
、
浄
曲
会
等
を
催
し
て
慰
安
の
誠
を
俸
げ
た
。
老
人
た

ち
は
涙
を
流
さ
ん
ば
か
り
に
喜
ぶ
。

こ
の
尚
歯
会
が
敬
老
会
と
な
っ

て
拡
大
し
、
現
在
は
村
の
重
要
な
年
中
行
事
と
し
て
各
部
落
と
も
、

何
年
春
季
、
天
皇
誕
生
日
頃
に
、
氏
社
を
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

三

内

村

交

付

一
、
昭
和
一て

九
年
度

泊
肴
料
及
菓
子

一
折

て

附
和

三
十
年
度

酒
肴
料
及
梨
子

一
折

二
六
六
人

敬
老
会
基
木
金
交
付
(
昭
和
三
C
件
凶
凡
)

土
谷
三
島
神
社

三
六
、

一
二
六
川

氏
之
JH
三
島
神
社

六

三
、
六
二
二
円

三

島

神

社

六

九

、
八
九
五
円

寸口

弁

神

社

四

凶

、

七

六

四
円

惣

河

内

神

社

八

五

、

六

C
二
円

A
円訂

金一
ニ
0
0、
0
0
0川
也

1!!3 

人

訂
金

一
七
、
O
一
O
川

け川
金
三
O
、
日
九

O
川
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二
、
北
ハ

同

募

金

国
民
た
す
け
あ
い
辺
勤
と
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
度
か
ら
、
共
同

募
金
運
動
が
始
め
ら
れ
た
が
、
初
年
度
の
こ
と
と
て
其
の
趣
旨
が
微

底
せ
ず
、
村
役
場
の
係
の
者
や
助
役
が
因
っ
た
。
が
各
方
面
駈
廻
つ

て
や
っ

と
目
標
額
に
到
達
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
度
に
は
、
各
部
落

へ
割
当
制
を
と
っ
た
が
、
多
少
無
理
も
あ
っ
た
り
し
て
、
非
難
せ
ら



れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
度
は
、
青
年
団
や
婦
人
会
に
割
り
当
て
た
。

昭
和
二
十
七
、

八
年
度
に

は
映
画
会
や
、
演
劇
等
を
催
う
し
そ
の
前

売
券
を
売
っ
て
苦
心
の
末
、
目
標
額
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

い
ま
そ
の
成

績
を
示
す
と

附
和
二
十
凶
作
十
度

H

二
十
行
れ
し
以

二
十
六
年
度

二
十
七
年
度

二
十
八
日
昨
度

山
三
、
七
七
九
円

三
九、

二
円
O
川

凶
二
、
二
O
O円

山
三
、
三
O
O円

三
二
、

U
O
二
円

附
和
二
十
八
年
度
よ
り
は
、
婦
人
会
が
必
山
方
而

へ
街
頭
募
金
に

出
掛
け
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

児

I 

A 

福

祉

州
利
二
十
二
年
。
児
童
福
祉
法
が
設
け
ら
れ
、
同
二
十
六
年
五
月

五
日
に

「
児
盛
憲
章
」
が
制
定
せ
ら
れ
、
何
年
五
月
五
日
を

「
子
供

の

u
-と
し
て
、
児
童
の
人
格
を
尊
重
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体

は
、
児
童
の
保
護
者
と
共
に
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成

す
る
責
任
を
負
う
。
と
の
目
標
の
下
に
、
民
生
委
員
が
そ
の
ま
L

任

期

三
年
の
児
童
委
員
と
な
っ
て
、
そ
の
具
体
的
活
動
の
重
点

と
さ
れ

て
い
る

左
の
四
頃
日
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

て
む
ま
れ
な
い
児
童
の
発
見
。

二
、
義
務
教
育
諸
学
校
の
不
就
学
、
及
び
長
欠
児
童
の
保
護
折
導
。

三
、
人
身
売
買
の
未
然
防
止
。

四
、
す
べ
て
の
児
童
に
明
る
い
円
以
墳
を
与
え
る
。

子
供
の
日
に
は
村
内
の
各
部
落
に
於
て
、
児
童
を
祝
福
し
心
身
共

に
健
や
か
に
育
成
す
る
た
め
の
慰
安
会
、
体
育
起
動
会
等
を
似
し
て

い
る
。
そ
の
他
旦
級
と
し
て
可
成
長
期
に
亘
る
保
能
育
成
や
、
立
(の

他
隣
人
愛
を
も
っ
て
、
力
を
社
会
福
祉
増
進
に
俸
げ
、
ぃ誠
ぷ
を
も
っ

て
生
活
上

の
問
題
を
相
談
し
、
更
生
に
導
き
、
市
に
明
る
い
祖
会
と

健
全
な
る
児
車
の
育
成
を
は
か
つ
て
お
る
。

四
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
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昭
和
二
十
四
年
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
が
公
布
せ
ら
れ
、
ζ

れ
に

け必
き
身
体
附
窓
口
者
手
帳
が
交
付
せ
ら
れ
、
当
人

の
史
生
を
援
助
し
必

要
な
る
保
護
を
行
い、

も
っ

て
身
体
防
害
者
の
稲
川
仰
を
は
か
ら
ん
と

す
る
も
の

で
あ
る
。
身
体
時
害
者
手
帳
は
、
知
事
の
定
め
る
医
師
の

診
断
蓄
を
添
え
、
居
住
地
の
知
事
に
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

五

母

福

祉

子

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ

て、

現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
者

に
対
し
、
資
金
の
貸
付
を
行
う
事
等
に
よ
り
、
そ
の
経
済
的

'H
立
の



助
成
と
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る
と
共
に
、
父
吋

の
な
い
川
ぷ
の
独
立
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

っ

て
、
そ
の
資
金
の
貸
付
に
は
い
ろ
い
ろ
な
麗
類
が
ゐ
る
。
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ニ
内
村
に
も
生
活
資
金
や
、
修
学
資
金
の
貸
付
を
受
け
た
も
の
が

幾
人
か
あ
る
。第

章

民
俗
(
生
活
、風
俗
、習
慣
)

第

一
節

衣
食
住

(自
給
自
足
)

務
政
時
代
百
姓
は
、質
素
な
質
素
な
生
活
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
。

殊
に
三
内
村
の
如
さ
山
村
で
は
、
続
一
部
の
も
の
を
除
い
て
は
、
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山
ら
し
い
衣
、
食
を
す
る
と

と
な
と
は
、
少
に
も
巧
え
ら
れ
な
か
っ

た
o

A
ー
か
ら
み
る
と
す
ば
ら
し
く
生
活
桂
皮
の
低
か
っ
た
も
の
で

古
老
の
話
で
は
真
黒
い
麦
飯
や
干
菜
雑
炊
で
廷
の
上
に
寝
起
し
た

と

云
う
こ
と
で
あ
る
。

よ

そ

衣
服
は
余
所
行
会
、
と
品
目
だ
ん
山
請
に
分
け
ら
れ
よ
う
が
、
余
所
行
と

云
っ

て
も
絹
織
物
で
は
な
く
て
、
木
綿
着
物
で
あ
っ
た
。
自
給
自
足

人

の
生
活
の
中
か
ら
、
自
己
の
州
に
作
っ
た
綿
花
を
紡
い
で
、
紺
屋
で



糸
を
染
め
、
手
織
木
綿
を
作
り
、養
蚕
の
真
似
事
を
し
て
絹
布
ま
が
い

の
節
糸
織
を
作
り
な
と
し
て
人
々
は
そ
の
衣
生
活
を
充
し
て
来
た
の

で
あ
る
。
作
業
衣
と
な
る
と
大
方
は
紺
木
綿
で
、
男
子
は
筒
袖
に
股

引
、
手
叩
脚
料
の

い
で
た
ち
で
、
職
人
や
馬
方
(
馬
子
)の
中
に
は

江
戸
肢
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

冬
は
デ
ン
ナ
(
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
)

川
た
を
着
た
。
今
は
殆
ん
と
洋
服
姿
に
変
り
、
ゲ
ー
ト
ル

(巻
脚
糾
)

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
履
物
は
草
牡
ば
さ
が
大
部
分
で
夏
の
水
田

あ
し
な
か

の
手
入
に
は
足
半
草
履
を
用

い
た
が
今
は
地
下
足
袋
に
変
っ
て
し
ま

っ
た
c

女
子
の
衣
服
と
蝶
も
き
わ
め
て
地
味
で
、
緋
の
腰
巻
、
陣
掛
、
手

甲
脚
計
に
草
履
ば
ま
で
あ
っ
た
が
、
大
正
八
九
年
ご
ろ
か
ら
モ
ン
ペ

が
移
入
さ
れ
て
、
女
子
の
作
業
衣
は
全
く
変

っ
て
し
ま

っ
た
。
帽
子

は
タ
ク
ラ
パ
テ
、
冬
分
は
男
は
頬
被
り
、
女
は
姉
さ
ん
被
り
で
あ
っ

た
。食

物
に
於
て
も
自
給
自
足
で
お
手
の
も
の
と
云
っ

て
も
、
藩
政
時

代
は
農
民
は
一
殺
さ
ぬ
よ
う
生
か
さ
ぬ
よ
う

一
の
扱
い
で
あ
っ
た
か

ら
美
食
を
す
る
等
の
事
は
以
て
の
外
、
盆

正
月
か
、
祭
の
外
は
米

の
飯
を
食
う
事
は
な
か
っ
た
。
麦
飯
が
主
食
で
あ
っ
て
米
を
混
用
し

た
が
麦
九
に
米
一
の

割
合
で
あ
っ
た
。
作
柄
の
恐
い
年
は
大
一
口
』

果
、蒸
麦
を
食
し
其
の
外
雑
穀
を
粉
に
し
て
餅
を
作
っ
て
食
と
し
た
。

践
挫
の
時
は
葛
根
を
掘
っ
て
茶
粕
に
混
ぜ
挽
て
食
し
た
と
い
う
。
そ

の
た
め
の
小
さ
な
石
臼
が
今
で
も
保
存
さ
れ
て
い
る
家
が
あ
る
。
こ

ん
な
具
合
で
あ
っ

た
か
ら
、
肴
を
食
す
る
事
等
は
殆
ん
と
無
か
っ

た
。
酒
は
明
治
以
前
は
ド
ブ
酒
が
公
然
と
作
ら
れ
て
い
た
と
云
5
事

だ
が
、
明
治
に
な
っ
て
は
酒
造
税
法
の
制
定
と
共
に
造
酒
は
免
許
制

と
な
っ

て
ド
ブ
酒
は
厳
禁
せ
ら
れ
た
。

食
事
の
際
に
箱
膳
を
用
い
た
事
も
な
つ
か
し
く
、
御
般
を
よ
そ
う

に
も
家
長
か
ら
序
列
が
あ
っ
て
封
建
的
で
あ
っ
た
。
食
事
の
回
数
は
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朝
昼
晩
の
三
回
に
、
農
繁
期
は
四
回
で
あ
っ
た
。
年
中
の
祭
日
休
日

に
は
、
御
馳
走
を
し
た
の
で
あ
っ
た
が

そ
の
御
馳
走
と

十八一っ
て
も

餅
を

つ
く
位
の
事
で
、
す
し
、
も
ぷ
り
飯
は
作

っ
た
が
、
煮
干
も
充

分
に

は
使
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
大
正
か
ら
昭
和
の
代
に
な
っ
て
は

一
般
に
生
活
が
向
上

し
て
牛
肉
や
魚
肉
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

住
居
は
日
当
り
、
風
通
し
、
水
害
防
止
等
を
考
へ
て
、
成
司
く
使

利
な
よ
う
に
道
路
に
沿
っ
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
所
に
よ
っ
て

は
田
を
潰
す
こ

と
を
避
け
て
、
山
手
に
建
て
な
ら
べ
た
所
も
あ
る
。

河
之
内
の
法
蔵
寺
部
落
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。

一
般
農
家
の
様
式



は
母
家
、
納
屋
、
土
蔵
等

組
持
の
茅
山
で
刈
り
、
又
茅
刺
子
と
い
う
も
の
も
あ
っ

て
、
組
中
総

い
ず
れ
も
柴
又
は
茅
葺
屋
板
で
、
茅
は

建
て
、
月
尾
の
間

U
は
七
、

出
で
手
伝
を
す
る
相
互
扶
助
の
美
風
で
あ
っ

た
。
普
通
は
南
而
し
て

八
間
も
あ
っ

て
、
平
分
は
内
・妊
に
取
っ

む
し
九
ぼ
し

て
、
収
穫
期
に
そ
こ
を
使
用
し
て
娃
千
も
収
納
す
る
し
、
加
問
も
や

っ
た
。
庭
の
一
λ
井
に
は
木
犀
組
が
あ
っ

て

一
つ
の
清
と
し
て
い
た
。

日
在
鍵
が
吊
し
て
あ

上
り
問
、
茶
の
問
、
囲
炉
裏
が
切

っ
て
あ
っ

た
。
煤
け
た
天
井
か
ら

っ
て
、
煮
炊
き
の
大

部

分

を
こ
こ
で
し

た
。
囲
炉
裏
の
周
囲

は
上
座

下
向匡

弘;

開
、
奥
底
と
別
け
て

ココ

こ
。
一ろ.ιλ
十
h
l-

2
て

T
J
h
n
E
t
t

が
あ
げ
て
あ
っ

て
、

昨
作
事
の
時
に
だ
け
蚊

く
家
も
あ
っ

た
。
風

呂
、
便
所
は
別
棟
で

あ

っ
て
、
使
所
に
は

た

乙
も

戸
が
な
く
て
、

大
部
分
が
垂
れ
薦
で
あ
っ
た
。
防
火
と
用
水
の
関
係

カミ

ら

屋
敷
に
流
れ
川
を
引
き
こ
ん
で
い
た
。
そ
の
他
、
季
節
風

(
や
ま
じ
風
)
、
を
防
ぐ
た
め
の
杉
等
の
生
煩
一を
作

っ
て
防
風
林
と

し
た
。
敗
戦
後
、
住
居
生
活
が
改
善
せ
ら
れ
、

書
院

入
国
家
造
、

一丸
帯
の
立
派
な
建
築
が
次
々
と
出
来
て
、
ザ
才
ハ耳
屋
川
似
の
家
は
減
少
し

たて
J1.(l し
ゃ明ま
がは っ
て 松tた
Jゴ 明50
i1:lJ を
洋ご材、
グ<

燈うい
がた
でり
き
て あ

ん
ど
ん

行
灯
を
用
い
て
燈
心
で
種
仙
を
燃
し

明
る
く
は
な

っ
た
が
掃
除
が
耐

似l
で

ま
た
低
険
で
も
あ
っ

た
。
大
正
七
、
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?、、ド
ト百
同

-r〆
ノ
ー

ιu
J

則
之
内
一
ケ

谷
の
忠
雲
に
、

灯
が

つ
い
て
、
川
上
水
力
電
気
会
社
が
建
設
せ
ら
れ
て
、
待
叫
ト
の
電

一
段
と
村
が
明
る
い
気
分
に
な
っ
て
来
た
。

れ の j出家の初 JI:主

第
二
節

処
ノ 、

ネL

三
内
村
の
住
民
は
古
米
倣
神
山
川
刊
の
念
に
M
M
く
、
氏
神
、
氏
寺
を

ル
守
山
し
そ
の
維
持
経
営
に
は
多
く
の
努
力
を
し
て
い
る
。
各
氏
社
や

寺
院
の
寄
附
ム
が
そ

の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
什
は
組
々
に

天
神
さ
ん
だ
と
か
、
制
品
目
さ
ま
と
云
う
よ
う
な
小
宮
や
、
応
寺
等
が

あ
っ

て
、
保
か

二
三
十
戸
の
組
で
こ
れ
を
祁
持
し
て
来
た
よ
う
で
ら

る

が

小

宮
は
明
治
の
末
期
に
な
っ
て
、
氏
社
の
境
内
末
社
と
し
て

統
合
せ
ら
れ
、
庵
寺
の
み
は
所
々
に
所
在
を
残
し
て
い
る
。



内
村
の
如
き
山
間
辺
境
の
村
の
純
朴
な
そ
の
住
民
は
、
朝
に
は

神
に
そ
の
幸
福
を
祈
り
、
タ
べ
に
は
仏
に
無
事
息
災
を
感
謝
し
つ
L

そ
の
生
業
に
従
事
し
て
来
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が

そ
の
時
代
時

代
の
指
導
者
の
感
化
教
育
に
よ
る
こ

と
も
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
河

之
内
の
近
藤
林
内
は
、
死
後
菩
薩
の
檎
号
を
受
け
た
程
の
信
仰
家
で

近藤林内翁の翠

it 
あ
り
、
井
内
の
北
川
徳
次
郎
、
或
は
河
之
内
の
近
藤
金
四
郎
の
祭
政

一
致
の
強
い
信
念
、
神
職
佐
伯
求
四
郎
の
敬
神
指
導
等
で
あ
る
。
又

各
家
々
に
於
て
も
必
ず
神
棚
を
設
け
、
仏
壇
を
作
り
、
朝
夕
礼
拝
の

誠
を
捧
げ
、
仏
壇
に
お
茶
湯
を
し、

花
を
供
え
て
抑
制
本
反
始
の
誠
を

致
し

ま
た
側
先
の
追
善
供
養
を
大
切
に
し
、
家
事
其
の
他
の

一
事

始
め
」
に
は
、神
に
祈
り
、神
に
報
告
す
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

第
三
節

4
-
4

寸
4

1

|
 

介主

E

春
は
種
子
を
掲
き
、
夏
は
苗
を
挿
し
、
秋
は
刈
取
を
す
る
と
云

5

付

事

農
家
の
営
み
に

は
変
り
な
い
が
、
仔
細
に
観
る
と
き
は
、
栽
培
技
術

の
進
歩
は
、
早
期
栽
培
を
し
て
険
嵐
を
避
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

刺
転
機
の
発
達
や
、
農
業
機
械
の
導
入
は
、
余
暇
の
利
用
法
の
研
究

と
な
っ
た
り
、
林
業
の
発
達
は
、
明
治
の
百
姓
に
比

べ
て
著
し
く
山

仕
事
が
増
し
た
り
、
生
活
が
複
雑
に
な
っ

て
来
た
の
で
、
昔
の
よ
3

に
年
中
行
事
を
単
一
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
如
何
に
す
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れ
ば
、
価
値
あ
る
生
活
を
産
み

出
せ
る
か
と
云
う
事

が
問
題
で
あ

近藤金"日郎l胸像



る
。
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
は
、
村
で
も
新
旧
暦
を
共
用
し

て
、
村
民
が

二
重
の
生
活
を
し
て
い
た
。

(
例
え
ば
新
旧
二
度
の
正

月
の
如
く
)
。
村
長
近
藤
金
四
郎
は
、
陽
暦
励
行
を
村
是
方
針
の

に
取
入
れ
て
、

村

の
祝
祭
日
を
定
め
て
実
行
さ
せ
た
。

議
案
第
円
二
号
、
民
力
一
仰
必
ニ

一基
ク
第
一
若
ノ
村
足
舵
立
/
件、

民
h
M
州

必
ニ
基
ク
我
村
、
村
足
ト
シ
テ
左
/
件
ヲ
旅
立
厳
守
セ
ン
ト
ス

ト
れ
山
山
ス

大
正
八
年
十

一
月
十
四
日

三
内

村

長

近

磁

金

円

郎

一
、
陽
暦
ヲ
励
行
シ
陰
暦
ヲ
忘
レ
村
/
定
メ
タ
ル
村
勝
ヲ
守
ル

コ
ト
村
暦
川

紙
ノ
通
リ

二
、
時
間
励
行
ハ
共
同
一
致
シ

テ
遅
刻
欠
席
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
コ
卜

病
気
其
他
止
ヲ
得
ザ
ル
欠
席
者
ハ
時
間
前
主
催
者
へ
照
山
山
ス
ル
コ
ト

三
、
州
社
仏
閣
参
詣
諮
ヲ
起
シ
之
ヲ
永
遠
-
一
保
持
シ
村
/
美
風
ト
ナ
ス
コ
ト

問
、
村
内
人
民
ハ
何
事
モ
半
和
ヲ
旨
卜
シ
テ
所
決
シ
進
歩
発
達
ニ
勉
ム
ル
コ

-
h
l

・

h
、
共
存
共
栄
ノ
心
ヲ
常
ニ
保
チ
我
利
的
行
為
ニ
山
ザ
ル
コ
卜

三
内
村
勝
⑨
ハ
国
家
的

@

ハ
村

一
般

此
⑥

O
公
休
日
ヲ
堅
ク
守
ツ
テ
休
業
ス
ル
ハ

天
由
E

陛
下
/
大
御
心
ニ
叶
フ

人
ナ
リ
。

。。⑨
日日日 一

正 新正 JJ

始L月
祭礼祭

川，

n

レ
し

口
H

十

目

。
十
五
日

山
/
口
飾
除

半

休

河
之
内
金
毘
総
祭

若

餅

。
十六

日円円 二 日日

。 @@@。
二ニー卜ー 十十十 /lY三 ー
二一 五 七 1.1.-

日間日円円 三日 日円

十

円

十
h
円

一

日ムハ

一

円

守

t
a

「
ト
ド

十
五
円

JJ、ド先

:t11 

節
分
大
怖
山
手

大
山
山
手
翌
日
休
業

n
u
e
e
L

州刑

j

J

f
 

JJ 祈

{f 

春
季
忠
霊
祭

先

机

祭

101 

神
武
天
皇
祭

二

よ
l

俗小

河
之
内
金
児
縦
祭

J:J JJ め

明

円

ん

O

B

イ

四

谷

夏

祭 休 祭祭

十
じ
円

三
十
円ト】

二
三
円

。
三
十
円

目

t

、
一，ノ

一

円

レ

い

円

什

O
十
凹
円

。
十
玩
日

。
十
六
凶

。
二
凶
目

。
三
一

日-U 
4
ノ

⑥ 
十十十十十 一 二二 十 一
七六 7，. 凶 l川三 1，
1-1 1-1 rI 1二11"1 FI 卜[[ [C[ 

J J大河
依之
内
問 夏
休祭

JJ [リJ東
げi:111 
7ミ布l
I ~.J ，:r. 
R 吊r

祭祭

七

夕

祭

伐
節
季
十
対
話

然

休

引

r
A

叩」一川

縦
訓
日
縁
日

一

扶

余

休

天

長

節
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河
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内
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L
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H

1
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⑨
三

一
日
天
長
節
祝
日

十

一
月

十
五
日

⑨
二
三
日
新

-fi.. }r 
日日日日

大飾新i

上紐
放

後げ符
以:f~i
上

山鴇

クマ
/J二二

三
大
節
ト
ハ

一五日
一、
紀
元
節
、
天
長
節
況
、
学
校
ニ
テ
拝
賀
式
ア
ル
ナ
リ

三
大
祭
日
卜
ハ

祈
年
祭
、
地
方
祭
、
新
令
祭
、
神
社
ニ
テ
大
祭
式
ア
ル
ナ
リ

毎
月
一
日
ハ
学
校
生
徒
神
社
参
拝
、
毎
月
一
日
十
百
日
ハ
参
指
日
ナ
リ

第
四
節

結
婚
改
善
花
嫁
衣
裳
の
制
定

戦
後
の
イ
ン
フ

レ
景
気
に
よ
っ
て
、
最
も
因
っ
た
も
の
に
庶
民
の

消
費
経
済
の
膨
躍
が
あ
る
。
識
者
は
生
活
改
善
を
唱
え
貯
蓄
を
奨
励

な
か
な
か
そ
の
実
が
挙
ら
な
い
。
中
で
も
困
る
の
は

か
し

づ

結
婚
費
の
問
題
で
あ
る
。
娘
一
人
を
嫁
付
け
る
の
に
、
何
十
万
と
言

す
る
と
雌
も
、

う
費
用
を
要
し
て
は
叶
わ
な
い
。
そ
れ
も
出
来
る
人
は
良
い
と
し
て

も
、
無
理
を
し
て
後
で
親
が
泣
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

目
出

度
い
結
婚
が
悲
劇
の
端
緒
と
な
る
。
結
婚
晴
着
の
如
き
は
、
無
駄
の

費
用
で
あ
る
か
ら
、
三
内
村
と
し
て
備
え
付
け
よ
と
一一呂
う
の
が
時
の

三
内
村
婦
人
会
の
提
唱
で
あ
る
。
よ
っ
て
三
内
村
社
会
施
設
と
し
て

結
婚
貸
衣
裳
の
制
度
を
設
け
た
。

山

川

入

費

て
一

二
九
、
五
四

O
円
結
婚
式
服
二
着
分
(
附
属
品
付
)

て

て

六

O
O円
衣
裳
箱
二
ケ
代

て

六

、
四
O
O円
箪
笥
一
梓
(
貸
衣
裳
入
)

合
計
金
十
三
万
七
千
五
百
四
十
円
也

右
に
よ
り
昭
和
二
十
九
年
一
月
よ
り
こ
れ
を
実
施
し
た
。

内
村
結
婚
花
嫁
式
服
貸
付
及
び
管
理
規
程

第

一
章

貸

付

第

一
条
本
村
備
付
の
結
婚
式
服
(
以
下
式
服
と
云
う
)
の
貸
付
及
び
管
理

に
つ
い
て
は
此
の
規
程
の
定
め
る
と
乙
ろ
に
よ
る
。

第
二
条
式
服
は
貸
付
の
便
宜
上

一
号
(
大
)
二
号
(
小
)
と
す
る
。

第
三
条
式
服
を
借
用
せ
ん
と
す
る
も
の
は
佼
用
前
十
五
日
ま
で
に
E

災
害
叉

は
口
頭
を
も
っ
て
予
め
村
長
又
は
婦
人
会
長
宛
に
使
用
せ
ん
と
す
る
式
服

を
申
込
む
乙
と
。

第
凶
条
式
服
を
使
用
せ
ん
と
す
る
者
は
左
に
定
め
る
貸
付
料
を
借
山
山
し
当

日
収
入
役
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

式
服
の
貸
付
料

昭
和
三
十
年
十
二
月
末
日
ま
で

一
回
に
つ
き
一
、
O
B円
(
始
め
二
ヶ
年
)

H

三
十
二
年
十
二
月
末
日

H

八

C
O
円
(
次
の
二
ヶ
年
)

以

後

H

5
0
0
円
(
五
年
閏
よ
り
)

但
し
経
済
事
情
其
の
他
に
よ
り
貸
付
料
を
変
更
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

同
式
服
を
使
用
者
に
於
て
特
別
に
破
損
汚
染
し
た
る
場
合
は
貸
付
料
の
外
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に
実
伐
を
白
川
刊
す
る
。

meh条
貸
付
利
は
式
服
特
別
仙
川
h
V
4
A
と
し
て
M
aM
て
式
山
の
維
山
科
川
そ

の
仙
之
に
問
し
必
引
な
経
伐
に
光
て
る。

第
六
条
式
服
の
使
用
期
間
は
特
川
な
事
い
が
あ
る
場
合
を
除
く
の
外
三
日

以
内
と
し
使
用
後
は
匝
ち
に
役
以
へ
返
納
点
検
を
受
け
る
こ
と
。

同
期
限
を
経
過
し
た
る
場
合
は
一

n
に
つ
き

-h
O
O川
を
徴
収
す

プ
心
。

式
服
の
転
貸
は

一
切
之
を
認
め
な
い
。

第

二

章

特

別枇

第
八
条
式
服
の
保
管
場
所
は
三
内
村
役
場
と
す
る。

第
九

条

式

服

の
告
別出
保
特
に
つ
い
て
は
婦
人
〈
会
民
の
協
β
を
引
て
村
長
之

を
行
?
っ
。

同

毎

年
一
回
適
当
な
日
を
選
び
式
服

一
切
の
虫
乾
を
行
-っ
と
共
に
内
の

下
者
は
洗
い
仮
を
な
し
縫
い
直
す
も
の
と
す
る。

第
十
条
式
服
は
使
用
後
又
は
必
裂
な
場
合
に
於
て
婦
人
会
長
(
代
班
お
)

に
点
検
を
依
頼
す
る
。

第
十
一
条
式
服
の
貸
付
及
び
竹
限
上
役
場
に
左
に
侶
げ
る
箔
附
を
仙
え
付

け
る
。
て
式
服
貸
付
台
帳
二
、
式
服
別
納
得

三

、
出
納
得

第
十
二
条

乙

の

肌
a

足
に
定
め
る
も
の
の
外
必
必
な
草
川
引
は
村
長
と
州
人
公

長
の
協
議
に
よ
り
定
め
る。

I

l
 

F

J

 

乙
の
規
定
は
公
仰
の
け
よ
り
施
行
し
附
和
二
十
九
作

一
八
十
円
よ
り
池
川

す
る
。

第
七
条

第
五
郎

娯
楽
及
び
娯
楽
施
設

部
隊
い
田
舎
の
事
で
あ
る
か
ら
、
絡
別
こ
れ
と

玄
う
川
知
奈
は
な
か

あ
げ
か
い

そ
の
揚
会

っ
た
と
思
う
が

一
般
に
よ
く
浄
瑠
璃
を
け
い
こ
し
て
、

を
僻
し
た
。
東
谷
に
紺
屋
の
新
さ
ん
が
あ
り
、
西
谷
に
小
梶
、

音
羽

の
二
太
夫
及
最
近
で
は
小
富
士
太
夫
の
よ
う
な
人
も
、
出
た
位
で
あ

っ
た
か
ら
、

世
は
女
、
子
供
ま
で
(
さ
わ
り
)

の
一
つ
や
、
二
つ

は

知
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
年
に
一
度
の
、
麦
う
ら
し
に
源
之
丞
や
、
吉
伝
て
陸
の
あ
や

つ
り
人
形
芝
居
を
制
る
事
が
、
至
上
の
架
し
み
で
あ

っ
た
。
若
い
連

~523~ 

中
の
素
朴
な
娯
楽
に

は
、
力
比
で
の
俵
持
ち
ゃ
、

一
ゐ
か
つ
夕
、
が
あ
っ

た
。
そ
の
石
が
部
落
の
堂
宮
の
広
場
に

い
ま
で
も
こ
ろ
が
っ
て
い

る山

お

正

月
と
か
る
た
会

正
月
行
事
は
、
昔

は
門
松
を
立
て
L
祝
っ
た
も
の
だ
が
、
雪
の

νγν
ン
と
降
る
夜
長
に
、
彼
の
家
此
の
家
で

「
か
る
た
会
」
が

川
れ
さ
れ
た
事
は
今
に
変
ら
ぬ
上
品
な
遊
び
で
あ
る
。

凶

秋

祭
と
獅
子
の
け
い
こ

村
に
稔
の
秋
が
来
て
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
と
若
衆
の
心
は
wm

る
。
明
治
四
十
年
頃
ま
で
は
多
く

「
庭
獅
子
」
と
云
う
動
作
の
緩



漫
な
獅
子
を
舛

っ
て
い
た
が

そ
の
後
各
部
落
と
も

「
乱
獅
子
」

と
云
う
、
今
の
獅
子
を
演
鉾
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
氏
神
祭
に

は

神
山
県
渡
御
も
ら
っ
て
、
村
人
は
と
て
も
こ
の
秋
祭
を
楽
し
む
。
秋

祭
は
村
の
大
事
な
行
事
の
一
つ

で
あ
る
。

間
河
之
内
金
毘
羅
祭

俗
に

「
お
十
日
」
と
云
っ

て
、
正
月
、
三
月
、
十
月
、
の
各
十

日
に
は
河
之
内
金
毘
羅
寺
の
縁
日
に
当
る
の
で
、
品
目
か
ら
感
大
な

祭
が
行
わ
れ
る
。
里
の
者
は
勿
論
、
遠
方
か
ら
も
多
数
の
参
詣
者

が
あ
っ

て
、
仲
々
の
賑
わ
い
で
あ
る
。
明
治
の
終
り
ご
ろ
ま
で
は

よ
い

九
日
の
宵
か
ら
提
灯
を
点
じ
て
、
本
堂
か
ら
山
門
に
到
る
ま
で
凡

そ
百
張
に
余
る
提
灯
が
一

大
不
夜
城
の
観

を
呈

し
た
。
こ
れ
は

「提
灯
座
」
と
言

っ
て
、
近
藤
林
内
の
仕
置
と
し
て
、

積
立
金
が

あ
っ

て
其
利
息
を
燈
明
料
と
す
る
仕
組
で
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
れ

も
無
く
な
っ
た
。

「
相
撲
座
」
、
提
灯
座
と
な
ら
ん
で
相
撲
座
と

亨
コ
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
近
藤
林
内
の
企
て
た
、
相
撲
座
積
立

金
の
利
子
で
そ
の
質
問
を
賄
っ
た
も
の
で
、
毎
年
三
月
十
日
に
相

撲
が
催
さ
れ、

諸
方
か
ら
力
士
が
集
っ

て
仲
々
感
大
で
あ

っ
た
。

郷
土
の
力
士
で
は
、

八
島
潟
、
根
引
松
、
判
官
尾
山
、
小
桜
、
大
野

山
等
が
有
名
で
あ
っ
た
。

凶

「
亥

の

子

」

旧
十
月
の
最
初
の
亥
の
日
を

一
番
亥
の
子
、
次
を
二
番
亥
の
子

三
ベ
ん
あ
る
時
は
三
番
亥
の
子
と
云
っ
て
、
都
合
の
よ
い
時
に
餅

を
焼
い
て
祝
う
。
猪
は
子
を
た
く
さ
ん
産
む
と
い
，コ
事

し
か
も

安
産
で
あ
る
か
ら
縁
起
が
よ
い
と
す
る
も
の

一
説
に
は
百
姓
が

凹
組
に

「
お
さ
ん
ば
い
お
ろ
し
」
を
し
て
、
氏
神
さ
ん
に
其
年
の

豊
作
を
祈

っ
た
が

そ
の
御
加
護
に
よ
っ
て
稔
の
秋
を
迎
え
た
感

謝
の
意
味
も
あ
る
。

昔
は
亥
の
子
の
晩
に
、
子
供
が

一
葉
ボ
テ
」
を
作

っ
て
、
各
戸

~ 52~ ~ 

を
廻
り
金
や
餅
等
を
貰
っ

た
。
今
の
子
供
は
そ
ん
な
乞
食
の
よ
う

な
事
は
し
な
い
。

「
亥
の
子
唄
」
子
供
は
各
家
々
を
廻
っ

て
行
き
葉
ボ
テ
で
大
地
を

叩
き
な
が
ら
大
勢
亥
の
子
唄
を
歌
う
の
で
あ
る
。

い
の
乙
い
の
乙
、
お
い
の
子
さ
ん
と
い
う
人
は
、

一
に
依
ふ
ま
え
て
、
二

で
に
っ
こ
り
笑
う
て
、
三
に
酒
造
っ
て
、
凶
つ
世
の
中
良
い
繰
に
、
五
つ

何
時
も
と
変
り
な
く
、
六
つ
無
病
息
災
に
、
七
つ
何
事
な
い
械
に
、
八
つ

尽
放
を
掘
り
広
げ
、
九
つ
小
倉
を
愁
な
ら
べ

、
十
で
ト
ン
と
納
め
た
。

繁
昌
せ
え
、
地九
日日
せ
え
。

若
し
子
供
等
に
祝
っ
て
く
れ
な
い
と
、

い
の
ζ

、
い
の
乙
、
亥
の
子
の
脱
に
、
祝
わ
ん
も
の
は
、鬼
生
め
蛇
生
め
、

品川の
生
え
た
子
政
め
、
貧
乏
せ
え
、
貧
乏
せ
え
。
と
唄
っ
た
。



第
六
節

伝

川
之
内
問
屋
に

「
弓
折
」
と
い
う
所
が
あ
る
。
古
戦
場
で
あ
る
と

日比

玄
う
の
だ
が
、
前
方
は
河
之
内
を

一
昨
の
内
に
納
め
る
千
丈
の
峻
坂

で
あ
っ
て
後
ろ
は
七
森
城
に
連
な
る
要
害
の
地
で
あ
る
。
北
日
八
森
城

主
が
、
こ
れ
を
攻
め
て
戦
い
夜
明
と
な
っ
た
。
弓
折
の
城
兵
防
戦
こ

中
，

れ
努
め
た
が
遂
に
弓
折
れ
矢
っ
さ
て
終

っ
た
。
間
も
な
く
朝
帥
の
脳

に
つ
い
て
い
た
と
き
敵
の
矢
が
膳
の
縁
に
突
立
っ

た
。
そ
れ
で
戦
運

も
今
は
こ
れ
ま
で
と
、
姫
君
ど
も
泣
く
泣
く
狩
場
の
川
を
下
っ
た
。

そ
れ
以
来
こ
の
谷
を
「
泣
く
谷
川
」
と
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
が
今
の
「成

ハ合
川
」
と
な

っ
た
の
で
あ
る
と
云
う
。
文
そ
の
時
の
お
姫
さ
ん
は
首

ば
れ
て
日
浦
字
美
問
屋
に
あ
る
。

を
'
打
た
れ
て
そ
の
首
を
投
げ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
そ
れ
が

「
脱
政
」
と
呼

「
入
ら
ず
」
と
し
て
里
人
今
に
鍬

一微
を
入
れ
ぬ
所
と
一手
フ
。
弓
折
れ
、

か
ら
言
っ

た
も
の
ら
し
い
。

第
七
節

方

(
あ
)

ア
ケ

ロ
シ
イ

ア

ズ

ル

飽
き
飽
き
す
る

も
が
く
、
く
る

し
む
れ
に
ま
み
れ
る

ア
セ
ミ
ド
ロ

と

玄
う
地
名
は

こ
う
し
た
附
縁

Eコア
テ
コ
ス
リ

↓J
-
7
シ
コ(

い

)

イ

ガ

ル

イ
ソ
シ
イ

山
以

ヲ.~ 11サ

-一口向声
で
呼
ぶ

よ
く
動
く

(
お
)

オ
オ
コ

ト

オ

ガ

ス

オ

ジ

リ

オ

ト

レ(
か
)

カ
イ
サ
マ

ガ

イ

ニ

カ

ヅ

ク
(
き
)

キ
ヤ
イ
ガ
ワ
ル
イ

気
に
入
ら
ぬ

キ

ニ
ヨ
ウ

昨

日

(
く
)

ク
ジ
タ
ル

ク
ス
ボ

ル(
け
)

ケ
ツ
マ
ゲ

ル

ケ
フ
タ
イ

イ
チ
ガ
イ(
う
)

ウ

ト

ム

ウ

チ(え
)

エ

ラ

イ

エ

ク

イ

1i& 

う
な
る

‘、‘ 
'1，『
ザ

a
々
'

大
そ
う

出
既
知
、
も
つ
れ

るiヨ尾銅!大
り
起変
す

t;'R 

さ
か
さ
ま

大
そ
う

か
ぶ
る

ぐ
ず
ぐ
ず
云
う

引
込
み
勝
ち

煙つ
ま
いづ
く

(

乙

)

コ

イ

サ

コ
ヤ
マ
メ(
さ
)

サ
シ
ク
ル

サ
ツ
チ
ニ(し
)

シ

オ

ジ
ヤ
ラ
ケ
ル
(
す
)

ス
エ

ル

ス

ク

モ
(
せ
)

セ
コ

イ

セ
ワ
シ
イ(
そ
)

ソ

パ

エ

ソ
ツ
ク
リ(
た
)

々
ノ

コ

タ
シ
ナ
イ(
ち
)

チ
ヨ
ロ
マ
カ
ス

チ
ン
マ

イ(つ
)

ツ
イ
シ
タ
ラ

ツ
ケ
コ
ム

今
ば
ん

そ
、
り
古
車
め

け刈仙町に
か
け
る

ど
う
し
て
も

冗 j幾

;炎会

物
が
く
さ
ア
匂

籾

淡

し、 ~'l';
そし
7J' It 、
し
し、
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:iでlζ
わ

~;1) 7J> 
雨

少 11巴
な
い l吊

ご
ま
か
す

、
;、
イ
さ
レ

も
し
か
し
た
ら

つ
け
入
る



(
て
)

テ

ガ

ウ

d

ア

ン

コ
(と
)

ト
ン
ギ
ル

ド

イ

ツ
(
に
)

ニ
ク
ゾ
イ(
ぬ
)

ヌ

カ

ス

ヌ

ケ
'
イ(
ね
)

ネ

キ

ネ
コ
ン
ザ
イ
(
の
)

ノ
ラ
パ
エ(
は
)

ハ
ガ

7

、

.

，ノ

(
ひ
)

ヒ
コ
ズ
ル

ヒ

シ

コ
(
ふ
)

ブ

イ

ナ(へ
)

ヘ
ラ
コ
イ

ベ

ロ

か
ら
か
う

い
ら
ん
こ
と

尖
が
る

と
の
人

憎
ら
し
い

ニ
zu

・っ

暖
か
い

朴

川

戸

片

-

f

i
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引
き
ず
る

ひ
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ず
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)
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ラ

チ
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川
川
例
な

一口
い
中
の
ム
ノ
そ
，っ

乱
暴
な

11午

夜

下を

需品
T

ひ f:JJ
と
り引
で
{ζ 

第
八
節

迷

一一一口

、

郎
主

(

{

 

Iコ

(→ 

迷

O
慨
を
言
-っ
と
嘘
歯
が
生
え
る

O
節
分
の
豆
を
踏
ん
だ
ら
底
豆
が
出
る

O
雷
が
な
っ
た
ら
腕
を
と
ら
れ
る
ぞ

O
夜
口
笛
を
吹
く
と
泥
棒
が
這
入
る

。
米
粒
を
そ
ま
つ
に
す
る
と
限
が
つ
ぶ
れ
る

C
待
で
叩
い
た
ら
待
の
子
が
で
き
る

C
茶
柱
が
立
っ
と
縁
起
が
よ
い

。
初
物
を
た
べ
た
ら
七
十
五
日
長
生
き
す
る

O
烏
鳴
き
が
惑
い
と
人
が
死
ぬ

。
友
引
に
葬
を
出
す
な

。
木
と
竹
の
箸
を
使
-
つ
な

O
洗
濯
物
を
夜
干
す
な

お
し

O
茶
碗
を
叩
く
と
唖
に
な
る

な
ベ
ず
み

O
夜
草
間
以
を
下
す
な
ら
鍋
山
氏
を
つ
け
よ

O
田
植
中
は
絞
を
と
ら
れ
ん

。
蛇
の
夢
を
み
た
ら
銭
が
這
入
る

O
永
代
墓
は

つ
く
ら
れ
ん

~ 526~ 

同

州
民

仁コ

。
親
の
む
見
と
茄
子
の
花
は
下
に

一
つ
の
あ
だ
も
な
い

O
大
取
よ
り
小
取
り



。
茶
ば
ら
も
一
と
き

。
野
良
の
節
句
ば
た
ら
き

。
欲
の
く
ま
た
か
父
さ
か
す

O
上
見
り
や
た
き
な
く
下
み
り
や
た
き
な
し

O
そ
つ
闘
に
餅
見
せ
な

O
女
と
袋
は
も
の
が
入
る

O
無
い
子
に
ゃ
な
か
ん

。
暑
さ
惑
さ
も
彼
山
ま
で

C
橘
か
ぬ
穫
は
生
え
ん

。
百
日
の
日
照
一
も
う
一
日

O
K日
は
歴
々
今
は
切
れ
切
れ

O
稔
る
程
頭
が
下
が
る

O
H十
起
は
三
文
の
得

。
山
る
釘
は
叩
か
れ
る

o=一人
公
叫
れ
ば
文
珠
の
智
忠

O
他
の
叩
よ
り
年
の
巾

O
雨
降
っ
て
地
固
ま
る

C
桃
栗
三
年
柿
八
年
仰
は
す
い
十
三
年

O
若
い
時
の
灘
儀
は
川
県
う
て
も
せ
よ

O
川
J

愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ

O
U初
主
憎
く
け
り
ゃ
袈
裟
ま
で
憎
く
い

O
瓜
の
主
に
茄
子
は
な
ら
ん

。
火
を
見
た
ら
火
慣
と
思
え
人
を
見
た
ら
治
人
と
思
え

000  
iit秋以
と五1]生m
k 子企貧
房嫁乏
は IC 1"1 
か食だ
えわか
るす ら
程な隣
よコの
いチ，H~
の鹿
頭 lζ
嫁{史
iC ~コ
ゃれ
i1.る

、，コ

f
u
r-
J

川
バ
バ
+
ノ
似
州

民

謡

と

童

謡

ト1

民

~ 

昔
か
ら
人
々

に

μ
吟
ま
れ
、
伝
え
ら
れ
て
来
た
民
謡
も
、
時
代
の

変
遷
と
と
も
に
迫
々
す
た
れ
て
、
ム
ー
で
は
酒
宴
の
山
に
な
く
て
な
ら

な
か
っ
た
伊
勢
音
頭
等
は
き
か
れ
な
く
な
っ

た
。
昔
は
山
へ

行
け
ば

山
行
唄

回
え
行
け
ば
田
植
唄
、
草
取
唄
と
い
う
風
に
、
和
や
か
な

の
複
雑
化
か
ら
の
故
か
、
追
々

と
民
認
も
忘
れ
ら
れ
て
行
く
。
以
前

~ 527 ~ 

農
村
気
分
が
感
ぜ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
農
器
具
の
機
械
化
や
、
生
活

は
山

の
行
き
帰
り
、

田
植
、
草
取
、
麦
打
ち
、
稲
刈
、
籾
倒
等
、
何

を
す
る
時
に
も
唄
を
歌
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

ど

の
唄
は

と
う
と
云
う

は
っ
き
り
し
た
区
別
も
な
か
っ
た
が
気
楽
に
の
ん
び
り
と
し
た
気
分

に
浸
っ

て
い
た
こ
と

は
、
忘
れ
ら
れ
な

い
伯
絡
で
あ
る
。

ヘ
豊
年
じ
ゃ
術
作
じ
ゃ

明
日
は
旦
那
の
稲
刈
じ
ゃ

小
米
に
ゆ
わ
え
て
ち
ょ
い
と
投
げ
た
。

ヘ
桜
三
民
は
似
太
が
仕
置
き

花
は
咲
い
て
も
克
は
な
る
な
、



へ
お
月
繰
で
も
夜
歩
き
ゃ
な
さ
る

殿
御
の
夜
歩
き
や
無
理
は
な
い
。

ヘ
入
れ
て
お
く
れ
よ
籾
入
さ
ん
よ

入
れ
て
お
米
の
た
ま
る
ょ
に
、

ヘ
親
の
志
向
ん
と
茄
子
の
花
は

T
に

一
つ
の
あ
だ
が
な
い
。

ヘ
た
と
え
山
中
三
朝
屋
で
も

住
め
ば
都
じ
ゃ
我
が
里
じ
ゃ

ヘ
桜
三
盟
を
夜
で
越
す
時
は

親
に
是
非
な
い
妻
恋
し
。

子

守

(

そ

の

一
)

ね
l
え

ん

ね

え

l
ん

ね

l
え
ん
や

ね
ん
ね
の
お
守
り
は

ど
ζ

へ
行
た

あ
の
山
越
へ
て

里
へ
い
た

里
の
土
田川
也
に
何
も
ろ
た

で
ん
で
ん
太
鼓
に
笠
の
箇

そ
れ
を
も
ろ
う
て
何
に
す
る

吹
い
た
り

た
た
い
た
り

し
て
あ
そ
ぶ
。

l貝

起
き
り

ゃ

乳

じ
ゃ
の

7

7

じ
ゃ
の
と

親
に
は
仕
事
を
さ
し
ゃ
し
な
い
。

氾

っ

き

唄

仏
]
は
黙
て
も
ど
ん
こ
の
よ
で
も

い
な
ず
を
入
れ
な
わ
し
が
と
の

米
る
か
お
い
で
る
か
と
浜
に
山
て
見
た
ら

浜
に
や
松
風
音
ば
か
り

思
い
出
し
て
は
写
真
を
な
が
め

な
ぜ
に
写
真
が
も
の
言
わ
ぬ

お
前
一
人
と
定
め
て
お
い
て

浮
気
や
そ
の
日
の
出
来
心
。
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胴

突

唄

此
処
の
座
敷
は
芽
山
山
度
陀
敷

織
と
偽
と
が
鉾
を
舞
う

へ
お
前
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で

共
に
白
髪
の
生
え
る
ま
で

(斗

主主

甲
山品百

子

守

唄

(

そ

の

二

)

ね
l
え
ん

ね
1

え
ん

ね
1

え
ん
や

ね
ん
ね
こ

た
つ
ね
こ
や
ぐ
ら
ね
乙

ゃ
く
ら
の
下
に
は

子
が
寝
と
る

起
し
て
お
く
れ
な
大
工
さ
ん

子
供
述
が
待
ち
に
待
っ
た
、
お
正
月
が
来
る
と
振
M
m
の
陥
ぷ
を
お
飾
っ
て

羽
子
を
っ
き
楽
し
そ
う
な
下
ま
り
唄
が
き
こ
え
る
。
和
や
か
な
怯
の
内
風
畏

で
あ
る
。

て

ま

り

唄

(

兵

の

一
)

下
ま
り
と
下
ま
り
が
行
き
逢
っ
て



-
つ
の

f
ま
り
の

一ソ
つ
ζ

と
に
や

一
化
本
行
し
よ
・
つ
じ
ゃ
な
い
か

↑
つ
の

T
ま
り
の
一一
=
リ
つ
乙
と
に
や

ニ
化
不
行
し
よ
・つ
じ
ゃ
な
い
か

一
h

川
一
全
日
す
る
な
れ
ば

制
も
と
う
か
ら
起
き
て
か
ら

ら
や
ん
ち
ゃ
ん
茶
後

へ
茶
を
沸
か
し

爺
さ
ん
婆
さ
ん
お
き
な
さ
れ

て
ん

て
こ
守
へ
ま
い
ら
ん
か
ぶ
ら
ん
か

て
ん
て
こ
寺
の
ま
じ
猫
は

川
よ
り
外
で
ほ
ろ
ろ
打
つ

ほ
ろ
ろ
じ
ゃ
あ
る
ま
い
傘
で
あ
ろ

恥
は
川
余
越
役
余

選
後
の
土
内
に
川
も
ろ
う
た

一
に
鋭
合
二
に
鋭
三
に
子
供
に
引
も
ろ
て

北
は
も
ろ
た
が
ま
だ
く
け
ん

く
け
て
結
ん
で
花
折
に

一
本
折
つ
て
は
版
に
さ
し

一
一
本
折
っ
て
お

T
に
持
ち

一
本
折
る
川
川
に
け
が
く
れ
て

あ
ん
な
小
川
に
山
ろ
か

こ
ん
な
小
川
に，
川
ろ
か

あ
ん
な
小
川
は
山
川

乙
ん
な
小
山
ぱ
γ
日
日
(
行
銘
)

あ
ん
な
小
川
に
山
首
い
て

こ
ん
な
小
川
に
，
川
っ
て

あ
か
と
今
起
き
て
笠
見
れ
ば

花
の
よ
う
な
広
郎
さ
ん
が

紫
而
下
に
そ
え
て

-

J

は
い
お
上
り
上
戸
さ
ん

は
い
お
上
り
卜
戸
さ
ん

肴
が
な
い
と
て
上
が
ら
ん
か

お
い
ら
の
所
の
肴
に
は

日
川
い
山
の
旬
、
低
い
山
の
ひ
く
の
ζ

じ
よ
り
じ
よ
り
川
の
あ
い
の
匂
…

ぴ
ん
と
は
ね
て
ほ
ご
の
魚

て

ま

り

別

(
そ
の
一
)

ば
ん
ば
ら
や
ぱ
ん
ぱ
ら
や

ぱ
ん
ぱ
ら
い州
政
の
お
仰
さ
ん

明
日
ぱ
と
う
か
ら
お
嫁
り
お
嫁
り

さ
ん
ら
ん
ど
ん
す
を
打
ち
か
け
て

ほ
ろ
り
ほ
ろ
り
と
泣
か
し
ゃ
ん
す

川
が
か
な
し
ゅ
て
泊
か
し
ゃ
ん
す

わ
し
が
必
の

T
必
は

じ

つ
八
つ
か
ら
令
刷
り
に

一
h
-
H
N
つ
で
も
状
が
米
ん

-~ 529 ~ 



二
年
待
っ
て
も
状
が
来
ん

三
年
振
り
に
状
が
来
て

状
の
上
書
何
と
読
む

隣
の
お
ば
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
お

隣
の
お
ば
さ
ん
回
が
み
え
ん

向
え
の
お
ば
さ
ん
読
ん
で
も
ら
お

向
え
の
お
ば
さ
ん
留
守
じ
ゃ
い
な

て

ま

り

唄

(

其

の

三

)

向
い
の
山
か
ら
猿
が
三
匹
と
ん
で
来
て

先
の
猿
も
も
の
知
ら
ず

後
の
政
も
も
の
知
ら
ず

一
番
中
の
小
波
奴
が
ょ
う
も
の
知
っ
て

も
の
知
り
川
へ
と
び
乙
ん
で

あ
い
を
一
匹
抑
え
て

下
で
取
る
も
可
愛
し

足
で
取
る
も
可
愛
し

お
寺
い
よ
っ

て
絹
糸
を
か
つ
て
来
て

釣
っ
て
釣
っ
て
釣
り
あ
げ
て

洗
い
川
で
洗
う
て
、
ゆ
す
ぎ
川
で
ゆ
す
い
で

狙
仮
に
の
せ
て
ち
ゃ
っ
き
り
乙
っ
き
り
切
っ
て

大
黒
さ
ん
に

一
切
れ

お
ま
ん
に
円
ん
ら
ん

油
買
に
や
っ
た
ら

お
夷
さ
ん
に
も
一
切

油
買
切
っ
て
ね
ぷ
ら
そ

納
屋
の
か
ど
で

泊
一
到
す
て
て
犬
が
ね
ぶ
っ
て
候

そ
の
犬
ど
し
た
打
ち
殺
し
て
候

そ
の
皮
ど
し

た

太

鼓
に
張
っ
て
候

そ
の
太
鼓
ど
し
た

タ
ベ
の
踊
り
子
が
た
た
き
破
っ
て
峡

そ
の
破
れ
と
し
た
灰
に
焼
い
て
候

そ
の
灰
と
し
た
、
う
り
に
鐙
い
て
似

て

ま

り
唄
(
件
以
の
凶
)

さ
ぬ
き
し
ら
か
た
お
扉
風
が
捕
に

お
日
前
風
が
怖
に
も
地
蔵
さ
ん
が
陀
り

地
蔵
さ
ん
詣
も
か
ず
か
ず
あ
れ
ど

数
の
中
に
も
良
い
娘
が
一
人

良
い
娘
ど
こ
の
娘
ぞ
つ
れ
衆
に
き
け
ば

東
し
ら
方
お
庄
屋
の
娘

川
が
ニ
イ
三
、
妹
が
二
十

(
そ
の
五
)
あ
ん
た
方
何
処
さ

あ
ん
た
か
た
ど
と
さ
肥
後
さ

肥
後
何
処
さ
熊
本
さ

熊
本
何
処
さ

仙
波
さ

仙
波
山
に
は

大
き
な
狙
が
お
っ
て
さ

そ
れ
を
猟
附
が
鉄
砲
で
う
っ
て
さ

煮
て
さ
焼
い
て
さ
菜
の
禁
で
チ
ヨ
ン

~ 530 ~ 



ひ
い
ふ
う
み

い
よ
う
お
い
つ
む
う

な
な
ゃ
あ
・

(
繰
り
返
す
)

(
仕
(
の
ム
ハ
)

一
本
自
に
は
池
の
松
チ
ト
チ
ン

リ
ン

一一
本
自
に
は
庇
の
必
チ
ト
チ
ン
リ
ン

ご↑
本
討
に
は
さ
が
り
松
チ
ト
チ
ン
リ
ン

川
本
自
に
は
し
が
の
松
チ
ト
チ
ン
リ
ン

五
本
自
に
は
引
業
の
松
チ
ト
チ
ン
リ
ン

六
つ
昔
の
高
砂
の
必
チ
ト
チ
ン
リ
ン

七
本
自
に
は
悦
子
松
チ
ト
チ
ン

リ
ン

八
本
自
に
は
浜
の
松
チ
卜
チ
ン
リ
ン

九
つ
小
川
似
を
防
相
え
な
ら
ベ
チ
ト
チ
ン
リ
ン

ー
は
と
よ
悶
伊
勢
の
必
チ
ト
チ
ン
リ
ン

-

般

仕
引
の
山
同
に
又
は
仕
事
を
仕
乍
ら
に
良
い
声
で
う
た
う
。

川
郊
に
泊
'uk

の
町

で
も
小
唄
の

一
つ
位
は
唄
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

ヘ
泌
を
の
ん
だ
か
み
山
の
つ
つ
じ

出
は
の
ま
ん
に
色
が
出
た

ヘ
沖
の
附
い
の
に
白
帆
が
見
え
る

あ
れ
は
紀
の
国
密
相
船

密
州
刊
船
な
ら
お
急
ぎ
な
さ
い

あ
し
た
密
柑
の
市
が
立
つ

歌

ぺ
辛
苦
ι

川
田
に
今
朝
結
う
た
震
を

殿
花
見
せ
ず
に
そ
そ
か
し
た

ぺ一
両
い
山
か
ら
谷
底
見
れ
ば

爪
が
三
味
ひ
く

茄
子
が
出
る

中
で
南
爪
が
花
踊

ヘ
長
い
か
ず
ら
じ
ゃ

ま
さ
き
の
か
ず
ら

ほ
う
は
ほ
う
じ
ょ
に

板
は
し
ん
ま
ち
に

花
は
お
江
戸
の

城
に
さ
く

品、
き
じ
の
め
鳥
す
す
き
の
も
と
に

股
が
悠
し
ゅ
て
ホ
ロ
ロ
打
つ

ヘ
道
後
通
い
す
り
や
雪
降
り
か
か
る

も
と
り
や
妻
子
が
泣
き
か
か
る

ヘ
つ
つ
じ
つ
ば
き
は
青
山
照
ら
す

大
阪
女
郎
は
町
て
ら
す

~ 531 ~ 

N¥ 

さおお
らささ
りささ
と でん
さおば
さろい
でせな地
お
ろ
せ

田

歌



も

み

す

り

唄

ヘ
と
ろ
り
と
ろ
り
と
旭
る
は
淀
の

よ
と
の
川
瀬
の
水
点

ヘ
川
の
川
山
本
で
木
挽
を
川
中り
っ
て

花
の
椛
は
山
小
川
で

ヘ
州
条
さ
ん
か
や
小
一
松
の
般
か

約
の
も
も
か
や
だ
を
ふ
か
す

一
円
μ
1川
の
川市
ち
九
日
い
よ
り
も

川
被
の
山
戸
が
も
の
す
ザ
」
い

つ
れ
て
行
乙
ぞ
な
お
け
が
山
た
ら

伊
予
の
金
子
の
御
城
元
へ

ヘ
以
三
型
を
夜
で
越
す
時
に
や

親
に
や
丸
非
な
い
妻
恋
し
い

お
山
詣
が
千
羽
ケ
沌
で

山
況
を
さ
ば
い
て
こ
い
を
と
る

ヘ
太
山
寺
の
山
は

と
つ
か
ら
み
て
も
よ
く
わ
か
る

引
が
は
げ
て
総
に

7
士
、

2
IR

J
川
a
L佑
カ
川
町
押

n
R

O
〕

L
ー
は
つ
夜
の
一一一ケ
川
以
よ

市
に
チ
ラ
リ
と
見
た
ば
か
り

第
十
節

三
内
村
民
の
気
質

内
村
は
山
村
で
あ

っ
て
、
扉
風
を
立
て
畑
ら
し
た
よ
う
な
山
懐

に
、
三
判
五
判
と
散
居
し
て
、
山
紫
水
明
の
地
に
初
先
以
米
パ
生
活
を

し
て
米
た
。
僻
臥
の
地
に
は
、
文
化
の
風
は
遅
れ
勝
ち
で
あ
る
。
似

れ
や
こ
れ
や
で
、
気
質
の
上
に
影
響
が
あ
る
も
の
な
ら

い
ろ
い

ろ

に
与
え
ら
れ
る
。

け

長
所
と
忠
わ
れ
る
点

山

一
質
実
剛
健
で
あ
る
」
山

へ
行
っ
て
も
、
初
地
へ
出
て
も
、
川
行

を
越
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
稲

の
取
込
み
を
し
て
も
、
草
を
刈
っ
て
も

加
の
上
、
と
い
う
よ
う
に
肉
体
的
の
辛
古
は
、
困
難
に
耐
え
て
ゆ

く
忍
耐
心
を
養
成
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
文
化
に
遠
ざ
か

っ

~532~ 

て
い
て
初
先
か
ら
受
け
つ
い
だ
倹
素
の
気
風
は
、
伝
統
一
と
パ
っ
て

も
よ
い
。

間
1

進
収
的

一
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
人
毎
に

と
は
一一一
一
口
わ
ぬ
が
、
比
較

的
そ
ん
な
人
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
ん
な
不
川
氏
な
片
い

な
か
に
一
生
を
杓
ち
来
て
る
事
は
、
本
志
な
ら
ず
と
す
る
人
も
あ

っ
て
、
案
外
学
界
、
実
業
界
等
に
進
出
す
る
も
の
も
あ
る
。

で
あ
る
。

同

一純
朴
で
正
直
し

長
世
の
胤
が
当
り
刻
い
か
ら
か

温
和
篤
実
で
人
情
味
が
円
か
で

あ
る
。

凶

一
業
務
に
勤
勉
」
で
あ
る
。

一
μ
に
一
=
口
っ

て

よ
く
働
く
。
男
と



一一日
わ
ず
、
女
と
-一一一μ
わ
ず
働
く
こ

と
に
山
内
い
て
は
、

あ
る
。

ー削
引
は
朝
日
、
孜
は
孜
尼
」
と
云
う
が
良
く
働
く
。

恐
ろ
し
い
枕
で

け

短
所
と
忠
わ
れ
る
点

川

「
僻
見
」
な
所
が
あ
る
。

「井
の
中
の
畦
」
と
言
つ

て
は
三一口
い
過

事
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
狭
量
僻
見
と
な
る
。

ぎ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
多
く
は

「
惜
の
前
部
し
の
生
活
は
、
自
分
の

凶

ぺ
相
川
判
で
仙
一
風
流

一

生
活
に
余
硲
が
乏
し
い

る
が
や
は
り
世
の
文
化
に
述
ぎ
か
っ
て
い
る
関
係
だ
ろ
う
。
近
付

か
ら
と
も
川
え

れ
て
行
く
事
だ
か
ら
、

は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
発
達
で
、
迫
々
と
文
化
的
な
教
養
も
川
わ

し、
O 

取
立
て
さ
一日
う
べ
き
程
の
事
で
も
あ
る
ま

第

早ー

各

都

団

体

知
一
節

ぃ訂
業
関
係
団
休

一
、
三
内
村
農
業
協
同
組
合

時
代
の
移
り
は
川
の
流
れ
と
も
言
い
得
ょ
う
か
、

は
育
つ
樹
木
に
例
え
ら
れ
も
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
内
農
協

叉
組
織
の
歩
み

ム
ー
ハ
の
姿
の
小
に
は
、
叫m
洲
大
戦
後
の
経
済
恐
慌
下
に
創
立
し
て

附
和
初
期
の
農
村
不
況
を
切
れ
ぬ
け
、
大
東
市
戦
争
の
大
制
の
小
で

は
人
員
物
資
の
不
足
に
胤
了
え
、
終
戦
後
は
有
山
〈
ぃ
令
官
有
の
大
変
革
に

順
応
し
、
町
村
合
側
に
よ
っ
て
出
川
地
区
を
包
含
す
る
に
至
っ
た
と

と
な
と、

幾
多
の
迂
余
山
折
が
反
射
鏡
と
な
っ
て
服
し
て
い
る
の
で

あ
る
。それ

は
一
水
位
え
に
も
似
て
三
改
名
称
が
変
っ
て
い
る
こ
と
に
も
う

か
が
え
る
。
岐
初
は
沌
業
組
合
と
し
て
の

三
内
村
伝
川
防
自
販
売
生

陀
(
一
件
後
に
生
産
を
利
用
と
変
山
に
し
た
)
組
合
と
呼
び

そ
れ
が

国
の
呉
市
政
治
体
制
に
従
っ
て
、

へ
知
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
)

~ 533~ 

内
村
農
業
会
と
変
り
、
続
い
て
劃
期
的
な
法
伴
の
も
と
に

キ|

農
業
協
同
組
合
(
川
村
合
側
後
は
川
内
町
三
内
農
業
協
同
組
合
)
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
胤
勺
四
十
年
の
歩
み
は
取
り
も
白
さ
ず
、

を

と
し
て
育

っ
て
米
た
樹
木
の
盗
で
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
の

q
輸
の
跡

よ
く
も
こ

L
ま
で
生
長
し
て
来
ら
れ
た
も
の
だ

を
吋
ね
て
見
る
と
、

と
思
わ
れ
る
。
創
立
後

U
浅
く
し
て
極
度
の
資
金
郊
に
陥
り
、
時
の

盟
事
者
は
鳩
首
協
議
八
方
金
策
に
奔
走
し
て
よ
う
や
く
窮
地
を
脱
し

た
こ
と
も
あ
り

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
米
側
大
暴
落
の
余
波
を
受
け

た
刊
に
は
、
売
掛
金
の
焦
げ
付
さ
を
小
川
劫
役
員
が

一
週
間
の
余
も
泊



り
込
み
で
回
収
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

大
東
亜
戦
争
に
突
入
し
て
か
ら
は
配
給
制
度
に
な
り
、

つ
e

つ
い
て

米
麦
甘
詰
の
供
出
が
始
ま
り
、
組
合
の
運
営
も
次
第
に
複
雑
化
し
て

き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
辛
い
景
気
の
上
昇
は
組
合
の
経
済
的
基
撚
を

作
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
戦
後
占
領
政
策
に
よ
る
日
本
農
民
の
民
主
化

は

一
方
で
農
地
改
革
が
行
わ
れ
、
他
方
で
農
業
会
が
農
業
協
同
組

合
に
脱
皮
し
た
の
で
あ
る
。
苦
難
の
年
輪
、
順
調
な
年
輪
、
そ
の
積

み
重
ね
の
上
に
今
後
の
三
内
農
協
の
成
長
の
指
標
が
あ
る
。
今
そ
れ

を
年
代
順
に
た
ど
っ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

大
記
八
釘
ー
十
二
片
二
十
七
日
、
印
刷
合
設
立
の
許
可
が
あ
っ
た
。
事
務
所
を

三
内
村
大
字
則
之
内
乙
二
五
一
九
番
地
に
置
い
た
。
乙
の
番
地
は
現
在
保
免

の
悶
道
と
県
道
の
十
字
路
わ
き
に
あ
っ
た
昔
の
三
内
村
役
場
の
所
在
地
で
あ

る
が
、
実
際
の
事
務
所
は
一
ヶ
谷
花
の
下
の
民
家
を
借
り
て
業
務
を
開
始
し

た
、組
合
員
数
h
二
百
人
、
山
山
資
口
数
三
沢

O
U
口
二
口
十
円
で
あ
っ
た
。

初
代
役
員

削祉
事
、
近
脱
会
問
郎
組
合
長
|

(
問
原
)
、
問
、
近
総
』
久
凶
郎
1

専

務
|

(
狩
場
)
、
問
、
仲
町
末
太
郎
(
和
田
丸
)
、
問
、
佐
伯
忠
義
(
徳

士口
)
、
向
、
宇
和
川
利
太
郎
(
一
ヶ
谷
)
、
問
、
-
鋭
部
光
三
郎
(
立
国
田
)

同
、
佐
伯
幾
太
郎

(
高
田
)
、
問
、
近
様
変
次
(
川
東
)

監
事
、
渡
部
変
厳
(
和
田
丸
)
、
同
、
東
山
辛
口
(
井
内
)
、
問
、
近
版

円
十
郎
(
狩
場
)

大
正
十
年
九
月
二
十
円
日

事
務
所
を
川
上
村
大
字
南
方
三
十
一
器
地
花
移

し
た
。

ζ

の
土
地
は
法
界
門
橋
北
結
の
個
所
で
こ
の
地
で
昭
和
十
年
ま
で

の
十
五
年
間
経
営
し
た
。

大
正
十
二
年
農
業
倉
庫
(
現
在
事
務
所
前
の
第
一
倉
庫
)
を
建
築
し
た
。

乙
の
倉
庫
建
築
で
は
大
正
十
年
の
総
会
で
位
置
問
題
で
議
論
沸
騰
、
採
決

を
取
っ
た
が
臨
時
総
会
を
聞
い
て
決
定
し
た
。

大
4
十
五
年
五
凡
二
十
九
日
従
た
る
事
，
M
引
所
を
河
之
内
品
目
回
叩
四
九
工
ハ

番
地
に
設
置
し
た
。

ζ

の
腕
員
事
業
の
拡
張
は
後
日
組
合
巡
引
に
大
き
な

癌
と
な
っ
た
。

附
和
四
年
二
月
二
十
四
日
総
会
の
決
議
で
河
之
内
事
務
所
を
廃
止
し
た
。

理
事
四
名
増
員
十
三
名
と
な
る
。

昭
和
六
年
理
事
を
十
六
名
に
、
監
事
を
五
名
に
増
員
し
た
。

附
和
七
年
六
月
一
日
理
事
渡
部
愛
蔵
、
つ
づ
い
て
同
月
十
九
日
舵
事
近
藤

円
十
郎
死
亡
し
た
。

附
和
八
年
ー
井
内
作
業
場
を
建
築
し
た
。
理
事
増
員
十
九
名
と
な
る
。

附
和
十
年
三
月
十
三
日
事
，
務
所
を
現
在
地
(
大
字
則
之
内
思
宝
叩
二
八

O

O
悉
地
)
に
移
し
た
。

M
m
和
十

一
年
利
用
部
(
結
穀
所
)
を
設
置
し
た
。

附
和
寸
二
伍
米
殺
向
治
特
別
比
法
の
脱
定
に
よ
り
組
合
の
事
業
に
米
殺
統
制

業
務
を
加
え
た
。
組
織
を
有
限
ぷ
任
か
ら
保
一
自
立
任
に
変
更
し
た
。
役
員

数
理
事
七
名
、
政
孝
三
名
と
な
る
。

迎
士
事
近
一
勝
金
四
郎
組
合
長
(
問
屋
)
、
問
、
竹
内
茂
助
|
専
務
|

(
徳
吉
)
、
問
、
近
藤
義
清
(
則
之
内
)
、
同
、
渡
部
悌
放
(
和
田
丸
)

問
、
仲
野
市
T.h
郎
(
和
田
丸
)
、
問
、
官
肝
州
次
郎
(
井
内
)
、
問
、

有
野
喜
惣
衛
(
井
内
)
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政
事
、
行
川
削
除
太
(
引
川
内
)
、
同
、
川
野
恒
灯

(則
之
内
)
、
問
、
近

朕
邸
(
日山
川
)

問
和
十
三
作
事
務
所
一
災

へ
肥
料
合
昨
を
建
築
し
た
。
，H
動
中
利
用
車
業
を

開
始
し
た。

昭
和
十
四
年
事
務
所
西
側
へ
肥
料
倉
庫
、
会
議
室
を
建
築
し
た
。
こ
の
頃

よ
り
物
仙
次
第
に
上
昇
、
組
合
の
経
済
的
基
撚
強
化
さ
る
。

昭
和
十
六
作
組
合
東
倉
庫
(
第
二
倉
庫
)
を
建
築
し
た
。

ζ

の
年
↑
二
月

大
東
班
戦
争
に
入
り
、
応
召
打
続
出
、
総
員
の
交
林
地
内
く
な
る。

昭
和
十
九
年
間
川
十
三
日

組

織

を
三
内
村
山
業
会
に
変
更
し
た
。

山
資

n

数
三一

八
円

μ
、

一
口
十
川
、
役
員
は
会
長
副
会
長
の
他
政
事
七
人
、
院

事
三
人
が
則
自疋
で
あ
っ
た
。

会
長
、
竹
内
戊
助
(
徳
吉
)
、
副
会
長
、
仲
町
W
T

h

郎

(和
田
丸
)
、

理
事
、
東
山互
口
(
引
内
)
、
岡
、
菅
野
唯
次
郎
(
井
内
)
、
問
、
回
引

一
十
郎
(
和
田
丸
)
、
問
、
高
岡
富
栄

(
永
野
)
、
問
、
近
藤
伍
丈
(
什

掛川
)
、
同
、
古
川
判
京
塀
(
狩
場
)
、
問
、
渡
部
正
常

(
土
谷
)

院
予
、
一山
町
川
勝
太

(井
内
)
、
問
、
日
町
恒
好
(
川
之
内
)
、
問
、
三

川
東
(
土

UG

m和
二
十
年
八
バ
」|
五
日
大
東
即
戦
争
終
結
、
占
領
政
策
下
に
入
り
貯
会

封
鎖
、
新
門
切
換
な
ど
の
慌
し
い
状
勢
の
中
で
金
融
機
関
と
し
て
の
事
務

に
忙
殺
さ
れ
た
。

間
利
二
十
三
日
叫
凶
バ
三
十
日

三

内
村
山
民
業
協
同
組
合
と

し

て
再
発
足
し

た
。
解
放
し
た
三
内
村
山
業
会
の
精
算
事
務
は
こ
の
年
の
八
月
十
五
日
完

了
し
た
。

出
資
口
数
六

O
六
口

一
口
三
O
O円
、
出
資
払
込
総
額
一
八
一

、
八

。
。
川
。
役
員
数
盟
事
九
名
、
監
事
三
名
。

盟
事
、
武
利
巡
|
組
合
長

l
(、
水
貯
)
、
問
、
山
川久
車
夫
|
羽
務
|
(惣

岡
谷
)
、
問
、

大
筏
陥
市

(
引
内
)
、
問
、
近
版
制
見
(
日
品
川
)
、
同

近
隊
安
、
水
(
問
毘
)
、
同
、
近
藤
近

一
(北岡
田
)
、
問
、
佐
伯
パ
市
(
一

ヶ
谷
)
、
問
、
近
藤
隼
一
(
狩
場
)
、
岡
野
口
元
(
井
内
)

民
事
、
回
引

一
十
郎

(和
田
丸
)
、
問
、
日
野
恒
好
(
則
之
内
)
、
間

近
繰
間
以
(
け
浦
)

附
和
三
J
l

作
パ
バ
十
一
h
け

やれ
称
を
川
内
村
山
業

協

同
組
合
と
変
史
し

た
。
附
和
三
卜

一
作
学
校
給
食
が
始
ま
り
製
パ

ン
工
助
を
設
置
し
た
。

附
和
三
J
l

ニ
飢
七
バ
二
J
l

九
H

b引
称
を
川
内
町
三
内
州
以
来
協
同
組
合
と
変

直
し
、
地
M

い
を
川
内
町
大
字
河
之
内
、
大
字
則
ノ
」
内
、
大
字
川
内
、
大
字

掛川
川、

大
字
明
河
と
変
更
し
た
。

昭
和
三
十
三
年

第

一
倉
庫
を
修
繕
し
、
井
内
倉
庫
は
不
通
絡
に
つ
き
廃
止

し
た
。
現
在
の
役
員
京
の
通
り
で
あ
る
。

政
明
、仙川
町
正
策

l
飢
A
H
H

長
|

(和
問
丸
)
、
同
小
企

正
一
1

引
'
併

(
L
爪
肝
)
、
同
、
辺
泌
初
見
(
日
州
)
、
問
、
近
雌
袋
附

(則
之
内
)

岡
、
八
木
孝
之
(
引
内
)
、
同
字
和
川
恒
行
(
則
之
内
)
、
問
、
佐
伯

灯
見
(
惣
田
谷
)
、
向
、
背
中
心
志
(
保
免
)
、
問
、
村
上
倖
美

(
問
尿
)

監
事
武
智
進
(
永
野
)
、
問
、
近山勝
環
(
日
浦
)、
問
、
日
野
恒
好
(
則

之
内
)

際
代
州
制
AmH

長

可
刈
」寸寸
ー
ゴ
1
「
d
lJ
1l剛

一
初

代

一
近
藤
金
凹
郎

一
大

ι九
年

t
大
正
十
一
年
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仲
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一
一附和一
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ト
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一

三
内
農
協
経
営
内
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附
和
一二
l
l
同
作

二
川
羽
化
)

ね
助
役
目
二
名
(
印
刷
A
H
長
官
寸

2M)
、
非
常
勤
役
員
|
名
(
川
町
平
七
名
、
昨肌

山ド
三
中
日
)
、
人ペム
リ
ベ
ペ
川
山
山
納
郎
(
児
子

一
%
、
女
子

↑取
れ)
、
指
持
制
(
以
内
凶
技

術

μ
一b
h
)

、
代
ハ
付
部
(
専
務
判
当
)
、
川
令

-m
(川刈
子
-
h
v
l

、
友
子
二
%
)

帥
川
辺
部
(
児
子
二
名
、
女
子
一
名
)
、
版
記
念
応
郎
)
弘
子

一
%
、
久
子

一

名
)
、
山
川
'
仕
切
化
ハ
，
折
郎
(
女
子

一
%
)
、
製
造
郎
(
ぃ
下
，
M
川
山
子

中打
、
引
切
mN

f
一
名
、
久
子
問
中
山
)
、
利
用
部
(
粘
米

一
名
、
自
動
小

一
中
心
。
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昭
和
一
|
円
心

一
八
末
現
花
山
協
共
済
契
約山川

仙

明

記

片

的

h
ご
、
(

1

7

(

い
、

o
f
rし
川

命

的

九

、
八

f
u、
J
1ノ乙
川

八

、
八
(いっ
、
つ
の
つ
川

人
川

/
 P

E
S

、
1
1ノ

『且1
5立

業

ん'マ
ペJ之

京
北
の
秋
山
以
に
は
老
山
一
周
J

引
川
川
紀
之
助
翁
が
明
治

二
十
竹
代
に

削
始
さ
れ
た
粁
川
火
換
会

(
A
f
け
の
出
業
代
小
)

が
辿
制
七
十
刊
の
服

ル
〈
を
以
っ
て
、
様
、大
に
行
わ
れ
て
い
る
と
一玄
う
が
、
本
山
に
於
て
も

以
後
こ
の
行
事
が
川
慨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
内
地
似
で
は
良
川
問
主

似
の
も
と
に
七

八
山
川
以
前
よ
り

一
治
陀
品
川
会
を

j
州
と
し
た
出

業
祭
を
何
年
間
航
し
て
い
る
。
そ
し
て
逐
介

機

大

に

赴
き
つ
tA

あ

る

一
つ
は
農
業
者
の
慰
安
と
な
り
、

一
つ
は
産
業
開
発
の
動
機
と

な
る
こ

と
と
し
て
期
待
が
得
せ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
三
内
村
森
林
組
合

内
村
森
林
組
合
は

昭
和
十
六

q
九
川
二
十
六

ハ

に

設

立

し

た
。
当
時
の
名
称
は
、
迫
補
責
任
三
内
村
森
林
組
合
と
称
え
、
川
和

十
六
作
十
川
一
日
岐
部
悌
蔵
が
初
代
組
合
長
に
就
任
し
た
。
地
域
は

内
村
人
l
地
区

(
井
内

則
之
内
、
河
之
内
)
で
あ
っ
て
、
組
合
員

六
八
二
名
を
も
っ

て
組
織
し
た
。
事
務
所
は
三
内
村
診
療
所
の
一
本
φ

を
充
て
、
職
け
は
は
組
合
長
以
下
五
名
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
は
木
材
伐

採
、
搬
出
、
造
林
、林
道
の
改
修
等
の
繁
雑
極
ま
る
事
務
に
当
っ
た
。

川
利

二
十
一
竹
三
川
本
務
所
を
三
内
村
役
場
前
の
式
道
場
に

ww
し

た
。昭

和
二
十
二
伴
学
制
改
革
に
よ
り

村
会
の
議
決
を
経
て
安
同
寺

境
内
に
三
内
小
学
校
を
新
築
す
る
出
つ
と
な
り
、
附
利
二
十
三
付
十
二

川
ト
人
宇
則
之
内
乙
二
五

O
六
器
地
ノ

(
現
在
の
地
)
に
製
材
仁
出

を
設
置
し
て
、
学
校
建
築
材
を
製
材
す
る
外
、
組
合
員
の
製
材
加
ド

心
事
業
を
初
め
た
。

終
戦
前
後
、
ふ
れ
問
的
に
森
林
の
市
伏
が
行
わ
れ
た
た
め
、

h-々
絞

お
そ

く
水
窓
口
を
風
れ
、
政
目制
は
逐
に
森
林
に
闘
す
る
法
本
的
な
、
森
林
け
叶
川

勺

r'ziv 
F
h
J
V
 

州
以
び
森
林
所
有
者
の
協
同
組
織
の
制
度
を
定
め
て
、
森
林
の
保
仔

小
川
義
を
計
り
、
森
林
の
生
起
力
を
附
進
し
て
、

国
士
の
似
ふ
れ
と
同
以

の
経
済
の
発
川肢
を
目
的
と
し
て
、
附
利
二
十
六
介
八
八
森
林
法
の
改

正
を
行
い
、
組
合
の
組
織
変
更
が
行
わ
れ
た
。
か
く
て
同
作
九
バ
二

十
八
日
に
、
臨
時
総
会
を
聞
い
て
、
新
法
に
よ
る
組
合
が
ぷ
立
さ
れ

て
三
内
森
林
組
合
と
改
称
せ
ら
れ
た
。

北(後
、
川
和
二
八
作
十
二

A-1-場
に
隣
接
し
て
事
務
所
木
造
二
階

位
二
七
坪
二
五
を
辿
築
し
、
一見
に

一ム
川
拐
を
刑
築
拡
仮
し
て
、
肘
付
制
ム
U

車
付
製
材
機
を
似
付
け
、
組
合
員
の
木
材

-h給
加
ドム
に
備
え
て
お
る
。



昭
和
三
十
一
年
九
月
、
周
桑
郡
中
川
町
、
滑
川
地
区
の
合
併
編
入

に
よ
り
、
森
林
而
積
一
千
三
百
余
町
歩
と
組
合
員
四
七
名
の
加
入
あ

り
て
、
現
在
組
合
員
五
七

一
名
、
出
資
口
数
九
、
↓t

、
司
、
司
、
「」
、ねい
」窓同

ノ

ノ

ノ

!

』

l
己
p
p

総
額
は
九
八
八
、

0
0
0円
を
有
す
る
こ

と
と
な

っ
た
。

歴
代
の
組
合
長
、
地
区
内
の
森
林
面
積
、
蓄
積
林
道
の
延
長
、
伐

採
及
び
植
栽
林
産
物
の
生
産
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

府
代
組
合
長
と
就
任
期
間

組

合

長

名

一
就
任
鉱
山
月
日
一

波

部

悌

政

一

昭

和

一六
・
一0
・
二

昭
和一八
・
子
山

一

近

藤

金

凹

郎

一
昭
和
一八・

=一
・
一O

一
昭
和
三
・
Z

・=一二

寸

和

川

一一

附
和
三
・
六
・
二

昭

和
ニニ
・
二
・=一C

一

大

注

陥

市

一
問
和
ニニ
・
士一
・
二

現

在

一
一
年
瓦
ケ
月

三
年
三
ヶ
月

一
年
六
ヶ
月

十
三
年
以
上

昼
下
ム
平
十
円
日

、
1
{
d
j

l

JYI 

閉

同

国

林
道
の
路
線
数
と
延
長

ィ、

木

馬

通

一
九
山
町
村

口
、
車

道

六

路

線

計

二

γι

同

年

間

伐
採
耐
積
と
石
数

ィ、

針

葉

樹

九

二

川

口、

広

葉

樹

三

二

町

同
年
間
柄
北
品
川
杭
と
樹
将

ィ、

す

ぎ

九

O
川

口
、
ひ

の

き

=

一

-h
町

内
年
間
林
必
物
生
産
数
量

イ

、

木

材

口
、
木

炭

、
、
r
I

ノ

引

菊

ニ

、

川
川

ホ
、
杉

三
七
、
0
0
0石

凹
抗
、
0
0
0依

二
、
0
0
0右

下川
、
ニ
O
O点

六
、

-h
O
0点

~ 538~ 

二
三
、
O
二
八
米

一二
、
六
九

一
米

三
一h
、
七

一
九
米

七
、
0
0
0石

て

0
0
0石

七
O
、
0
0
0本

o
h、
0
0
0本

皮材

三
、
三
内
村
農
業
委
員
会

今
の

「
農
業
委
員
会
」

の
前
は

「
農
地
委
員
会
」
で
あ
っ

て
、
11自

和
十
三
年
に
施
行
に
な
っ
た

「
農
地
調
整
法
」
に
よ
っ
て、

設
け
ら

れ
た
任
一意
設
置
の
機
関
で
、
村
長
会
長
と
な
り
、
知
事
の
選
任
し
た

名
誉
職
委
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
農
地
所
有
者
と、

刻
作
者
の
双

方
の
地
位
の
安
定
、
及
び
生
産
僧
強
、
農
村
経
済
吏
正
を
目
的
と
す



る
も
の
で
あ
る
が
尚
地
主
的
色
彩
の
濃
厚
な
諮
問
調
停
機
関
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

敗
戦
後
、
愈
々
農
地
改
革
の
実
践
段
階
に
至
っ
て

そ
の
中
心
と

な
っ
た
も
の
は
、
農
地
委
員
会
委
員
の
選
挙
で
あ
る
。
そ
の
他
成
は

小
作
代
表
五
名
、
地
主
代
表
三
名
、
自
作
代
表
二
名
と
云
う
風
に

階
出
代
表
か
ら
選
出
せ
ら
れ
て

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日

そ
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
訟
に
初
め
て

「
三
内
村
農
地
委

員
会

一
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
そ
の
事
務
を
開
始
し
た
が
、
今
ま
で

に
な
い
大
き
な
事
業
で
あ
る
し
、
外
部
の
圧
力
も
あ
っ
た
り
、
幾
多

の
同
州
知
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
四
年
八
月
に
、
第
二
回
の
農
地
委
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
農
地
改
革
進
行
後
の
農
民
の
階
附
柿
成
を
反

映
し
て
、
小
作
代
表
二
名
、
地
主
代
表
二
名
、
自
作
代
表
六
名
の
委

円
以
が
選
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
規
絞
な
農
地
解
放
が
一
段
落
を
つ
げ
て
農
地
改
革
か

ら
農
業
改
革

へ
と
、
発
展
し
て
昭
和
二
十
六
年
三
月
に

「
農
業
委
員

会
法
」
が
公
布
せ
ら
れ
、
由
民
地
委
員
会
は

「
三
内
村
農
業
委
員
会

と
改
組

昭
和
二
十
六
年
七
月
、
第
一
回
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

が
執
行
せ
ら
れ
て
、
選
挙
に
よ
る
十
五
名
の
委
員
と
、
村
長
の
選
任

し
た
五
名
の
委

μ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
更
に
昭
和
二
十
九
年
七

月

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
と
改
称
。

一
部
法
の
改
正
も

あ
っ
て
、
同
年
七
月
に
改
選
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
選
挙
に

よ
る
十
五
名
の
委
員
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
が
推
脱
し

た
委
員
、
放
び
村
議
会
の
推
脱
し
た
学
識
経
験
者
を
、
村
長
が
選
任

し
た
五
名
の
委
員
と
に
よ
っ
て
梢
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

村
農
業
委
員
会
の
事
業
は
、
由
民
地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ
っ
て
そ

の
権
限
に
属
し
た
農
地
の
利
用
調
後
、
自
作
曲
民
の
創
設
、
農
地
調
仲

等
の
仕
事
で
あ
る
。

四
、
三
内
農
協
婦
人
部

~ 539 ~ 

農
村
財
人
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
り
、
明
る
く
楽
し

い
止
活
を
打
ち
立
て
，
泣
い
と
、
庫
川
闘
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
J
l

l
 

q
利

二
十
七
作
に
ふ
L

図
的
農
協
婦
人
部
と
い
う
も
の
の
組
織
が
出
米
て
、

一
内
村
に
も
三
内
農
協
婦
人
部
が
結
成
せ
ら
れ
た
。
発
足
当
時
は

す
べ
て
婦
人
会
の
ま
L

で
、
活
動
も
極
め
て
低
調
で
あ
っ
た
が
全
国

農
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
か
ら
の
組
織
純
化
の
指
導
も
あ
っ
て
、
農

協
婦
人
部
と
は
、
良
川
制
婦
人
の
農
協
を
利
用
す
る
組
織
で
あ
り
、
文

こ
れ
に
協
力
す
る
婦
人
で
あ
る
事
の
認
識
が
は
っ
さ
り
す
る
よ

5
K

な
っ
た
。
ま
た
農
協
も
こ
れ
の
育
成
指
導
に
努
め
て
現
在
の
三
内
炭

協
同
人
部
が
で
き
た
。



そ
の
日
的
は
農
協
通
勤
を
推
進
実
践
す
る
自
主
的
な

向
上
心
的
な

農
村
婦
人

の
組
織
で
あ
っ

て
、
政
治
的
に
は
中
立
的
立
場
を
と
る
。

そ

の

綱

領

付

私
達
は
肢
村
知
人
の
使
命
を
'目
覚
し
、
教
必
を
一日
め
、
口
山
性
の
附
治
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

同

私
達
は
、
連
絡
を
特
に
し
、
団
結
の
力
に
よ
っ
て
、
引
公
的
経
済
的
地

位
の
向
上
を
問
り
、
農
村
婦
人
の
解
放
を
則
し
ま
し
ょ
う
。

日

私
逮
は
、

'H
主
協
同
の
精
神
に
基
き
出
村
山
仕
活
の
改
A
A
n
m此
化
を
促
進

し
、
進
ん
で
各
位
協
の
仙
人
!
な
る
発
達
に
均
U
J
し
、
什は
み
よ
い
民
か
な
山

村
を
建
設
し
ま
し
ょ
う
。

開
和
三
十
三
年
度
三
内
農
協
同
人
部
月
別

T
業
刈
両
表

努

h
H

日

以

他
凶
休
と
の
迎
絡
を
衝
に
す
る。

家
計
簿
の
日
山
一
般
と
、
生
活
の
計
剛
化
を
は
か
る
。

共
同
育
郎
を
行
い
、
家
庭
菜
園
の

A
画
を
た
て
る
0

7
1
ク
愛
用
及
び
民
協
利
用
。

片
山
・
民
地
悼
と
、
貯
諮
芯
欲
の
昂
附
向
。

三
内

位

協

婦

人

部

長

名

一

昭

和

二

七

年

J

附

和

二

九

年

一

間

和

三

O
符

l
附

和

三
一

年

一

附

和

三

二

年

l
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1:之 Yl i(r 府IMIJ 
ノ、
1-、

山 長

ヘ ル1-、 Jλ、

第
二
郎

社
会
教
育
関
係
団
体

三
内
村
婦
人
会

附
内
ー
間
仕

二
川
卜

一
H
に
発
会
式
を
挙
く
。

二
ハ
村
川
人
会
。

会
長
、
最
初
は
三
内
村
長
が
な
っ
た
。
述
中
小
学
校
長
が
就
汀
い

し
た
こ
と
も
あ
る。

各
支
郎
長
中
よ
り
互
選
選
山
す
る。

れ

村

の
学
議
経
験
抗
引

(
児
子
)
を
依
頼
し
た
。

山
附
則
を
選
ん
で
任
問
二
阿
或
は
=一
同
一位
附
人
の
修
必
ベ
川
向

上
の
九
の
議
時
を
は
同
っ
た
。
出
席
れ
は
E

ハ
|
中
れ
か
ら
五
円
二
卜
名

位
と
早
っ
。
そ
の
他
尚
歯
会
(
今
の
敬
之
会
)
の
子
伝
(
支
部

活
動
)

各
支
部
長
、
副
支
'
部
長
を
置
き
数
中
山
の
件
事
を
置
い
た
。

人

4A
の叩松山
'H
山
は
ふ
!
も
同
じ
く
古
川
刈
を
し
た
。
本
会
の
ん
は
役
以

梢
え
で
あ
っ
た
か
ら
わ
か
ら
な
い
が
、
支
部
で
は
勤
労
奉
仕
を

し
て
儲
か
の
収
入
を
の
た
が
尚
不
足
を
ル
生
じ
た
か
ら
各
'
叶
が
会

代
を

l
銭
か
ら

l
k
銭
位
拠
山
し
て
ま
か
な
っ
た
。

払
刊

2
0
a
d

、

Z
1
1
9
 

;定:¥ii 

支
那
事
変
が
起

っ
て
か
ら
は
、
婦
人
会
も
銃
後
の
設
り
に

つ
ま
、

大
そ
う
活
動
し
た
。
弾
除
け
(
千
人
針
)

の
作

成
、
応

M
JK八十
し
の
け見

送
り
、

(
役
以
前
ま
で
)
応
召
の
あ
っ
た
支
部
は
そ
の
位
向
に
、
仙は

川
を
会

か
ら
附
ソ
し
た
。

そ
の
他
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十
、
州
日
刊
参
じ
川

旬

川
一
一
日
、

-H
日
に
は
各
部
水
旬
、
氏
仲
村
に
於
け
ろ
山

知戸川(七
式
泌
長
久
、
戦
勝
祈
願
の
為
に
午
前
r
H
時
折
附
式
に
参
列
し
た
。

二
、
山川
守
家
族
へ

の
劫
労
本
仕
を
行
う
。

一一
、
阿
部
治
か
ら
-h
郎
治
を
Mm
切
っ
て
各
支
部
長
と
役
以
の
行
で
則
川
ヘ寸一
本
ー氾

へ
の
慰
問
を
し
た
。
的
か
ら
夕
方
ま
で
か
か
っ
た
。

支
部
長
は
山
本
の
仕
事
を
か
え
り
み
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
似

が

激
し
く
な
る
に
従

っ
て
、
国
防
婦
人
会
と
改
称
せ
ら
れ
、
帆
十

セ
ン

チ
仙
の
内

い
た
す
き
に
国
防
婦
人
会

と
染
め
ぬ

い
た
も

の
と
rl
い
エ

プ

ロ
ン
を
t
信
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
以
外
の
服
装
は
れ
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ

の
う
ち
に
モ
ン
ペ
姿
と
な

っ
た
。

続
い
て
竹
槍
訓
紙
、
町
内
一L
訓

練
、
防
ー
平
家
刷
、
等
も
指
導
さ
れ
た
。



昭
和
二
十
件
八
月
十
五
日
終
戦
の
詔
勅
下
る
や
、
一に
然
自
失
、
国

民
は
悲
歎
の
一
課
に
く
れ
た
。
け
れ
ど
も
せ
ん
術
も
な
く
、
終
戦
と
共

に
国
防
婦
人
会
も
消
え
て
行
っ
た
。

昭
和
二
十

一日ヰ
凹
月
富
久

νグ
の
尽
力
に

よ
り
三
内
村
女
性
会
を

作
る
。

昭
和
二

↑
年
l
二
三
4

昭
和
二
凶
年
l
二
六
年

昭
和
二
七
年
1
二
八
年

昭
和
二
八
年
l
三
O
年

富

久

ゲ

佐

伯

カ

ヲ

ル

成

能

フ

ミ

子

近

川

勝

訴

代

会会会会

長長長長

シ

昭
和
二
十
八
年
度
総
会
に
於
て
、
女
性
会
を
婦
人
会
と
名
称
変
更

の
決
議
を
な
し
、
こ
れ
よ
り
婦
人
会
と
云
う
。

民
主
政
治
下
の
婦
人
会
は
、
生
活
改
善
、
村
会
福
祉
事
業
、
公
明

選
挙
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
活
動
を
し
た
。
殊
に
教
育
の
面
に
於
て
は

婦
人
学
級
を
営
み
、
自
己
研
修
の
機
会
を
作
り
、
進
歩
向
上
の
見
る

べ
き
も
の
あ
り

昭
和
三
十
年
川
上
と
合
併
す
る
に
至
る
や
両
村
婦

人
会
融
和
を
第
一
目
標
に
か
L

げ
、
会
員
の
自
党
と
努
力
に

よ
り
今

自
の
川
内
町
婦
人
会
に
至
っ

た
。

二
、
=
一
内
村
青
年
団

以
前
青
年
の
娯
楽
機
関
と
し
て
、
一的
調
若
衆
組
な
る
も
の
各
部
落

に
組
織
せ
ら
れ
た

の
で
あ
っ

た
が
、
明
治
三
十
七
八
年
頃
に
そ
れ
が

車
同
年
夜
学
会
と
命
名
せ
ら
れ
て
夜
学
を
実
施
し、

各
部
落
の
学
識
あ

る
人
の
指
導
を
受
け
た
。
日
浦
の
近
藤
周
蔵
と
云
う
人
が
、
自
宅
の

門
長
屋
の
一
室
で
、
部
落
の
青
年
に
日
本
外
史
等
を
教
え
た
。
文
U
M

日
的
{
子
松
尾
、
後
立日
間
に
河
野
愉
義
と
云
う
退
役
将
校
(
陸
軍
少
佐
)

が
青
年
を
教
育
し
た
。
各
部
落
と
も
青
年
の
自
発
的
意
占
に

よ
っ
て

夜
学
会
を
聞
い
た
。
大
正
六
年
頃
に
至
っ
て
西
谷
、
東
谷
、
土
谷
青

年
会
と
な
り
、
断
ゃ
く
組
織
的
な
も
の
と
な
る
。
大
正
九
年
三
青
年

会
を
合
一

し
て
三
内
村
育
斗
聞
と
な
る
。

三
分
間
、

土
谷
)
十
八
支
聞
を
設
置
し
、
本
国
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(
東
谷
、
西
谷
、

の
事
務
所
を
役
場
内
に
、

分
団
事
務
所
を
各
小
学
校
に
設
け

同
11寺

に
会
長
を
青
年
凶
員
よ
り
互
選
し
、
全
く
自
治
的
に
経
営
す
る
事
と

な
り
、
村
よ
り

4
間
金
百
円
の
補
助
金
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

大
正
三
年
頃
よ
り
各
部
落
に
青
年
会
堂
が
建
設
せ
ら
れ
、
部
落
の

集
会
所
を
兼
ね
て
、
各
部
落
毎
に
自
費
を
以
て
建
築
し
た
も
の
で

東
谷
に
は
音
問
、

u州
、
狩
場
、
問
屋
、
西
谷
に
版
元
、
1
1
L
、

古
川
川
円
口
」
メ

保
免
、
則
之
内
、
永
野
と
順
次
建
築
せ
ら
れ
、
大
正
十
年
度
に
一
ケ

谷
、
同
十
一

年
度
に
徳
士
口
に
建
築
し
た
。

ま
た
、
大
正
九
年

「
三
内
村
処
女
会
」
と
云
う
も
の
設
置
せ
ら
れ

最
初
は
村
長
会
長
と
な

っ
た
。
や
が
て
、
三
内
第
一

処
女
会
、
第



処
女
会
、
第
三
処
女
会
と
名
づ
け
、
各
学
校
長
が
会
長
と
な
る
。
大

正
十
年
よ
り
村
賀
補
助
金
百
円
を
受
け
る
。
や
が
て
近
藤
嘉
代
会
長

と
な
り
、

h
w仰
の
比
仰
に
売
屈
を
出
し
た
事
も
あ
っ
た
。

そ
の
内
に
自
治
体
青
年
団
が
出
米
た
の
が
大
正
八
年
の
終
り
ご

ろ
、
初
代
の
凶
長
は
佐
伯

突
が
な
っ
た
。
目
作
文
庫
の
設
置
と
か

角
h
A
大
会
等
を
行
っ
て
順
調
に
発
展
、
や
が
て
男
女
青
年
国
は
合
流

し
て
、
処
女
会
は
解
消
し
た
。

昭
和
二
年
青
年
団
報

「
湖
」
を
発
行
、
其
の
後
機
関
紙

「
土

一
に

代
り
、
太
平
洋
戦
争
末
迄
刊
行
さ
れ
て
、
年
二
回
発
行
し
た
。

そ
の
刷
、
村
内
外
の
陸
上
競
技
に
出
場
し
た
り

昭
和
十
年
に
は

旧
役
場
前
に
武
道
場
を
設
け
、
柔
道
、
剣
道
の
似
習
を
行
っ
た
り

修
養
会
、
紙
成
会
、
寸同
山
叶
大
会
、
其
の
他
可
成
充
実
し
た
活
動
を
し

て
来
た
が
、
太
平
洋
戦
争
が
終
っ
て
一
応
終
止
符
を
打
つ

こ
と

に
な

っ
た
。

ざ
同

昭
和
二
十
一
年
敗
戦
の
虚
脱
状
態
か
ら
漸
ゃ
く
目
覚
め
た

村
男
女
物
A
門
商
年
国
は
、
再
発
足
せ
ん
も
の
と、

団
長
坂
本
重
福
、

日
野
哨
美
、
凶
口
竺
二

O
名
、
機
関
紙

「
若
葉
」
の
発
刊
、
法
ぴ
役

場
、
村
氏
、
卜
同
年
の
連
絡
機
関
紙
と
し
て

「
三
内
月
報
」
を
旬
月

5
1
:
-o
 

予
知

c
i
l」
J
h

や
が
て

民
主
的
青
年
活
動
は

レ
ク
リ
エ

l
ν
ヨ
ン
に
力
を
入

れ
、
演
芸
大
会
、
慰
問
、
盆
踊
等
を
年
数
回
も
聞
い
た
。
そ
の
他
ス

ポ

l
ッ
、
政
治
、
修
養
等
に
も
力
を
致
し
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
後
、
青
年
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
戦
争
敗
戦
の
反
動
的
、
白

暴
自
棄
的
な
思
似
行
動
は
、
出
上
の
残
惜
な
批
評
を
受
け
た
の
で
あ

っ
た
が

ク
ラ
ブ
活
動
及
青
年
学
級
の
自
律
的
学
習
成
果
は
、
漸
次

新
ら
し
い
育
作
活
動
の
息
吹
と
な
っ
て
、
昭
和
二
十
九
年
三
内
、
川

上
両
村
合
併
問
題
起
り
時
の
団
長
高
須
賀
義
則
も
、
合
併
委
員
の
一

人
と
し
て
溢
に
昭
和
三
十
年
四
月
を
も
っ
て

川
内
村
誕
生
、
絃
に
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川
内
村
山
円
年
凶
と
し
て
成
立
、
三
内
村
山
年
団
は

四
十
年

の
歴
史
を

伐
し
て
発
以
的
解
消
を
と
げ
た
。

第
三
節

宗
教
的
関
係
団
体

遺

族

.6. 

= 

附
和
十
二
句
支
那
事
変
が
勃
発
し
て
以
米
、
戦
争
が
拡
大
す
る
に

内

つ
れ
て

そ
の
被
害
も
甚
大
で
、
我
が
三
内
村
に
も
忠
男
な
る
応
召

兵
士
が
、
次
か
ら
次
へ
と
無

一=ロ
の
凱
続
を
し
た

の
で
あ
る
。

皇
国
の

為
と
は
言
え
、
人
生
花
の
盛
を
迎
え
た
二
十
代
三
十
代
の
若
人
が
、

朝
両
の
如
く
散
っ
て
逝
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
と
に
残
さ
れ
た
う
ら
若

き
妻
子
、
凶
必
愛
傑
品
C

州
制
比
弟
、
こ
れ
が
辿
族
で
あ
る
。
終
戦
ま
で
は



村
が
主
似
と
な
っ
て
行
う
た
村
葬
及
び
慰
霊
祭
、
こ
れ
が
銃
後
の
国

民
、
行
村
民
と
し
て

の
遺
族
に
対
す
る
せ
め
て
も
の
慰
安
の
行
事
で

あ
っ

た
の
だ
が
、
敗
戦
と
同
時
に
占
領
軍
指
令
に

よ
っ
て
迫
憾
な
が

ら
ど
う
し
ょ
う
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
む

戦
争
最
大

の
犠
牲
者
と
し
て

の
戦
妓
軍
人
の
治
族
は
従
来
国
家
か

ら
受
け
て
い
た
遺
族
扶
助
料
や
、
特
別
賜
金
等
の
支
給
は
停
止
せ
ら

れ
、
物
心
両
耐
に
一日
一る
恩
退
の
権
利
を
剥
奪
せ
ら
れ
て
、
戦
技
者
は

犬
化
川
線
の
倣
い
を
受
け
る
に
至
り

又
迫
族
は

H
陰
者
数
い
に
せ

ら
れ
、
国
家
社
会
か
ら
冷
眼
視
さ
れ
る
如
き
、
全
く
予
期
せ
ざ
る
状

況
に
な
り
、
遺
族
は
佐
然
自
失
意
気
鋪
沈
な
す
所
を
知
ら
ざ
る
有
様

と
な

っ
た
。

し
か
も
と
の
遺
族
の
中
に
は
、
杖
と
も
柱
と
も
頼
む
た

っ
た

一
人
の
愛
児
を
失
っ
た
者
や
、
二
人
も
三
人
も
の
一
家
の
若
者

を
失
っ

た
老
人
、
或
は
最
愛
の
夫
を
探
げ
て
何
人
も
の
遺
児
を
抱
え

明
日
の
生
一活
に
山
別
し
て

一
家
心
中
を
企
つ
る
者

文
は
山珂
を
昔
ω什

に
投
ず
る
者
、
自
暴
自
棄
遂
に
憤
死
す
る
者
の
続
出
す
る
如
き
状
態

と
な
っ
た
が
、
政
府
も
公
共
団
体
も
其
対
象
を
講
ず
る
事
な
く
、
占
領

下
に
於
け
る
社
会
事
象
と
し
て
、

や
む
を
得
さ
る
有
機
で
あ

っ
た
。

か
か
る
状
態
で
あ
っ

た
か
ら
、

遺
族
に
対
す
る
保
護
は
他
に
求
め

る
こ
と
は

で
き
な
い
。
遺
族
自
ら
が
道
を
如
い
て
相
互
に
扶
け
合
い

励
ま
し
合
っ
て
立
直
る
以
外
に
道
な
し
と
し
て
立
上
っ
た
の
が
三
内

村
逃
族
会
で
あ
っ
て
、
会
長
に

は
佐
伯
正
森
が
な
っ
た
。

愛
版
県
に
も
、
愛
版
県
迫
族
会
が
組
織
せ
ら
れ
、
会
員
相
り

の
以

助
、
慰
必
、
救
済
の
道
義
を
関
与己
、
文
化
教
化
の
昂
揚
、
日川
刊
の
江
川

日
夜
に
努
め
、
十
和
ハ
本
の
建
設
、
戦
争
放
菜
、
世
界
恒
久
平
和
の
的

立
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
む

三
内
村
辿
族
会
も
こ
の
主
旨
の
も
と、

旬
年
一
回
遺
族
総
会
を
山

い
て
活
動
を
し
て
い
る
。

内
村
と
し
て
は
追
放
会
に
対
し
て
は
深
き
理
解
と
協
力
を
勾
せ
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ベム、

(主
川
は
新
町
に
な
っ
て
川
上
地

μ造
る

， t~. 



ら
れ
村
長
旧
井
一
十
郎
、
大
知
哨
市
は
多
大

の
版
助
を
し
た
。
安
田

寺

山

市
の
小
山
小
川
燃

は
附
和

二
十
八
行
十
二
バ
イ
九
日
に
銭
ら
れ
た

の

で
あ
る
。

一
回
五
悠一小

昭
和
二
十
三
年
に
第
一
回
の
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い

る
。
勿
論
経
貨
は
辿
放
会
の
持
寄
り

小
川
賞
弁
償
)
を
本
体
と
す

る
け
れ
と
も
、
あ
る
刊
は
三
内
村
名
山
帯
よ
り
の
お
廷
鋭
的
な
寄
附

も

受
け
た
。
そ
し
て
安
国
寺

の
大
広
附
に
祭
・別.を
設
け
て
、

仏
式
に

よ
る
出
話
祭
を
あ
げ
た
。
一
雨
米
例
年
挙
行
し
続
け
て
お
る
。

小地
山
家
族
山
中
交
の
為
に
は
映
画
的
劇
浪
州
、
干いいJ
什川

等

を

似

し

て

米

た
。
川
和

二
十
六
斗
か
ら
は
一
般
の
寄
附
は
断
っ
た
。
そ
の
後
附
利

二
十
八
年
に

は
中
心
霊
塔
も
建
設
せ
ら
れ
た
り
、
村
の
協
力
も
あ
っ

て

ん
川
竹
山
小
、川悠
一小
は
執
行
し
て
い
る
。

護
国
神
社
の
復
興
」

7

J

1
l

a

A

A

一
J

」

l
J
4
4
」

A

、T1
7E

メ、
、A
t
j

ル
川
本
二

V1
a
z
t
|ノ二
T1
Jノ
E
a
T
叶|花『
H

大
刈
仁
川
吹
の
時
、
紋
の
壮
厳
立
派
な
る
受
媛
県
護
国
神
社
も
灰
峨
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
の

で
あ
る
。
元
は
県
相
護
国
神
社
と
し
て

川
県
貨
を

も
っ
て
維
持
し
て
来
た

の
で
あ
る
が
、
終
戦
後
は
神
社
神
道
の
以
本

的
改
革
に
よ
っ
て
、
護
国
神
社
も
県
の
手
を
離
れ
て
他
に
収
入
の
道

も
な
く
、
社
殿
の
復
興
も
い
谷
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
復
興
辿
築

に
は
近
藤
金
四
郎
、
中
川
敬
会
長
に
抗
さ
れ
て
、
愛
媛
県
の
靖
国
神
社

と
し
て

の
復
興
を
し
た
。
加
山
論
会
県
下
に
出
合
附
を
求
め
た
が
、
終
戦

後
川
む
似
的
に
も
協
h
バ
を
得
刻
く
、
同
人
は
古
川
刀
を
し
た
。
近
政
令
凶

郎
、
浅
野
金
次
郎
等
は
多
川
仙
の
寄
附
を
し
た
。

靖
国
神
村
参
祥
」

何
年
村
の
遺
族
四

五
名
程
皮
を
点
以
九

段
の
消
国
仲
村
参
い
刊
に
連
れ
て
行
っ
た
。
村
か
ら
も
多
少
の
旅
白
川

助
を
行
っ
て
米
た
が
、
附
利
二
十
九
山
つ
に
は
九
六
山
州
、

一
いい
川日

三
、

0
0
0川
見
、
合
計
金
三

O
万
円
を
村
か
ら
支
出
し
て
、
令
村

泣
(
本
版
妓
ら
ず
消
国
神
社
参
持
を
行
わ
し
め
た
。

第
三
郎

同
一(
の
他
の
団
体

R
d
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・

「
h
J
V

一
、
三
内
村
消
防
団

川
体
名
称

内
村
消
防
凶

内
村
役
場
に
山
く
ω

事
務
所

創
立
以
前
、
火
災
ぷ
知
等
日
州
市
の
際
は
部
落
民

は
勿
九
州
、
他

-m
HA川と

雌
も
制
限
の

ω
を
も
っ

て
い
ち
早
く
駈
け
つ
け
、
そ
の
防
除
に
当

つ

た
の
で
あ
る
が
、
ふ
ー
か
ら
考
え
る
と
龍
吐
水
の
一
挺
、
手
術
μ
刊
の
も

の
で
は
、
何
等
火
災
防
止
の
問
を
な
さ
な
い
。
せ
め
て
家
財
道
け
パを

山
す
位
が
関
の
山
、
住
我
が
無
か

っ
た
ら
iy
仇
の
事
で
あ
っ

た
。
折

角
大
勢
の
人
が
集
っ
て
も
子
を
快
い
て
傍
観
す
る
よ
り
外
仕
方
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

払
設
消
防
M
m

一
部
設
置



七

fn卜
公
一己
セ
トり
す
る
三
内
村
、
し
か
も
代
刀
家
以
が
大
半
を
l
H
め
る

三
内
村
に
消
防
設
備
の
皆
無
と
云
う
事
は
脚
か
ぷ
外
の
感
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
大
正

|
一
年
正
凡
三
内
村
村
氏
大
会
の
節
、
凶
谷
有
志
よ
り
消
防

凶
設
置
を
必
必
と
す
る
動
議
あ
り
、
各
部
孫
に
於
て
実
現
の

λ
画
を
す
る

事
と
な
っ
た
。

東
引
什
古
田
川
刊
は
人
一本
応
山
来
し
て
い
る
こ
と
と
、
た
ま
た
ま
狛
場
郎
総
に

け
川
火
京
の
あ
っ
た
一
下
に
か
ん
が
み
、
の
芯
相
河
川
ら
い
部
終
叫
ん
ト
竹
山
(
光
州

六
百
円
、
比
(
の
時
か
ら
約
円
十
句
前
雌
刊
川
栄
太
郎
治
に
説
い
て
造
林
し
た

る
山
)
を
売
却
し
、
之

ι立
日
間
郎
椛
内
の
み
の
均
附
を
の
て
大
ju
卜

-
竹

六
八
三

l
u
総
河
内
仲
村
前
に
発
会
式
を
挙
げ
た
。
こ
れ
が
そ
も
そ
も

・

内
村
の
私
設
消
防
凶
の
斡
矢
で
あ
る
。

消
防
倉
庫
、
ポ
ン
フ
、
只
の
他
附
属
品
、
乙
の
代
用
約

一
千
二
LH
川
和

政
佐
伯
幾
太
郎
、
消
防
千
四
十
瓦
名
。

乙
れ
よ
り
少
し
前
で
あ
っ
た
か
(
じ
録
不
明
)
日
山
知
に
も
消
防
相
帆
を

設
位
し
て
ね
以
の
い
川
火
山P
に
山
山
動
し
た
と
云
・つ
宇
で
あ
る
。

州
制
引
佐
々
木
山
八
郎
川
員
三
l

k
ゃれ

私
設
消
防
相
川
二
郎
利
成

諸
問
消
防
相
帆
設
置
に
刺
激
せ
ら
れ
た
る
村
民
は
日
(
の
必
裂
を
認
め

つ
つ

も
経
質
を
叫
す
る
事
で
早
川
必
に
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
中
川
刷
、

永

町

二

ケ

行
、
三
郎
H

併
の
の
志
に
よ
っ
て
第
二
郎
を
結
成
す
る
に
司会」
る。

部
長

H
町
刊
川
町
、
消
防
予
五
卜
h
名

私
設
消
防
制
第
三
郎
結
成

内
谷
川
ド

一
円
で
あ
る
。

郎

長

大

保

山
市

第
山
市
消
防
組
土
料
、
相
之
日
令
部
総

部
長

的日
我
部
山
田
誠

私
設
消
防
よ
り
公
設
消
防
に
移
り
た
る
時
期
は
不
注
で
あ
る
。

告

防

凶

附

和

十
四
年
三
月
時
局
の
波
請
に
よ
り
三
内
村
山
百件関
川
と
改

体
し
凶
長
は
村
長
近
十
勝
人
小
川
郎
兼
務
す
る
。

'
リ
治
消
防
凶
終
以
後
の
い
版
脱
状
態
は
、
ハ
然
的
に
町
内
防
川
解
散
と
な
り
約

二
ケ
れ
附
空

h
状
態
で
あ
っ
た
が
、
附
和
二
卜
二
年
八
川
に
劇
作
の
'
川
市

消
防
川
が
ぺ
れ
た
。
以
後
附
訓
な
点
品
川
肢
を
と
げ
た
。

凶
長
は
け
川
附
繁
市
、
公
選
に
よ
っ
て
就
刊
し
た
。

(
八
日
年
間
勤
仕
切
)

刈
凶
ド
ム
中
山
綱
刷
会
一
年
)
、
川
市
作
(
，
前
後
六
h
1
1
)

三
内
、
川

l
村
の
介
併
に
作
い
内
村
消
防
川
は
発
民
的
解
消
を
と
げ
て

川
内
村
消
防
川
が
作
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
叫
に
附
和
三

1
h叫
門
川
。
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二
、
三
内
東
谷
校

P
T
A

川
和

二
十
三
々
九
月
に
、

生
れ
た
。
敗
戦
後
と
り
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
で
、

三
内
東
谷
小
学
校

P
T
A
な
る
も
の
が

中
心
と
す
る
父
付
と
教
川
の
会
で
あ
る
。
本
校
で
は
既
に
大
正
十
五

1
1)
'
t

〆
一

リ
ノ
U
H斗
J

包

父
付
の
聞
で

勾
か
ら
第
一
校
下
教
育
振
興
会
な
る
も
の
が
出
来
て
い
て
、
学

校

と

墳

に

留
一志
協
力
し
て

其
教
育
効
果
を
高
め

ん
と
、
努
力
を
し
て

米
た
の
で
あ

る
が

P
T
A
が
出
米
る
に

及

ん
で
、
共

の

主

旨

説
明
等
に
学
校
側
が

倒
、
品
目
、
か
け
、
以
米

旧

米
の
教
育
振
興
会
の

活
動
の
上
に
新
ら
し

い
教
育
活
動

の
息

吹

を

加

え
、
着

々
と
目

党

し
い
仲
以
を
し
て

比
一
旦
の
教
育
の
為
の
諸
施
設
の
整
備
と
か
、
教

育

成

いマ。
。

大
正
十
五
年
三
川
、

一二
内

第

一

校

F
教
育
振
興
会
発
会
の
川
の
事

業
目
棋
を
見
る
と

h幼

3
、
学
校
参
制
の
仙

-A

6
、
校

F
男
女
l

門
少
竹
同
の
指
導
後
援

4
、
学
校
施
設
の
後
援

2
、
学
単
校
外
川
純
併

の
子
入

要
な
る
事
項

ー、

巡
姐
訓
話
出
設

士i

畑山

一
校
.
ト
教
育
似
興
会
及
び
P
T
A
の
以
前
凶
必
ア
業

の

東谷小学校 IJ，泳プ ーノレ

附
和
二

O
什

1111， 11!1大
和1t11 iI 

1-F. 1F. 11 

|川じ:!L

JJ JJ JJ 

附
利

一
-h
仔

一二

月

11!1 
利|

ノ¥

!I!1 11!1 
和利l

:lL 1 ¥. 
Al 匂

IJLj 1， 

JJ JJ 

IIg 11付 11!1 11{i 
型和利1 'til 

.=:: --0 0 
J~乙 '1 ' {! "1 

六一 二 六 三

月 )-J)J) J J J 

3長

5
、

叩
J

林

7

其
の
他
必

大

wι 

体
操
機
械
附
入

三
六

b
川

出
品
小
二

O
O本
新
調
、
御
大
山
県
中
市
祝
行
小h
'

決
d

ん

御
山
(
彩
奉
安
殿
建
設
、
同
窓
会
と
比
ハ
川

日
紀
二
六

O
O任
ぷ
念
事
業
と
し
て
学
林
へ
際

ム
円
七
火

ι創
川

H
l
A

冬
山
川
川
川
内
出
川
食
に
味
噌
汁
給
食
を
開
始

(
卒
業
他
疋
必
戊
孝
)
よ
り
グ
ラ
ン
ト
ピ
ア

ノ

、
I
=ョ

リ

ロ
川
出
川

取
れ
校
州
民
W
未
定
河
地
と
し
て
字
お
口
同
大
川
心
小
川

三
以
内
似
ト
三
歩
を
(
近
総
斗
的
内
川
附
)

大
東
山
叫
似
争
心
念
造
林
間
以
災
南

二

-万
ア
ー

ル

(近
川
勝
与
助
容
附
)

大
阪
朝
日
同
氏
学
校
児
議
h
「
六
名
集
川
政
山

と
し
て
来
校
極
々
山
話
を
し
た
。

山
校
γ
川
|
年
叫
念
式
に
協
刈

学
校
給
食
開
始
協
点
給
食
設
仙
関
川
川
出
供

用
水
池
兼
水
泳
9

ア
ー
ル
建
設
終
政
じ

O
万
円

JJ 

~ 547 ~ 



腔

代

の

会

長

初
め
は
学
校
長
が
な

っ
た
が
校
下
父
兄
代
表
と
し
て
佐
伯
恵
義
、

青

野
京
堺
、
f
f
和
川
恒

行
等
各
長
期
に
亘
り
努
力
し
た
。
現
会
長
は

竹
内
俊
夫
で
あ
る
。

全
校
児
-v

単
を
泳
げ
る
川
に
、
又
非
川
市
の
際
の
用
水
確
保
を
念
願
し

て
、
従
来
中
庭
に
あ
っ
た
溜
池
を
改
造
し
て
作
っ
た
も
の
。

内
法
、
縦
二
五
米
、
横
八

・
五
米
、
最
深

0
・
九
米
、
最
浅

0
・

七
米
、
五
コ

ー
ス
、

ν
ヤ
ワ
l
二
ケ
所
。
昭
和
三
十
三
年
竣
工
、
総

工
費
金
七
十
万
円
、
音
旧
東
谷
校
学
校
林
売
却
代
金
を
財
似
と
し
て

P
T
A
の
協
力
に

よ
っ
て
出
来
た
。

、
西
谷
小
学
校

P
T
A

凶
谷
小
学
校
に
は
、
大
正
の
初
年
頃
よ
り
西
谷
校
下
教
育
振
興
会

な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
西
谷
小
学
校
の
為
に
も
、
校
下
父
兄
は
積
極

的
な
教
育
緩
助
を
し
て
来
た
。
学
校
建
築
に
際
し
て
は
校
地
の
整
理

を
し
た
り
、
学
校
基
本
財
産
の
設
置
に
当
つ
て
は
、
学
校
林
の
保
護

育
成
と
か
、
種
々
援
助
を
し
て
来
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
に

P
T
A

を
設
置
し
て
、
児
蛍
を
中
心
に
父
母
と
教
師
の
緊
密
な
る
連
絡
協
力

を
取
り
つ

L
学
校
教
育
の
向
上
に
尽
し
て
い

る。

「
重
な
卒
業
」
と
し
て

て
ピ
ア
ノ
寄
附
(
昭
和
二
十
四
年
三
片
設
置
)
以
後
出
乱
税
廃
せ
る
教
育

に
川
川
操
教
育
の
必
必
性
か
ら
校
下
各
戸
の
山
市
附
に
よ
り
竪
型
ピ
ア
ノ
を
川

入
し
た
。

二
、
学
校
給
水
胞
設
の
整
備
(
昭
和
二
十
八
年
九
月
)
村
貨
を
も
っ
て
し
た

が
労
力
は
P
T
A
の
ゐ
附

三
、
給
食
胞
設
の
態
的
(
附
和
三
i
一
匂
二
凡
)
全
校
児
引
に
給
食
を
引
い
〈
胞

せ
ん
と
P
T
A
多
似
の
白
川
を
投
じ
て
給
食
施
設
を
し
た
。

「

P
T
A
の
役
員
」

P
T
A
会
長
と
し
て
八
木
仲
好
、
M

山
川
町
剛
吉
、
成
能
戊
、
東
太
市
の
人
々

が
あ
る
が
、
八
木
仙
川
川
灯
、
成
能
H

比
の
二
人
は
問
伴
、
r
H
化
の
長
川
に

n.
っ

て
御
北
川
引
に
な
っ
た
。
川
引
在
の
会
長
は
北
条
J
L

之
で
あ
る。

四
、
土
谷
小
学
校

P
T
A

~548 ~ 

土
谷
小
学
校
は
附
地
学
校
で
あ
っ
た
。

ー恵
ま
れ
ぬ
学
校

一
と
し

て
は
、
校
ト
民
も
よ
く
必
識
し
て
い
て
、
学
校
に
つ
い
て
は
仙
肝
の

厚
一引
い
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
し
て
大
正
時
代
か
ら
土
谷
校
教
育
振
興
会

を
作
っ
て
極
々
活
動
し
て
来
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
に
土
谷
小

学
校

r
T
A
の
結
成
を
し
て
、
以
米
積
極
的
に
父
同
と
教
師
の
会
を

緊
密
に

し
教
育
効
川
ポ
を
挙
げ
つ

L

あ
る
。

重
な
る
事
業
と
し
て
は
、

学
校
ピ
ア
ノ
笥
附
、
遊
具
の
設
置
、
巡
動
場
改
修
に
労
h
H
禾
化
、
安
全

給
食
児
施
の
た
め
山
労
、
冬
季
暖
房
伐
の
支
山
、
匂
よ
く
協
力
す
る
。

今
ま
で
の
会
長
は
次
の
人
々
で
あ
る
。

広
什
一
川
長
凶
郎
、
佐
伯
治
美
、
的
口
戎
部
首
厳
(
別
会
長
)



「

3
3

」

・

占
二
g
-

M
牙
斗，

二
普
寸

一
、
小
手
ゲ
滝
城
跡

名

所

旧

助:

目リ

守大
通士字
選~ )1ー
の 内
j凶 111

T1< Ty 
で~!，j5
i各
の
:rl~ 
方
に
あ
る

万あ
大つ
|弘法た
の o

j}t(通

.:l'. .w 
λ は
出f 久

利
直
と
戦
っ
た
が

川
水
を
絶
た
れ
て
絡

以
し
、
ト
八
熊
城
へ
逃

も

こ
o

h
い
叩

A1nノ
k
k
必
ド

可」
λ
什

，

4
'
'
'』
un--d
〆
十

ν
M川
刊
川
川
仰

等
に
は
無
縁
以
仙一
総

引
法
が
数
多
く
あ
る

が
、

こ
れ
は
こ
の
川

の
戦
に
戦
似

し
た
冗ハ

士
の
墓
で
あ
る
と
い

標
高
五
二

O
氷

わ
れ
て
い
る
。
射
し
れ
城
跡
に
は
竹
が
密
生
し
て
竹
林
と
な
り
、 h

山民
包
U
U川

I
J
ム
百
円

'hu

似
」
と

mt人
の
川
に
愛
称
さ
れ
て
い
る
。
竹
林
の
中

に
は
肢
の
L
A
が

あ
っ
て
、
山弁
は
桜
の
花
を
め
で
る
人
も
多
い
。
山
頂
は
周
囲
が
包
岐

で
、
頂
上
は
平
と
な
り
、
西
北
方
に
は

μ
日
が
数
間
残
り
、
J

何日
川
を

下
る
と
更
に
小
さ
い
平
地
が
あ
り
、人
工
的
な
形
跡
が
残
っ

て
い
る
。

東
方
は
他
山
崎
で
、
川
聞
の
眺
叫
J

も
良
く
照
同
な
地
で
あ
る
。
古
老
の

い
に
は
古
井
戸
が
あ
る
と
の
事
だ
が
何
処
に
あ
る
か

X
あ
っ
た
の
か

わ
か
ら
な
い
。
東
へ
迂
凶
し
て
下
っ
た
所
に

「
治
部
屋
敷

↓
と

十品

う
地
名
が
山間
り
、
谷
を
波
っ
て
北
上
す
る
と

ー
ハ
ゴ
レ
門
民
放

と

小 rl，tJJ&跡:ti 1r(の .;'~5 

ム
う
所
が
あ
る
。
万
折
の
変
取
引
と
川
心
わ
れ
、
小

T
グ
悩
城
の
名
伐
を

止
め
る
も
の
と
し
て
一ぷ
，
誕
深
い
。

小
下
グ
施
城
に
ち
な
ん
で

-
剣
制
院
版
以
陥
大
川
士
戸
山
校
長
十
四
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i
l
U
H

，一
1
J
J
J
'ー

ノ
内I

J
V
I
l『
l

'
tノ
l
叶
t

l
l
o

.t 
/(11 
に

上山
手
沌
城
山
中
心
似
の
し
ゃい
説
家
公
岡
山

足
!
日

T
ケ
減
主

二
男
な
り

と
刻
ん
だ
位
牌
を
旧
作
展
特
町
氏
の
一

ル
以
リ
川
野
田
氏
が
献
し
、
竹
の
硯
と
川
〈
に
保
存
し
て
い
る
。

J}s( 

ゆ割
引
却
時叩
山山マ川に
，M
叩
山米

j
J

1
1
J(

t
?
 

小

T
沌
城

玉
川
似
H
J
H
レ之
、
パ
内
村
に
あ
り
。

魚

川
刷
出
跡
俗
談

小
下
流
山
城
引
パ
内
村
に
花
り

迎
式
年
中
河
川
』
'
一
本
よ
り
此
城
を
築
し
、
天
『
ス
年
中
成
能
備
前
守
通
航
ね
泉

川
一ゐ
下
の
飢
よ
り
此
M

械
に
移
る
。
倒
的
守
通
慌
の
子
朕
斤
〈
術
泊
次
児
三
郎

主
術
門
泌
巴
三
郎
光
州
附
川
辺
秀
関
ケ
以
御
附
の
飢
松
前
八
日
岐
に
て
務
域
子

孫人心
ー
に
村
方
に
打
之
よ
し
。

伊

政

二

名

集



改
定
什
ノ川正
午
週
一
也

ey
'
之

j
JI

-
-

r-

J
J
a
;
J
 

小

T
悩
城
一
行
ハ
八
川

伊

政

古

川

臥

心

川
内
邑
ト
打
ニ故
城
一

、日
ニ小

T
滝
-、建
武
中
河
川
判
氏
八
叩
レ
山
川
也
、
天
文
中
山
氏
ニ

戒
能
伊
賀
守
通
巡
移
川
小
汚
、
、
水
禄
中
通
儲
備
前
守
Mm
而
川
失
、
ペ
レ
子
、

長
日
二
一
山
一
次
、
隊
兵
術

一
次
日
ニ通
院
三
郎
左
術
門
-、
通
邑
H
h
l

ニ
辺
秀
h
J
I
h

術
川
-川
今
紘
一山
川
失

二
、
大

青E

城

跡

大
字
則
之
内
惣
田
谷
に
在
り
、
標
高
九

O
五
米
、
道
前
道
後
平
町

の
桃
山
ぃ
似
め
て
良
く

一
ノ
森
、

二
ノ
森
、

三
ノ
森
と
あ
り
、
急

一
峨
な
山
引
が

三
段
の

f
と
な
っ
て
要
吉
の

地
で
あ
る
。
戒
能
備

前

1
の
府
城
で
、
川以

上
に
大
熊
利
引
の
小

日何
が
あ
る
。
河
の
中

に
藤
原
光
長
刊
の
制

の
下
鋭
が
あ
る
。
大

熊
城
跡
よ
り
西
下
数

川
の
一
川
に

「
池
が
な
る
」

と
い

5
所
が
あ
り
、
広
い
ム
リ
地
で
、
今
は

開
刻
し
て
州
と
な
っ
て
い
る
。
此
の
ム
川
地
か
ら
水
去
の
破
片
と
忠
わ

れ
る
も
の
が
出
土
し
た
。

「
池
が
な
る
」
東
方
の
湾
地
に
清
水
が
湧

山
し
て
い
る
。

「
池
が
な
る
し

か
ら
南

F
四
五
川
の
処
に
成
能
氏

の
屋
敷
跡
が
あ

り

「
国

木
」

と
呼
ん
で
い
る
。
此

の
屋
敷
跡
、
現
在
五
反
歩
あ
っ

て
、
住
斗
の
成
叫
ん
な
さ
ま
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

も
ん
〈
む

此
の
附
近
に
は

「
門

μ
〕

「
古
い
作
品
以

ー
山

υ屋
敷

一
等

々
の
地

名
が
川
知
存
し
て
い
る
当
時
の
成
能
氏
の
飴
と
し
て
、

そ
の
大
い
さ
を

'~550 . ~ 

ill!がなる (lJlJ'I，!した桑均11の .;'ffl) 

仙
似
つ
け
て
い
る
。

伊

政

二

名

集

大
熊
城
、
戒
能
的
山
守
過
が
二

問

砧制

愛

阪

の

而

影

ト
八
能
…
城
山
川
則
之
内
に
在
り
。
戒
能
伊
賀
守
通
巡
当
械
に
楯
能
久
力
山
大

除
城
下
ふ
大
野
紀
伊
守
利
耐
と
人
口
般
の
一:
あ
り
。

川

V

山隊

古

脳

心

U

人
心
一一大
能
…
城
-、天
文
中
、欣
能
通
辺
伊
賀
守
所
レ
川
也

三
、
鳥
屋
ゲ
森
城
跡

大
字
則
之
内
保
免
に
あ
り
、
外
ケ
広
森
と
も
書
く
、
ぃ欣
能
備
前
JUV

の
ね
ち
城
で
あ
っ
た

と
い
う
。
刊
H

貞
治
年
中
(
約
六

O
O年
前
)
波



へ
移
っ
て
い
米
て

部
伝
ん
術
川
川
中
心
制
と
い
う
者
が
川上
和
郡
μ
一J
利
川
の
抜
か
ら
此
の
城

数
代
川
城
と
し
て
川

っ
た
が

eb
リ
1
1
J
'
じ

r同
』
、
ノ

J
1
I/
仏
門
川

r
J
ノ

J
r
A
U

日

I
利
川
と
れ
を
劫
え
て
民
間
に
下
っ
て
パ
尽
と
な
っ

た
と
い

代
に

氏
産
品
川
'
川

J
卸
以
卜
D

l

f

{

l

f

j

(

 

ぅ
。
こ
れ
が
則
之
内
の
川
以
下
和
川
氏
で

rJV
の
ιリ

一i
武
将
の
子
係
で
あ
る
。
ド
ぺ
い
陀
ク
森
は
似
免
か
ら
山
ケ
森
へ

仔
一る

ば
か
り
、

入

1
3
u
u

ノノ

nuι
がい

と
い
う
知
所
の
下
前
に
あ
る
が
l

ら
な
一山
で
、
約
三
一反
歩

の
木
」
は

一
ト
ヤ
ガ

ゴ
ル

と
し
て
伐

つ

て
い
る
。

四
、
則
之
内
焼
窯

~!Jlï 

谷
必、乞大

三ご字
l乙 lliJ
JlIJ 之
之内
内 -
iJ't ヶ

と
い
う
附
誌
の
山
氏
跡

が
あ
る
。
汚
の
大
会
、

さ
は
南
北
約
一
山
巾
l

奥
行
一

川

入

U
が

成
っ
て

い
℃
人
の
山

入
が
出
来
る
。
附
近
に
は
出
品
に
使
用
し
た
用
具
の
破
片
等
が
散
逸
し

て
川
て

は
な
や
か
な
往
時
の
賂
況
を
知
る
事
が
で
さ
る
。
此
の
出

は
則
之
内
の
陀
屋
宇
和
川
氏
が
明
治
五
年
の
廃
藩
置
県
の
制
度
改
革

が
行
わ
れ
る
に
及
ん
で
、
地
方
の
開
発
の
た
め
に
始
め
た
も
の
で
あ

る
が
惜
し
い
事
に
失
敗
に
終
っ
た
。

五
、
川
上
水
力
電
気
株
式
会
社
発
電
所
跡

大
字
則
之
内
恵
援
に
あ
っ

て
、
大
正
四
年
松
制
川
の
人
仙
波
茂
三

郎
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
が
、
水
力
電
気
と
し
て
は
、
流
水
不
足
の

た
め
採
引
が
と
れ
ず
、
川V
，隊
鉄
道
川
出
来
株
式
会
れ
に
転
売
せ
ら
れ

~'551 ，-

そ
の
胞
設
は
上
記
ーパ
郡
川
瀬
村
永
子
に
移
さ
れ
て
、
A
ー
も
な
お
そ
こ

1M; 

に
日
(の
伐
散
を
と
ど
め
て
い
る
。
当
所
に
は
当
時
の
中
小
路
の
跡
が
伐

'l'r---: 
IIll 

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

tlt 

六
、
安

寺

跡

国

|付J〆」

ト八
千
則
之
内
似
免
に
あ
る
。
足
利
崎
氏
の
削
辿
で
国
家
安
犯
の
桁

i
 
l
 
j
 

附
道
場
と
し
て
伊
政
の
国
に
設
け
ら
れ
た

一
国
一
寺
で
あ
る
。
そ
の

whl

桃
は
七
堂
伽
舵
住
ち
な
ら
び
、
境
域
が
八
町
四
方
も
あ
っ
た
と
い

5
0
門
が
四
方
に
あ
り
、
束
、
回
、
南
、
法
界
門
等
で
あ
っ
た
。
現

抗
日
法
山
升
門
、
乾
寧
院
等
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
乾
寧
院
に
は
、
巨

松
が
あ

っ
て
伊
政
の
巨
木
の
器
付
に
似
る
程
で
あ
っ

た
が
、
〈
つ
は
見



る
彩
も
な
い
。
川
内
中
学
の
農
業
笑
習
地
に
は
、
引
の
安
国
寺
の
井

一戸
が
有
っ

た
が
訓
作
不
便
の
た
め
塞
い
で
し
ま
っ
た
。

は
保
免
公
民
館
の
在
る
所
)

ト

i

d-
-屯
e
i

O
川
良
寸
L
山
山
山

lι

則
之
内
邑
有
一一
精
舎
一

、
日
二
安
国
二
康
元
初
年
大
元
帥
古
山
似
公

云
安
レ
国
利
レ
民
、英
レ
如
一一仏
乗
一、
乃
令
-一
天
下
各
州
一
、
建
ニ
安
国

士ザ
一後
八
十
四
年
、
而
県
官
尊
氏
以
ニ
無
極
玄
師

一為
ニ我
閉
山
一幣

営
レ
是
附
応
二
年
己
卯
八
月
八
日
也
。

相川町州川
、
中h
づ
U

玄
、
無町州立(門
有J
也
、
鳳
城
人
、
川
徳
i
J

川
内
問
孫
山
、
川

即
神
仙
仲
似
徳
、
九
州
見
二
千
高
泉
禅
林
伝
-

乃
為
ニ京
川
妙
心
支
院
一
、嘉
鹿
二
年
附
ニ
王
旧
若
干

一
、一人
正
十
五

年
以
山
秀
吉
附
二

万
三
千
ト
?
、元
利
中
、
其
田
除
一矢
、
堂

会
円
漸
壊
茶
、
後
山
為
=
小
宇

一、

附
一
川
町
対
H
d
守
通
盛
再
一一昨比
三白
川U
M
U

一、
始
河
野
列
Mm小
乎
仏
倫
明
怒

川口内伊
り
問
中
八
社
云

一
也

七
、
東

倉

さ

ん

大
字
則
之
内
利
凹
丸
の
道
路
側
に
あ
る
。
地
蔵
川中U
H

附
が
把
つ

て
あ
っ

て
そ

の
台
わ
に
、
宝
永
七
年

一
東
企
藤
倉
」

の
陰
刻

が
あ
る
。

一
れ
股
能
も
住
つ
一て
お
る
。

文
大
字
井
内
絞
叫

に
も
ぶ
墳
が
あ
る
。
九
尺
に
六
尺
、
古
川
さ (

実
習
一
地

四
パ
の
川
墳
で
あ
っ
て
、
史
に
そ
こ
か
ら
二
間
程
離
れ
た
所
に
も
う

一
つ
一心
境
が
あ
る
。
こ
の
一/
相
坊
は
県
道
が
井
内

へ
開
通
す
る
際
、
繰

行
と
す
る
た
め
取
除
き
か
け
た
と
こ
ろ
従
業
者
が
俄
か
に
腹
痛
を
お

こ
し
た
の
で
と
り
止
め
に
な
っ
た
と
五
ぅ
。
現
在
は
根
γ
但
の
み
が
残

っ
て

い
る
。
後
者
の
方
が
束
倉
さ
ん
だ
と
い
う
人
も
あ
る
が
、
前
者

の
方
が
、
東
倉
さ
ん
と
し
て
里
人
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

八
、
薬
師
堂

(
月
光
山
円
満
寺
)

大
宇
井
内
中
野
に
あ
る
。

成
能
氏
の
祈
刷
所
で
あ
っ
て
現
在
は
薬

川
堂
と
な
っ
て
い
る
が
、
けバ
光
山
川
満
寺
の
寺
号
を
有
し
、
尼
寺
で

~552 ~ 

あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
尊
は
薬
師
如
来
で
、
脇
仏
の
彫
刻
等
お

引
内
中
川
判
来
川
仰
い
ι
の
仏
像



堂
の
仏
倣
と
し
て
は
立
派
過
ま
る
も
の

で
あ
る
。

交
政
六

q
三
川
に
内
辿
さ
れ
、成
能
氏
か
ら
は
介
l

比
一物
が
あ
っ
た
の

こ
の
お
堂
に
は
川
に
不
動
さ
ん
の
尉
子
が
あ
る
。
料
州
な
も
の
ら
し

い
が
れ
汁
代
等
は
不
派
で
ゐ
る
。

九

通

大

庵

大
字
升
内
械
-

h

ん
に
あ
っ
て
、
成
能
氏
一
肢
の
墓
所
で
あ
る
。
成
能

通
森
の
墓
.
れ
が
あ
る
。
戒
名
は
通
玄
院
殿
党
海
義
川
大
居
士
で
あ

る
。
そ
の
刊
文
に

成
能
・一
本
は
川
町
家
の
一
一
放
に
し
て
山
々
其
の
老
職
に
れ
い
じ
似
以
叩

道
後
成
能
の
地
に
ハ
臼
す
、
凶
り
て
氏
と
す
。
天
文
中
伊
川
民

J1通
迎

j
命
を
ボ
じ
て
が
ハ
八
郎
H
パ
内
村
に
移
り

大

T 
Aも

鳥
一向

が
、
恥
グ
か
の
凶
川
械
を

1
る。

立
(
の
イ
備
前

1
通
森
別
式
に
し
て

通
直
に
仕
え
て
誠
忠
を
致
し
、
数
度
戦
功
を
樹
つ
。
天
文
十
三
作

関
山
豊
刊
禿
七
け
の
狐
将
小
早
川
隆
景
に
降
る
や
、
通
森
川
開
城
し

て
民
間
に
は
門
り
、
十
五
年
、
通
直
安
い
ム
の
竹
原
に
移
る
に
際
し
、

通
森
随
い
行
っ
て
有
ら
似
護
の
任
に
当
る
。
伊
践
に
け川
り
大
能
…
の

国
木
邸
に
川
川
し
終
生
門
を
出
で
ず
。
一大
正
文
貼
の
交
、
凶
月
五

日
病
を
以
っ
て
山
以
す
。
辿
似
を
安
国
土
寸
川
治
以
川
州
陀
曲
山一'
院
に
非
り
、

法
ほ
通
玄
院
般
と
什
う。

通
獄
ギ
川
氏
を
婆
り

一
男
を
本
く
。
長

子
辿
次

丈
一J
ゼ
つ

広
山
に
て
犬
折
し

制附米
家
運

次
子
通
〕
巴
家
を
継
く
。

品れ

l
l

p

，
 

l

i

l

 

子
孫
許
制
し

々
什
地
に
倣
所
す

分
れ
て
数
十
家
と
な
り

大
正
八
作
八
川
四
日
必
を
大
適
応
に
巡
す
。

北山山
J

院
川
減
、
凡

m
A
h
必
川氏
出
せ
る
を
以
て
A
!
必
に

υ〈
そ
の
ム
け
れ
を
新

ぷ
し
、大
い
に
山
放
を
会
し
、
以
っ
て
供
誌
を
営
み
山
一
仰
を
的
む
。

乃
ち
其
の
刷
末
を
時
被
す
る
こ
と
此
の
如
し
。

西

国

寺

似

透

撰

成

能

家

遺

族

住

O 

j竜

z
uv
 

E
コγ
R
uv
 

雨

ト
人
下
川
之
内
山
円
旧
に
あ
り
、
表
川
の
上
流
穿
っ
て
懸
崖
絶
川
町
を
な

し
、
ー
似
ん
で
保
川
知
仰
と
な
り
、
樹
木
的
行
と
し
て
闘
争
を
通
じ
て

げ
よ
し
い
跳
で
あ
る
。

公
儀
の
山

什
け
は
山
花
神
社
が
犯
つ
で
あ

っ
て

七
所
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
五
作
に
惣
川
内
神
社
に
合
記
せ
ら
れ
て

人ー
は
社
殿
も
収
除
け
ら
れ
た
。
什
訟
に
は
1

い
ち
い
の
木

一
山怖に

ヒ

ヨ
ン
の
木
」
の
川
法
が
あ
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
。

一
一
、
久

{呆

野

淵

λ
字
川
之
内
狩
場
に
あ
り
、
表
川
の
上
流
穿
っ
て
流
水
飛
爆
を
な

し
、
水
卜
す
る
さ
ま

(山
水
あ
る
時
)
'
川
市
の
尚
く
仙
く
社
制
似
り

ご
、

。

ふ
ん
、
L
V

時
の
氷
利
惣
代
佐
伯
十
一
郎
、
，H
川
d
げ
れ

μ

、、

仏
刊
。行
f
p
A'

明
治
二
十
七
刊
に



平
次
等
に
よ
っ
て
、

こ
の
大
版
印
止
に
穴
を
掘
削宅
し
て

用
水
を
引
く

事
に
な
っ
た
。
山
一
山
中
小
舟
応
の
如
く
見
事
で
あ
る
。

一
二
、
名

越

城

大
字
河
之
内
金
此
縦
寺
の
あ
る
一
加
を

「
名
越
」
と
云
う
。
後
に
古
川

岐
な
る
山
♂
-Mあ
り

一
城
の
岸
」
と
呼
ん
て
頂
上
は
二
段
と
な
り
、
同以

跡
の
名
残
と
忠
わ
れ
る
。
こ
れ
を
名
越
城
と
云
う
。
別
に
八
ケ
森
城

と
一去
、
コ
城
跡
あ
り
と
云
う
も
川
一
場
所
と
忠
わ
れ
る
。

れ
河
野
氏

の
一
故
、
凶
郎
通
重
と

玄
う
者
こ
こ
の
城
ま
と
な
り
、

名
越
四
郎
通
草
と
云
う
。
嘉
吉
三
年
六
月
赤
松
迫
討
に
出
兵
せ
ず
、

謀
反
に
よ
り
迫
討
を
受
け
て
城
中
に
白
窓口
を
し
た
。
世
に
名
越
殿
と

去
、
コ
。
戒
名
は
山
川

4m院
般
大
法
道
悠
大
禅
定
円
で
あ
る
。

又
此
城
の
舵
に
バ
鍛
山
市
の
名
人
国
折
、
国
永
と

てで
コ
者
が
問
。
し

て
い
た
と
云
う
。
そ
の
場
所
は
日
仙
の
松
尾
坂
な
ら
ん
と

U
併
に
玄

コ
一一一一、
七

森

祉

城

大
字
川
之
内
川
以
に
杭
り
。
断
山
駅
絶
壁
を
な
し
後
は
「
弓
折
」

に

絞
く
要
筈
の
地
で
あ
っ
て
、
法
く
か
ら
此
の
山
を
叫
見
す
る
に
七
ツ

の
森
が
見
え
る
と
云
う
。
佐
伯
河
内

1
惟
重
の
川
崎
城
で
あ
っ
た

と
伝

コ

四

城

跡

亀

甲

λ
{子
何
之
内
土
谷
落
出
に
あ
る
。

宝
町
時
代
の
上
期
、
河
野
氏
が

道
後
の
湯
築
城
を
本
城
と
定
め
る
時
、
そ
の
領
内
の
治
安
を
保
っ
た

め
に
、
東
傍
一
(
東
の
ま
も
り
)
を
河
之
内
村

の
土
谷
に
築
い
て

肢
を
こ
れ
に
置
い
た
。
こ
れ
を
亀
ノ
甲
城
、
又
は
中
山
城
、
俗
に
肢

か
し
-U

の
r

山
と
云
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
大
い
に
賊
軍
を
な
や
ま
し
た

の
で
あ

る
。
其
後
、
天
正
年
聞
に
は
佐
伯
悦
之
が
此
の
減
に
居
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

伊

政

古

蹟

よ

土
原
邑
有

司故
城
一、
日
一一む
中
一
或
日
-一中
山
城
¥
イ
ハ
河
川
判
候
、
以
二
巾
伊
政

ロゥ，

im-為
ニ巣
穴
二
是

μ、
東
笠
、
日
放
牢
国
之
地
也
、
佐
伯
州
川
正
所
レ
川
也
、

ヒ
サ
プ

此
ロ
巴
伐
二
木
版
、
昨
日

一土
以
版
-

，-554 --

桜 一
三 五
盟 、あ

の 曙!:
旧 同
道 可

111;:ー
111 : ~ ど
ぷど 名
竺ι 鞘平
正 橋
し
て

回
桑
に
渡
る
中
山
川
に
か
か
っ

て
い
た
木
の
橋
で
あ
っ
て
、
図
に
あ
る
如
く
橋
に
屋
根
が
あ
っ
て

一
名
鞘
橋
と
も
一百
っ

て
、
道
行
く
人
に
め
づ
ら
し
が
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ

た
。

そ
の
橋
桁
等
が
総
律
造
で
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
正
初
作

の
頃
取
除
か
れ
た
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
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叫
偽1ヤ

二
ハ
、
桜
三
里
の
今
昔

(変阪のI(II!;与所干|約似 て 1p街道1I'p，杭

「
松
三
川
は
川
太
の
竹
山
さ
、叶
化
は
咲
く
と
も
主
は
な
る
な
」
と
云
う
俗

ぷ
が
あ
る
の
こ
れ
は
ハ
、
道
的
道
後
を
つ
、
り
ぬ
く
郷
所
の
山
中
山
総
三
引
が
山

山
の
-
内
側
だ

μ
一f
問
介
、
船
山
球
十
一矢
野
パ
郎
ホ
術
門
が
以
樹
八
千
二
円
円

し
ゅ
う

|
本
を
航
え
た
が
、
そ
の
州
樹
に
は
当
時
の
必
山
滞
の
囚
人
を
使
役
し
た
。

そ
の
凶
人
が
仙
樹
、
水
倣
み
の
労
有
に
以
え
か
ね
て
、
こ
う
し
た
怨
川
町
の
戸

を
欣
っ
た
の
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
以
偽
は
兎
も
灼
と
し
て
、
こ
の
似

の
三
川
土
が
、
山
又
山
の
金
毘
羅
街
道
の
旅
人
に
と
れ
だ
け
そ
の
旅
日
を
慰
め

た
か
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

土
谷
の
郎
水
は
そ
の
頃
は

一
つ
の
桁
場
で
あ
っ
た
。
い
ま
は
そ
の
桁
以
の

山
桜
は
全
然
知
い
が
、
H
H

は
金
民
間
相
官
州
の
旅
人
や
、

μ
の
石
川
仰
訴
の
行
れ
の

山
り
%
が
大
勢
あ
っ
て
、
相
当
阪
は
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

小
で
も
、
総
同
と
云
っ
て
「
，V
ゐ
」
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
約
阪
は
h
|
肝

も
あ
っ
て
門
椛
へ
の
宏
荘
な
杭
で
、
こ
こ
に
は
、
不
行
と
か
代
官
な
と
の
た

め
の
、
特
別
の
部
同
が
あ
っ
て
、
と
て
も
立
派
な
も
の
だ
っ
た
と
云
う
。
そ

の
一
松
原
の
宅
配
は
い
ま
の
波
邸
宅
以
の
住
宅
地
で
あ
る
。

な
ほ
、
，y
沿
の
と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
人
口
尿
、
鳩
山
障
が
あ
り
、
山

前
の
と
乙
ろ
ピ
は
本
川
、
新
版
、
茶
阿
な
ど
と
云
-
つ
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
川

辺
の
川
ピ
は
ぷ
以
が
あ
っ
て
、
山
北
米
の
旅
人
の
川
を
引
き
と
め
る
似
体
ぷ
さ

え
い
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

京
郎
の
東
川
J
J

ザ
の
通
天
橋
み
た
い
に
尿
恨
の
あ
る
時
桁
、

一
に
問
桑
の
大

析
と
一
手
っ
、
半
判
ハ
梧
山
川
の
「
愛
媛
の
山
影
」
に
そ
の
美
し
い
絵
が
の
っ
て
い

る
」
が
あ
っ

た
が
、
い
ま
は
こ
の
稲
は
収
除
か
れ
て
い
る
o

こ
う
し
た
川
附
代
の
土
谷
も
明
治
三

1
問
、江
任

、新
道
が
開
通
す
る
ま
で

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
仙
川
附
山
を
ピ

l
ピ
|
吹
き
鳴
ら
し
た
本
出
市
や
、
先
曳
さ

後
川
し
三
人
立
の
人
h
H
小
に
来
っ
た
旅
人
や
、
以
会
議
員
な
と
の
風
去
は
い

ま
は
た
だ
、
あ
り
し
ハ
の
訓
り
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
三
…
虫
の
あ
っ
た

~ 555'-



と
乙
ろ
は
、
新
道
の
山
通
以
後
は
始
ん
ど
出
道
と
な
っ
て
し
ま
い
、
道
の
山

川
の
似
の
大
本
も
、
そ
の
始
ん
ど
A
1

郎
が
い
ま
は
川
朽
し
て
し
ま
っ
た
。

乙
の
新
辺
、
同
欽
の
小
川
似
|
訟
山
閉
山
辺
以
前
は
、
わ
が
愛
版
以
で
は
け取

も
円
イ
く
、
来〈円
'H動
市
の
定
期
似
が
聞
か
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
云
う
。
そ
れ
は

い
ま
の
抑
制
一
円
ー
内
日
動
車
の
前
身
の
東
洋
ιH
動
車
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
夜
の
十

一
時
ご
ろ
に
は
旬
佼
邸
川
以
内
動
車
が
通
っ
た
。
沿
道
の
家
々
、
夜
、

一
眠
り

し
た
乙
ろ
目
を
さ
ま
し
、

「
い
ま
郵
似
'H動
市
が
通
っ
た
、
も
う
十

一
時
か

や
」
と
云
っ
て
ま
た
眠
り
に
お
ち
い
っ
た
も
の
だ
と
云
う
。

い
ま
悶
迫
十

一
号
線
の
改
修
最
中
だ
。
そ
れ
は
い
ま
ま
で
の
、
川
上
か
ら

必
瀬
川、

牧
民
川
似
を
や
め
て
、
則
之
内
、
線
引
峠
、
土
谷
本
谷
川
献
に
変
-山火

さ
れ
る
の
だ
と
の
こ
と
だ
。
飛
鳥
川、

昨
日
の
淵
は
今
日
の
瀬
で
、
成
は
ま

た
ト
ホ
谷
が
什
の
繁
門
川を
と
り
も
ど
す
よ
う
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

一
七
、
黒
河
通
俊
の
墓

大
字
削
之
内
・
折
院
之
瀬
の
道
路
側
、小
山
川
沿
の
回
の
叫
に

、作
古
り

た
る
般
の
切
株
が
伐
っ
て
い
る
。
型
人
、
こ
れ
を
県
河
松
の
名
絞
り

よ
け

だ
と

玄
う
。
天
文

q
巾
久
万
山
東
明
神
、
大
除
の
城
主
大
野
紀
伊
・1

利
直
が
兵
を
出
し
て
一
桜
山
八
郡
井
内
村
、
小
子
ケ
滝
城
を
攻
略
し
よ
う

と
押
寄
せ
、
忽
ち
包
囲
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
時
小
手
ケ
滝
城
主
成

み
ち

回
ぷ

能
伊
鎮
守
通
述
は
、
土
'
与
を
指
御
し
て
応
戦
し
、或
は
ゐ
矢
を
発
し
、

お
び
た
れ

巨
木
大
下
れ
を
投
下
し
て
挑
戦
し
、
笥
手
の
必
似
移

し
い
数
に
上
っ

た
。
元
来
、
こ
の
小
手
沌
械
と
云
う
は
、
井
内
川
に
臨
む
断
山
絶
問

で
、
後
に
菩
神
山
の
岐
坂
を
負
い、

断
る
要
害
の
地
で
あ
る
か
ら
、

作
劫
に
作
J

取
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
病
手
は
小
下
沌
城
の

川
水
を
断
絶
し
た
。
そ
こ

で
戒
能
軍
は
止
む
な
く
城
を
抜
け
出
て
、

成
か
ら
北
聞
を
夜
に
紛
ぎ
れ
て
の
が
れ
、
持
城
大
熊
城
へ
引
能
っ

て

こ
こ
で
防
戦
し
た
。
訟
に
於
て
、
大
野
軍
は
一
挙
に

こ
れ
を
攻
略
せ

ん
も
の

と

え
い
/
¥
と
掛
声
貝
ま
し
く
大
熊
城
に
攻
め
上
っ

た
。

此
処
も
な
か
な
か
要
害
の
城
で
あ
っ
て
抜
く

こ
と
が
で
さ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
大
野
方
は
、
遊
に
攻
め
あ
ぐ
ん

で
、
包
阻
陣
を
解
い
て

総
返
却
を
開
始
し
た
。

~55ç， ~ 

大
熊
勢
は
機
至
れ
り
と
、
迫
撃
戦
に
拍
車
を
か
け
て
無
二
仙
…
三
に

れ
っ
て
出
た
。
此
戦
に
周
桑
郡
妙
口
の
剣
山
城
主
、
黒
川
対
馬

J1通

俊
が
ト人
町
方
の
陵
中
山
十
と
な
っ
て

い
た
が
、

迫
下
の
ロハ
が
浪
川
対
馬
・1

の
来
っ
た
る
馬
を
射
般
干
し
た
。
阪
拘
が
搾
れ
て
は
県
川
日
す
べ

も
な

く
、
則
之
内
問
の
渓
を
か
け
下
っ

て
斉
院
之
制
ま
で

の
が
れ
た
が
遊

に
此
処
を
死
場
所
と、

自
害
を
し
て
死
ん
だ
。

そ
の
遺
骸
を
葬
っ
た

所
に
そ
の
士
卒
が
絵
を
地
え
、
こ
れ
を
墓
標
と
し
た
。
こ

れ
が
黒
川

川
知
の
山
来
で
あ
る
。
今
は
松
の
切
株
の
み
妓
っ

て
い
る
。

そ
の
隣
に
大
野
抑
制
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
野
紀
伊
パ
リ
利
直
を
把
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
型
の
人
大
野
弥
五
郎
は
そ
の
末
命
と
の
こ

と
で



あ
る
。
伊

政

二

名

集

久
U
M
山
大
除
減

1
、大
野
紀
伊
守
利
直
、起
レ
只
而
攻
浮
{
八
郎
小

T
悩
城
-、

城
1
、
欣
能
述
辺
発

一矢
γ
相
挑
戦
、雌
雄
米
レ
決
紀
州
ぷ
絶
一彼
用
中
小
三
故
f

小レ

刊
レ
似
抜
族
、
引
能
子
大
熊
山
城
4

、大
町
進
レ
任
(
、川

一大
熊
山
城
-、
城
凶
f

小レ

能

一攻
水
、
空
解
レ
間
引
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失
、城
兵
釆
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必
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叩
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p
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仁
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¥
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M-去
-、於

一洲
一
之
内
村
一向
終
云
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必
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レ
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民
俗
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二
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川
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の
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影
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名
集
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大
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レ
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大
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一
械
固
ク
ン
テ
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ク
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ズ

空
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レ
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去
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氏
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釆
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レ
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訂
下
失
レ
度
亡
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ス
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知
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1
黒
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大
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ニ

り
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シ
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計
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中
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在
ン
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被
レ
射
レ
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遁
去
ル
コ
ト
ヲ
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ズ
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之
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介
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鎌

点。‘
居

堂

大
字
則
之
内
永
野
に
鎌
倉
堂
と
い
う
て
、
北
条
時
制
相
を
把
っ
た
小

さ
な
剥
が
あ
っ
た
が
、
明
治
十
五
刊
に
、
氏
泊
三
島
神
社
に
A
n
h
叫
さ

れ
た
。
最
近
ま
で
小
さ
い
な
が
ら
お
堂
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
今
は

取
り
こ
わ
し
て
、

X
保
七
年
に
建
て
た
と
い
う
、

ぺ
北
条
例
之
叫
」

だ
け
が
成
っ
て
い
る
。
鎌
倉
主
に
つ

い
て
こ
ん
な
伝
説
が
あ
る
。

ん
こ
の
町
一に
八
只
術
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
作叫
ん剰
な

U
M州
で
あ

っ

た
が
、
あ
る
刊
の
こ

と

一
人
の
旅
僧
が
米
た
。
そ
の
僧
は
折
か
ら
粉

を
ひ
い
て
居
た
八
只
術
の
安
心
A

に

一
杯
の
茶
を
一山
惜
し
た
。
十
会
女

は
笑
い
な
が
ら

っ茶
州
の
中
に
居
て
も
、
茶
畑
蹴
の
貞
を
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
、
お
茶
も
人
允
分
に
の
め
ま
せ
ぬ

一
と
言

っ
た
。
僧
は

「
そ
れ

は
ど
う
し
た
こ
と
か
」
と
尋
ね
る
と

「
ハ
イ
此
旦
に
は
、
ぷ
銀

桑
銀
、
漆
銀
、
と
・
口
う
三
つ
の
・
東
物
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
()) 

た
め
に
里
人
は
皆
刻
儀
を
致
し
ま
す
」
と
答
え
た
。

と
こ
ろ
が
伯
は
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「
そ
れ
で
は
、
わ
し
が
三
横
税
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
一
筆
書
い
て
進

ぜ
ょ
う
」
と
こ一一u
っ
て
挙
監
を
求
め
た
。
八
兵
衛
の
宅
に
は
宅
川
上
引
が
な

い
の
で
、
下
の
方
へ
借
り
に
行
っ
た
が
、
人
ホ
り
そ
の
川
り
が
起
い
の

で
、
僧
は
妻
女
の
止
め
る
の
も
偽
た
ず
に
、
東
の
方
へ
と
勾
い
だ
。

準
山
岳
を
借
り
に
行
っ
た
八
兵
術
は
北
方
の
医
王
寺
ま
で
行
っ
て
似
つ

て
阿
ん
た
が
、

は
や
伯
は
旅
立
っ
た
後
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
包
い
で
川

の
後
を
迫
っ
て
、
よ
う
や
く

1

似
引
峠
し
で
，
心
い
つ
い
た
。
そ
し
て

そ
こ
に
小
松
を
引
き
並
べ
て
似
を
下
ろ
し
、
作

っ
て
米
た
刊
を
す
す

め
て
、
書
き
物
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
事
あ
っ
て
以
米
、
此
峠
を

「
川
似
引
川
」
と
い
う
よ
う
に
な

っ



た
。
又
其
僧
が

円
改
明
寺
人
道
時
刻
」

で
あ

っ
た
こ
と
は
憎
の
く
れ

た
由
一間
物
を
役
所
に
さ
し
山
し
て
わ
か

っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ

以
来
三
横
税
は
な
く
な

っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
は
、
似
拠
の
な
い
単
な
る
伝
説
で
あ
る
が
、
要
は
北

条

時

刻
、
止
条
時
父
子
の
託
ロ
政

を

称
場

し
て

の
物
語
で
あ
ろ
う
。

鎌

倉
常
一に
は
時
以
の
刷
版
掛
ム
と
云
っ
て
、
今

は
ぷ
口
む
す
れ
が

あ
る
。

其

後
、
宝
永
三
年
に
腰
掛
必
の
側
に
小
社
を
建
立
し
て

鎌
倉

Jh
白
」

と
称
え
た
。
其
節
代
宵
所
か
ら
入
用

米
と
し
て
米
三
依
、
並
に

初
秘
料
と
し
て
米
一
依
を
下
さ
れ
た
。
時
の
正
屋
は
山
内
j
寸
一
日
ハ
術

で
あ

っ
た
。
其
後
、

こ
の
小
河
の
維
持
に
つ
ぎ
右
の
米
で

111 
I山
を

買

い
、
以
後
色
年
一
斗
二
升
宛
、
社
人
に
渡
し
た
と
玉
、
コ
。
右
八
只

街

の
子
孫
は
今
に
伝
え
て
近
所
に
百
魁
を
し
て
い
る
。

北

条

例

之

仰

-
H
読
史
一
間
歪
北
条
氏
14中
ew
刈
疾
HA
隊
兵
仙
川
…
れ
(
於
劫
政

一
節
則
未
伯
円
f

小
出
川
差

嘆
嵯
也
采
芥
川
町
'
円
内
相
政
之
時
以
米
外
戚
移
威
川
相
以
佑
自
侭
天
下
之
杓

抗
命
於
天
朝
打
数
'
L

交
代J
拾
臣
節
回
無
円
札
論
ぷ
然
保
乎
戦
仔
之
後
初
政

住
小
坂
加
以
半
氏
之
ぃF
版
流
事
於
天
下
禍
乱
阿
川
尖
及
鎌
倉
氏
ト
h

寸
位
兆
引
制

日
望
徳
川
れ
車内
而
独
会
内
乱
相
尋
民
的
不
脚
ぺ
失
当
日
必
之
時
北
条
氏
自
山
心
政

於
J

向
内
放
民
於
喰
山
氏
之
中
射
倹
節
用
励
粉
同
抗
日
称
小
成
品
川
布
明
十
ド
J
L
Y

」風

若
泰
時
時
制
相
父
子
抜
比
(
傑
然
有
或
以
為
市
恩
倫
名
者
恐
非
公
論
也
子

J
A

天
朝
ぷ

xb節
而
A
V什川
ぺ
弥
比
(
恩
忠
政
山
川
稔
f

小
相
怖
山川
'T川札
(
小
随
一
川
'ノ」

山
川
町
川
一
伝
時
制
相
去
脱
後
小
川
や
川
附
郷
之
氏
〆
引
先
位
打
装
九
行
制
的
川
が
品
川
阪

知
桃
政
鉱
山
W
H
M
M
引
火
伏
…
後
仰
鎌
食
尽
行
馴
別
政
治

一
新
風
化
大
行
日
(山
』
川
山

於
非
山
川
雌
.
小
川
d

以
為
法
仙
川
一
劫
政
孜
々
f

小
川
伴
線
制
州
険
山
川
則
非
尋
常
人
牧
所
能

企
及
以
ヤハ
務
久
米
川
附
則
之
内
村
Jh州民
八
兵
衛
将
抑
制
伝
日
(
先
山
一
夫
衣
川
家

h

m米
乞
食
低
阿
久
之
乃
附
村
中
部
川
疾
叩
ハ
ド
引
.合
阿
引
川
以
布
三
峨
税

m
y峰去

後
数
成
鎌
倉
布
令
悉
除
H
A
税
於
H
4
始
知
h
川
崎
川
相
村
束
道
防
白
石
川
刊
伝
的
制

一的
思
土
人
前
回
~
倣
，主
人
I

ぷ
ー
反
i'L
、水

一化
ー乞
子
宮
支
小
柄
於
比
(
側
ぷ
川
紀
之
云

今
雌
無
税
之
吋
考仙川…
比
(
跡
肢
々
似
吋
徴
石
川
引
い
引
村
正
H
j
和
川
必
川
は
欲
判
J4

ト
れ
以
表
乎
後
世
乃
乞
火
於
八
ふ
々
以
謂
荷
A
m

日比(不
v
出
以
九
減
収
兆
円
以
九
仙
川

則
後
之
長
氏
V

刊什ハ
必
〆
引
所
神
益
安
田
係
以
銘
社
(
対

H

別
勤
倹
子
白
短
小
山
川
徴
行
子
約
一条
強

般
日灯帆制
子
於

術

良

布

ぃ川U
政
子
於
門
方

桁
d
A
m
H

短
子
以
取
長
以
牧
民
子
川
寂
γ
小
口

天
保
七
住
成
在
丙
中
秋
・
八
パ
松
山
u
瓦
政
授
H
F
J
A
M叫
抜
書

~ 558 ，-

政
阪
州
叫
郷
飢
議
集

人
中
川
比
総

5
の
近
所
に
賊
懸
ふ
と

一ム
あ
り
。
日
正
は
山
叫
に
の
比
、
鎌
れ
の
い
山
川

f
J
入
道
治
問
修
行
の
叫
、
以
明
i
j
此
所
に
米
り
、
円
く
版
を
懸
け
休日給
ふ

也
。
向
山
の
仙
仰
を
似
引
峠
と
一ぶ
山
。
刊
以
明
年
へ
特
例
し
た
る
川
、
川町を
引

て
口
と
し
た
る
よ
り
A
t
に
似
引
川
と
一
ぶ
ふ
(
一
字
小
川
)

政

必

古

跡

Nm
談

脱
出
山
石
。
取
れ
区
町
と

ぶ
処
に
正
問
U

八
、
間
二
パ
汁
川
の
一ゐ
の
。
ハ
川
鍬
行

の
け
取
明
↑
J
殿
消
閃
修
行
の
時
此
処
を
洲
一
り
給
ひ
し
が
映
を
懸
休
日
山
の
し
ぶ

也
と
て
今
に
けん
を
版

m
b
L」云
り
。
トト八
よ
り
二
二一
]
北
の
点
桑
の
本
い州
政

と
一玄
処
に
八
戸
川
(
術
と
-
r
A

る
山
氏
彼
が
光
川
左
人
じ〈
い
川
の
り
し
が
、
以
川
f
J



搬
此
・米
に
立
山
叫
給
ひ
し
ょ
し
云
伝
へ
り
。
今
に
比
(
子
係
と
し
て
共
俵
妥
に

往
け
る
由
。
宝
、
水
の
頃
右
の
脇
へ
小
柄
を
建
て
日
正
を
鎌
倉
-Mと
称
せ
り
o

uv
政

古

跡

志

長
針
邑
有
レ石
H
ニ段
別
脱
出
石
一

、
洲
之
内
属
国
巴
也
、長
川
パ
桃
ニ
パ
、
J

行
レ

人川
、
山
品
川
念
品
別
、巡
悶
思

此
一右
上
二
%
、
水
中
hi--
桐
日
〈上

、日
H

鎌
命

以白

目、

北
方
有

-桑
木
治
跡

、必
共
投
。
引
之
峨
也
、
川
以
明
↑
J

一
日
山
遊
、
T
e
H州仙川…

開
放
総
決
培
、
桑
木
今
川似引
地
肌
(地
也

一
九
、
乳

生-，、

さ

ん

大
字
井
内
久
妊
に
あ
っ
て

お
堂
の
側
に
銀
十
小
川
の
古
木
が
あ
る
。

そ
の
木
に
気
似
が
発
生
し
て
あ
た
か
も
乳
房
の
よ
う
で
あ
る
。
伝
説

"
一
ぷ

に
こ
の
摘
を
切
り
取
り
持
ち
刈
っ
て
煎
じ
て
飲
む
と
乳
が
よ
く
山
る

と

一ム
わ
れ
て

い
て
、
今
も
参
品
者
が
あ
る
。

二

O
。
と
う
ば
ん
さ
ん

ト
八
{
子
介
内
大
半
に
あ
っ
て
、
成
能
氏
の
御
肱

F
の
一
一
刊
ト
八
十
新
人

衛
門
尉
の
お
必
だ

と

一ム
わ
れ

「
お
べ
つ
じ

一
と
-
T
一
っ
て
、
向
付
設
、

彼
岸
に
、
卜
八
半
組
の
人
達
が

1

お
は
ぎ
」
等
を
持
っ
て
集
ま
り
参
ぷ

念
仏
を
す
る
。
行
事
が
あ
る
。
主
し
と

5
-は
ん
さ
ん
は
地
裟
様
で
お

べ
つ
じ
は
、
御
別
時
念
仏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二
一
、
風

.-.=. 
首

さ

ん

大
字
井
内
仲
屋
に
あ
っ
て
、
三
方
ケ
森
の
西
雨
舵
に
拘
が
あ
る
。

そ
の
後
に
二
つ
の
風
穴
が
あ
る
。
風
穴
内
の
嵐
広
は
摂
氏
五

・
八
位

で
あ
る
。
附
近
に
奈
良
版
社
、
比
例
官
社
が
あ
る
。
此
の
三
つ
の
社
を

中
医
組
の
人
迷
が
何
年
八
川

一
日
に
制
除
を
し
て

、
お
通
伎
を
す
る
。

二
二
、
白
猪
、
唐
岬
の
濃
布

F

ハ
焔
の
保
は
重
信
川
の
卜
流
表
川

ト人
{
子
川
之
内
山
一
桜
山
初
魁
の

渓
谷
に
懸
か
る
深
十
刊
で
あ
っ
て
、
そ
の
高
さ
凶
十
八
問
、
二
世
と
な

っ
て
懸
山
ハ
を
落
下
す
る
札
制
、
目
も
党
め
る
ば
か
り
、
本
は
山
吹
、

藤
の
花
、
秋
は
満
山
の
創
業
が
、
を
の
背
景
と
な
っ
て
美
川
町
た
と
え

~ 559~ 

ょ
う
も
な

い
が
、
就
中
、
州
火
、
の
尚
の
桃
は
実
に
見
事
で
あ
る
o

U
H

大
な
る
懸
山
が
氷
い
れ
の
し
人
絶
凶
作
と
な
っ
て

そ
の
山
中
を
水
流
が
く
ぐ

る
さ
ま
は
打
倒
こ
の
上
な
く
、
此
外
に
光
線
の
加
減
で
は
渋
色
の
川
光

を
け
ぶ
し
て
す
ば
ら
し
い
。

お
中
の
ハ

南
刺
の
敗
将
川
野
氏
の
小叫
が
山
内
刊
に
の
っ
て
山
小
よ

)
間
四
つ

1

こ
o

r
4羽
UJ
J
J
d
A
A
J
j

よ
っ
て
'ハ
抗
の
混
と
名
づ
く
、
と

五
う
伝
泊
も
山

1'1 
し、。

出
仰
の
棋
は
、

h
山
仰
の
潔
の
十
双
方
、

ーじ

I¥. 
IIIJ 

制

.h峠
の
一
伐
れ

に
懸
る
、
高
さ
五
七
問
、
七
一
段
と
な
っ
て
落
.
卜
す
る
さ
ま
、
山
内
刊
の

見
性
的
に
対
し
、
女
倒
的
と
も
ム
う
べ
、
辛
口
か
創
謀
総
峰
を
縫
っ
て



J

川
十
叩
織
り
な
す
が
加
を
さ
ま
、
美
矧
こ
の
上
も
な
い
。
明
治
の
初
め

此

の
型
の
先
党
者
近
藤
林
内
の
紺
介
で
、
世
に
名
高
く
な
り
靴
作
体

の
探
勝
帥
.
る
多
く
、
明
治
の
文
豪
正
岡
子
規
、
奥
田
淑

.A
の
糾
明泌が

あ
っ

た
。
前
記
近
藤
家
に
子
規
の
嬬
歌
と
俳
句

見
渡
せ
ば
雪
か
と
ま
が
ふ
し
ら
い
と

の

滝
の
た
え
ま
は
も
み
じ
な
り
け
り

誰

聞

く

に

秋

を

つ

き

出

す

滝

の

音

。〉

一筆
が
画
帖
に
残
さ
れ
て
い
る
ω

物
微
J
U
は
明
治

十
八
年
十

一
川
二

日

近
藤
山
本
に
一
泊
し

j
i
 

--3

、I
l

天
長
節
の
日
に
、
山
山中
を
川
氏
笠
で
制
泌
を

し
て
い
る
。
そ
の
川
の

4リ
に

山

鳴

る

や

施

と

う

と

う

と

秋

の
風

L
h
巴

=

ム

し

足

お
れ・

3
i

向い
M
M

段

付

の

紅

葉

か

な

と
い
う
の
が
あ
る
。

倣
J
U
が
同
家
に
送
っ
た
礼
状
は

elr

抜
コ
士
民

{
11
{
{
 

の
段
感
銘
の
至
に
不
地
候

仰
涼
の
節
は
一
方
な
ら
ぬ
御
川
話
に
相
成
御
川
υ仏

野
生
事
昨
三
日
徒
歩
に
て

二
時
頃

山
-
井
河
原
ヘ
リ
省

夫
よ
り
汽
車
に
て
知
事
川
松
仕
候
光
は
ト
れ
御

早
々
不

-560-

礼
ま
で
h
N
勿
如
此
御
座
候

十

一
川
凶

u

近

i路

;!'!K 

伊
仙
蹄
鉄
パ
ス
終
点
川
之
内
白
山
刊
U
か
ら
山
抗
日仏
へ
二
十
分

』
，

I
M
W

j

l

 

夏

目

金

之

助

一
円
の
行
楽
に
適
当
な
所
で
あ
る
。

施
へ
一

時
間
、必
山
市
か
ら
は

一
時
間
十
分
で
什
的
地

μ
に
述
す
る
。

明
治
三
十
年
頃
の
地
方
の
流
行
歌
の
一
節
に

秋
は

5
れ
し
ゃ
二
人
揃
う
て
'ハ
抗
の
花
見



水
は
と
う
と
う
お
を
打
つ

チ
ヨ
イ
と
ぬ
れ
な
と
抱
き
し
め
る

ヒ
|
ヤt.~ .f]l j，f，[ ;Y M "リ Ij¥j'

二
三
、
松
根
東
洋
城
句
碑

大
字
河
之
内
音
田
、
惣
河
内
神
社

の
鳥
居
を
く
ぐ
っ

て
右
手
の
小

高

い
所
に
自
然
γ
仰
の
美
事
な
句
碑
が
縫
っ

て
い
る
。
雄
m
仰
な
透
明
十
で

山

焼

風

春

の

姐

蛙

に

こ

も

る

か

な

-
q
語
、

ん

mr
b
u
I吋

-R
ノ
ど
十
品
u叫

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
十
一

年
十
二
月
十
六
日
、
郷
土
の
れ
wm

吟
社
を
中
心
に
、
渋
柿
同
人
が
松
根
東
洋
城
の
揮
一
迭
を
得
て
辿
立
し

惣
河
内
神
社
に
い
本
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
洋
城
は
終
戦
後
、
世
の
中

の
物
状
騒
然
た
る
頃
、
郷
里
の
'J
和

刊一川
や
、
松
山

へ
し
ば
ら
く
川
省
し
て
い
た
が
刊
に

こ
の
三
内
の
山
村

を
愛
で
て
、
逐
に
こ
の
神
社
の
社
家
、
佐
引
氏
の
山も
に
一

川川一川
を
鮎

ん
で

只
管
、
似
誌
渋
柿
の
選
旬
、
指
導
に
精
進
し
て
い
た
。

こ
の

1

山
肘
風

一
と
い
う
認
も
、
川
之
内
の

M
M肌
を
た
て
た
よ
う

な
山
山
什
か
ら
と
っ
た
新
語
で
あ
る
。

ポ

秋

冬

↑"を
t
Tト
出
帆

]

F

I

 

冬

を

b

u
桜

か

な

こ
の
神
討
に
2
U
H
肢
と
て
、
秋
か
ら
冬
に
も
咲
く
有
名
な
似
が
あ

る
。
必
件
以
は
こ

の
樹
を
も
』
市
に
愛
し
て
、
リ川
旬
と
川
叫
に
こ
の
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旬
を

つ
く
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
旬
仰
は

h
H
似
の
防
に
あ
る
。

卵
L1h
'出

u
J
1
5

1
F
L
H
U
ι車、二

-
x

子
規
の
話
」

明
治
二

川
匂
秋
、
リ
附
干
刷
は
太
問
此
不
川
、
竹
村
川
県

wmと
、
↑
内
村
の

h
的
の
沌
を
川ん
に
山
か
け
た
。

近
朕
と
い
-
つ一中
止
対
家
に
二
泊
し
て
、
成
山同
数

卜
丈
尚
山
の
和
泉
と
相
映
じ
て
、
れ
(
の
美
制
限
圭一
川
は
ん
み
な
く
、
近
政
家
か
ら

も
た
ら
せ
し
叫
肴
芳
川
を
爆
の
下
に
満
喫
し
た
。
そ
の
時
の
子
加
の
句
に

山
も
と

の
と
も
し
び
動
く
市
限
定
か
な

な
ほ
子
別
は
こ
の
矧
爆
の
川
路
鎌
倉
泣
に
立
ち
よ
り
、
欠
立
の
匁
を
と
っ

て
什
L

の
れ
に

一
句
書
き
つ
け
て
い
る。

災
山
子
も
の
-一
一
行は
い
ふ
猶
さ
び
し
い
ぞ
秋
の
く
れ
凶
子

乙
れ
は
二
|
八
竹
の
十

一
月
私
(
柳
原
)
が
行
っ
た
と
き
に
発
比
し
た
の

で
あ
る
が
利
散
に
は
短
か
く
発
句
に
は
長
い
乙
の
句
は
誰
が
苦
い
た
も
の



鎌合 ':2H必北条利 1砕石

か
、
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
の
ち
「
凶
子
」
が
子
腕
の
川
号
だ
と
わ
か
っ

た
。
強
梧
桐
皆
「
子
規
之
第
一
歩
」
の
う
ち
に
明
治
二
十
凶
年
秋
、
抗
出
-
と

し
て
子
規
の
句
三
よ
ー
ば
か
り
あ
る
中
に
、

案
山
子
も
の
い
は
ど
猶
さ
び
し
い
ぞ
秋
の
く
れa
コ

ICI 

I!H 

子

凶

行

の

子

と

は

思

え

ず

鳥

を

ど

し

の
二
句
が
あ
り
、
そ
の
辺
の
消
息
が
う
か
Y
え
る
。

柳
原
極
堂
一
者

「
友
人
子
規
」

附
和
七
川
町

か
八
飢
の
秋
、

「
俳
誌
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
山
口
州
首
氏
が
そ
の

鎌
倉
立
の
乙
と
そ
14
し
て
い
た
。
山
口
氏
は
河
之
内
の
山
山
身
に
て
、
鎌
倉
市
、

に
坑
い
て
は
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
ら
る
る
ら
し
い
。

社
(
の
ぶ
す
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
鎌
倉
山
V
は
、
十
数
年
前
に
取
鼓
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
子
川
胤
が
楽

迫
田
の
柱
と
い
う
も
、
何
処
へ
失
わ
れ
た
か
遂
に
行
先
が
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
れ
分
は
取
救
え
ず

一
蓄
を
同
氏
に
送
っ
て
、
叫
則
合
常
に
関
す
る
氏

の
見
聞
を
ぷ
制
に
報
道
さ
れ
ん
こ
と
を
懇
附
加
し
た
と
ζ

ろ
、
氏
は
そ
の
知
る

と
乙
ろ
を
認
さ
辺
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鎌
倉
引
は
そ
の
保
竹
上
、
こ

れ
を
撤
廃
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
り
、
十
数
年
前
陀
山
市
以
ち
、
そ
の
材
料
は

久
米
の
瓦
照
が
引
取
っ
て
燃
料
に
し
て
し
ま
っ
た
。
子
規
の
楽
盟
国
れ
も
そ
の

時
同
時
に

一
片
の
川
町
と
消
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
鎌
倉
山
い
し
に
は
、

一
尺
品
川
位
に
し
き
ら
れ
た
ぷ
色
の
花
山
同
一二
|
枚
ば

か
り
よ
り
成
る
絵
天
ハ
が
あ
っ
て
、
何
人
の
笠
か
は
知
ら
ね
と
、
州
主
〈
し
き

も
の
よ
と
、
仰
ぎ
H
ん
た
乙
と
を

lι
憶
し
て
い
る
が
、
代
卜
山
市
以
ち
の
際
、
乙
の

絵
天
パ
だ
け
は
松
山
あ
た
り
の
尚
人
が
、
日
以
っ
て
持
ち
刈
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

~ 562 ~ 

二

四

、

塩

ケ

森

城

跡

大
字
井
内
久
尾
山
の
北
方
南
方
川
仁川
の
山
に
抜
す
る
所
に
あ
り

一
名

一
色
ケ
森
」
と
も
て
一
う
。
そ
の
形
的
怖
を
織
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

成
能
備
前
ん
寸
の
持
城
で
あ
っ
た

と
い

わ
れ
て
い
る
が

人
ー
で
は
航
定

燈
台
が
設
け
て
あ
る
。

ポ
ノ
か
車

'r」

1

以

ト
h
m-

{

f

-l

h

A

 

ぃ
陶
方
邑
有
故
域
-、
H
一泊
説

、或
臼
一-笹
城
-
一
郎印刷
」則
之
内
村
川
町
通

郷
備
前
守
川
守
之
迫
脳
也

伊

政

二

名

集

塩

之

必

城



別
ノ陵
部
郷
仰
諺
集

出
が
か
則
之
内
、
川町
判例山
川
守

川
之
内
邑
に
関
す
る
古
記
録

伊

政

古

悩

ぶ

川
内
邑
行
ニ州
拘
一、日
三金
毘
縦
権
現
一、院
長
六
年
三
月
二
」
l

八
H
、
鞍
淵

新
左
衛
門
、再
一一山'川川
口L
字
於
-b
H越一
、十
山
年
己
円
、加
藤
g
M
m繕
治
駕
、
叉

小付
守
口
口
沸
椛
内
ポ
ヘ
H
-尼
州

、阻
ν
社
南
数
似
、具、保ん小
ν，川
d

レ
測
失
。
中小上

位
天
龍
柄
、
U

人士
川=
久
保
削
¥

υ人命
日
F

仰
問

、H
コ
γ
伯
仲
自在
一.予
υj

体
地
、

山
代
々
析
一目
疾
-
有
-効
験

、
有
-
故
城
-H
八点料
、
メムけ
一一七
必
城
仙
波
大

炊
助
、
佐
伯
河
内
守
悩
屯
所
ν
川
也
、
又
h
-叫
叫
が
城

，L小
島
知
部
氏
所

ν
川

叩
叩

第
十
三
章

人

物

小

伝

一
、
近
藤
林
内
是
正

一
伊
与
善
行
録
」

近
藤
林
兵
衛
是
正
は
三
内
村

大
字
何

之

内

ハ

仙

の
人
で
あ
る
。

(
明
治
三
年
八
月
林
内
と
改
名
し
た
)
。
文
政
元
年
正
月
二
H
同
村

次
右
術
門
の
第
三
子
と
し
て
生
れ
た
。
生
れ
つ
き
胤
明
頴
料
、
十
歳

の
時
、
本
家
近
藤
田
定
衡
の
養
子
と
な
り
、
二
十
一
歳
で
家
を
継
ぎ
、

周
桑
州
川
妙

μ
村
の
盟
正
、
曽
我
部
太
郎
松
の
娘
を
妻
女
と
し
て
迎
え

た
。
長
男
を
憐
之
助
と

云
っ

た
が
、
若
必
を
し
た
の
で
、
次
女
牧
子

に
養
子
を
し
て
後
、
山
本
を
談
っ
て
隠
居
を
し
た
ω

そ
の
養
子
が
近
藤

叫
四
郎
で
あ
る
。
不
十
に
も
甚
凶
郎
州
伐
し
た
の
で
、
明
治
十
二

q

か
ら
両
び
家
政
を
見
る
事
と
し
た
。

林
内
、
父
川
に
不
順
を
同
州
、
し
、
其
の
父
の
内
に
あ
る
閥
、

U
U
削

っ
か

死
に
事
え
る
こ

と
尚
生
に
事
え
る

仏
川
口
官
笠
を
戴
い
て
"
が
に
お
り
、

が
如
く
で
あ
っ

た
。
U

竹
内
、
川
市
質
素
倹
約
を
円
と

し
、
仙
剛
山
市
な
る

山
家
の
規
悩
を
定
め
て
、
山
山
納
を
明
か
に
し

一
と
の
微
と
則
も
ゆ
る

が
せ
に
せ
ず
、
会

A
を
厳
重
に

し
た
。
こ
の
故
に
仁
芯
公
前
の
た
め

u

門
人
ト
人
な
る
品
川
を
し
た
け
れ
ど
も
、
家
道
続
々
味
ハ
し
て

ぃt
h
w

、
ノ

一
，d
I
κ
υ
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山
に
父
仰
の
財
産
を
数
伯
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

林
内
、
手
生
徳
を
積
む
事
を
無
上

の
楽
し
み
と
し
た
。
そ
の
若
し

い
例
を
挙
げ
る
と
、
純
米
を
川
興
し
て
こ
れ
に
必
を
与
え
、
組
放
を

救
っ

て

田
凶
金
殺
を
給
し
、
或
は
村
内
の
竹
山
併
を
糾
き
、
γ
公
老
の

濯
を
行
っ
て
、
今
の
倣
老
会
を
催
し
た
。
×
は
川川で
負
債
の
た
め
川

か
ん
く
わ
c

y
~〈

っ
て
居
る
者

は
こ
れ
を
助
け
、
村
内
の
脱
寡
孤
独
で
身
寄
の
な
い
者

に
は
旬
年
助
け
米
を
与
え
、
郡
村
内
の
貧
民
を
救
怖
す
る
こ

と
十
三

回
に
及
ん
だ
。
此
の
村
の
州民
家
は
一
般
に
何
年
八
、
九
月
の
こ
ろ
草

を
刈

っ
て
唯

一
の
肥
料
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
貧
困
で
そ
の

日
の
次
世
に
山
は
れ
て
、
引
門
斗
刈
に
行
く
事
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ



た
。
翁
は
こ
う
玄
う
農
家
の
た
め
に
米
二
百
依
を
出
し

「
肥
刈
飯
料

の
備
」
と
称
し
て
其
の
二
百
俵
の
利
息
で
山
刈
の
飯
料
を
与
え
て
、

草
刈
を
行
わ
せ
た
。

其
他
、
学

校
、
道
路
、
橋
梁
、
堤
防
等
に
多
額
の
義
摘
金
を
出
し

或

は
山
野
協
傍
に
樹
木
を
柚
え
て
公
益
を
は

か
る
な
ど
、

こ
れ
を
あ

げ
れ
ば
枚
挙
に
速
な
い
。
又
厚
く
仏
を
信
じ
、
-人
保
十
年
正
月
十
六

口
か
ら
明
治

二
十
年
ま
で
、
毎
日
念
仏
一
万
一週
、
光
明
以
言
一
千
一辺

を
念
訴
し
、
行
住
座
臥
念
珠
を
離
さ
ず
、
横
死
者
文

は
後
Mm者
な
、
辛
口

人
の
た
め
、
仏

事
を
営
み
冥
福
を
祈
る
事
、
数
十
固
に
及
ん
だ
と
い

ぅ
。
又
仏
像
を
刻
み
、
寺
を
興
し
、
金
穀
の
喜
捨
を
す
る
な
ど
普
行

投
(
の
数
を
知
ら
な
い
。

こ
の
放
に
明
治
以
前
、
旧
球
主
よ
り
臼
状
或

は
員
口
m
を
受
け
た
こ
と
数
回
、
明
治
以
後
、
民
状
及
金
銀
読
を
受
け

た
こ
と
十
回
、
又
仏
を
信
ず
る

こ
と
厚
き
を
も
っ
て

、真
言
宗
管
長
よ

り
、
数
回
に

一H
一り
受
賞
を
し
た
。
林
内
放
後
特
に
苦
雌
の
議
号
を
受

け
た
。

こ
れ
は
俗
人
と
し
て
例
の
な
い
事

で
は
な
か
ろ
う
か
。

林
内
ま
た
風
雅

の
道
を
好
み
、
俳
句
を
能
く
し
、

号
を
五
湯
と
言

っ
た
。
ま
た
白
猪
唐
川
の
二
深
布
を
発
見
し
て
、
道
を
つ
け
橋
を
か

け

こ
れ
を
世
人
に
紹
介
し
た
。

か
か
る
伴
大
な
仁
の
人
、
近
一
勝
林

内

翁

も
、
天
明
は
如
何
と
も
し
郷
く
、
明
治

二
十
一

年
一
片
凹

什

年
七
十
に
し
て
逝
去
せ
ら
れ
た
。
遠
近
、引
討
を
き
き
一以
仰

せ
ぬ
者
は

な
か
っ
た
。
林
内
的以
後
二
年
、
叫
を
建
て
銘
を
録
し
て
、
主
(
普
行
を

表
彰
し
た
。
そ
の
墓
は
河
之
内
日
浦
上
味
問
屋
に
あ
る
。

恭
恵
院
消
翁
是
正
慈
善
菩
雌

近
藤
林
内
是
正

明
治
二
十
句

一
川
凶

川
俊

近
川
勝
H
4
正
翁
取
引叫
銘

翁
中
h
u
止
γ

北ル
仲
林
内
愛
媛
川
以
伊
予
同
下
浮
火
山
三
内
村
大
字
川
之
内
之
人
山

完
父
近
雌
H
ん
之
称
次
ト
心
的
門
、
翁
兵
三
児
文
政
九
作
成
寅
正
バ
二

uぺ、

1
政
為
宗
家
日正衡
嗣
子
、
幼
而
穎
敏
見
称
郷
党
天
保
九
年
承
統
、
翁
姓
川
灯

怒
川
台
胞
与
令
毅
赦
川肌川州村
貧
民
、
前
後
十
三
内
向
日
出
毅
十
也
ル
歪
ニ
パ

白
金
寸
円
乃
至
五
賞
銭
或
行
養
左
饗
或
中
見
知
負
債
、
又助制
助
親
紋
付
悶
禄

令
穀
問
阿
興
泌
総
付
家
産
二
戸
、
献
金
鎖
、
七
及
幕
府
各
三
岡
山
道
路
続
史

民
防
諸
波
及
学
校
校
或
路
郎
防
荷
樹
宅
不
知
升
(
幾
何
飯
干
久
山
総
侯
-M
以
格
刀

及
必
官
給
後
又
以
父
子
孫
三
代
出
火
荘
宮
脇
賜
氏
、
状九日門川
|
六
阿
何
県

庁
災
状
及
金
銀
木
夜
十
余
回
、
半申一
品
奉
渋
柿
仰
仏
成
為
同
家
修
祈
総
成
為
川
削

川
九
市
引
及
有
無
縁
諸
説
修
法
市
北
献
僚
献
供
成
一仰
山
(号
け
唱
念
仏
告

二
子
一
ゐ

山正
培
或
作
木
石
仏
像
供
養
等
数
十
度
吉
宗
佑
長
諸
附
付
白
状
及
日
u
川念件以

抑
地
等
凶
同
又
天
保
十
年
ド此
凡
十
六
日
起
山
内
H
諜
A
A
仏
力
遍
光
明
以
一守
口
一

千
一
通
五
十
余
年
一

日
不
悌
其

一
位
慈
仁
事
業
不
退
紘
述
今
附
挙
其
大
者
可

制
制
希
有
篤
士
突
、
明
治
七
年
付
家
事
於
謎
嗣
子
甚
凹
郎
、
十
二
年
不
幸
甚

問
郎
銭
、
叉
視
家
政
、
二
」1
一
年
椛
病

一
パ
阿
川
掩
然
而
的
炊
事
年
七
十
速

沼
山
計
無
f

小
泉
悼
余
九
州一旦
山
化
ヤ
代
限
公
約
徳
行
停
ハ
ぷ
忠
悦
掛
川
翁
H
t
r
ι

必
υ

品川社日い腕
川別
名
波
族
問
行
乞
銘
凶
解
不
呼
乃
作
銘
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汀

U'm斗
べ
山
A

l

・
1
1
1

、h
e
'

コ
，
川
J
Hリ

ペ叫

Z
l
主日川ー

芯
ト
人
了
附

山川

l

久

近
隊
林
内
タ
引
け
止
一
山
肌
作
称
山
川
翁
リ
ツ
-h
織
委
什
一山
小
二
子
長
称
的
之
助
次
牧
子

治
子
川

A
m妙
川
村
民
正
門
北
郎
太
郎
総
長
久
也
而
翁
れ
灯
俳
治
学
於
五

銭
翁
遂
究
組
央

m
l駁
体
み
別
名
作一巾
不
絶
翁
仏川
J
d
u林
組
失
冶
一
仙
桜
子
・米

Ie 

近作
腺
川竹
内
翁
単
品
作
ボ

今
，
E

，ah
h，

一
、
向
山
叶
の
引
で
あ
る
が
、
村
内
に
は
日
々
の
悩
の
立
ち
か
ね
て
、政
木
が

来
て
も
、
J
1
川
の
餅
の
っ
け
ぬ
も
の
が
数
々
あ
っ
た
。
翁
は
山
本
人
に
命
じ

て
バ
句
貧
悶
討
に
餅
米
を
二
三
月
先
胞
し
て
ま
わ
っ
た
。
そ
し
て
れ
家
々

か
ら
餅
を
つ
く
白
を
き
さ
、
始
め
て
、
我
'一
本
の
餅
米
を
家
人

ι洗
わ
せ
た

の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
が
翁
の
家
風
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一一
、
球
日
の
下
で
あ
る
。
小
品
川
人
口ん
が
、
日
凶
の
閃
叫
に
報
ゆ
る
た
め
、
れ
刊

の
大
以、

人
参
匂
町
史
料
刷
を

一
山川
、
翁
の
山
本
へ
持
ち
込
ん
だ
。

翁
は
こ
れ

を
凡
て
、
おリ
川
M
I
J

は
こ
ん
な
い
が
を
す
る
か
ら
、
何
時
ま
で
た
っ
て
も
貧
之

を
す
る
の
だ
。
私
は
剥
h
M
す
か
ら
は
光
分
年
貢
を
も
ら
っ
て
川
る
。
決
し
て

心
配
し
て
く
れ
る
な
、
御
親
切
は
有
刻
い
が
、

と
う
か
乙
れ
を
他

へ
売
払

っ
て

一
文
で
も
貯
〈
ん
を
し
て
く
れ
。
乙
れ
が
私
え
の
礼
で
あ
る
よ
と
一ぶ
っ

て
返
し
た
と

一ムう。

」ニ
、
柳
苧
(
翁
の
川
宅
の
地
中
山
)
へ
行
け
ば
何
ん
で
も
買
う
て
く
れ
る
。

決
し

て
あ
だ
け
止
を
踏
ま
せ
ぬ
、
と
云
う
評
判
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
人
は
珍
ら
し

い
訓
告
州
m
h
e民
u
川
匂
が
あ
る
と
、
自
ち
に
翁
の
宅
へ
は
刊
っ
て
行
っ
た
。
翁
は

f

小
川
口
川
で
も
折
約
金
儲
け
を
し
よ
う
と
遠
方
か
ら
米
た
の
で
あ
る
か
ら
、

r
で

ぷ
干
で
仰
す
の
も
気
の
む
な
と
一一ム
つ
て
は
っ
て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る。

だ
か
ら
翁
の
'
一
本
に
は
什
川
市
や
苦
同
等
が
尖
に
火
山
川
附
さ
れ
て
い
た
。

問
、
「
代
々
誹
」
翁
は
村
人
に
伊
勢
詣
り
を
実
励
す
る
た
め
に
代
々
講
を
飢

織
し
、
初
め
は
諮
員
か
ら
若
干
つ
つ
防
相
立
金
を
山
さ
せ
れ
二

郎
を
旅
此
に

吋
て
鍛
引
に
よ
っ
て
参
詣
ぃ
引
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
が
翁
は
こ
れ
を
ぷ

久
的
の
下
業
に
し
泣
い
と
似
す
令
の
利
別
法
を
考
究
し
、
治
日
以
の
子
係
は

.lXも
山
さ
な
い
で
向
付
参
詣
す
る
よ
う
に
し
た
。
人
ー
に
伐
る
大
々
泌
が

即
ち
そ
れ
で
あ
る
が
、
明
治
中
川
こ
ろ
に
は
議
員
の
内
に
も
絶
家
に
な
っ

た
り
、
他
郷
へ
山
た
り
し
て
、

一
時
不
振
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
が
、
近

政
令
円
郎
が
大
止
の
初
旬
に
乙
れ
を
笹
山
地
し
て
ハ
け
の
如
く
復
興
し
い
ま

だ
に
、
年
中
行
事
と
し
て
春
則
に
伊
勢
神
山
参
打
を
行
っ
て
い
る
。

CH
竹

山
に
余
る
歴
史
を
持
つ
河
J

ノ
」
内
の
乙
の
代
々
訟
は
珍
ら
し
い
事
で
あ
る
。

h
、
山〈
川
附
を
中
一
爪
ま
れ
て
、

一
度
も
断
っ
た
事
が
な
い
0

.

小
川
布
附
引
を
耳
に

4
c
b
d
 

す
る
と
、
山
話
人
が
尋
ね
て
米
ぬ
先
に
翁
か
ら
中
し
込
ん
で
機
先
を
制
す

る
と
云
う
代
ん
で
あ
っ
た
。
仲
村
仏
閣
比
一
の
他
、
公
共
の
が
業
に
対
し
て

は
姓
取
引
等
を
書
き
-Y
て
る
事
を
行
ま
な
か
っ
た
。
引
に
γ
れ

T
ゴ
寸
に
あ
る
弘

法
大
川
の
記
念
塔
、
束
中
一
宮
神
社
の
社
名
る
等
は
似
…
ぷ
名
で
あ
る
。
道
後
伊

佐
雨
被
神
社
の
七
五
三
石
宅
も
河
之
内
村
近
泌
氏
と

U
し
で
あ
る
の
み
で

あ
る
。

六
、
頼
母
子
部
も
た
の
ま
れ
て
断
っ
た
事
は
な
い
。
し
か
し
翁
は
、
頼
回
子

請
は
地
方
の
金
融
機
関
で
あ
り
、
且
叉
小
資
本
家
に
対
す
る
慈
泣
的
の
行

九
だ
と
云
う
考
え
か
ら
初
公
の
抑
制
州
仰
を
掛
け
た
ら
後
は
打
ち
切
り
と
い
う
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行
方
で
あ
っ
た
。

七
、
久
保
肝
引
に
は
作
ー
々

'A投
げ
を
す
る
が
引
が
多
か
っ
た
。
翁
は
乙
れ
M
U
の

人
の
供
誌
の
九
め
と
そ
の
淵
を
叩
約
め
る
と
云
う
む
味
の
下
に
金
見
一
点
寺
山

職
に
託
し
て

一
大
供
誌
を
行
な
っ
た
。
近
隣
の
寺
院
か
ら
僧
侶
が
集
ま
り

其
の
数
三
」
l
六
名
で
あ
っ
た
。
当
日
は
人
山
も
多
く
仲
々
の
賑
わ
い
で
あ

っ
た
。
れ
の
後
乙
の
淵
に
入
水
す
る
者
が
な
く
な
っ
た
。

八
、
村
民
の
内
に
問
地
を
買
っ
て
く
れ
と
号一
ワ
っ
て
来
る
者
が
あ
る
と
百
姓
が

田
地
を
火
る
と
は
怪
し
か
ら
ん
、
丙
姓
が
宝
を
人
に
ー似
し
て
と
う
す
る
も

の
ぞ
、
合
が
入
用
な
れ
ば
幾
程
で
も
用
立
ま
し
ょ
う
と
云
っ
て
追
い
加
え

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
是
非
に
と
云
う
者
に
は
時
の
相
場
以
上
で

買
上
げ
て
や
っ
た
。
又
人
方
策
が
で
き
て
寅
灰
し
度
い
者
に
は
い
つ
で
も
民

う
た
値
段
で
完
民
し
て
や
る
と
云
っ
て
、
翁
か
ら
進
ん
で
条
件
を
つ
け
た

そ
う
で
あ
る
。

九
、
落
期
日
(
の
外
科
伏
人
内
で
も
、
金
を
使
い
込
ん
だ
り
、
裕
度
が
あ
っ
た

り
し
て
も
こ
れ
を
絡
め
ず
本
人
が
前
非
を
悔
い
る
ま
で
気
、
点
く
依
っ
て
や

っ
た
。
新
し
、
や
む
を
り
ず
解
一取
の
場
合
に
は
い
本
人
が

一
時
困
却
を
せ
ぬ

よ
う
若
干
の
会
を
り
え
た
。
A
I
の
失
業
下
当
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
O
、
新
洲
が
川
来
た
叫
に
は
め
う
名
花
伝
対
凶
、
川
聞
の
粕
の
山
山
来
た
同
日
に

は
部
孫

一
統
へ

、
消
粕
を
配
っ
た
。
四
国
一
極
協
や
物
質
い
に
は
み
ん
な
多

少
の
胞
を
す
る
と
い
う
凪
で
あ
っ
た
か
ら
、
近
藤
と
云
う
よ
り
も
「
伊
政

の
普
恨
州
日
」
と

ぶ
う
て
他
悶
ま
で
も
そ
の
名
が
伝
わ
っ
て
い
た
。

一
て
山
入
の
大

γ一が
成
る

U
の
作
業
中
に
怪
伐
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
翁

は
こ
れ
を
如
何
に
も
気
の
毒
に
思
い
問
地
若
干
を
月
え
て
老
後
間
ら
ね
よ

う
に
し
て
あ
げ
た
と
一手
つ
乙
と
で
あ
る
。

一二
、
あ
る
朝
の
事
で
あ
る
、
門
外
に
玉
の
よ
う
な
男
の
児
が
拾
て
で
あ
っ

た
。
翁
は
こ
れ
を
見
て
、
定
め
し
深
い
閣が
仙
の
あ
る
乙
と
だ
ろ
う
と
早
川
必

こ
の
児
を
人
に
預
け
て
後
背
し
、
そ
の
子
が
成
長
す
る
に
及
ん
で
正
米
間

依
を
つ
け
て
近
藤
の
子
と
し
て
他
家
へ
養
子
に
や
っ
た
と
云
う
。

一一一一
、
「
相
撲
座
」
金
毘
印
刷
寺
の
縁
日
に
は
、
余
興
相
撲
が
あ
っ
て
、
諸
方

か
ら
力
士
が
集
ま
っ
て
仲
々
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
諸
白
用
は
翁
が

企
て
た
相
撲
座
の
仙
立
金
の
利
子
を
あ
て
た
の
で
あ
る
。

一
円
、
河
之
内
に
は
学
資
金
の
砧
立
が
あ
っ
て
、
日
(
の
利
子
で
村
教
育
の
幾

精
分
か
を
捕
っ
て
川
た
。
乙
れ
も
翁
の
訂
酬
で
年
々
畑
殖
し
て
い
た
が
翁

の
没
後
明
治
二
ト
三
、
円
年
の
頃
の
地
押
切
に
融
通
し
て
消
沈
し
た
。

一
五
、
河
之
内
油
田
岡
の
人
、
佐
伯
十

一
郎
が
高
等
小
学
校
程
度
(
当
時
下
浮

穴
郎
、
現
在
の
伊
政
川
南
伊
時
間
，
村
古
川
に
一
校
あ
っ
た
の
み
)
の
学
校
を

河
之
内
村
へ
設
置
せ
ん
と
東
奔
凶
走
苦
心
を
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
時
の

学
医
取
締
、
内
庁
版
業
行
が
来
村
し
た
の
を
機
会
に
以
の
山
を
話
し
た
と
こ

ろ
素
行
氏
は
早
川
泌
林
内
翁
を
め
づ
れ
、
快
訪
を
何
て
こ
こ
に
目
山
皮
く
培

迷
学
合
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
培
達
と
は
令
息
叫
一円
川
ゆ
が
命
れ
し
た
も
の

J
L
b
e
F
}
-

一つ

で
あ
る
。
な
お
則
之
内
の
辿
成
小
学
校
も
氏
の
命
名
で
あ
る
。

一
六
、
林
内
u
切
に
山
球
主
を
敬
い
人
と
対
談
中
間
々
話
が
務
公
の
古
いず
に
及
ぶ

と
直
に
襟
を
正
し
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
上
京
す
る
よ
う
な
時
に
は
第
一

部
に
久
松
邸
を
訪
問
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
七
、
奉
公
人
は
何
年
勤
め
て
も
凡
々
僅
か
の
小
使
銭
を
与
え
る
の
み
で
給

令
を
決
し
て
与
え
な
か
っ
た
。

「
金
を
若
い
者
に
与
え
る
乙
と
は
非
を
造

る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
云
っ
て
林
内
は
こ
れ
を
家
風
と
し
た
。
こ
れ
は
れ
(

の
召
伎
に
与
え
る
給
金
を
予
許
に
必
立
て
て
置
い
て
利
殖
を
し
て
置
き
、

~566~ 



召
使
が
嫁
と
り
胤
と
り
の
と
き
に
そ
の
航，
Y
余
で
田
地
や
箪
笥
等
を
買
い

リ
え
、
お
し
山本
を
辿
て
る
よ
う
な
時
に
は

'H
家
持
山
の
木
を
伐
ら
せ
て
山本

を
建
て
て
や
っ
た
。
放
に
μ
h
伎
は
同
川
米
を
山
山
本
し
ん
で
旬
、ぷ
く
ぷ
公
を
し
た

と
い
う
と
と
で
あ
る
。

一
八
、
或
る
人
、

一
什
林
内
を
訪
ね
て
お
宅
は
年
々
御
繁
口
を
な
さ
る
が
何

か
秘
伝
で
も
あ
る
の
か

一
つ
山
絞
り
の
方
法
を
教
え
て
誠
き
度
い
と
云
う

と
翁
は
川
に
方
法
も
な
ん
に
も
な
い
が
、
令
を
儲
け
よ
う
と
す
る
と
欲
が

起
っ
て
'
ハ
然
に
人
に
知
加
を
す
る
よ
う
に
な
る
、
先
ず
乙
れ
で
も
と
笠
を

と
っ
て
刈
川
に
「
山?
土
は
芋
に
大
似
に
ぷ
の
飯
」
と
告
い
て
り
え
た
と

一玄・つ
。

一
九
、
翁
は
什
山
々

州
倉
の
も
の
や
山
の
v引
に
不
正
な
んや
は
決
し
て
し
な
い
よ

う
に
と
八
苓
し
く
比
ぷ
を
し
た
。
放
に
柳
川凸
丁
の
洲
は
よ
い
よ
川
と
大
川
判

で

一
時
は

H4山
に
よ
く
売
れ
た
。
先
れ
れ
ば
売
れ
る
程
政
の
ん
を
厳
術
に

し
た
。
税
務
円
支
が
州
の
検
伐
に
米
て
も
版
刷
仰
の
検
代
の
み
で
例
会
へ
入

っ
て
訓
べ
た
と
い
う
ポ
は

一
度
も
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
帳
簿
の
検
内
も

必
叫
に
な
い
と
山
必
中
の
ぷ
判
で
あ
っ
た
と
一手
つ
。

近
作
脈
林
口
(
術
Hι
正
時
間

川
之
内
近
似
林
内
は
、
郷
土
、
大
日
以
の
絡
式
で
、
庄
ぷ
山
内
氏
を
阪
け

て
治
絞
を
挙
げ
た
。
林
内
性
詑
厚
、
恭
敬
、
深
く
神
物
に
帰
依
し
、
仁
慈
の

芯
深
く
莫
大
な
川川
刈
の
山中
よ
り
、
救
怖
に
尽
し
、
村
内
制
州
渋
人
の
救
助
は
云

う
に
放
ば
ず
、
州以
州制
川
畑
山
の
門
人
川
刷
、
土
木
紘
一
併
の
ポ
業
を
肌
(
し
、
U

刻
、
水
六
行

W
(同
船
の
波
米
、
州
民
泌
二
作
長
州
征
伐
の
時
勺
、
大
数
の
令
殺
を
務
に
献
上

し
、
足
幌
、
郷
犬
の
山
兵
に
協
h

刈
す
る
勾
、
幕
末
の
各
村
庄
原
守
の
定
刈
漸

ゃ
く
刈
れ
行
く
叫
に
、

一
人
臭
彩
を
欣
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

即
ち
長
州
征
伐
に
つ
い
て
は
、
同
家
の
日
心
に
よ
れ
ば

長
州
山
勢

(
机
)
に
付

一
合

一
向、

御
武
辺
長
久
、
御
桝
社
に
て
御
祈
砂
利

一
令

一
刷
、
わ
同
断
、
村
方
新

μ腕
故
郷
夫
中
除
災

御
祈
裕
、
金
毘
羅
社
に
て
御
祈
待
料

一
令

問

両

J

相
同
断
簸
川

但
し
二
朱
先

阿
部
太
助、

近
除
林
作
、
中
町
氾
治

一
歩

近
総
繁
ポ
!、

郷
ト六
次
ト
心
的
門

二
公
ー均

約

太

郎、

大
次
郎
、
利
点
術
門
、
良
作
、
三
只
術
、
米
次

機
八
、
休
h
術
門
、
求
心
、
和
助、

平
六
、
多
八
、
古

川中川
l

、
除
功
、
以
山
山
、
山
υ
火
、
一一
恥
材
、
山
'
火
、
系
何

l
ー

I
l

i
-

-

J

J
l
i

{

t

4

1

1

作
中
、
J
次
、
啓

版

以

上

柱
、
新
け
ん
怖
に
は
削
字
が
つ
い
て
い
る

郷
犬
に
は
な
い
。
将
{
八
郎
一
川
之
内
村
近
桜
林
内
翁
山
川
町山
1
久
一
松
山
本
格
改
中
川
口

与
さ
写
、
久
米
川
州
J
l

川
以
山
川
内
部
川崎
ん
よ
り
人
的
ぷ
入
川
vw知
治
村
々
介
h
u
h
川

正
附
山
米
欽
蚊
段
点
川
村
ぷ
倣
に
付
。
比
一
郎
終
被
仰
刊
似
山
j

〆

山

川

米

七

l
依

天

保

1
1
門
己
付

て
村
方
郊
渋
者
共
汀
大
数
山
政
札
代
以
附
川
候
所
近
臼
不
品
川
継
に
什

一
統
及
川

窮
岐
に
付
心
部
以
附
人
別
之
内
極
難
渋
名
比
(
引
拾
巡
日
一八小仔
白川
等
に
致
近
似

他
ぃ九
川
特
之
儀
に
什
九
袋
リ
ド
ド
〈
米

一
一
以
差
迫

引

拾

念

品

川

札

一
お
H
九
円
伺
令

半

引

拾

同

円

以

回

人

小

ノ

天

保

J
l

一
一h
1

・rA
Y
 

て
年
来
十
日
風
に
相
科
村
内
刻
渋
ぷ
ポ
〈
れ
仕
L

川
山
市
叶
怖
に
肥
草
引
刈
取
飯
料
九
1
1
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当
大
数
御
代
，ru一
山
什
打
差
山
ト
れ
利
米
を
以
て
、
水
久
助
勢
の
倫
相
'
j
蚊
段
疋
々

奇
特
之
至
に
川
川
物
外
を
以
て
。
改
庄
照
絡
帯
刀
御
免
被
仰
川
刊

山
米

二
円
山
山
天
保
十
万
辰
作

〆

一
、
先
達
て
江
一戸
御
上
原
敷
御
前
U

引
制
御
用
に
付
差
上
物
致
紋
段
奇
特
之
儀
に

付
代
々
家
続
之
名
父
子
孫
共
=一
人
宛
。
大
庄
原
絡
被
仰
付
御
扶
持
方
十
人

扶
持
被
下
置

山
山
米
二
千
丙
依

寸
始
、
水
じ
肉
付

〆

一
、
山
中
九
例
付
利
支
配
之
節
東
方
付
支
配
γ
4
1
内
川
助
品
川
H

致
似
段
人
川
村
之
川
怖

に
川
川
御
末
行
よ
り
江
川
大

安
政
三一
K
年

〆

一
、
先
達
て
村
々
期
以
点
化
〈
什
助
勢
と
し
て
山
米
致
段
段
奇
特
14
儀
に
付
泣

上
下

一
門
パ
被
下
山

山
米

i
h民

安
政
三
円以山川
I

制l〆

安↑fi
政 liI

h:引J
{I'. T， 
御
山
、
作
a

L

丹、米
二
山
出
先
被
下
山
首

〆

)
、
先
迷
て
御
L
A
丸
御
仙
川
小
〈
御
上
令
被
品
神
奈
川
御
凶
川
制
御
汽
前
御
入
川

之
内
れ
差
J
物
致
似
段
uh

叶批判
a
/
」
同
協
に
付
小
葵
御
紋
付
御
上
下
一
ロ
パ
被
下
山

安
政
三
以
付

三」
l
依

山
米

X 

て
十
ト
品
ル
山
叩
歳
村
方
制
州
批
い
山
者
共
行
為
助
品
川
心
山
山
米
致
紋
段
奇
特
之
儀
に
付
厚
御

-
¥、
υい
V

-

一ノ
f
卜上レ

uH災
被
成
下
文
久
三
亥
作
山
米

〆

て

m
A
船
防
禦
御
下
当
御
入
用
之
内
江
山
山
川
蹴
致
蚊
段
奇
特
之
儀
に
付
山
人
扶

H
M
御
増
被
下
置

山
山
来
五
百
依

文
久
凹
子
作

〆

て
ト
トA
H
N

冬
御
山
山
勢
之
郎
九
御
閃
思
味
哨
ぬ
卜
句
差
上
似
段
山
川
特
之
至
に
川
刊

御
称
夫
被
成
下
山
凶
応
r
h

川町山
叶

イ
'

一
、
近
米
御
公
務
等
英
大
之
御
入
岱
打
続
御
差
配
向
御
差
支
に
付
制
限
御
拠
令

米
銭
淵
達
之
儀
御
沙
汰
行
之
紋
所
御
幼
A
n
M
m
恐
祭
致
米
二
千
依
之
杭
リ
ヲ

以
て
銭
札
河
川
ー
は
同
差
上
皮
斤
剛
山
山
候
所
御
称
美
内
刷
等
之
内
植
民
に
伽
…

之
段
別
し
て
十
九
川
特
之
モ
に
山
川
御
受
納
被
成
伎
依
γ
」
悶
げ
御
称
美
被
成
下
能
川

御
紋
日川判例
二
屯
御
羽
織
小
川
焚
御
紋
付
同
御
小
川
削
同
御
紋
付
制
州
子

一
%
牧

一一
一
附
対
御
掛
物
被
下
位
度
，
b
r作
比
引

〆
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一
d

十
五
段
以
来
村
方
郊
渋
行
北
(
什
助
勢
米
差
山
山
峡
段
奇
特
之
儀
戸
一
付
御
紘
美

之
上
辺
上
下

一回
λ

被
下
直

慶
応
三
卯

仔

山

飢

111 

1L 

1=1 

〆

一
、
此
皮
御
悶
郊
に
付
御
安
治
筋
深
く
御
気
治
山
叩
上
格
別
奇
特
之
儀
札
口
之
政

組
制
問

U
神
妙
之
自
主
に
山
川
少
毛
示
御
酒
包
一扇
子
壱
被
下
山
首
也



|リl
L‘ 

IJ-< 
1+ 
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一
、
十
パ
ー
心
引
リ
川
a'代
政
内
山
引
い
糸
に
相
川
村
制
川
以
V
刊』川
(川
'n
代
川
川
ヲ
川

へ
似
段
λ
川

特
乙
査
に
川
け
九
御
必

υλ
令
一一
円
川
被
下
山
山

明
治
二
己
引i

， 
F 

て

十
不
必
御
献
〈
↓
ノ
一
郎
川
述
致
似
段
λ
川特ソ/」
4

仏
に
μ
川
向
げ
御
称
，
」
山
被
成
ト
少
毛

肴
御
一
山
被
下
山

明
治
二
己

4

11'， 
余

行
川

御
山
地
Y
一
相
成

F
 

一
、
川
l

刀
焼
以
朽
日
(什
什
九
以
助
治
山
可
什
い
山
米
致
似
一
山
去
秋
凶
竹
ノ
」

q
M川

村
ト
刈
拐
民
共
山
収
I

似
向
a
ノ」儀
庄
川

山
内
山
問
中
「
儀
絡
川
レ
イ
許
行
印
刷
似
同
叫
に
て

山
米
之
故

御
称
嘆
ノ
山
田
山
同
人
ヱ
被
仰
付
似
版
刷
州
立
似
至
川
奇
特
之
子
一

に
付
格
外
を
以
て
同
人
儀
大
庄
原
総
被
山
中
日
刊
紋
比
(万
H
〈
於
て
も
心
作
前
山

止
し
り
b

か
な

放
岐
に
利川

山五

社
御
一
州
彼
卜
山
下
出
似
ボ

1

1

1

1

1

1

A

li
-
、i
l

ゆ
げ
一-
h

川

川
乱

H
H引

h
tメ
ーー
「

〆

一
、
久
一
松
段
州
の
丸
御

T
伝
彼
仰
似
同
州
市
山
川
上
の
御
沙
汰
被
仰
山
之
飢
差
山

ト
れ
に
川
川

御
肢
と
尚
久
米
八七
山
に
て
御
悩
被
下
校

山
公

一
向

天

保

九

氏

付

仙
用
川
tX
一
札
之
事

一
念
七
十
円
い
ん
ム
ハ
」
l
hX
銭
札
山

め
γ~
泊
り
悩
に
御
川
川
竹
所
引
い
〈川
ニ
御
山
m
似
御
私
之
儀
将
来
山
山
内
じ
川
限
に

利
必
ヲ
加
へ
加
山
山
川
御
部
A
H
可
μ
い
似
清
川
人
此
/
一
辿
中
之
内
に
て
不
納
入
山
之
校

ガ
〈
辿
山中
よ
り
忽
度
取
立
川
利
北
(
御
返
済
吋
仕
候
為
後
日
一
札
依
而
如
件

天
保
七
年
川
中

J
l
二
川

一
、

1
匁

一
、
三
イ
目

一
、
三
」l
目

て

十
匁

， 
P 
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兵
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て

此
皮
務
制
改
り
半
日
H
N

付
従
前
之
扶
持
米
惣
て
相
一胎
川
閃
「川
比
一
方
ヱ
米
間
J
l

山
以
来
下
シ
候
段
及
沙
汰
侠
処
ト
白
山
地
納
紋
旨
A
I
く
国
恩
減
効
之
素
志
に
七
之

仮
峰
神
妙
乙
査
依
之
川
紙
凶
鉱
ー乙
通
差
ド
似
品
ド

御

H
M州
3
4
5

明
治
川
未
竹

l
i
p
-4
 以

上

〆
一一
千
九
円
三

1
一
山氏

川
札
一
一十
三
〆
h
向
日

令

一
向



こ
、
近
藤
金
四
郎

自
治
功
労
者

「
山
よ
り
大
き
い
抗
は
出
ん
」
と
云

5
泌
が
あ
る
が

1)す
0) 

111 

村
が
生
ん
だ
近
藤
金
凶
郎
は
近
年
な
い
大
き
な
逸
材
で
あ
る
と

μ

わ

れ
た
。
明
治
十
六

q
三
月
一
日
、
三
内
村
大
字
何
之
内
問
屋
近
藤
紳

次
郎
の
長
男
と
し
て
肌
々
の
声
を
あ
げ
た
。
少
年
の
時
、
岡
村
近
藤

新
七
の
養
子
と
な
り
、
県
立
松
山
中
学
に
学
ん
だ
。
剛
毅
果
断
に

し

て
、
ひ
た
む
き
な
性
格
は
在
学
時
代
剣
道
の
選
手
と
し
て
京
都
武
徳

し
の
在

般
に
糾
を
削
っ
た
事
も
あ
っ
た
。
剣
道
四
段
の
免
許
を
有
し
て
い
た
。

学
校
を
卒
業
す
る
や
只
役
に
徴
さ
れ
、
陸
中
山
十
騎
兵
と
し
て
軍
務
に

服
し
、

明
治
三
十
七
、
八
年
日
露
戦
争
に
も
従
軍
し
た
。
其
風
貌
態

度
さ
な
が
ら
古
武
士
に
扮
俳
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

日川
郷
す
る
や
州一何
事
に
精
励
し
て
い
た
が
、
大
正
八
利
二
月
三
内
村

村
会
の
懇
請
に
よ
り
、
三
内
村
助
役
に
就
任
し
た
。
か
く
て
平
成
に

し
て
村
長
に
就
仔
、
大
正
八
年
八
月
よ
り
昭
和
二
十
一

年
十
一
月
ま

で
二
十
二
年
一
ヶ
月
の
長
年
月
間
、
三
内
村
長
と
し
て
村
民
の
福
利

厚
生
と

三
内
村
の
繁
栄
を
念
願

と
し
て

年
生
の
努
力
を
削
倒
し

た
。農

事
の
改
良
に
、
生
活
の
改
善
に
、
治
山
治
水
に

民
生
安
定
に

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
悩
ま
な
か
っ
た
。

一、

二
の
例
を
挙
げ
る

と

二
宮
前V
徳
を
敬
仰
し
、
報
徳
の
教
を
説
、
宏
、、
義
山
民
佐
倉
宗
五
郎
の

和
神
を
政
吹
し
て
、
勤
労
精
神
を
強
調
し
た
。
日
明
等
家
庭
人
と
な

る
時
は
、
寸
時
も
惜
み
な
く
紺
木
綿
の
仕
事
川
枠
と
な
り
、
鋤
鍬
を

収
っ
て
村
民
の
模
柏
と
な
っ
た
。

「
民
力
術
誌
は
陽
踏
励
行
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
陽
踏
励
行
を
村

是
と
し
、
祝
祭
日
等
の
国
家
行
事
を
甘
訟
に

し
た
村
の
休
日
を
制
定
し

て
、
防
踏
励
行
を
奨
励
し
た
。
が
永
い
聞
の
伝
統
的
習
慣
は

-h
日勿に

改
め
郊
く
仲
々
そ
の
切
替
が
出
米
な
か
っ
た
。
信
念
の
強
い
氏
は
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徹
底
的
に
改
踏
に
努
力
を
し
た
。

村
民
が
集
会
等
の
時
に
、
時
間
を
空
費
す
る
こ

と
を
残
念
に
思
い

時
間
励
行
、
早
起
励
行
を
曳
肋
し
た
。

氏
は
ま
た
敬
神
崇
机
の
念
に
厚
く
、
毎
朝
午
前
四
時
に
起
は
、
木

剣
素
振
を
為
す
こ

と
白
余
回
、
村
内
各
氏
神
の
遥
拝
を
な
す
こ
と
十

年
一
日
の
如
く
怠
る
事
な
く
、
常
に
村
民
に
神
社
参
拝
を
奨
励
し
仏

事
を
営
む
事
を
す
L

め
た
。

氏
小
川
に
正
義
人
道
・
粉
々
…
出
い
て
人
に
語
り
、
不
正
の
事
に
つ
い
て
は

苛
責
す
る
こ

と
な
か
っ
た
が
、
反
而
人
の
善
事
に
は
我
事
の
如
く
苦

ん
で
こ
れ
を
推
奨
し
た
。
目
前
努
力
精
進
を
怠
ら
ず
、
「
敬
一大
愛
人」



一子
制
は
あ
な
た
へ
刊
労
は
私
に

「
似
と
汁
、
木
制
着
物
ぞ
身

を
助
く

そ
の
余
は
誌
を
責
む
る
も
の
な
り
」
と

玄
う
文
句
を
紙
に

判
い
て
照
右
の
銘
と
し

自
に
つ
く
と
こ

ろ
に
仮
り
つ
け
て
い
た
。

川
口
山
に
仙
仰
を
倣
い
人
を
憐
れ
ん
で
質
素
倹
約
を
尚
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

又
村
氏
の
生
一
応

m強
、
農
家
経
済
の
更
生
を
は
か
る
た
め
、
三
内

村
山
刷
用
組
合
を
、
大
正
八
年
十
一
月
に
設
立
し
た
。

同
様
に

し
て
川
和
十
六
年
に
は
、
三
内
村

森
林
組
合
も
設
立
し

た
。
そ
し
て
何
れ
に
も
理
事
と
な
り
、
組
合
長
と
な
っ
て
、
生
み
の

却
の
新
労
を
し
た
。
三
内
村
は
広
大
な
る
山
林
を
持
つ
村
で
あ
り
、

村
の
児
生
は
森
林
の
似
護
育
成
に
あ
る
こ

と
を
焔
感
し
、
将
米
の
知
…

税
村
を
白
川
仰
に
し
、
七

O
O川
に
及
ぶ
村
治
林
の
け
川
評
会
を
し
て
、

分
収
歩
合
に
日
絡
を
つ
け
る
等
の
お
を
し
て
、
今
日
の
三
内
村
、
村

有
林
の
育
て
の
籾
と
な
っ
た
。

近
藤
金
四
郎
は

一
道
金
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
持
っ
て
い
る
。
我

が
村
の
生
沌
振
興
は
道
路
の
改
修
に
あ
る
と
旧
え
、
村
道
改
修
、
初

作
道
路
の
修
約
、
林
道
の
間
選
、
県
道
の

改
修

保
全

に
心
を
用
い

た
。
殊
に
山
道
山
森
川
献
の
開
通
に
は
、
最
町
の
努
刈
を
俸
げ
た
の
で

あ
る
。

即
ち
大
花
十

一
介
よ
り

「
出
森
紘
泌
成
実
行
会
長
し
に
な
り

上
一守一八
郊
の
物
資
の
搬
出
、
放
交
通
の
発
達
に
利
す
る
仮
説
、
必
要

を
力
説
し
全
村
民
の
協
力
を
得
て
、
開
撃
に
着
手
す
る
に
至
っ
た
。

kmし
'M
l」
の
所
有
林
の
始
と
令
部
を
売
払
っ
て

か
く
て
第
一
期
王
事
、
第
二
期
工
事
が
終
っ

た
と
さ
、
資
金
の
金
繰

そ
の
金
を
投
げ

山
し
た
の
で
あ
る
。

X
金
四
郎
は
、
J

I

-

-
利

一介
九
凡
よ
り
、
愛
版
以
会
議
員
に
当
選
す

十
九
年
三
ケ
川
の
長
期

る
率
五
川

川
和
二
十
一
作
十
二
川
ま
で

刷
、
愛
版
県
政
の
為
に
活
附
し
た
。
其
問
、
県
会
副
議
長
及
議
長
を

は
愛
版
以
の
津
々
山
川
々
に
ま
で
山
え
波
っ
た
の
で
あ
る
。

「
近
金
さ
ん
」
の
ア
ダ
名

も
幼
め
、
愛
版
県
政
界
の
長
老
と
な
り
、

氏
は
敬
神
の
念
凶
作
く
、
議
政
情
一上
出
説
を
す
る
に
も
、
折
に
ふ
れ

~571-

時
に
臨
ん
で
敬
神
山
仰
の
念
を
以
吹
し
た
と
云
う
。
道
路
、
港
湾
、

は
枚
挙
に

川
正
が
な
い
。

い
ま
重
要
な
る
公
職
を

m，
く
れ
ば

桁
決
の
川
A

設
、
政
業
振
興
、
教
育
の
刷
新
、
文
化
の
刷
発
笥
其
功
制

ト
〈

U
木
町
内
防
協
会
愛
媛
以
副
支
・
市
長

愛
版
川
以
術
作
ぃ
納
入
門
円
述
人
川
会
副
会
長

机
泉
川
辺
国
産
制
A
円長

第

h
卜
九
同
伊
勢
神

ι式
h

川
選
-M
奉
行
人
ム
討
議
員

愛
媛
以
上
平
叫
州
市
町
議
口

愛仰肱川以
副
本
部
長

" 愛
媛
川ド下
山
間
仲
村
出
品
川
公
々
長
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以
上
の
如
き
要
職
に
つ
き

4
0
に
尽
さ
れ
し
は
勿
論
至
誠
一

貫
妹

に
其
性
格
正
確
に
し
て
公
明
正
大
、
刊
く
も
私
腹
を
肥
や
す
如
き
事

な
く
淡
白
無
欲
な
る
に
よ
り
信
唱
厚
く
郷
人
誰
彼
と
な
く
、

公
私
の

別
な
く
、

事
の
大
小
を
川
は
ず
、
紛
争
そ
の
他
問
題
の
起
り
し
と
き

は
翁
に
相
談
し
そ
の
指
図
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

大
東
亜
戦
勃
発
後
は
村
長
及
県
会
議
員
と
し
て
銃
後
の
勺
り
に
献

身
の
努
力
を
撚
げ
た
が
遊
に
敗
戦
の
変
目
を
見
る
に
到
り
妹
に
一
粒

都
の
令
息
久
丸
川
を
第

一
線
に
送
っ

た
が
、
不
十
昭
和
二
十
年
十
月

南
京
野
戦
病
院
に
、
恨
を
の
ん
で
戦
病
死
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
氏

の
胸
中
の
悲
嘆
如
何
ば
か
り
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

以
来
幾
リ
間
も
な
く
し
て
村
長
及
ひ
県
会
議
員
の
要
聴
を
時
退
し
、

日
か

K
自
宅
に
附
議
し
て
い
た
が
、
不
北
川
病
に
か
か
り
、
昭
和
三
十

年
七
月
三
十
一

日
F

口
宅
に
於
て
永
似
し
た
。
行
年
七
十
六
歳
。

胎
蔵
院
敬
法
徳
山
派
金
剛
居
士
と
論
号
す
。

逝
去
の
円
、
氏
長
介
の
念
願
で
あ
っ
た
忠
森
線
の
道
路
が
開
通
し

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
知

っ
て
逝
か
れ
た
か
有
か
、
悲
願
の
達
成
せ

ら
れ
た
翁
以
て
冥
す
べ
き
で
あ
る
。

至
誠
の
人
、
信
念
の
人
、
力
の
人
、
朴
一
川
の
好
々
爺
、
近
藤
金
四

郎

の
銅
像
は
、
河
之
内
金
山
線
寺
の
老
杉
雲
に
山口
え
立
つ
下
に
建
立

せ
ら
れ
た
。
政
界
の
長
老
砂
田
重
政
氏
の

「
川
氏
友
近
藤
金
四
郎
対
」

の
隼
蛸
は
録
し
て
こ
の
郷
土
の
仲
人
を
後
世
に
伝
え
て
燦
然
と
州
や

く
で
あ
ろ
う
。

三
、
佐
伯
求
四
郎

総
河
内
神
社
宮
司

佑
引
求
四
郎
は
、
大
字
河
之
内
惣
河
内
神
社
の
社
家
、
佐
伯
泊
次

郎
の
長
男
と
し
て
、
明
治
二
年
に
生
れ
た
。
幼
時
よ
り
聴
明
、頴
州
、

幼
に

し
て
父
同
に
別
か
れ
、
少
年
時
代
よ
り
、
他

尚
子
を
好
み
し
も
、

川仰に
出
で
、

つ
ぶ
さ
に
位
の
辛
酸
を
低
め
、
長
じ
て
は
密
奈
川
い
と
な

り
し
事
あ
り
し
も
、
帰
郷
し
て
家
臓
を
つ
ぎ
、
神
社
に
奉
仕
す
る
人

~ 572 ~ 

と
な
っ
た
。

性
、
剛
毅
、
果
断
で
あ
っ
て
、
正
義
に
向
つ

て
は

U
、

T
人
と
則

も
、
吾
住
か
ん
の
気
慨
あ
る
快
男
子
で
あ
っ

た
。
村
人
と
し
て
祭
紀

に
は
、
初
く
も
せ
ず
、
挙
式
の
厳
格
な
る
こ
と
は
、
襟
を
正
さ
し
め

た
。X

神
殿
、
神
苑
の
修
築
に
つ

い
て
は
、
或
は
中
殿
の
設
置
に
、
或

は
大
玉
国
一の
築
造
に
、
氏
子
民
の
積
極
的
奉
献
に
よ

っ
て

旧
状
の

而
回
を
一
新
し
た
が
、
と
れ
氏
の
赤
誠
に

よ
る
も
の

で
あ
る
。

九
日
山
に
敬
神
山U
F
M
他
の
道
を
説
き
、
陽
暦
励
行
、
時
間
励
行
を
奨
め
、

つ
よ川m
に
倣
老
会
を
開
似
し
て
、
老
人
を
い
た
わ
り
、
繭
米
四
十
年
の
服



山
人
を
も
っ

て
、
縦
本
、
反
始
の
実
を
示
し
た
。

り入
、
明
治
三
十
二
件
よ
り
、
三
内
村
役
場
吏
員
、
助
役
と
な
り
、

二
十
年
の
長
作
月
村
治
に
尽
し
、
妹
に
明
治
四
十
四
年
部
落
有
財
保

の
統

一
、
及
び
三
内
村
、
村
有
林
の
造
設
に
当
つ
て
は
、
勧
業
主
任

と
し
て
、
村
長
を
援
け
、
三
内
村
の
将
来
の
村
治
経
営
は
、
村
有
林

に
あ
る
事
を
説
き
、
先
進
地
の
例
祭
、
自
村
の
実
情
等
に

よ
っ
て

部
務
を
遊
説
し、

実
地
の
測
量
を
な
し
、
村
民
の
協
力
に

よ
っ
て

遊
に
第
一
期
の
け
沖
川
間
造
林
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
繭
来
年
移
り

が
変
り
五
十
付
を
経
た
今

u、
ふ
-
村
有
林

一
下
町
歩
に
達
し
、
愛
版

山
林
業
モ
デ
ル
村
に
ま
で
発
達
し
た
事
は
、
旧
三
内
村
供
村
氏
の
林

業
芯
欲
の
し
か
ら
し
め
る
所
で
は
あ
る
が
、
隠
れ
た
る
佐
川
氏
の
功

村
山
相
に
負
う
所
ま
た
大
な
り
と

玄
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

附
和
二
十
年

七
十
七
歳
の
天
β
を
全
う
し
て
逝
去
し
た
。

回
、
宇
和
川
浜
蔵

弁
護
士

大
字
河
之
内
音
田
の
人
、
明
治
十
七
年
二
月

-
H
宇
和
川
金
太
郎

の
長
男
と
し
て
生
れ
た
。
幼
時
よ
り
頴
料
、
学
に
よ
さ
し
雌
阻
止
み

矧
く
、
笈
を
負

5
て
上
京
し、

東
京
法
学
院
大
学
(
明
治
三
十
八
年

中
央
大
学
と
改
称
)
に
入
り
法
律
学
を
専
政
し
た
。

(
其
時
の
学
友

に
砂
田
重
政
、
前
日
米
肢
が
厨
た
)
か
く
て
伐
々
と
し
て
研
さ
ん
こ

れ
努
め
、
明
治
三
十
七
年
在
学
中
に
弁
護
イ
試
験
に
A
H
絡
し
た
。
同

に
引
右
辺
二
十
成
で
あ
っ
た
。
氏
が
如
何
に
秀
ぃイ
に
し
て
努
力
家
で
あ

っ
た
か
が
わ
か
る
。
明
治
三
十
八

4
七
川
小
火
大
学
法
仲
科
を
本
業

し
た
。

か
く
て
明
治
三
十
八
年
三
日刀
、
東
京
に
て
弁
護
士
の
登
録
を
父
同

Illi 
十

川
松
山
で
弁
能
士
登
以
を
し
た
。

氏
は
在
京
中
に
、
将
来
怖
都
に
於
て
万
丈
の
気
を
吐
く
雌
閃
あ
り

し
風
な
る
も
家
庭
の
愁
唱
も
だ
し
斯
く
帰
郷
後
、
明
治
三
十
九
竹
一

務
町
に
事
務
所
を
山
め
を
弁
護
士
を
開
業
し
た
。

~ 573~ 

氏
は
ハ
市、

u
.=υ、
実
行
氾
の
人
で
、
仲
々
利
か
ぬ
気
の
所
あ
り

よ
く
読
書
に
組
し
み
終
世
研
究
を
な
ら
な
か
っ
た
。
生
れ
っ
さ
胤
介

で
、
事
例
の
弁
九州
に
は
該
博
な
る
学
識
を
引
川
し

ぷ
仁

川

叶

1
・M
合
研

ル
J
J
J
U
3
b

つ
如
く
、
必
山
法
白
川
介
に

ト
チ
利
川
浜
賊
あ
り
」
と
、
そ
の
心
引
を
咋

ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

又
松
山
市
会
議
員
に
選
出
せ
ら
れ
、

日
大
I
H
九
仔

一
川

至
大
正
十

一
竹

川

'
ハ
附
利
，

h
q
-凡

石山
」白川m
和
l
七
竹

-
川

ま
た
実
に
十
有
凶
年
間
、
市
会
議
長
の
要
織
に

つ
を
市
政
の
た
め

に
尽
'M
し
、
川
{
に
愛
版
県
会
議
員
に
選
山
せ
ら
れ
た
。
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H
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至川
m
和
九
仔
ト
ニ
バ
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l

l

-

'H仙
川

和
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=一引
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--H川

一£
附
和
十
円
引
九
バ

ま
た
愛
媛
県
会
議
長
と
し
て
、
議
政
出
上
の
人
と
な
り
、
愛
版
県
政

に
貢
献
し
た
事
多
大
で
あ
っ

た
。

氏
は
、
大
の
変
-
出
家
で
、
斗
一
州
刈
附
せ
ず
と

亨
コ
家
傑
振
り
で
あ

っ
た
。
晩
年
は
健
戚
に
留
認
し
、
努
め
て
、
城
山
に
拓
民
に
、
散
策

辿
追
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
五
月
、
遂
に
肝
臓
硬
変
症
の
為
め
逝
去

し
た
。

山
イ

4
七
十

一
成
。
一人
命
と
は
一口
え
悩
し
い
人
物
で
あ
る
。

氏
が
弁
護
土
開
業
以
米
、
五
十
年
と
去
、
コ
長

4
月
法
幽
界

K
H
m
げ

ら
れ
た
功
績
は
、
全
国
に
於
て
も
稀
に
見
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
附

和
三
十
什
三
日バ

M
本
弁
護
士
会
迎
合
会
長
は
、
祝
賀
状
及
ひ
感
謝
状

を
氏
に
贈
呈
し
た
。

五
、
近
藤

自
治
功
労
者

鑑

祖
泉
郡
一
任
原
村
津
士
口
の
人
で
あ
る
。
渡
部
勝
平
と
去
、
コ
人
の
子
で

あ
っ

た
が
、
三
内
村
大
字
河
之
内
問
屋
の
近
藤
六
次
郎
と
云
う
人
に

子
な
き
を
も
っ
て
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
し
草
深
い
回
会

で
終
生
、

h
姓
を
以

っ
て
終
る
を
潔
よ
し
と
せ
ず
、
青
年
に
及
ん

で

背
重
の
J

心
を
抱
い
て
東
京
に
遊
学
し
、
政
友
会
の
壮
士
と
な
っ
て
活

総
す
る
う
ち
、
伊
政
鉄
道
株
式
会
社
社
長
井
上
要
氏
の
知
過
を
得
て

ん
ず
和
川
チ
太
郎
氏
の
山
以
後
、
愛
媛
県
会
議
員
及
三
内
村
長
に
就
任
し

た
。
明
治
三
十
二
年
十
川
の

こ
と
で
あ
る
。

氏
は
大
兵
肥
満
の
人
で

「
腹
太
鑑
」
の
あ
だ
名
が
あ
っ
た
。

ま
た

な
か
な
か
雌
弁
の
士
で
あ
っ
た

と
.
玄
う
。

判
長
わ
れ
任
小
は
、

内
ぃ米

谷
汲
西
谷
の
山
道
の
改
修
を
な
し
、
村
治
に
功
耐
を
伐
し
た
。
後
、

松
山
に
出
て
東
雲
町
に
居
た
が
、
既
に
故
人
と
な
り
、
子
孫
は
い
ま

東
京
に
出
住
す
る
と

玄
う
。

六
、
宇
和
川
宇
太
郎

自
治
功
労
者

~ 574 ~ 

千
和
川
千
太
郎
は
、
安
政
三
年
十

一
片
、
三
内
村
大
字
則
之
内
山j

和
川
八
三
郎
の
長
男
と
し
て
生
れ
た
。

資
性
杭
厚
日
笑
、士
μ
れ
子
の
風
あ
る
も
外
設
内
剛
、熱
と
'
H

け
の
人
で

ゐ
っ
た
。
明
治
十
六
年
に
は
則
之
内
村
戸
長
を
川
初
め
て
い
る
。
こ
れ

は
以
前
、
宇
和
川
家
が
組
以
を
勤
め
て
い
た
よ
う
な
凶
係
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
ホ
円
年
に

し
て
頭
角
を
露
わ
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
向
学
心
に
燃
え
る
氏
は

明
治
十
九
作
愛
媛
以
川
悩
尚
子

校
を
本
業
し
、
郷
川
+
ん
に
教
慨
を
執
る
こ
と
七
日
叩
小
川
、
E
D
4
k
r
Aご、匂

y
σ
~
，l
t

d
u
パ
』

な
る
教
育
山
中
…
陶
ぶ
り
は

郷
党
の
人
々
の
倣
仰
山
hn
の
的
と
な
り

明
治
二
十
七
年
四
刈
抗
さ
れ
て
三
内
村
長
と
な
っ
た
。
以
米
鋭
ぽ
村



治
の
発
以
に
努
力
せ
ら
れ
、
明
治
三
十
斗
五
月
に
は
、
服
内
水
郡
会
議

員
と
な

っ
た
。

ま
た
明
治
三
十
二
年
に
は
、
衆
引
に
よ
り
愛
媛
県
会

議
員
に
選
出
せ
ら
れ
、
議
政
庖
上
の
人
と
な
り
、
愛
版
県
政
に
大
、
辛
口

な
足
跡
を
成
し
た
。

U
治
戦
争
に
際
し
て
は
、
特
別
の
功
川
仰
に
よ
り
、
木
杯
を
贈
ら
れ

山山氏
似
…
局
よ
り
表
彰
せ
ら
れ
た
。

明
治
時
代
も
中
期
を
迎
え
、文
明
開
化
の
風
は
前
々
と
吹
き
米
り

内
の
山
村
に
も
、
焔
切
に
交
通
の
不
似
を
感
じ
て
い
米
た
。
氏
は
泌

北
け
に
よ
る
輸
送
の
経
貨
を
調
本
位
し
た
る
所

そ
の
崩
失
の
曲
一
人
大
な
る

に
続
き
、
遂
に
認
を
決
し
、
折
か
ら
県
及
郎
よ
り
土
木
山
川
助
規
定
の

山
た
の
を
併
に
、
起
ー
を
幽
策
し

そ
の
こ
と
を
村
長
と
し
て
村
会

に
附
議
し
、
良
l
一銀
行
か
ら
金
六
丁
川
の
仙
人
を
し
た
。
そ
し
て
米

谷
の
山
道

一
?
谷
国
道
岐
れ
よ
り
、
山円
出
総
出
以
U
ま
で
υ
人
一
内
谷

山
道
、
法
科
門
よ
り
井
内

-M川
ま
で
の
改
修
を
企
て
、
明
治
三
十
五

今
五
月
に
峻
正
し
た
。
繭
米
三
内
村
民
の
州
収
益
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
。
当
時
村
民
の
中
に
は

そ
の
費
用
の
大
な
る
に
驚
き
、
土

谷
部
落
等
は
新
道
路
は
全
く
白
分
た
ち
に
は
伝
な
き
も
の
な
り
と
な

し
、
υ人
地
才
側
の

U
仙
等
も
あ
り
、
υ
J
和
川
氏
は
こ
れ
が
鎮
撫
に
京

分
凶
トト広
し
道
に
事
な
き
を
得
た
。

氏
は
明
治
三
十
五
年
十
二
川
病
佼
し
た
。
以
米
州
砂
り
、竹
変
り
、

附
利
三
年
に
至
っ
て
村
氏
相
議
り

功
結
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
べ

く
三
内
農
協
前
に
記
念
の
彰
功
仰
を
建
て
た
。

七
、
高
須
賀
伊
兵
衛

慈
善
家

1

松
山
白
人
火
山
」
(
抄
)

久
米
郡
則
之
内
村
と
玄
う
て
い
た
竹
、
保
免
に
伊
兵
衛
と
一五
、フ
川

山家の
FH
州
が
あ
っ
た
。
a

一
本
は
代
々
伊
正
〈
術
の
牢
引
を
称
え
、
其
の
子
を

八
兵
術
と
呼
ん
で
い
た
。
経{「士
一4
中

(
附
和
三
十
三
年
よ
り
二
八

O

介
前
)
の
事
、
立
(
叫
吋
の
伊
兵
術
は
籾
に
不
心
深
く
、
隣
人
に
籾
切
を

つ
く
し

又
村
の
知
県
い
者
に
は
米
、
銀
等
を
恵
ん
で
助
け
て
い
た
。
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廿
失
事
が
鎖
、
干
恥
一
半
隠
岐

1
様
の
お
耳
に
達
し
、
こ
れ
は
庶
人

の
縦
、

奇
特
の
到
り
で
あ
る
と
お
袋
め
を
袋
り
、
御
ボ
行
稲
川
八
右
術
川
、

」回同
内
υ人
七
の
山
人
よ
り
御
氏
主
と
し
て
、

au
u一九
tH
aX
づ
っ

卜
さ
つ

た
。り

人
其
の
子
の
伊
日
ハ
術
の
代
に
は
、
-uf
似
十
七

q
叫山
h

口
の
為
、
H
μ
M引
刈

作
物
大
凶
慌
を
も
っ
て
、
大
飢
的
と
な
り
餓
死
す
る
者
、
野
に
山
山北れ

路
に
伏
す
有
様
で
あ
っ
た
。
其
時
は
松
山
球
の
救
助
も
尽
き
果
て
上

下
幽
窮
の
時
、
伊
兵
衛
は
自
分
の
倉
を
聞
い
て
、
米
三
「出
依
を
え
し

山
し
、
餓
死
者
を
赦
い
泣
い
闘
を
出
し
た
。
叫
の
似
正
、
妹
の
外
感

激
せ
ら
れ
伊
兵
術
の
功
を
ー
す
る
に
、
H
川
ん
子
御
免
、
代
々
御
状
刊
方



三
人
以
持
を
下
さ
る
己
刊
の
御
切
紙
を
下
さ
れ
た
。

久
米
川
則
之
内
村
斤
姓
伊
只
術
事

日

刊

須

賀

川
V

兵

術

川山
(ん
、
制
父
川V
只
術
及
父
伊
口
〈
仙
山
川

u〈に
、
忠
孝
の
道
に
志
斥
く
、
叶
保
災
に

氏
氏
を
以
助
し
、
ぷ
人
の
愛
川
子
の
父
図
を
慕
う
如
き
慈
立
・
株
主
」心
川
、

奇
特
の
刈
に
つ
き
、
代
々
山
字
御
免
、
為
御
扶
持
方
三
人
扶
持
、
水
代
被
1
7

山

I
出
。

〆
日
」
l

一
刀

八
、
渡
部
愛
蔵

自
治
功
労
者

渡
部
愛
蔵
は
、
大
字
則
之
内
和
田
丸
、
渡
部
干
代
太
の
二
男
と
し

て
、
明
治
三
年
四
月
三
日
に
生
れ
た
。
温
厚
篤
実
の
村
夫
子
で
、
明

治
四
十
三
年
十
二
月
、
推
さ
れ
て
三
内
村
長
と
な
り
、
鋭
意
村
治
の

刷
新
幹
発
に
努
力
し
た
。
殊
に
三
内
村
の
立
地
条
件
か
ら
、
将
来
村

の
発
展
は
森
林
行
政
に
重
点
を
置
く

べ
き
事
を
着
目
し
、
明
治
四
十

一
年

氏
が
三
内
村
助
役
で
あ
っ
た
頃
か
ら
、
部
落
有
財
産
の
統

を
企
て
、
第
一
期
の
村
有
林
造
成
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
此
名

案
も
当
時
の
村
民
は
挙
っ
て
賛
成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
崎
一々

と
う

ご
う
f

谷
易
に
納
得
す
る
に
到
ら
な
か
っ
た
。
が
熱
心
に
将
米
の
村
の

繁

栄
と
l

平
福
を
説
き
、
且
当
時
役
場
書
記
で
あ
っ
た
、
佐
伯
求
四
郎

の
協
力
も
あ
っ
て
、
遂
に
植
林
す
る
の
運
び
と
な
っ
た
。

以
来
四

4
閥
、
村
長
と
し
て
の
功
村
山
は
数
多
あ
れ
ど
、
今

H
一
千

川
歩
に
達
す
る
三
内
村
有
林
の
悲
礎
は
、
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
以

来
四
十
年
五
十
年
の
保
護
育
成
に
よ
っ
て
、
杉
松
警
の
う
つ
古
た
る

美
林
と
な
り
、
愛
媛
県
に
於
け
る
森
林
モ
デ
ル
村
と
ま
で
成
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
樹
木
は
既
に
部
分
伏
係
せ
ら
れ
、
新
川
内
町
山
崎
設
の

経
済
支
ね
と
な
っ

て
居
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
先
見
の
明
の
あ
っ

た
、
こ
の
先
位
の
出
沢
で
あ
っ
て

そ
の

功
績
は
永
久
に
料
く
で
あ
ろ

5
。

氏
は
昭
和
七
年
六
月
逝
去
せ
ら
れ
た
。
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九
、
東

白
石
士
口

自
治
功
労
者

東
山
石
士
ロ
は
、
明
治
八
年
九
月
大
字
井
内
大
半
、
十
米
半
次
の
長
男
と

し
て
生
れ
た
。
性
、
ぷ
厚
、
聡
明
、
幼
時
よ
り
学
を

M
7
4、
父
川
仰
の

十
心
を
つ
い
で
躍
に
肋
み
、
成
作
と
な
っ
て
只
役
に
版
し
、
川
州
期
除
隊

し
て
郷
土
に
あ
り
、
明
治
四
十

一
内
村
会
議
員
に
当
選
し
た
。
尚
に

三
十
三
歳
、

一
騎
当
千
の
士
と
し
て
、
村
議
会
に
泊
々
懸
川
の
弁
説

を
振
っ
た
の

で
あ
る
。

明
治
四
十
五
年
二
日
バ
、
三
内
村
助
役
と
な
り
、
大
正
六
介
衆
引
を

荷
っ
て
一
二
内
村
長
と
な
り
、
大
正
八
介
病
気
選
服
し
た
。
又
村
会
議

員
当
選
五
回
、
実
に
二
十
二
作
の
長
介
川
、
村
政
の
た
め
に
尽
力
し



た
。三

内
村
に
於
て
は
、
明
治
四
十
三
、

四
年
頃
、
部
落
有
財
産
の
統

一
問
題
興
り
、
将
来
の
無
税
村
を
目
途
に
、
部
落
有
林
の
統
一

、
村

有
林
の
経
営
に
手
を
つ
け
た
。
時
に
氏
は
助
役
と
し
て
、
造
林
主
任

と
し
て
、
又
後
に
は
村
長
と
し
て
、
其
の
衡
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
村
民
は
回
附
頑
迷
旧
慣
を
守
っ

て

理
解
を
得
る
に
到
ら
な

か
っ
た
が
、
熱
心
に

し
て
奉
仕
精
神
に
燃
ゆ
る
氏
は
、
淳
々
と
其
の

利
引
一
口
制
河
北
〈
ぷ
将
米
の
'
日
治
発
達
の
要
を
説
き
、
幾
多
の
波
乱
を
克
服

し
て
、
明
治
凶
十
五
年
釈
然
と
し
て
村
民
の
納
得
解
決
を
得
た
。

か
く
て
第

一
期
造
林
七
百
余
町
歩
杉
、
桧
、
松
菌
、

百
五
十
万

本
の
柏
裁
を
光
了
し
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
君
一

人
の
功
績
で
は
な

い
が
、
氏
が
造
林
主
任
、
助
役
、
村
長
と
し
て
当
面
の
難
局
に
当
つ

た
功
料
は
、
突
に
汁
川
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
今
日
の
町
経
済
の

什
市
総
は
尖
に
こ
の
コ
一
内
村
有
林
の
恩
沢
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

氏
は
外

一
名
と
北
〈
に
、
部
分
林
三
十
七
町
歩
の
経
営
に
当
り

東
林
道
の
山
牲
に

は
多
傾
の
庄
司
附
を
、
西
谷
小
学
校
教
育
振
興
の
為

に
、
，l
ーし
の
権
利
の
山
林
を
寄
贈
し
、
小
は
区
内
の
社
寺
惣
代
か
ら

部
落
の
自
治
行
政
に
、
川
入
村
治
行
政
に
一
生
を
捧
げ
た
功
績
は
枚
挙

に
遣
な
し
で
あ
る
。

氏
、
日
頃
人
に
交
わ
る
に
源
容
迫
ら
ず
、
市
に
微
笑
を
以
て
し
、

親
切
円
寧
恭
敬
の
念
に
満
ち
て
い
た
。
ま
た
己
を
責
む
る
に
般
に

終
始
克
己
的
精
神
を
も
っ
て
、
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
人
に
胞
す
勿

れ
、
と

五
う
人
で
あ

っ
た
。
自
己
を
修
め
て
'
家
を

umえ
、
山本
を
い
前

え
て
、
天
下
国
家
に
奉
仕
す
る
氏
の
精
神
は
、
以
て
後
山
の
示
胞
と

す
べ
ぎ
か
。

氏
は
八
十
二
成
の
高
齢
を
も
っ

て
附
和
三
十
一
年
十
二
川
逝
去
し

た
。一
O
、
北
川
徳
次
郎

自
治
功
労
者
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北
川
徳
次
郎
は
、
嘉
永
六
年
五
月
三
日
、
大
{
子
井
内
大
ず
に
生
れ

た
。
父
は
伊
平
、
吋
マ
ツ
ヨ

、
幼
名
を
弥
蔵
と
云
っ
た
が
、
泣
いわ

介
元
服
し
て

徳
次
郎
と
名
を
改
め
た
。

忠
良
の
H
I

川
町

!
?
、

、

川
ノ・
作
λ
Jれ
ー

信
古
の
次
女

ユ
キ
と

Mm樹
、

ム
メ
ヨ

、
川
一
郎
の

-
男
一
女
を
本
げ

た
。
明
治
十
年
家
督
相
続
。

} 11 

昭
和
十
一
年
二
月
六
日

松
山
市
道
後
山
行
崎
町
淳
一
郎

lzt
で
脳
溢

血
の
た
め
死
亡
し
た
。

い子
年
八
十
四
、
井
内
大
半
法
皮
切
の
必
地
に

葬
る
。
法
名
印
厳
院
位
山
道
英
居
士
。

徳
次
郎
は
、
明
治
九
年
大
平
組
仏
長
を
勤
め
て
以
来
、区
会
議
員
、

区
会
議
長
、
区
長
、
村
会
議
員
、
J

致問
城
寺
位
家
惣
代
、
吉
井
神
社
氏



子
惣
代
、
三
内
村
長
等
公
共
の
た
め
に
尽
す
こ

と
五
十
年
、
大
正
十

年
、
松
山
市
に
出
て
か
ら
は
悠
々
自
適
し
た
。

徳
次
郎
、
性
質
極
め
て
詑
直
、
町
寧
、
慈
善
の
心
深
く
、
倹
素
劫

勉
で
ゐ
っ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
泊
姓
は

「
倹
約
と
勤
勉
よ
り
他
に
牛
一

く
る
途
な
し
」
と
臨
信
し
こ
れ
を
実
行
し
た
。
墓
地
と
か
、

道
路
と

か
に
は
異
常
な
関
心
を
持
ち
、
基
掃
除
、
道
普
請
等
に

は
、
特
に
粕

励
し
て
郷
人
の
模
範
と
な

っ
た
。
今
日
井
内
は
換
金
作
物
と
し
て
英

大
な
怖
の
木
を
売
山
山
す
が
、
こ
れ
は
徳
次
郎
の
創
始
に
よ
る
も
の

で

あ
る
。

明
治
二
十
三
年
四
年
、
井
内
村
の
墓
地
を
調
査
し
て
、

正
悦
な
過

去
帳
を
作
成
し
た
。
ま
た

昭
和
四
年

「
井
内
古
社
寺
誌
」
を
若
わ

し
た
。
村
の
物
織
り
で
あ
り
、
記
憶
刈
が
よ
く
、
武
家
時
代
の
版
火

に
精
進
し
、
こ
れ
を
研
究
す
る
こ

と
を
、
無
上
の
楽
と
し
た
。
市
に

'
平
一
主
を
崇
敬
し
、
敬
神
崇
組
の
念
に
厚
か
っ
た
。

ω旬
、
囲
碁
、
浄

曲
等
に
位
味
を
持
っ
て
い
た
。

一
、
北
川
正
惇

医
学
博
士

明
治
十
八
斗
三
凡
二
十
日
三
内
村
大
字
河
之
内
狩
場
成
谷
恒
三
郎

の
凶
男
と
し
て
生
れ
、
明
治
三
十
三
年
大
波
市
東
区
上
難
波
北
ノ
問

北
川
似
兵
衛
の
養
子
と
な
り
、
北
川
姓
を
名
乗
る
。
県
立
松
山
中
学

を
経
て
第
五
高
等
学
校
に
入
学
、
明
治
四
十
年
七
月
同
校
を
卒
業
、

直
ち
に
同
年
九
月
東
大
医
学
部
に
入
学
、
明
治
凶
十
四
年
十
二
月
卒

業
、
明
治
四
十
五
年
一
月
か
ら
六
月
迄
東
大
術
生
学
教
室
で
研
究
、

七
月
か
ら
東
大
皮
門
泌
尿
器
科
教
室
に
移
り
、
大
正
六
年
四
月
ま
で

同
教
室
の
副
手
、
助
手
、
医
局
長
を
勤
め

同
年
五
月
か
ら
日
本
橋

浜
町
の
山
村
病
院
で
、
皮
門
科
泌
尿
器
科
の
診
療
に
従
事
し
た
υ

大
正
九
年
六
日
刀
、
民
応
義
塾
大
学
医
学
部
が
開
始
す
る
と
共
に

皮
府
科
泌
尿
器
科
教
室
に
勤
務
、
大
正
十
一
年
に
総
師
、
大
正
十
二

年
四
月
助
教
授
に
進
み
、
同
年
十
一
月
、

「
フ
ィ
ラ
日
ノ
ヤ
病
犬
の
象

~ 578 ~ 

皮
病
様
皮
脂
所
見
」
の
論
文
で
医
学
博
士
の
学
位
を
得
た
。
か
く
て

大
正
十
三
年
欧
米
に
留
学
し
帰
朝
後
、
大
正
十
五
年
一
月
教
授
に
栄

進
し
、
各
大
川
町
十
に
先
ん
じ
て
泌
以
然
科
学
の
講
座
を
独
立
し
、
山俊
応

義
弘
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
の
初
代
教
授
と
し
て
斯
学
の
研
讃
、
後

進
の
指
導
、
学
生
の
教
育
に
専
心

そ
の
間
日
本
泌
尿
器
科
学
会
会

長
を
も
勤
め
た
。

氏
は
温
原
篤
実
清
版
潔
白
の
人
で
ま
た
日
本
医
学
界
の
権
威
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
一

u永
眠
し
た
。
半
年
六
十
三
歳
。

惜
む
べ
き
人
で
あ
る
。

著
書
に
は

一
最
新
泌
日
以
器
科
学

」

「
国
民
と
純
胤
」
等
が
あ
る
。



、

近
藤
涼
社

農
業

(
俳
人
)

一
内
村
大
字
河
之
内
問
屋
の
人
で
あ
る
、
明
治
五
年
以
前
周
桑
郡

広
樹
村
禍
川
よ
り
養
子
に
来
り
佐
六
を
襲
名
す
る
、
実
の
名
は
久
治

と
い
う
。
策
も
立
て
ず
野
心
も
な
く
只
勤
勉
に
し
て
作
義
で
百
姓
に

品
進
し
た
人
で
あ
る
が
、
生
米
側
句
を
好
み
、
市川の
舎
出
社
と
号
し

其
道
の
達
者
で
あ
っ
た
。
終
生
良
川
引
の
余
附
は
句
作
に
批
り
、
ド〈ド

の
仙
人
と
文
通
交
友
し
て
川
間
前
三
昧
を
裂
し
ん
だ
。
刊
「
深
き
凹
凶
の

翁
と
し
て
は
ま
れ
に
み
る
風
流
の
好
々
爺
で
あ
る
。
近
郊
近
在
の
堂

日
の
隔
制
に
こ
の
人
の
名
を
見
ぬ
こ

と
は
ま
れ
で
あ
る
。

そ
の
一

、
二
句
を
記
せ
ば

離

れ

て
も

添

う

て

も

涼

し
竹

の
月

羽

広

け

る

蝶

も

愉

や

小

い

ね

の

μ

一
三
、
大
工
彦
六
さ
ん

ト人
字
則
之
内
一
ヶ
谷
に
あ
る
災
国
ヰ
寸
は
、
h
u

川、水付
山
に
似
免
か
ら

移
転
し
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
時
の
建
立
棟
札
に
大
工
紋
紫
彦
六
と

書

い
て
あ
る
。

こ
れ
は
当
寺
保
免
に
住
ん
で
居
た
、
大
工
彦
六
と
云

う
人
の
事
で
あ
る
。
人
は
何
ん
で
も
一

芸
に
達
す
る
事
は
至
難
の
こ

と
で
あ
る
。

此
人
は
今
か
ら
百
四
十
年
程
前
の
人
で
所
謂
腕
立
ち
で

あ
っ

た
。

一月
来
山
口
県
大
局
部
の
人
で
あ
っ
た
が
、
少
年
の
頃
大
工
を
ぶ
し

て
、
天
山
に
来
り

そ
こ
で
大
工
の
弟
子
入
を
し
て
、
腕
を
踏
い
た

人
で
あ
る
。
久
米
の
日
尾
八
幡
神
社
の
楼
門
も

此
人
が
建
て
た
の

で
、
こ
の
村
に
住
む
よ
う
に
な

っ
て
後
、
必
山
城
の
修
築
も
し
た
。

松
山
城
本
丸
の
・
一
八
倉
は
こ
の
人
が
造
っ
た
の
だ
と
云
う
。
そ
れ
か
ら

江
戸
城
の
修
築
に
も
選
出
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て

工
事
が
す
ん
で
似
る

と
き
、

城
川
H

品
役
の
お
ぶ
行
さ
ん
か
ら
、
記
念
に

せ
よ
、
と
て
徳
川

の
紋
所
葵
の
紋
の
入
っ

た
提
灯
を
貰

っ
た
と
い
う
。
診
六
さ
ん
が
、

校
そ
の
促
灯
を
促
げ
て
通
る
と
、
村
人
は
道
併
に
下
座
を
し
た
と
い

~ 579 ~ 

ぅ
。
診
六
さ
ん
は
、
こ
れ
は

「
私
す
べ
き
も
の
で
な
い
」
と
氏
宮
三

品
神
社
へ

寄
進
し
た
。
人
〔
「
も
氏
の
宮
に
は
内
戸
氏
記
名
の
葵
紋
入
川氏

灯
が
あ
る
0

・診
六
さ
ん
は
、
明
治
二
十

一
年
七
十
六
歳
で
伐
し
た
。

川島
は
則
之
内
和
田
丸
に
あ
る
。

一
回
、
豊
竹
音
羽
太
夫

浄
曲
家

本
名
を
富
久
友
吉
さ
ん
と
一一己
う
て
、
大
字
則
之
内
惣
田
谷
の
人
で

あ
っ
た
。
年
十
四
五
と
云
う
か
ら
少
年
時
代
則
之
内
挑
の
手
伝
を
し

て
焼
物
の
下
絵
か
き
を
し
て
い
た
と
い

5
。
天
性
の
美
声
は
、
決
然

浄
硲
璃
の
太
夫
を
志
し
、
松
前
の
住
人
山
主
竹
八
重
太
夫
の
門
人
と
な

り
、
苦
心
惨
仰
の
修
業
の
結
果
、
師
匠
に
勝
る
税
の
そ
の
道
の
上
手



と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
刷
太
夫
と
名
乗
り
、
浄
瑠
哨
人
形
芝
居
源
之
丞
一
座

の
人
気
太
夫
と
な

っ
た
。
そ
の
後
音
羽
太
夫
を
襲
名
し
て
、
本
太
夫

と
進
み
、
遂
に

四
国
一
の
語
り
手
と
し
て
、
並
(
名
声
を
四
国
全
土
に

出
か
し
た
。
晩
年
は
素
人
浄
瑠
消
界
の
審
査
役
を
も
務
め
た
。

一
五
、
第
三
代
竹
本
小
梶
太
夫

浄
曲
家

本
名
は
東
米
次
、
大
字
井
内
の
人
で
あ
る
。
農
業
を
営
み
組
味
と

し
て
、
浄
曲
を
好
み
、
稽
古
を
重
ね
る
う
ち
、
そ
の
天
菓
の
美
声
と

つ
い
に
晶
子
ゼ
決
し
て
第
二
代
竹
本
小

大
音
は
衆
に
勝
れ
て
上
達
し
、

梶
太
夫
の
門
人
と
な
り
、
各
地
の
人
形
芝
居
に
勤
め
、
益
々
努
力
精

進
し
て
評
判
の
語
り
手
と
な
っ
た
。
晩
年
は
地
方
の
素
人
の
師
匠
と

な
り
、
冷
山
愛
好
者
を
喜
ば
せ
た
。

川
は
第
三
代
目
小
梶
太
夫
を
襲
名
し
、
先
師
の
b
f

を
後
世
に
残
し

た
。
語
り
物
の
中
で
は
一
の
谷
三
段
目
、
関
取
千
両
峨
、
玉
藻
前
三

段
目
等
が
有
名
で
あ
っ
た
。

一
六
、
白
戸
小
富
士

素
人
浄
曲
家

本
名

h
戸
彦
一

、
大
字
則
之
内
保
免
の
人
で
あ
る
。
資
性
祖
厚
農

斗山引
に
粘
肋
し
、
組
味
と
し
て
浄
曲
を
好
み
、壮
年
時
代
大
坂
に
住
し
、

名
人
鶴
沢
男
造
の
指
南
北
陶
よ
ろ
し
ま
を
得
て
、
其
の
修
業
糟
古
は

十
有
余
年
に
及
ん
だ
。
西
日
本
各
地
の
素
人
浄
曲
大
会
に
於
て
、
大

関
及
び
横
綱
等
の
栄
冠
を
獲
得
し
て
、
川
市
に
最
高
位
の
座
を
占
め
て

い
た
。
附
米
後
輩
の
た
め
指
導
に
尽
さ
ん
と
せ
ら
れ
た
が
、
不
十Y
、

昭
和
三
十

一
斗
十
二
月
十
八
日
六
十
三
成
を
以
て
病
-
兆
し
た
。

そ
の
得
意
と
す
る
語
り
物
は
、
菅
原
伝
授
手
習
鍛
、
先
代
秋
御
殿

場
、
合
邦
が
辻
、
三
勝
半
七
酒
屋
の
段
等
で
あ
っ
た
。

故
人
の
第
三
回
忌
に
は
川
内
町
有
志
及
び
地
方
の
浄
山
川
介
の
重
鎮

絡
の
人
々
が
発
起
し
て
追
善
浄
曲
大
会
が
名
越
座
で
施
行
さ
れ
た
。

一
七
、
菅
井
重
郎

医
師

-580-

官
井
重
郎
は
官
井
立
掌
の
子
と
し
て
安
政
三
年
五
月
十

u、
三
内

村
井
内
に
生
れ
た
。
宮
井
家
は
先
組
代
々
医
を
も
っ
て
業
と
し
た
。

先
制
八
十介
術
門
は
、
井
内
の
組
頑
と
し
て
有
名
な
人
で
あ
る
。

重
郎
若
年
の
時
、

笈
を
負
っ

て
長
崎
に
学
び
、
附
医
学
を
修
め

後
、
松
山
務
医
学
校
に
学
び
、
明
治
二
十
二
年
、
東
京
赤
十
字
社
病

抗
開
設
せ
ら
る
る
や
、
医
員
と
し
て
招
料
せ
ら
れ
た
。
後
松
山
に
州

り
県
立
病
院
に
勤
め
て
い
た
が
、
後
勤
め
を
や
め

て
魚
川
に
開
業
し

た
。
彼
慈
善
の
心
深
く
仲
良
者
に
は
無
料
胞
菜
、
施
術
を
し
て
め
ん
ど

終
世
に
及
ん
だ
。
故
に
古
川
の

「
怒
J

訪
問
医
官
井
さ
ん
」
の
バ
け
が
あ
っ

た
。



資
性
温
厚
ぷ
限
、
晩
年
南
英
子
町
に
居
を
桃
え
、
悠
々
自
適
、
問

和
九
年
七
月
九

υ病
波
、
享
年
七
十
九
歳
、
山
越
天
徳
寺
に
葬
る
。

法
名
紫
光
院
重
綱
端
良
居
士
、
松
山
市
一
番
町
菅
井
病
院
長
官
井
久

院
は
そ
の
嗣
子
で
あ
る
。

一
八
、
中
島
七
兵
衛

義
人

七
兵
衛
は
、
三
内
村
大
字
河
之
内
土
谷
の
人
で
あ
る
。
日
は
土
谷

に
は
何
軒
も
の
宿
屋
が
あ
っ
て
、
金
毘
羅
街
道
の
要
所
で
あ
っ
た
。

七
兵
衛
の
家
も
そ
の
旅

-M
の
一
判
で
、
茶
屋
七
只
術
と一
五
っ
て
、
務

政
時
代
に
は
金
毘
縦
己
州

石
鎚
詣
を
始
め

一
般
の
旅
人
が

[
1
 

4
1
1
 

し
て
仲
々
繁
昌
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。
加
山
論
農
業
も
兼
ね
て
い
た
ら

し
い
が
、
こ

の
七
兵
衛
な
る
人
、
よ
く
人
の
出
話
、
才
許
を
な
し
、

た
は
ね

組
小
の
束
ね
を
し
て
、
付
々
朗
の
利
い
た
人
で
あ
っ
た
。
彼
は

l
谷

部
落
の
谷
が
浅
い
の
で

似
か
の
午
越
に
も
水
に
凶
る
ん
事
を
一
以
え

天
保
年
間
、
仙
道
休
池
を
築
造
し
、
更
に
肖
延
年
聞
に
至
っ
て
、

郎
ヶ
谷
池
を
造
っ
た
。
こ
の
雨
池
と
も
、
義
人
七
兵
衛
の
位
話
に
よ

っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
土
谷
の
人
は
こ
の
茶
屋
七
兵
衛
の
思
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
も
同
家
は
残
っ
て
い
て
屋
号
は
茶
七
で
ゐ

る
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